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現
代
に
お
け
る
「
結
縁
五
重
相
伝
会
」

目

次

は
じ
め
に

研
究
報
告
「
結
縁
五
重
の
歴
史
的
背
景
」

研
究
報
告
「
五
重
相
伝
会
に
関
す
る
調
査
」
報
告

研
究
報
告
「
結
縁
五
重
相
伝
会
」
開
廷
案

お
わ
り
に

の
あ
り
方

現
代
布
教
の
検
討
班
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は
じ
め
に

本
研
究
班
は
、
平
成
十
三
年
度
の
予
備
調
査
研
究
報
告
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
「
現
代
布
教
研
究
班
」
成
果
報
告
『
教
化
研
究
』
第
日
号
)

を
ふ
ま
え
、
全
国
各
地
の
「
五
重
相
伝
会
」
の
実
状
調
査
を
行
い
、
そ
の
特
色
、
課
題
、
問
題
点
を
分
析
し
、
現
代
に
お
け
る
「
結
縁
五
重

相
伝
会
」
(
以
下
、
「
結
縁
五
重
」
と
い
う
)
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
本
研
究
班
は
、
歴
史
的
に
現
在
に
至
る
五
重
相

伝
会
を
考
察
し
、
現
在
の
実
情
調
査
を
踏
ま
え
、
未
開
廷
地
域
へ
の

一
開
廷
案
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

本
研
究
成
果
報
告
書
は
、
研
究
報
告
「
結
縁
五
重
の
歴
史
的
背
景
」
を
後
藤
真
法
研
究
員
が
担
当
し
、
研
究
報
告
「
五
重
相
伝
会
に
関
す

る
調
査
」
報
告
を
正
村
瑛
明
研
究
員
が
ま
と
め
、
研
究
報
告
「
結
縁
五
重
相
伝
会
」
開
娃
案
を
研
究
員

・
研
究
ス
タ
ッ
フ
で
纏
め
上
げ
た
も

の
で
す
。

q
u
 



研
究
報
告
①

結
縁
五
重
の
歴
史
的
背
景

隆
円
『
浄
業
信
法
訣
』

1
的
門
『
信
法
要
訣
耕
釈
』
に
見
ら
れ
る

結
縁
五
重

※
こ
の
項
は
、
西
城
宗
隆

・
大
蔵
健
司
両
研
究
員
に
、
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
.
は
じ
め
に

結
縁
五
重
の
現
場
に
お
い
て
疑
問
に
感
じ
る

一
つ
に
、
勧
誠
師

に
よ
る
話
の
組
み
立
て
と
、
要
偶

・
密
室
道
場
に
お
け
る
伝
目
が

何
故

一
致
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
事
が
あ
る
。
本
来
、
伝
法
を

理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
の
前
方
便
と
し
て
勧
誠
師
が
話
を
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
何
故
現
在
の
よ
う
な
議
離
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
機
悔
式
の
よ
う
に
、
結
縁
五
重
の
中
で
は
っ
き
り

と
規
定
さ
れ
て
い
な
い
道
場
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
項
で
は
、
結
縁
五
重
の
歴
史
的
変
濯
を
把
握
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
在
か
ら
未
来
へ
と
脈
々
と
続
い
て
い
く
結
縁
五

重
の
理
想
的
な
あ
り
方
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

/ 

2
.
結
縁
五
重
の
変
遷

資
料
l
・
結
縁
五
重
の
変
遷
表
(
大
蔵
研
究
員

作
成
)

資
料
2
・結
縁
五
重
に
関
す
る
規
則

一
覧
(
西
城
研
究
員

作
成
)

ま
ず
、
資
料
l

(
結
縁
五
重
の
変
選
表
)
を
見
て
み
る
と
、
周

知
の
通
り
大
樹
寺
開
山
の
勢
誉
愚
底
が
松
平
親
忠
公
に
五
重
を
授

け
た
事
を
も
っ
て
五
重
の
濫
腸
と
さ
れ
る
。
そ
の
年
号
に
つ
い
て

は
、
勧
誠
録
等
に
多
説
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
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そ
の
後
、

一
六

O
八
年
(
慶
長

二
二
年
)
、
家
康
が
増
上
寺
の
存

応
よ
り
五
重
相
伝
を
受
け
た
と
い
う
記
述
が
『
党
舜
日
記
』
『
慶

長
見
聞
録
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
例
は

権
力
者
に
対
し
て
の
伝
法
で
あ
り
、

一
般
庶
民
に
対
す
る
と
こ
ろ

の
結
縁
五
重
と
は
意
味
合
い
が
異
な
る
。
は
た
し
て
、
現
在
に
至

る
よ
う
な
結
縁
五
重
の
ス
タ
イ
ル
は
い
つ
頃
か
ら
起
こ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
淑
徳
大
学
の
長
谷
川
匡
俊
師
に
よ
る
と
(
※
l
)
結

縁
五
重
の
変
遷
は
次
の
如
く

一
O
O
年
の
ス
パ
ン
で
三
つ
の
時
期

に
分
け
ら
れ
る
。
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重 ・
の

明
九 J¥ J¥ J¥ J¥ J¥ 八 J¥ J¥ J¥ 八 J¥ 

初期治
八 八 1八 八 八 八。九 九。J¥ J¥ J¥ 七 七 七 七 七 ムノ、

」ノー、四 九 八 四 八 ムノ、 五 四。九 五 五 八三 九

四

明
明治

明
明治 明治 明治 明治 明治 明治

明 明 明 天保 文政 政文 文政 文政 文政
治 治 治 治 治

九 J¥ 七 ムノ、
八年

ムノ、ム/、
年九年 七 七 年

年
年 年 年 年 年 年 年 年

年 年 年 年 年
J¥ 九 九 七

ムノ、 J¥ J¥ 春 0 月
。四 月 月 月 月 七年

月
月 月 月 月 。

月 月 ム 月
月 月 ノ、

八 七 五 日。
日 日 九 日

日 日 日 日|

五-司

浄
侍語金

に{導
』侍語

東西 ~~ 
信法

を宗

糟月草貯
防長両藩

E 寺院総代

信法
書知

車談i| 説重講 土2宝努5 
、て』〆耳関口 海道 設置学 写恩

‘- 教大院
口 研究

さ院

総 福
江

』伝

跡草壁尊
論 よ

行誠田 昔話
の

録点晴
庫 た 侍法 正貞厳る

伝譜脈法
総本勧学山

め

檀林伝法
巻 巻 l

城義勤怠

化
修rr 録所 !阿隆固l 頂金 他 的 法洲

五

浄土
知

撰すを 撰をす井 五 で 恩 の 門

主書語
=岡Et コ道秀

重
慶落

を 為 伝

1 
付 場

院
都京 灯師山 化

成阿 清
き 内 出 {也

順隆阿園 順阿隆画
浄

葛藤す
五 入 四 張

依頼派遣
五

華院
重 イ言

ケ 重
院 本山 相伝

に

本
知

序す

鵬徹定恩院養

堂 総
譲留l 許可 要侮式焼 本

け 山
跡 勧 口
仮 学 法

殿 場 を

一 て「
資料

植林外 年代推定
」近

月 恵 世

発行 1扇u，a5、浄土白示土.

喪~ で
照 の

量喜沢詰
つ 初

伝 め
法 て
史 の

伝法
つ
~} 
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平成 和昭 大
正

九九 九 九 九 九 九 九七 九-ノ1、4 九-ノA、4 

九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九
八 八 七 七 七 ノ、 五 四
九 八 五 四 四

ム

四。九 七 五 。四。九 八 五ノ、

成'jZ 平成 和昭 昭和 昭和 和昭 昭和 昭和 和昭 昭和 昭和 和昭 和昭 和昭 和昭 大正
大

大正 大正 大正 大正 大正正

7年E 五 五 五
年四 九年四

四 -PL 、五 九年 八年 七年 四
年 八年 。年 年九 四 四

年
。年 年 年

年
年 年 年

年 年 年 年 --'-- 五 九 七--'-- 九
ノ、。九ノ、 月 月 月 月

月 月。月 月 月 月
。

月 月 月
五 四 月 月

五
月

五年頃
月 月 五

;!L 
日 。。 オLムノ、日。。 日

日
日 日 日

日。
日 日 日 日 日

日

日

上寺僧 噌上寺
結縁E 司 結縁z司

浄t 絹

結縁-司
噂上寺 僧上寺

結縁-司 t上寺首
知|恩涜

=司

結縁E 司 浄土E 司 浄土E 司 浄土-司

真宗吉水浄土『
伝条例法

論神

本蓑量末誘
-谷

に に
五重撮 に に に 2i主大周

て て て て て

万土・浄さ=ミ， 
五重相伝

喜上

書書
総本山知

五重相伝 量相伝 五重相伝
長川谷白

化他
車車評型産

万浄土ミ 滋賀教 訂改事 賀教滋
離脱を 福 澄源 壁下巻 巻中 上巻

正流
五

本干復Z口h t l 
岡

宰里
重相伝人

産車会
正法寺

園
五 区 区

」本派浄土ホ

事す商事
五O 年遠

布教

滋賀教区

ー七
五重~ ミ

土

研究所
五O 年遠

習ぷr;込Z 

忌記念
に で

教化す
選

を 択
五 監修 忌 設立 為

重相伝
本
の

伝法

完本朗主E 山自

大本山櫓上『 完本望 本派罰
資料

参照

喜寺 さ寺 資料

年表編 表編年 年表編 表編年 表編年
高照~ 

※ 

江
戸
時
代
の
変
遷
区
分
は

『浄
土
宗
布
教
伝
道
史
』
(
長
谷
川
匡
俊
氏
)
に
よ
る
お
お
よ
そ
の
区
分
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資
料

結
縁
五
重
に
関
す
る
規
則

浄
土
宗
総
合
研
究
所
『
現
代
布
教
』
研
究
班

(
資
料
提
供
西
城
宗
陸
研
究
員
}

※ 

山
門
通
規

)
内
の
数
字
は
、
『
増
上
寺
史
料
集
』
第
三
巻
の
頁
数

付との能家中 選期 可禁則 古遷""-ミ
きし布期 対止期

解て教事持 象か 分区
禁制手 ・ のら全

限段 厳許面

-六 西暦
七 ムノ、

七
ムノ、 五

正
文寛 7G 年号

徳 和
ムノ、 7年E 
年

年

許之 御 在増 、二檀 て 浄 条
当家上

一林
対在家 土有問之 地人寺 相与於事於 一 外 文

並へ録 願候候儀在々 在々 二司諾
在五所

之 諸万法て

間〉重 は 寺院 所諸 寺
所相触 、堅院人度ー

今甲 》、 伝密 佐頭
、停、、に 、ー

五
壱止設隠於不か

己隠許倉 年之植林 者 て 可 条

益 者 の 清 に事 或隠令相 」

或間光曹但五道者

2止 はこ寺
二 、重心

伝五 化他
道えを 芸~人g 檀其加 者 道之心あし 行之心重血 五重

事者死て 越之族者

(族之密 化
、式、の 脈の

警或、対在事禁
、伝 的

一 五 者不在家

九対秘重 語論家五 七
五在法相 男五重

)家人授与 伝 有女重
之老相相

五のを
老若密伝 承 承重禁本寺本 衰堅を

相伝密 於 h 4し。
信停停
男 止止

女授之才

橋上
備

考
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付との能家中
きし布期

解禁制て限教段手(5 童. 

七 七 七 七 七
J¥ 五
」ノー、 五 七

天
暦宝五

7文E 保享 保享明
-ノL、
年 年 年 J¥ J¥ 

年 年
月 。 。

月 月

ーす諸檀林
戒の戒「

Fif; 
化イ漫対也 間 E 之門 法

は 伝法 の 語恒林衆 有々布薩 蝋満

執行事。於本寺触 候は》、 易之 化他安心 並に 之之組奥 二

門布議 所 化:-fl誠の日j
五、血十

士頭其取扱有之 ι相 諸寺院 高 震 を 判
重剰脈随年

も議決 永
化喜隠 問聞 を

喜聖 一他iをa 住

布薩之 難候縁之
一 承入 室 令事於僧2震之段 には宗塑( 君定 寺令者

) 上年齢相関、御条 綾語護法2111 5z五町
血 件桶院居為寺 圭住院 知E 一重 iiむ i二輩 E

許容者信心軽信而奇自 及び( 伝の 頓戒

密許~密許一 法は衆議z厚i民E之自
七宗

、承所候事薩 職応

六戒門に

害之 在対

壱之化 未分其請 璽
過之五 ケ儀者 八 甚程吾川 、香. 
五= 害L 儀普旭 重等

)は最よ

仏弟 上り 2、の

不署之 棒2量霊不、 対豪、 致布華
の円

候間 家へ 聖書書
天尤、 組合門中 候若無、 於近年 条木作

子の 戒、 頓戒

通司費書"'" ミ ・
其狼

法璽 人E示t ー一 型ハ 車戒 至書守許相
度書 其化他 承

厳致 を
円究門布薩- 迄~ 可五重

ニ 年申 及 (之法

重 】レ 布遥 輩事 五ぴ 九許之五究
可 頓覚 o可、僧重

-10-



治期明
展化後 付との能家中

期開他五期 きし:布期

解祭制て教手会話 ・
重 ・
の 限段)

一
八 J¥ J¥ 八 iへ 七 七 七
七 七 七 七 五 九 九。 八
四 。 四 九

七明治
明 明 明

嘉永 寛政 寛政
天

治 治 治 明九
ムノ、 五 ム/、 一

年 年 年 年 年 年 年 年

七
月

大教院 祖山 在地 社会 場上 増上 堪否之 知識 務局宗
し山 一 法微法 書家葛

づべ出 座説高 説法司門ミ
む口 一 ・ す門 をの西

寺本山
五勧の 以 人 ・

での への 環境 寺録月T を 分之

檀林外 伝道法
)八 誠等 1 輿廃 てに行

増上 伝伝宗戒 用費 ( 廃 省察 僧、 諸国 増軽卒 徳 し法の
号 を当

、心

寺 ) 仏 檀林伝法
す 信 浄 に場

寺f外支 今E 学
寺上 に 門中

三説法 得

修学十五 初入寺 品レ

へ 毅 関す ぺ者土 てを の業 の五に コ を

具申 の 釈 し之 宗寺 附法 開き と寺策 置ロl 重濫5S霊
量約書状

(輩施実 還- の
一江院 の 院励 を 相伝 にり のに 年、り

は 俗制旧 石結に 始僧大
すはの

受を他化 法話 に 鼠法八の

四震戒 戒
1 年玉 くな

要す

fEi 丙i四
)会 正 忌 γ るす五

を
之修行

明 濫・」 をの重 寺 年 の
知 賢 行僧 葬あ 手風相 f交

上以』」 A せ問口恩院 師僧 儀 り 間伝 説

離 E たの 浄 にの 1(あを 法

共互に んら 取締 国寺 不み 二 りな た て γ

提出
五』

浄を近 ー す り

士八重才富通 寺 裂す す
とり 徹 説寺来 O S を と

の院 欲を 定 法役檀
)停 も

念周 菅総 る せ令 を
組寺 止す

増
ばす し Zと林 上

一 年

省教部 檀

て さ心の 連 寺 九に

先其我
代 し得風 印 1 '̂ ) 血て
授 む儀 の 願 脈所林

身 宗 せ 説衰 願在 ひ

浄 知 増上
浄

土 思、 土

に刀年輩ロ士目ミ盆7 

院

寺史料集

譜に刀年土可7 

日
監

‘-‘・ ‘・
‘・

-A 
1
A
 



明

治期

J¥ J¥ J¥ 
九 J¥ 七。 五 ムノ、

明治 明治
明

九治

年
J¥ 年
年

の五 新之 一と旧新旧し γ」新の日を旧第浄『

授戒 第 る 第 伝宗規定伝戒 編纂 本カ)を玄~ ~ ~て張出 ー 研究一四ム一L
六も四 称、 結授dし、 条

及宗義 条のと 条
に山 未す両 三 マ所去縁五し伝 し入寺 量西
着手 執事

る脈脈マ て法印、 法
教す伝 承無 をに栴 重、のを安修雲派

伝を 補師 伝司ミ すと 得ず社何蓮 伝 て及之所伝心学 規
がる 纏林話 す 三 を慮る立の承則

ふ以 戒 る 次を授はを命僧之 』
る上 し 法選 の雇未伝 主者 左授げ五許の 事
」の た 集出 者 云毎 す ける山す要諸部
と{首 る

Z法凶 委九員名
、次 ・ るこ及豊百 旨を侶 と 説教 布 一 日等と 之をの

埼は き 承薩の 五はを を得 学科
通 は すのに嘉重此 る

会常
住B全tョ; 血は る者何号 E不脈 限得ず 宗門にに
戒 、脈d 。刀て をは阿を に 。道の及就

衆 の γ 務 許雲弥付 あ雲場 一 んき
及 譜 与所 さ 陀与 日与 に大で
有 脈 し3 にて君主せ 産)i於 T 六
縁 及

て室
す7:::ら てす師重

の び るう。 る す家 二
士 璽 意 し 始十
女 書 見不 を無五 (決 て 二

を
致一一 型司ミ 軍ヲ相伝重 在家 し 仏件

対
授受 に て祖相 の

し の何審 へ地 乗宗
て す 法 者 対方承

- 圃司. ゆ 『
二浄 み浄

土 』土
一一ー に刀まて， に万ま2ミF 

)制
完刀全ミ， 

規 議

類 ~ 

衆
百‘-

( 年
明 の
治 あ

円

4
1
E
A
 



明
治
期

tL tL 九 J¥ 。 。 九
I¥ 九

一 明 明 明 明
日治 治 治 治

四
九 ムノ、

四
年

年 年 年

ムノ、 七

J¥ 月 月

月

法 十七 日伝
都ぷ口λ に 教重の難を結示司11一 一 第査第式 は宗

前受の第第本宗り 第伝宗伝戒規定

化他帰人 二条i委員条 及隈制
カ ー 伝 戒 化 授 戒 み を 成酸縁 行す別四 二 一
寺定戒 の昂の に受 五福縁 をる行条条 条
はの規 所為 し任等止くし重

修すのも修を伝票伝戒 学衆総五 法法 諸種 調 前道定 にのまる 、授戒
重 式式 査 行場を な有当別らも往 量るとせ宗伝 に本
法 、調査をの規定 道で改 き も る 時 ず の 々 等 授戒 をすし 対山

式 一 の置く法式 場行正 雲 寺 者 法 。有にの 要 。め戒 し 大
lこう 門、要施之審{多 法 て 1 、はのて本

一授戒 i個持仏E 項事II 。儀ノ-
車と人 くの並はて哉 会 gdZ3L Z 受 宗 十 侭気』 富刀伝戒之 山注風紀 に勿宗に放式 者 一 及さ 定前

季 随論門閥逸地程来 式
は制第月寝本 檀

会式、如の 語侶
れめ行 を 喜 、 の く に 別四十 を林
る 竺百 べ奈の其面 。流 場

法しの 日 kし僧他目如れ 員 行日条… 二 山 執行 は
総 の 以 に 日 大 本 宗司 一。 服 侶尋を斯、方 前依りよ す 制

に震b 制を
大七 世及常汚は中に Z

槌 り植林山る 第本十 のびのす宮に依件 所宗 一

震翌
山日 誹誘 植法ににはり) に戒干 蓄率
の間 信徒要至自 紀風て 於の五のと 並

法 せ ほは を にるイ也 は て 譜 日 び

式 し か随 招た於べの衛 逆脈に議てに
む 霊 所 くるてし 信 生種 め及璽至 i;: 此
る 巌寺 で が者も 。根上種 壱 る」 規定
為 如は之仰を世の 百書二限

以 三 き相れて傷の弊 日を週売 に
調 下十 不興が五ふ批習 の伝聞 依

み 『 -司自

』 浄 一現
土 九 1i
佐刀全く， 四
万εと=之， 

ー 制
議 五規
2品'"、 )全
百 衆
年 ‘ー
の ( 

あ 明
ゆ 治

q
d
 

唱
E
A



大
正
期

九

大
正

二
年

九

月
二
九
一宗
規
第
五
十
九
号
伝
法
条
例

日

第

一
章

第

一
条
学
衆
に
対
し
て
宗
義
の
極
致
を
相
伝
し
、
列
祖
相
承
の
宗
脈

を
授
与
す
る
を
伝
宗
と
称
し
、
円
戒
を
伝
授
し
、
列
祖
相
承
の
戒
脈
を

授
与
す
る
を
伝
戒
と
称
す
。

第
二
条
教
師
に
対
し
て
伝
灯
弘
通
の
許
可
書
を
授
与
す
る
を
璽
書
伝

授
と
称
す
。

第
三
条
教
会
衆
に
対
し
て
宗
義
を
相
伝
す
る
を
五
重
相
伝
と
称
し
、

円
戒
を
授
与
す
る
を
授
戒
と
称
す
。

第
四
条
伝
宗
並
に
五
重
相
伝
の
能
化
を
伝
灯
師
、
伝
戒
並
に
授
戒
の

能
化
を
伝
戒
師
、
璽
書
伝
授
の
能
化
を
伝
授
師
と
称
し
、
所
化
を
総
て

受
者
と
称
す
。

第
四
章
五
重
相
伝
並
授
戒

第
二
十
二
条
五
重
相
伝
は
前
行
別
行
伝
法
と
次
第
し
、
授
戒
前
行
別

行
授
戒
と
次
第
す
。

法
式
作
法
は
法
式
条
例
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
依
る
。

第
二
十
三
条
前
行
別
行
を
各

一
七
日
と
し
、
別
行
の
第
七
日
に
伝
法

又
は
授
戒
を
行
ふ
も
の
と
す
。

第
二
十
四
条
前
行
は
各
自
随
所
に
於
て
行
ひ
、
別
行
は
伝
法
又
は
授

戒
を
執
行
す
る
寺
院
に
於
て
之
を
行
ふ
。

第
二
十
五
条
蜜
蓄
を
有
す
る
教
師
は
伝
灯
師
又
は
伝
戒
師
た
る
こ
と

を
得
。

A
U
Z
 

'
E
A
 



大
正
期

第
二
十

六

条

檀

林

以
下
准
能
分
寺
に
至
る
寺
院
住
職
は
住
職
以
後
七
一

年
以
内
に
、
平
僧
寺
住
職
は
十
年
以
内
に
教
会
衆
に
対
し
、
知
法
に
五
一

重
相
伝
を
執
行
し
、
爾
後
七
年
毎
(
平
僧
寺
住
職
は
十
年
毎
)
に
少
く
一

と
も
一
回
五
重
相
伝
会
又
は
授
戒
会
を
執
行
す
べ
し
。
但

己

む

を

得

一

ざ
る
故
障
に
由
り
該
期
間
に
執
行
す
る
に
能
は
ざ
る
と
き
は
教
務
所
長
一

の
証
明
を
添
え
、
宗
務
所
に
延
期
を
出
願
し
許
可
を
受
く
べ
し
。

一

第
二
十
七
条
五
重
相
伝
会
又
は
授
戒
会
を
執
行
せ
ん
と
す
る

一

第
二
十
八
条
五
重
相
伝
会
又
は
授
戒
会
争
執
行
し
た
る
と
き
其
寺
住
一

職
は
会
所
並
に
伝
灯
師
又
は
伝
戒
師
及
受
者
の
員
数
を
記
載
し
、

三
十
一

日
以
内
に
宗
務
所
に
届
出
つ
べ
し
。

一

第

五

章

補

則

一

第
三
十
三
条
従
来
植
林
に
於
て
伝
へ
た
る
血
脈
附
法
は
其
寺
代
々
の
一

住
職
限
り
之
を
承
継
す
る
こ
と
得

一

宗
規
第
七
十
五
条
伝
法
条
例
左
の
通
り
更
正
す
。
(
大
正
四
年
六
月
一

二
十
五
日
)
(
璽
書
伝
授
)

一

第
十
五
条
中
「
総
本
山
知
恩
院
大
本
山
増
上
寺
」
と
あ
る
を
「
総
本
山
並
一

に
大
本
山
」
と
更
む
。

一

「
伝
法
条
例
」
は
、
従
来
教
令
に
よ
る
伝
宗
伝
戒
規
定
は
あ
る
が
、
さ
ら
に

一『
浄
土
宗
宗
議
会
百
年
の
あ
ゆ

伝
法
を
重
ん
じ
る
た
め
今
回
の
制
定
に
な
っ
た
。
し
か
し
条
例
中
「
伝
宗
一み
』

伝
戒
は
総
本
山
及
び
大
本
山
に
お
い
て
の
み
行
な
わ
れ
、
た
だ
従
前
特
別
一

の
似
例
あ
る
植
林
(
名
越
)
に
限
り
特
に
伝
宗
伝
戒
の
式
を
行
な
う
こ
と
一

を
得
る
」
と
の
箇
所
に
、

他
の
檀
林
の
由
緒
あ
る
譜
脈
は
断
絶
す
る
も
可
一

と
い
つ
こ
と
か
。
従
来
伝
法
相
承
は
そ
の
寺
に
限
り
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
一

を
認
め
よ
、
と
の
誓
願
書
が
提
出
さ
れ
、

二
次
会
延
期
と
な
っ
た
。
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昭
和
期

一
九
四
七

昭
和
二
二
年

伝
法
規
定
(
宗
規
第
七
号
)

第

一
条
伝
宗
、
伝
戒
は
、
教
師
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
、
宗
義
の
極

致
を
相
伝
し
、
列
祖
相
承
の
宗
脈
を
授
与
し
、
円
頓
戒
を
伝
授
し
て
戒

脈
を
授
与
す
る
た
め
に
行
う
。

四
信
徒
に
し
て
宗
義
を
相
伝
す
る
を
、
五
重
相
伝
と
い
う
。
円
頓
戒

を
授
与
す
る
を
、
授
戒
と
い
う
。

第
二
条

五
五
重
相
伝
及
び
授
戒
は
、
寺
院
又
は
教
会
に
お
い
て
七
日
の
別
行

を
修
し
、
そ
の
第
七
日
目
に
伝
法
文
は
授
戒
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
時
宜
に
よ
り
期
間
を
縮
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『浄
土
宗
本
派
規
則
』

宗
規
第
二
十

一
号

侍

法

規

定

第

二
章
第
六
条
寺
院
住
職
は
又
は

教
会
主
任
は
、
努
め
て
、
授
戒
会
又
は
五
重
栂
伝
会
を
修
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
総
本
山
寺
務
所
に
届
出
で
譜
脈
を

総
本
山
知
恩
院
に
つ
い
て
下
附
を
請
け
る
も
の
と
す
る
。
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①
.
近
世
前
期

・
全
面
禁
止
か
ら
許
可
対
象
の
厳
選
期

元
和
条
目
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

た
び
た
び
檀
林
の
定
書
で

は
、
在
家
五
重
の
禁
止
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
例

え
ば
山
城
の
古
知
谷
(
資
料
l
)
に
こ
の
時
期
か
ら
頻
繁
に
結
縁

五
重
の
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
捨
世
派
隠
遁
僧
を
中
心
に
し

て
、
檀
林
の
目
の
届
か
な
い
地
域
で
は
、
た
び
た
び
結
縁
五
重
が

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
総
録
所
で
あ
る
増
上
寺
か
ら
各
檀

林
に
あ
て
た
捉
書
き
に
は
、
六
十
歳
以
下
の
人
に
限
る
な
ど
(
資

料
2
)
と
、
原
則
的
に
禁
止
し
な
が
ら
も
、
実
際
は
化
他
五
重
を

容
認
す
る
記
述
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

②
.
近
世
中
期

・
能
化
(
寺
持
)
の
化
他
行
と
し
て
の
制
限
付
き

解
禁
期

享
保
年
間
と
な
る
と
、

さ
ら
に
各
檀
林
の
法
令
は
結
縁
五
重
に

対
し
て
温
柔
な
姿
勢
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
璽
書

・
布
薩

の
相
伝
者
と
い
う
制
限
付
き
な
が
ら
、
在
家
へ
の
五
重
相
伝
は
寺

持
ち
の
職
分
で
あ
る

(
資
料
2
)
と
ま
で
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
際
に
は
、
各
寺
院
は
本
山
・

本
寺
へ
出
願
を
し
、
あ
ら

か
じ
め
免
許
を
得
る
こ
と
(
※

2
)
に
よ
り
伝
法
権
を
付
与
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
末
寺
で
の
伝
法
箇
条
が
乱
脈
化
し

m
'
-
Aリ
γ
'
-

、

宇
'
+
J
H
α
-
p
h

そ
れ
ぞ
れ
の
本
山
・

本
寺
で
は
伝
目
を
定
め
、

そ
の

流
儀
を
規
定
し
て
い
く
必
要
が
生
じ
て
い
く
。

③
.
近
世
後
期

・
結
縁
五
重
の
展
開
期

文
政
の
時
期
に
な
る
と
、
結
縁
五
重
は
多
分
に
大
衆
化
、
習
俗

化
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
に
各
寺
で
自
由
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
は
浄
土
宗
以
外
で
も
五
重
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
至
つ

-18-

た
。
現
代
、

一
般
的
に
見
ら
れ
る
結
縁
五
重
の
形
態
が
で
き
あ
が
っ

た
の
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
時
代
以
降
で
あ
る
。
例
え
ば
受
者
の
数

も
江
戸
崎
大
念
寺
の
日
鑑
に
「
五
重
入
行
人
数
、
八
拾
五
人
」
(
※

3
)
、
と
あ
る
よ
う
に
大
規
模
な
も
の
に
な
り
。
ま
た
五
重
の
発

起
人
(
勧
進
者
)
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
ら
れ
る
(
※
4
)
ょ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
伽
藍
の
修
復
の
勧
進
目
的
で
の
結
縁
五
重

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
要
偏
道
場
の
し
つ
ら
え
に
お
い
て
、
本
来
は
霊
山
浄
土
の

荘
厳
(
本
尊
と
向
か
い
合
わ
せ
に
樟
尊
像
を
安
置
)

の
み
で
あ
っ



た
(
※

5
)
も
の
が
、
や
が
て
白
木
綿
を
敷
き
二
河
白
道
を
表
現

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
い
っ
た
新
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
こ

の
時
代
以
降
、
次
第
に
成
熟
し
て
い
く
。
ま
た
現
在
で
は
、
受
者

の
多
く
が
最
も
印
象
に
残
っ
た
と
語
る
慨
悔
式
に
お
け
る
暗
夜
道

場
の
し
つ
ら
え
も
、
こ
の
時
代
に
は
全
く
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。

3.
陸
円
の
指
摘
す
る
結
縁
五
重
の
問
題
点

前
項
の
通
り
、
後
期
の
展
開
期
、
結
縁
五
重
は
壇
林
の
目
の
届

か
な
い
地
域
で
は
頻
繁
に
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
多
分
に
大
衆

化
、
習
俗
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
箇
条
伝
目
に
関
し
て
も
、
自
由
奔

放
に
作
製
さ
れ
、
さ
ら
に
は
浄
土
宗
以
外
で
も
五
重
相
伝
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
に
、

警
鐘
的
意
味

合
い
を
含
め
て
隆
円
が
著
し
た
『
浄
業
信
法
訣
』
は
、
現
在
で
も

結
縁
五
重
の
撮
要
、
伝
書
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
、
そ
の
巻

一
・
停
法
前
方
便
に
て
隆
円
が
指
摘
す
る
結
縁
五

重
の
問
題
点
は
、
大
き
く
分
け
る
と
以
下
の
よ
う
な
点
を
糾
す
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

①
伝
法
と
し
て
の
五
重
形
骸
化

化
他
五
重
を
行
わ
な
い
事
は
住
職
の
恥
と
し
、
自
身
の
修
学
研

績
も
せ
ぬ
ま
ま
に
伝
法
を
行
う
僧
侶
が
多
か
っ
た
。
ま
た
伽
藍
修

復
の
勧
進
を
目
的
と
し
た
結
縁
五
重
の
開
娃
も
見
受
け
ら
れ
、
必

然
的
に
受
者
の
数
が
増
え
、
信
心
の
薄
い
者
に
ま
で
相
伝
を
許
す

傾
向
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
現
在
で
も
「
ザ
ブ
ト
ン
五

重
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
受
者
総
数
は
多
い
の
だ

が
実
際
の
出
席
が
極
め
て
少
な
い
五
重
開
廷
は
、
そ
の
是
非
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
重
が

一
般
信
徒
に
浸
透
す
る
こ
と
は

-19一

大
切
な
こ
と
だ
が
、
こ
と
伝
法
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
本
来

少
数
の
篤
信
念
仏
者
へ
の
伝
法
が
、
や
が
て
大
人
数
で
も
当
た
り

前
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
五
重
の
性
格
も
「
入
信
式
」
「
帰
敬
式
」

の
よ
う
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
に
『
浄

業
信
法
訣
』
に
て
そ
の
点
を
問
題
視
す
る
記
述
を
抜
粋
す
る
。

「
今
時
若
輩
ナ
ル
寺
持
衆
ノ
中
ナ
ド
ニ
ハ
、
知
ラ
ヌ
コ
ト
モ
知
リ

テ
居
ル
ト
云
風
デ
、
空
ウ
ソ
ブ
イ
テ
居
ル
故
、
在
家
モ
ソ
レ
ヲ
知

リ
笑
止
ガ
リ
テ
、
何
ゾ
尋
タ
キ
コ
ト
ア
リ
テ
モ
、
恥
カ
、
ス
ガ
気



ノ
毒
ジ
ャ
ト
テ
、
黙
シ
テ
居
ル
也
。
ソ
レ
デ
出
家
ハ
、

ス
マ
シ
-
ア

好
気
ニ
ナ
リ
テ
居
ル
故
、
俗
知
識
、

ア
リ
ガ
タ
安
心
、
御
領
解
即

身
往
生
ナ
ド
云
、
邪
気
紛
レ
者
ガ
附
ケ
込
テ
、
正
法
ヲ
嬢
滅
ス
ル

サ
テ
サ

テ
ハ
ガ

ユ
ク

ナ
リ
。
担
々
伎
棲
苦
シ
キ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
(
『
浄
土
停
燈
輯
要
』

間
頁
)

ミ
ダ

「
サ
レ
パ
出
家
分
上
ノ
伝
授
ゴ
ト
ニ
テ
、
現
リ
ニ
在
家
ニ
授
ル
コ

ト
ハ
御
制
状
ア
リ
テ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
サ
レ
パ
在
家
ニ
テ
モ
、

五
十
歳
己
上
ノ
老
人
、

三
寓
遍
以
上
ヨ
ク
日
課
念
仏
ヲ
申
シ
テ
、

信
心
決
定
ノ
行
者
ト
見
定
メ
ヌ
レ
パ
、
夫
レ
ニ
ハ
師
匠
ヨ
リ
格
別

ノ
褒
美
ニ
此
法
ヲ
伝
へ
タ
ル
ニ
、
今
時
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、
五
重
サ
へ

ス
レ
パ
助
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
心
得
、
又
寺
持
モ
五
重
ヲ
授
ケ
ネ
パ
、

恥
辱
ニ
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
テ
、
夫
レ
故
不
学
文
盲
ナ
ル
者
モ
、
操

ナ
ク
授
ケ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
リ
タ
ル
ハ
、
迷
惑
ナ
ル
コ
ト
ナ

リ
」
(
『
浄
土
停
燈
輯
要
』
卿
頁
)

②
伝
法
の
秘
密
主
義
化

ま
た

見
①
に
相
反
す
る
よ
う
だ
が
、
逆
に
必
要
以
上
に

手E、

伝
の
授
与
」
と
し
て
の
性
格
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
き
ざ
し

も
あ
る
。
こ
と
さ
ら
に
十
念
伝
ば
か
り
重
視
し
、
五
重
の
肝
要
で

あ
る
日
課
念
仏
の
奨
励
に
繋
が
っ
て
い
か
な
い
。
あ
る
い
は
箇
条

伝
目
に
必
要
以
上
に
特
異
性
を
持
た
せ
た
り
、
数
の
多
さ
等
を
競

い
合
っ
て
い
る
点
を
問
題
提
起
す
る
。
現
状
の
結
縁
五
重
の
現
場

に
お
い
て
は
、

そ
れ
ほ
ど
極
端
な
秘
密
主
義
化
は
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
確
か
に
十
念
伝
ば
か
り
を
秘
伝
と
し
て
強
調
す
る
風
潮
や
、

そ
の
土
地
に
伝
わ
る
細
か
な
儀
礼
風
習
に
ば
か
り
縛
ら
れ
、
念
仏

勧
奨
と
い
う
五
重
本
来
の
意
義
か
ら
逸
脱
す
る
危
険
性
は
充
分
注

ハU
n/
“
 

意
す
べ
き
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
『
浄
業
信
法
訣
』
か
ら
、

そ
の
記
述
を
抜
粋
す
る
。

「
東
寺
八
坂
ノ
塔
モ
五
重
ナ
レ
パ
コ
ソ
五
重
ノ
塔
ト
ハ
云
へ
、
若

シ
タ
ゾ

一
重
ナ
ラ
パ
五
重
ト
ハ
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
夫
レ
カ
ヤ
ウ

此
ノ
五
重
モ
、
初
重
ヨ
リ
五
ツ
カ
サ
ネ
ナ
ル
故
、

五
重
ト
ハ
云
ナ

リ
。
然
ル
ニ
今
時
タ
ゾ
第
五
重
ノ

一
重
計
リ
ヲ
仰
山
ニ

言
ヒ
立

テ
、
侍
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
前
四
重
ノ
機
心
行
ノ
コ
ト
ヲ
沙
汰
セ
ザ
ル

議
多
シ
。

コ
レ
ハ
彼
ノ

一
念
義
ニ
、
九
念
マ
シ
タ
ル
十
念
義
ト
云



モ
ノ
ナ
リ
」
(
『
浄
土
停
燈
輯
要
』
仰
頁
)

「
今
時
、

化
他
箇
傍
ノ
多
キ
ヲ
勝
レ
タ
リ
ト
シ
、

詮
モ
ナ
キ
事
ヲ

箇
傍
ニ
シ
テ
、

二
十
箇
保
三
十
箇
候
ト
云
テ
他
ニ
勝
ラ
ン
ト
ス
ル

者
ア
リ
。
在
家
モ
其
ヲ
喜
ブ
由
ナ
リ
。
五
重
学
生
相
承
ハ
九
箇
保
。

在
家
信
法
ハ
五
箇
練
。
添
口
伝
共
ニ
九
簡
保
。
是
レ
古
式
ナ
リ
。

ヒ
ソ
カ

私
ニ
加
増
ス
ル
ハ
何
ト
云
コ
ト
ゾ
ヤ
。
悲
ム
ベ
シ
」
(
『
浄
土
侍
燈

輯
要
』
仰
頁
)

「
今
時
、
五
重
ヲ
受
ザ
ル
ハ
、

ヨ
ク
日
課
ヲ
勤
ム
レ
ド
モ
、
五
重

ノ
後
ハ
十
念
キ
リ
デ
ヨ
イ
ト
テ
、
日
所
作
ヲ
モ
等
閑
ニ
ス
ル
モ
ノ

多
シ
。
此
等
ハ
五
重
ガ
念
仏
相
続
ノ
妨
ト
ナ
ル
ナ
リ
」
(
『
浄
土
侍

燈
輯
要
』

制
頁
)

4
.
『
信
法
要
決
』

3
『
信
法
要
決
鱗
釈
』
に
み
る
勧
誠
の
構
成

大
日
比
三
師
の

人
・
法
洲
の
『
信
法
要
訣
』
、

お
よ
び
的
門

の
『
信
法
要
訣
排
釈
』

と
続
く
二
書
は
、

さ
し
ず
め
隆
円
の
『
浄

業
信
法
訣
』
を
実
践
し
た
現
在
最
古
の
勧
誠
録
と
一言
守
え
る
。

隆
円
と
法
洲
が
朋
友
と
し
て
非
常
に
懇
意
な
聞
で
あ
っ
た
事
は

『
法
洲
和
尚
行
業
記
』
に
多
々
記
さ
れ
て
い
る
。
隆
円
が
結
縁
五

重
の
現
状
を
見
か
ね
て
『
浄
業
信
法
訣
』
を
著
し
、
法
洲
も
ま
た
「
今

時
、
吾
が
浄
土
門
に
お
い
て
五
重
を
相
伝
せ
ら
る
〉
に
宗
規
に
違

へ
る
こ
と
甚
だ
多
し
」
(
※
6
}
と
い
う
意
楽
か
ら
、
『
浄
業
信
法
訣
』

に
忠
実
に
則
し
た
形
で
の
勧
誠
録
を
『
信
法
要
決
』
と
し
て
著
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
四
五
年
に
三
師
講
説
発
刊
所
よ
り
発
行

-21-

さ
れ
、

そ
の
後
『
浄
土
宗
選
集
』
(
昭
和
五
九
年
・
同
朋
舎
出
版
)

第
八
巻
に
収
録
さ
れ
た

『
信
法
要
決
講
説
』
は
、
実
際
は
的
門

『信

法
要
決
耕
樺
』
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
り
、
中
野
隆
元
師
に
よ
る

と
、
法
洲
に
よ
る
原
本
『
信
法
要
決
』
は
、
稀
書
と
し
て
存
在
す

る
が
、
的
門
の
書
よ
り
も
ず
っ
と
簡
素
な
も
の
(
※

7
)
で
あ
る

ら
し
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
的
門
は
法
洲
に
直
接
に
師
事
し
た

人
で
あ
り
、
そ
の
勧
誠
内
容
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
、
隆
円
、
法
洲

が
提
唱
し
理
想
と
し
た
結
縁
五
重
の
理
想
型
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
と
思
わ
れ
る
。



『
信
法
要
決
耕
樺
』
の
構
成
を
列
記
す
る
。

1
.
叙
説
分

(
約
八

O
O
O字
)

序

・
償
悔
三
帰

・
道
場
制
規
七
件
・

五
重
濫
鱒

・
五
重
法
体

2
.
叙
説
分

(
約
七
六

O
O字
)

白
旗
制
誠
五
ヶ
条

3
.
正
説
分

(約

一二
八
O
O字
)

初
重

・・

五
重
の
字
義

・
意
義

・
元
祖
伝

・
『
往
生
記
』

・

難
遂
往
生
機
十
三
人

4
.

正
説
分

(
約
五
六

O
O字
)

初
重

・・

四
障
四
機

5
.
正
説
分

(
約
八
五

O
O字
)

二
重

・・

二
祖
伝

・
『
授
手
印
』

・
浄
土
宗
他
義

6
.
正
説
分

四

(
約
八

O
O
O字
)

二
重
・

・
五
種
正
行

・
三
心

7
.
正
説
分

(約

一
0
0
0
0字
)

五

二
重

・・

五
念
門

・
四
修

・
三
種
行
儀

8
.
正
説
分

(
約
四
八

O
O字
)

--'--
1¥ 

9
.
正
説
分

二
重

・・

結
帰

一
行
三
味

・
奥
図
相
伝
の
義

・
二
重
総
括

七

(
約
八
三
O
O字
)

疑
心
の
二
種

三
重
・三
祖
伝
・『
領
解
紗
』
・四
重
・在
阿
因
縁
・『
決
答
紗
』
・

叩
.
正
説
分

1¥ 

(約

一一

四
O
O字
)

H
.
正
説
分

二
河
白
道
の
警
轍

・
-
『
西
要
紗
』
(
※

9
)
を
用
い
る

(
約
七

O
O
O字
)

第
五
重

ロ
.
正
説
分

九
鷺
伝

・
三
義
校
量

十
念
伝
の
二
義

第
五
重

・
口
授
心
伝

・
十
念
伝
の
弊
害

・
五
重
の
正
体

十

(
約
四

O
O
O字
)

n，
L
 

内

L

日
.
得
益
分

(約
三
五
O
O字
)

円
流
通
分

『
観
経
疏
』
散
善
義
深
心
釈

・
三
随
順
の
文

(約

一一

O
O
O字
)

『
小
消
息
』

時
流
通
分

『
小
消
息
』

(約

一
三
八
O
O
字
)



以
上
の
よ
う
に
全
十
五
席
の
説
教
、
全
体
日
程
と
し
て
七
日
五

重
の
勧
誠
を
記
し
た
も
の
。
席
に
よ
っ
て
分
量
に
か
な
り
の
違
い

が
み
ら
れ
る
が
、
内
容
の
軽
重
で

一
席
の
長
さ
を
調
節
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
法
洲
和
尚
行
業
記
』
に
は
二
週
間

か
ら
そ
れ
以
上
の
規
模
で
の
開
症
も
多
く
、
そ
の
場
合
「
伝
法
前

七
日
は
二
河
白
道
響
説
を
講
じ
、
後
七
日
は
伝
書
を
演
説
せ
ら
る
」

(※

8
}
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
現
在

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
結
縁

五
重
の
勧
誠
と
比
較
し
て
み
て
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
点
が

あ
っ
た
。

①
釈
尊
伝
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願

・
仏
身
等
の
講
説
が

一
切
含
ま
れ

て
い
な
い
。

現
在
の
化
他
勧
誠
で
は
序
分
に
必
ず
説
か
れ
る
釈
尊
伝
や
、
五

種
正
行
の
時
に
説
か
れ
る
事
が
多
い
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
仏
身
等

の
講
説
は
勧
誠
内
容
に

一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
。
五
重
相
伝
の
受

者
は
篤
信
の
者
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
理
解
し
て
い

る
も
の
と
し
て
講
説
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
正
伝
法
の
後
に
、
流
通
分
と
し
て
「
小
消
息
」

二
席
を
説
い
て

い
る
。

第
十
三
席

・
得
益
分
を
終
え
「
い
よ
い
よ
明
日
は
正
伝
法
な
れ

ば
、
各
々
身
器
清
浄
に
し
て
早
朝
よ
り
来
詣
せ
ら
る
べ
し
。

1
略

初
重
に
て
和
字
の
御
法
語
を
説
き
残
し
置
き
た
れ
ば
、
両
席

に
そ
れ
を
弁
示
し
て
、
今
般
伝
法
授
与
の
総
括
と
す
べ
し
」
(
※

9

と
し
て
い
る
が
、
正
伝
法
の
翌
日
に
二
席
の
勧
誠
が
あ
り
、

そ
の

二
席
共
に

一
万
字
以
上
の
長
時
間
に
し
て
「
小
消
息
」
を
説
く
。

こ
れ
は
文
字
通
り
「
初
重
の
説
き
残
し
を
弁
す
」
と
一言
う
よ
り
も
、

句。。，U

五
重
の
総
括
と
し
て
意
識
的
に
最
後
に
説
い
た
感
も
あ
る
。
単
に

「
十
念
伝
」

で
五
重
を
印
象
付
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
課
称

名
の
勧
奨
こ
そ
五
重
相
伝
の
真
髄
で
あ
る
と
知
ら
し
め
、
「
小
消

息
」
を
も
っ
て
五
重
全
体
の
結
勧
と
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
「
十
念

伝
」
の
秘
密
主
義
に
偏
っ
て
い
た
当
時
の
結
縁
五
重
に
対
す
る
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
と
も
思
わ
れ
る
。



5
.
ま
と
め

勧
誠
師
に
よ
る
話
の
組
み
立
て
と
、
要
伺
・
密
室
道
場
に
お
け

る
伝
目
の
恭
離
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
目
の
独
自
性
を
強
調
さ
せ
よ

う
と
し
た
、

五
重
発
展
の
歴
史
的
変
選
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

そ
れ
に
加
え
て
、
現
在
で
は
受
者
の
信
仰

レ
ベ
ル
の
低
下
に
伴
い
、
本
来
は
五
重
に
入
行
さ
れ
る
以
前
に
説

か
れ
る
べ
き
勧
誠
内
容
が
増
え
て
し
ま
っ
て
い
る
事
も
そ
の
理
由

の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

結
縁
五
重
の
究
極
の
目
的
は
受
者
に
対
す
る
念
仏
の
勧
奨
に
他

な
ら
ず
、
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
要
備
・
密
室
道
場
の
伝
目
は

あ
く
ま
で
形
式
的
な
も
の
と
し
て
、
必
要
以
上
に
箇
僚
伝
授
に
時

聞
を
取
る
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
前
方
便
の
勧
誠
に
準
じ
る
形
で
五

通
五
箇
を
強
調
す
る
よ
う
な
タ
イ
ム
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
よ

う
な
方
向
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
論
と
し
て
『
浄
業
信
法
訣
』
及
び
『
信
法
要
訣
解
釈
』
に
て

当
時
、
問
題
提
起
さ
れ
た
点
を
鑑
み
て
、
現
在
の
結
縁
五
重
を
あ

ら
た
め
て
見
直
し
、
本
来
意
図
さ
れ
た
形
に
で
き
る
だ
け
近
づ
け

て
い
く
事
が
、
今
後
の
五
重
開
延
に
最
も
望
ま
れ
る
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
以
上
雑
ぱ
く
で
は
あ
る
が
、
結
縁
五
重
の
歴
史
的
変
遷
を

ふ
り
返
り
ご
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
。

※
I

「
在
家
五
重
一の
定
着
過
程
に
み
る
布
教
者
と
民
衆
」
長
谷
川

匡
俊
『
近
代
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』
印
頁

※ 
2 

同
右

66 
頁

※ 
3 

同
右

70 
頁

※ 
4 

同
右

70 
頁

a品
τ

q
L
 

※ 
5 

西
城
宗
隆
研
究
員
所
有
の
伝
書
を
参
考
に
し
た
。

※ 
6 

『
法
洲
和
尚
行
業
記
』
三
師
講
説
発
刊
所
『
大
日
比
三
師
傍
』

183 
頁

※

7
 
『
浄
土
宗
教
学
大
系
』
第
八
巻

大
東
出
版
社
川
頁
及
び

133 
頁

※ 
8 

『
法
洲
和
尚
行
業
記
』
三
師
講
説
発
刊
所
『
大
日
比
三
師
博
』

184 
頁

※

9
『
浄
土
宗
教
学
大
系
』
第
八
巻

大
東
出
版
社
制
頁



研
究
報
告
②

『
五
重
相
伝
会
に
関
す
る
調
査
』
報
告

『
五
重
相
伝
会
に
関
す
る
調
査
』
報
告
経
緯

平
成
十
三
年
度
の
予
備
調
査
研
究
報
告
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所

「
現
代
布
教
研
究
班
」
成
果
報
告
『
教
化
研
究
』
第
日
号
)
に
ま

と
め
た
通
り
、
五
重
相
伝
会
開
涯
に
際
し
て
、
「
経
費
の
問
題
」
「
ス

タ
ツ
フ
の
問
題
」
「
用
具
等
に
関
し
て
の
問
題
」
「
五
重
相
伝

・
受

者
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
問
題
」
と
い
う
四
つ
の
課
題
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
「
経
済
的
ハ

ー
ド
ル
」
と
「
人
的
ハ

l

ド
ル
」
を
如
何
に
克
服
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
が
五
重
相
伝
会

閉
症
の
鍵
で
あ
る
こ
と
と
結
論
ゃ
つ
け
た
。
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、

か
つ
暖
昧
な
点
、
た
と
え
ば
「
教
授
師
」
「
回
向
師
」

の
役
割
等

に
つ
い
て
、
再
度
、
全
国
各
地
の
「
五
重
相
伝
会
」

の
実
状
調
査

を
行
い
、

そ
の
特
色
、
課
題
、
問
題
点
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
十
四
年
十
月
十
日
か
ら
同
十
五
年
二
月
に
か
け

て
「
五
重
相
伝
会
に
関
す
る
調
査
」

ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
国
8
ブ

ロ
ッ
ク
で
実
施
し
た
。
対
象
は
各
守
フ

ロ
ッ
ク
十
六
名
の
当
班
研
究

ス
タ
ッ
フ
を
通
し
て
、
各
ス
タ
ッ
フ
十
ヶ
寺
を
目
標
に
五
重
開
娃

寺
院
へ
の
調
査
ご
協
力
を
依
頼
し
た
。
回
答
期
限
は
平
成
十
四
年

十
二
月
三
十

一
日
ま
で
と
し
た
が
、
実
際
に
は
、
平
成
十
五
年
二

月
二
十

一
日
到
着
分
ま
で
と
し
た
。

そ
の
後
、
五
ヶ
寺
分
の
回
答
資
料
が
届
け
ら
れ
、
最
終
的
に
は
、

川
ヶ
寺
の
ご
寺
院
よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

「
調
査
表
」

の
内
容
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

F
h
d
 

ワム
】

-
事
前
の
準
備
に
つ
い
て

l
.
前
回
聞
か
れ
た
五
重
か
ら
何
年
く
ら
い
の
期
間
が
あ
り
ま

し
た
か
?
(
初
め
て
の
場
合
は
次
の
設
聞
か
ら
お
答
え
下

さ
い
)

年

2
.
発
願
か
ら
開
廷
ま
で
の
準
備
期
間
は
ど
の
位
で
し
た
か
?

年

3
.
準
備
期
間
中
、
出
仕
僧
侶
対
象
の
五
重
勉
強
会
等
を
行
い

ま
し
た
か
っ
・行
わ
れ
た
場
合
何
回
で
す
か
?



は
しミ

回

い
い

h

え

4
.
準
備
期
間
中
、
受
者
へ
の
説
明
会
(
足
揃
え
・
膝
揃
え
等
)

を
行
い
ま
し
た
か
?

は
し3

回

い
い

h

え

5
.
五
重
開
症
の
他
に
、
帰
敬
式
や
授
戒
会
を
聞
か
れ
ま
し
た

か
っ
・
は
い

回

い
い
》
え

6
.
諸
役
に
つ
い
て

諸
役
名
と
担
当
さ
れ
た
上
人
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

(
で
き
れ
ば
配
役
表
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。)

諸
役
の
具
体
的
な
役
割
内
容
に
つ
い
て

A 

回
向
師
は
ど
の
よ
う
な
役
を
指
し
ま
す
か
?
具
体
的

に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
(
無
き
場
合
は
無
と
お
書

き
く
だ
さ
い
。)

B 

教
授
師
は
ど
の
よ
う
な
役
を
指
し
ま
す
か
?

具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

(
無
き
場
合
は
無
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
)

7
.
費
用
(
予
算
)
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
お
書
き
く
だ
さ
い
。

受
者
冥
加
料
は
お

一
人
お
い
く
ら
で
す
か
。

収
支
全
体
を
概
算
で
お
書
き
く
だ
さ
い
。
(
総
収
入
・
総
支

出
)

8
.
伝
巻
(
本
巻
・
贈
り
)
度
牒
は
ど
の
よ
う
に
ご
用
意
さ
れ

ま
し
た
か
っ
・

9
.
諸
道
具
に
つ
い
て
、
別
紙

一
覧
表
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

(
種
類
と
調
達
方
法
)

H
.

五
重
開
廷
中
に
つ
い
て

1
.
勧
誠
の
席
数
と
時
間
に
つ
い
て
お
書
き
く
だ
さ
い
。
(日

程
表
を
お
送
り
く
だ
さ
れ
ば
記
入
は
不
要
で
す
)
(
勧
誠

F
O
 

円

4

席
数
×
分
数
)

で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

2
.
受
者
の
総
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
席
状
況
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
全
日
程
出
席
の

受
者
は
何
割
く
ら
い
で
す
か
?

名
(
男

名
、
女

名

約

% 

3
.
贈
り
五
重
・
諸
回
向
に
つ
い
て

(
種
類
と
内
容
及
び
冥
加
料
)

贈
り
五
重
の
対
象
者
に
は
、
血
管
号
等
が
追
贈
さ
れ
ま
す

か
、
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。



贈
り
五
重
、
そ
の
他
回
向
の
種
類
と
そ
の
冥
加
料
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
(
塔
婆
の
有
無

等
)

4
.
剃
度
式
の
有
無
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
無
い
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

5
.
慨
悔
式
の
有
無
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
無
い
場
合
は
、

そ
の
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

6
.
貴
寺
院
で
の
五
重
の
形
式
、
流
儀
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

書
き
く
だ
さ
い
。

A 

近
江
式
、
大
和
式
、
名
越
式
、
和
泉
式

等
で
お
書

き
く
だ
さ
い
。
(
不
明
等
の
場
合
は
そ
の
よ
う
に
お
書

き
く
だ
さ
い
。
)

B 

そ
の
形
式
が
顕
著
に
現
れ
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
時
で

す
か
?
(
例

機
悔
式
の
方
法
に
つ
い
て
等
)

7
.
正
伝
法
の
時
の
伝
燈
師
は
、
ど
な
た
が
さ
れ
ま
す
か
?

8
守
そ
の
他
、
貴
寺
院
五
重
に
お
け
る
特
色
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
書
き
く
だ
さ
い
。

町
五
重
開
廷
後
に
つ
い
て

1
.
受
者
に
は
審
号
以
外
に
法
号
(
道
号
)

が
付
き
ま
す
か
、

文
字
数
な
ど
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

2
.
再
伝
さ
れ
た
受
者
は
、
新
た
に
法
号
が
増
え
ま
す
か
、
文

字
数
な
ど
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

3
.
五
重
以
後
の
受
者
へ
の
教
化
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

例

五
重
作
礼

・
本
山
参
り

・
念
仏
講
の
有
無

等
)

以
上
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11 

『
五
重
相
伝
会
に
関
す
る
調
査
』
集
計
結
果
報
告

(
た
だ
し
設
問
に
よ
っ
て
無
記
入
の
も
の
を
含
む
た
め
、
合
計
数

-27-

は
設
問
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
)

l
.
事
前
の
準
備
に
つ
い
て

1

前
回
聞
か
れ
た
五
重
か
ら
何
年
く
ら
い
の
期
間
が
あ
り
ま
し

た
か?・

(
初
め
て
の
場
合
は
次
の
設
聞
か
ら
お
答
え
下
さ
い
)

年

回
答
寺
院
数
は
、

川
ヶ
寺
。



と
多
い
。

一
O
年
か
ら

一
四
年
が
お
(
お
%
)
、
五
年
か
ら
九
年
が
叩
(
凶
%
)

い
る
。

全
体
の
位
%
が
五
年
か
ら

一
四
年
の
期
間
を
お
い
て
閉
症
し
て

一
五
年
か
ら
二
九
年
は
お
%
。
三

O
年
か
ら
八

O
年
以
上

5 1 0 1 5 20 30 40 50 80 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 
9 14 1929394979 

1
3

4

 

25 

15 

10 

5 

。

年数 件数

1~4 3 
5~9 19 
10~14 23 
1 5~1 9 11 
20~29 15 
30~39 9 
40~49 6 
50~79 8 
80~ 7 

年

発
願
か
ら
開
註
ま
で
の
準
備
期
間
は
ど
の
位
で
し
た
か
?

2 

0

5

0

5

0

5

0

5

0

 

4

3

3

2

2

1

1

 

回
答
寺
院
数
は

川
ヶ
寺
。

2
1
3
年
未
満
が
伺

5~ 3~5 1 ~2 2~3 

年数 件数

4 

1 ~2 30 

2~3 40 
3~5 29 
5 ~ 10 

3
1
5
年
未
満
が
却

(
お
%
)

(
お
%
)
、

1
1
2
年
未
満
が
初

と
い
う
結
果
で
、

年
以
内
に
閉
症
を
し
て
い
る
。

。。っ“

(
幻
%
)
、

五
年
の
準
備
期
間
を
設
け
れ
ば
、

お
お
よ
そ
、
五

開
娃
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。



3

準
備
期
間
中
、
出
仕
僧
侶
対
象
の
五
重
勉
強
会
等
を
行
い
ま

は
し1

回
)

い
い
』
え

し
た
か
?
行
わ
れ
た
場
合
何
回
で
す
か
?

勉
強
会
は
し
ま
し
た
か
?

回
答
寺
院
数
は

山
ヶ
寺。

日
%
は

「
は
い
」
と
答
え
て
い
る
。
「
い
い
え
」

は
幻
%
と
い

う
の
は
、
盛
ん
な
地
域
で
あ
ろ
う
。
主
催
者
は
、
し
っ
か
り
と
勉
強

を
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

行
わ
れ
た
場
合
何
回
で
す
か
っ

回
答
寺
院
数
は
、

却
ヶ
寺
。

前
問
の
「
は
い
」
と
答
え
た
寺
院
の
中
、
回
数
回
答
が
少
な
い

が、

l
回
は
必
%
、

2
回
は
剖
%
と
な
っ
た
。
l
、
2
回
の
勉
強

会
の
時
間
数
が
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
寺
院
で

l
、
2
回
の
勉

強
会
で
本
番
に
臨
ん
で
い
る
。

一
回
で
本
番
に
臨
む
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
、

お
さ
ら
い
を

す
る
程
度
と
考
え
て
も
よ
い
。
こ
れ
も
や
は
り
、
五
重
ス
タ
ッ
フ

に
恵
ま
れ
た
盛
ん
な
地
域
の
開
廷
寺
院
で
あ
ろ
う
。
二
回
以
上
と

い
う
の
は
、
久
し
ぶ
り
に
開
廷
す
る
寺
院
と
考
え
ら
れ
る
。

4 

準
備
期
間
中
、
受
者
へ
の
説
明
会
(
足
揃
え
・
膝
揃
え
等
)

-29一

を
行
い
ま
し
た
か
?

回
)

は
¥，¥ 

、、、、!回

'
i
v
'
L
v
-
-
a
/
 

受
者
へ
の
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
か
?



回
答
寺
院
数
は
、

山
ヶ
寺
。

「
・
正
当

f
5ノ
句

、

「

過

当

に

2
5
6、

ー
し
」
カ

4
似

し

し

え

」

ヵ

5
勿

と
、
行
っ
て
い
な
い

寺
院
が
、
若
干
多
い
。
盛
ん
な
地
域
で
は
、
受
者
へ
の
説
明
会
は

受
者
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

必
要
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
半
数
近
い
寺
院
で
は
、

何
回
行
い
ま
し
た
か
?

回
答
寺
院
数
は
、

印
ヶ
寺
。

一
回
が

M
件

関
%
と
多
い
。

5
.
五
重
開
症
の
他
に
、
帰
敬
式
や
捜
戒
会
を
聞
か
れ
ま
し
た
か
っ
-

帰
敬
式
や
授
戒
会
は
?

、、、、。回

し
し
ニ
ノ

図
7 

回
答
寺
院
数
は
、

山
ヶ
寺
。

nu 
q
d
 

全
体
の
邸
%
に
当
た
る
何
ヶ
寺
は
、
帰
敬
式
や
授
戒
会
を
聞
い

て
い
な
い
。
開
い
て
い
る
の
は
、

げ
ヶ
寺
で
、
全
体
の
わ
ず
か

日
%
に
過
ぎ
な
い
。

」
の
こ
と
は
、
帰
敬
式
や
授
戒
会
を
開
娃
し
な
く
と
も
五
重
相

伝
会
開
症
で
、
念
仏
者
の
育
成
が
十
分
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

ご
寺
院
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

五
重
相
伝
会
を
閉
症
し
た
寺
院
で
、
帰
敬
式
や
授
戒
会
を
開
廷

し
た
寺
院
げ
ヶ
寺
に
そ
の
回
数
を
お
聞
き
す
る
と
、
次
の
図
の
よ

う
に
、

ほ
と
ん
ど
、

一
回
で
あ
る
。



回
答
寺
院
数
は
、
口
ヶ
寺
.

6.
諸
役
に
つ
い
て

①

諸
役
名
と
担
当
さ
れ
た
上
人
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

(
で
き
れ
ば
配
役
表
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
)

回
答
寺
院
数
は
、
山
ヶ
寺
。

全
国
で
、

川
崎
名
の
上
人
が
勧
誠
師
と
し
て
ご
活
躍
で
あ
る
が
、

A
師
が
包
会
所
(
全
体
の
却
%
)

で
勧
誠
を
つ
と
め
、

B
師
が

8

会
所
、

C
師
が

6
会
所
、

D
師
・

E
師
が
そ
れ
ぞ
れ
5
会
所
と
続

く
。
こ
れ
ら
五
名
の
勧
誠
師
が
全
体
の
必
%
に
当
た
る
会
所
で
五

重
の
勧
誠
を
行
っ
て
い
る
。

著
名
な
法
将
の
勧
誠
師
の
お
方
に
、
依
頼
が
集
中
す
る
こ
と
は

当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
開
定
時
期
や
閉
症
日
数
を
考
え
る
と
、

人
数
的
に
勧
誠
師
不
足
は
自
明
で
あ
る
。

一
人
で
も
多
く
の
勧
誠
師
を
養
成
す
る
こ
と
が
待
た
れ
る
。

旬

E
ムつd

ま
た
、
勧
誠
師
上
人
が
ど
の
地
域
に
何
人
い
て
、
何
会
所
を
ご

担
当
さ
れ
た
か
と
い
う
点
を
見
て
み
る
と
、
表
I
(
次
ぺ

l
ジ
)

の
ご
と
く
、
近
畿
地
区
が
口
人
の
勧
誠
師
上
人
が
い
て
、

町
会
所

(
日
%
)
を
、

つ
い
で
関
東
地
区
が
叩
人
で
日
会
所
(
日
%
)
、
九

州
地
区
が
6
人
で
回
会
所
(
日
%
)
を
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。



表ブロック 所属教区 人数 実績会所数

第一東北 (4/5) 青森 2 2 

山形 2 3 

第一関東 (10/15) 茨城

東京 5 7 

神奈川 4 7 

第四東海 (519) =1'可 2 5 

尾張 2 3 

伊勢

第五北陸 (2/4) 石川

福井 3 

第六近畿 (17/57) 滋f'l 5 8 

京都 5 34 

奈良 3 5 

大阪 3 9 

兵庫

第七中四国 (2/4) 広島

山口 3 

第八九州 (6/15) 福岡

佐賀 2 9 

長崎 2 4 

大分

不明 不明 2 3 

総計 (461109) 2 1 教区 48 112 

②
諸
役
の
具
体
的
な
役
割
内
容
に
つ
い
て

A 

回
向
師
は
ど
の
よ
う
な
役
を
指
し
ま
す
か
?
具
体
的
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。
(
無
き
場
合
は
無
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。)

回
向
師
は
ど
の
よ
う
な
役
を
指
し
ま
す
か
?

回
答
寺
院
数
は
、

ωヶ
寺
。

北
海
道
地
区
(

回
答
寺
院
数
7

3 

無

-
贈
五
重
回
向
、
全
法
要
維
那
、
道
場
次
第
等
指
導

-
贈
五
重
回
向
、
全
法
要
維
那
、
法
式
・
道
場
の
設
え
指
導
他

-
維
那
、
贈
五
重
塔
婆
回
向

-
贈
回
向
、
維
那
(
必
要
に
応
じ
て

東
北
地
区
(

回
答
寺
院
数
百

ヮ“qJ
 

無

9 

-
維
那
、
教
授
師
及
び
受
者
へ
の
指
導

-
法
要
維
那
・
贈
・
足
揃
え
維
那

-
書
院
式

・
本
堂
内
法
要
一
切
、
贈
回
向
は
関
西
風
に
フ
シ
付
回

向
を
し
て
も
ら
っ
た

-
期
間
中
毎
日
の
贈
回
向

-
回
向
師
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
随
喜
し
て
い
た
だ
い
た
諸
上
人
が
、

勧
誠
の
時
間
交
代
で
回
向
を
す
る
。

-
回
向
師
は
必
要
な
い

-
回
向
時
の
塔
婆
の
読
み
上
げ



-
総
体
的
指
導
、
法
要
の
回
向

関
東
地
区
(

回
答
寺
院
数
7

無

。

-
贈
五
重
回
向

-
教
授
師
も
兼
ね
、
贈
五
重
、
法
要
の
回
向
、
剃
度
、
要
・
密
道

場
の
指
示

-
会
の
運
営
に
つ
い
て
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
贈
五
重
の
差
配
、

維
那
、
受
者
の
法
式
指
導
。

-
贈
五
重
回
向

-
教
授
師

-
贈
五
重
回
向
。
双
盤
念
仏
を
称
え
な
が
ら
回
向
す
る
。

-
贈
五
重
の
回
向
発
声

東
海
地
区
(

回
答
寺
院
数
日

無

-
法
要
の
維
那

・
贈
五
重
常
回
向

-
贈
五
重
回
向
、
塔
婆
回
向

-
阿
向
の
中
心
、
司
会
進
行

-
開
白
、
剃
度
式
、
慨
悔
式
、
要
偶
道
場
、
統
室
道
場
等
、

-
各
儀
式
の
維
那
、
殿
司
。
各
種
法
要
に
お
け
る
塔
婆
回
向
や
贈

五
重
回
向

-
塔
婆
回
向
、
贈
り
五
重

-
塔
婆
回
向
、
贈
り
五
重
回
向

-
贈
五
重
塔
婆
回
向
等

-
贈
五
重
、
塔
婆
回
向

-
塔
婆
回
向
、
法
要
の
維
那

-
贈
り
回
向
、
開
白
、
半
斉
、
日
没
、
要
伺
、
伝
法
の
維
那

-
全
て
の
法
要
を
役
割
分
担
し
て
行
う

内
ぺ
d

q
t
u
 

-
法
要
、
回
向
等
の
維
那
役
。
日
中
法
要
の
指
揮

-
法
要
の
維
那
、
回
向
を
専
門
に
す
る

北
陸
地
区
(

回
答
寺
院
数
凶

3 

無

-
礼
拝
(
特
別
回
向
、
贈
り
五
重
回
向
)
前
行
中
の
維
那

-
儀
式
勤
行
全
体
を
執
り
行
な
う

-
全
て
の
維
那
、
贈
り
、
常
回
向
、
日
別
回
向
時
、
卒
塔
婆
の
回
向

-
期
間
中
の
維
那
。
贈
り
の
回
向
。
作
法
指
導
。
道
場
荘
厳
、
準

備
、
物
配
置
の
点
検
。



-
贈
り
五
重
お
よ
び
常
回
向
の
塔
婆
回
向
と
維
那
、
勧
誠
師
入
退

堂
の
時
の
木
魚
念
仏

-
農
朝

・
日
中
な
ど
毎
日
の
法
要
の
維
那
。
剃
度
式
他
、

-
各
道
場
の
維
那
、
進
行
、
贈
り
五
重
の
回
向
。

.
維
郡

-
塔
婆
回
向
等
、
儀
式
法
要
の
維
那

-
五
重
中
の
法
要
の
維
那
。
贈
り
五
重
、
特
別
回
向
等
の
回
向

近
畿
地
区
(

回
答
寺
院
数
8

無

。

-
勤
行
中
の
維
那
、
塔
婆
回
向
、
翌
日
の
指
導
(
出
勤
寺
院
確
認
)

-
常
国
向
、
別
回
向

-
各
種
法
要
お
よ
び
勧
誠
時
の
維
那
と
回
向
。
受
者
へ
の
作
法
指
導
。

-
贈
り
、
常
回
向
、
日
別
回
向
。
受
者
の
毎
日
の
勤
行
、

作
法
全

般
の
指
導
、
剃
度
式
、
伝
法
道
場

-
維
那

-
維
那

・
進
行
係
り

-
維
那
・
回
向

-
農
朝
、

日
中
、
日
没
の
維
那
、
塔
婆
回
向

中
四
国
地
区
(

回
答
寺
院
数
げ

。
無

-
五
重
期
間
中
、
受
者
へ
の
お
つ
と
め
指
導
、
教
授
、
贈

-
五
重
他
諸
回
向
の
お
つ
と
め
。
又
五
重
受
者
の
勧
誠
の
受
け
取

り
様
を
見
極
め
て
道
場
の
荘
厳
と
雰
囲
気
を
高
め
る
工
夫
を
し

て
い
く
。

-
総
監
督

-
贈
り
五
重
回
向

-
各
回
向
を
致
し
、
和
讃
等
を
お
讃
え
す
る
。

-
贈
り
回
向
の
聞
に
和
讃
等
を
入
れ
る
。
回
向
は
住
職
、
他
寺
で

d-qa 

は
回
向
を
回
向
師
に
ま
か
せ
る
。

-
維
那
。
住
職
の
行
う
贈
り
五
重
の
回
向
の
聞
に
和
讃
、
詠
歌
等

の
奉
納
。

-
贈
り
五
重
回
向
の
維
那
。

-
贈
り
五
重
の
回
向

.
維
那

回
向

-
法
要
の
進
行
の
す
べ
て

-
法
要
の
際
の
回
向
・
五
重
全
体
の
コ
1
デ
ィ
ネ

l
ト

-
贈
り
五
重
及
び
追
善
回
向

・
維
那



-
贈
り
五
重
回
向

-
維
那
・
贈
り
五
重
田
向

-
道
場
内
の
総
指
導

-
教
授
師
を
兼
ね
る
。
随
喜
寺
院
へ
の
指
導
等

九
州
地
区
(

回
答
寺
院
数
げ

7 

無

-
教
授
師
兼
務
、
贈
五
重
回
向
と
入
行
者
の
指
導
助
言
、
随
喜
寺

院
と
の
連
絡

-
大
供
養
、
贈
五
重
維
那

-
受
者
の
指
導
、
随
喜
諸
大
徳
の
役
配
打
合
せ
、
道
場
全
体
の
準

備
、
指
導
、
回
向

-
贈
五
重
、
大
供
養
の
回
向

-
教
授
師
兼
務

-
贈
五
重
、
回
向
と
維
那

-
贈
五
重
、
回
向

-
維
那
名
と
贈
五
重
回
向

-
大
供
養
の
回
向

-
贈
五
重
回
向

次
に
、
勧
誠
師
と
同
様
に
回
向
師
上
人
の
数
と
担
当
会
所
と
の

%
 

関
係
を
見
て
み
よ
う
。

F
同
d

勺

J

回
答
寺
院
数
は
、

制
ヶ
寺
。

図
の
ご
と
く
、
全
国
で
、

お
名
の
上
人
が
回
向
師
と
し
て
ご
活

躍
で
あ
る
が
、
A
師
が
同
会
所
(
全
体
の
叩
%
)
で
つ
と
め
、

B

師
が

9
会
所
(
日
%
)
、

C
師・
D
師
が
そ
れ
ぞ
れ
7
会
所
(
8
%
)
、

E
師
が
6
会
所
(
7
%
)
と
続
く
。
こ
れ
ら
五
名
の
回
向
師
が
全

体
の
臼
%
に
当
た
る
会
所
で
五
重
の
回
向
師
を
お
っ
と
め
で
あ

る
。
回
向
師
も
勧
誠
師
同
様

一
人
で
も
多
く
養
成
す
る
こ
と
が
待

た
れ
る
。



プロッヲ 所属教区 人数 実績会所数

第一北海道 (2/21 北 2 2 

第東北 (2/21 秋田 2 2 

第二関東 (3/41 現城 2 

東京

長野

第四東海 (4ハ11 静岡 2 

河

伊勢 2 B 

第五北陸 (2ハ01 石川

福井 9 

第六近雌 (15/421 滋賀 4 5 

R 都 6 30 

奈良

大阪 3 4 

兵庫 2 

第七中四国 (4/81 鳥取 2 

石見 2 

広島 5 

第八九州 (4/51 佐賀 3 4 

長崎

総計 (36/841 20教区 36 84 

その他 5 

無し 16 

ま
た
、
回
向
師
上
人
が
ど
の
地
域
に
何
人
い
て
、
何
会
所
を
ご

担
当
さ
れ
た
か
と
い
う
点
を
見
て
み
る
と
、
表
3
の
ご
と
く
、
近

畿
地
区
が
日
人
の
回
向
師
上
人
が
い
て
、

位
会
所
(
印
%
)
を

つ
い
で
東
海
地
区
が

4
人
で
H
会
所
(
日
%
)
、
中
四
国
地
区
が

4
人
で
8
会
所
(
叩
%
)
、
九
州
地
区
が

4
人
で
5
会
所
(
6
%
)

を
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
京
都
教
区
所
属
の
回
向
師
上
人
が
6
人
で
、

初
会
所

(
お
%
)
を
ご
担
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
際
立
っ
て
い
る
。

※ 

な
お
、
「
そ
の
他

日
」
が
あ
っ
た
が
、
明
確

5
」
「
無
し

さ
を
欠
く
た
め
、
集
計
数
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、
「
無

し
」
は
、
特
別
「
回
向
師
」
役
を
定
め
ず
、
回
向
を
厳
修
し

て
い
る
模
様
で
あ
る
。

B 

教
授
師
は
ど
の
よ
う
な
役
を
指
し
ま
す
か
?
具
体
的
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。
(
無
き
場
合
は
無
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
)

回
答
寺
院
数
は
、

卯
ヶ
寺
。

co 
q
J
 

北
海
道
地
区
(

回
答
寺
院
数
7

無

3 

-
五
重
全
般
の
期
間
中
の
堂
内
で
の
監
督

-
受
者
の
教
導

-
全
般
指
導

-
全
体
の
責
任
者

東
北
地
区
(

回
答
寺
院
数
百

8 

無



-
伝
法
儀
式
の
進
行

-
剃
度
発
起
焼
香

・
要
偶
道
場
発
起
者
指
示

・
法
会
差
定
及
び
道

場
し
つ
ら
え
に
関
す
る
助
言
、
指
導

-
教
授
師
は
行
知
事
が
兼
ね
る
。
主
に
慨
悔
道
場
伝
法
の
時
に
導

師
(
伝
燈
師
)

の
そ
ば
に
居
て
受
者
へ
の
説
明
や
行
動
を
指
示

す
る
。

-
受
者
の
方
に
解
り
や
す
く
説
明
及
び
指
導

-
今
回
は
行
知
事
が
勤
め
た
。
憤
悔
道
場
並
御
伝
法
に
於
て
、
総

合
的
に
進
行
を
勤
め
る
(
司
会
も
兼
ね
る
)
。

-
伝
燈
師
の
補
佐
、
受
者
の
指
導
、

お
世
話
、
入
行
か
ら
密
室
道

場
ま
で
の
進
行
・
説
明

-
受
者
へ
の
五
重
の
全
体
的
な
説
明

-
儀
式
進
行
上
の
受
者
、
出
仕
ご
寺
院
へ
の
説
明
役

関
東
地
区
(

回
答
寺
院
数
7

。
無

-
受
者
や
僧
侶
を
指
示
文
は
指
障
す
る
役

-
回
向
師
兼
任

-
特
に
い
ま
せ
ん
、
全
員
が
当
た
り
ま
し
た
。

-
諸
儀
式
の
作
法
等
の
教
示

-
受
者
へ
五
重
相
伝
会
入
行
の
心
得
や
諸
注
意
、
道
場
の
説
明
を

さ
れ
る
方
。

-
司
会
、
進
行
お
よ
び
各
法
要
の
受
者
へ
の
説
明
、
法
要
聞
の
休

憩
に
お
け
る
簡
単
な
説
教
。

-
教
授
師

東
海
地
区
(

回
答
寺
院
数
は

2 

無

-
機
悔
式

・
正
伝
法
の
指
導
・
伝
燈
師
の
補
佐

ゥ，
勺

J

-
行
儀
作
法
等

-
儀
式
の
指
示
、
進
行

-
各
種
法
要

・
儀
式
の
差
定
や
荘
厳
・
指
導
。
受
者
に
対
し
法
会

全
般
、
各
種
法
要
の
具
体
的
説
明
、
注
意
事
項
。
法
会
の
運
営

の
中
心
的
役
割
。

-
作
法
の
指
示
な
ど

-
剃
度
、
密
室
道
場
の
時
の
教
授

-
要
伺
、
密
室
道
場
の
進
行

-
各
道
場
に
於
い
て
受
者
へ
の
作
法
指
示



-
受
者
の
作
法
等
の
指
導

-
文
殊
、
普
賢

-
要
侮
道
場
(
文
殊
、
普
賢
)
、
密
室
道
場
(
受
者
作
法
)

-
受
者
の
指
導

(作
法
等
に
つ
い
て
)

北
陸
地
区
(

回
答
寺
院
数
日

6 

無

-
取
り
持
ち
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
場
を
総
監
の
指
示
に
よ
り
担

当
す
る
。

一
口
に
言
え
ば
五
重
は
、
勧
誠
を
除
き
何
で
も
で
き
る
。

-
総
司
役
で
儀
式
等
の
進
行
、
伝
灯
師
勧
誠
師
並
び
に
回
向
師
と

の
連
絡
、
調
整

-
儀
式
の
重
要
な
指
示
等

-
受
者
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
総
監
が
高
齢
の
た
め
、
道

場
酒
水
、
寺
院
方
紹
介
、
慨
悔
式
等
の
行
事
の
受
者
指
導
(
実

際
に
は
受
者
係
り
と
仕
事
が
競
合
し
て
な
い
方
が
す
っ
き
り
す
る
)

-
特
に
教
授
師
と
い
う
役
は
無
し

-
受
者
の
指
導

-
剃
度
式
等
の
受
者
へ
の
指
導

近
畿
地
区
(

回
答
寺
院
数
8

無

3 

-
回
向
、
贈
り
等
、
五
重
に
関
す
る
説
明
(
足
揃
え
等
)

-
受
者
へ
五
重
中
の
作
法
、
心
得
な
ど
適
宜
指
導
、
指
示
。
特
に

剃
度
式
、
要
偶
道
場
で
は
進
行
指
示
。

-
作
法
、
儀
式
の
指
導
、
剃
度
式
、
伝
法

-
全
体
の
指
導

-
作
法

・
し
き
た
り

-
各
法
要
差
定
並
び
に
全
般
の
指
導

中
四
園
地
区
(

回
答
寺
院
数
凶

oo 
q
J
 

無

-
回
向
師
が
兼
ね
て
行
う
事
が
多
い
が
、
主
に
嬰
傷

・
密
室
道
場

の
時
、
受
者
に
そ
の
作
法
等
を
教
授
し
て
い
る
。

-
受
者
へ
の
説
明
、
誘
導
等

-
五
重
相
伝
の
作
法

・
お
勤
め
の
指
導
。
そ
の
他
、
回
向
師
も
か

ね
る
。

-
受
者
へ
の
諸
注
意
、
念
仏
の
声
等
の
指
導
を
す
る
。

-
全
体
の
把
握
と
諸
注
意
な
ど
、
儀
式
で
は
指
揮
を
し
、
補
佐
を

す
る
。



-
受
者
へ
の
説
明
、
誘
導
等
。
出
仕
僧
侶
へ
の
指
示
な
ど
全
般
。

-
受
者
へ
の
指
導
、
先
導
等
。

-
法
要
全
般
の
取
り
仕
切
り

-
回
向
師
が
兼
ね
て

-
法
要
全
般
の
進
行

-
五
重
開
娃
中
、
受
者
へ
の
説
明
、
注
意
事
項
等
、
伝
法
中
の
指
示

-
受
者
に
対
し
詳
細
に
説
明
す
る
。
全
体
を
見
て
流
れ
、
問
題
点

を
把
握
す
る

-
伝
法
の
総
指
導

九
州
地
区
(

回
答
寺
院
数
げ

7 

無

-
左
記
に
同
じ

-
受
者
の
行
動
の
指
示
、
並
び
に
諸
役
へ
の
指
示

-
受
者
指
導
、
各
道
場
(
暗
夜
)
の
配
役
、
進
行
、
随
喜
寺
院
へ

の
指
導

-
受
者
へ
の
説
明
役
と
戒
師
と
受
者
へ
の
橋
渡
し
、
五
重
全
般
の

指
導
者

-
足
揃
、
前
行
、
儀
式
と
全
般
に
わ
た
り
、
受
者
、
随
喜
寺
院
方

の
動
き
、
心
構
え
に
至
る
ま
で
の
指
示
、
指
揮
を
行
う

-
教
授
師
と
回
向
師
は
兼
務

-
五
重
全
般
に
わ
た
っ
て
の
受
者
の
指
導

-
受
者
へ
の
作
法
の
指
導
、
日
程
伝
達
、
勧
戒
師
と
出
仕
僧
の
仲

立
ち
、
勤
行
す
べ
て
の
維
那

-
五
重
全
体
の
進
行
役
、
全
体
を
司
る

-
維
那
及
び
回
向
と
受
者
へ
の
説
明

-
受
者
に
対
し
て
の
説
示
並
び
に
伝
灯
師
の
指
導

-
五
重
取
り
ま
と
め
、
受
者
指
導
、
勧
誠
以
外
の
取
り
ま
と
め

Q
d
 

丹
、

u

-
全
般
の
指
導
差
配
、
受
者
の
指
導
、
役
割
各
僧
の
監
督

-
受
者
説
示
、
勧
戒
師
と
の
打
合
せ

-
受
者
指
導
、
勧
戒
師
上
人
と
の
打
合
せ
、
門
中
人
へ
の
説
明

-
五
重
全
体
主
E
る
指
導
、
配
役
、
儀
式
、
進
行
、
贈
五
重
相
伝

会
従
事
者
に
対
す
る
世
話
と
説
明

-
五
重
全
般
の
取
締
り
と
贈
五
重
や
特
別
贈
五
重
の
回
向
、
受
者

に
作
法
を
教
え
る



7
.
費
用
(
予
算
)

に
つ
い
て
可
能
な
限
り
お
書
き
く
だ
さ
い
。

受
者
冥
加
料
は
お
一
人
お
い
く
ら
で
す
か
。

受
者
冥
加
料
は
つ

回
答
寺
院
数
は
、

刷
ケ
寺
。

金額~ 件数

5千円~

1万円~ 2 

2万円~ 7 

3万円~ 16 

4万円~ 4 

5万円~ 32 

6万円~ 12 

7万円~ 9 

B万円~ 9 

9万円~

10万円~ 18 

12万円~

1 5 万円~ 12 

5

0

5

0

5

0

5

0

 

3

3

2

2

1

1

 

日
万
円
ー

ロ
万
円
1

m万
円
5

9
万
円
3

8
万
円
，、
，

7
万
円
1

6
万
円
1

5
万
円
1

4
万
円
3

3
万
円
1

2
万
円
1

1
万
円
5

5
千
円

t

円
」
が
ロ
%
と
な
っ
て
い
る
。

図
の
ご
と
く
、

「五
万
円
」
が
訂
%
、
「
三
万
円
」
が
日
%
、
「
六
万

「三
万
円

1
六
万
円
」
が
回
%
で
、
閉
症
す
る
側
の
収
支
を
考
え

と
い
う
こ
と
と
、
受
者
の
側
に
立
つ
と
、

る
と
、
こ
の
範
囲
の
受
者
冥
加
料
を
お
願
い
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

が
出
し
易
い
額
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
あ
た
り
の
冥
加
料

発
起
人
の
冥
加
料
は
?

発
起
人
の
冥
加
料
は
、

般

5
万
円
に
対
し
て
、
発
起
人

加
万
円

添
え
発
起
人
叩
万
円

と
い
う
事
例
が

2
例
あ
っ
た

他、

一
般

8
万
円
に
対
し
て
、
発
起
人
(
添
え
発
起
人
)
却
万
円
、

発
起
人
お
万
円

添
え
発
起
人
目
万
円

一
番
発
起
初
万
円

発

起
人
目
万
円

と
い
う
事
例
、
特
別
発
起
却
万
円

発
起
却
万
円

一
等
日
万
円

二
等
8
万
円

二
等

5
万
円
と
い
う
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
る
。

-40-

次
に
、
再
伝
者
冥
加
料
に
つ
い
て
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。



再
伝
者
冥
加
料
は
、
初
伝
者
冥
加
料
と
比
較
す
る
と
、
初
伝
者

冥
加
料
の
訂
%
か
ら
悦
%
と
一
定
し
な
い
。

」
れ
は
、
地
域
の
慣
習
等
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

収
支
全
体
を
概
算
で
お
書
き
く
だ
さ
い
。
(
総
収
入
・
総
支
出
)

総
支
出
の
回
答
寺
院
数
は
、

5
r
-
F
o
 

Q
U
メ
，ゴ
一、一

n
v
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
 

6

5

4

3

2

1

 

五
百

一
1
一
千
万
円

図
の
通
り
、
百
万
円
未
満
が

I

一
千

一
1
一
千
五
百
万
円

一
千
五
百
一

1
二
千
万
円

-
二
千
五
百

一
1
三
千
万
円

百

1
五
百
万
円

52 

1
3
0
0
0万
円

1
2
5
0
0万
円

1
2
0
0
0万
円

1
1
5
0
0万
円

1
1
0
0
0万
円

1
5
0
0万
円

1

1
0
0万
円

12 

と
な
っ
て
い
る
。

二
千

一
1
二
千
五
百
万
円 10 

8 

五
百
一

1
一
千
万
円
が
全
体
の
引
%
と
圧
倒
的
に
多
い
。

次
に
、
総
収
入
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
?

回
答
寺
院
数
は
、

卯
ヶ
寺
。

50 

40 

30 

20 

五
百

一
1
一
千
万
円

図
の
ご
と
く
、
百
万
円
未
満
が

l

一
千

一
1
一
千
五
百
万
円

一
千
五
百

一
1
二
千
万
円

一一
千
五
百
一

1
三
千
万
円

て
い
る
。

百
1
五
百
万
円

43 

ハU1
A
 

1
3
0
0
0
万
円

1
2
5
0
0
万
円

1
2
0
0
0
万
円

1
1
5
0
0
万
円

1
1
0
0
0
万
円

5
0
0
万
円

41 

1
0
0
万
円

10 

。

14 16 

。
三
千
万
円
以
上

二
千
一

1
二
千
五
百
万
円

5

と
な
っ

五
百

一
1
一
千
万
円
が
全
体
の
特
%
と
多
い
。



結
局
、
全
体
の
収
支
状
態
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?

収
支
ゼ
ロ
、
黒
字
、
赤
字
を
比
較
し
て
み
た
。
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

収
支
集
計
の
回
答
寺
院
数
は
、
川
ヶ
寺
。

ご
覧
の
通
り
、
収
支
ゼ
ロ
は
、

お
例
で
全
体
の
却
%
、
黒
字
は

幻
例
で
位
%
、
赤
字
は
日
例
で
日
%
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
全
体
的
に
は
、
収
支
ゼ
ロ
と
黒
字
と
答
え
た
寺
院
は
、

位
%
で
あ
っ
た
。
財
務
上
は
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
黒
字
収
支
寺
院
の

一
覧
を
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。
(
次
ぺ

l
ジ
)

対
象
寺
院
幻
ヶ
寺
。
(
内
、
不
明
の
箇
所
2
ヶ
寺
あ
り
)

す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

受
者
人
数
と
全
日
出
席
率
を
対
比
し
て
、
そ
の
平
均
を
割
り
出

北
海
道
・
東
北
・
関
東
地
区

受
者
平
均
人
数

全
日
出
席
率
平
均

東
海

・
北
陸
地
区

受
者
平
均
人
数

全
日
出
席
率
平
均

近
畿
・
中
四
国
地
区

受
者
平
均
人
数

全
日
出
席
率
平
均

九
州
地
区

受
者
平
均
人
数

全
日
出
席
率
平
均

と
な
る
。

54.3 463 

名% 

79.42 143 

-42-

名% 

92.67 97.6 

名% 

96.11 104.44 

名% 



ブロック 黒字額 受者冥加料 受者数 全日出席率(%)

北海道 (1) 4万円 5万円 80 100 
東 北 (7) 100万円 5千円 359 30 

800万円 3万円 600 25 

229万円 2万円 445 30 

265万円 2万円 ? 30 

1031万円 2万5千円 1013 50 

700万円 2万3千円 1003 50 

l万3千円 10万円 113 100 
関東 (2) 50万円 5万円 54 98 

700万円 3万円 500 30 
東海 (5) 71 7万円 6万円 203 70 

12万円 8万円 108 95 

200万円 5万円 183 30 

650万円 5万円 256 30 

390万円 5万円 270 98 
北陸 (7) 100万円 B万円 90 100 

50万円 日万5千円 60 100 

200万円 8万円 99 100 

300万円 8万円 78 70 

207万円 5万円 90 80 

891万円 B万円 163 95 

757万円 5万円 116 85 
近畿 (5) 20万円 3万円 131 フ

463万円 10万円 181 98.5 

400万円 10万円 97 ? 

1 55万円 7万円 118 95 

500万円 8万円 70 70 

中四国 (11) 70万円 6万円 90 80 

50万円 5万円 110 95 

1 70万円 8万円 64 80 

100万円 5万円 つ 90 
100万円 9万円 65 100 

63万円 4万円 98 95 

1 95万円 5万円 95 95 

26万円 6万円 102 100 

90万円 8万円 82 99.9 

30万円 3万5千円 112 100 

20万円 6万円 49 99 
九州 (9) 231万円 2万5千円 178 98 

140万円 2万5千円 130 98 

1 50万円 4万円 108 100 

1 38万円 5万円 108 90 

20万円 5万円 87 90 

200万円 5万円 64 99 

100万円 7万円 112 95 
1 1 2万円 7万円 97 100 

131万円 5万円 56 95 
合計 (47) 120283000 2613000 8287 (2寺?) 3391.4 (2寺フ)

平均値 2559213円 55596円 184人 75% 

q
u
 

A
T
 



受
者
人
数
を
抑
え
る
と
全
日
出
席
率
が
あ
が
る
、

受
者
人
数
を
増
や
す
と
全
日
出
席
率
は
下
が
り
、
あ
る
程
度
、

と
い
う
傾
向
が

あ
る
こ
と
が
分
る
。

ま
た
、
赤
字
収
支
寺
院
の

覧
を
表
に
し
た
。

対
象
寺
院
は
、

日
ヶ
寺
。

プロック 赤字額 受者冥加料 受者数 全日出席

率(%)

北海道 (1) 72万円 3万円 205 65 

東北 (1) 160万円 1万5千円 170 90 

関東 (3) 220万円 5万円 105 90 

111万円 3万5千円 58 95 

230万円 5万円 99 99 

東海 (1) 173万円 5万円 64 99.7 

北陸 (3) 243円 6万円 92 99 

120万円 3万円 60 100 

360万円 5万円 38 100 

近畿 (1) 50万円 10万円 32 100 

中四国 (2) 45万円 5万円 18 100 

9万6千円 5万円 126 96 

九州 (1) 10万円 3万円 67 99 

合計 (1 3) 15606243 600000円 1134人 1232.7 

平均値 1200480円 45154円 87人 95% 

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
少
人
数
に
な
る
ほ
ど
受
者
の
全
日
出

席
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

表
5
、
表

6
を
見
る
と
、

黒
字
寺
院
の
平
均
受
者
数
は
胤
人
で

全
日
出
席
率
は
百
%
、
赤
字
寺
院
の
平
均
受
者
数
は
幻
人
で
全
日

出
席
率
は
町
%
と
な
っ
た
。

※ 

な
お
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
調
査
項
目
に
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
勧
誠
師
ご
法
礼

十
例
、
回
向

師
ご
法
礼

六
例
と
実
例
は
少
な
い
が
、
そ
の
平
均
的
な
ご

44 

法
礼
の
平
均
額
を
、
参
考
に
左
に
記
し
て
お
く
。

勧
誠
師
平
均

約
六
十
八
万
円

回
向
師
平
均

約
四
十
五
万
円

8
.
伝
巻
(
本
巻

・
贈
り
)
度
牒
は
ど
の
よ
う
に
ご
用
意
さ
れ
ま

し
た
か
っ

本
巻
は
図
に
示
し
た
と
お
り
と
な
っ
た
。



回
答
寺
院
数
は
、

問
ヶ
寺
。

幻
一日一

1

一4
-41
一泊
一
1
-
7
一1
一
m一
2

知恩院

増上寺

金戒光明寺

知恩寺

清浄華院

善導寺

光明寺

本山

本山以外

自前

その他

本
巻
は
、
総
本
山
知
恩
院
が
幻
、
九
州

・
大
本
山
善
導
寺
犯
と

多
い
。
全
体
の
過
半
数
、

位
%
を
占
め
て
い
る
。
五
重
の
盛
ん
な

地
域
で
あ
る
か
ら
、

当
然
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
い
で
、
大
本
山
増
上
寺
口
、
自
前
叩
と
つ
づ
く
。

度
牒
に
つ
い
て
は
次
図
に
あ
る
。

回
答
寺
院
数
は
、

判
ヶ
寺
。

5
 

A
生

議議奪

19件40%

知恩院 8 

増上寺 5 

知思寺 2 

清浄華院

善導寺 19 

本山

自前 12 

本山 1件 2%

本
巻
の
半
数
以
下
の
記
入
し
か
な
か
っ
た
が
こ
の
グ
ラ
フ
を

見
て
い
た
だ
く
と
、
全
体
の
判
%
が
九
州

・
大
本
山
善
導
寺
と
圧

倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
自
前
が
お
%
と
多
い
。
続
い
て
、
総
本
山

知
恩
院
、
大
本
山
増
上
寺
と
つ
づ
く
。



9
.
諸
道
具
に
つ
い
て
、
別
紙
一
覧
表
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
(
種

類
と
調
達
方
法
)

巻

物

自
前

88 

組
よ
り

「
五
重
相
伝
会
表
白
」
に
つ
い
て
(
附
)

5 

勧
誠
師

4 

法
類

3 

本
山
よ
り

1五重相伝会表白 (106)

自前 88 82% 

組 5 5% 

勧誠師 4 4% 

教授師 3 3% 

法類 3 3% 

本山 2 2% 

法衣庖 1% 

教
授
師

3 

2 

法
衣
庖
よ
り

2五重会礼繊儀 (103)

自前 86 83% 

組 5 5% 

勧誠師 3 3% 

教授師 3 3% 

法類 3 3% 

本山 2 2% 

法衣庖 1% 

(
問
)

自
前

86 

組
よ
り

「
五
重
会
礼
慣
儀
」
に
つ
い
て

3 

2 
教
授
師

法
類

3 

5 

勧
誠
師

3 

本
山
よ
り

2 

法
衣
庖
よ
り
l

3
.

「
礼
寛
回
向
之
疏
」
に
つ
い
て

自
前

86 

組
よ
り

法
類

3 

本
山
よ
り

3干し寛回向之疏 (103)

自前 86 83% 

組 5 5% 

勧誠師 3 3% 

教綬師 3 3% 

法類 3 3% 

本山 1% I 
法衣庖 1% 

無し 1% I 

4 

「
制
誠
」
に
つ
い
て
(
川
)

自
前

73 

勧
誠
師

法
類

3 

本
山
よ
り

法
衣
屈
よ
り

5
.

「
要
備
表
白
」
に
つ
い
て

自
前

勧
誠
師

円

i
門

i

法
類

2 

本
山
よ
り

法
衣
庖
よ
り

103 

5 

勧
誠
師

3 

教
授
師

法
衣
庖
よ
り

4，itlJ誠 (103)

自前 73 72% 

勧誠師 9 9% 

組 6 6% 

教媛師 4 4% 

法類 3 3% 

本山 3 3% 

教化団 2 2% 

法衣庖 1% 

9 

組
よ
り

6 

教
授
師

3 

教
化
団

2 

門
中
寺
院

104 

8 

組
よ
り

7 

教
授
師

2 

教
化
団

2 

門
中
寺
院 3 

無
し

-46-

4 
2 

4 



6
.
「
安
心
請
決
」
に
つ
い
て

自
目リ

69 

勧
誠
師

本
山
よ
り

3 

法
類

法
衣
庖
よ
り

無
し

5要偏表白 (104)

自前 77 73% 

勧誠師 8 8% 

組 7 7% 

教授師 4 4% 

法類 2 2% 

本山 2 2% 

教化団 2 2% 

門中寺院 1 1% 

法衣底 1% 

(
川
)

9 

組
よ
り

2 

教
化
団

8 

教
授
師

2 

門
中
寺
院

6安心請決 (101)

自前 69 68% 

勧誠師 9 9% 

組 8 8% 

教授師 4 4% 

本山 3 3% 

法類 2 2% 

教化図 2 2% 

門中寺院 2 2% 

法衣庖 1% 

無し 1% 

自
前

69 

勧
誠
師

7
.
「
末
代
念
仏
授
手
印
序
」
に
つ
い
て
(
印
)

11 

組
よ
り

本
山
よ
り

3 

法
類

法
衣
庖
よ
り

無
し

8 

「
剃
度
式
表
白
」
に
つ
い
て

自
前

76 

勧
誠
師

法
類

3 

本
山
よ
り

法
衣
庖
よ
り

無
し

2 

教
化
団

(
幻
)

11 

組
よ
り

教
化
団

7 

教
授
師

門
中
寺
院

5 

教
授
師

門
中
寺
院 4 3 3 

2 

7.末代念仏授手印序 (89)

自前 69 79% 

組 7 8% 

教授師 3 3% 

本山 3 3% 

法類 2 2% 

勧誠師 1% 

教化団 1% 

門中寺院 1 1% 

法衣庖 1% 

無し 1 1% 

9 

「
道
場
清
規
」
に
つ
い
て

自
前

10 

教
化
団

業
者
作
成

無
し

10 

「
日
課
誓
約
」
に
つ
い
て

自
前

組

5 

9 

2 

本
山

教
化
団 2 

2 勧
誠
師 8弟IJ度式表白 (93)

自前 76 83% 

組 5 5% 

教授師 3 3% 

法類 3 3% 

本山 1% 

勧誠師 1% 

教化団 1% 

門中寺院 1 1% 

法衣庖 1% 

無し 1% 

(
口
)

勧
誠
師

法
類

-47-

(
附
)

3 

教
授
師

3 

法
類

10日課醤約 (107)

自前 91 84% 

組 5 5% 

勧誠師 3 3% 

教授師 3 3% 

法類 2 2% 

本山 1% 

教化団 1% 

門中寺院 1 1% 



11 

「
贈
五
重
回
向
之
疏
」
に
つ
い
て

自
前

59 

教
授
師

勧
誠
師

法
類

2 

法
衣
庖
よ
り

無
し

12 

「
請
師
之
文
」
に
つ
い
て
(
但
)

自
前

勧
誠
師

8 

教
化
団

組
よ
り

法
衣
庖
よ
り

11贈五重回向之疏 (82)

自前 59 73% 

教綬師 3 4% 

組 2 2% 

教化団 2 2% 

勧誠師 2 2% 

法類 1% 

本山 1% 

門中寺院 1 1% 

法衣庖 1 1% 

無し 10 13% 

(
位
)

3 

組
よ
り

教
化
団

2 

2 

本
山
よ
り

門
中
寺
院

n
u
 

l
 

3 

教
授
師

本
山
よ
り

2 

2 

法
類

門
中
寺
院

無
し

4 
12譜師之文 (24)

自前 8 34% 

勧誠師 3 13% 

教綬師 2 8% 

本山 2 8% 

教化団 4% 

組 4% 

法類 4% 

門中寺院 1 4% 

法衣庖 4% 

無し 4 117% 

自
前

19 

教
化
団

「
東
照
神
御
遺
誓
」
に
つ
い
て
(
巧
)

2 

本
山
よ
り

組
よ
り

13 
勧
誠
師

教
授
師

無
し

49 

法
衣
届
よ
り

13東照神御遺醤 (75)

自前 19 26% 

教化団 2 3% 

本山 1% 

組 1% 

勧誠師 1% 

教綬師 1% 

法衣庖 1% 

無し 49 66% 

11 

掲

刀工

物

「
露
地
偶
」
に
つ
い
て

自
前

96 

本
山
よ
り

勧
誠
師

法
類

(
問
)

2 

教
化
団

組
よ
り

-48一

2 

法
衣
庖
よ
り

無
し

(
町
)

自
前

77 

本
山
よ
り

「
香
湯
偶

・
香
水
偶
」
に
つ
い
て

2 

教
化
団

組
よ
り

2 
勧
誠
師

法
類

1露地偏 (105)

自前 96 91% 

本山 2 2% 

教化団 2 2% 

組 1% 

勧誠師 1 1% 

法類 1% 

法衣庖 1 1% 

無し 1% 

2 

無
し

11 

2香湯偏・香水偶 (95)

自前 77 81% 

本山 2 2% 

教化団 2 2% 

組 1% 

勧誠師 1 1% 

法類 1% 

無し 11 12% 



皿 3道場;青規 (109) 4 3 
自 自前 102193% 無自.組自
前肩 本 教綬師 2 12% し前「 よ前逗

教化団 2 12% 誇 り
94量堂組 1 11% 13 87 法 問2喜

位 本山 1 11% 」 規
教牌 内 勧誠師 1 11% 教 γ 教」
化」 化与 勧授 γ
団に 団ぃ誠師与
3つ ザL 師 2 、ド、

い て
無 て 勧 103 • ___ 

し( 誠 本教 109 
102 師 山化

5 よ団

1贈五重位牌 (102) 5 4 
自 自
日リ 「 目リ 「

108 説語
王

101 審
妙

組 龍

槌砧 よ
龍

'-- り
警高

つ 天
1ρ '--

て
無
し つ

108 
2 

し〉

て

104 

-49-

り
2 

法
類

3 2 
自

前自 「目リ 「
四 父

101 天 64 母
王

教 尊目」ー

*Ji 
よ つ
り v' 

団」

て
2 

一〉
無 103 無い

し し て
( 

25 @.! 



6 

「
金
扉
風
」
に
つ
い
て

自
目リ

72 

本
山

部
内
寺
院

門
中
寺
院

無
し

8 
部
内
寺
院
と
門
中
寺
院
は
、
あ
る
い
は
重
な
る
か
も
し
れ

※ 

4 

(
倒
)

組
よ
り

3 

法
類

2 
2 

業
者

葬
祭
庖

下
同
じ
)

ま
せ
ん
。
が
、
記
入
さ
れ
た
通
り
分
類
記
載
し
た
。
(
以

(
問
)

自
前

103 

法
類

「
マ
イ
ク
・
音
響
設
備
」
に
つ
い
て4 

7 6金扉風 (94)

自前 72 77% 

本山 4 4% 

組 3 3% 

法類 2 2% 

部内寺院 1 1% 

門中寺院 1 1% 

葬祭庖 2 2% 

難者 1% 

無し 8 9% 

業
者

IV 

剃

度

式

(
問
)

自
前 「

福
田
衣
(
受
者
用
ご
に
つ
い
て

3 

91 

法
衣
庖
よ
り

購
入

無
し

8 

※ 

自
前
引
と
い
う
こ
の
数
字
は
、
恐
ら
く
、
法
衣
庖
か
ら
調

達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
え
て
、
回
答
通
り
に
記

載
し
た
。
(
以
下
同
じ
)

(
問
)

nu 

Fh
u
 

自
前 「

剃
度
用
剃
万
」
に
つ
い
て

2 

2 
本
山
よ
り 91 

勧
誠
師

教
授
師

法
衣
庖
よ
り

2 

無
し

2 



V 
暗

夜

道

場

「
暗
幕
」
に
つ
い
て

自
前

82 

葬
祭
庖

門
中
寺
院

他
寺

無
し

2 

(
仰
)

6 

組
よ
り

3 

法
類

自
前

54 

組
よ
り

「
カ
ン
テ
ラ
等
(
受
者
誘
導
用
)
」
に
つ
い
て
(
剖
)

2 

映
画
セ
ン
タ
ー

無
し

26 (
位
)

自
前

56 

組
よ
り

「
慣
悔
紙
(
浄
紙
)
」
に
つ
い
て

本
山
よ
り

3 1暗幕 (97)

自前 82 85% 

葬祭庖 6 6% 

組 3 3% 

法類 1% 

門中寺院 1% 

他寺 1% 

映画センタ-11 1% 

無し 2 2% 

無
し

24 

VI 

要

道

場

偏

「
釈
迦
三
尊
軸
」
に
つ
い
て

自
前

58 

組
よ
り

教
化
団

2 

部
内

2 

「
四
句
の
侮
」
に
つ
い
て

自
前

64 

本
山
よ
り

教
化
団

部
内
寺
院

2 

法
衣
庖
よ
り

l釈迦三尊輸 (90)

自前 58 65% 

組 15 17% 

本山 8 9% 

法類 4 4% 

教化団 2 2% 

部内寺院 1 1% 

法衣庖 1% 

無し 1% 

3 

「
二
河
白
道
図
」
に
つ
い
て

自
前

54 

組
よ
り

部
内
寺
院

門
中
寺
院

2 

(
叩
)

15 

8 

法
類

本
山
よ
り

法
衣
庖
よ
り

(
町
)

12 

11 

法
類

組
よ
り

門
中
寺
院

2四句の偏 (95)

自前 64 67% 

本山 12 13% 

組 11 12% 

法類 3 3% 

教化団 2 2% 

部内寺院 1 1% 

門中寺院 1 1% 

l主衣庖 1% 

(
関
)

17 

11 

法
類

本
山
よ
り法

衣
庖
よ
り

4 

無
し

3 

唱
E
A

p
h
d
 

3 



VII 
無 自
し 前「 密

香

6 78 湯 室器

本 道
山 香
よ 水 場
り 器

桶
'--

7 

組己
よ て
り

( 

3 ~ 

教
イ乙
団

3二河白道図 (89)

自前 54 62% 

組 17 19% 

本山 11 12% 

;玄類 3 3% 

部内寺院 2 2% 

門中寺院 1 1% 

法衣底 1% 

4ニ祖対面図 (103)

自前 53 50% 

本山 11 11% 

他寺 11 11% 

組 10 10% 

組内寺院 B 8% 

法類 4 4% 

門中寺院 2 2% 

部内寺院 1 1% 

法衣庖 1% 

不明 2 2% 

5サラシ布(白道用) (105) 

5 4 
自

部内 組内 前自前「 ーー、

サ

寺院 寺院 53 寿畑103 フ
ン/

本 布 8 本面
山( 山」図
よ 道白 法法 よ
り 用 衣類 り

庖 一〉
) 

11 ~ミ'-- 4 
て

無つ
し し〉

て
11 

105 2 
2 組

10 

5 4 1香湯器・香水器桶 (95) 3 2 
門部 自 自 自前 78 83% 自

前自 「中内前「 目!日「 本山 7 7% 前「
大 伝 伝 血

寺院 寺院 41 箕町 103 法
組 3 3% 

101 法 99 護教化団 1% 
用

無し 6 6% 
組 」像仏」ー

組 如
'--

6 組 γ 本
よ 」 よ 法 2香湯器 ・香水器桶 (95) よ 山

無 教り己 り」衣 自前 78 83% り よ
つ

ナ〉 しミ
し 化 て 本山 7 7% 

し通 り
て団 15

てコ
組 3 3% 3 

て3 
本 85 本い

教化団 1% 
104 2 無し 6 6% 

104 山 山 て 無
法 よ よ 107 

3伝法仏像 (104) し
類 り り

|;01 1r 4 
2 15 

無
し

2 

ヮ“RU
 



VlII 
自
前 そ「

高
札
」

(
問
)

自
前

3
.

「
本
巻
度
牒
」
に
つ
い
て

購
入

5大座具 (85)

自前 41 48% 
組 15 18% 
本山 15 18% 
部内寺院 6 7% 
教化団 2 2% 
法類 2 2% 
門中寺院 1 1% 
無し 3 4% 

自
前 「

伝
巻
(
贈
五
重
)
」
に
つ
い
て

2 

4 

55 

総
大
本
山
よ
り

46 

(
削
)

46 

購
入

52 

総
大
本
山
よ
り

(
似
)

自
前 「

経
木
塔
婆

・
板
塔
婆
」
に
つ
い
て

無
し

の

他

5 

に
つ
い
て

(
幻
)

90 

64 

16 

14 

法
衣
庖

・
経
木
届
よ
り

87 

(
幻
)

司
d

p

、u

自
前 「

下
足
箱

・
下
足
札
等
」
に
つ
い
て

4 

公
民
館

無
し

3 

6 

自
前 「

浄
衣
(
受
者
用
)
」
に
つ
い
て
(
印
)

法
衣
庖
よ
り

2 
四
一%
一

Q
d
-
q
u

一

);
 

2
J
-
n
u
-

-

'ー、
-Q
d
-
q
u

一

円ヨ

マl
l
+
1
1
4

(
J
 

-EU
-
-
-

町

一前
一し
一

=
目
-
同
開
E

ー

;

レ
ン
タ
ル

78 

24 

葬
儀
社

・
法
衣
庖
よ
り



9 8 7 

8掛軸台 (94)

自前 74 79% 

組 8 9% 

本山 2 2% 

部内寺院 1 1% 

教化団 1% 

教授師 1% 

門中寺院 1 1% 

無 自
衣法 部内 前白 「

自
し 目日 「 則二

寺
庖 寺院 74 霊咽 90 書院10 82 賢

Ei 用
勧 し

'--

I 組 γ 組)

誠師 J おh 
無 よ」 よ 名

L 孟門中 り 竺v 
り 号

5 ~ 8 て
七、

2 2 ~t つ
軸

本い 本 94
部内 」に山 て 山

法衣庖 1% 

無し 5 5% 
よ街 よ 寺院 つい
り 教 り

授師 て
2 

97 
回 教 無
向 化 し
師 団

4 

諸道具等 (4547)

自前 3613 80% 

無し 252 6% 

総大本山 196 4% 

組 155 3% 
法衣庖経木庖 67 2% 

勧誠師 61 1% 

法類 45 1% 

教授師 41 1% 

諸道
10受者用しおり (102) 10 
自前 87 85% 

回向 前自 「
具 勧誠師 5 5% 

等 浄土宗 1% 師 受

の 本山 1% 87 者

調達
回向師 1% 

用

無し 7 7% 
し

無 勧誠師 μ ね

つ し」り

教化団 33 1% ，，~ 

部内寺院 15 0.33% 

門中寺院 15 0.33% 

他寺 12 0.26% 

葬祭庖 8 0.18% 

て 7 5 
lま つ

浄い

4547 土 て

組内寺院 B 0.18% 

業者作成 6 0.13% 

点 示eさ~ io2 
の

購入 4 0.09% 回
葬祭底 ・法衣后 4 0.09% 悠Eヨ

回向師 2 0.04% を
浄土宗 0.02% f辱 本
公民館 0.02% た 山
映画センヲー 0.02% 

。
よ

レンヲjし 0.02% り
不明 2 0.04% 

総計 4547 

-54-



ご
覧
の
通
り
、
加
%
が
自
前
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
請

師
之
文
」

(
l

巻
物
ロ
)

は
M
%
、
「
東
照
神
御
遺
誓
」

(l

巻
物

日
)
は
お
%
、
「
二
河
白
道
図
」

(W

要
偏
道
場
3
)
は
臼
%
、

「二
祖
対
面
図
」

(W

は
印
%
、
「
大
座
具
」

(W

要
偏
道
場
4
)

密
室
道
場
5
)
は
特
%
と
自
前
率
が
低
い
。

自
前
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
揃
え
に
く
い
と
い
う
こ
と
だ

す
る
な
ら
ば
、
組
な
り
教
区
で
五
重
備
品
と
し
て
貸
し
出
し
可
能

な
方
策
を
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

11 

五
重
開
鐘
中
に
つ
い
て

1
.
勧
誠
の
席
数
と
時
間
に
つ
い
て
お
書
き
く
だ
さ
い
。
(
日
程

表
を
お
送
り
く
だ
さ
れ
ば
記
入
は
不
要
で
す
)
(
勧
誠
席
数
×
分

数
)
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

勧
誠
の
席
数
は
?

回
答
寺
院
は

川
ヶ
寺。

四
五
一四
一
m一
m一端
一川
一肌
一制
一蹴
一四
一四
一問

勧誠席数 (101)

16席 11
7席 3

8席 11
10席 12
11席 12
12席 14
13席 114
14席 120
15席 141
16席 19
17席 11
18席 11
18席以上 12

F
h
u
 

p
b
 

判
%
が
日
席
で
多
く
、

次
p 

で 16
14 
席

日
席
と
続
く
。
日
席
か

ら
同
席
で
九
%
を
占
め
る
。
こ
の
席
数
は
、
前
回
の
調
査
と
ほ
ぼ

同
じ
と
な
っ
て
い
る
。



害l しミ 2 」、，

て れ 81
ら 、 受者 も % 
い具 カま
で体の 目リ

す 的 総 回席
カ当 数 の 60
つ お を

調査 分で
書教

名 き え と 多
( て lま
男 だ lま

次
さ だ 同 い

名 し= さ じ で、 。 しミ
と 14

女全
。

な%
日 ま つカ1

)名程出 た て

い席
約席出 党 50

の席
分

受状
者況 で

% 
は あ

何つ
る。

受者数・男女比

勧誠一席時間 (95)

120分 1件 1% 

90分 1件 1% 

70分 1件 1% 

60分 77件 81% 

55分 1件 1% 

50分 13件 14% 

45分 1件 1% 

席
の
時
間
は
?

回
答
寺
院
は
、
町
ヶ
寺
。

ブロック 所属教区 人数 男 女

第 一 北 海道 第一 80 30 50 
8ヶ寺 第一 54 6 48 
801名 第一 205 68 137 

第一 34 10 24 

平均与 100名 第 90 18 72 

第一 136 55 81 

第一 82 26 56 

第一 120 40 80 

第 東北 岩手 600 265 344 
1 5ヶ寺 岩手 271 117 154 
7037名 岩手 359 164 195 

秋田 90 20 70 

平均与469名 秋田 75 30 45 

青森 600 280 320 

青森 227 80 147 

青森 445 186 259 

青森 170 50 120 

青森 1013 417 596 
山形 1003 451 552 

山形 800 

山形 1200 

宮線 71 25 46 

宮被 113 61 52 

受

こ 受 章回院 者れ者 の
を総 総
113数数
ケは数は
寺、は?
で別
平表 112
均のケ
を通寺
取り
る l
と 8

5 
約 6
164 2 
名名
とで
なあ
るつ
。 た

。

p
b
 

FLD 



プロッヲ 所属教区 人数 男 女

第七中四国 広島 90 25 65 

18ヶ寺 広島 110 45 65 

1506名 広島 64 25 39 

広島 80 35 45 

平均士号84名 広島 80 24 56 

広島 130 56 74 

広島 65 21 44 

石見 98 34 64 

石見 95 33 62 

愛媛 102 37 65 

愛媛 18 5 13 

愛媛 75 30 45 

愛媛 81 26 55 

愛媛 82 32 50 

鳥取 112 38 74 

鳥取 126 46 80 

南海 55 26 29 

山口 43 15 34 

第八九州 熊本 77 34 43 

17ヶ寺 長崎 67 18 49 

1827名 長崎 70 30 40 

長崎 178 43 94 

平均与 108名 長崎 130 48 82 

長崎 108 21 87 

長崎 273 56 217 

長崎 121 36 85 

佐賀 99 

佐賀 108 36 72 

佐賀 87 26 61 

佐賀 80 28 52 

佐賀 64 21 43 

福岡 112 30 45 

福岡 97 33 64 

福岡 100 29 71 

福岡 56 25 31 

総計 113ヶ寺 18562 5823 8629 

平16均4名匂平名均匂58平名均言85
41% 59% 

プロック 所属教区 人数 男 女

第 関東 神奈川 61 24 37 

8ヶ寺 神奈川 54 18 36 

1 186名 神奈川 105 21 84 

神奈川 58 27 41 

平均当 148名 現械 99 55 44 

現械 162 65 97 

茨城 500 

長野 147 86 61 

第四東海 尾張 203 88 115 

14ヶ寺 尾張 125 50 75 

2629名 静岡 64 14 50 

静岡 90 40 50 

平均与 188名 ニ河 10日 39 69 

ー河 430 150 280 

河 183 73 110 

一河 256 102 154 

河 300 

伊努 190 90 100 

伊勢 219 86 133 

伊勢 63 46 17 

伊賀 128 56 72 

舷阜 270 152 118 

第五北陸 富山 90 45 45 

16ヶ寺 富山 64 28 36 

1258名 富山 70 27 43 

富山 60 25 35 

平均与79名 新潟 68 31 37 

福井 99 43 56 

福井 78 31 47 

福井 90 26 64 

福井 163 73 90 

福井 103 45 58 

福井 116 55 61 

福井 20 10 10 

福井 92 47 45 

石川 60 22 38 

石川 38 16 22 

石川 47 21 26 

第六近畿 京都 224 105 119 

1 7ヶ寺 京都 350 

2318名 京都 131 63 68 

京都 140 65 75 

平均言 136名 京都 169 85 84 

京都 85 40 45 

京都 200 

京都 120 

京都 120 

京都 130 

京都 88 

京都 150 

京都 97 46 51 

京都 118 46 72 

R都 32 8 24 

溢賀 94 38 56 

大阪 70 34 36 

司

i
p
h
d
 



各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
見
て
み
よ
う
。

第

北
海
道

8
ヶ
寺

第

東

日
ヶ
寺

北

第

東

8
ヶ
寺

関

第
四

東

凶
ヶ
寺

海

第
五

日
ヶ
寺

北

陸

第
/、

近

口
ヶ
寺

畿

第
七

同
ヶ
寺

中
四
国

第
J¥ 

口
ヶ
寺

九

チト|

以
上

8
0
1
名

7
0
3
7
名

1
1
8
6
名

2
6
2
9名

1
2
5
8
名

2
3
1
8
名

1
5
0
6
名

1
8
2
7
名

平
均
川
名

平
均
制
名

平
均
附
名

平
均
別
名

平
均

η
名

平
均
附
名

平
均
例
名

平
均
川
名

は
少
な
い
。

平
均
受
者
数
を
み
る
と
、
東
北
地
区
は
多
く
、
北
陸
、
中
四
国

も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

受者人数 (11 3) 

50人以下 7件 696 
51-100人 50件 4496 
101-150人 27件 2496 

151 -200人 9件 896 

201 -250人 4件 496 

251 -300人 5件 496 

301 -400人 2件 296 

401 -500人 3件 396 
501 -1000人 3件 396 
1001人以上 3件 396 
総計 113件 101% 

開
窪
寺
院
の
受
者
は
、

引
人
か
ら
間
人
が
多
く
、
次
い
で
、。

人
か
ら
間
人
と
な
っ
て
い
る
。

地盤量 ブロック 受者数 全日出席率

東北 1200 2096 

東北 1013 5096 
東北 1003 5096 
東北 800 6096 
東北 609 6096 

東北 600 2596 

関東 500 3096 
東北 445 3096 

地域・プロッヲ 受者数 全日出席率

東海 18 10096 
北陸 20 10096 
近儀 32 10096 

北海道 34 9996 

北陸 38 7596 

北陸 47 10096 
北海道 54 10096 
関東 54 9896 

O
D
 

F
h
d
 

右
の
表
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
受
者
数
の
少
な
い
会
所
に
全
日

出
席
率
四
%
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

少
数
だ
か
ら
休
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
も
、
多
人
数
会

所
と
比
し
て
か
な
り
出
席
率
が
高
い
。

全
日
出
席
率
を
高
め
、
行
き
届
い
た
五
重
を
勤
め
る
に
は
、
少

数
精
鋭
が
有
効
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、

間
%
寺
院
と
受
者
数
を
、

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
拾
い
出

し
て
み
よ
う
。



ブロック 人数 所属教区

第一北海道 80 第一

54 第一

第東北 75 秋田

71 宮続

113 宮峨

第五北陸 90 富山

70 富山

60 富山

99 福井

20 福井

60 石川

47 石川

第六近儀 32 京都

第七中四国 65 広島

102 愛媛

18 愛媛

112 鳥取

55 南海

第八九州 77 熊本

70 長崎

108 長崎

97 福岡

総計 22ヶ寺 1575 

平均句72

表
の
通
り
、
全
日
出
席
率
問
%
の
開
娃
寺
院
は
、

辺
ヶ
寺
あ
る

が
、
少
人
数
受
者
の
開
鮭
寺
院
が
多
い
。
平
均
は
、

η
名
の
受
者

と
な
っ
た
。

.1田 一一 〔

回
答
寺
院
数
は
、

間
ヶ
寺
。

受者出席率 (108)

100% 22 

90~99% 52 

80~89% 8 

70~79% 7 

60~69% 4 

50~59% 4 

~ 49% 11 

総計 108 

「
l
「
ト
l
F
iト
l
ト
l
」

0

0

0

0

0

0

0

 

6

5

4

3

2

1

 

受
者
出
席
率
を
見
て
み
る
と
、
前
掲
の
通
り
、
間
%
が
辺
ヶ
寺
、

叩
1
ω
%
が
臼
ヶ
寺
と
な
っ
て
い
る
。

叩
%
以
上
の
全
日
出
席
率
寺
院
は
侃
%
と
な
り

一
目
瞭
然
卯
%

以
上
に
高
ま
り
が
あ
り
、
出
席
率
の
よ
さ
を
示
し
て
い
る
。

3
.
贈
り
五
重
・諸
回
向
に
つ
い
て

(
種
類
と
内
容
及
び
冥
加
料
)

①
贈
り
五
重
の
対
象
者
に
は
、
審
号
等
が
追
贈
さ
れ
ま
す
か
、

具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

回
答
寺
院
数
は
、

um
ヶ
寺。

北陸 15 (16) 富山 4 プロッヲ 教区 寺院数

新潟 北海道 7 (8) 第 5 

福井 B 第 2 

石川 2 東北 12 (16) 岩手 3 

近織 13 (13) 京都 11 秋田

滋賀 青森 5 

大阪 山形

中四国 12 (19) 広島 7 宮城 2 

愛媛 4 関東 8 (9) 神奈川 4 

山口 茨械 3 
九州 4 (17) 熊本 1 東京

長崎 東海 13 (14) 静岡 2 

佐賀 2 一河 5 

総計 84(1 12) 29教区 84ヶ寺 伊勢 2 

尾張 2 

伊賀

岐阜

一59-

信号追贈寺院 (84)



4置‘、，

近陵地区 (13)
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15 

12 

東海地区(13)

北陸地区 (15)



く
だ
さ
い
。

②
贈
り
五
重
、
そ
の
他
回
向
の
種
類
と
そ
の
冥
加
料
を
お
書
き

等
)

(
塔
婆
の
有
無

結
果
は
、
次
の
ご
と
く
千
差
万
別
で
あ
る
。
回
向
の
種
類
と
冥

加
料
に
つ
い
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
に

一
ヶ
寺
事
例
(
①
、
②
、
③

と
表
記
し
た
)
別
に
列
挙
し
て
お
く
。

北
海
道

東
北

関
東

東
海

①
特
別
常
回
向

②
半
斎
回
向

①
特
別
常
回
向

②
回
向
の
み

④
特
別
回
向

⑥
施
餓
鬼
供
養

①
特
別
贈
五
重

①
常
回
向

③
特
別
贈
り

⑤
五
重
回
向

・
特
別

五
重
回
向

・
普
通

⑥
五
重
会
大
施
餓
鬼

⑦
塔
婆
回
向

⑨
塔
婆
回
向

⑩
五
重
塔
婆
回
向

二
万
円

十
万
円

二
万
円

五
千
円

万
円

万
円

五
万
円

万
円

万
円

五
千
円

五
千
円三

千
円

五
千
円

二
千
円

万
円

日
別
常
回
向

日
別
常
回
向

③
回
向
の
み

⑤
施
餓
鬼
供
養

②
常
回
向

④
特
別
贈
り

⑧
塔
婆
回
向

五
千
円

五
千
円

三
千
円

一
万
円

-61-

万
円

五
千
円

五
千
円



⑪
塔
婆
回
向

・
通
日

塔
婆
回
向

・
日
拝

北
陸

①
常
回
向

②
特
別
回
向

③
特
別
回
向

④
常
回
向

⑥
特
別
回
向

⑧
常
回
向

⑩
常
回
向

⑫
先
祖
回
向

⑭
贈
り
回
向

近
畿

①
特
別
回
向

日
別
回
向

常
回
向

③
特
別
回
向

日
別
回
向

常
回
向

二
万
円

一
万
円

五
千
円

一
万
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

万
円

五
万
円

万
円

一
万
円万

円

三
千
円

二
万
円

万
円

三
千
円日

別
回
向

普
通
回
向

礼
拝
回
向

⑤
特
別
回
向

万
円

⑦
常
回
向

⑨
普
通
回
向

⑪
普
通
回
向

⑬
先
祖
回
向

常
回
向

②
特
別
回
向

日
別
回
向

常
回
向

④
特
別
回
向

日
別
回
向

五
千
円

二
千
円

一
千
円

一
万
円

五
千
円

三
千
円

五
千
円

五
千
円

万
円一

万
五
千
円

五
千
円

万
円三

万
円

五
千
円

中
四
国

⑤
特
別
回
向

日
別
回
向

常
回
向

⑦
常
回
向

⑧
常
回
向

⑨
常
回
向

⑩
常
回
向

⑪
常
回
向

⑫
常
回
向

⑬
常
回
向

⑭
常
回
向

⑮
常
回
向

一
万
円

万
円

一
万
円

万
円

三
万
円

三
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

一
万
五
千
円

①
常
回
向

⑮
日
中
卒
塔
婆
回
向

万
円

②
常
回
向

③
常
回
向

④
常
回
向

⑤
位
牌
ご
も
り 一

万
円

万
円

万
円

一
万
円

常
回
向

二
千
円

⑥
特
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

万
円

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

日
別
回
向

一
万
円

五
千
円二

万
円

一
千
円

一
万
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

ヮ“P
O
 

三
千
円

三
千
円

日
別
回
向

五
千
円

礼
拝
回
向
三
千
円

一
万
円

三
千
円

三
千
円

五
千
円



⑥
五
重
塔
婆
回
向

⑧
常
回
向

九
州

①
大
供
養

②
大
塔
婆
回
向

③
大
塔
婆
回
向

⑤
大
供
養

⑦
大
供
養

⑧
大
供
養

⑨
特
別
塔
婆
供
養

五
千
円

大
発
起
人

五
万
円

二
万
円

三
万
円

五
千
円

⑦
常
回
向

五
千
円

二
十
万
円

二
十
万
円

万
円

④
大
供
養

五
万
円

⑥
大
供
養

二
万
円

先
祖
代
々

一
万
円

二
万
円

4
.
剃
度
式
の
有
無
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
無
い
場
合
は、

そ
の
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

回
答
寺
院
数
は
、

山
ヶ
寺
。

剃度式 (112)

地域 有 無

北海道 8 。
東北 11 3 

関東 8 

東海 14 12 

北陸 15 11 

近畿 13 10 
中四国 19 10 

九州 17 10 

総計 10517 

有

無

九州北陸

qu 

ph
u
 

有

笠_.笠
近畿中四国

有

九州

有

有

中四国

有
有

剃度式20 

15 

5 

有

近畿

有

北陸

東海

東海

関東

関東

東北

有

東北

憾悔式

O 
北海道

15 

12 

9 

3 

5
.
慨
悔
式
の
有
無
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
無
い
場

合
は
、
そ
の
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

回
答
寺
院
数
は
、

四
ヶ
寺
。

償悔式 (108)

地域 有 無

北海道 5 3 

東北 12 12 

関東 8 

東海 10 14 

北陸 15 11 

近餓 11 

中四国 12 6 I 
九州 11 6 I 
総計 84 24 I 



機
悔
式
「
無
」

の
理
由

日
程
の
都
合
。
時
間
的
余
裕
が
な
い
。

浄
紙
は
使
わ
な
い
が
、
念
仏
と
礼
拝
を
も
っ
て
慣
悔
と
す
る
。

道
場
の
広
さ
、
執
り
持
ち
寺
院
の
数
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
。

本
来
五
重
に
お
い
て
、
機
悔
式
は
不
用
と
考
え
て
い
る
の
と
、

ス
タ
ッ
フ
不
足
で
も
あ
る
。

受
者
は
恐
ろ
し
さ
の
み
で
効
果
が
な
い
。

無
意
味
。
受
者
の
多
く
が
遠
隔
地
で
夜
檀
家
が
集
る
こ
と
も
難

し
し通

昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。
市
街
地
で
、

音

・
光
を
遮
断
す
る

」
と
も
難
し
い
の
で
。

当
寺
は
高
台
に
あ
り
、
交
通
の
便
等
の
理
由
で
夜
の
行
事
が
で

き
ま
せ
ん
。

終
了
時
間
が
夜
に
な
る
慣
習
が
な
い
。

以
上

6
.
貴
寺
院
で
の
五
重
の
形
式
、
流
儀
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

書
き
く
だ
さ
い
。

A 

近
江
式
、
大
和
式
、
名
越
式
、
和
泉
式

等
で
お
書
き

く
だ
さ
い
。
(
不
明

北
海
道

東
北

関
東

東
海

北
陸

等
の
場
合
は
そ
の
よ
う
に
お
書
き
く
だ
さ

回
答
寺
院
数
は
、
印
ヶ
寺
。

①
増
上
寺
式

①
名
越
式

③
浄
土
宗

一
般
流

①
名
越
式

③
流
儀
に
と
ら
わ
れ
な
い

①
近
江
式

③
静
岡
流

⑤
三
河
式

⑦
特
に
な
し

①
近
江
式

②
不
明

③
特
に
な
し

-64-

3 

10 

②
近
江
式④

不
明

②
飯
沼
流

④
不
明

2 

②
大
和
式
と
近
江
式

2 

④
豊
橋
の
慣
習

⑥
不
明

3 

2 
2 

②
近
江
式
と
大
和
式

3 



近
畿

中
四
国

九
州|

か
?
(
例

③
当
地
区
の
伝
統

⑤
な
し

①
近
江
式

③
浄
土
宗
法
要
集

⑤
不
明

3 

④
不
明

3 

①
近
江
式

③
回
向
師
上
人
流

⑤
浄
土
宗
出
版
の
本

⑦
不
明

6 

②
大
和
式④

回
向
師
上
人
流
l

⑥
特
に
な
し

2 

①
近
江
式

③
長
崎
式

3 

②
大
和
式

2 

④
因
幡
式

⑥
当
山
伝
承

②
平
戸
組
流

2 

④
不
明

B 

そ
の
形
式
が
顕
著
に
現
れ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
時
で
す

等
)

機
悔
式
の
方
法
に
つ
い
て

回
答
寺
院
数
は
、
日
ヶ
寺
。

-
要
偶
能
行
二
匝
・
・
(
常
回
向
の
塔
婆
を
受
者
が
持
っ
て
堂

内
を
五
重
和
讃
を
唱
え
て
二
匝
す
る
)

-
機
悔
式
は
暗
夜

-
機
悔
式
(
書
院
式
よ
り
真
っ
暗
な
廊
下
を
通
り
、
手
を
引
か

れ
て
道
場
へ
)

-
第

一
無
明
長
夜
六
道
輪
廻
の
表
示

第
二
慣
悔
細
釈

-
機
悔
式
、
伝
法

-
惜
悔
式

・
暗
夜
道
場

-
礼
拝
記
の
内
容
、

一
唱

一
礼
の
礼
拝

-
慨
悔
式
を
三
役
と
称
し
、
焼
香
、
洗
手
を
伝
燈
師
の
前
で

3

E
d
 

ιu 

人
が
交
代
で
行
う
。

-8割
型
、

唱

礼

-
礼
拝
回
向
時
、
名
越
式
の
礼
拝
記
を
用
い
る
。

慨
悔
道
場
(
三
役
、
声
)
。
御
伝
法
(
部
分
的
に
)
。

-
密
室
道
場
(
十
念
の
伝
、
名
号
十
念
)

-
機
悔
式

3 

.
不
明

4 

要
傷
能
行
二
匝
・
・
(
常
回
向
の
塔
婆
を
受
者
が
持
っ
て
堂
内



を
五
重
和
讃
を
唱
え
て
二
匝
す
る
)
な
ど
は
、
独
特
の
も
の
の
よ

う
で
あ
る
が
、
意
味
が
よ
く
読
み
取
れ
ぬ
も
の
も
あ
っ
た
。

7
.
正
伝
法
の
時
の
伝
燈
師
は
、
ど
な
た
が
さ
れ
ま
す
か
?

回
答
寺
院
数
は
、

山
ヶ
寺
。

8

そ
の
他
、
貴
寺
院
五
重
に
お
け
る
特
色
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
書
き
く
だ
さ
い
。

北
海
道

回
答
寺
院
数

-
ケ
寺

(
8
)

①
増
上
寺
開
山
上
人
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て
、
北
泉
岳
寺、

芦
別
寺
と

3
ヶ
寺
で
開
催
。

東

2
ヶ
寺
(
同
)

北

回
答
寺
院
数

①
受
者
が
多
い
の
で
正
伝
法
を
午
前
、
午
後
の

2
座
に
分

け
る
。

②
法
式
に
従
て
正
式
に
し
た
。

関

東

5
ヶ
土
守

(
9
)

-66-

回
答
寺
院
数

①
今
回
は
動
誠
師
上
人
以
外
総
て
却
歳
代
で
緒
役
す
べ
て

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

②
今
回
は
五
重
の
勉
強
の
た
め
、
若
い
僧
侶
を
中
心
に
、

研
修
的
に
行
う
。

③
終
了
後
討
論
会
が
持
た
れ
、
内
々
で
し
た
が
非
常
に
批

判
的
で
、
(
悪
い
意
味
で
今
の
世
に
そ
ん
な
こ
と
が
通

用
す
る
の
か
と
い
っ
た
)
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
だ
と

い
わ
れ
た
。

④
当
山
開
創
剛
年
事
業
(
書
院

・
庫
裏
・
鐘
楼
堂
新
築
、



境
内
整
備
)
の
総
仕
上
げ
に
開
廷
。
成
満
日
を
当
山
の

御
忌
会
に
設
定
し
、
受
者
と
共
に
御
思
会
を
勤
め
得
た
。

⑤
飯
沼
流
の
節
回
し
で
贈
回
向
す
る
。

東

5
ヶ
寺
(
は

海

回
答
寺
院
数

①
予
想
以
上
に
出
席
率
が
よ
か
っ
た
。昼
食
は
檀
信
徒
会
館
。

②
尾
張
教
区
青
年
会
が

一
人

l
日
l
万
円
で
出
仕、

5 
日

間
で
述
べ
別
人
。
人
数
的
に
も
経
済
的
に
も
と
て
も
助

か
る
。

③
近
隣
寺
院
の
協
賛
を
得
て
開
催
す
る
。

④
塔
婆
回
向
に
加
え
て
施
餓
鬼
を
多
く
入
れ
る
事
。

⑤
昼
食
は
ほ
と
ん
ど
家
で
食
べ
る
か
、
弁
当
を
持
参
し
て

も
ら
う
。
発
起
人
が
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
っ
て
受
者
を
組

織
化
す
る
。

北

回
答
寺
院
数

7
ヶ
寺

(
凶
)

陸
①
威
儀
作
法
は
門
中
規
定
に
よ
る
。
再
伝
者
の
出
道
場

に

3
，
0
0
0
円
。

一
般
参
詣
は
剃
度
ま
で
許
可
。

②
満
行
者
は
即
、
当
山
五
重
友
の
会
に
加
入
し
。
そ
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
前
任
者
か
ら
引
き
継
ぐ
。
次
回
の
五

重
で
の
協
力
が
伝
統
的
に
約
束
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

③
当
地
区
で
は
、
ま
だ
泊
ま
り
込
み
で
す
の
で
五
重
後
の

受
者
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
深
い
。

④
開
基
剛
年
、
当
山
及
び
末
寺
、
末
庵
の
歴
代
住
職
法
要
、

選
択
集
制
年
を
併
修
。

⑤
全
受
者
が

(
身
体
的
に
理
由
の
あ
る
者
は
別
)
寺
に
泊

ま
り
込
む
。
(
次
回
か
ら
は
通
い
に
す
る
予
定
)
。

勺

tp
b
 

⑥
五
重
の
形
態
に
関
し
て
で
は
な
い
が
、
極
力
執
行
に
か

か
わ
る
僧
侶
の
人
数
を
抑
え
た
こ
と
、
受
者
控
え
室
に

公
民
館
を
使
用
し
た
こ
と
。

⑦
期
間
中
、
全
員
寺
院
に
宿
泊
。

近

回
答
寺
院
数

4
ヶ
寺

(
日
)

畿
①
戒
名
を
、
院
、
軒
号
な
ど
、
全
て
五
重
の
時
に
授
与
す

る
習
慣
が
あ
り
、
冥
加
料
も
段
階
制
に
な
っ
て
い
る
。

受
者
に
は
、
ご
縁
の
方
か
ら
お
見
舞
い
が
贈
ら
れ
る
。



②
正
伝
法
の
日
に
善
導
大
師

二
二

O
O年
遠
思
法
要
、
法

然
上
人
降
誕
側
年
慶
讃
法
要
厳
修
。

③
檀
信
徒
の
親
戚
が
回
向
塔
婆
を
あ
げ
る
。
親
戚
が
相
互

に
?

五
重
見
舞
い

(
物
品
、
金
封
)
。

④
8
日
五
重
だ
が
、

そ
の
う
ち
5
日
間
は
夕
方
5
時
半
か

ら
9
時
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

中
四
国

回
答
寺
院
数

5
ヶ
寺
(
凶
)

①
要
侮
道
場
の
中
で
善
の
網
を
も
っ
て
、
受
者
と
共
に
六

字
詰
念
仏
で
も
っ
て
行
道
を
す
る
。
尚
そ
の
折
贈
五
重

の
塔
婆
も
受
者
が
も
っ
て
ご
本
尊
の
回
り
を
行
道
す
る
。

②
発
起
人
を
お
願
い
し
、
修
繕
費

・
備
品
購
入
費

・
受
者

費
用
に
あ
て
、
受
者
冥
加
料
を
安
く
す
る
。
発
起
人
は
、

受
者
か
ら
だ
け
で
な
く
、
全
檀
家
に
お
願
い
す
る
。

③
離
島
な
の
で
寺
院
は
す
べ
て
泊
ま
る
。
贈
り
、
伝
巻
な

ど
五
重
が
始
ま
っ
て
か
ら
作
る
。
勧
誠
師
以
外
は
組
内

寺
院
で
分
担
す
る
。

④
最
近
は

5
年
に

一
度
と
定
期
法
要
化
さ
せ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
五
重
を
う
け
な
い
と

血管
号
は
っ
け
な
い
。

血
管
号
が
な
い
と
院
号
も
っ
け
な
い
。

⑤
先
住
の
年
忌
に
開
廷
。

九

7
ヶ
寺
(
げ
)

少トi

回
答
寺
院
数

①
天
草
寺
院
は
全
寺
4
年

1
5年
の
定
期
開
講
。

②
組
内
寺
院
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
。

③
大
供
養
の
冥
加
料
に
て
受
者
入
行
料
を
高
額
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
平
戸
組
の
特
色
。

-68一

④
欠
席
許
さ
な
い

3
回
以
上
者
に
は
院
号
授
与
、
道
場

を
外
界
と
幕
で
隔
離
。

⑤
大
発
起
人
山
万
、
小
発
起
人
5
万
。

⑥
住
職
老
齢
の
た
め
勧
戒
師
上
人
と
教
授
師
上
人
に
支
援

し
て
も
ら
う
。

⑦
厳
粛
に
勤
め
ら
れ
た
。

記
念
事
業
記
念
法
要
に
合
せ
て
、
閉
症
す
る
例
、
組
内
寺
院
で

協
力
し
て
勤
め
る
例
、
若
い
人
を
中
心
に
開
症
す
る
例
、

ま
た
、



五
重
友
の
会
を
組
織
し
、
次
回
の
五
重
で
の
協
力
体
制
を
構
築
す

る
例
、
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

H
.
五
重
開
廷
後
に
つ
い
て

1
.
受
者
に
は
審
号
以
外
に
法
号
(
道
号
)
が
付
き
ま
す
か
、
文

字
数
な
ど
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

2
.
再
伝
さ
れ
た
受
者
は
、
新
た
に
法
号
が
増
え
ま
す
か
、
文
字

数
な
ど
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

北
海
道

4
ヶ
寺

(
8
)

回
答
寺
院
数

二
文
字

4
ヶ
寺

(
院
号

法
号

無
回
答

2 

※ 

再
伝
者
な
し
。

東

回
答
寺
院
数

8
ヶ
寺
(
同
)

北

二
文
字

7
ヶ
寺

関東

(
×
審
×
×

道
号

6 

一
回
毎
に
字
数
が
増
え
る
。

※ 

2
回
目
は
良
×
と

2
字
増
え
る
。
3
回
目
は
更

に
2
字
(
道
号
)
が
増
え
る
。

※ 

お
寺
や
住
職
に
係
る
戒
名
が

l
字
増
え
る
か
、
そ

の
人
に
よ
っ
て
(
功
績
)
院
号
居
士
大
姉
。

※ 

)〈血
管
同
道

3
回
良
×
同
署
一
×
道
。

東

回
答
寺
院
数

Q
J
 

C
O
 

6
ヶ
寺

(
9
)

二
文
字

5
ヶ
寺

(
道
号

無
回
答

3 

戒
名

一
回
目

良
号
戒
名

回
目

誉
号

回
目

居
士
大
姉
号

四
回
目

清
居
土
善
大
姉
号

五
回
目

善
清
居
士
善
清
大
姉

六
回
目

院
号

※ 

男
性
一
善
。
女
性
一
清
。

※ 

全
員
初
伝
。

海

5
ヶ
寺
(
凶
)

回
答
寺
院
数



二
文
字

5
ヶ
寺

⑤
誉
号
+
道
号

(O
誉
O
O居
士

道
号

2 

不
明

2 

⑥
受
者
に
は
誉
号
プ
ラ
ス

2
字
を
授
与
し
た

※ 

道
号
二
文
字
、
こ
れ
以
上
の
文
字
は
増
え
な
い
。

⑦
発
起
人
(
院
号
、
居
士
大
師
号
)
添
発
起
人
(
居
士
、

※ 

2
文
字
、
(
三
回
目
は
院
号
)
。

大
師
号
)

※ 

五
重
を
受
け
た
回
数
に
よ
り
道
号
、
清
号
、
院
号
を

⑧
発
起
人
は
院
号
、
添
え
発
起
は
軒
、
庵

付
け
る
。
(
6
字
1
ロ
字
)

⑨
発
起
、
添
え
発
起
、

-
等
2
等
に
よ
り
誉
号
以
外
を
考

※ 

初
回
(
誉
号
)
二
回
(
道
号
)
三
回
(
清
号
)
四
回

h

え
ヲ
hv

(軒

・
室
号
)
五
回
(
院
号
)
再
伝
に
よ
り
加
授。

⑩
誉
号
以
外
に
二
文
字

※ 

道
号
、
清
号
、
院
号
、
室
号
、
軒
号
が
つ
き
ま
す
。

⑪
誉
号
と
法
号
4
文
字

nu
 

句

J

⑫
一誉
号
と
戒
名
の
4
文
字
を
つ
け
る

北

陸

回
答
寺
院
数

凶
ヶ
寺
(
同
)

⑬
誉
号
の
み

左
記
の
通
り

⑭
つ
か
ず

①
8
字

・
9
字

・日
字
。
受
者
に
は
誉
号
、
功
労

者
(
役
員

・
総
代

・
世
話
役
)
に
は
道
号
、
院
号

※ 

再
伝
な
し
。

②
誉
号
の
み
が
基
本
。
但
し
発
起
人
数
名
に
は
道
号

※ 

2
度
目
の
方
に
道
号
ま
た
は
戒
名
(
前
回
の
戒
名
を

二
文
字
多
く
付
く

道
号
に
す
る
)
、

3
度
目
の
方
は
禅
定
門
(
尼
)
の

③
受
者
代
表
(
男
女
l
名
)

の
み
に
院
号
を
授
与
す
る
。

位
号
、

4
度
目
は
院
号
、

5
度
目
は
居
士
、
大
姉
を

④

一
般
は
誉
号
の
み
。

付
け
る
。



※ 

増
え
る
場
合
も
あ
り
、
増
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

(
信
士
を
居
士
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
な
い

こ
と
も
あ
る
。
)

※ 

居
士
大
師
号
を
授
与
す
る
時
も
あ
る
。
稀
に
庵
号
、

軒
号
を
授
与
す
る
。

近

9
ヶ
寺
(
日
)

畿

回
答
寺
院
数

(二
文
字

っ
か
ず

そ
の
他
は
左
記

5 

2 

2 

①
道
号
が
付
く
。

②
戒
名
に
よ
っ
て
全
て
授
与
す
る
習
慣
で
す
。
(
院
号

は
{
子
、

9
字
、
誉
号
、
禅
定
門
、
禅
定
尼

6
字、

4

字
、
軒
号
禅
定
門
、
室
号
禅
定
尼
。
)

③
道
号
他
6
字

④
4
文
字
。

⑤
誉
号
を
含
み
6
文
字
。

※ 

3
回
以
上
は
居
士
、
大
姉
を
付
け
る
。

※ 

再
伝
す
る
人
は
い
な
い
。

※ 

再
伝
者
の
希
望
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
。

中
四
国

回
答
寺
院
数

日
ヶ
寺
(
叩
)

左
記
の
通
り

①

O
審

O
O。

3 

②
付
か
な
い
。

2 

③
審
号
の
み
。

2 

④
初
伝

O
響

O
O
禅
定
門
(
尼
)

再
伝

O
審

O
O

0
0禅
定
門
(
尼
)

再
々
伝
以
上
は
再
伝
と
同
じ
。

⑤
道
号

・
審
号

(
2
字
)
、
戒
名

(
2
字
)
、
位
号

(
2

字
)
以
上

6
字
が
基
本
。

唱

E
A

勾

t

⑥
再
伝
者
に
は
道
号
を
授
与
す
る
。

⑦
希
望
者
に
は
響
号
を
つ
け
る
。
法
号
等
は
な
し
。

⑧

O
審

O
O禅
定
門
(
尼
)
。

⑨
3
回
目
で
道
号
。

⑩
誉
号
と
法
号
。

⑪
誉
号
と
戒
号
。

※ 

初
伝
、
再
伝
の
違
い
は
無
い
。

※ 

法
号
等
を
追
号
す
る
こ
と
は
な
い
。



※ 

個
別
に
院
号
授
与
。

九

6
ヶ
寺
(
口
)

チト|

回
答
寺
院
数

(二
文
字

そ
の
他
は
左
記

3 

3 

①
l
回
目
審
号
、

2
回
目
道
号
、

3
回
目
院
号
。

4
回
目
は
さ
ら
に

2
字
増
え
る
、

5
回
目
以
降
無
。

②
発
起
入
行
に
は
院
号
授
与
。

③
2
回
目
戒
名
、

3
回
目
そ
の
ま
ま
。

4
回
目
道
号

(計
6
文
字
)
、

5
回
目
4
回
目
の
ま
ま
、

6
回
目
+

居
士
大
師
号
、

7
回
目
そ
の
ま
ま
、

8
回
目
+
院
号
。

※ 

死
亡
時
に
つ
け
る
。

※ 

院
号
法
号
に
入
れ
込
む
。

3
.
五
重
以
後
の
受
者
へ
の
教
化
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
(例

五
重
作
礼

・
本
山
参
り

・
念
仏
講
の
有
無

等
)

閉
症
後
の
教
化
活
動

五
重
作
礼

回
答
寺
院
数
は
、

日
ヶ
寺
。

本
山
参
り

回
答
寺
院
数
は
、

印
ヶ
寺
。

11 

つfu巧，
，

2

0

8

6

4

2

0

 

1

1

 

12 

北海道東北関東東海北陸近陸中四国九州

2

0

8

6

4

2

0

 

1

1

 



念
仏
講

回
答
寺
院
数
は
、

M
m

ヶ
寺
。

お
て
つ
ぎ
信
行
奉
仕

回
答
寺
院
数
は
、

8
ヶ
寺
。

6 

5 
6

5

4

3

2

1

0

 

2 2 2 
2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

。。

そ
の
他

回
答
寺
院
数
は
、

初
ヶ
寺
。

8 

5 

8 
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な
お
、
そ
の
他
の
活
動
は
、
「
二
十
五
霊
場
参
り
」
「
詠
唱
会
」
「
別
時
会
』

「お
礼
参
り
」

「朝
念
仏
」

「月
例
会
』
「
法
話
会
」
「
写
経
会
」
等
が
あ
っ
た
。

以
上
、
開
娃
後
の
教
化
活
動
を
概
観
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

五
重
作
礼
と
本
山
参
り
が
多
い
。

q
J
 

n
t
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研
究
報
告

『
結
線
五
重
相
伝
会
』
開
廷
案

浄
土
宗
布
教
の
要
と
さ
れ
る
「
結
縁
五
重
相
伝
会
」
(
以
下
「
結

縁
五
重
」
と
す
る
)

で
は
あ
る
が
、
そ
の
実
際
は
当
班
に
お
け
る

予
備
調
査
(
『
教
化
研
究
』
第
日
号
)
に
確
認
さ
れ
る
通
り
、
東

京
近
郊
を
中
心
と
す
る
関
東
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
開
娃
例
が
極
め

て
少
な
い
。
こ
れ
は
研
究
報
告
で
先
述
し
た
が
、
伝
法
権
を
守

ろ
う
と
す
る
壇
林
側
が
個
別
寺
院
で
の
「
結
縁
五
重
」
を
厳
し
く

制
限
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
年
は
東
京
教
区
江
東
組
の
よ
う

に
組
単
位
で
定
期
的
に
開
廷
し
て
い
る
例
や
、
東
京
近
郊
の
各
寺

院
に
お
い
て
も
実
施
日
数
を
短
く
す
る
な
ど
、
個
々
の
独
自
性
を

持
っ
て
開
註
さ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
、
我
々
が
作
成
す
る
「
結
縁
五
重
」
の
開
廷
案
は
、
実
施

が
極
め
て
少
な
い
地
域
に
於
い
て
、
今
後
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て

い
く
事
を
願
っ
た
提
案
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
「
そ
の

地
域
に
お
け
る
結
縁
五
重
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
確
立
し
て
い
る

よ
う
な
地
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な
開
症
は
実
際
、
不
可
能
か
も
知

れ
な
い
。
そ
れ
は
我
々
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
中
、
開
廷
寺
院
か

ら
の
ご
意
見
に
「
地
域
独
特
の
慣
習

・
し
き
た
り
や
、
執
り
持
ち

寺
院
(
部
内

・
門
中
寺
院
)
と
の
関
係
に
縛
ら
れ
、
な
か
な
か
自

分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
事

か
ら
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
現
実
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
『
浄
業
信
法
訣
』

に
説
か
れ
る
よ
う
な
本
来
の
「
結
縁
五
重
」
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え

て
、
提
案
は
「
出
来
る
だ
け
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
出
来
る
だ

F
h

d

 

勺

t

け
金
銭
的
な
出
費
を
抑
え
る
」
事
を
第

一
に
考
え
た
。従
っ
て
、
「
笑

際
に
勧
誠
を
聞
か
な
い
者
が
多
く
と
も
、
受
者
数
を
増
や
し
て
収

入
を
多
く
し
て
い
る
」
例
や
、
「
結
縁
五
重
に
併
せ
て
寺
院
の
伽

藍
を
修
繕
す
る
」
よ
う
な
例
は
考
え
ず
、
あ
く
ま
で
布
教
手
段
の

最
た
る
も
の
と
し
て

「
結
縁
五
重
」
を
開
症
す
る
事
を
前
提
と
す

る
も
の
で
あ
る
。



一
、
開
廷
前
の
準
備

l
、
意
志
決
定

定
期
的
に
開
廷
し
て
い
る
寺
院

・
地
域
は
別
と
し
て
、
初
め
て

開
廷
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
類
、
檀
信
徒
総
代
、
そ
の
他
相
談
す

べ
き
人
々
の
意
見
を
十
分
に
聞
い
た
上
で
、
少
な
く
と
も
三
年
程

前
よ
り
意
志
の
決
定
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
執
り
持
ち
寺
院
が
不
慣
れ
で
は
、
五
重
の
会

座
が
進
行
し
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
法
式
的
な
部
分
も
含
め

て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
く
。
接
待
面
等
で
は
、
寺
族
の

協
力
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
そ
の
意
見
も
尊
重
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

※
今
回
は
年
間
日
万
円
の
積
立
金
を
想
定
し
、
五
年
前
か
ら
計

画
を
立
て
る
こ
と
と
す
る
。

2
、
勧
誠
師
の
依
頼

最
も
長
い
時
間
を
受
者
と
接
す
る
勧
誠
師
に
よ
っ
て
、
実
際
の

五
重
全
体
の
印
象
が
決
定
し
て
し
ま
う
と
も
言
え
る
大
事
な
役
で

あ
り
、
伝
灯
師
(
基
本
的
に
住
職
)
が
最
も
信
頼
で
き
る
布
教
師

に
お
願
い
し
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
か
ら
交
渉
を
し
て
お
く
事
が

望
ま
し
い
。

※
今
回
の
設
定
で
は
、
同
じ
教
区
内
の
布
教
師
の
方
に
依
頼
を

す
る
も
の
と
す
る
。

3
、
教
授
師
(
回
向
師
等
)

の
依
頼

※
回
向
師
と
は
、
特
に
関
西
方
面
に
お
い
て
回
向
だ
け
で
な
く

法
要
の
全
般
を
司
る
役
を
指
す
が
、
今
回
は
回
向
師
を
立
て

ず
、
教
授
師
と
し
て

一
人
に
お
願
い
す
る
も
の
と
す
る
。

po 
勺，，

4
、
執
り
持
ち
寺
院
へ
の
依
頼

部
内
・
門
中
寺
院
、
法
類
寺
院
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
。
ま
た

実
際
に
は
雑
務
ま
で
頼
め
る
友
人
僧
(
結
縁
五
重
の
経
験
者
等
)

を
決
め
、
特
に
伝
巻
作
成
等
、
経
験
を
要
す
る
仕
事
を
依
頼
す
る
。

5
、
案
内
状
作
成

・
印
刷

檀
信
徒
向
け
の
「
五
重
の
し
お
り
」
「
五
重
の
お
す
す
め
」
な
ど
、

趣
意
書
を
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
詳
し
く
作
成
す
る
。



6
、
案
内
書
配
布

・
勧
誘

・
掲
示

檀
信
徒
に
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
知
ら
せ
て
受
者
の
勧
誘
を
す

る
。
同
時
に
、
贈
五
重
、
塔
婆
回
向
な
ど
の
説
明
を
し
て
勧
め
る
。

山
門
な
ど
に
「
五
重
相
伝
厳
修
」
の
高
札
を
掲
げ
、
ま
た
本
堂
内

や
玄
関
に
も
表
示
を
す
る
。

※
予
算
を
立
て
る
に
当
た
り
、
ど
う
し
て
も

般
的
な
塔
婆
回

向
等
の
形
で
の
収
入
を
見
積
も
る
必
要
が
出
て
く
る
。
し
か

し
、
受
者
と
し
て
参
加
で
き
な
い
檀
信
徒
に
対
し
て
も
、
「
結

縁
五
重
」
を
閉
症
す
る
意
義
を
説
明
し
、
協
力
し
て
い
た
だ

く
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

7
、
伝
書
の
用
意

今
回
は

一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
住
職
が
伝
灯
師
を
勤
め

る
も
の
と
し
た
。
は
じ
め
て
修
す
る
者
は
、
自
分
の
手
書
き
の
伝

書
を
作
り
そ
れ
を
精
読
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

8
、
予
算

概
略
の
予
算
を
作
成
。
ま
ず
支
出
の
予
算
を
出
し
、

そ
れ
に
見

合
う
よ
う
に
受
者

・
贈
五
重
の
冥
加
料
、
塔
婆
回
向
な
ど
の
回
向

料
を
決
定
す
る
{
別
掲
予
算
案

・
参
照
)
。

9
、
仕
出
し
弁
当

・
配
膳
人
手
配

日
時
・
概
数
・
配
膳
人
の
手
配
を
す
る
。
昼
食
(
寺
院
、
受
者
、

寺
族
な
ど
の
合
計
数
)

※
今
回
は
執
り
持
ち
寺
院
に
対
し
て
も
朝
食

・
夕
食
は
出
さ
な

い
事
と
し
た
。

叩
、
受
者
用
品
の
注
文
・
記
念
写
真
依
頼

-77-

日
、
仏
具
等
の
点
検

仏
具
や
そ
の
他
の
諸
道
具
で
、
自
坊
に
足
り
な
い
も
の
を
借
り

る
手
配
を
す
る
(
チ
ェ
ッ
ク
シ
1
ト

参
照
)
。

※
今
回
の
設
定
で
は
、
釈
迦
三
尊
軸
、
四
句
の
傷
、

二
河
白
道

図、

二
祖
対
面
図
、
香
湯
香
水
器

・
桶

・
追
砧
を
他
寺
院
よ

り

借
用
し
、
諸
位
牌
、

四
天
王
・
王
誉
妙
龍
等
の
掲
示
・

大
座
具

等
は
手
作
り
を
す
る
も
の
と
す
る
。



児
、
執
り
持
ち
寺
院
と
の
打
合
せ
会

少
な
く
と
も
開
廷

一
ヵ
月
前
に
は
、
執
り
持
ち
寺
院
方
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
役
配
そ
の
他
に
つ
い
て
の
打
合
せ

・
お
よ
び

各
道
場
の
習
礼
を
行
う
。
打
合
せ
当
日
に
は
、
あ
る
程
度
の
茶
振

舞
い
を
す
る
必
要
も
考
え
る
。

日
、
戒
名
の
字
選

あ
る
程
度
の
申
込
者
が
決
定
し
た
ら
、
受
者
の
戒
名
(
誉
号
の

字
選
)
を
考
え
る
。
贈
五
重
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

M

円
、
伝
巻
の
下
附

受
者
数
が
あ
る
程
度
確
定
し
た
時
点
で
、
本
山
で
伝
巻
(
本
巻

贈
五
重
)
度
牒
を
下
附
し
て
も
ら
い
、

二
重
授
手
印
の
巻
物
に
、

左
手
で
手
印
を
し
て
伝
巻
係
に
渡
し
て
お
く
。

目
、
道
場
の
荘
厳

開
建
二
日
前
ま
で
に
五
重
に
ふ
さ
わ
し
い
如
法
な
荘
厳
を
完
了

し
て
お
く
。
殊
に
立
華
・
鏡
餅
等
の
注
文
、
贈
五
重
の
位
牌

・
四

天
王

・
龍
王
・
露
地
偏

・
霊
膳

(
箸
包
み
・
椴
子
)
・
真
鍛
仏
具

の
磨
き
も
の

・
塗
触
香
な
ど
。
そ
の
他
、
生
花
・
お
供
え
物
の
用

意
、
暗
幕
の
準
備
、

マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

・
事
務
用
品
等
、
万
遺
漏
な

き
を
期
す
。

問
、
塔
婆
、
帳
簿
、
諸
ビ
ラ
の
用
意

贈
五
重
・
塔
婆
書
き
。
俗
名
・
死
亡
年
月
日
・
施
主

・
続
柄
な

ど
の
併
記
。
帳
簿
類
は
、
受
者
名
簿
、
調
読
帳
、
戒
名
字
選
帳
、

贈
五
重
霊
名
簿
、
塔
婆
回
向
霊
名
簿
、
浄
財
帳
、
随
喜
寺
院
芳
名

0
6
 

ヴ

i

帳
な
ど
を
用
意
す
る
。

血
誓
帳
(
白
蓮
記
)
、
道
場
清
規
、
請
師
文
な
ど
の
浄
書
。

ビ
ラ
類
(
導
師
室
、
勧
誠
師
室
、
随
喜
寺
院
室
、
伝
巻
室
、
受
者

控
室
、
役
配
表
、
時
間
表
、
食
作
法
、
各
差
定
、
受
付
、
お
手
洗

い
な
ど
)

口
、
そ
の
他

仏
旗
、
吹
流
し
、
等
随
意
。
台
所
手
伝
人
、
下
足
人
の
依
頼
。
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お
礼
百日

り

定
例
別
時
念
仏
A -zs: 

五
重
作
礼
等
の
準
備

※
成
満
日
以
後
の
受
者
へ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
考
え
、
可
能
な
案

を
練
っ
て
お
く
。

二
、
用
意
す
べ
き
仏
具
等

用
意
す
べ
き
仏
具

・
什
具
な
ど
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
が
‘
こ
こ
で
は
使
用
の
便
を
考
え
て
、
各
行
事
、
あ
る
い
は
場

所
別
に
列
挙
し
た
。

今
回
は
勧
誠
を
本
堂
で
行
う
も
の
と
し
た
が
、

書
院
で
行
う
場

合
で
も
基
本
的
に
は
道
具
の
移
動
だ
け
で
あ
る
。

(
I
)
書
院

受
者
用

食
卓
・
座
蒲
団
・
掲
示
用
食
作
法
・
時
間
表
・
道
場
清

規(
2
)
本
堂
入
り
口
付
近

塗
香
器

/ 

塗
香
用
(
酒
水
器
は
他
に
道
場
酒
水
用
、
壇
上
酒

象
香
炉

水
用
と
計
三
対
あ
る
と
良
い

触
香
用
。
五
種
香
、
香
炭
団

露
地
偏

/ / 

道
場
清
規

(3)
本
堂
内
(
主
と
し
て
前
行
中

入
行
説
明
用

/ 

/

入
行
説
明
用

回
向
壇

受
者
用
経
本
・
数
珠

/ 

贈
五
重
用
。
(
贈
五
重
位
牌
、

三
具
足
、
高
杯
等
)

高
座

説
相
箱

経
本

・
表
白
類

差
定

経
机

街座
蒲
団

堂
内
幕

四
天
王

龍
王

/ 

-79-

/ 

及
び
勧
誠
師
用
割
坊

/ 

五
重
会
表
白
。
札
機
儀
。
礼
寛
回
向
疏
。

/ 

導
師
用
。
維
郡
用
。
そ
の
他
式
衆
用
。
導
師
用
の
割

/ 

受
者
人
数
分

/ 

暗
幕

/ 

持
国
天
・
増
長
天
・
広
目
天
・
多
聞
天

/

王

誉

妙
龍
・
龍
誉
高
天
の
札



立
華

/ 

対

鏡
餅

/ 

本
尊
前
に
三
升
ひ
と
重
ね

贈
五
重
霊
前

・
脇
壇
に
五
合
ひ
と
重
ね

要
侮
道
場

・
釈
尊
前
に
二
升
ひ
と
重
ね

密
室
道
場

・
伝
法
仏
前
に
二
升
ひ
と
重
ね

霊
膳

/ 

本
尊
前
。
贈
五
重
霊
前
(
箸
、
箸
紙
、
椴
子

供
花

・
供
物

/ 

高
杯
ま
た
は
三
方
は
出
来
る
だ
け
多
く
用
意

香
類

/ 

大
天
香
。
大
薫
香
。
沈
香
(
導
師
室
、
勧
誠
師
室
に

も
)
。
塗
香
。
蝋
燭

黒
板

・
ホ
ワ
イ
ト
ボ

l
ド

/ 

チ
ョ

ー
ク
。
(
マ
ー
カ

1
)
黒

板
ふ
き
。
そ
の
他

/ 

打
敷
。
茶
湯
器
。
初
日
そ
の
他

道
場
酒
水
用
酒
水
器
。

マ
イ
ク
。
維
那
席
の
襲
、
磐
、
木
魚
、

鉦
鈷
、
割
勿

(
4
)
勧
誠
最
終
日

二
河
白
道
の
軸

掛
軸
台
及
び
長
散
杖
(
四
重
の
勧
誠
用
)

/ 

(
5
)
剃
度
式

剃

万

/

酒
浄
用
水
瓶

福
田
衣

受
者
用
袈
裟

度
牒

/ 

表
白
類

そ
の
他

/ 

水
瓶
の
紙
か
ぎ
り
。

/

如
法
衣
を
包
む
。

/ 

/ 

剃
度
式
表
白
、
請
師
の
文
、
日
課
誓
約
疏

/ 

高
座
、
説
相
箱
、
説
相
紋
紗
、
(
壇
上
用
)
酒
水
器
、

柄
香
炉
、
華
龍
、
割
勿
等

(
6
)
織
悔
式

/ 

血
誓
帖

血
誓
用
具

一
式

慨
悔
紙

浄
焚
器

制
誠

/ 

後
門
仏
具

一
式

-80一

/ 

/ 

印
肉
。
手
ふ
き
紙
。
鉦
鈷
。
経
机

/ 

(
憤
悔
紙
浄
焚
を
す
る
場
合
)

/ 

(
慣
悔
紙
浄
焚
を
す
る
場
合
)

ん
だ
三
経

一
論
等
)
。
説
相
箱
な
ど

/ 

小
撃
。
柄
香
炉
。
経
巻
(
説
相
椴
紗
に
包



(
7
)
要
侮
道
場

香
湯
香
水

一
式

/ 

香
湯
傷
、
香
水
備
の
軸
。
香
湯
器
。
香
水

器
。
桶
。
手
ふ
き
。
手
ふ
き
掛

軸
物

一
式

/ 

釈
迦
三
尊
掛
軸
。
四
句
伺
文
軸
。
二
祖
対
面
軸

掛
軸
台

/ 

白
木
綿

/ 

白
道
用

釈
尊
前
荘
厳

一
式

/ 

机
。
三
具
足
。
鏡
餅
な
ど

扉
風

一
双

/ 

高
座
う
し
ろ
(
な
く
て
も
可
)

華
龍
皿

/ 

二
枚
。
四
奉
請
散
華
用
(
道
場
酒
水
の
あ
と
道
場

散
華
を
す
る
場
合
は
、
合
計
三
枚

長
散
杖

(
で
き
れ
ば
二
本

/ 

表
白
等
よ
み
も
の

一
式

/ 

(
釈
迦
前
表
白
)
要
僑
表
白
。
(制

誠
)
(
安
心
請
決

そ
の
他

/ 

高
座
。
文
殊
普
賢
用
座
蒲
団
ま
た
は
椅
子
。
同
割

街
。
壇
上
酒
水
器
。
道
場
酒
水
器
。
水
瓶
。

(8)
密
室
道
場

伝
法
仏
像

/ 

大
座
具

/ 

薄
い
色
の
つ
い
た
シ
1
ツ
等
で
代
用

散
華

/ 

大
座
具
上
に
散
華
用
(
百
枚

如
法
衣

/ 

伝
法
仏
用
(
新
調
の
も
の
が
望
ま
し
い
)

伝
巻

/ 

授
手
印
作
法
(
信
法
半
印
、
能
左
所
右
)
と
共
に
授

与
す
る
伝
巻
(
血
脈
次
第
)
を
三
方
に
も
っ
て
お
く
。

見
t. 
1=1 

/ 

説
明
用
具

説
相
箱
の
中
に
塗
香
器
。
二
重
授
手
印
の
巻
物

/ 

そ
の
他

/ 

伝
法
仏
前
荘
厳
(
三
具
足
、
鏡
餅
等
)
。
長
散
杖
。

礼
盤
。
焼
香
炉
。
二
畳
台
。
割
街
。
椴
帳
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(
9
)
そ
の
他
、
用
意
す
べ
き
も
の

塔
婆

・
蝋
燭

・
香

/ 

香
H

沈
香
、
塗
香
、
五
種
香
な
ど
適
宜
。
線
香
は
、
大
天
香
、
大

薫
香
な
ど

事
務
用
品

一
式

/ 

模
造
紙
大
判
(
食
作
法

・
時
間
表
な
ど
を

書
く
た
め
)

杉
原
紙
(
大
・
中

・
小
)
。
半
紙
。
筆
適
宜
。
墨
。
墨
汁
。
金
封
。

水
ヨ
。



ボ
ー
ル
ペ
ン
。
朱
肉
。
赤
・黒
ス
タ
ン
プ
。
画
鋲
(
二
河
白
道
用
)
。

輪
ゴ
ム
。
メ
モ
用
紙
。
糊
。
セ
ロ
テ

l
プ
。
鉄
。
ナ
イ
フ
。
黒
板

用
チ
ョ
ー
ク
(
マ

l
カ
l
)
。
受
者
用
名
札
。
帳
簿
類
な
ど
。

下
足
箱

・
下
足
札

/ 

受
者
に
「
通
し
番
号
」
を
つ
け
、
下
足

箱
に
番
号
札
を
貼
る
。

毛
艶

/ 

堂
内
用
、
書
院
用

食
器
類

受
者
昼
食
用
。
湯
飲
み
、
そ
の
他
必
要
な

一
式

/ 

提
灯
等

門
前
提
灯
。
提
灯
台
。
仏
旗
。
吹
流
等

臨
意

/ 

三
、
日
程
表

・
差
定

I

日
程
表

」
こ
に
設
定
し
た
日
程
表
は
都
市
寺
院
で
の
閉
症
と
し
て
の
五

日
五
重
で
あ
る
が
、
檀
家
が
散
在
し
)
受
者
が

一
時
間
以
上
か
け

て
お
寺
に
到
着
す
る
よ
う
な
ケ
1
ス
を
想
定
し
た
た
め
に
、
始
ま

り
が
九
時
、
終
わ
り
が
五
時
位
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
受

者
は
三
十
人
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
も
し
受
者
が
増
え
て
く
れ

ば
、
入
退
堂
に
も
そ
れ
な
り
に
時
間
が
か
か
り
、
ま
た
贈
五
重

・

塔
婆
回
向
の
数
が
増
え
て
く
れ
ば
、
ま
た
時
間
的
に
は
と
て
も
窮

屈
に
な
っ
て
く
る
。

し
か
し
、
「
早
朝
よ
り
の
参
集
は
で
き
な
い
」
、
「
せ
っ
か
く
参

加
し
て
く
だ
さ
る
の
だ
か
ら
休
憩
位
は
し
っ
か
り
取
れ
る
よ
う
に

し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
事
情
が
現
実
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
現
実
性
が
無
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
に
は
「
五
日
間
も
お
寺
に
通
う

」
と
を
強
制
で
き
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、

二
1
四
日
で
開
延
さ

れ
た
例
、
ま
た
三
日
五
重
を
数
日
開
け
て
二
度
に
分
け
開
廷
さ
れ
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た
寺
院
、
平
日
の
タ

1
夜
間
と
土
日
を
利
用
し
た
日
程
例
な
ど
も

見
ら
れ
た
が
、
今
回
は
そ
う
い
っ
た
実
例
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
す

る
に
と
ど
め
る
。

篤
信
の
念
仏
者
を
育
て
る
と
い
う
「
結
縁
五
重
」
の
本
来
の
目

的
に
は
ず
れ
な
け
れ
ば
、
日
程

・
差
定
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

こ
ら
し
て
、
都
市
寺
院

・
未
開
廷
地
域
で
も
よ
り
多
く
の
寺
院
で

開
鐘
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
厳
粛
如
法
と
い
う

一
点
さ
え
踏
み
外
さ
な
い
限
り
は
、
多
少
の
取
捨
、
独
自
性
は
許

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



日程表一案

初日 第2日 第3日

時間 月 日 月 日 月 日

8:30 

受付 受付 受付

9:00 

入行説明 農朝法要 農朝法要

9:30 

開白
書除緩 ~>4 宮崎繊 8，

10:00 線沿3 {叙鴻}

10:30 休憩 休憩 休憩

11:00 ..1 割臨蹴.5 111 .9 
{鋭効} 紛0分} {鰍鴻}

11:30 

12:00 
日中(回向) 日中(回向) 日中(回向)

半斎 半斎 半斎

12:30 

13:00 
昼食・休憩 昼食・休憩 昼食・休憩

13:30 

鎗富島乏 ..6  111鰍 10
14:00 {創扮} 漁師鈴 {叙鴻3・r

14:30 休 憩 休憩
休憩

15:00 ー臨 . 3 鎗歯車 7

{鎖掛} (60分}

15:30 
剃度式

休 憩 休憩

16:00 

16:30 
日没法要 日没法要

記念写真

解散 解散 解散

※塔護団向は、東京近郊でよく見られるケースを想定している。
※剃度式は、初重の勧誠が終わった後に設定した。

第4日

月 日

受付

農朝法要

銅(色人轟情様3

休憩

.輯3金、It岬持嘘、

日中(回向)

半斎

昼食・休憩

• .:e:t3 

(6殺鶴

、昼、

休憩

調読・入堂

1載侮式

解散

※勧誠の席数は、実際は勧誠師の上人とよく話し合って決めることが望ましい。

第5日

月 日 時間

8:30 

受付

9:00 

調読・入堂

9:30 

10:00 

要偏道場

10:30 

11:00 

休憩

11:30 

12:00 

密室道場

12:30 

13:00 

成;首会

祝宴 13:30 

14:00 

解散 14:30 



2
.
差
定

今
回
、
各
法
要
の
差
定
は
現
行
の
『
浄
土
宗
法
要
集
』
を
用
い

た
が
、
現
実
に
細
部
に
わ
た
っ
て
は
、
あ
る
程
度
、
独
自
性
を
持

た
せ
て
差
定
を
省
略
し
て
い
く
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ

る
。
実
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
要
伺
・密
室
道
場
の
差
定
は

そ
の
慣
習
や
時
間
な
ど
に
相
当
な
地
域
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に

は
そ
の
地
域
特
有
の
伝
統
と
主
張
が
あ
っ
て
、
ど
れ
が

一
番
望
ま

し
い
も
の
か
と
は

一
概
に
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(l
)
 
入
行
説
明

道
場
清
規
の
説
明

・
合
掌

・
礼
拝

・
十
念
等
の
説
明
練
習

受
者
係
寺
院
よ
り
経
本
、
数
珠
等
を
配
布
。
の
ち
、
諸
注
意
、

練
習
(
同
上
)
。

諾
注
意

・
練
習

合
掌
の
仕
方

・
数
珠
の
か
け
方

・
礼
拝
の
仕
方

・
塗
香

・
触

香
(
男
左
、
女
右
)

経
本

・
数
珠
の
扱
い
方

・
浄
衣
(
白
衣
)
の
ま
ま
ト
イ
レ
に

行
か
な
い
・
版
木
・
入
堂
の
合
図

そ
の
他
連
絡
事
項

(
2
)
 
開
白
法
要

省
略

省
略

省
略

省
略

(
5
)
 
日
没

剃
度
式
(
『
浄
土
宗
法
要
集
』
平
成
十
四
年
版
)

教
授
師
H

茶
衣
、
如
法
衣

和
上
入
堂

香
偏

(
3
)
 
展
朝
法
要

和
上
H
色
衣
、
七
条
、
誌
公
帽
子
、
中
啓
、
荘
厳
数
珠
、
切
袴
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(
4
)
 
日
中

(
6
)
 

表
白

和
上
転
座

酒
水

受
者
代
表
焼
香

受
者
三
拝

授
与
十
念

二
宝
礼

奉
請

歎
仏
偏



受
者

一
拝

請
師

和
上
開
導

説
伺

潅
頂

剃
髪
備

授
与
袈
裟

授
与
三
帰
三
寛

教
誠

授
与
度
牒

授
与
経
本

授
与
日
課

授
与
十
念

和
上
転
座

関
経
伺

よ』
"A 

請
護
念
偏

退
堂

諦
経

回
向
文

十
念

総
願
備

十
念

発
願
文

唱
礼

摂
益
文

送
仏
偶

念
仏

十
念

(
7
)
 
機
悔
式
(
『
浄
土
宗
法
要
集
』
平
成
十
四
年
版

差
定
)

受
戒
会

導
師
服
装
H

色
衣
、
七
条
、
誌
公
帽
子
、
中
啓
、
荘
厳
数
珠
、

切
袴

一
、
法
鼓

一
、
調
読

一
、
喚
鐘

一
、
受
者
入
室

一
、
導
師
・
式
衆
入
堂

一
、
広
機
悔
(
慣
悔
紙
浄
焚
)

一
、
機
悔
備

十
念

一
、
摂
益
文

一
、
念
仏

一
会

講
説

礼
拝

一
、
礼
寛
回
向
疏

一
、
総
回
向
偏

十
念

p
b
 

oo 



一
、
授
与
十
念

一
、
導
師

・
式
衆
退
堂

一
、
摂
益
文

一
、
受
者
退
堂

(8) 
要
偶
道
場
(
『
浄
土
宗
法
要
集
』
平
成
十
四
年
版
)

伝
灯
師
服
装
H

色
衣
、
七
条
、
水
冠
、
払
子
、
荘
厳
数
珠
、
差
貫

ま
た
は
切
袴

文
殊
・
普
賢
H
色
衣
、
五
条
、
中
啓
、
荘
厳
数
珠
、
切
袴

経
巻
捧
持
者
H

茶
衣
、
大
五
条
、
中
啓
、
荘
厳
数
珠
、
切
袴

先
進
H
色
衣
、
大
五
条
、
中
啓
、
荘
厳
数
珠
、
切
袴

一
、
法
鼓

一
、
調
読

て

受
者
入
堂

一
、
道
場
酒
水

一
、
道
場
散
華

一
、
喚
鐘

一
、
露
地
伺

一
、
伝
灯
師
入
堂

右
続
三
匝

一
、
伝
灯
師

・
式
衆
入
堂

一
、
伝
灯
師
釈
尊
前

焼
香
三
拝

一
、
敬
礼
偏

十
念

一
、
伝
灯
師

一
拝

一
、
着
座

一
、
香
偏
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一
、
三
宝
礼

一
、
四
奉
講

一
、
慣
悔
偏

十
念

一
、
表
白

伝
灯
師
転
座

発
起
焼
香

受
者
三
拝

授
与
十
念



受
者

一
拝

右
脇
師

制
誠
読
調

左
脇
師

安
心
請
決
読
諦

受
者
金
打
三
下

正
伝
法

摂
益
文

念
仏

一
会

伝
統
師
転
座

一
、
総
回
向
伺

十
念

一
、
三
唱
礼

一
、
伝
灯
師

・
脇
師
退
堂

一
、
受
者
退
堂

(9) 
密
室
道
場
(
『
浄
土
宗
法
要
集
』
平
成
十
四
年
版
)

伝
灯
師
服
装
H

茶
衣
(
知
法
衣
)
、
茶
誌
公
帽
子
、
中
啓
、
数
珠
、

切
袴

一
、
法
鼓

一
、
伝
灯
師

・
式
衆
入
堂

一
、
摂
心
念
仏

一
、
喚
鐘

一
、
調
読

一
、
受
者
入
堂

て

発
起
焼
香

て

受

者

三
拝

一
、
正
伝
法

一
、
授
与
血
脈

ヴ

42
U
 

て

摂
益
文

一
、
念
仏

て
会
(
伝
統
師
転
座
)

一
、
自
信
偏

十
念

一
、
三
唱
礼

一
、
伝
灯
師

・
式
衆
退
堂

一
、
受
者
退
堂



七
、
そ
の
他
(
役
配
・
財
務
等
)

役
配

通
常
の
役
配
に
つ
い
て
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
総
務

一
、
庶
務

一
、
維
那

一
、
殿
司

一
、
先
進

一
、
勧
誠
師
係

一
、
受
付

一
、
受
者
係

一
、
伝
巻
係

、
会
計

・
用
度

一
、
接
待

(l
)
 開
白
法
要

侍
者
(
二
名
)
、
道
場
酒
水
、
座
見
、
調
読

(
2
)
 
慨
悔
式

左
右
侍
者
、
維
那
、
調
読
、
塗

・
触
香
、
線
香
、
案
内
手
引
、
金

丁
、
座
見
、
暗
説
、
点
灯

(3) 
要
偏
道
場

調
読
、
香
水
・香
湯
、
塗
・触
香
、
酒
浄
、
座
見
、
道
場
酒
水
(
散

華
)
、
喚
鐘
、
先
進
、
経
巻
捧
持
、
文
殊
、
普
賢
、
書
院
念
仏

(
4
)
 

一泊ー

密
室
道
場

調
読
、
塗
・触
香
、
座
見
、
伝
灯
師
介
添
(
知
法
衣
)
、
伝
巻
介
添
、

書
院
念
仏

財
務

五
重
の
出
費
は
か
な
り
多
額
に
な
る
の
で
、
不
慣
れ
な
寺
院
は
、

慎
重
に
予
算
を
た
て
る
必
要
が
あ
る
。
わ
か
り
切
っ
た
こ
と
で
は

あ
る
が
、
予
算
は
ま
ず
支
出
面
か
ら
検
討
し
、
そ
れ
に
見
合
う
収

入
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。



予
算
案

条
件
設
定

*
開
廷
は
五
年
後
を
予
定
。
年
間
十
五
万
円
程
度
を
寺
院
会
計

よ
り
積
み
立
て
る
。

*
総
檀
家
数
は
二
百
軒
。
施
餓
鬼
、
十
夜
等
で
「
五
重
開
娃
」

の
説
明
、
案
内
。
篤
信
の
方
に
は
個
別
に
勧
め
て
ゆ
く
。

*
実
際
の
受
者
数
は
三
十
名
(
う
ち
、
総
代
三
名
は
発
起
人
)

と
し
て
想
定
。

*
受
け
ら
れ
な
い
檀
家
に
は
塔
婆
回
向
を
お
願
い
し
、
開
娃
に

協
力
を
し
て
い
た
だ
く
。
(二
百
霊
と
想
定
)

*
塔
婆
回
向
は
五
重
期
間
中
に

一
回
、
お
戒
名
の
読
み
上
げ
を

す
る
。

*
勧
誠
師
、
教
授
師
は
教
区
内
の
方
に
お
願
い
を
す
る
。
(宿

泊
は
な
し
)

*
回
向
師
は
立
て
ず
、
五
重
全
体
の
進
行
役
は
教
授
師
が
行
う
。

*
部
内
、
随
喜
寺
院
は
五
ヶ
寺
。
基
本
的
に
は
法
要
の
式
衆
を

依
頼
す
る
。

*
法
類
三
名
と
友
人
僧
侶
二
名
(
璽
書
を
受
け
た
方
)
に
は
、

準
備
、

し
つ
ら
え

・
受
者
係

・
伝
巻
作
成
等
を
依
頼
す
る
。

*
受
者
用
の
浄
衣
、
数
珠
、
威
儀
細
は
記
念
品
と
し
て
、
全
受

者
に
配
る
も
の
と
す
る
。

*
関
連
寺
院
か
ら
の
お
祝
い
金
等
も
現
実
に
は
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
開
娃
寺
院
の
考
え
の
も
と
に
、
ご
返
祝
に
す
る
か
、

記
念
品
等
の
形
を
以
て
対
応
さ
れ
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
予
算
書
の
中
で
は
項
目
と
し
て
は
あ
げ
な
か
っ
た
。

*
贈
り
五
重
は
、
受
者
の
ご
家
族
に
限
り
申
し
込
み
を
受
け
て
、

誉
号
を
追
贈
す
る
。

-89一

*
僧
侶
方
の
夕
食
も
基
本
的
に
は
出
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

*
食
事
、
お
茶
出
し
等
は
、
寺
族
・
賄
い
の
方
に
依
頼
す
る
。
(賄

い
二
名
)

*
開
廷
数
ヶ
月
前
に
、
打
ち
合
わ
せ
会
議
二
回

・
習
礼
を
二
回

行
》
つ
。



予算案一例

収入

項目 金額 内 IR 楓 考

愛者冥加斜 1.800.000 円

( 発超人 ) 150.0∞円 x 3人 .京総代を発起人とする

{通常I!加科) 50凹lO円 x 27人

脂五圃冥加制 850.000 円 -り五.1;1:受奮の先祖に限る

及び (・り玉置 ) 50.白刃円 x 5量 881<1>に回向量曹を一回・する

各・回向I!却制 {稽餐)回向 3αE円 x 2凹 量 省隻回向隊非..加者も受付付げる

寺院積立金網出会 750目lO円 寺院会針より積立金 150.000円 x 5年間 "'.111聞5'芋と殴定

経収入 0 円 復金1;1:返視する

収入合計 3.4日).000 円

支出

項目 金額 内 R 備 司唾

伝灯師 Eま礼 0 円 伝灯師怯住圃が勧める

勘陣師滋礼 5∞。000 円 宿泊はせず過っていただくことに陸定

被慢師滋礼 3∞ 。0∞円 宿泊はせず遭っていただくことに瞳宜

助滋寺院議礼 750.0∞円 1∞白河円 x 5人 ( 圏内聞事寺院 ) 

(手缶い値圏} 50.αlO円 x 5人 { 語圏.a，人個 ) 

動脈師. 貫通費 150.0∞円 勧櫨師30.白河円 敏置師20.目別口同他10.目泊円x10人 お.代

その他の人件関 1∞ .凹珂円 腕い一般手缶いお礼 { のべ10人分} 寸志

伝普代 127，500 円 本智 2.5∞ 円 x 30・ 本山より下付していただ〈

-り 1.5∞円買 5轡 窓山により冥加金が遭う

置臓 1.5∞円翼 30・

食司区代 350.∞ 0 円 昼食 お弁当。お策草子 IP1α刃円x50名分x4日

お担圃 総花3佐弁当 IP3.四国円x50名分寓 1日

仏前荏儀費 250.000 円 仏前在a医、玉置用昆借用の圃礼 等 領カご織のある寺院に信用する

曾絹偏晶代 3∞ .0∞円 ..え崎'歴代 . 仏奥、仏前供物等も鍾カ簡寝にする

金量買 250.000 円 2・・冒礼の食.代・・50.白河内 冒礼Z園、会・3回

事禽通信貴 70.C由O 円 印刷発通貨 掴叡全員に211...加者に1置週間

愛者睡賓 195.凹lO円 費者浄衣1.自刃円 お礁敏1.0∞円ー戚.掴1凪lO円 ー仏A'"により格量あり.大体の平均

E章晶代2αlO円 E意写真代1.日lO円 1l~5叩円

予備費 57.5∞円

支出合計 3.4目).000 円
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総
檀
家
数
を
二
百
軒
程
度
と
想
定
し
た
の
は
、
東
京
近
郊
の

寺
院
と
し
て
一
般
的
な
規
模
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
受
者
数
を

二
十
名
位
に
定
め
た
の
は
、
設
定
が
五
重
未
開
涯
の
寺
院
で
あ

り
、
初
め
は
少
人
数
か
ら
始
め
て
い
く
方
が
無
難
で
あ
り
、
受
者

控
室
、
ト
イ
レ
等
設
備
の
問
題
も
な
く
、
受
者
に
対
し
て
の
対
応

も
よ
り
き
め
細
か
く
指
導
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
結
縁

五
重
」
開
症
の
意
味
を
全
檀
信
徒
に
お
伝
え
し
、
受
け
ら
れ
な
い

檀
家
の
方
々
に
も
、
五
重
期
間
内
の
塔
婆
回
向
を
お
申
し
込
み
頂

き
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。
(
御
霊
と
想
定
)
ま
た
、

塔
婆
回
向
に
関
し
て
は
、
現
在
、
東
京
近
郊
の
施
餓
鬼
等
で
、

般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
想
定
し
て
お
り
、
ご

回
向
は
導
師
が
法
要
中
に
、

一
霊

一
回
読
み
上
げ
を
す
る
形
で
あ

る
。
(
回
向
師
は
立
て
な
い
)

本
来
は
伝
灯
師
も
役
職
上
法
礼
を
計
上
す
る
べ
き
だ
が
、
今
回

は
住
職
が
行
う
と
い
う
事
で
計
上
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
勧
誠
師
、

教
授
師
、
執
り
持
ち
寺
院
等
へ
の
法
礼
額
は
我
々
の
行
っ
た
ア

ン
ケ
1
ト
調
査
(
そ
れ
ぞ
れ
の
法
礼
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
た
デ
l

タ
)
に
お
け
る
中
で
は
比
較
的
低
額
の
も
の
を
例
に
し
た
の
で
あ

り
、
実
際
に
耳
に
す
る
一
般
額
と
比
較
す
る
と
、

か
な
り
安
価
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
繰
り
返
し
申
し
上
げ
る
が
、
あ
く
ま

で
未
開
娃
地
域
の
五
重
活
性
化
を
目
的
と
考
え
、
相
互
扶
助
的
な

意
味
で
協
力
寺
院
に
ご
随
喜
を
お
願
い
す
る
こ
と
を
前
提
に
計
上

し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
例
と
し
て
総
支
出
が
多
額
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
は
、
五
重
閉
症
に
伴
い
伽
藍
の
改
修
事
業
を
行
っ
て
い
る

可

E
An

y
 

か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
ほ
ど
大
が
か
り
な
も
の
で
無
く
と
も
、
実
際

に
は
畳
替
え
な
ど
の
営
繕
費
を
計
上
す
る
必
要
が
で
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
の
規
模
に
よ
っ
て
寺
院
ご
と
に
違
つ

て
く
る
性
質
の
金
額
な
の
で
、
今
回
の
案
の
中
に
は
数
字
を
計
上

し
な
か
っ
た
。



お
わ
り
に

五
重
相
伝
会
は
『
西
高
東
低
』
と
い
わ
れ
る
。

実
際
、
調
査
を
概
観
す
る
と
そ
の
通
り
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
『
東
低
』
を
克
服
す
る
た
め
の

一
試
案
を
提
示
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
今
回
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
は
も
と

よ
り
、
全
国
で
五
重
相
伝
会
を
開
箆
さ
れ
て
い
る
御
寺
院
に
深
い

敬
意
と
随
喜
の
心
を
さ
さ
げ
た
い
。
宗
祖
法
然
上
人
の
御
教
え
を

伝
え
る
五
重
相
伝
会
の
開
鑑
は
、
浄
土
宗
の
生
命
線
で
あ
る
。

本
研
究
に
当
た
っ
て
、
「
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
」
と
「
人
的
ハ

l

ド
ル
」
を
如
何
に
克
服
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
が
五
重
相
伝
会

閉
症
の
鍵
で
あ
る
、
と
冒
頭
に
述
べ
た
が
、
結
局
、
経
済
的
ハ

l

ド
ル
も
人
的
ハ
ー
ド
ル
も
表
裏
を
な
す
も
の
で
、
人
材
養
成
が
最

重
要
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
長
期
的
に
は
、
人
材
の
養
成
、
特
に
、
勧
誠
師
、
教
授
師
、

回
向
師
の
養
成
は
そ
の
基
礎
的
土
壌
造
り
と
し
て
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
各
地
に
五
重
相
伝
会
開
鑑
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
排
出
す

れ
ば
、
必
然
的
に
、
経
費
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
、
下
が
る
と
予
想
さ

れ
る
。
従
っ
て
、
盛
ん
な
地
域
の
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
上
人
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
盛
ん
で
な
い
地
域
に
お
い
て
、
五
重
閉
症
の

た
め
の
講
習
会
、
勉
強
会
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、

諸
道
具
等
も
、
教
区
、
組
単
位
で
レ
ン
タ
ル
方
式
と
し
て
安
価
な

費
用
で
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
盛
ん
で
な
い
地
域
の

五
重
相
伝
会
開
症
率
は
高
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

他
、
各
教
区
教
化
団
、
布
教
師
会
、
総
大
本
山
等
の
協
力
体
制
を

如
何
に
構
築
し
て
ゆ
く
か
、
と
い
っ
た
問
題
も
議
論
さ
れ
て
ゆ
く

」
と
が
望
ま
れ
る
。

『
東
低
』
を
克
服
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

-92-

日
本
国
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、

一
宗
の
信
仰
運
動
と
し
て
の
五
重
相
伝
会
開
娃
運
動
が
、

世
界
へ
と
広
が
る
可
能
性
を
充
分
に
秘
め
て
い
る
。

本
成
果
報
告
を
終
る
に
当
た
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
次
の
点

を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
各
ご
寺
院
住
職
の
意
識
調
査
。

今
回
は
、
幸
い
に
も
開
症
で
き
た
ご
寺
院
を
対
象
に
し
た
調
査

報
告
で
あ
る
が
、
中
に
は
「
開
症
し
た
い
が
、
閉
症
で
き
ぬ
」
ご

寺
院
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。



二
、
支
援
体
制
づ
く
り
。

「
開
廷
し
た
い
が
、
閉
症
で
き
ぬ
」
事
情
に
合
せ
て
、
支
援
体

制
を
整
備
し
て
ゆ
く
。

三
、
閉
症
後
の
方
策
。

開
窪
寺
院
や
受
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
、
社
会
的
責

任
を
に
な
う
諸
事
業
の
展
開
。
自
ら
の
信
仰
を
糧
に
、
社
会
奉
仕

活
動
を
展
開
す
る
。
全
浄
土
宗
を
挙
げ
て
取
り
組
む
覚
情
で
あ
れ

ば
、
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の

一
翼
を
担
う
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ》つ
。

末
文
な
が
ら
、
本
研
究
成
果
報
告
書
は
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
重
ね
て
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
成
果
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

至
心
合
掌

現
代
布
教
班

浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
代
表

専
任
研
究
員

研
究
員

研
究
員

研
究
員

嘱
託
研
究
員

嘱
託
研
究
員

八
木
季
生

正
村
瑛
明

佐
藤
晴
輝

斉
藤
隆
尚

後
藤
真
法

中
野
隆
英

池
田
常
臣

内ぺ
u

n叫
d

現
代
布
教
研
究
班
・
研
究
ス
タ
ッ
フ
(
敬
称
略
)

佐
伯
教
導

北
海
道

東関東~t 近中
四
国

九

い
麻
上
昌
幸

北

一長
尾
拓
応

東

一
慶
野
匡
文

海

一
加
藤
良
光

陸

一
後
藤
慎
也

畿

一
成
田
勝
美

一
山
鯨
正
紀

チト|

一
日
下
部
匡
信

東
海
林
良
日
日

郡
嶋
泰
威

石
川

一
宣

花
木
信
徹

小
田
芳
隆

高
橋
宏
文

川
副
春
海



開
教
の
基
礎
的
研
究

圏
内
研
究

ー
沖
縄
本
島
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
現
状
と
展
望
ー

は
じ
め
に

開
教
の
基
礎
的
研
究
班
は
、
今
期
、
袋
中
上
人
沖
縄
開
教
四

O
O

年
を
記
念
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
諸
行
事
を
契
機
と
し
て
、
三
州
教
区

沖
縄
組
の
浄
土
宗
寺
院
と
民
俗
信
何
を
含
め
た
そ
の
ほ
か
の
諸
宗
教

調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
の
歴
史
的
な
開
教
の

展
開
に
比
し
て
、
大
き
く
遅
れ
た
沖
縄
問
教
の
現
状
と
開
教
の
今
後

の
可
能
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
浄
土
宗
寺
院
の
開
教
は
、

沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
本
土
の
多
く
の
地
域
に
も
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

調
査
は
二
期
に
分
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
第
一
回
目
は
、
二
月
六

日
か
ら
九
日
ま
で
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
「
袋
中
上
人
来
琉
四

O
O

年
記
念

エ
イ
サ

l

フ
シ
ジ
ウ
ォ

l
ク
」
を
中
心
と
し
た
、
記
念

法
要
へ
の
参
与
観
察
と
浄
土
宗
各
寺
院
と
地
域
信
何
を
担
っ
て
い
る

臨
済
宗
寺
院
へ
の
訪
問
を
中
心
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
第
二
回
目

は、

二
月
二
九
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
、
各
寺
院
住
職
へ
数
時
間
掛

a
q
 

n
y
 

け
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
葬
儀
の
実
態
調
査
、
霊
園
の
調
査
と
資
料

収
集
な
ど
を
お
こ
な

っ
た
。

今
回
の
こ
の
研
究
報
告
は
、
二
回
に
わ
た
る
調
査
を
ま
と
め
、
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
本
島
の
都
市
部
を
中
心
と
し
た
調
査
は

平
成
十
六
年
度
も
継
続
し
て
進
行
中
で
、
他
宗
派
寺
院
の
調
査
も
お

こ
な
い
、
比
較
検
討
を
重
ね
、
浄
土
宗
の
開
教
の
あ
り
方
を
探
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
寺
院
の
内
状
や

教
師
の
方
々
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て



い
る
の
で
は
な
く
、
各
寺
院
の
独
自
の
展
開
や
活
動
を
通
し
て
、
沖

縄
都
市
部
に
お
付
る
開
教
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
報
告
で
は
、
袋
中
寺
以
外
の
寺
院
名
と
教

師
名
は
、
仮
名
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
を
願
う

も
の
で
あ
る
。

本
報
告
は
、
こ
の
「
は
じ
め
に
」
に
次
い
で
、
総
論
部
分
と
し
て

鷲
見
定
信
の
「
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
寺
院
」
、
武
田
道
生
「
沖
縄
本

島
都
市
部
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
開
教
の
歴
史
と
現
状
ー
そ
の
特

徴
に
つ
い
て
」
、
各
論
と
し
て
、
中
村
憲
司
「
袋
中
寺

・
光
明
寺
」
、

F
h
d
 

n
E
 

大
津
広
嗣
「
西
方
主
主
、
中
村
憲
司
「
阿
弥
陀
寺
」
、
江
島
尚
俊

・
大

津
広
嗣
「
回
向
寺
」
、
江
島
尚
俊
「
観
音
寺
」
、
名
和
清
隆
「
極
楽

寺
」
、
名
和
清
隆
「
大
雲
寺
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

(
武
田
道
生
)



沖
縄
に
お
け
る
仏
教
寺
院

〈沖
縄
仏
教
の
歴
史
〉

沖
縄
に
お
け
る
仏
教
の
歴
史
に
つ
い
て
、

そ
の
概
略
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
1
0

沖
縄
の
仏
教
の
歴
史
は
、
十
三
世
紀
に
英
祖
王

(
一
二
六

O
年
即
位
、

一
二
九
九
年
没
)

の
時
代
に
、
禅
鑑
な
る
僧

侶
が
漂
着
し
て
、
英
祖
王
の
庇
護
を
受
け
て
、
浦
添
城
の
西
に
極
楽

寺
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
禅
鑑
の
出
自
や
宗
旨
は
詳
ら
か

で
は
な
い
。
察
度
王
(
一
三
五

O
年
即
位

一
三
九
四
年
没
)
の
時

代
に
は
、
薩
摩
坊
之
津

・
龍
厳
寺
一
条
院
の
頼
重
が
来
琉
し
て

三
六
八
年
に
勅
願
寺
と
し
て
護
国
寺
が
閉
山
さ
れ
、
真
言
宗
が
伝
え

ら
れ
た
。

一
四
五

O
年
に
は
、
京
都
の
臨
済
宗
南
禅
寺
の
芥
隠
が
来

琉
し
、
尚
泰
久
王

(
一
四
五
四
年
即
位

一
四
六

O
年
没
)
に
よ
っ

て
康
厳
寺
、
普
門
寺
、
天
龍
寺
(
三
ケ
寺
と
も
現
存
せ
ず
)
が
建
立

さ
れ
た
こ
と
が
、
沖
縄
に
お
け
る
臨
済
宗
の
伝
来
で
あ
る
。
尚
泰
久

王
は
他
に
多
く
の
寺
院
を
建
立
し
た
。

一
四
九
二
年
、
尚
真
王
ご

四
七
八
年
即
位

一
五
二
六
年
没
)
が
首
里
城
下
に
円
覚
寺
を
建
立

し
て
、
芥
隠
が
開
山
と
な
っ
た
。
琉
球
随
一
の
寺
院
で
あ
っ
た
が

先
の
沖
縄
戦
で
焼
失
し
、
戦
後
に
復
元
さ
れ
た
山
門
と
池
を
残
す
の

po 
n
ヨ

み
で
あ
る
。

そ
し
て
尚
寧
王

ご
五
八
九
年
即
位

二
ハ
一
九
年
没
)

の
時
代
、

一
六

O
三
年
に
浄
土
宗
僧
の
袋
中
が
来
琉
し
、
尚
寧
王
は
念
仏
に
帰

依
し
、
桂
林
寺
を
建
立
し
た
。
な
お
袋
中
以
降
か
ら
現
在
ま
で
の
沖

縄
に
お
け
る
浄
土
宗
の
流
れ
は
、
次
項
の
武
田
道
生
「
沖
縄
本
島
都

市
部
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
開
教
の
歴
史
と
現
状
ー
そ
の
特
徴
に

つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
後
、

一
六

O
九
年
に
薩
摩
藩
が

琉
球
王
国
を
侵
出
し
、
琉
球
は
薩
摩
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
明
治

に
入
り

一
八
七
二
年
に
琉
球
王
国
が
廃
止
さ
れ
、
琉
球
藩
が
置
か



れ
た
。

一
八
七
六
年
に
真
宗
大
谷
派
僧
が
来
沖
し
た
が
、
薩
摩
の
支

配
以
来
、
真
宗
念
仏
が
禁
止
さ
れ
て
お
り

一
八
七
八
年
に
は
真
宗

念
仏
信
者
一
五

O
名
が
処
罰
さ
れ
た
が

一
八
七
九
年
に
沖
縄
県
が

設
置
さ
れ
た
以
降
は
、
布
教
や
信
仰
が
許
さ
れ
、
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
、
日
蓮
宗
な
ど
が
沖
縄
で
の
開
教
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

〈沖
縄
仏
教
の
現
状
と
そ
の
特
徴
〉

沖
縄
に
お
け
る
仏
教
の
現
状
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
総
務
部
総
務
私

学
課
作
成
の
「
宗
教
法
人
名
簿
」
(
二

O
O
四
年
一
月
一
日
現
在
)
2

を
参
照
し
て
み
た
い
。
沖
縄
県
知
事
管
轄
の
宗
教
法
人
数
の
う
ち
、

系
統
別
に
整
理
す
る
と
、
神
道
系
(
日
)
、
仏
教
系
(
臼
)
、

キ
リ
ス

ト
教
系
(
灯
、
う
ち
包
括
宗
教
法
人
が

2
)
、
諸
教
(
却
)

で
、
合

計
カま

胤
)
で
あ
る
。
仏
教
系
法
人
の
う
ち
包
括
団
体
別
で
内
訳
を

見
る
と
、
高
野
山
真
言
宗

(
3
)
、
東
寺
真
言
宗

(
5
)
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派

(9)
、
真
宗
大
谷
派

(
1
)
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派

(
H
)
、

日
蓮
宗

(
2
)
、
日
蓮
正
宗

(
五
)
、
真
言
宗
智
山
派

(
1
)
、
浄
土

宗

(
3
)
、
金
峰
山
修
験
本
宗

(
3
)
、
曹
洞
宗

(
1
)
、
立
正
佼
成

会

(
1
)
、
単
立

(3)
の
法
人
が
認
証
を
受
け
て
い
る
。
右
記
の

寺
院
な
ど
、
県
内
約
二
十
ケ
寺
に
よ
っ
て
沖
縄
県
仏
教
会
が
組
織
さ

れ
、
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
に
加
盟
し
て
い
る
。
ま
た
県
内
の
各

宗
教

・
宗
派
十
三
団
体
に
よ

っ
て
「
沖
縄
宗
教
者
の
会
」
も
結
成
さ

れ
て
い
る
。

さ
て
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
の
歴
史
的
特
徴
と
し
て
、
中
国
仏
教
圏

で
は
な
く

日
本
仏
教
圏
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
沖

縄
の
宗
教
文
化
の
独
自
性
は
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き

た
が
、
伝
統
的
な
基
層
文
化
の
上
に
、
様
々
な
要
素
が
沈
着
し
て
お

り
、
例
え
ば
沖
縄
の
民
俗
に
中
国
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
、
窪
徳
忠

-97-

の
研
究
3

な
ど
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
沖
縄

の
仏
教
は
、
中
世
よ
り
日
本
本
土
か
ら
の
僧
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

長
谷
部
八
朗
は
、
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
の
特
徴
と
し
て
、
六
つ
の

点
を
指
摘
し
て
い
る
4
0

長
谷
部
は
、
第
一
に
「
沖
縄
の
仏
教
は
、

臨
済

・
真
言
両
宗
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
現
在
で
も

変
わ
ら
な
い
が
、

た
だ
近
年
に
な

っ
て
様
々
な
宗
派
が
加
わ
り
、
当

地
の
仏
教
の
構
成
は
、
次
第
に
複
雑
化
の
様
相
を
強
め
て
い
る
」
。

第
二
に

「概
し
て
新
来
の
日
蓮
系
寺
院
に
は
、
宗
派
性
を
前
面
に
押



し
出
し
た
活
動
を
繰
り
広
げ
る
例
が
み
ら
れ
る
も
の
の

一
部
の
寺

院
は
そ
う
し
た
活
動
を
繰
り
広
げ
る
例
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
大
半

の
寺
院
は
、
宗
派
の
顔
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
。
第
三
に
「
そ
う
し

た
宗
派
意
識
を
人
々
に
ど
う
植
え
つ
け
る
か
が
、
総
じ
て
僧
侶
た
ち

の
課
題
で
あ
り
、
悩
み
で
も
あ
る
」
。
第
四
に
「
葬
儀

・
法
要
の
依

頼
に
追
わ
れ
る
寺
院
が
多
く
を
占
め
る
。
檀
家
制
度
の
存
在
し
な
い

沖
縄
で
は
、
寺
院
の
経
営
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
る
。
葬
儀

・
法

要
の
布
施
が
主
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
が
、
儀
礼
の
執
行
と
依

頼
者
と
の
恒
常
的
な
関
係
の
形
成
に

ほ
と
ん
ど
結
び
つ
か
な
い
。

そ
の
こ
と
が
寺
院
経
営
の
困
難
さ
を
増
長
さ
れ
て
い
る
」
。
第
五
に

「
宗
派
性
の
希
薄
さ
は
、
転
じ
て
、
宗
派
聞
の
連
係
へ
の
道
を
聞
く

こ
と
に
も
な
っ
た
。
近
年
は
、
こ
の
動
き
が
色
々
と
試
行
さ
れ
て
い

る
模
様
で
あ
る
」
。
第
六
に
「
ユ
タ
の
「
十
二
カ
所
回
り
」
と
称
す

る
寺
院
参
り
や
、
修
験
僧
化
な
ど
、
在
来
信
仰
の
担
い
手
で
あ
っ
た

ユ
タ
の
仏
教
へ
の
接
近
が
、
こ
の
頃
強
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え

る
。
そ
の
結
果
、

か
れ
ら
の
一
部
に
神
観
念
や
祈
手
法
の
変
化
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
以
上
の
六
点
を
整
理
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
沖
縄
の
人
々
の
宗
教
観
は
い
わ
ば
、
伝
統
的
な
民
俗
宗

教
を
基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
沖
縄
の
宗
教
文
化
に
お
い
て

仏
教
と
の
関
わ
り
を
調
査
し
た
藤
井
正
雄
に
よ
る
と
、
「
独
自
に
展

開
し
た
在
地
信
何
と
も
い
う
べ
き
宗
教
体
系
は

ウ
タ
キ

御

獄
)
・
ム
ト
ウ

・
オ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
村
落
の
守
護
神
を
杷
る
聖

地
の
信
何
を
基
底
し
た

い
わ
ゆ
る
琉
球
神
道
と

一
方
に
お
い
て

私
事
に
属
す
る
家

・
家
族

・
個
人
の
運
勢

・
吉
凶
を
卜
し
、
死
霊
を

媒
介
し
、
病
気
祈
願
を
行
う
ユ
夕
、

サ
ン
ジ
ン
ソ
ー
な
ど
と
呼
ば
れ

る
民
間
亙
者
が
、
こ
れ
ら
の
諸
宗
教
の
間
に
あ
っ
て
陰
然
と
し
た
勢

力
を
ふ
る
っ
て
い
る
と
い
う
構
成
を
な
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
ユ
タ

oo 
n
F
 

は
琉
球
の
先
祖
観
と
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
る
。
島
民
の
聞
に
は
、

子
孫
の
守
護
霊
で
あ
る
祖
霊
は
祭
り
を
怠
る
と

子
孫
に
崇
る
と
い

う
考
え
が
板
強
く
支
配
し
て
い
る
」
5

と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な

宗
教
観
を
持
つ
沖
縄
の
人
々
が
、
仏
教
寺
院
と
接
触
し
た
場
合
に

本
土
の
仏
教
寺
院
と
は
異
な
る
様
相
が
表
出
さ
れ
、
文
化
変
容
が
生

じ
る
こ
と
は

い
わ
ば
必
然
な
の
で
あ
る
。

(
鷲
見
定
信
)

1 

名
幸
芳
章

「沖
縄
仏
教
史
』
〔
那
覇
〕
護
国
寺
、

一
九
六
八
。

2 

沖
縄
県
総
務
部
総
務
私
学
課

Z
G
一
¥
¥
需
要
者

ω
官
民
・
O
W
E
-
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mw
¥
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江
田
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町

¥
ω巴
印
¥
印
印
可
己

}
Q
o
y
。ε
E
'

ヨ
2
σ
o
lyH
印
・
豆
町
(
二

O
O四
年
六
月
二
五
日
確
認
)
。

3 

窪
徳
忠
『
沖
縄
の
習
俗
と
信
何
|
|
中
国
と
の
比
較
研
究
』

(
窪
徳
忠
著
作
集
第
四
巻
)
第
一
書
房
、

一
九
九
七
。

4 

長
谷
部
八
朗
「
「
沖
縄
と
仏
教
」
序
説

l
l沖
縄
に
お
け
る
仏

教
の
歴
史
と
現
状
」
(
『駒
海
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
七
号
、

九

九
六
)
、

一
八
一
|
一
八
二
頁
。

5 

藤
井
正
雄
「
先
祖
供
養
」
(
窪
徳
忠
編

『沖
縄
の
外
来
宗
教
|

ー
そ
の
受
容
と
変
容
』
弘
文
堂
、

一
九
七
八
)
、

一
四
三
一
四
四
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沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
開
教
の
歴
史
と
現
状

ー
そ
の
特
徴
に
つ
い
て

〈は
じ
め
に
〉

推
進

浄
土
宗
で
は
、
宗
規
則
第
八
十
八
号
「
国
内
開
教
規
定
」
で
、
国

内
開
教
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
1
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
、
第
3
条
で
委
員
会
は
二
つ
の
事
項
を
処
理
し
な
け
れ
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第
1
条

圏
内
に
お
け
る
地
域
人
口
の
流
動
に
と
も
な
う
過
疎

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
委
員
会
は
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に

過
密
化
及
。
ひ
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
本
宗
の
有
機
的
教
化
方

「第
l
項

寺
院
、
教
会
及
び
教
化
施
策
の
設
立
に
関
す
る
調
査

策
を
策
定
し
、
国
内
開
教
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
宗
規
を
定
め
る
。

研
究
」
と
、
「
第
2
項

都
市
圏
、
過
疎
地
及
び
開
発
地
域
に
関
す

第

2
条

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
圏
内
開
教
委
員
会

る
開
教
施
策
の
推
進
」
の
た
め
の
調
査
研
究
を
委
託
し
た
。
本
報
告

以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
)
を
置
く
。

は
、
沖
縄
本
島
の
都
市
部
を
対
象
に
し
た
、
そ
の
委
託
研
究
の
一
部

第
3
条

委
員
会
は
次
に
揚
げ
る
次
項
を
処
理
す
る
。

で
あ
る
。

圏
内
開
教
指
定
地
域
の
選
定
並
び
に
寺
院
、
教
会
及
び
教

化
施
策
の
設
立
に
関
す
る
調
査
・
研
究

〈沖
縄
都
市
部
の
人
口
の
変
動
と
寺
院
数
|
沖
縄
問
教
の
可
能
性
l
v

2 

都
市
圏

・
過
疎
地
及
び
開
発
地
域
に
関
す
る
開
教
施
策
の

現
在
、
当
研
究
班
が
お
こ
な
っ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ



ク
ト
に
、

日
本
全
国
市
町
村
の
人
口
推
移
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
予
測
研

究
が
あ
る
。
内
閣
府
が
お
こ
な
っ
て
い
る
国
勢
調
査
の
数
値
を
も
と

に
、
統
計
数
理
研
究
所
が
予
測
し
た
将
来
三
十
年
間
の
人
口
変
動
を

浄
土
宗
の
開
教
施
策
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
こ
の
予

測
は
あ
く
ま
で
も
予
測
で
あ
っ
て
、
将
来
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
突

発
的
な
事
態
や
町
村
合
併
は
想
定
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
、
過
去

か
ら
現
在
ま
で
の
人
口
の
増
減
か
ら
の
予
測
値
で
し
か
な
い
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
九
五
年
度
の
国
勢
調
査
に

よ
っ
て
出
さ
れ
た
人
口
増
加
都
市
第
一
位
だ
っ
た
兵
庫
県
神
戸
市
御

影
区
は
、
二

0
0
0年
度
の
調
査
か
ら
算
出
さ
れ
た
順
位
で
は
全
く

高
位
に
入
ら
な
か
っ
た
。

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
起
こ
っ
た
阪

神
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
、
御
影
区
の
都
市
開
発
の
予
定
が
変
わ
っ

た
こ
と
が
原
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

研
究
所
で
は
、
こ
の
人
口
予
測
値
と
二
O
O
O年
現
在
の
各
宗
派

の
寺
院
を
収
録
し
た
「
日
本
寺
院
名
鑑
」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
組
み
合

わ
せ
て
、

一
寺
院
あ
た
り
の
人
口
の
多
少
に
よ
る
開
教
有
望
地
域
の

全
国
順
位
を
、
平
均
数
か
ら
割
り
出
し
て
偏
差
値
化
を
し
た
。
こ
の

ソ
フ
ト
は
全
て
の
寺
院
を
完
全
に
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

」
れ
に
よ
っ
て
、
人
口
の
過
疎
過
密
が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
か
を
地
域
別
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
寺
院
配
置
と
人
口
の
変
動
の
関
係
か
ら
、
寺
院
の
過
疎
過

密
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
対
応
も
可
能
に
な
っ
た
。

」
う
し
た
情
報
を
用
い
て
沖
縄
本
島
の
都
市
部
の
人
口
の
変
動
状
況

を
概
観
し
て
み
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、

日
本
の
人
口
は
二

O
O六
年
を
ピ

l
ク
に
減
少

に
転
じ
て
い
く
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
全
国
的
に
檀
家
の
家
族

構
成
員
数
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。
し
か
し
、
減
少
化
傾
向
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
り
、

わ
ず
か
だ

が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
都
市
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二

O

0
0年
度
の
国
勢
調
査
の
結
果
、
人
口
五

O
O
O人
以
上
の
都
市
は

全
国
二
六
九

O
都
市
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
都
市
に
つ
い
て
、

一
九
九
五
年
か
ら
二

O
二
五
年
ま
で
の
三

O
年

聞
の
予
測
人
口
増
加
率
と
人
口
あ
た
り
の
寺
院
数
を
掛
け
合
わ
せ
て

偏
差
値
化
し
た
順
位
を
沖
縄
の
市
町
村
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
国
第

二
十
五
位
に
宜
野
湾
市
が
入
っ
て
い
て
、
人
口
は
約
一
八
%
増
加
し
、

現
在
の
一
寺
当
た
り
の
人
数
は
八
二
八
六
二
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
宜



野
湾
市
に
は
、
現
在
寺
が
一
ヶ
寺
も
な
い
の
に
、
人
口
は
増
え
続
け

る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
四
十
九
位
具
志
川
市
、

第
五
十
二
位
豊
見
城
市
、
第
七
十
一
位
那
覇
市
、
第
七
十
七
位
中
頭

郡
西
原
町
、
第
九
十
七
位
浦
添
市
、
第
百
二
十
一
位
中
頭
村
読
谷
村
、

第
百
二
十
三
位
沖
縄
市
、
第
二
百
十
八
位
中
頭
郡
北
谷
村
、
第
二
百

二
十
四
位
糸
満
市
、
第
三
百
十
位
中
頭
村
中
城
村
、
第
三
百
十
八
位

名
護
市
、
第
三
百
五
十
三
位
島
尻
郡
東
風
平
町
、
第
三
百
七
十
位
島

尻
郡
南
風
原
町
、
第
三
百
七
十
四
位
平
良
市
、
第
四
百
四
位
石
川
市
、

第
四
百
七
位
中
頭
郡
北
中
城
村
、
第
四
百
三
十
三
位
島
尻
郡
具
志
頭

村
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
本
島
の
人
口
五

0
0
0

人
以
上
の
二
十
七
市
町
村
の
う
ち
、

ほ
と
ん
ど
全
て
が
全
国
順
位
で

七
百
番
台
ま
で
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
驚
異
的
な
ま
で
の
数
値
で

あ
る
。
さ
ら
に
人
口
五

O
O
O人
以
上
の
沖
縄
の
市
町
村
の
う
ち
で

も
西
原
町
は
全
国
一
の
一
一
三
%
の
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
沖
縄
全
三
十
六
市
町
村
の
う
ち
の
二
十
五
が
人
口
増
加
を
予
想

さ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
単
位
で
も
、
二

O
O
O年
現
在
の
人
口
増

加
率
は
沖
縄
県
は
第
二
位
で
、
人
口
増
加
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
の

は
、
四
十
七
都
道
府
県
の
う
ち
十
一
し
か
な
い
。
し
か
も
沖
縄
の
大

部
分
の
都
市
は
、
各
宗
派
寺
院
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
の
ま
ま
、

「
放
置
」
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
、

沖
縄
は
、
開
教
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

〈沖
縄
の
浄
土
宗
寺
院
の
展
開〉

浄
土
宗
の
沖
縄
開
教
を
、
時
期
的
に
区
切
る
と
、
袋
中
上
人
の
繋

明
期
、
次
い
で
第
一
期
は
戦
前
の
檀
王
法
林
寺
の
開
教
、
第
二
期
は

沖
縄
本
土
返
還
以
後
の
袋
中
寺
を
中
心
と
し
た
開
教
、
第
三
期
は
沖

縄
の
在
家
出
身
の
開
教
使
に
よ
る
開
教
活
動
、

-102-

の
四
期
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

沖
縄
へ
の
浄
土
宗
の
開
教
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
、
千
六
百

年
に
琉
球
に
渡
り
、
時
の
国
王
で
あ
っ
た
尚
寧
王
の
帰
依
を
受
け
、

桂
林
寺
に
住
し
た
袋
中
上
人
で
あ
る
。
そ
の
後
、
本
土
に
一
戻
っ
た
上

人
が
京
三
条
橋
際
に
檀
王
法
林
寺
を
復
興
し
た
。
第
二
次
大
戦
前
に
、

檀
王
法
林
寺
住
職
で
あ
っ
た
信
ケ
原
良
哉
師
が
、
袋
中
上
人
の
遺
徳

を
継
ぎ
、
那
覇
市
垣
花
に
建
立
し
た
の
が
檀
王
法
林
寺
別
院
袋
中
寺

で
あ
る
。

敗
戦
後
、
焼
失
し
て
活
動
を
停
止
し
て
い
た
袋
中
寺
は
、
後
述
す



る
よ
う
に
、
沖
縄
返
還
を
契
機
に
、
浄
土
宗
が
設
立
母
体
と
な
っ
て

袋
中
上
人
の
「
念
仏
川
社
会
福
祉
」
の
精
神
を
生
か
し
て
新
規
設
立

さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
袋
中
園
と
と
も
に
、
現
在
地
の
那
覇
市
小
禄

に
再
興
さ
れ
た
。

袋
中
寺
以
外
に
も
、
個
人
的
に
開
教
に
携
わ
っ
た
教
師
の
方
も
い

た
よ
う
で
は
あ
る
が
、

そ
の
実
態
は
現
在
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
開
教
使
の
活
動
の
一
端
は
、
後

述
す
る
光
明
寺
の
佐
々
木
良
隆
師
が
開
教
を
開
始
し
た
際
に
信
徒
名

簿
や
活
動
を
ひ
き
継
い
だ
と
い
う
鳩
山
師
の
存
在
で
、
今
回
図
ら
ず

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

袋
中
寺
と
袋
中
園
を
中
心
に
し
た
第
二
期
の
特
徴
は
、
袋
中
園
の

維
持
運
営
に
当
た
る
浄
土
宗
教
師
が
お
も
に
園
の
活
動
に
従
事
し
つ

つ
寺
院
の
建
立
と
開
教
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
っ
た
点
に
あ
る
。
寺

院
名
で
い
え
ば
、
光
明
寺
、
西
方
寺
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
、
開
教

師
も
本
土
か
ら
来
琉
し
た
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
期
の
特
徴
は
、
沖
縄
の
地
元
出
身
の
在
家
か
ら
の
出
身
者
が

開
教
を
志
し
、
浄
土
宗
教
師
の
資
格
を
獲
得
し
、
寺
院
を
建
立
し
て

い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
阿
弥

陀
寺
、
回
向
寺
、
観
音
寺
、
極
楽
寺
な
ど
が
、
こ
の
期
の
寺
院
に
当

た
る
。
彼
ら
は
、
多
く
が
傍
教
大
学
の
通
信
制
講
座
を
受
講
し
、
加

行
を
成
満
し
、
教
師
資
格
を
得
て
い
る
。
彼
ら
は
、
浄
土
宗
を
積
極

的
に
選
ん
だ
と
い
う
よ
り
も
、
仏
教
へ
の
関
心
が
高
か

っ
た
こ
と
と
、

一
般
の
職
業
を
持
ち
家
族
を
養
い
な
が
ら
学
べ
る
道
と
し
て
は
通
信

教
育
制
で
資
格
を
得
ら
れ
る
の
は
、
浄
土
宗
の
悌
教
大
学
し
か
な
か

っ
た
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
結
果
的
に
浄
土
宗
教
師
と
し
て
出
発
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
土
で
現
在
活
躍
中
の
他
の
開
教
教
師
に
も
当

て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
ら
進
ん
で
積
極
的
に
仏
教
に
関
心
を
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持
ち

ひ
い
て
は
開
教
に
情
熱
を
持
つ
新
た
な
教
師
が
、
こ
の
制
度

か
ら
育
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

〈沖
縄
開
教
の
現
状
と
可
能
性
〉

以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
の
都
市
部
は
近
い
将
来
に
わ
た
っ
て
、
人

口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
、
多
く
の
宗
派
が
開
教
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
唯
一
、
開
教
に
熱
心
な
の
は
、
真
宗
本
願
寺
派
で
あ
る
。

沖
縄
の
現
状
は
、
経
済
的
に
は
決
し
て
良
い
状
態
と
は
い
え
な
い
。



特
に
失
業
率
は
、
若
者
を
中
心
に
高
い
。
し
か
し
、
よ
く
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
本
土
で
い
う
、
「
も
や
い
」
の
よ
う
な
、
「
模
合
(
モ
ア

イ
)
」
、
「
ゆ
い
ま

l
る
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
親
族
組
織
の
互
助
制
度

が
あ
り
、
ま
た
物
価
指
数
も
低
い
た
め
、
あ
ま
り
深
刻
な
不
況
を
感

じ
さ
せ
な
い
。

現
在
で
は
、
本
土
式
の
仏
教
葬
儀
の
要
望
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
葬

祭
業
者
が
爆
発
的
に
増
え
て
お
り
、
葬
儀
社
の
仲
介
に
よ
る
各
寺
院

が
行
っ
て
い
る
年
間
の
葬
儀
数
は
、
本
土
の
寺
院
で
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
多
い
。
も
っ
と
も
寺
院
へ
の
葬
儀
布
施
は
、
五
万
円
程
度
と

本
土
と
比
較
す
る
と
非
常
に
安
価
で
あ
る
う
え
に
、
檀
家
制
度
と
年

忌
法
要
が
伝
統
的
に
な
い
。
寺
院
の
活
動
は
、
比
較
的
多
く
の
場
合
、

葬
儀
の
み
に
法
要
が
集
中
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

以
下
の
各
寺
院
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
沖
縄
で
は
歴
史
的
に
檀

家
制
度
が
な
く
、
寺
院
に
固
定
し
た
檀
信
徒
契
約
関
係
が
な
い
と
い

う
特
殊
な
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
宗
派
寺
院
に
お
い
て
も
常
に

日
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し

一
般
に
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
捉

え
ら
れ
が
ち
な
檀
信
徒
関
係
の
な
さ
は
、
逆
に
考
え
れ
ば
、
新
し
い

意
欲
的
な
開
教
使
に
は
開
教
の
可
能
性
が
大
い
に
開
け
て
い
る
と
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
沖
縄
の
寺
院
活
動
は
、
寺
院
の

側
に
極
め
て
強
い
緊
張
感
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

つ
ま
り
伝
統
的
な
檀
信
徒
関
係
に
安
住
し
て
い
ら
れ
な
い
た
め
に
、

常
に
積
極
的
な
開
教
姿
勢
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
認
識

を
も
っ
て
開
教
に
携
わ
る
も
の
に
は
、
自
ず
と
結
果
が
現
れ
て
く
る

こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、

一
朝
一
夕
に
は
難
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で

は
あ
る
が
、
寺
檀
関
係
が
な
い
と
こ
ろ
に
、
新
た
な
檀
信
徒
関
係
を

構
築
し
て
い
く
開
教
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
寺

檀
関
係
の
希
薄
さ
は
、
全
く
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
は
な
い
。
こ
の
点
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に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
阿
弥
陀
寺
の
事
例
が
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
多
く
の
浄
土
宗
寺
院
は
、
後
継
教
師
が
育

っ
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
世
襲
と
は
い
え
初
代
開
教
使
の
開
教

に
か
け
る
熱
意
と
努
力
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
、
積
極
的
に
後
継
の
道

を
選
ん
で
い
る
。
こ
の
点
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
世

襲
制
の
利
点
で
あ
る
、
学
校
生
活
の
同
級
生
な
ど
の
仲
間
や
P
T
A

活
動
な
ど
に
よ

っ
て
地
域
社
会
と
密
着
し
て
生
活
し
て
き
た
人
間
関

係
や
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
職
場
で
の
人
間
関
係
は
、
開
教
活
動
に



極
め
て
重
要
で
大
き
な
利
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

現
在
、
世
襲
に
よ
っ
て
、
地
域
に
密
着
し
た
寺
院
活
動
が
動
き
出
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
地
元
沖
縄
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
信
何
相
談
を
「
ウ
チ
ナ

l
グ
チ

(
沖
縄
方
言
こ
で
話
し
聞
け
る
こ
と
、

さ
ら
に
沖
縄
独
特
の
民
間
信

仰
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
と
信
頼
感
を

持
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
は
、

阿
弥
陀
寺
、

回
向
寺
、
観
音
寺
、
極
楽
寺
な
ど
の
報
告
に
よ
っ
て
明

沖
縄
地
区
の
こ
う
し
た
宗
教
状
況
を
受
け
て
、
前
述
し
た
浄
土
宗
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ら
か
で
あ
る
。

開
教
委
員
会
で
は
、
開
教
活
動
を
続
け
る
こ
の
地
区
の
二
名
の
開
教

使
を
「
圏
内
開
教
使
」
に
任
命
し
、
援
助
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
沖
縄
開
教
は
、
極
め
て
重
要

E
つ

有
望
な
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
地
域
の

開
教
活
動
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
の
都
市
開
教
に
お
げ

る
新
た
な
あ
り
方
の
示
唆
を
得
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

(
武
田
道
生
)



袋
中
寺
・
光
明
寺

注
一
一
平
成
十
五
(
二

O
O三
)
年
四
月
十
六
日
に
、
袋
中
寺
住
職

近
藤
泰
雄
師
が
遷
化
さ
れ
た
。
現
在
、
袋
中
寺
の
寺
務
は
光
明
寺
住

職
佐
々
木
良
隆
師
が
執
事
と
し
て
取
り
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

佐
々
木
師
に
は
袋
中
寺
、
光
明
寺
の
両
寺
の
現
状
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

1 

歴
史
的
経
緯

【袋
中
寺
】

沖
縄
返
還
を
契
機
と
し
た
浄
土
宗
沖
縄
開
教
計
画
に
基
づ
き
、
昭

和
五
十
ご
九
七
五
)
年
に
、
沖
縄
で
の
戦
後
最
初
の
浄
土
宗
寺
院

と
し
て
那
覇
市
の
南
部
に
あ
る
小
禄
の
地
に
建
設
さ
れ
た
。
小
禄
の

地
は
、
昔
か
ら
小
禄
念
仏
継
承
の
土
地
柄
で
あ
り
、
袋
中
上
人
の
影

響
が
残
る
念
仏
者
の
系
譜
を
伝
え
る
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
初
代
住

職
と
し
て
近
藤
泰
雄
師
が
就
任
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
寺
院
と
し
て

発
展
す
る
。

平
成
十
五
(
二

O
O三
)
年
四
月
十
六
日
、
近
藤
泰
雄
師
が
急
逝

し
、
同
年
六
月
二
日
、
光
明
寺
の
住
職
、
佐
々
木
良
隆
師
が
執
事
に
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就
任
す
る
。

【光
明
寺
】

光
明
寺
は
昭
和
五
十
八
(
一
九
八
三
)
年
に
、
佐
々
木
良
隆
師
が

沖
縄
県
本
島
南
部
に
開
創
し
た
寺
院
で
あ
る
。
住
職
の
佐
々
木
師
は

昭
和
九
二
九
三
四
)
年
十
二
月
七
日
、
福
岡
県
内
の
正
念
寺
(
現

住
職
は
師
の
末
弟
)
の
四
男
二
女
の
次
男
と
し
て
誕
生
す
る
。
当
時
、

師
の
生
地
は

田
畑
の
多
い
農
村
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
師
は
農
業
高

校
の
畜
産
科
に
入
学
し
、
将
来
獣
医
に
な
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、



父
の
命
に
よ
り
傍
教
大
学
仏
教
学
部
に
入
学
し
、
在
学
中
に
加
行
を

終
え
浄
土
宗
教
師
資
格
を
得
る
。
卒
業
後
、
船
員
を
し
た
後
、
福
岡

に
戻
る
。
当
時
、
町
の
青
少
年
育
成
協
議
会
会
長
を
期
限
付
き
で
引

き
受
け
た
師
は
、
裏
山
に
青
少
年
の
た
め
の
町
営
野
外
訓
練
場
(
キ

ヤ
ン
プ
場
)

を
作
る
な
ど
し
て
、
地
績
の
発
展
や
子
供
会
の
育
成
に

貢
献
し
た
。

昭
和
三
十
九
(
一
九
六
四
)
年
に
、
佐
賀
県
内
の
真
光
寺
(
檀
家

約
三

O
戸
)
に
住
職
と
し
て
入
山
し
、
三
年
ほ
ど
過
ご
す
が
、
主
に

経
済
的
な
理
由
か
ら
、
住
職
を
し
な
が
ら
佐
賀
県
内
に
あ
る
九
州
三

菱
自
動
車
の
販
売
代
理
店
に
勤
め
る
。
そ
の
後
、
住
職
を
辞
し
、
人

工
芝
の
販
売
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
な
ど
の
職
を
経
て
、
土
木
運
送
会

社
を
経
営
す
る
。
昭
和
五
十
二
(
一
九
七
七
)
年
に
は
か
な
り
の
規

模
に
ま
で
成
長
し
た
と
い
う
。

渡
沖
の
契
機
は
、
福
岡
県
内
の
浄
土
宗
寺
院
明
照
寺
の
住
職
、
橋

本
師
が
老
人
ホ

l
ム
を
経
営
し
て
お
り
川
口
英
常
師
と
面
識
が
あ

っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

川
口
師
は
当
時
、
袋
中
園
運
営
の
た
め
に
渡
沖

で
き
る
若
い
僧
侶
を
探
し
て
い
た
。
橋
本
師
と
佐
々
木
師
の
父
親
は

面
識
が
あ
り
、
橋
本
師
の
紹
介
で
、
佐
々
木
師
は
川
口
師
と
面
接
し

昭
和
五
十
三
(
一
九
七
八
)
年
に
見
学
の
た
め
沖
縄
を
訪
れ
た
。
好

感
触
を
得
て
帰
郷
し
、
配
偶
者
と
相
談
し
た
結
果
、
事
業
を
整
理
し

昭
和
五
十
三
(
一

九
七
八
)
年
七
月
五
日
に
渡
沖
、
社
会
福
祉
法
人

袋
中
園
に
就
職
し
た
。

昭
和
五
七
二
九
八
二
)
年
、
現
在
の
地
に
本
堂
・
庫
裡
を
購
入

す
る
。
師
の
実
家
で
あ
る
正
念
寺
か
ら
本
尊
を
招
来
し
、
区
長
や
班

長
を
呼
ん
で
入
仏
式
を
行
い
、
昭
和
五
十
八
(
一
九
八
三
)
年
に
開

創
し
た
。
同
年
、
浄
土
宗
と
包
括
関
係
を
結
び
、
県
か
ら
法
人
認
証

を
受
け
た
。
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2 

寺
院
組
織
と
規
模

【袋
中
寺
】

袋
中
寺
は
現
在
、
三
州
教
区
教
区
長
田
村
智
英
師
が
代
表
役
員
と

兼
務
住
職
を
勤
め
て
お
り
、
法
務
は
執
事
と
し
て
光
明
寺
住
職

・

佐
々
木
良
隆
師
が
行
っ
て
い
る
。
袋
中
寺
に
は
、
近
藤
師
の
子
息
で

律
師
養
成
講
座
を
受
講
中
で
あ
る
憲
雄
師
が
所
属
し
て
い
る
。

袋
中
寺
の
敷
地
は
約
一
五

O
坪
で
あ
る
。
本
堂
は
二
階
部
で

そ

の
ほ
か
二
階
に
は
客
間
兼
寺
務
所
、
納
骨
堂
が
備
わ
っ
て
い
る
。
本



堂
一
階
に
は
庫
裡
が
あ
り
、

一
階
の
一
部
が
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
。

納
骨
堂
は
四
五

O
基
ほ
ど
で
、
年
間
使
用
料
は
一
基
二
五

O
O
O円

で
あ
る
。
近
藤
師
急
逝
の
た
め
寺
務
が
滞
っ
て
お
り
、
納
骨
堂
に
は

使
用
権
者
が
連
絡
先
不
明
の
た
め
無
縁
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な

か
ら
ず
あ
る
と
い
う
。

【光
明
寺
】

住
職
の
佐
々
木
良
隆
師
と
副
住
職
で
あ
り
法
嗣
の
信
隆
師
の
二
名

が
所
属
し
て
い
る
。
信
隆
師
は
宮
崎
県
内
の
寺
院
で
七
年
間
住
職
と

し
て
活
動
し
、
現
在
は
袋
中
園
に
勤
務
し
て
い
る
。

光
明
寺
は
堂
庫
裡
一
体
で
あ
り
二
八
坪
の
広
さ
で
、
納
骨
堂
は

O
基
程
度
で
あ
る
。
寺
院
収
入
と
師
の
年
金
な
ど
で
財
政
を
賄
っ
て

いヲ匂。師
は
、
沖
縄
県
南
部
で
戦
前
か
ら
布
教
活
動
を
し
て
い
た
浄
土
宗

の
鳩
山
師
の
檀
信
徒
と
地
域
の
慰
霊
祭
な
ど
の
寺
務
を
引
き
継
い
だ
。

現
在
、
光
明
寺
と
し
て
四
五

O
通
ほ
ど
年
賀
状
を
出
し
て
い
る
が
、

約
二

O
O通
は
鳩
山
師
時
代
か
ら
の
檀
信
徒
宛
で
あ
る
と
い
う
。
師

が
一
方
的
に
年
賀
状
を
出
し
て
い
る
だ
け
で
、

つ
な
が
り
の
意
識
が

信
徒
側
に
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
が

玉
城
村
前
川

地
区
の
二

O
O戸
中
の
三

O
戸
ほ
ど
が
葬
儀
、
地
鎮
祭
を
依
頼
し
て

く
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

【袋
中
寺
】

袋
中
寺
の
年
中
行
事
を
概
観
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
大
晦

'
日
に
は
除
夜
の
鐘
を
つ
き
に
三

O
O名
ほ
ど
が
訪
れ
、
正
月
の
参
詣

者
も
多
い
と
い
う
。
旧
暦
三
月
の
清
明
祭
に
は
納
骨
堂
に
酒

・
果
物
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を
持
っ
て
多
く
の
人
々
が
お
参
り
し
て
い
る
。
旧
暦
七
月
の
棚
経
は

四

1
八
軒
ほ
ど
を
ま
わ
っ
て
い
る
。
近
藤
師
存
命
の
頃
は
三

O
軒
程

度
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
小
禄
で
は
旧
八
月
、
糸
満
で
は
旧
九
月

に
墓
に
行
く
習
慣
が
あ
る
。
お
十
夜
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
浄

土
宗
寺
院
合
同
で
施
餓
鬼
会
を
行
う
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
と
い
う
。

師
は
、
「
年
思
法
要
は
、
都
市
部
で
は
初
七
日
法
要
、

四
十
九
日

忌、

一、

三
、
七
、
十
三
、
二
十
五
、
三
十
三
周
思
を
行
う
場
合
も

あ
る
。

四
十
九
日
忌
は
田
舎
で
は
行
わ
な
い
場
合
も
あ
る
。
」
と
、

近
年
の
動
向
を
語
っ
て
い
る
。
地
鎮
祭
は
頻
繁
に
依
頼
が
あ
る
。
車



の
「
お
放
い
」
は
新
車

・
旧
車
を
問
わ
ず
車
の
購
入
時
に
依
頼
さ
れ

る
。
「
お
被
い
」
後
は
護
符
を
渡
し
て
い
る
。
船
の
「
お
放
い
」
は

あ
ま
り
な
い
。
袋
中
寺
で
は
か
つ
て
、
割
烹
で
の
放
生
会
を
行
っ
て

い
た
が
、
庖
が
廃
業
し
た
た
め
、
現
在
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

袋
中
寺
の
佐
々
木
師
の
も
と
に
相
談
に
訪
れ
る
人
は
多
く
、
方
位

や
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
る
と
い
う
。
方
位
の
相
談
で
は
方
位

を
気
に
し
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
「
具
合
が
悪
く
な
っ
た
か

ら
拝
ん
で
く
れ
」
と
い
う
相
談
に
は
、

ユ
タ
に
聞
き
に
行
か
せ
る
な

ど
し
た
後
に
、
施
餓
鬼
会
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

沖
縄
で
は
葬
儀
の
際
に
、
喪
家
が
ユ
タ
を
呼
ん
で
い
る
場
合
も
あ

る
。
納
骨
時
に
は
特
に
多
い
と
い
う
。
師
の
ユ
タ
と
の
関
わ
り
方
は
、

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
批
判
・
排
斥
も
し
な
い
と
い

う
共
存
関
係
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

ユ
タ
か
ら
紹
介
さ
れ
て

師
を
訪
れ
る
人
も
稀
に
あ
る
。

【光
明
寺
】

光
明
寺
と
し
て
の
年
間
行
事
は
特
に
な
い
が
、
六
月
二
十
三
日
の

沖
縄
慰
霊
の
日
に
は
特
別
野
砲
二
十
七
連
隊
の
慰
霊
祭
を
、
島
尻
郡

具
志
頭
村
に
あ
る
聖
観
音
と
慰
霊
碑
の
前
で
執
り
行
っ
て
い
る
。

個
別
の
行
事
と
し
て
は
、
現
在
、
安
全
祈
願
、
慰
霊
祭
な
ど
を
主

に
行
っ
て
い
る
。
地
鎮
祭
は
、
光
明
寺
の
あ
る
地
域
で
行
わ
れ
る
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
光
明
寺
が
行
っ
て
い
る
。
毎
年
二
月
十
日
頃
、

J

A
のハ

l
ぺ
ス
タ
ー

(
き
び
刈
取
り
機

の
安
全
運
転
祈
願
を
行
つ

て
い
た
が
、
最
近
は
き
び
が
安
く
機
械
の
稼
働
率
も
低
い
の
で
ほ
と

ん
ど
呼
ば
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た

四
十
九
日
忌
に
塩

・
米

・
酒

水
で
屋
敷
の
お
清
め
を
す
る
と
い
う
、
沖
縄
独
特
の
風
習
を
行
な
う

際
に
も
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
呼
ば
れ
て
い
た
。
四
辻
で
風
に
当
た

つ
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た
か
ら
風
封
じ
を
し
て
く
れ
と
い
う
依
頼
も
以
前
は
あ
っ
た
と
い
う
。

慰
霊
祭
と
し
て
は
、
養
豚
場
で
の
豚
の
慰
霊
祭

・
漁
礁
(
パ
ヤ
オ

で
の
魚
の
慰
霊
祭
を
以
前
は
よ
く
行
っ
た
が
、
最
近
は
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
光
明
寺
の
あ
る
地
域
で
は
旧
八
月
の
満
月
の
一
週
間
ほ
ど

前
に
シ
パ
サ
シ
と
い
う
行
事
が
あ
る
。

カ
ヤ
を
三
本
束
ね
て
屋
敷
の

四
隅
に
た
て
て
、
塩

・
米

・
酒

・
水
を
あ
げ
て
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
行
事
で
あ
る
。
各
家
の
主
婦
が
行
う
行
事
で
あ
る
が
、
師
に
依
頼

四
隅
用
四
枚
の
白

木
の
四
天
王
の
屋
敷
札
を
配
っ
て
い
る
。
地
域
二
二

O
軒
で
年
間
十

が
来
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
時
に
は
門
用
二
枚
、



軒
ほ
ど
需
要
が
あ
る
と
い
う
。
屋
敷
札
の
文
言
は
川
口
英
常
師
が
考

案
し
た
も
の
で
、
地
鎮
祭
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
無
料
で
渡
し
て
い

る
。
正
月
に
は
家
内
安
全
の
札
も
配
布
し
て
い
る
。

4 

今
後
の
展
望

檀
家
制
度
が
根
付
い
て
い
な
い
沖
縄
に
お
い
て
、
光
明
寺
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
佐
々
木
師
は
個
人
的
な
つ
き
あ
い
を
広
げ
て
い
っ

た
。
佐
々
木
師
は
昭
和
五
十
九
二
九
八
四
)
年
頃
か
ら
地
域
の
少

年
野
球
チ
l
ム
の
監
督
を
始
め
た
。
自
費
で
二
十
五
万
円
ほ
ど
出
費

し
、
チ
l
ム
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
十
数

年
師
が
指
導
を
続
け
、
強
い
チ
l
ム
に
育
っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
が
強
ま
り
、
結
果
的
に
寺
務
は

増
加
し
て
い
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
師
は
豊
見
城
市
の
老
人
保
険
施
設

の
理
事
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
佐
々
木
師
は
「
寺
院

が
活
動
す
る
う
え
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
る
が
、
現

時
点
に
お
い
て
は
地
域
と
の
結
び
つ
き
は
十
分
で
は
な
い
」
と
楽
観

視
は
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
伽
藍
施
設
に
関
す
る
問
題
点
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
光
明

寺
の
伽
藍
は
狭
く
、
寺
で
葬
儀
儀
式
が
行
え
な
い
た
め
、
寺
の
機
能

が
充
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
現
在
、
光
明
寺
の
あ
る
地

域
で
は
、
自
宅
葬
の
場
合
、
す
で
に
沿
道
の
家
で
は
渋
滞
し
て
葬
儀

が
で
き
な
い
。
宅
地
化
が
進
行
し
他
地
域
か
ら
の
流
入
者
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
新
規
の
墓
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
葬
祭
場
は
ま
だ

な
い
の
で
、
葬
式
の
で
き
る
伽
藍
建
設
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
。
し
か
し
、
師
は
「
寺
院
は
借
入
金
で
す
る
仕
事
で
は
な
く

息
子
の
代
ま
で
も
つ
か
も
わ
か
ら
な
い
。
伽
藍
を
建
て
た
と
し
て
も

採
算
が
取
れ
ず
、
葬
儀
の
数
も
増
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
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恐
れ
も
抱
い
て
い
る
。

師
は
、
沖
縄
南
部
の
寺
院
が
、
す
で
に
過
多
で
あ
り
競
合
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
開
教
可
能
な
の
は
沖
縄
北
部
ぐ
ら
い
で

あ
ろ
う
と
予
見
し
て
い
る
。
沖
縄
で
は
檀
信
徒
組
織
が
な
い
た
め
、

寺
が
全
経
費
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
布
施
も
小
額
で
、
寺
院
の
維

持
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
葬
儀

・
法
要
へ
の
需
要
が

増
え
な
か
っ
た
場
合
、
借
入
金
を
し
て
ま
で
新
し
い
伽
藍
を
建
設
し
、

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
推
測
し
て
い
る
。
師
は
、
今
後
の

光
明
寺
の
展
開
と
し
て
、
家
族
全
員
が
資
格
を
所
持
し
て
い
る
こ
と



か
ら
、
保
育
園
を
経
営
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
地
域
に
お
い

て
保
育
園
へ
の
需
要
が
今
後
増
加
す
る
か
不
透
明
で
あ
り
、
採
算
が

取
れ
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
状
況
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
師
は
地
域
に
お
け
る
寺
院
へ
の
需
要
は
、
今
後

も
良
く
て
現
状
維
持
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
師
は
、
葬
儀
の

で
き
る
伽
藍
を
建
設
し
、
保
育
園
を
経
営
す
る
こ
と
が
光
明
寺
と
し

て
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
借
入
金
を
し
て
ま
で
寺
院
の
大
規

模
な
展
開
に
取
り
組
む
こ
と
に
は
跨
踏
し
て
い
る
。

本

な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名

・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

可
E
A

可
E
ム

司
E
4

(
袋
中
寺

・
袋
中
園
を
除
く
。
)

(
中
村
憲
司
)



西
方
寺

歴
史
的
経
緯
と
信
仰
の
概
要

沖
縄
県
本
島
南
部
の
西
方
寺
は
、
浄
土
宗
が
母
体
と
な
っ
て
設
立

さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
袋
中
園
に
隣
接
し
て
い
る
。
同
地
で
の
歴
史

は
袋
中
園
が
古
く
、

ま
た
西
方
寺
の
開
山
も
袋
中
園
の
運
営
が
契
機

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
わ
せ
て
袋
中
園
の
あ
ゆ
み
も
本

項
で
は
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

袋
中
園
の
敷
地
は
、
沖
縄
復
帰
記
念
事
業
と
し
て
戦
災
で
壊
滅
し

た
旧
檀
王
法
林
寺
別
院
袋
中
寺
の
復
興
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十

七
ご
九
七
二
)
年
に
「
浄
土
宗
沖
縄
別
院
袋
中
寺
」
建
設
の
た
め
、

浄
土
宗
が
購
入
し
た
土
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
袋
中
寺
は
沖
縄
県
那

覇
市
小
禄
に
閉
山
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
先
だ
っ
て
購
入
し
た
沖
縄

県
糸
満
市
の
土
地
活
用
が
模
索
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
浄
土
宗
社
会

福
祉
事
業
協
会
に
話
が
進
み
、
同
協
会
で
五
次
十
カ
年
間
計
画
に
基

づ
く
児
童
福
祉
総
合
施
設
案
が
提
示
さ
れ
た
。
当
初
、
浄
土
宗
で
は
、

沖
縄
の
開
教
活
動
は
袋
中
寺
、
福
祉
活
動
は
袋
中
園
と
い
う
構
想
で

あ
っ
た
。

昭
和
五
十
一

ご
九
七
六
)
年
六
月
、
社
会
福
祉
法
人
袋
中
園
の

η
L
 

可
E
4

守

E
A

設
立
が
認
可
さ
れ
た
。
京
都
市
内
の
寺
院
住
職
だ
っ
た
川
口
英
常
師

が
園
の
運
営
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
寺
を
遠
縁
に
譲
り
沖
縄

へ
移
っ
た
。

川
口
英
常
師
は
、
か
ね
て
よ
り
養
護
老
人
ホ

l
ム
な
ど

で
社
会
福
祉
の
実
践
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
弟
子
の
川
口
英

順
師
は
、
例
教
大
学
社
会
福
祉
学
科
に
て
浄
土
宗
教
師
資
格
な
ら
び

に
社
会
福
祉
主
事

・
児
童
福
祉
司
の
資
格
を
取
得
し
た
が
、
卒
業
後

に
沖
縄
へ
移
り
、
袋
中
園
の
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
二
(
一
九
七
七
)
年
四
月
、
袋
中
園
が
現
在
地
に
開
設

さ
れ
、
乳
児
院
「
吉
水
寮
」
(
浄
土
宗
吉
水
会
支
援
)
、
知
的
障
害
児



施
設
「
そ
よ
か
ぜ
寮
」
(
浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会
支
援
)

の
事
業
が
開

始
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
こ
九
七
九
)
年
四
月
に
は
児
童
養
護
施
設

「
青
雲
寮
」
の
事
業
開
始
さ
れ
た
。
同
寮
は
全
国
浄
土
宗
青
年
会
が

全
国
行
脚
で
得
た
浄
財
で
支
援
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
七
(
一
九
八

一
一
)
年
四
月
、
運
動
場
が
整
備
さ
れ

(
昭
和
六
十
一
年
拡
張
)
、
平

成
二
(
一
九
九

O
)
年
五
月
に
は
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
お
お

ぞ
ら
寮
」
の
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
、
袋
中
園
は
約
七
十
名
の

職
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
代
表
者
は
浄
土
宗
宗
務
総
長
が
務
め
て

い
る
。
ま
た
園
敷
地
が
二
千
八
百
坪
あ
る
が
、
そ
の
内
二
千
坪
は
現

在
で
も
浄
土
宗
名
義
に
あ
る
。

西
方
寺
は
、
昭
和
五
十
九
二
九
八
四
)
年
十
月
、
袋
中
園
園
長

だ
っ
た
川
口
英
常
師
に
よ
っ
て
隣
接
地
に
閉
山
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も

川
口
師
が
同
園
の
子
供
た
ち
を
指
導
す
る
う
ち
、
宗
教
行
事
へ
の
参

日
f
7
で
ま
宮
く
、

台

M
ナ
J
B
V

マι

、

子
供
た
ち
の
身
近
に
寺
院
が
必
要
で
あ
る
と
発

願
し
た
こ
と
が
、
西
方
寺
建
立
の
契
機
と
な
っ
た
。
岡
山
県
内
の
廃

寺
と
な
っ
た
寺
院
か
ら
、
本
尊
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
善
導
大
師
と
法
然

上
人
両
像
、
山
号
と
山
額
を
譲
り
受
け
た
。
な
お
宗
教
法
人
格
の
認

証
時
に
は
責
任
役
員

・
総
代
の
数
が
多
い
方
が
認
証
さ
れ
や
す
く

ま
た
沖
縄
県
庁
か
ら
も
多
く
の
役
員
を
置
く
こ
と
を
指
導
さ
れ
た
の

で
、
西
方
寺
で
は
責
任
役
員
を
六
名
、
総
代
を
十
三
名
置
い
て
い
る

(
両
者
に
重
複
す
る
者
も
あ
り
)
。
こ
れ
は
先
に
認
証
を
受
け
た
沖
縄

県
本
島
南
部
の
光
明
寺
(
佐
々
木
良
隆
住
職
)
に
な
ら
っ
た
も
の
で

あ
る
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

沖
縄
に
は
檀
家
制
度
が
な
い
た
め
に
、
檀
家
か
ら
の
役
員
選
出
が

事
実
上
、
不
可
能
だ
っ
た
。
開
山
に
際
し
て
役
員
の
人
選
は
、
当
時

っd
可
E
ム

唱

E
A

の
袋
中
園
施
設
長
(
現
在
退
職
)

に
依
頼
し
て
、
地
元
の
人
に
役

員

・
総
代
に
な
っ
て
も
ら
う
適
任
者
を
選
出
し
て
い
た
。
現
在
は
、

複
数
の
袋
中
園
施
設
長
・
職
員
関
係
者
が
総
代
に
あ
る
。
設
立
当
初

の
総
代
も
い
る
が
、
今
で
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
な
お
総
代
に
欠

員
が
出
た
場
合
に
は
、
先
代
の
川
口
英
常
師
は
地
元
の
人
を
探
し
て

い
た
が
、
現
住
職
の
川
口
英
順
師
は
職
員
の
中
か
ら
人
選
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
職
員
か
ら
総
代
を
選
出
し
た
方
が
、
園
と
一
体
と
な
っ
た

寺
院
運
営
に
理
解
が
得
ら
れ
や
す
い
た
め
だ
と
説
明
し
て
い
る
。



3 

寺
院
の
規
模
と
最
近
の
趨
勢

西
方
寺
で
は
、
境
内
と
本
堂
の
ほ
か
に
、
沖
縄
県
糸
満
市
大
渡
に

あ
る
「
野
戦
重
砲
兵
第
二
三
連
隊
慰
霊
碑
」
と
そ
の
敷
地
を
持
つ
。

以
前
は
野
重
二
三
会
が
管
理
し
て
い
た
が
、
約
十
年
前
に
寄
贈
を
受

み
ノ
~
」
。

』

jま
た
最
近
で
は
、
平
成
十
二
(
二

O
O
O
)
年
八
月
に
川
口
英
順

師
が
二
代
住
職
に
就
任
し
た
。
な
お
同
師
は
、
袋
中
園
で
の
活
動
は
、

法
人
事
務
局
長
と
乳
児
院
「
吉
水
寮
」

・
児
童
養
護
施
設
「
青
雲
寮
」

の
施
設
長
を
務
め
る
。

4 

宗
教
活
動
の
特
徴

西
方
寺
の
宗
教
活
動
の
特
徴
と
し
て
は
、
袋
中
園
の
活
動
と
一
体

に
な
っ
た
点
に
あ
る
。
例
え
ば
四
月
八
日
の
潅
仏
会
と
宗
祖
降
誕
会

は
、
園
で
実
施
し
、

八
月
十
五
日
の
施
餓
鬼
会
は
、
寺
で
施
餓
鬼
供

養
を
行
っ
た
後
、
夕
方
か
ら
園
で
盆
踊
を
行
う
な
ど
、
他
に
も
園
と

寺
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
展
開
す
る
。
な
お
袋
中
園
集
会
室
に
あ

る
阿
弥
陀
仏
は
、
京
都
市
左
京
区
の
袋
中
奄
か
ら
迎
え
た
客
仏
で
あ

る

同
寺
は
野
戦
重
砲
兵
第
二
三
連
隊
の
戦
友
会
「
野
重
二
三
会
」
の

菩
提
寺
的
役
割
を
果
た
し
、
位
牌
、
戦
没
者
名
簿
を
安
置
す
る
。
以

前
は
毎
年
戦
友
会
が
団
参
を
実
施
し
て
い
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
、

戦
後
五
十
年
を
機
に
団
参
が
取
り
や
め
と
な
り
、
以
降
は
個
人
で
の

参
拝
と
な
っ
た
。
し
か
し
平
成
十
五

(二

O
O三
)
年
は
一
人
も
参

拝
者
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
同
寺
は
、
歩
兵
第
八
十
九
連
隊
戦
没

者
の
位
牌
や
戦
没
者
名
簿
も
安
置
す
る
。
同
連
隊
の
顕
彰
碑
は
沖
縄

県
西
原
町
に
在
り
、
毎
年
十
月
最
終
木
曜
日
に
慰
霊
祭
を
実
施
し
て

い
る
が
、
自
決
地
(
沖
縄
県
糸
満
市
新
垣
)
や
摩
文
仁
の
丘
で
回
向
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行
っ
て
か
ら
、
西
原
町
で
慰
霊
祭
を
執
行
し
て
い
る
。

川
口
師
は
、
法
事
・
法
要
・
地
鎮
祭
な
ど
で
は
、

そ
の
法
事
に
関

連
す
る
法
話
を
話
す
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り

そ
の
た
め
参
列
者
か

ら
好
評
を
得
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
同
師
は
、
沖
縄
独
特
の
習

慣

・
風
習
に
な
ら
っ
た
や
り
か
た
を
大
切
に
す
べ
き
だ
と
考
え
、
宗

教
活
動
に
お
い
て
も
伝
統
を
「
で
き
る
だ
け
壊
さ
な
い
よ
う
に
」
と

心
掛
け
て
い
る
。
な
お
同
師
は
「
ユ
タ
を
信
じ
な
い
人
が
増
え
て
き

て
い
る
の
で
は
」
と
も
感
じ
て
い
る
。
ち
な
み
に
沖
縄
で
は
民
間
亙

者
へ
の
依
存
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
「
西
方
寺
の
あ
る
地
域
は
ま
っ



た
く
ユ
タ
に
頼
ら
な
い
地
域
」
で
あ
る
と
い
う
。

(
袋
中
寺

・
袋
中
園
を
除
く
。
)

(
大
津
広
嗣
)

5 

今
後
の
展
望

川
口
英
順
師
に
と
っ
て
、
「
袋
中
園
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」
で
あ
り

「
念
仏
を
称
え
る
の
も
、
福
祉
活
動
も
一
緒
」
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
平
成
十
六
(
二

O
O四
)
年
度
の
袋
中
国
事
業
計
画
で
は
、
厚
生

労
働
省
か
ら
「
地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
」
の
指
定
を
め
ざ
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
社
会
の
中
で
六
名
ほ
ど
が
共
同
生
活
を
行
う

た
め
の
施
設
で
あ
る
。
な
お
川
口
師
は
袋
中
園
の
責
任
者
と
し
て
の

r
D
 

唱
Eム

可
Eム

活
動
が
多
忙
で
あ
り
、
現
在
は
園
中
心
の
生
活
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
西
方
寺
の
活
動
ま
で
は
、
な
か
な
か
手
が
回
ら
な
い
の
が

実
情
で
、
し
た
が
っ
て
法
事
数
も
少
な
く
、
葬
儀
は
年
間
約
二
十
件

程
度
で
あ
る
と
い
う
。
引
退
し
て
寺
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
な
状
況

に
な
っ
た
ら
、
そ
の
時
は
現
在
よ
り
も
社
会
や
時
代
が
変
化
し
て
い

る
た
め
、
寺
院
の
運
営
方
針
は
「
そ
の
時
に
考
え
た
い
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。

* 
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名

・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。



阿
弥
陀
寺

歴
史
的
経
緯

阿
弥
陀
寺
は
、
昭
和
六
十
二
(
一
九
八
七
)
年
、
新
沼
一
真
雅
師
に

よ
り
沖
縄
県
本
島
中
部
に
開
劃
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
新
垣
真
雅
師

は
、
昭
和
三
ご
九
二
八
)
年
七
月
十
七
日
、
沖
縄
県
本
島
北
部
に

あ
る
伊
江
島
の
国
頭
郡
伊
江
村
に
生
ま
れ
た
。
家
業
は
さ
つ
ま
い

も

・
さ
と
う
き
び
を
主
と
し
て
栽
培
す
る
農
家
で
あ
っ
た
。
尋
常
高

等
小
学
校
五
年
生
の
時
、
父
親
の
仕
事
の
た
め
神
奈
川
県
横
浜
市
に

家
族
全
員
で
移
住
す
る
。
そ
の
ま
ま
横
浜
市
内
の
高
校
に
入
学
し
た

が
、
三
年
生
の
時
中
退
し
、
陸
軍
少
年
飛
行
学
校
に
入
学
、
昭
和

十
ご
九
四
五
)
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
所
沢
陸
軍
航
空

学
校
へ
入
学
し
、
そ
の
地
で
終
戦
を
迎
え
た
。

昭
和
二
十
一

こ
九
四
六
)
年
伊
江
村
に
帰
り
、
役
場
職
員
、
警

察
官
と
職
を
経
た
後
、
横
浜
へ
戻
り
東
洋
大
学
短
期
大
学
法
文
学
科

を
卒
業
す
る
。
卒
業
後
、
沖
縄
に
一
戻
り
、
故
郷
の
伊
江
村
で
中
学
校

教
師
を
勤
め
る
が
九
ヶ
月
で
退
職
し
、

そ
の
後
、
検
察
事
務
官
試
験

に
合
格
し
琉
球
検
察
庁
(
現
在
の
那
覇
地
方
検
察
庁
)
に
就
職
す
る
。

仏
教
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
、
昭
和
四
十
五
(
一
九
七

O
)
年
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に
悌
教
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
に
編
入
学
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

師
が
悌
教
大
学
仏
教
学
科
を
志
し
た
理
由
は
、
検
察
事
務
中
に
、

「
自
分
も
交
通
違
反
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
分
が
交

通
違
反
者
を
裁
い
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
念
と
罪
滅
ぼ
し

の
念
が
起
こ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
ま
た
当
時
、
四
年
制
大
学
の
卒

業
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
、
仕
事
で
出
世
す
る
た
め
に
必
要

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
師
は
四
年
制
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
た
が
、
検
察
庁
の
仕
事
が
あ
る
た
め
、
通
信
制
で
単
位
の

取
得
で
き
る
悌
教
大
学
が
都
合
が
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
師
は
当
初
、



浄
土
宗
教
師
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
大

阪
府
に
あ
る
本
覚
寺

・
青
山
師
の
勧
め
も
あ
り
、
加
行
課
程
に
進
み
、

知
思
院
で
加
行
を
受
け
た
。

昭
和
四
十
九
(
一
九
七
四
)
年
頃
か
ら
、
「
新
垣
師
が
僧
籍
を
所

持
し
て
い
る
」
と
の
噂
を
聞
い
た
自
宅
周
辺
の
人
が
、
葬
儀
を
頼
み

に
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
師
は
仕
事
の
都
合
も
あ
り
、
土
日
に
限
り

依
頼
を
受
け
葬
儀
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
法
務
を
重
ね
る
に

従
い
、
僧
侶
と
し
て
専
念
す
る
決
意
に
到
る
。
昭
和
五
十
七

こ
九

八
二
)
年
に
検
察
庁
を
退
職
し
、
青
山
師
の
兼
務
寺
で
あ
る
来
迎
寺

の
院
代
と
し
て
単
身
入
寺
し
、
後
に
本
覚
寺
に
随
身
し
た
。
昭
和
五

十
九
(
一
九
八
四
)
年
三
月
、
師
の
子
女
が
危
篤
と
の
報
を
受
け
沖

縄
に
戻
る
。
そ
し
て
沖
縄
で
家
族
と
と
も
に
暮
ら
す
た
め
、
沖
縄
県

本
島
中
部
の
葬
祭
業
社
に
就
職
し
、
葬
儀

・
法
要

・
事
務
な
ど
を
担

当
し
た
。

昭
和
六
十

ご
九
八
六
)
年
九
月
に
葬
祭
業
社
を
退
職
し
、
本

覚
寺
別
院
布
教
所
を
開
創
す
る
。
昭
和
六
十
二
(
一
九
八
七
)
年
三

月
に
は
、
浄
土
宗
と
包
括
関
係
を
結
び
、
阿
弥
陀
寺
と
改
称
す
る
。

平
成
二
(
一
九
九

O
)
年
十
二
月
に
は
本
堂
を
は
じ
め
と
す
る
伽
藍

が
完
成
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
寺
院
の
あ
る
土
地
が
借
地
で
あ

る
た
め
、
宗
教
法
人
格
は
取
得
し
て
い
な
い
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

阿
弥
陀
寺
に
は
、
住
職
と
し
て
新
垣
真
雅
師
が
お
り
、
副
住
職
と

し
て
長
男
の
真
一
師
が
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
寺
院
所
属
の
教
師
と
し

て
次
男
の
真
也
師
が
い
る
。
真
一
師
は
、
自
衛
隊
に
勤
務
し
な
が
ら

師
僧
と
同
様
に
悌
教
大
学
通
信
課
程
に
入
学
し
、
少
僧
都
養
成
講
座

を
経
て
、
平
成
五

(
一
九
九
三
)
年
に
加
行
を
成
満
し
た
。
真
也
師

弓

t
噌

E
A

句
Eム

は
本
覚
寺
へ
随
身
し
な
が
ら
、
定
時
制
高
校
を
卒
業
、
律
師
養
成
講

座
に
よ
り
教
師
資
格
を
得
た
。

阿
弥
陀
寺
で
は
、
葬
式

・
法
事
を
行
っ
た
家
を
名
簿
に
記
し
、
檀

信
徒
と
見
な
し
て
い
る
。
護
寺
会
費
な
ど
の
会
費
は
徴
収
し
て
い
な

し〉。
寺
院
の
主
な
収
入
は
、
葬
儀

・
法
要
の
布
施
収
入
が
年
六

O
O

ー
七

O
O万
円
、
納
骨
堂
の
年
間
使
用
料
が
約
九

O
O万
円
で
あ
る
。

住
職

・
副
住
職
は
と
も
に
専
業
で
活
動
し
て
い
る
。
寺
院
の
土
地
は

借
地
で
、
施
設
と
し
て
は
本
堂
、
庫
裡
、
納
骨
堂
を
備
え
て
い
る
。



納
骨
堂
は
三

O
O基
で
、
年
間
使
用
料
三

0
0
0
0円
で
あ
る
。
全

て
使
用
中
で
あ
り
、
寺
へ
の
申
し
込
み
は
依
然
と
し
て
多
い
。
駐
車

場
は
借
地
だ
が
こ
ヶ
所
で
約
一

O
O坪
あ
り
、
車
で
参
詣
に
訪
れ
る

割
合
が
非
常
に
高
い
沖
縄
の
車
社
会
の
ニ

1
ズ
に
応
え
て
い
る
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
儀

・
法
要

通
夜
を
執
り
行
う
点
と
引
導
な
ど
を
現
代
語
で
渡
す
点
が
、
阿
弥

陀
寺
の
葬
儀

・
法
要
の
特
色
で
あ
る
。

沖
縄
で
は
通
夜
を
行
う
風
習
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
阿
弥
陀
寺
で
は

葬
儀
十
件
に
対
し
て
、
三

1
四
件
の
割
合
で
通
夜
を
行
っ
て
い
る
。

師
に
よ
れ
ば
、
通
夜
は
法
話
を
す
る
の
に

一
番
良
い
機
会
な
の
で

布
施
が
な
く
て
も
赴
い
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
師
は
、
沖
縄
の
感
覚

に
合
わ
せ
て
、
剃
度
作
法
に
お
い
て
剃
万
の
代
わ
り
に
扇
を
使
っ
て

い
る
。
副
住
職
の
真
一
師
は
剃
万
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
。

真
雅
師
は
、

五
年
ほ
ど
前
か
ら
葬
儀
に
お
け
る
引
導
な
ど
を
現
代

語
で
行
っ
て
い
る
。
遺
族

・
親
族
に
わ
か
り
や
す
く
死
を
意
味
づ
け

る
こ
の
作
法
が
、
大
変
好
評
で
、
葬
儀
を
他
寺
院
で
行
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
法
事
(
初
七
日
法
要
、

は
阿
弥
陀
寺
で
行
い

四
十
九
日
思
)

た
い
と
い
う
依
頼
も
あ
る
と
い
う
。

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
、
二

1
三
年
に
一
度
、
米
軍
基
地
内
で
邦

人
配
偶
者
の
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
真
雅
師
が

中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
英
語
に
堪
能
で
あ

り
、
法
話
の
内
容
を
英
語
で
説
明
で
き
る
こ
と
か
ら
依
頼
さ
れ
る
と

ミ

}

。

し
3

て

②
年
間
行
事

正
月
は
特
に
法
要
を
行
わ
な
い
が
、
納
骨
堂
へ
の
参
詣
者
は
多
い
。

。。
可

i
唱
'ム

春

・
秋
の
彼
岸
に
は
、
副
住
職
が
、
法
要
(
一
日
一
回
)
を
執
り
行

っ
て
お
り
、
寺
院
に
訪
れ
る
参
詣
者
も
少
な
く
な
い
。
沖
縄
の
慰
霊

の
日
で
あ
る
六
月
二
十
三
日
に
は
、
慰
霊
祭
を
糸
満
の
摩
文
仁
な
ど

で
行
っ
て
い
た
が
、

五
十
回
思
が
過
ぎ
た
と
い
う
理
由
で
最
近
は
あ

ま
り
な
い
と
い
う
。

お
十
夜
は
行
っ
て
い
な
い
。

阿
弥
陀
寺
に
お
い
て
棚
経
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
沖
縄
で
は
棚
経
が
慣
習
と
し

て
一
般
に
根
付
い
て
お
ら
ず
、
他
寺
院
で
は
、

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
師
は
、
本
覚
寺
別
院
布
教
所
開
創
の
頃
か
ら
、



棚
経
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
は
、
真
也
師
と
と
も
に
旧
七
月
十

ー
十
五
日
の
聞
に
一
一
一

O
軒
ほ
ど
を
ま
わ
っ
て
い
る
。
毎
年
、
檀
信

徒
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
三

O
O
O円
と
い
う

布
施
額
を
明
記
し
た
棚
経
の
希
望
を
募
る
往
復
葉
書
を
出
し
て
い
る
。

年
々
棚
経
を
希
望
す
る
信
徒
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
な
お
棚
経
は
、

新
盆
だ
け
で
は
な
く
、
毎
年
行
う
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
旧
暦
七
月

十
五
日
に
は
、
副
住
職
の
真
一
師
が
本
堂
で
施
餓
鬼
法
要
を
行
っ
て

い
る
。

③
個
別
活
動

地
域
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
、
阿
弥
陀
寺
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

阿
弥
陀
寺
に
は
心
の
悩
み
、
不
登
校
児
童
へ
の
対
応
、

子
供
の
名
前

の
付
け
方
、
意
図
し
な
い
妊
娠
な
ど
に
関
す
る
相
談
の
問
い
合
わ
せ

が
月
に
一

1
二
回
あ
る
と
い
う
。
相
談
す
る
人
々
の
居
住
地
は
様
々

で
あ
る
が
、
相
談
に
来
る
人
は
若
い
人
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
宗
教
的
な
求
め
と
し
て
、
霊
的
な
相
談
、
門
中
墓
か
ら
出
て

墓
に
入
れ
な
い
遺
骨
の
処
理
に
つ
い
て
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る

が
、
霊
能
者
と
し
て
の
対
応
は
し
て
い
な
い
。

追
善
供
養
以
外
に
依
頼
さ
れ
る
法
要
は
、
地
鎮
祭
、
車
の
「
お
放

い
」
が
あ
る
。
墓
や
家
の
地
鎮
祭
は
、
副
住
職
の
真
一
師
が
赴
く
こ

と
が
多
く
、
月
に
約
七
件
あ
る
。
車
の
「
お
放
い
」
は
、
新
旧
に
関

わ
ら
ず
購
入
時
に
行
う
も
の
で
、
月
に
二

1
三
件
ほ
ど
依
頼
が
あ
る

と
い
〉
つ
。

ま
た
師
は
、
地
域
の
婦
人
会
や
県
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
十
回
以
上
の
法
話
会
を
催
し
た
。
そ
の
中
で
、
師
は
特
に
ト
1
ト

ー
メ

l
(
先
祖
の
霊
を
杷
る
位
牌
の
こ
と
)
継
承
に
関
し
て
、
「
男

性
し
か
継
承
で
き
な
い
と
慣
習
的
に
さ
れ
て
き
た
が
、
女
性
も
継
承

で
き
る
」
と
説
き
、
こ
の
地
域
で
は
女
性
も
位
牌
の
承
継
が
で
き
る
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と
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

④
そ
の
他

袋
中
上
人
来
沖
四
百
年
記
念
法
要
に
は
、
沖
縄
浄
土
宗
寺
院
の
中

で
最
大
規
模
の
二
三
七
名
の
参
加
者
を
送
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

久
留
米
市
の
善
導
寺
に
檀
信
徒
と
団
参
を
す
る
な
ど
、
檀
信
徒
組
織

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
平
成
十
五

(二

O
O三
)
年
に
は
、
師
は

琉
球
王
族
の
墓
の
開
扉
式
を
執
り
行
う
な
ど
、
地
域
か
ら
の
信
頼
も

厚
い
。儀

礼
全
般
に
お
け
る
民
間
信
何
と
の
関
わ
り
方
と
し
て
は
、
依
頼



者
の
宗
教
的
要
望
を
尊
重
し

ユ
タ
と
の
共
存
共
栄
を
目
指
し
て
い

る

ユ
タ
を
大
事
に
す
る
僧
侶
は
良
い
僧
侶
で
あ
る
と
ユ
タ
に
見
な

さ
れ
、

ユ
タ
か
ら
紹
介
さ
れ
て
阿
弥
陀
寺
を
訪
れ
る
人
も
い
る
と
い

フ。4 

今
後
の
展
望

師
は
今
後
の
寺
院
の
展
望
に
関
し
て
、
「
パ
ラ
色
で
あ
り
希
望
が

持
て
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
を
も
っ
と
浸
透
さ
せ
た
い
。
浦
添
、
西
原

中
城
、
宜
野
湾
で
葬
儀
を
行
っ
た
軒
数
は
相
当
増
加
し
て
い
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
師
が
、
開
教
の
困
難
さ
を
克
服
し
、
今
後
の
活
動
へ

の
自
信
を
抱
い
て
い
る
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。ま

ず
、
師

・
寺
庭
婦
人
と
も
に
沖
縄
出
身
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

夫
婦
と
も
に
沖
縄
の
方
言
が
理
解
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
に
安

心
感
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
、
言
わ
ば
「
方
言
伝
道
」
が
可
能
な

の
で
あ
る
。
ま
た
、
師
に
は
検
察
庁
時
代
か
ら
の
職
場
で
の
人
間
関

係
を
中
心
と
し
た
つ
な
が
り
が
あ
り
、
寺
庭
婦
人
に
は
婦
人
会
や
P

T
A
役
員
経
験
に
よ
る

つ
な
が
り
が
あ
る
。
夫
婦
と
も
に
、
沖
縄
で

長
年
培
っ
て
き
た
人
間
関
係
を
も
っ
と
い
う
点
が
、
寺
院
の
基
盤
を

形
成

・
維
持
し
、
地
域
の
寺
院
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
く

と
い
〉
フ

好
循
環
を
生
む
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
師
が
大
阪
で
院
代
を
勤
め
る
中
で
寺
院
運
営
の
手
法
を
学

ぴ
、
布
教
活
動
に
自
信
を
得
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
手

法
は
、
通
夜
、
棚
経
、
団
参
と
い
っ
た
沖
縄
で
は
剛
染
み
の
簿
い
活

動
を
、
地
域
の
人
々
に
受
け
入
れ
さ
せ
た
下
地
と
な
っ
て
い
る
。
法

要
中
の
引
導
な
ど
を
現
代
語
に
す
る
工
夫
は
、
葬
儀
の
満
足
度
を
向

上
さ
せ
、
次
の
葬
儀
の
依
頼
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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最
後
に
、
寺
院
運
営
に
対
し
て
の
家
族
の
協
力
体
制
が
整
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
寺
庭
婦
人
の
社
交
的
で
明
る
い
性
格
は
寺
院
を
支

え
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
人
を
持
て
な
す
心
か
ら
、
本
堂
に

は
参
詣
者
の
た
め
に
お
茶

・
コ
ー
ヒ
ー
が
常
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

副
住
職
の
真
一
師
は
檀
信
徒
の
聞
で
評
判
が
良
い
と
の
こ
と
で
、
後

継
者
問
題
は
解
決
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
師
は
、
沖
縄
の
宗
教
風
土
に
つ
い
て
「
沖
縄
に
は
古

く
か
ら
の
固
有
の
信
仰
が
あ
り
、
他
の
仏
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
新
興

宗
教
が
入
り
乱
れ
て
い
る
。
ま
た
、
儒
教

・
道
教
に
詳
し
い
知
識
階



級
も
い
る
た
め
、
南
無
阿
弥
陀
仏
に
専
心
さ
せ

そ
れ
だ
け
で
納
得

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
師
は
、

沖
縄
の
祖
先
崇
拝
と
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
仰
を
融
合
さ
せ
て
人
々
に
説

き
、
阿
弥
陀
信
何
が
沖
縄
に
根
付
く
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

* 
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名

・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

(
中
村
憲
司
)
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回
向
寺

l 

歴
史
的
経
緯
と
信
仰
の
概
要

回
向
寺
は
沖
縄
県
南
部
に
後
藤
田
文
生
師
が
開
創
し
た
寺
院
で
あ

る
。
後
藤
田
師
は
、
三
井
船
舶
に
勤
務
し
て
い
た
父
親
の
任
地
で
あ

る
鹿
児
島
に
て
、
昭
和
三
十
二
九
五
五
)
年
に
生
れ
た
。
父
の
転

勤
に
伴
い
、
三
歳
で
神
戸
に
移
っ
た
。
大
阪
電
気
通
信
大
学
高
等
学

校
電
子
工
業
科
に
進
み
、
電
子
計
算
機
を
学
ん
だ
が
、
在
学
中
に

「
機
械
の
こ
と
を
本
当
に
勉
強
す
る
と
し
て
も
、
人
の
心
の
こ
と
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
、
花
園
大
学
文
学
部
社
会
福
祉

学
科
に
入
学
し
た
。
福
祉
を
勉
強
す
る
中
で
、
「
福
祉
と
心
の
つ
な

が
り
に
深
い
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
所
属
し
て
い

た
同
好
会
の
先
輩
の
紹
介
で
、
卒
業
後
に
京
都
市
内
の
社
会
福
祉
法

人
明
光
園
に
就
職
し
た
。
後
に
沖
縄
県
糸
満
市
の
社
会
福
祉
法
人
袋

中
園
の
運
営
に
携
わ
る
川
口
英
常
師
は
、
当
時
明
光
園
の
理
事
長
に

あ
っ
た
。
二
十
八
歳
の
時
、
大
学
の
同
級
生
で
あ
っ
た
沖
縄
県
南
部

出
身
の
現
夫
人
と
京
都
で
結
婚
し
た
。

昭
和
五
八

こ
九
八
三
)
年
二
月
、
袋
中
園
に
移
っ
て
い
た
川
口

英
常
師
の
招
き
か
ら
、
同
園
福
祉
部
長
に
就
任
し
、
沖
縄
で
の
生
活

η
L
 

ワ
u

守
E
A

を
家
族
で
始
め
た
。
同
年
に
は
川
口
師
の
勧
め
も
あ
り
、
偽
教
大
学

通
信
教
育
部
に
入
学
し
、
翌
年
に
は
浄
土
宗
教
師
資
格
を
得
た
。
そ

の
後
、
夫
人
の
実
家
が
あ
る
町
に
自
宅
を
購
入
し
た
が
、

そ
の
頃
か

ら
次
第
に
僧
侶
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
始
め
た
。
袋
中
園
の
同
僚

で
あ
っ
た
光
明
寺
住
職
の
佐
々
木
師
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
後
藤
田

師
の
自
宅
が
あ
る
地
域
に
は
寺
院
が
な
い
こ
と
か
ら
布
教
活
動
を
勧

め
ら
れ
、
平
成
田
こ
九
九
二
)
年
に
自
宅
を
改
装
し
て
実
践
活
動

を
始
め
、
翌
年
に
は
袋
中
園
を
退
職
し
た
。
平
成
十
三
(
二

O
O

ご
年
に
は
、
浄
土
宗
と
包
括
関
係
を
結
ん
で
い
る
が
、
県
か
ら
の



宗
教
法
人
格
は
未
取
得
で
あ
る
。
な
お
回
向
寺
の
山
号

・
院
号

・
寺

号
は
師
僧
の
川
口
英
常
師
が
命
名
し
た
。

2 

寺
院
組
織

後
藤
田
師
は
沖
縄
県
南
部
に
回
向
寺
を
建
立
し
て
以
来
、
地
域
に

根
付
い
た
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
沖
縄
で
は
檀
信
徒
組
織
は
成
立

し
に
く
い
が
、
回
向
寺
に
は
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
寺
庭

婦
人
が
地
元
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
後
藤
田
師
は
地
元
の
子

供
会
設
立
に
尽
力
し
、
か
つ
地
区
区
長
や
小
学
校
P
T
A
会
長
を
務

め
、
地
域
社
会
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
同
師
に

よ
る
と
、
区
長
時
代
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
後
の
寺
院
活
動
に
影

響
し
た
と
い
う
。
回
向
寺
に
は
世
話
人
と
し
て
十
五
名
の
住
民
が
寺

院
と
関
わ
り
、
「
何
か
行
事
を
や
る
と
き
に
は
、
袈
裟
を
着
け
」
て

遠
方
の
那
覇
、
小
禄
、
糸
満
か
ら
来
る
熱
心
な
信
徒
も
い
る
と
い
う
。

ま
た
新
年
の
年
越
し
の
際
に
は
、
修
正
会
を
修
め
る
と
と
も
に
、
約

十
人
の
地
元
住
民
が
飲
食
物
を
持
参
し
て
会
食
を
行
い
、
新
年
を

祝
っ
て
い
る
。
ま
た
月
に
一
回
程
度
、
近
隣
の
人
々
を
集
め
て
食
事

会
を
開
く
な
ど
、
人
々
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
地
域
密
着
型
の
活
動
方
針
と
「
敷
居
の
低
い
寺
院
に
し
た
い
」
と

い
う
後
藤
田
師
の
人
柄
に
起
因
す
る
。
事
実
、
寺
院
に
山
門
が
な
く

敷
地
の
囲
塀
も
人
の
背
丈
の
半
分
で
あ
り
、
人
々
に
聞
か
れ
た
伽
藍

の
外
観
と
な
っ
て
い
る
。

3 

寺
院
の
規
模
と
最
近
の
趨
勢

現
在
、
回
向
寺
の
敷
地
は
二

O
O坪
あ
り
、
建
物
は
堂
庫
裏
一
体

で
三
十
五
坪
あ
る
。
町
内
の
人
で
「
寺
院
用
な
ら
ば
土
地
を
寄
進
し

た
い
」
と
の
あ
る
篤
信
家
か
ら
の
申
し
出
も
あ
り
、
後
藤
田
師
は
地

q
J
 

円，

b

句
E
A

元
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成
十
四
(
二

O
O二
)
年

よ
り
那
覇
市
の
美
容
福
祉
専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

コ
ン

ピ
ュ

l
タ
や
心
理
学
の
講
義
を
担
当
し
、
平
成
十
五

(二

O
O三
)

年
か
ら
は
沖
縄
県
南
部
保
護
区
保
護
司
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

社
会
か
ら
後
藤
田
師
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

4 

宗
教
活
動
の
特
徴

回
向
寺
の
基
本
的
な
活
動
と
し
て
は
、
檀
家
組
織
が
な
い
た
め
に

葬
儀
や
法
事
が
月
々
の
件
数
が
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
平
均
し
て
月
に



件
ほ
ど
の
葬
儀
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
は
葬
儀
社
か
ら
の
依
頼
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
地
鎮
祭
も
月
に
約
三
件
程
度
あ
り
、
主
に
個
人
宅
や

新
規
事
業
の
業
者
の
た
め
に
執
行
さ
れ
る
。
ま
た
「
モ
ア
イ
」
(
沖

縄
独
特
の
習
慣
で
少
人
数
に
よ
る
金
銭
相
互
扶
助
シ
ス
テ
ム

のム一品

合
で
は
、
月
に
二
、
三
回
、
三
分
間
程
度
の
法
話
を
行
な
う
機
会
も

あ
る
。沖

縄
の
宗
教
風
土
に
ち
な
む
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
、
本
土
で
は

行
わ
れ
な
い
よ
う
な
供
養
が
、
ま
れ
に
信
者
な
ど
か
ら
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
遺
族
か
ら
水
死
者
の
追
悼
供
養
を
求

め
ら
れ
た
が
、
故
人
が
溺
れ
死
ん
だ
場
所
を
供
養
し

な
お
か
っ
そ

こ
に
留
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
霊
魂
を
連
れ
て
き
て
欲
し
い
、

と
し〉

う
依
頼
が
あ
っ
た
。
沖
縄
で
は
、
魂
を
移
す
所
為
を
方
言
で
「
タ
マ

シ
イ
ウ
ン
チ
ケ
l
」
と
称
す
る
が
、
師
は
そ
の
依
頼
に
応
じ
て
供
養

し
た
と
い
う
。
ま
た
、
あ
る
人
が
「
最
近
、
娘
の
言
動
が
お
か
し
い

の
で
ち
ょ
っ
と
見
て
欲
し
い
。
娘
に
伺
か
が
懲
い
て
い
る
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
」
と
後
藤
田
師
に
相
談
へ
来
た
。
そ
こ
で
師
は
、

ま
ず

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
依
頼
者
と
そ
の
娘
か
ら
話
を
聞
い
た
。
そ

の
後
は
自
宅
へ
赴
き
、
仏
壇
の
前
で
日
常
勤
行
を
お
こ
な
い
再
び
娘

か
ら
話
を
聞
く
と
、
娘
の
体
は
軽
く
な
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
後
藤
田
師
は
、
沖
縄
は
本
土
と
違
い
、
霊
的
な

も
の
に
敏
感
な
土
地
柄
だ
と
捉
え
た
上
で
、
霊
的
な
存
在
や
感
覚
に

つ
い
て
は
否
定
し
な
い
立
場
に
あ
る
。
た
だ
し
師
は
、

そ
の
様
な
中

に
お
い
て
も
、
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
す
る
。
な
お
「
他
の
霊
的
宗
教
者
(
ユ
タ
や
ノ
ロ
な

ど
)
と
う
ま
く
共
存
し
て
い
く
こ
と
が
、
沖
縄
で
布
教
を
行
な
っ
て

い
く
た
め
に
必
要
」
と
い
う
言
に
も
師
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

5 

今
後
の
展
望

a
q
 

nノ
臼

1
EA
 

後
藤
田
師
の
布
教
活
動
上
の
問
題
は
、
地
元
に
残
る
祖
先
崇
拝
の

観
念
と
阿
弥
陀
信
仰
と
の
結
び
付
け
に
あ
る
。
同
師
に
よ
る
と
、
地

域
の
人
々
は
「
大
事
に
先
祖
を
拝
ん
で
い
る
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
を
拝

む
理
由
が
な
い
」
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
説

い
て
い
く
か
、
現
在
に
お
け
る
布
教
活
動
上
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
い
う
。
な
お
師
は
、
地
域
の
現
況
に
つ
い
て
、
従
来
と
比
較
し
て

「
大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
言
葉
が
挙
げ
ら
れ
る
」
、
「
伝
統
的
な
習

慣
・
風
習
が
世
代
間
で
伝
達
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
指
摘



す
る
。
後
藤
田
師
は
、
こ
れ
ら
の
例
を
挙
げ
つ
つ
、
段
々
と
文
化
や

思
考
が
ヤ
マ
ト
化
(
本
土
化
)

し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、
「
徐
々
に

自
分
の
や
り
方
が
馴
染
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と
の
将
来
へ
の

展
望
を
抱
い
て
い
る
。

* 
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名
・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

(
袋
中
寺
・
袋
中
園
を
除
く
。
)

(
江
島
尚
俊

・
大
津
広
嗣
)
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観
音
寺

歴
史
的
経
緯

観
音
寺
は
平
成
十
(
一
九
九
八
)
年
、
宮
里
哲
道
師
に
よ
り
沖
縄

県
本
島
中
部
に
開
創
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
宮
里
師
は
昭
和
十
六

ご
九
四
二
年
、
沖
縄
県
北
部
で
六
人
兄
弟
の
末
子
と
し
て
生
れ

た
。
師
が
九
歳
の
時
に
父
が
他
界
し
、

そ
の
後
は
母
に
育
て
ら
れ
た
。

朝
鮮
戦
争
の
軍
需
景
気
に
よ
っ
て
都
市
部
で
雇
一
周
が
拡
大
し
た
た
め

師
が
小
学
校
を
卒
業
し
た
直
後
の
昭
和
二
十
九
二
九
五
四
)
年
、

家
族
は
那
覇
市
に
引
越
を
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
設
立
さ
れ
た
ば
か

り
の
ラ
ジ
オ
沖
縄
に
入
社
し
た
。
高
校
三
年
の
と
き
に
第
二
級
無
線

技
術
土
の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、
こ
の
技
術
を
生
か
し
た
い
と
の

理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
七
二
九
六
二
)
年
に

琉
球
電
信
電
話
公
社
(
現
N
T
T
西
日
本
)

に
転
職
し
た
。

師
が
三
十
二
歳
の
と
き
、
母
が
他
界
し
た
。
こ
の
こ
と
が
宮
里
師

の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
母
の
死
に
際
し
て
、
大

き
な
衝
撃
を
受
け
る
と
共
に
、
現
世
へ
の
無
常
を
感
じ
た
と
い
う
。

ま
た
「
心
に
ぽ
っ
か
り
と
聞
い
た
穴
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
師
を
仏
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道
に
入
ら
し
め
た
も
っ
と
も
大
き
な
動
機
で
あ
っ
た
。
母
の
死
か
ら

三
年
後
、
偶
然
に
も
新
聞
広
告
で
悌
教
大
学
の
通
信
講
座
に
よ
っ
て

仏
教
を
学
べ
る
こ
と
を
知
り
、

い
ま
だ
心
に
く
す
ぶ
っ
て
い
た
問
い

に
何
ら
か
の
回
答
を
得
る
べ
く
、
通
信
講
座
で
仏
教
学
を
専
攻
し
た
。

そ
の
後
、
「
自
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
実
際
の
行
動
を
も
っ
て
何
か
の

役
に
立
て
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
実
践
仏
教
の
加
行
課
程

に
進
む
こ
と
を
決
意
す
る
。
仕
事
を
続
け
な
が
ら
の
通
信
講
座
で
あ

っ
た
た
め
順
調
に
は
進
ま
ず
、
中
途
退
学
を
考
え
た
こ
と
も
あ

っ
た

が
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
た
め

八
年
間
を
か
け
て
講
座
を
修
了



し
た
。
昭
和
五
十
八
ご
九
八
三
)
年
に
加
行
を
受
け
て
、
浄
土
宗

教
師
資
格
を
取
得
し
た
。

教
師
資
格
取
得
直
後
よ
り
、
知
人
か
ら
の
紹
介
で
法
事
を
依
頼
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
当
時
は
僧
侶
を
本
業
と
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
務
を
重

ね
、
そ
の
な
か
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
増
え
て
く
る
に
従
い
、
僧
侶

と
し
て
専
念
す
る
決
意
に
至
り
、

N
T
T
西
日
本
を
退
職
し
た
。
ま

た
、
こ
の
頃
よ
り
寺
院
建
立
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
十
(

九
九
八
)
年
二
月
、
現
在
の
本
堂
と
庫
裏
を
建
立
し
、
同
年
十
二
月

に
は
浄
土
宗
と
包
括
関
係
を
結
ん
だ
。

平
成
十
六
(
二

O
O四
)
年
三
月
の
段
階
に
お
い
て
、
観
音
寺
は

宗
教
法
人
の
認
証
は
受
け
て
い
な
い
が
、
将
来
的
に
は
認
証
を
受
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

観
音
寺
の
教
師
数
は
二
名
で
あ
る
。
住
職
で
あ
る
宮
里
哲
道
師
の

ほ
か
、
長
男

・
哲
生
師
が
副
住
職
と
し
て
在
住
し
て
い
る
。
哲
生
師

は
、
時
間
的
余
裕
が
あ
る
際
に
は
、
袋
中
寺
へ
法
要
出
仕
を
行

っ
て

い
る
。沖

縄
の
他
寺
院
と
同
様
、
観
音
寺
に
は
檀
信
徒
組
織
は
存
在
し
な

ぃ
。
平
成
十
年
に
本
堂
を
建
設
し
て
か
ら
は
、
以
前
に
較
べ
て
近
隣

の
人
々
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
ま
だ

数
は
少
な
く
、
し
か
も
流
動
的
で
あ
る
と
い
う
。
葬
儀
や
法
事
を
契

機
に
縁
を
結
ん
だ
と
し
て
も

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
一
過
性
の
結

び
つ
き
で
し
か
な
い
。
檀
信
徒
組
織
の
制
度
化
は
宮
里
師
の
最
た
る

希
望
で
あ
り
、
現
在
、
年
に
一
度
、
現
本
堂
の
建
立
に
携
わ

っ
た
人

た
ち
二
十
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
会
合
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
人

円，eつU
噌

Eム

た
ち
を
中
心
と
し
て
檀
信
徒
組
織
を
形
成
で
き
れ
ば
と
宮
里
師
は
考

え
て
い
る
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
儀

・
法
事

基
本
的
に
葬
儀
は
葬
祭
業
者
を
仲
介
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
の
法
事
は
、
喪
家
か
ら
直
接
依
頼
を
う
け
る
こ
と
が
多
い
。

②
年
間
行
事

元
日
一に
は
修
正
会
を
行
っ
て
い
る
。
近
隣
の
人
約
三
十
人
を
集
め



カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
形
式
に
新
年
を
迎
え
る
の
だ
が
、
新
年
を
迎
え
る

と
す
ぐ
に
修
正
会
を
開
始
す
る
。
正
月
末
に
は
御
忌
を
行
う
。
こ
の

御
思
に
お
い
て
は
、
法
然
上
人
だ
け
で
な
く
、
袋
中
上
人
の
思
日
法

要
を
合
わ
せ
た
形
で
法
要
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
正
月
中
に
は
企

業
か
ら
の
依
頼
で
年
始
式
を
勤
め
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
際
に
は

観
音
寺
か
ら
阿
弥
陀
如
来
像
を
式
会
場
に
移
し
、
鏡
餅
と
な
ら
べ
て
、

安
全
祈
願
や
商
売
繁
盛
、
社
運
隆
盛
な
ど
を
祈
願
す
る
。
三
月
は
彼

岸
会
を
行
っ
て
い
る
。
二

O
O四
(
平
成
十
六
)
年
か
ら
は
、

四
月

に
花
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
沖
縄
慰
霊
の
日
で
あ
る
六
月
二

十
三
日
に
は
地
域
公
民
館
の
慰
霊
碑
前
に
て
、
戦
没
者
慰
霊
祭
の
導

師
を
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
勤
め
て
い
る
。

八
月
に
は
棚
経
参
り
を
行

ぃ
、
九
月
に
は
秋
の
彼
岸
会
を
行
う
。
施
餓
鬼
会
や
十
夜
法
要
な
ど

は
行
っ
て
い
な
い
。

③
特
徴
的
活
動

平
成
元
こ
九
八
九
)
年
九
月
か
ら
、
葉
書
に
よ
る
伝
道
を
始
め

た
。
住
職
自
ら
が
撮
影
し
た
風
景
な
ど
を
裏
面
に
印
制
し
、
法
話
を

書
き
添
え
て
地
域
の
老
人
会
の
方
々
、
会
社
の
仲
間
、
な
ど
縁
の
あ

る
人
た
ち
に
郵
送
し
て
き
た
。
こ
の
活
動
は
平
成
十

(
一
九
九

九
)
年
の
本
堂
落
慶
ま
で
約
十
年
間
続
け
ら
れ
、

そ
の
数
は
百
二
十

通
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

地
域
に
根
ざ
し
た
寺
院
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
宮
里
師
は
地
元
地
区
で
行
わ
れ
る
通
夜
に
は
必
ず
赴
く
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま
た
老
人
会
で
の
法
話
も
年
に
二
回
ほ
ど
行
っ
て

い
る
。

4 

今
後
の
展
望

観
音
寺
で
は
、
浄
土
宗
布
教
資
料

「葬
儀
の
意
義
と
心
得
」
を
無
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料
配
布
し
て
い
る
が
、
特
に
参
拝
の
人
々
か
ら
の
評
判
が
良
い
と
い

ぅ
。
こ
れ
は
、
「
葬
儀
の
意
義
や
作
法
な
ど
が
親
か
ら
子
へ
と
伝
達

さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
証
拠
だ
」
と
宮
里
師
は
分
析
す
る
。
こ

の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、
浄
土
宗
の
教
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
葬
儀
や
法

事
で
縁
の
出
来
た
人
々
に
対
し
て
は
、
浄
土
宗
式
の
法
要
の
や
り
方

を
な
る
べ
く
勧
め
る
よ
う
に
し
て
お
り

そ
の
活
動
を
通
し
て
一
過

性
で
は
な
い
縁
を
作
っ
て
い
こ
う
と
試
み
て
い
る
。
先
述
の
様
に

宮
里
師
は
地
域
で
の
社
会
活
動
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
地



域
に
役
立
つ
寺
院
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
人
が

集
う
場
の
創
造
と
い
う
こ
と
で
、
老
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
寺

院
を
提
供
す
る
こ
と
、
観
音
寺
を
エ
イ
サ
l
祭
り
の
中
心
と
し
て
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
寺
で
様
々
な
催
し
物
を
行
う
計
画
を
立
て

て
い
る
。

* 
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名

・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

(
江
島
尚
俊
)
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極
楽
寺

l 

極
楽
寺
の
歴
史
的
経
緯
と
比
嘉
師
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

極
楽
寺
は
、
平
成
十
五

二
O
O三
)
年
、
沖
縄
本
島
中
部
(
那

覇
よ
り
北
に
約
三
十
キ
ロ
)
に
、
比
嘉
俊
英
師
が
開
基
し
た
寺
院
で

あ
る
。
比
嘉
師
は
、
昭
和
六
十

ご
九
八
六
)
年
、
沖
縄
中
部
地

域
の
布
教
活
動
を
行
な
う
た
め
、
本
島
中
部
の
自
宅
に
「
袋
中
寺
布

教
所
」
を
開
設
し
て
布
教
活
動
を
開
始
し
、

そ
れ
以
降
、
十
七
年
間

に
わ
た
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
布
教
活
動
を
続
け
た
。
平
成
十
五

(二
O
O三
)
年
、
袋
中
寺
布
教
所
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
場
所
に
極

楽
寺
を
開
基
し
、
宗
教
活
動
の
中
心
拠
点
を
極
楽
寺
に
移
す
。
平
成

十
五

二
O
O三
)
年
六
月
、
沖
縄
市
は
浄
土
宗
の
圏
内
開
教
指
定

地
域
に
指
定
さ
れ
、
比
嘉
師
は
圏
内
開
教
使
に
任
命
さ
れ
た
。

比
嘉
師
は
昭
和
二
十
五

(
一
九
五

O
)
年
、
沖
縄
県
島
尻
郡
大
里

村
に
生
れ
る
。
沖
縄
県
内
の
高
校
を
卒
業
し
た
後
、
都
内
の
大
学
の

法
学
部
を
卒
業
す
る
。
そ
の
後
に
沖
縄
に
戻
り
、
不
動
産
会
社
勤
務

を
経
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
に
就
職
す
る
。
こ
こ
で
多
く
の
お

年
寄
り
の
死
を
目
前
に
し
て
、
死
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
「
不
思
議
な
現
象
」
を
体
験
し
た
。
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」
の
よ
う
な
経
験
を
経
る
う
ち
に
、
あ
の
世
の
存
在
を
意
識
す
る

よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
と
同
時
に
、
仏
教
に
対
す
る
関
心
が

高
ま

っ
て
い
き
、
僧
侶
に
な
り
た
い
と
の
決
意
に
い
た
り
、
袋
中
寺

の
住
職
(
当
時
)

で
あ
る
近
藤
泰
雄
師
と
師
弟
の
縁
を
結
び
、
昭
和

五
十
七

ご
九
八
二
)
年
、
例
教
大
学
通
信
教
育
部
仏
教
学
科
に
入

学
、
加
行
課
程
を
併
習
し
た
。
昭
和
六

O
(
一
九
八
五
)
年
に
浄
土

宗
教
師
資
格
を
得
て
、
翌
年
の
昭
和
六
十

二
九
八
六
)
年
に
本

格
的
に
布
教
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
極
楽
寺
は
浄
土
宗
と
の
包
括
関
係
を
持
っ
た
寺
院
で
あ
る



が
、
宗
教
法
人
認
証
は
ま
だ
受
け
て
い
な
い
。

7 

寺
院
組
織
と
規
模

教
師
は
比
嘉
師
一
人
で
あ
る
。
極
楽
寺
に
て
法
務
を
勤
め
る
か
た

わ
ら
、
自
宅
で
地
域
の
人
々
の
相
談
事
に
応
じ
、
ご
縁
を
結
ぶ
よ
う

に
努
力
し
て
い
る
。

極
楽
寺
の
信
徒
組
織
は
二
十
名
余
り
の
小
規
模
な
組
織
で
あ
る
が
、

信
徒
数
を
増
や
す
よ
う
日
夜
努
力
を
し
て
い
る
。

8 

宗
教
活
動
の
特
徴

宗
教
活
動
の
特
徴
は
、

葬
儀
や
法
事
を
執
行
す
る
以
外
に
、
身
上

相
談
を
基
本
と
し
た
布
教
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
以

下
に
①
葬
儀

・
法
事

②
身
上
相
談

③
そ
の
他

と
分
け
て
そ
の

詳
細
を
記
述
す
る
。

①
葬
儀

・
法
事

葬
儀
の
年
間
件
数
は
、
五
十

1
七
十
件
で
あ
る
。
葬
儀
を
執
行
す

る
場
所
は
、

主
に
依
頼
者
宅
と
葬
祭
場
で
あ
る
(
依
頼
者
宅
が
四
割
、

葬
祭
場
が
六
割
)
。
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
檀
信
徒
制
度
が
ほ
ぼ
存

在
し
な
い
た
め
、
葬
儀
の
主
導
権
は
葬
祭
業
者
が
持
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
葬
祭
業
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
葬
儀
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

極
楽
寺
の
近
隣
地
区
に
も
葬
祭
業
者
の
ホ

1
ル
が
あ
る
こ
と
か
ら

葬
祭
業
者
と
の
共
存
関
係
に
は
配
慮
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
本
堂
に

お
い
て
葬
儀
は
執
行
し
な
い
と
い
う
。

②
身
上
相
談

比
嘉
師
の
宗
教
活
動
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
身
上

相
談
を
基
本
と
し
た
布
教
活
動
で
あ
る
。
極
楽
寺
で
は
、
毎
週
月
曜

日
に
「
月
曜
会
」
と
い
う
身
上
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。
あ
く
ま

今

J
1
E
ム

で
も
布
教
活
動
の
一
環
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
る
の
で
、
相
談
に

よ
る
謝
礼
は
受
け
取
ら
ず
、
茶
代
と
し
て
百
円
を
徴
収
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
通
常
の
参
加
は
五

ー
六
人
程
度
で
あ
る
。
相
談
に
来
る
人
の
七
割
程
度
が
女
性
で
、
年

齢
層
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
相
談
者
は
沖
縄
本
島
全
域
か
ら
や
っ
て

く
る
。
全
体
の
相
談
者
の
三
割
程
度
が
複
数
回
相
談
に
来
た
こ
と
の

あ
る
、

い
わ
ゆ
る
常
連
で
あ
り

そ
の
常
連
か
ら
の
口
コ
ミ
に
よ
っ

て
、
新
た
な
相
談
者
が
や

っ
て
く
る
場
合
が
多
い
。

具
体
的
な
相
談
内
容
は
、
沖
縄
の
民
間
信
仰
に
根
ざ
し
た
相
談
事



も
あ
り
、
祖
先
祭
配
の
継
承
に
関
す
る
相
談
(
長
男
が
死
亡
し
た
場

合
や
継
承
す
べ
き
男
子
が
い
な
い
場
合
な
ど
て
結
婚
に
ま
つ
わ
る

相
談
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。

例
外
的
に
、
依
頼
者
と
一
緒
に
依
頼
者
居
住
地
附
近
の
拝
所
へ
行

き
、
沖
縄
で
の
伝
統
的
な
拝
み
を
行
な
う
な
ど
、
沖
縄
に
伝
わ
る
古

く
か
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
解
決
に
あ
た
る
場
合
も
あ
る
。

③
そ
の
他

比
嘉
師
は
、
沖
縄
の
人
び
と
が
受
け
入
れ
易
い
仏
教
行
事
を
模
索

し
、
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成
十
六
(
ニ
O
O

四
)
年
四
月
、
地
域
住
民
な
ど
約
五
十
人
を
招
待
し
て
、
花
祭
り
を

開
催
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
エ
イ
サ
l
の
出
発
地

・
到
着
地
を
極
楽

寺
に
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
た
い
と
し
、
沖
縄
の
宗
教
伝
統
と

仏
教
寺
院
を
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
比
嘉
師
の
宗
教
活
動
の
特
徴
は
、
沖
縄
の
宗
教
文

化
の
原
点
で
あ
る
祖
先
祭
杷
を
重
視
し
て
い
る
点
、

ま
た
、
沖
縄
の

宗
教
伝
統
と
浄
土
宗
の
宗
義
と
の
調
和

・
共
存
を
図
り
な
が
ら
、
沖

縄
の
人
々
の
宗
教
的
ニ

l
ズ
に
応
え
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
だ
ろ

つ。

9 

今
後
の
展
望

将
来
的
に
は
納
骨
堂
を
つ
く
る
な
ど
し
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る

寺
院
に
す
る
こ
と
が
当
面
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
。

近
年
、
沖
縄
に
お
い
て
は
核
家
族
化
が
進
む
な
ど
し
、
地
縁
や
血

縁
に
よ
る
つ
な
が
り
が
薄
ま
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
都
市
化
が
す
す
み
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄

の
宗
教
伝
統
、
特
に
祖
先
崇
拝
は
変
化
を
し
て
な
い
し
今
後
も
変
化

し
な
い
だ
ろ
う
、

η〆
u

q
J
 

唱
E
A

と
比
嘉
師
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
沖
縄
の

宗
教
伝
統
を
大
切
に
し
た
う
え
で
、
地
域
と
共
存
し
、
浄
土
宗
に
根

ざ
し
た
布
教
を
す
る
こ
と
を
、
比
嘉
師
は
目
指
し
て
い
る
。

* 
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名

・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

(
袋
中
寺
を
除
く
。
)

(
名
和
清
隆
)



大
雲
院

宗
派

-
臨
済
宗
妙
心
寺
派

2 

本
尊

-
千
手
観
音

3 

歴
史
的
経
緯
と
信
仰
の
概
要

大
雲
院
は
、
那
覇
市
東
部
に
あ
る
首
里
城
を
中
心
と
す
る
首
里
台

地
の
西
端
の
丘
に
所
在
す
る
。
琉
球
王
国
は
十
四
世
紀
か
ら
対
外
交

易
に
よ
っ
て
繁
栄
す
る
が

そ
の
繁
栄
の
頂
点
と
な
っ
た
の
は
、
十

五
世
紀
後
半
、
尚
真
王
の
治
世
(
一
四
七
七
1

一
五
二
六
)
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。
時
の
国
王
、
尚
真
王
が
こ
の
地
に
遊
覧
し
た
際
、

の
治
世

・
国
の
繁
栄
を
祝
う
万
歳
の
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
丘
を
「
万
歳
山
嶺
」
と
称
し
、

一
四
九
七
年
、
頂
上
に
丘
の
景

勝
を
讃
え
る
「
万
歳
嶺
紀
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

一
六

O
九
年
薩
摩
藩
が
琉
球
に
侵
略
し

一
六
二
年
に
琉
球
は

薩
摩
藩
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
ハ
一
七
年
、
後

に
王
と
な
る
尚
登
が
国
質
と
し
て
薩
摩
に
行
く
際
、
父
で
あ
る
尚
久

は
息
子
の
無
事
な
帰
国
を
万
歳
嶺
に
て
祈
願
し
た
。
そ
の
願
い
が
叶

っ
た
こ
と
を
感
謝
し
、

内
べ

d

内
《

d

司

E
i

二
ハ
一
八
年
に
万
歳
嶺
の
中
腹
に
千
手
観
音

像
を
奉
じ
観
音
堂
を
建
立
す
る
と
と
も
に
、
万
歳
嶺
の
南
に
大
雲
院

を
建
立
し
た
。
開
山
は
首
里

・
円
覚
寺
の
徳
庵
禅
師
こ
説
に
は
徳

自
主
禅
師
)

で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
観
音
堂
は
航
海
安
全
を
祈
る
場
所

と
し
て
信
仰
を
集
め
た
。
江
戸
期
に
は
官
寺
と
し
て
庇
護
を
受
け
、

王

歴
代
の
王
が
江
戸
な
ど
に
参
る
と
き
に
は
、
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る

た
め
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
。

昭
和
初
期
に
大
雲
院
は
観
音
堂
内
に
移
動
す
る
。
第
二
次
世
界
大

戦
で
の
沖
縄
戦
に
お
い
て
観
音
堂
は
焼
失
、
万
歳
嶺
紀
の
碑
も
破
壊

さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
六
(
一
九
五
ご
年
に
は
元
の
場
所
に
観
音



堂
が
再
建

ま
た
昭
和
五
十
五

ご
九
八

O
)
年
に
は
万
歳
嶺
の
頂

上
付
近
を
削
り
、
現
在
地
に
建
立
さ
れ
た
。

住
職
は
、

四
年
ご
と
の
輪
番
制
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
二
九

五
)
年
以
降
は
沢
田
家
が
住
職
を
勤
め
て
い
る
。

現
住
職
で
あ
る
沢
田
龍
海
師
は
沢
田
家
三
代
目
で
あ
り
、
大
雲
院

第
二
十
八
世
の
住
職
で
あ
る
。

4 

寺
院
組
織

沖
縄
に
お
い
て
古
い
歴
史
と
最
大
の
寺
院
数
を
有
す
る
、
臨
済
宗

妙
心
寺
派
に
属
す
る
宗
教
法
人
で
あ
る
。
住
職
の
実
弟
が
副
住
職
を

つ
と
め
て
お
り
、
現
在
の
教
師
数
は
二
名
で
あ
る
。
ま
た
、
住
職
の

法
嗣
は
、
平
成
十
七
(
二

O
O五
)
年
に
埼
玉
県
平
林
寺
専
門
道
場

で
の
修
行
を
終
え
大
雲
院
に
戻
る
予
定
で
あ
り
、
戻
っ
た
際
に
は
副

住
職
に
就
任
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

平
成
十
三
(
二

O
O
二

年
十
二
月
、
糸
満
に
大
雲
院
分
院
を
建

立
し
た
。
平
成
十
七
(
二

O
O五
)
年
に
は
分
院
を
独
立
法
人
と
す

る
予
定
で
あ
り
、
現
在
の
副
住
職
に
住
職
を
任
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

5 

寺
院
の
規
模
と
最
近
の
趨
勢

臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
は
、
信
徒
を
本
山
に
登
録
す
る
制
度
が
あ
る
。

信
徒
が
寺
院
を
通
じ
て
年
間
費
を
納
め
る
か
わ
り
に
、
信
徒
が
台
風

な
ど
で
被
災
し
た
際
に
は
、
本
山
か
ら
見
舞
金
が
出
る
。
大
雲
院
が

信
徒
と
し
て
本
山
に
登
録
し
て
い
る
の
は
二
十
五
人
で
あ
る
。

6 

宗
教
活
動
の
特
徴

葬
儀
は
、
年
間
四
十

1
六
十
件
で
あ
る
。
直
接
喪
家
か
ら
の
依
頼

に
よ
る
葬
儀
は
二
割
程
度
、
残
り
の
八
割
は
葬
祭
業
者
か
ら
の
依
頼

a
A
T
 

q
J
 

t
i
 

に
よ
る
葬
儀
で
あ
る
。
葬
儀
を
執
行
す
る
場
所
は
、
寺
と
葬
祭
場
と

の
半
々
程
度
で
あ
る
が
、
喪
家
の
自
宅
に
て
の
葬
儀
も
年
間
二

1

件
は
あ
る
と
い
う
。

法
事
は
、
追
善
供
養
の
ほ
か

お
放
い
の
依
頼
が
多
い
。
車
の
お

紋
い
が
年
間
二

O
O件
、
地
鎮
祭
が
月
に
数
件
、

ほ
か
病
気
平
癒
や

ホ
テ
ル
や
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
の
お
放
い
も
年
間
数
件
の
依
頼
を
受
け

て
い
マ
令
。

大
雲
院
に
て
現
在
行
っ
て
い
る
年
間
行
事
は
、
初
詣

・
修
正
会
、

観
音
例
祭
(
旧
暦
一
月
十
八
日

・
五
月
十
八
日

・
九
月
十
八
日



春
秋
彼
岸
、
花
祭
り
、
年
二
回
の
法
話
会
、
月
二
回
の
ご
詠
歌
の
会

な
ど
で
あ
る
。

大
雲
院
の
宗
教
活
動
の
特
徴
は
、
以
下
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ

っ。①
檀
信
徒
組
織
形
成
の
推
進

沖
縄
の
仏
教
が
本
土
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
檀
信
徒
制
度
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
雲
院
で
は
、
本
山
か
ら
の
働
き

か
け
も
あ
っ
て
、
昭
和
五
十
年
代
よ
り
檀
信
徒
の
組
織
化
、

お
よ
び

宗
派
意
識
の
植
え
付
け
を
計
っ
て
き
た
。
檀
信
徒
の
組
織
化
を
進
め

る
た
め
に
、
ご
詠
歌
の
会
で
あ
る
「
花
園
会
」
の
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
。
月
二
回
の
練
習
に
は
十
五
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
各

行
事
の
際
に
は
詠
唱
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
と
い
う
。

ほ
か
に
、
沖
縄
県
仏
教
会
主
催
の
花
祭
り
な
ど
の
行
事
に
信
徒
を

参
加
さ
せ
る
、
京
都
の
妙
心
寺
へ
の
団
参
(
妙
心
寺
派
沖
縄
教
区
主

催
)
に
毎
年
参
加
す
る
な
ど
、
宗
派
意
識
を
植
付
け
な
が
ら
の
檀
信

徒
組
織
の
形
成
を
進
め
て
い
る
。

②
積
極
的
布
教

沢
田
師
は
、
仏
教
の
教
え
を
伝
え
る
機
会
を
よ
り
多
く
設
け
よ
う

と
努
め
て
い
る
。
日
常
の
葬
儀
や
法
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く

の
人
が
集
ま
る
修
正
会
や
観
音
例
祭
と
い
う
機
会
に
、
法
話
を
行
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
土
よ
り
布
教
師
を
呼
ぴ
、
年
二
回
(
五
月
、

十
月
実
施
)
の
法
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。

四
十

1
五
十
歳
代
の
社

年
層
を
中
心
と
し
て
六
十

1
七
十
人
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
沢
田
師
は
「
般
若
の
会
」
の
講
師
を
勤
め
て
い

る
。
「
般
若
の
会
」
と
は
、
「
寺
の
中
で
な
く
、
多
く
の
人
が
も
っ
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
聞
け
る
場
で
仏
教
を
説
こ
う
」
と
の
目
的
で
、
昭

和
六
十
(
一
九
八
五
)
年
に
那
覇
市
の
輿
禅
寺
住
職

・
崎
山
崇
源
師
、

p
h
d
 

q
J
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護
国
寺
住
職

・
名
幸
芳
章
師
ら
が
中
心
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
会
で

あ
る
。
現
在
は
那
覇
市
内
の
喫
茶
店
に
て
、
毎
週
水
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。
沢
田
師
は
二
ヶ
月
に
一
度
ほ
ど
講
師
を
勤
め
る
が
、

そ

の
際
に
は
、
家
庭
問
題
、
現
代
人
の
生
き
が
い
、
職
場
の
人
間
関
係

な
ど
、
実
生
活
に
即
し
た
内
容
で
の
法
話
を
行
な
う
よ
う
に
し
て
い

る
と
い
う
。

③
本
土
式
仏
教
習
俗
の
導
入

沖
縄
に
は
、
追
善
供
養
の
た
め
に
塔
婆
を
建
立
す
る
風
習
は
元
来

存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
大
雲
院
に
お
い
て
は
、
喪
家
の
家
に
て
法



要
を
勤
め
る
際
に
は
、
書
初
め
用
紙
を
縦
半
分
に
切
っ
た
紙
に
戒
名

を
書
い
た
も
の
(
「
紙
塔
婆
」
と
呼
ぶ
)
を
仏
壇
に
貼
っ
て
法
要
を

勤
め
て
い
る
。
法
要
後
に
は
焚
き
上
げ
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
れ
は
、
先
代
住
職
が
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。

④
沖
縄
の
信
何
習
俗
と
の
共
存

大
雲
院
は
、
沖
縄
の
民
間
習
俗
で
あ
る
「
首
里
十
二
ヵ
所
巡
り
」

の
拝
所
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
習
俗
は
、

一
般
に
は
「
十
二
ヵ
所
ウ

ー
マ
イ
(
御
廻
り
ご
と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
お
り
、
祈
願
者
の
干

支
(
生
ま
れ
年
)

に
あ
わ
せ
て
、
守
り
本
尊
の
あ
る
寺
院
に
詣
で
、

祈
願
を
す
る
習
俗
で
あ
る
。
守
り
本
尊
は
、
子
が
千
手
観
音
、

丑

寅
が
虚
空
菩
薩
、
卯
が
文
殊
菩
薩
、
辰

・
巳
が
普
賢
菩
薩
、
午
が
勢

至
菩
薩
、
未

・
申
が
大
日
如
来
、
酉
が
不
動
明
王
、
成

・
亥
が
阿
弥

陀
如
来
で
あ
る
。
現
在
、
守
り
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
寺
院
は

大
雲
院
の
ほ
か
、
安
国
寺

・
西
来
院

・
盛
光
寺
で
あ
り
、
大
雲
院
で

は
、
十
二
支
の
う
ち
の
子

・
丑

・
寅

・
辰

・
巳

・
午
の
守
り
本
尊
を

杷
っ
て
い
る
。

祈
願
の
内
容
は
、
健
康
祈
願
が
多
い
が
、
他
に
祖
先

の
供
養
、
年
忌
焼
香
、
墓

・
位
牌
の
移
動
や
家
の
新
築
や
引
越
し
に

伴
う
祈
願
、
ま
た
、
家
を
継
ぐ
べ
き
人
(
長
男
)
以
外
が
相
続
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
災
い
を
解
消
す
る
た
め
の
、
グ
ワ
ン
ス
タ
ダ

シ

(
元
祖
正
し
て

ニL

な
ど
多
様
で
あ
る
。
参
拝
者
の
な
か
に
は

タ
を
伴
い
祈
願
を
す
る
人
も
多
い
。
沢
田
師
は
誰
に
で
も
ど
の
よ
う

な
信
何
を
持
っ
た
人
に
で
も
、
寺
の
門
戸
を
開
放
す
る
と
い
う
立
場

を
と
っ
て
い
る
た
め

ユ
タ
の
活
動
に
関
し
て
は
否
定
も
肯
定
も
せ

ず
、
観
音
堂
内
部
で
ユ
タ
が
拝
み
を
行
な
っ
て
い
て
も
構
わ
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

7 

今
後
の
展
望

po 
q《
d

1
i
 

沖
縄
の
人
々
は
、
「
首
里
十
二
ヵ
所
巡
り
」
の
よ
う
な
、
沖
縄
独

特
の
信
仰
習
俗
や
葬
送
儀
礼
に
は
興
味
が
あ
る
が
、
仏
教
の
教
え
自

体
に
は
興
味
が
少
な
い
、

と
沢
田
師
は
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
雲
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
法
話
会
に
は
、
毎
回
六
十

ー
七
十
人
が
参
加
し
、
参
加
者
の
年
齢
層
は
四
十

i
五
十
歳
代
と
い

う
社
年
層
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
講
師
を
つ
と
め
る
「
般
若
の
会
」

に
お
い
て
も
、
大
学
生
な
ど
の
若
者
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
「
全
体
数
は
未
だ
少
な
い
が
、
情
報
化
社
会
に
よ
り
知

的
関
心
の
強
い
人
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
急
速
に
で
は
な
い
が
仏



教
の
教
え
を
理
解
す
る
人
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
沢
田
師

は
考
え
て
い
る
。

* 
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名

・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

(
名
和
清
隆
)

執
筆
者

鷲
見
定
信

武
田
道
生

名
和
清
隆

大
津
広
嗣

江
島
尚
俊

中
村
憲
司

(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

・
大
正
大
学
助
教

授
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
助
手
)

(
大
正
大
学
大
学
院
宗
教
学
専
攻
博
士
課
程
)

(
大
正
大
学
大
学
院
宗
教
学
専
攻
博
士
課
程
)

(
大
正
大
学
大
学
院
宗
教
学
専
攻
博
士
課
程
)

η
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平

成

15 

年

度

研

究

活

動

報

告
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浄
土
宗
義
と
現
代
・
①
浄
土
教
比
較
論
ー

は
じ
め
に
|
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
成
の
経
緯
|

平
成
二
十
三
年
に
厳
修
さ
れ
る
宗
祖
法
然
上
人
八

O
O年
大
遠
忌

を
控
え
、
浄
土
宗
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
大
遠
思
記
念
事
業
が
立
案

・
計

画
さ
れ
、
順
次
実
施
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
記
念
事
業
の
中
、
宗
務

当
局
か
ら
総
合
研
究
所
へ
諮
問
さ
れ
た
事
業
の
一
つ
に
、
か
ね
て
よ

り
の
懸
案
で
あ
る
「
『浄
土
宗
大
辞
典
」
の
点
検
作
業
」
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
総
合
研
究
所
の
「
浄
土
教
比
較

論
」
中
に
、
こ
の
事
業
を
組
み
入
れ
、
新
た
に
ス
タ
ッ
フ
を
編
成
し
、

「
「浄
土
宗
大
辞
典
』
点
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
る
運
び
と
な
り
、

本
年
で
二
年
目
の
活
動
に
入
っ
て
い
る
。

研
究
意
図

昭
和
四
十
九
年
、
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

『浄
土
宗
大
辞

『
浄
土
宗
大
辞
典
』

の
点
検
|

林

田

康

JI買

典
』
(
以
下
、

『大
辞
典
』
と
記
す
)
初
版
第
一
巻
が
発
行
さ
れ
て
以

来
、
お
よ
そ
四
半
世
紀
が
経
過
し
た
(
昭
和
五
十

一
年

・
第
二
巻
発

行
、
昭
和
五
十
五
年

・
第
三
巻
発
行
、
昭
和
五
十
七
年

・
第
四

別
)
巻
発
行
)
。
そ
の
後
、
浄
土
宗
学

・
仏
教
学

・
史
学
を
は
じ
め

-140一

と
す
る
学
問
研
究
は
長
足
の
進
展
を
示
し
、
あ
る
い
は
、
宗
宝
や
各

種
文
化
財
の
指
定
(
解
除
も
含
め
て
新
出
資
料
の
発
見
、
市
町
村

合
併
に
伴
う
住
居
表
示
の
変
更
な
ど
、

『大
辞
典
』
記
載
事
項
に
改

訂

・
増
補
を
望
む
声
は
日
増
し
に
高
ま
り

か
っ
、
多
岐
に
及
ん
で

い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

そ
れ
ら
多
方
面
か
ら
の
声
を
踏
ま
え

そ
の
基
礎
作
業
と
し
て

『大
辞
典
」
の
点
検
作
業
を
進
め
る
も
の
で

あ
る
。こ

う
し
た
点
検
作
業
は
、
最
終
的
に
は

「新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
」

以
下
、

『新
纂
大
辞
典
」
と
記
す

の
発
刊
を
目
指
し
て
い
る
。
無



論
、
現
今
の
出
版
を
取
り
巻
く
環
境
、
頒
布

・
販
売

・
検
索
の
便
宜

な
ど
を
鑑
み
、

「新
纂
大
辞
典
」
の
電
子
化
も
視
野
に
入
れ
て
作
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「新
纂
大
辞
典
」
の
発

刊
は

一
層
の
教
学
振
興
を
促
し
、
布
教
施
策
の
一
助
と
な
る
で
あ

λ
J
Aノ
。

た
だ
、

『大
辞
典
」
が
存
在
す
る
と
は
い
え

そ
れ
を
全
面
的
に

改
訂

・
増
補
し
、
加
え
て
、
「
新
纂
大
辞
典
」
を
発
刊

・
販
売
す
る

と
い
う
一
連
の
膨
大
な
作
業
が
、
短
期
間
で
完
了
す
る
は
ず
も
な
く

一
宗
を
挙
げ
て
の
綿
密
な
調
査
、
慎
重
な
討
議
、
複
雑
な
事
務
が
必

要
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

十
六
年
二
月
二
十
七
日
、
浄
土
宗
内
の
学
識
経
験
者
が
招
聴
さ
れ
、

『新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
編
纂
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
有
益
な

討
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
四
月
一
日
(
平
成
十
六
年

度
)
付
け
で
、
宗
務
当
局
か
ら

『新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
」
編
纂
委
員

会
と

「同
」
編
纂
実
行
委
員
会
が
委
嘱
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
そ
の

際
、
こ
れ
ま
で

『大
辞
典
』
の
点
検
作
業
に
携
わ
っ
て
き
た
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
が
そ
の
ま
ま
編
纂
実
行
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
る

こ
と
も
決
定
し
た
。
こ
こ
に
、
宗
務
当
局
と
の
共
同
作
業
の
も
と
、

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

『新
纂
大
辞
典
」
の
実
質
的
編
集
作
業
に
着
手

す
る
方
向
性
の
大
綱
が
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
タ

ッ
フ
構
成

総
合
研
究
所
長

・
石
上
善
応
研
究
代
表
以
下
、
平
成
十
五
年
度
の

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
よ
り
効
率
的
に
処

理
す
る
必
要
が
あ
り

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
に
よ
る
高
度
な
編
集

技
術
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
足
当
初
か
ら
当
研
究
所
編
集
主
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務

・
大
蔵
健
司
専
任
研
究
員
を
チ

l
フ
と
す
る
編
集
班
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
デ
l
タ
の
作
成

・
保
存
な
ど
の
情
報
処
理
作
業

を
進
め
て
い
る
の
で
、
重
複
す
る
が
そ
の
構
成
も
付
記
し
て
お
く
。

研
究
代
表

石
上
善
応
(
総
合
研
究
所
所
長
)

研
究
主
務

林
田
康
順
(
専
任
研
究
員
)

宗
学
、
布
教

ス
タ
ッ
フ

大
蔵
健
司
(
専
任
研
究
員
)

宗
教
学

・
哲
学

・

習
俗

西
城
宗
隆
(
研
究
員
)

法
式

袖
山
栄
輝
(
研
究
員
)

仏
教
学
、
特
に
イ



編
集
主
務

ス
タ
ッ
フ

柴
田
泰
山
(
研
究
員
)

村
田
洋

(
研
究
員
)

ン
ド
仏
教

中
国
仏
教

・
中
国

浄
土
教

寺
院

・
詠
唱

宗
史

・
史
学

・
国

文
学

典
籍

・
美
術

人
名

な
お
、
今
後
、
実
際
の
改
訂
作
業
に
着
手
す
る
段
階
に
な
っ
て

吉
田
淳
雄
(
研
究
助
手
)

和
田
典
善
(
研
究
助
手
)

石
川
琢
道
(
研
究
助
手
)

大
蔵
健
司
(
専
任
研
究
員
)

吉
田
淳
雄
(
研
究
助
手
)

石
川
琢
道
(
研
究
助
手
)

東
西
の
バ
ラ
ン
ス
も
踏
ま
え

ス
タ
ッ
フ
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
し
、
多
く
の
方
々
に
ご
執
筆
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と

と
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

進
捗
状
況

平
成
十
五
年
度
の
作
業
と
し
て
は
、
細
か
い
部
分
で
の
改
良
点
は

多
々
あ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
平
成
十
四
年
度
の
作
業
を
踏
襲
し

て
い
る
の
で

そ
の
詳
細
は

「教
化
研
究
』
第
十
四
号
所
収
の
当
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
概
要
中
、
「
作
業
大
綱
」
(
二
二
頁

1
二
四

頁
)
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

現
時
点
(
平
成
十
五
年
度
末
)
で
の
進
捗
状
況
と
し
て
は
、
「
あ
」

行
分
、
約
九

0
0項
目
の
点
検
作
業
を
終
え
、
順
次
「
か
」
行
の
点

検
作
業
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
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そ
の
詳
細
は
省
略

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
「
あ
」
行
分
、
約
九

0
0項
目
の
作
業
指
針

の
結
果
は
、
左
記
の
円
グ
ラ
フ
の
通
り
で
あ
る
。
円
グ
ラ
フ
中
の
作

業
指
針
の
内
容
は
、
上
述
し
た
「
作
業
大
綱
」
で
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
が
、
大
ま
か
な
分
類
と
し
て
、
新
規

・
改
訂

・
調
査
が
新
た
に

執
筆
者
を
選
定
す
る
作
業
で
あ
り
、
訂
正

・
増
補

・
確
認

・
項
目
名

変
更

・
統
合

・
統
廃

・
項
目
名
の
み

・
継
続
検
討
な
ど
が
編
集
部
内

で
処
理
す
る
作
業
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
こ
の
グ
ラ
フ

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ま
っ
た
く
手
を
加
え
な
い
原
稿
は
ご
く

少
数
で
あ
り
、
約
半
数
の
項
目
で
新
規
執
筆
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う



あ

培補 01'牛 0% 
統合 O件 0% 
項名のみ O件 0% 

新規 12件

い

で
あ
る
。

増補 O件 0% 
統合 O件 0% 

つ

確認 O件 0% 
項名変更 O件 0% 
統合 O件 0% 
統廃 O件 0% 
項名のみ O件 0% 
継続検討 O件 0% 

つd
A
仏
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事え

確認 O件 0% 

あ~お計

お

増補 O件 0% 
項名変更 O件 0% 
統合 O件 0% 
継続検討 O件 0% 
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お
わ
り
に
|
お
願
い
に
か
え
て
|

以
上
、
私
た
ち
「
『浄
土
宗
大
辞
典
」
点
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
研

究
ス
タ
ッ
フ
は
、
か
つ
て

『大
辞
典
」
刊
行
に
か
か
わ
ら
れ
た
編
纂

委
員
の
先
生
方
や
ご
執
筆
さ
れ
た
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る
実
に
膨

大
な
先
学
諸
賢
の
ご
尽
力
に
常
に
敬
意
を
は
ら
い
、
微
力
な
が
ら
も

地
道
に
『
大
辞
典
」
の
点
検
作
業
を
積
み
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付
け
で
組
織
さ
れ
る
編
纂
委
員
会
の

指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
、

『新
纂
大
辞
典
』
刊
行
に
向
け
た
編
集
作
業
を

な
お
、

そ
の
際
、
各
項
目
に
記
載
さ
れ
る
内
容
の
確
認
は
も
と
よ

F

ヘd
A
H
T
 

唱
E
ム

営
為
進
め
て
い
き
た
い
。

り
、
各
寺
院
の
什
物

・
諸
大
徳
の
写
真
な
ど
の
図
版
掲
載
許
可
や
撮

影
依
頼
の
た
め
、
直
接

・
間
接
に
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
書
面
や
電
話
を

通
じ
て
各
寺
院
宛
に
連
絡
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な
る

と
思
わ
れ
る
。
本
報
告
を
ご
一
読
い
た
だ
い
た
大
方
の
諸
賢
に
は
、

本
研
究
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
広
く
ご
協
力
を
賜
れ
る
よ
う
伏

し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
ご
指
導

・
ご
鞭
縫
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
報
告
に
か
え
さ
せ

f

ー、、
A

，-
J
-
a

，、。

『
札
、

ν
+
J
ナ

J
ノ、

-o-
口

掌



浄
土
宗
義
と
現
代
・
①
浄
土
教
比
較
論

は
じ
め
に

本
研
究
班
で
は
「
日
本
浄
土
教
の
中
に
お
け
る
浄
土
宗
」
と
い
う

視
座
か
ら
、
現
在
の
浄
土
各
宗
各
派
を
代
表
す
る
碩
学
と
と
も
に
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
特
色
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
自
が
自
宗
の
独
自
性
を
再
確
認
し
つ
つ
、

ま
た
他
宗
か
ら
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
は
学
ぶ
こ
と
を
意
図
し
つ
つ
、
宗
派
の
枠
を
越
え
た
あ
る

種
の
日
本
仏
教
に
お
け
る
宗
教
間
対
話
的
な
研
究
活
動
を
進
め
て
い

る
参
加
メ
ン
バ
ー
(
敬
称
略
)
は
浅
井
成
海
(
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
)
、
安
達
俊
英
(
浄
土
宗
)
、
大
塚
璽
雲
一
(
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺

派
)
、
梶
村
昇
(
浄
土
宗
/
研
究
代
表
)
、
栗
原
広
海
(
浄
土
真
宗
高

田
派
)
、
田
代
俊
孝
(
浄
土
真
宗
大
谷
派
)
、
長
島
尚
道
(
時
宗
)
、

中
西
随
功
(
西
山
浄
土
宗
)
、
庫
川
尭
敏
(
浄
土
宗
)
、
湯
谷
祐
義

柴

泰

山

田

(
浄
土
宗
西
山
深
草
派
)
、
石
上
善
膝
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
/
研
究

代
表
)
、
福
西
賢
兆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
)
、
林
田
康
順
(
浄
土
総

合
研
究
所
)
、
石
川
琢
道
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
)
、
郡
嶋
昭
示
(
浄

土
宗
総
合
研
究
所
)
、
柴
田
泰
山
(
浄
土
総
合
研
究
所
)
で
あ
る
。
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研
究
活
動

具
体
的
な
研
究
活
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回

・
平
成
十
五
年
三
月
十
日

・
打
ち
合
わ
せ
会

第
二
回

・
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

・
鹿
川
尭
敏
「
浄
土
宗
義

の
諸
問
題
」

第
三
回

・
平
成
十
五
年
八
月
二
十
七
日

・
中
西
随
功

「西
山
義

に
み
る
救
済
の
論
理
」

第
四
回

・
平
成
十
五
年
十
月
二
十
九
日

・
栗
原
広
海
「
高
田
の



宗
風
」

第
五
回

・
平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

・
湯
谷
祐
義
「
証
空
上

人
か
ら
見
た
法
然
上
人
の
教
え
」

第
六
回

・
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日

・
浅
井
成
海
「
親
驚
聖

人
の
諸
行
観
」

研
究
内
容

こ
れ
ま
で
の
研
究
会
は
、
前
半
に
講
師
を
お
願
い
し
た
先
生
に
約

九
十
分
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
、
後
半
に
講
義
内
容
や
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
教
義
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
形
式
で
進
め

て
き
た
。
講
師
の
先
生
に
は
、
各
宗
派
で
共
通
の
問
題
を
、
例
え
ば

仏
身
論
・
実
践
論

・
諸
行
論

・
本
尊
論
な
ど
を
取
り
上
げ
つ
つ
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
後
半
で
は
、
出
席
者
か
ら
講
師
へ
の
質

問
で
議
論
を
進
め
つ
つ
、
各
宗
派
の
特
色
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く

一
方
で
、
法
然
浄
土
教
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
今
日
の
状
況

に
ま
で
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

特
に
本
尊
論
や
「
念
仏
と
諸
行
」
と
い
う
問
題
は
各
宗
派
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
同
時
に

そ
の
理
解
に
各
宗
派
の
宗
義
上

の
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
の
方
針

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
現
在
学
界
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
研
究

者
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
法
然
門
下
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
的
な
特
徴
を

確
認
し
つ
つ
、
「
法
然
浄
土
教
に
お
い
て
な
ぜ
様
々
な
理
解
が
発
生

し
た
の
か
」
と
い
う
問
題
と
、
「
各
宗
派
の
特
色
は
何
に
起
因
し

か
つ
何
故
に
そ
の
よ
う
な
特
色
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
問
題
を
、

宗
教
間
対
話
的
方
法
の
中
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ヴ
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本
研
究
班
の
作
業
を
通
じ
て
、
「
浄
土
教
と
は
伺
か
」

・
「
阿
弥
陀

仏
信
何
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
参
加
者
個
々
が
自
ら
の
学
問
の

中
で
自
問
す
る
こ
と
な
り

ひ
い
て
は
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
日
本
浄
土
教
の
本
質
を
見
出
し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。



浄
土
宗
義
と
現
代
・
②
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
化
・

A
浄
土
三
部
経

は
じ
め
に

浄
土
三
部
経
現
代
語
訳
班
は
昨
年
度
の
『
阿
弥
陀
経
」
全
文
現
代

語
訳
化
に
引
き
続
き
、
研
究
代
表
の
石
上
善
感
研
究
所
長
監
修
の
も

と
、
袖
山
栄
輝
、
林
田
康
順
、
柴
田
泰
山
の
各
研
究
員
が
共
同
で

ま
た
編
集
担
当
と
し
て
浄
土
宗
出
版
室
か
ら
小
村
正
孝
師
に
協
力
を

何
ぎ
つ
つ
研
究
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。

平
成
十
五
年
度
は

『無
量
寿
経
」
の
全
文
現
代
語
訳
化
を
目
指
し

作
業
を
進
め
、
計
四
十
八
回
の
研
究
会
を
行
い
、
年
度
内
に
第
一
次

訳
と
で
も
い
う
べ
き
二
応
の
現
代
語
訳
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し

「無
量
寿
経
」
全
編
を
通
じ
た
現
代
語
訳
を
進
め
に
つ
れ
、

我
々
は

「無
量
寿
経
」
が
有
し
て
い
る
思
想
も
含
め
た
内
容
上
の
諸

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
、
第
一
次
現
代
語
訳
終
了
と
と
も
に

『無
量
寿
経
」
を
最
初
か
ら
読
み
直
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
態

研
究
主
務

山

楽

輝

袖

を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
十
六
年
度
、
最
優
先
課
題
と
し
て
「
無
量
寿
経
』
第
一
次
現

代
語
訳
を
べ

l
ス
と
し
た
第
二
次
現
代
語
訳
の
完
了
を
掲
げ
て
い
る

が
、
今
回
、
研
究
ノ

l
ト
と
し
て
掲
載
さ
れ
る

『
無
量
寿
経
』
上
巻
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の
現
代
語
訳
は
、
十
六
年
度
に
な
っ
て
か
ら
見
直
し
を
加
え
た
第
二

次
訳
の
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
年
度
を
ま
た
が
る
研
究
成
果

で
は
あ
る
が
、
そ
の
べ

l
ス
が
十
五
年
度
の
研
究
成
果
に
あ
る
こ
と

を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

作
業
方
法
に
つ
い
て

『
無
量
寿
経
」
の
現
代
語
訳
に
あ
た
っ
て
は
、

①

『無
量
寿
経
』
原
文
の
精
読

②

「無
量
寿
経
』
と

「阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
棲
仏
檀
過
度
人
道



経
』
(『大
阿
弥
陀
経
』
)
・
『平
等
覚
経
』
・
党
本
に
お
け
る
経

文
の
異
同
確
認
と
そ
の
整
理

③
『
無
量
寿
経
」
と
竺
法
護
訳
諸
経
典
お
よ
び

「華
厳
経
』

(
六
十
巻
本
)
と
の
訳
語
の
同
定
作
業

④
諸
註
釈
書
な
ら
び
に
現
代
語
訳
書
、
併
せ
て
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、

『無
量
寿
経
』
全
体
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
考
え
る

と
い
っ
た
方
法
を
取
り
つ
つ
作
業
を
進
め
て
い
る
。

『無
量
寿
経
』
の
諸
問
題

前
述
の
よ
う
に

『無
量
寿
経
』
の
現
代
語
訳
化
を
進
め
る
う
ち
、

経
典
の

一
節
一
節
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
経
典
全
体
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
明
快
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
た
。
た
だ

し
、
そ
の
た
め
に
は

『無
量
寿
経
』
の
成
立
と
そ
の
訳
者
(
あ
る
い

は
編
纂
者
)

の
意
図
を
考
察
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
そ
れ

ら
の
課
題
に
対
応
し
て
初
め
て

『無
量
寿
経
」
の
経
典
内
容
が
解
明

さ
れ
る
と
気
付
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
我
々
は
第
一
次
現

代
語
訳
を
終
了
し
た
段
階
で
次
の
よ
う
な
諸
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と

に
な
っ
た
。

①

『無
量
寿
経
』
が
あ
え
て
八
相
成
道
説
を
挿
入
し
た
理
由

②
各
偽
頒
の
内
容
解
明
(
と
く
に
主
語
の
振
り
分
け
)

③
四
十
八
願
個
々
と
経
文
と
の
対
応

④
「
普
賢
之
徳
」
の
解
釈

⑤
『
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
授
記
思
想
の
解
明

⑥

『無
量
寿
経
』
に
お
け
る
光
明
と
名
号
と
の
関
係
の
解
明

⑦
五
悪
段
の
再
解
釈
(
特
に
弥
勅
菩
薩
と
の
関
係
を
通
じ
て

@
弥
勅
菩
薩
が
登
場
す
る
必
要
性
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⑨
弥
勅
菩
薩
と
慈
氏
菩
薩
の
関
係

⑩
弥
勅
菩
薩
と
他
の
菩
薩
お
よ
び
諸
往
生
人
と
の
関
係

⑪

『無
量
寿
経
』
全
体
に
お
け
る
大
乗
的
要
素
の
整
理

現
時
点
に
お
け
る

『無
量
寿
経
』
研
究
の
状
況
で
は
、
残
念
な
が

ら
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
余
り
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

さ
ら
に
言
え
ば

訳
者
の
問
題
も
含
め
て

『無
量
寿
経
』
の
成
立
に
関
し
て
は
依
然
と

し
て
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
ら
れ
の
問
題
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
『
無
量
寿
経
』
の
成
立
過
程
お
よ
び
編
纂
の
意
図
を
垣
間
見
、

そ
れ
を
も
っ
て
現
代
語
訳
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か



と
考
え
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
諸
問
題
へ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
、
十
五
年
度
浄

土
宗
総
合
学
術
大
会
に
お
い
て
袖
山
が
「
「無
量
寿
経
』
現
代
語
訳

化
の
諸
問
題
②
l
第
三
五
願
の
特
質
に
つ
い
て
|
」
と
題
し
て
研
究

発
表
し

『悌
教
諭
叢
』
第
四
十
八
号
掲
載
)
、
「
女
人
往
生
願
」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
第
三
十
五
願
に
つ
い
て
、

『無
量
寿
経
』

全
体
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
第
三
十
六
常
修
党
行
願
と
の
関
連
か
ら

提
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
試
み
た
(
別
途
、
授

記
思
想
か
ら
の
指
摘
も
可
能
と
恩
わ
れ
る
)
。
今
後
は
袖
山

・
柴
田

が
積
極
的
に
上
記
の
諸
問
題
に
対
応
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
度
の
研
究
成
果

本
号
で
は
平
成
十
五
年
度
の
研
究
成
果
と
し
て
、

「無
量
寿
経
」

巻
上
の
第
二
次
現
代
語
訳
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
作
業
の

進
捗
状
況
を
鑑
み
、
注
記
は
省
略
し
た
。
ま
た
本
文
中
、

『無
量
寿

経
』
の
原
文
に
は
な
い
も
の
の
現
代
訳
語
上
、
訳
文
と
し
て
表
現
を

補
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は

〔〕
に
そ
の
文
言
を
記
し
た
。

ま
た

)
内
は
訳
者
が
語
句
内
容
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
解
説
し

た
も
の
で
あ
る
。
〔

〕
で
補
っ
た
部
分
は
煩
雑
で
読
み
に
く
い
と

思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
英
訳
班
と
の
連
携
上
、
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
申
し
添
え
て
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
本
現
代
語
訳
は
末
註
を
は
じ
め
宗
内
の
先
学
諸
説
を
尊
重
す

る
が
、
文
脈
お
よ
び
内
容
の
理
解
上
、
訳
者
の
学
問
的
主
観
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
と
い
う
作
業
の
性
質
上
、
止
む
を
得
ぬ
こ
と
と

ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

現
代
訳
語
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
批
判
は
研
究
所
宛
ま
で

E 
メ

ー
ル
か

F
A
X
に
て
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

-150一



浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
・

B
四
十
八
巻
伝

は
じ
め
に

浄
土
宗
に
お
い
て

『法
然
上
人
行
状
絵
図
」
(
『四
十
八
巻
伝
」
)

は
、
法
然
伝
の
標
準
と
し
て
江
戸
時
代
よ
り
広
く
読
ま
れ
て
き
た
。

特
に
現
代
の
布
教
で
は
、
法
然
の
生
涯
を
説
明
す
る
場
合
、

「四
十

八
巻
伝
』
に
の
っ
と
っ
て
話
す
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
、

わ
か

り
や
す
い
現
代
語
訳
を
望
む
声
は
少
な
く
な
い
。
筆
者
も
周
囲
の
関

係
者
か
ら
そ
の
よ
う
な
声
を
幾
度
と
な
く
聞
い
て
き
た
。
本
班
は
そ

の
希
望
に
で
き
る
だ
け
応
え
る
た
め
、
「
四
十
八
巻
伝
」
全
体
の
現

代
語
訳
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
平
成
十
五
年
度
は

年
目
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
現
代
語
訳
の
作
業
を
進

め
た
。
今
回
の

『教
化
研
究
」
に
は
、

三

・
四
巻
の
訳
文
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

十
五
年
度
の
研
究
会
開
催
日

平
成
十
五
年

四
月
十
二
日
(
土
)

四
月
十
九
日
(
土
)

五
月
十
日
(
土
)

五
月
十
五
日
(
木
)

五
月
十
九
日
(
月
)

五
月
二
九
日
(
木
)

六
月
五
日
(
木
)

六
月
十
六
日
(
月

七
月
七
日
(
月
)

七
月
十
四
日
(
月
)

十
月
十
四
(
火
)

主主
仁コ
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日召
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十
月
二
十
日
(
月
)

十
一
月
四
日
(
火
)

十
一
月
二
五
日
(
火
)

平
成
十
六
年

一
月
二
六
日
(
月

二
月
十
六
日
(
月
)

三
月
三
日

水

三
月
十
五
日
(
火
)

二
月
二
六
日
(
金

作
業
大
綱

本
班
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
伊
藤
唯
真
先
生
を
中
心
と
し
て
真
柄
和
人

先
生
、
千
古
利
恵
子
先
生
、
善
裕
昭
の
四
名
で
あ
る
。
全
員
が
多
忙

で
あ
る
た
め
日
程
調
整
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
何

と
か
一
月
二
回
の
ぺ

l
ス
で
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
。
作
業
手
順
は

昨
年
と
基
本
的
に
変
更
点
は
な
く
、
真
柄
和
人
先
生
が
ま
ず
下
訳
を

作
成
し
、

そ
れ
を
伊
藤
唯
真
先
生
、
千
古
利
恵
子
先
生
、
善
裕
昭
の

四
名
で
検
討
し
、
完
成
訳
へ
と
仕
上
げ
て
い
っ
て
い
る
。
場
所
も
昨

年
同
様
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
で
行
っ
て
い
る
。

仏
教
熟
語
や
古
文
を
い
か
に
妥
当
な
現
代
語
に
置
き
換
え
る
か
は
、

現
代
語
訳
の
経
験
あ
る
も
の
な
ら
そ
の
苦
し
さ
は
わ
か
っ
て
い
た
だ

け
る
だ
ろ
う
。
数
行
を
数
時
間
も
か
け
苦
心
し
て
訳
出
し
た
と
こ
ろ

を
、
次
回
の
研
究
会
で
は
ま
た
そ
れ
を
変
更
し
て
し
ま
う
こ
と
が
た

び
た
び
出
て
く
る
。
二
年
目
と
い
う
こ
と
で
作
業
自
体
に
は
慣
れ
て

き
た
と
は
い
え
、

や
は
り
そ
う
順
調
に
進
捗
し
て
い
く
も
の
で
は
な

し〉。

つh
F
h
d
 

可
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昨
年
度
の
報
告
で
も
記
し
た
と
お
り
、

「四
十
八
巻
伝
」
の
現
代

語
訳
に
は
こ
れ
ま
で
次
の
三
つ
が
あ
る
。

①
早
田
哲
雄

『昭
和
更
編
校
注

勅
修
法
然
上
人
御
伝
全
講
』

全
十
巻
(
西
念
寺

昭
和
三
九

1
四
七
年
)

②
村
瀬
秀
雄
『
全
訳

法
然
上
人
勅
修
御
伝
」
(
常
念
寺
、
昭

和
五
七
年
)

③
大
橋
俊
雄

『法
然
上
人
伝
」
法
然
全
集
別
巻

全
二
巻
(
春

秋
社

平
成
六
年
)

こ
の
な
か
本
班
で
も
っ
と
も
参
照
し
て
い
る
の
は
定
評
あ
る
①
で



あ
る
。
こ
れ
は

「四
十
八
巻
伝
』
の
初
め
て
の
現
代
語
訳
で
あ
り

し
か
も
完
成
度
が
非
常
に
高
い
。
早
田
氏
は
国
文
学
の
出
身
で
あ
る

の
で
、
古
文
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
仏
教
語
に

つ
い
て
も
お
お
む
ね
十
分
な
理
解
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大
変
す
ぐ
れ

た
仕
事
と
と
い
え
る
。
た
だ
現
代
人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
訳
文
が

冗
長
で
あ
っ
た
り
文
体
の
古
さ
が
多
少
あ
る
。
そ
こ
で
本
班
が
ど
の

よ
う
な
訳
文
を
作
成
し
た
か
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
両
者
を
対
比
し

，
』
〉
。

ナ
h
L
u
・『四

十
八
巻
伝
』
三
巻
第
一

・
二
段
は
、
勢
至
丸
が
美
作
か
ら
上

洛
し
、
比
叡
山
の
源
光
の
も
と
へ
観
覚
の
書
状
が
送
付
さ
れ

っ
し3

で
登
山
す
る
。
源
光
は
勢
至
丸
を
試
す
た
め

『
四
教
義
』
を
読
ま
せ

た
と
こ
ろ

そ
の
才
能
に
舌
を
巻
く
場
面
で
あ
る
。
原
文
は
次
の
と

お
り
。

童
子
入
洛
の
後
、

ま
づ
観
覚
得
業
が
状
を
、
持
宝
房
に
つ
か

は
す
。
源
光
観
覚
が
状
を
披
覧
し
て
、
文
珠
の
像
を
た
づ
ぬ
る

に
、
た
y
小
児
の
み
上
洛
せ
る
よ
し
、
使
者
申
け
れ
ば
、
源
光

は
や
く
児
童
の
聡
明
な
る
こ
と
を
し
り
ぬ
。
す
な
は
ち
児
の
む

か
へ
に
つ
か
は
し
け
れ
ば

同
十
五
日
に
登
山
す
。
独
木
か
け

は
し
あ
や
う
く
、
九
花
い
ろ
め
つ
ら
し
。
持
宝
房
に
い
た
り
給

ぬ
。
試
に
ま
づ
四
教
義
を
さ
づ
く
る
に
、
畿
を
さ
し
て
、
不
審

を
な
す
。
う
た
が
ふ
と
こ
ろ
、

み
な
円
宗
の
ふ
る
き
論
義
な
り

け
り
。
ま
こ
と
に
た
ず
人
に
あ
ら
ず
と
ぞ
申
あ
へ
り
げ
る
。

」
れ
を
早
田
訳
と
本
班
の
訳
で
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
訳
し
て

、Aj
〉

O

L
・

4

〔
早
田
訳
〕勢

至
丸
少
年
が
京
の
都
に
着
い
て
後
、
取
り
あ
え
ず
叔
父
観

覚
得
業
か
ら
の
紹
介
状
を
使
い
に
持
た
せ
て
、
持
法
房
源
光
の

qtυ 

戸
h
J
U

唱

E
A

元
に
送
っ
た
。
源
光
が
、
観
覚
か
ら
の
手
紙
を
聞
い
て
み
て

は
て
文
殊
の
御
木
像
は
と
不
審
が
る
と
、
別
に
木
像
と
で
は
な

く
、
た
だ
少
年
だ
け
が
上
京
し
て
お
る
と
、
使
者
が
申
し
上
げ

た
の
で
、
源
光
は
す
ぐ
に
、
少
年
の
発
明
な
事
は
、
知
恵
に
す

ぐ
れ
た
文
殊
菩
薩
の
よ
う
で
あ
ろ
う
と
悟
っ
た
。
そ
こ
で
さ
っ

そ
く
少
年
を
迎
え
に
や
っ
た
か
ら
、
閉
じ
二
月
十
五
日
に
、
始

め
て
比
叡
の
山
に
登
る
事
に
な
っ
た
。
段
段
登
り
進
ん
で
行
く

と
、
崖
に
丸
木
を
構
え
た
一
本
橋
な
ど
い
か
に
も
落
ち
入
り
そ

う
に
危
な
げ
で
あ
り

か
と
思
う
と
、
唐
土
の
九
華
山
に
も
比



べ
ら
れ
る
こ
の
比
叡
山
の
風
情
は
、

一
つ
一
つ
が
物
珍
し
く
感

輿
を
そ
そ
る
に
十
分
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
勢
至
丸
は
、

し〉

よ

い
よ
持
宝
房
と
い
う
お
寺
に
お
着
き
に
な
っ
た
。
源
光
は
、
最

初
に
こ
の
少
年
の
器
量
を
た
め
す
た
め
、
お
釈
迦
様
の
説
法
の

大
綱
を
述
べ
て
あ
る
四
教
義
を
読
ま
せ
て
み
る
と
、

わ
か
ら
な

い
所
に
し
る
し
の
札
を
挟
ん
で
質
問
を
し
た
が

そ
の
分
ら
に

と
し
て
尋
ね
る
所
は
、
ど
れ
も
が

天
台
宗
で
古
来
の
学
僧
た

ち
が
、
議
論
を
し
て
い
る
大
切
な
箇
所
で
あ
っ
た
。
源
光
を
始

め
人
人
は
、
「
こ
の
少
年
は
本
当
に
並
み
並
み
の
子
で
は
な
い

ぞ
。
」
と
う
わ
さ
し
て
目
を
丸
く
し
た
事
で
あ
っ
た
。

〔
本
班
の
訳
〕

子
ど
も
が
都
に
入
る
と

ま
ず
使
者
が
観
覚
得
業
の
書
状
を

持
宝
房
の
も
と
に
届
け
た
。
源
光
は
観
覚
の
書
状
を
聞
き
見
て

文
殊
の
像
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
。
使
者
は

た
だ
子
ど
も

だ
け
が
都
に
上

っ
て
き
た
こ
と
を
申
し
た
の
で
、
源
光
は
す
ぐ

に
子
ど
も
が
聡
明
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
迎
え

の
使
者
を
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
二
月
十
五
日

子
ど
も
は
比
叡

山
に
登
っ
た
。
登
山
路
に
架
け
ら
れ
た
丸
木
の
一
本
橋
は
危
な

げ
で
あ
り
、
比
叡
山
の
風
光
は
こ
の
上
な
く
美
し
い
。
や
が
て
、

持
宝
房
に
到
着
さ
れ
た
。
試
し
に
、
源
光
が
ま
ず

『四
教
義
」

を
授
け
る
と
、

し
る
し
の
札
を
は
さ
ん
で
、
不
明
な
所
を
問
い

た
だ
し
た
。
疑
を
持
っ
た
箇
所
は

み
な
天
台
宗
で
古
く
か
ら

論
議
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
人
び
と
は
「
な
る
ほ
ど
、

普
通
の
子
ど
も
で
は
な
い
」
と
、
う
わ
さ
し
あ
っ
た
。

両
訳
に
は
基
本
的
に
内
容
上
の
相
違
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
早

田
訳
で
は
、
原
文
に
な
い
意
味
の
補
足
が
多
い
。
こ
れ
は
読
者
の
便

宜
の
た
め
そ
の
よ
う
な
方
針
で
訳
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
正
確
な

a
a
T
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補
足
は
内
容
理
解
の
上
で
役
に
立
つ
。
た
だ
本
班
で
は
、
必
要
以
上

に
そ
れ
を
す
る
こ
と
は
控
え
、
原
文
の
文
脈
に
よ
り
忠
実
に
し
、

ま

た
文
体
を
す

っ
き
り
し
た
も
の
と
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
そ
の

た
め
訳
文
の
量
も
早
田
訳
の
お
お
む
ね
三
分
の
二
程
度
と
な
っ
て
い

る



浄
土
宗
善
本
叢
書
班

浄
土
宗
に
は
良
質
の
資
料
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
。

天
台
宗
や
真
言
宗
に
は
平
安

・
鎌
倉
期
の
古
い
典
籍
が
か
な
り
残
さ

れ
て
お
り
、
浄
土
真
宗
や
日
蓮
宗
に
は
宗
祖
の
真
筆
類
が
残
っ
て
い

る
こ
と
を
思
え
ば
、
確
か
に
資
料
の
残
存
率
は
高
く
な
い
よ
う
に
思

ぅ
。
し
か
し
、
天
台
宗
の
渋
谷
目
録
の
よ
う
に
、
典
籍
を
網
羅
的
に

調
査
し
た
報
告
が
浄
土
宗
に
は
な
い
た
め
全
貌
を
つ
か
み
難
く
、
漠

然
と
残
存
率
が
悪
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
面
も
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
か
ん
が
み
、
善
本
叢
書
班
で
は
、
平
成
十
五
年

度
か
ら
四
年
の
計
画
で
、
浄
土
宗
の
重
要
典
籍
を
写
真
版
で
公
開
出

版
し
て
い
き
た
い
。

一
体
、
浄
土
宗
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
古
い
典
籍
が
残
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
典
籍

写
本
の
簡
単
な
目
録
を
作
成
し
た
。
限
ら
れ
た
知
識
で
短
期
間
の
う

主主
仁コ

裕

日百

ち
に
作
成
し
た
も
の
な
の
で
不
十
分
で
は
あ
る
が

そ
れ
で
も
結
講

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
て
く
る
。
目
録
を
見
て
思
う
の
は

な
ぜ
浄
土
宗
で
は
資
料
集
や
写
真
版
の
出
版
が
定
着
し
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
は
結
講
あ
る
の
に
、

p
h
d
 

F
k

d

 

旬
E
A

な
ぜ
か
資

料
集
の
出
版
が
あ
ま
り
な
さ
れ
な
い
。

「浄
土
宗
全
書
」、
『昭
和
新

修
法
然
上
人
全
集
』、
『法
然
上
人
伝
全
集
」
以
降
、
最
近
の
資
料
集

で
研
究
者
の
共
有
財
産
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
な
に
か
あ
る
だ
ろ
う

か
。
研
究
者
個
人
が
論
文
で
資
料
紹
介
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
調

査
撮
影
に
は
予
算
と
労
力
が
か
か
る
の
で
、

な
か
な
か
継
続
で
き
な

ぃ
。
や
は
り
研
究
所
や
一
宗
レ
ベ
ル
で
な
い
と
、
資
料
集
の
出
版
は

難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で

典
籍
の
影
印
集
を
出
版
す
る
こ
と
は
、
意
義
あ
る
事
業
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。



問
題
は
、
限
ら
れ
た
年
数
と
予
算
の
中
で
、
何
を
選
択
し
て
い
く

か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ま

っ
た
く
研
究
さ
れ
て
い
な
い
資
料
を
い
き

な
り
影
印
出
版
し
て
も
理
解
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
研
究
の
現
況

を
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て

検
討
し
た
結
果
、

『黒
谷
上
人
語
灯
録
』
の
写
本
集
成
を
出
版
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
法
然
上
人
の
有
力
な
語
録
集
で
あ
る

『黒
谷

上
人
語
灯
録
』
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
法
然
の
思
想

研
究
の
一
次
資
料
で
あ
る
。
元
亨
版

『和
語
灯
録
」
に
つ
い
て
は
、

龍
谷
大
学
善
本
叢
書
と
し
て
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外

の

『漢
語
灯
録
』
、
『和
語
灯
録
」
の
写
本
は
、
こ
れ
ま
で
一
部
を
除

き
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
各
所
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
を
調
査

撮
影
し
、
叢
書
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
出
版
し
て
い
く
こ
と
に
は

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

平
成
十
五
年
度
は
、
千
葉
県
市
川
市
善
照
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
古
本

『漢
語
灯
録
」
の
調
査
撮
影
を
実
施
し
た
。

幸
い
今
岡
達
雄
御
住
職

の
ご
高
配
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
ず
平
成
十
五
年
七
月
に
、
善
裕
昭
と
伊
藤
真
宏
氏
の
二
名
で

善
照
寺
へ
赴
き
、
古
本

「漢
語
灯
録
」
を
予
備
調
査
し
た
。

書
誌
的

事
項
を
記
録
し

ま
た
写
真
撮
影
で
何
カ
ッ
ト
に
な
る
か
を
確
認
し

た
。
予
備
調
査
が
必
要
な
の
は
カ
ッ
ト
数
を
確
定
す
る
た
め
で
あ
り

こ
れ
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
撮
影
業
者
に
見
積
も
り
が
依
頼
で
き
な

い
こ
と
に
な
る
。

筆
者
は
は
じ
め
て
古
本

「漢
語
灯
録
」
を
目
に
し
た
が
、

や
は
り

実
際
に
原
本
を
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ
る
。

仏
教
古
典
叢
書
や

「昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
に
収
録
さ
れ
た
活

字
で
は
親
し
ん
で
き
た
も
の
の
、
原
本
を
見
る
と
ま
た
違
っ
た
感
じ

を
受
け
る
。

三
冊
本
で
あ
る
こ
と
や
、
表
紙
に
今
岡
達
音
師
の
見
事

nh
U
 

F
hd
 

唱
E
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な
蔵
書
墨
筆
の
あ
る
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

書
誌
事
項
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

漢
語
燈
録
十
巻
三
冊

O
漢
語
燈
録

外
題

江
戸
時
代
後
期
写
、
袋
綴
、

縦
二
七

・
二

m
、
横
一
九
・
四

m

三

一
丁
(
墨
付
二
九
丁
)
、

一
面
十
行
、

一
行
二
十
字

表
紙
墨
筆

「今
岡
」
(
今
岡
達
音
自
筆
)



O
漢
語
燈
録
六

・
七

・
八

外
題
)

江
戸
時
代
後
期
写
、
袋
綴
、

縦
二
七

・
二
句
横
一
九

・
四

m
、

一
O
六
丁
(
墨
付
一

O
四
丁
)

一
行
二
十
字

一
面
十
行
、

表
紙
墨
筆
「
今
岡
」
(
今
岡
達
音
自
筆
)

O
漢
語
燈
録
九

・
十
(
外
題
)

江
戸
時
代
後
期
写
、
袋
綴
、

縦
二
七

・
二
叩
、
横
一
九

・
四
叩

六
七
丁
(
墨
付
六
五
丁
)
、

一
面
十
行
、

一
行
二
十
字

表
紙
墨
筆
「
今
岡
」
(
今
岡
達
音
自
筆
)

予
備
調
査
で
カ
ッ

ト
数
を
確
定
し
た
の
で
、
業
者
に
見
積
も
り
を

依
頼
し
た
。
そ
し
て
平
成
十
六
年
二
月
に
撮
影
を
実
施
し
、
無
事
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

組
織
さ
れ
て
そ
の
成
果
が
論
文
集
な
ど
の
形
で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

い
く
資
料
集
の
出
版
は

資
料
集
な
ど
の
出
版
は
ま
だ
前
例
が
な
い
。
後
世
に
確
実
に
残
っ
て

そ
れ
な
り
の
予
算
を
組
め
る
一
宗
運
営
の

研
究
機
関
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
関
係
者
の
ご
協
力
を

賜
れ
ば
と
思
う
。

η
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浄
土
宗
典
籍
・
版
木
の
研
究
i
浄
土
宗
寺
院
所
蔵
文
献
類
調
査
整
理
研
究
|

目
的寺

院
で
、
そ
の
寺
の
住
職
さ
え
自
坊
に
何
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
の
か
知
ら
な
い
ま
ま
、
ま
た
、
什
物
帳
で
所
蔵
し
て
い
る
こ
と

は
知
っ
て
い
て
も
蔵
の
中
に
あ
っ
て

一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
ま

ま
、
徹
や
虫
食
い
に
よ
っ
て
損
傷
し
て
い
く
文
献
類
が
あ
る
。
ま

た
中
に
は
、
本
堂
や
庫
裏
の
新
築

・
改
築
な
ど
で
、
そ
の
寺
院
所

蔵
の
文
献
類
が
廃
品
と
し
て
処
分
さ
れ
た
り
す
る
例
も
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
中
に
は
貴
重
な
文
献
類
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
学
術
的
な
史
料
と
い
え
な
く
て
も
、
そ
の
寺
院
に
と
っ

て
は
そ
の
寺
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
文
献
と
い
う
も
の
も
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
類
を
調
査
整
理
し
、
各
所
蔵
寺
院

に
そ
の
存
在
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
保
存
し
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

竹

真

道

内

こ
れ
ま
で
の
経
過

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
傍
教
大
学
に
部
屋
を
借
用
し
て
い
る
浄
土

宗
総
合
研
究
所
分
室
の
研
究
員
が
中
心
と
な
り
、
平
成
五
年
十
月

よ
り
計
画
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月
よ
り
調
査
研
究
活
動
に
入
っ
た
。
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ま
ず
、
既
存
の
情
報
を
調
査
整
理
す
る
た
め
、
浄
土
宗
宗
務
庁

の
許
可
を
得
、
『
浄
土
宗
寺
院
名
鑑
』
掲
載
の
全
浄
土
宗
寺
院
の

デ
ー
タ
及
び
昭
和
四
十
三
年
の
浄
土
宗
宗
勢
調
査
記
載
の
寺
院
什

物
(
掛
け
軸

・
古
文
書

・
記
録
等
)
を
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
分

室
の
パ
ソ
コ
ン
に
全
て
入
力
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ど
の
寺
院
に
ど

の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
か
が
前
も
っ
て
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
(デ
ー
タ
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
こ
れ
ら
は
厳
重
に
分
室
で
保
管

し
て
い
る
。
)
次
に
平
成
六
年
九
月
と
平
成
八
年
六
月
に
『
宗
報
』

に
ア
ン
ケ
ー
ト

〔
「
浄
土
宗
典
籍

・
版
木
の
研
究
」

へ
の
ご
協
力



の
お
願
い
|
お
寺
の
古
文
書
古
書
籍
の
保
存
状
況
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
|
〕
を
載
せ
、
回
答
の
あ
っ
た
寺
院
及
び
そ
の
後
研
究
所
へ

の
依
頼
の
あ
っ
た
寺
院
よ
り
十
四
箇
寺
を
ま
ず
、準
備
調
査
し
た
。

」
の
う
ち

一
箇
寺
は
文
献
類
を
他

へ
譲
渡
さ
れ
た
の
で
、
対
象
寺

院
は
十
三
箇
寺
と
な
っ
た
。
平
成
十
五
年
度
で
こ
れ
ら
十
三
箇
寺

す
べ
て
の
調
査
は
終
了
し
、

二
箇
寺
は
目
録
が
完
成
、
製
本
し
て

所
蔵
寺
院
に
渡
し
、
四
箇
寺
は
目
録
完
成
し
て
製
本
の
段
階
、

箇
寺
は
目
録
の
校
正
段
階
、

一
箇
寺
は
文
書

一
点
な
の
で
そ
の
文

書
の
内
容
を
調
査
中
、
残
り
五
箇
寺
も
現
在
デ
ー
タ
を
整
理
し
目

録
を
作
成
中
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
平
行
し
て
、
古
文
書

・
掛
け

軸
等
も
調
査
し
、
こ
の
中
か
ら
天
清
院
文
書
の
「
看
坊
記
」
に
つ

い
て
の
報
告
を
、
所
蔵
寺
院
の
承
諾
を
得
て
、
既
に
『
教
化
研
究
』

に
発
表
し
て
い
る
。

調
査
方
法

調
査
依
頼
の
あ
っ
た
寺
院
で
の
調
査
は
以
下
の
手
順
を
と
る
。

-
保
管
現
状
の
記
録
(
写
真
な
ど
で
記
録
す
る
)
。

全
文
献
類
の
大
ま
か
な
分
類

・
並
べ
か
え
。

上
記
分
類
に
基
づ
き
、
通
番
(
仮
番
号
)
を
付
し
た
付
筆
を
全

文
献
類
に
挟
む
。

番
号
順
に
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
(
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
)。
但
し
場

合
に
よ
っ
て
は
カ

l
ド
で
と
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
時
、
書
名

著
者

・
編
者

・
奥
付
等
を
記
録
。
必
要
あ
れ
ば
順
番
の
並
べ
か
え

も
行
う
。
※
十
四
年
度
か
ら
は
直
接
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
題
名
等

を
撮
影
、
パ
ソ

コ
ン
に
入
力
し
、
研
究
所
で
整
理
す
る
方
法
も
取

り
入
れ
た
。

再
度
の
並
べ
か
え
。
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通
番
(
正
式
な
も
の

・
目
録
番
号
)
を
パ
ソ
コ
ン
入
力
。

条
件
に
よ
り
通
番
ラ
ベ
ル
を
添
付
。

保
管
場
所
に
目
録
番
号
順
に
収
蔵
。
(
防
虫
剤
を
置
く
こ
と
も

あ
り
)

O
所
蔵
寺
院
の
許
可
を
得
て
、
重
要
文
献
は
写
真

・
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
撮
り
、
調
査
研
究
す
る
。

O
調
査
対
象
寺
院
の
文
献
類
は
悉
皆
調
査
を
原
則
と
し
、
簡
易
目

録
を
作
成
し
所
蔵
寺
院
に
渡
す
こ
と
で
そ
の
寺
院
の
調
査
を

一
応

の
終
了
と
す
る
。



平
成
十
六
年
三
月
現
在
ま
で
の
調
査
状
況

現
在
ま
で
に
調
査
し
た
寺
院
の
調
査
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ

は
伏
せ
て
お
く

る
。
(
寺
院
名
な
ど
は
所
蔵
者
の
管
理
上
の
こ
と
も
あ
り
こ
こ
で

京
都
教
区

新
潟
教
区

鳥
取
教
区

富
山
教
区

長
野
教
区

岐
阜
教
区

静
岡
教
区

古
書
籍
五
六
七
冊

古
書
籍
六
六
八
冊

調
査
終
了

調
査
終
了
簡
易
目
録
作
成
完
了

簡
易
目
録
作
成
完
了

大
蔵
経

一
部

古
文
書

古
書
籍

一
O
七
九
冊
調
査
終
了

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍
二

O
O
三
冊
調
査
終
了

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍
三
四
四
部
調
査
終
了

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍
約
二
四
五
冊

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍
約
五

O
O冊

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
文
書

調
査
終
了

大
蔵
経

一
部

調
査
終
了

滋
賀
教
区

大
阪
教
区

埼
玉
教
区

京
都
教
区

京
都
教
区

尾
張
教
区

今
後
の
実
施
計
画

鎌
倉
期
紙
背
文
書

一
点

写
真
撮
影
終
了

古
書
籍

一
八

一
五
部

巻
子
本
及
び
古
軸
類
二
六

O
点

大
蔵
経

古
文
書

調
査
終
了

目
録
作
成
中

版
木
約
三

O
点

古
文
書

調
査
終
了

目
録
作
成
中

古
書
籍
約
四
二

O
冊

古
軸
類
十
点

調
査
終
了

目
録
作
成
中

古
書
籍
約

一
O
八
二
冊
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調
査
終
了

目
録
作
成
中

古
書
籍
約
七
九
五
冊

古
文
書

調
査
終
了

目
録
作
成
中

長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
も

応
平
成
十
七
年
三
月
で
終
了
す
る
こ
と
が
研
究
所
会
議
で
決
め
ら

れ
、
運
営
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。

す
べ
て
の
調
査
が
終
了
後
、

そ
の
結
果
報
告
及
び
研
究
成
果
を

所
蔵
寺
院
の
許
可
を
得
て
、
何
ら
か
の
形
で
発
表
す
る
。
そ
の
後



の
調
査
資
料
の
保
管
等
に
つ
い
て
は
分
室
で
の
保
管
を
現
在
検

討
し
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
役
立
つ
形
で
残
し
て
い
き
た

ぃ
。
こ
の
調
査
は
、

一
寺
院
文
献
類
全
調
査
を
基
本
と
し
て
お
り
、

た
い
へ
ん
な
時
間
と
労
力
が
か
か
る
。
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
活

動
で
あ
っ
た
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
寺
院
の
中
で
調
査
で
き

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
今
後
浄
土
宗
と
し
て
、
継
続
し

て
文
献
類
さ
ら
に
は
文
化
財
全
般
を
調
査
し
て
い
く
機
関
を
設

け
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
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葬
祭
仏
教
研
究

ー
葬
儀
の
実
態
的
研
究
|

司

研
究
目
的

葬
祭
仏
教
研
究
班
で
は
時
代
的
変
遷
が
激
し
く
地
域
的
差
異
の

大
き
い
「
葬
儀
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
現
地
調
査
を

通
し
て
、
葬
送
習
俗
お
よ
び
葬
送
儀
礼
の
両
面
か
ら
実
態
的
研
究

を
行
て
い
る
。
こ
う
し
た
調
査
は
、

一
宗
の
研
究
機
関
と
し
て
は

過
去
に
あ
ま
り
行
わ
れ
た
例
が
な
く
、
本
宗
に
お
け
る
葬
儀
の
実

態
に
つ
い
て
の
貴
重
な
基
礎
資
料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
で
は
、
葬
儀
に
お
け
る
習
俗
と
儀
礼
に
つ
い
て
複
合
的

な
調
査

・
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
今
回
の
研
究
は
都
市

部
、
農
村
部
、
漁
村
部
と
い
く
つ
か
の
サ
ン
プ
ル
が
集
約
さ
れ
て

い
る
静
岡
教
区
を
取
り
上
げ
そ
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
、
同

一
県
内
で
も
そ
の
産
業
形
態
や
文
化
が
異
な
る
地
域
で
の
葬
送
の

大

健

蔵

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

作
業
大
綱

平
成
十
五
年
度
は
前
年
度
の
、
山
間
農
村
部
の
調
査
に
引
き
続
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き
、
漁
村
部
で
あ
る

静
岡
教
区

西
林
寺
の
ご
協
力

南
豆
組

を
い
た
だ
き
同
地
域
居
住
の
檀
信
徒
に
西
林
寺
に
御
参
集
い
た
だ

き
過
去
お
よ
び
現
在
の
葬
送
の
実
体
、
お
よ
び
習
俗
習
慣
等
に
つ

い
て
の
質
問
を
行
い
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
同
時
に
西
林
寺

住
職
神
土
屋
光
明
上
人
よ
り
葬
送
の
儀
礼
、
習
俗
習
慣
等
の
説
明

を
受
け
た
。

そ
の
後
研
究
所
で
聞
き
取
り
調
査
内
容
を
時
系
列
に
整
理
し

そ
の
内
容
の
分
析
研
究
を
行
い
。
静
岡
教
区
の
各
寺
院
の
調
査
を



行
っ
た
。
ま
た
継
続
研
究
と
し
て
平
成
十
六
年
度
は
静
岡
教
区
の

寺
院
檀
信
徒
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

た
。

研
究
会

平
成
十
五
年

-
五
月
十
四
日
研
究
会

「
現
地
調
査
の
準
備
」

六
月
二
十
四

1
二
十
五
日

研
究
会

現
地
調
査

西
林
寺

静
岡
教
区

南
豆
組

「
現
地
聞
き
取
り
調
査
」

平
成
十
六
年

一
月
十
九
日
研
究
会
「
現
地
調
査
報
告

・
次
回
調
査
に
い
て
」

-
二
月
十
三
日
研
究
会
「
現
地
調
査
報
告

・
次
回
調
査
に
い
て
」

二
月
十
七
日

1
十
八
日
「
静
岡
現
地
調
査
」
(
静
岡
教
区
)

研
究
班
メ
ン
バ
ー

研
究
代
表

研
究
副
代
表

研
究
主
務

研
究
ス
タ
ッ
フ

伊
藤
唯
真
(
客
員
教
授
)

福
西
賢
兆
(
主
任
研
究
員
)

大
蔵
健
司
(
専
任
研
究
員
)

西
城
宗
隆
(
研
究
員
)

武
田
道
生
(
専
任
研
究
員
)

熊
井
康
雄
(
同
)

細
田
芳
光
(
同
)

鷲
見
定
信
(
同
)
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礼
讃
声
明
音
譜
の
研
究
「

3
」

は
じ
め
に

本
研
究
は
、
平
成
十
二
年
度
よ
り
始
め
ら
れ
た
「
礼
讃
声
明
音

諮
問
」
に
関
す
る
研
究
の
集
大
成
と
し
て
行
わ
れ
た
C
D
録
音
と
公
開

講
座
を
催
す
ま
で
の
経
緯
を
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
礼
讃
声
明
音
譜
」
は
、
大
正
十
三
年
に
浄
土
宗
法
式
会
よ
り
刊

行
さ
れ
、

日
常
勤
行
、
六
時
礼
讃
、
声
明
を
五
線
譜
で
表
記
し
、
従

来
、
博
士
に
よ
る
口
伝
を
中
心
と
し
て
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
唱
法
を

一
般
化
し
た
も
の
と
し
て
評
価
を
得
て
い
る
。

十
二

1
十
四
年
度
に
行
わ
れ
た
研
究
会
の
最
大
の
特
長
は
、
実
際

に
「
礼
讃
声
明
音
譜
」
の
五
線
譜
に
の
っ
と
っ
て
忠
実
に
唱
え
、
現

行
の
音
声
と
比
較
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
線
譜
に
従

っ
て
音
声
を
唱
え
た
の
は
、
東
京
教
区
城
西
組
一
行
院
の
八
百
谷
啓

人
師
で
あ
っ
た
。
現
行
の
唱
法
は
、
本
研
究
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
茨

坂

血

翁

上

城
教
区
猿
島
組
宝
輪
寺
の
田
中
勝
道
師
、
東
京
教
区
江
東
組
法
性
寺

の
庚
本
栄
康
師
で
あ
っ
た
。

研
究
経
過
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十
二
年
度
に
お
い
て
は
、

日
常
勤
行
、
六
時
礼
讃
の
比
較
検
討
を

試
み
、
十
三
、
四
年
度
に
お
い
て
は
、
声
明
に

つ
い
て
の
比
較
研
究

を
行
っ
た
。
す
で
に
こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
教
化
研
究
に
所
収
さ

れ
て
い
る
。

通
常
音
声
の
比
較
検
討
で
は
、
「
礼
讃
声
明
音
譜
」
の
五
線
譜
は
、

多
少
、
改
善
す
べ
き
、
あ
る
い
は
、
訂
正
す
べ
き
箇
所
が
見
ら
れ
た

が
、
お
お
む
ね
現
行
唱
法
と
著
し
く
異
な
る
点
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た。
し
か
し
な
が
ら
、
声
明
の
比
較
検
討
に
入
る
と
、
五
線
譜
表
記
そ



の
も
の
に
、
採
譜
者
自
身
が
、
か
な
り
、
苦
心
し
た
跡
が
数
多
く
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
現
行
唱
法
と
五
線
譜
に
の
っ
と
っ
た
唱
法
で
は

か
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
縁
山
流
の
声
明
に
関
し
て

顕
著
で
あ
っ
た
。

伝
承
儀
礼
研
究
班
で
は
、
前
述
の
研
究
手
法
で
、
十
三
、
十
四
年

度
の
研
究
会
を
重
ね
て
い
っ
た
が
、
十
四
年
度
半
ば
よ
り
、
研
究
ス

タ
ッ
フ
の
中
か
ら
現
行
唱
法
に
近
く

な
お
か
っ
、
わ
か
り
や
す
い

音
譜
の
作
成
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
意
見
が
出
始
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
十
四
年
度
は
、
主
に
縁
山
流
の
声
明
を
課
題
に
し
て
い
た

が
、
十
五
年
度
は
祖
山
流
声
明
も
課
題
に
取
り
上
げ
、
東
西
両
派
の

声
明
を
視
野
に
入
れ
た
音
譜
の
作
成
を
試
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
十
五
年
度
の
第
二
回
研
究
会
で
は
、
従
来
の
研
究
ス
タ
ッ
フ

に
祖
山
流
声
明
師
で
も
あ
る
南

忠
信
、

J¥ 
尾

敬
俊
の
両
師
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
譜
作
成
に
つ
い
て
、
細
部
に
わ
た
っ
て
打
ち

合
わ
せ
を
行

っ
た
。
ま
た
、
現
行
唱
法
に
よ
り
近
い
楽
譜
を
作
成
す

る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
あ
ら
か
じ
め
同
じ
曲
目
を
縁
山

人
、
祖
山
三
人
が

M
D
に
吹
き
込
み
、

八
百
谷
師
に
提
供
し
た
。

縁
山
流
、
祖
山
流
の
声
明
を
唱
え
る
ス
タ
ッ
フ
は
右
の
通
り
で
あ

る
。
(
敬
称
略
)

祖
山
流

忠
信
、

J¥ 
尾

敬
俊
、

南清
水

秀
浩
、

縁
山
流

勝
道
、
康
本

栄
康
、

田
中

坂
上

典
翁
、

ま
た
、
採
譜
の
対
象
と
な
る
声
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
東

縁

山

流

、

西

祖

山

流

)

四
智
讃
(
東
・
西
)
、
前
伽
陀
(
東

西
)
、
後
伽
陀
(
東

・
西
)
、
散
華
(
東
・
西
)
、
初
念
仏
(
東

・

p
h
d
 

po 
句
E
ム

西

四
車
中
請
慶
節
(
西
)
、
称
讃
偽
初
重
(
東

四
奉
請
慶
節
、
称
讃
偏
初
重
に
関
し
て
は
、
祖
山
、
縁
山
の
み
に

伝
承
さ
れ
て
い
る
曲
目
な
の
で
、
今
回
、

五
線
譜
に
所
収
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
研
究
会
で
は
、

五
線
譜
と
と
も
に
、

C
D
を
作
成
し

視

聴
覚
両
面
か
ら
声
明
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
採
譜
に

あ
た
っ
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
曲
に
つ
き
三
人
が
唱
え
、
音
程
な

ど
の
差
異
を
八
百
谷
師
が
、
唱
え
た
ス
タ
ッ
フ
全
員
を
集
め
て
確
認

を
と
り
な
が
ら
行
っ
た
。
ち
な
み
に
今
般
、
刊
行
さ
れ
た
「
浄
土
宗



声
明
」
の
中
で
八
百
谷
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
譜
本
に
記
し
た
五
線
譜
に
よ
る
声
明
譜
は
、
祖
山
流
、
縁

山
流
そ
れ
ぞ
れ
の
声
明
師
が
唱
え
た
偏
文
の
ふ
し
を
、
出
来
る
か
ぎ

り
簡
略
化
し
て
採
譜
し
た
物
で
す
。

声
明
の
音
の
動
き
(
ふ
し
)
を
表
現
す
る
う
え
で
、
五
線
譜
の
利

点
は
、
音
の
高
低
、
長
短
等
が
、
従
来
の
は
か
せ
譜
に
比
べ
、
著
し

く
理
解
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
有
り
ま
す
。
反
面
、
音
を
五
線
上
に
音

譜
で
記
す
事
に
よ
り
、
声
明
師
が
唱
え
る
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
、

充
分
に
伝
え
き
れ
な
い
部
分
が
多
々
あ
る
事
も
い
な
め
ま
せ
ん
。
特

に
縁
山
流
に
数
多
く
見
う
け
ら
れ
る
、
「
ユ
リ
」
「
山
」
「
柳
」
「
暁

烏
」
等
の
特
殊
な
ふ
し
ま
わ
し
は
、
声
明
師
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ

り
、
普
遍
的
な
譜
本
を
つ
く
る
事
は
、
殆
ど
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
、
祖
山
流
、
縁
山
流
の
代
表
的
な
声
明
偽
文
を
採
譜
、
譜
本

化
す
る
に
あ
た
り
、
五
線
譜
に
あ
ま
り
剛
染
み
の
な
い
方
に
も
、
或

る
程
度
御
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
単
純
な
記
法
で
あ
る
事
。
又

廻
旋
を
積
極
的
に
使
い
、
或
る
音
か
ら
或
る
音
へ
の
滑
ら
か
な
動
き

と
、
五
線
上
に
お
け
る
だ
い
た
い
の
音
高
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
す

る
事
を
心
が
け
ま
し
た
。

前
記
の
よ
う
に
、
こ
の
声
明
譜
は
或
る
意
味
で
は
、
非
常
に
不
完

全
な
物
で
す
。
詳
し
く
は
師
僧
の
教
え
を
本
義
と
し
、
あ
く
ま
で
も

譜
本
は
目
安
と
思
っ
て
下
さ
い
。
今
回
、
あ
ら
た
に
録
音
さ
れ
た

C

D
と
共
に
楽
譜
を
ご
覧
い
た
だ
く
事
で
、
浄
土
宗
声
明
へ
の
御
理
解

が
一
層
深
ま
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
」
以
上
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、
採
譜
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成
十
五
年
十
一
月

四
、
五
日
に
は
祖
山
流
、
二
十
八
日
に
は
縁
山
流
の
録
音
が
、
東
京

目
黒
の
婚
龍
寺
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
た
。

楽
譜
の
作
成
と

C
D
制
作
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五
月
に

M
D
録
音
し
た
声
明
の
提
出
を
受
け
た
八
百
谷
師
は
、
約

三
ヶ
月
か
け
て
楽
譜
の
原
本
を
作
成
し
た
。
採
譜
す
る
際
、
あ
る
い

は
表
記
上
、
問
題
点
が
生
じ
た
場
合
は

そ
の
つ
ど
研
究
ス
タ
ッ
フ

が
招
集
さ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

C
D
録
音
が
終
了

し
た
時
点
で
、
平
行
し
て
、
装
丁
デ
ザ
イ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
が
専
門

業
者
を
交
え
て
随
時
聞
か
れ
た
。



公
開
講
座
の
開
催

「
礼
讃
声
明
音
譜
の
研
究
」
の
集
大
成
と
し
て

か
ね
て
よ
り

C
D
録
音
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
公
開
講
座
の
開
催
を
主
眼

に
お
い
て
い
た
研
究
班
で
は
、
年
が
明
け
た
平
成
十
六
年
に
実
現
で

き
る
よ
う
に
具
体
的
に
動
き
出
し
た
。
当
初
、
祖
山
、
縁
山
の
二
箇

所
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
御
思
等
各
種
の
行
事
の

都
合
で
、
増
上
寺
の
み
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
平
成
十
六
年
四
月
十

六
日
、
大
本
山
増
上
寺
景
光
殿
に
お
い
て
、
「
伝
統
声
明
」
を
聴
く
、

と
い
う
題
名
で
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

三
月
に

C
D
が

完
成
し
た
の
で
、
当
日
、
頒
布
さ
れ
た
。

当
日
の
役
配

・
差
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

挨
拶

福
西
賢
兆
主
任
研
究
員

解
説

八
百
谷
啓
人

祖
山
声
明
衆

J¥ 
尾

敬
俊

清
水

秀
浩

南

忠
信

縁
山
声
明
衆

勝
道

産
本

栄
康

田
中

坂
上

典
翁

差

定

祖
山
声
明
衆
入
堂
(
無
言
)

着

座

四
智
讃
(
句
頭
南
)

散

華
(
句
頭
|
清
水
)

前
伽
陀
(
句
頭
|
八
尾

府
勿
念
仏
(
句
頭
八
尾

に
て
退
堂

縁
山
声
明
衆
入
堂
(
無
言
)

η
t
 

po 

句

E
i

着

座

四
智
讃
(
句
頭
|
坂
上
)

散

華
(
句
頭
田
中
)

前
伽
陀
(
句
頭
贋
本
)

府
勿
念
仏
(
句
頭
|
田
中

に
て
退
堂

当
日
は
、
百
人
あ
ま
り
の
聴
衆
が
来
山
さ
れ
、
景
光
殿
は
満
席
で

あ

っ
た
。



開
教
の
基
礎
的
研
究
・
⑩
国
際
交
流

は
じ
め
に

国
際
交
流
研
究
班
で
は
、
「
浄
土
宗
紅
世
紀
努
頭
宣
言
」
に
あ
る

「
世
界
に
共
生
を
」
の
教
え
を
実
現
す
る
た
め
、
法
然
上
人
の
教
え

の
も
と
で
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
国
際
交
流
の
研
究
と
活
動
を
行
な

っ
て
き
た
。

そ
し
て
平
成
日
年
度
の
研
究
と
活
動
と
し
て
は
、

ω浄
土
宗
の
聖
典
の
英
訳
作
業

ω在
日
外
国
人
を
対
象
と
し
た
仏
教
セ
ミ
ナ
ー

ω海
外
の
仏
教
研
究
者
の
受
け
入
れ

凶
国
際
学
会
へ
の
参
加

ω外
国
の
一
般
読
者
向
け
の
英
訳
本
の
作
成
・
編
集

附
聖
典
英
訳
編
集
及
び
国
際
交
流
に
関
す
る
研
究
会

な
ど
を
行
な
っ
た
。

活
動
概
要

戸

松

晴

義

ωの
聖
典
英
訳
作
業
で
は
、
担
当
者
を
定
め
て
英
訳
し
た
上
で

田
丸
徳
善
先
生
を
中
心
と
す
る
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
が
参
加
す

-168一

る
英
訳
聖
典
編
集
研
究
会
で
検
討
を
積
み
重
ね
た
。

あ
る
。 平

成
同
年
度
に
英
訳
を
し
た
各
聖
典
と
担
当
者
は
以
下
の
通
り
で

①

『阿
弥
陀
経
」

担

当

一
回
内
向
円
巾
ロ
冨
白

n
w
、
田
丸
典
子

②

『和
語
燈
録
」
「
念
仏
往
生
要
義
抄
」

担

当
二
戸
松
義
晴
、
富
山
門
付
巴
ロ
ヨ
、
』

o
E
F自
宅
白

5

③
同
「
三
心
義
」

担

当
二
戸
松
義
晴
、

E
R
K
E
C
B



④
同
「
七
箇
条
起
請
文
」

担

当
一
戸
松
義
晴
、
冨

R
K
Eロ
ヨ

な
お
、
以
上
の
4
点
の
英
訳
は
、
今
号
の
研
究
ノ

l
ト
に
掲
載
し

で
あ
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

ωの
在
日
外
国
人
を
対
象
と
し
た
仏
教
セ
ミ
ナ
ー
は
、
仏
教
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
考
え
て
い
た
在
日
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
問
い

合
わ
せ
を
契
機
に
始
ま
っ
た
。

『

F2.m
叶
印
]
}
内
∞
ロ
門
丘
町
一
回
ヨ
』
と

題

し

た

英

語

に

よ

る

講

演

第

1
回

1
4回

と
法
話
(
第
5
回

・
6
回
)
を
隔
月
で
行
な
い

平
成
日
年
度
は
6
回
開
催
し
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
5
月
9
日
(
金
)
午
後
7
時
1
9時

.L>-
3ミ

場
一
浄
土
宗
東
京
事
務
所
第
1
会
議
室

講

師
一
回
丸
徳
善
師

講

題
一
、
H
J
Y
巾
伊
三
日
命
的
。
同
』
若
山
口
巾
凹
巾
∞
ロ
門
凶
門
回
目
的
自

参
加
数
一
お
名

②
7
月
日
日
(
金
)
午
後
7
時

1
9時

A
E
 

場
一
浄
土
宗
東
京
事
務
所
第
l
会
議
室

講

師
一
佐
藤
良
純
師

講

題
一
、
H
，y
o
切
晶
一
吉
口
一
口
m
o同門
F
O

切
己
門
医
『
回
目
ヨ
国
関
巾

釦
口
内
同
一
社
。
』
白
匂
白
ロ
巾
印
。
∞
己
門
凶
仏
Y
B門
司
白
ロ
片
町
内
山
O
D

参
加
数
一
泊
名

③
9
月
初
日
(
金
)
午
後
7
時
1
9
時

④
日
月
刊
ω
日

ム
E

場
一
浄
土
宗
東
京
事
務
所
第

l
会
議
室

講

師
一
松
涛
弘
道
師

講

題

一
巧
}
戸
白門門同

0
2
∞
邑
岳
町
同
ロ

noロ
門
司
彦
三
巾
件
。

一h
y
o
d
F可。印門司

n
3
 

P
O
 

唱

E
4

参
加
数

一
却
名(

金
)
午
後
6
時

1
8時

.L>-
-z;: 

場

一
大
本
山
増
上
寺
大
殿
本
堂

講

師
一
岩
田
斎
肇
師

講

題

一
一宮

2
8ロ
nou巴
O
ロ
凹
白
σ
o
E
同
ハ
ミ
∞
邑
門
同
町
一
印
門

、H
，ぬ山内
υ
町一口

mm

参
加
数

一
泊
名

⑤
平
成
同
年
1
月
初
日

(
金
)
午
後
6
時
1
8時

ム
E

場

一
大
本
山
増
上
寺
大
殿
本
堂



講

師
一
藤
木
雅
雄
師

講

題
一
同
，

y
o
F
o
m
-
n同
一
円
0

5

0
同
司
ロ

S

F
白
口
弘

切
口
門
同
門
出
己
凹
ヨ

参
加
数
一
同
名

⑥
平
成
同
年
3
月
お
日
(
木
)
午
後
6
時

1
8時

ム一品

場
一
大
本
山
増
上
寺
大
殿
本
堂

講

師
一
伊
川
浩
史
師

講

題
一
回
何
回
ロ
(
「
彼
岸
」
)

参
加
数
一
幻
名

な
お
、
第
4
回
目
よ
り
会
場
を
増
上
寺
大
殿
本
堂
に
移
し
、
浄
土

宗
の
日
常
勤
行
も
参
加
者
に
体
験
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

ω海
外
の
仏
教
研
究
者
の
受
け
入
れ
は
、

日
本
仏
教
や
浄
土
教
を

研
究
対
象
と
し
て
い
る
研
究
者
を
、
総
合
研
究
所
の
研
究
員
と
し
て

受
け
入
れ
、

ωの
聖
典
英
訳
作
業
に
従
事
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

海
外
研
究
者
の
人
脈
の
発
掘
を
目
的
と
し
て
行
な
っ
た
。

平
成
日
年
度
は

5
月
に
公
募
を
開
始
し
、
書
類
審
査
と
面
獲
を
行

な
っ
た
上
で

7
月
中
に
ア
メ
リ
カ
人
女
性
の
穴

R
S
Z
R
W氏
に

候
補
者
を
決
定
し
た
。

同
町

g氏
は
カ
ン
ザ
ス
大
学
の
博
士
号
取
得
を
目
指
す
日
本
仏
教

美
術
の
専
門
家
で
あ
り
、
特
に
仏
教
学
、
日
本
仏
教
、
仏
教
漢
文
、

古
典
に
精
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
優
れ
た
日
本
語
能
力
を
有
し
、

東
京
国
立
博
物
館
で
の
翻
訳
家
と
し
て
の
勤
務
経
験
も
あ
る
こ
と
か

ら
適
任
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
烈
R
g氏
に
は

9
月
か
ら

「阿
弥
陀
経
」
の
英
訳
作
業
に
従
事
し
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
受
げ
入
れ
形
態
や
目
的
は
異
な
る
が
、
欧
米
に
お
け
る
法

然
浄
土
教
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ア
ル

-170一

パ
ニ

l
校
東
洋
学
科
教
授
の
冨

R
W
E
Z
B氏
を
日
月
中
に

1
週
間

と
、
平
成
同
年
2
月
か
ら

1
ヶ
月
間
の
2
回
に
わ
た
っ
て
研
究
所
に

招
聴
し
、
戸
松
義
晴
と
と
も
に

『和
語
燈
録
」
の
英
訳
作
業
を
行
つ

た。

1
回
目
の
来
日
の
際
に
は
「
念
仏
往
生
要
義
抄
」
を
、

2
回
目

の
来
日
の
際
に
は
「
三
心
義
」
と
「
七
箇
条
起
請
文
」
を
英
訳
し
た
。

な
お
、
「
念
仏
往
生
要
義
抄
」
は
悌
教
大
学
総
合
研
究
所
の
藤
本
研

究
班
の
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
を
頂
い
た

凶
の
国
際
学
会
へ
の
参
加
に
関
し
て
は
、
平
成
日
年
度
は
以
下
の



通
り
で
あ
る
。

①
第
日
回
国
際
真
宗
学
会

日

時
一

9
月
ロ
日
(
金

)
i
u日
(
日

ム
玄

場
一
目
ロ
凹
Z
E
R
O同
∞
豆
島
民
印
門

ω
E門出。印町民

円Z
O
O
B門
宮
白
円
。
叶

ygzm何回口白
}
C
E
oロ
(
米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
ー
)

テ
ー
マ
一
H
，

Z

E円。

E
E
d司
若
宮
吾
巾

no三
2
6
。E
ミ
当
O
司
一
色

(
現
代
に
お
け
る
浄
土
教
的
生
き
方
)

こ
の
学
会
は
世
界
の
浄
土
教
学
者
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
教

研
究
に
と
っ
て
有
益
な
意
見
交
換
と
人
材
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
た
世
界
で
布
教
活
動
を
す
る
開
教
使
も
集
ま
る
の
で
、
開
教
の
現

況
や
問
題
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
龍
谷
大
学
人
間

・
科
学

・
宗
教
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
催
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日

時
一

9
月
M
日
(
日

)
1日
日
(
月

ム
E

場
一
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
(
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
ー

テ
ー
マ
一
一
切
己
仏
門
出
己
印
ヨ
白
ロ
門
同
開
口
三
吋
ORH同巾ロ門

(
仏
教
と
環
境
)

こ
の
学
会
に
は
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む
宗
教
者
の
第
一
人
者
た

ち
が
世
界
か
ら
集
ま
り
、
浄
土
宗
や
総
合
研
究
所
の
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
方
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

な
お
、
上
記

2
つ
の
学
会
に
は
藤
木
雅
雄
、
戸
松
義
晴
、

』0
ロ
白
門
町
白
コ
ヨ
「
田
口
目
、

田
丸
典
子
が
参
加
し
た
。

間
外
国
の
一
般
読
者
向
け
の
英
訳
本
の
作
成

・
編
集
と
し
て
は

T
E
ムヴ，，

可
E
ム

1
9
2
5
年
に
出
ω召
常
国
印
〈
巳
o
n
片
円
。
ぇ

2
と
石
塚
竜
学
と
が
翻

訳

し

た

英

語

版

の

四

十

八

巻

伝

『図
。
ロ
g
1
5
巾
切
己
主

Y
E

ω包ロ門
』
の
再
編
集
作
業
を
行
な
い
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
新
し
い
英

訳
本
の
出
版
に
向
け
て
原
稿
を
作
成
し
た
。

外
国
の
一
般
読
者
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
構
成
を
再
編
成
し
、

『法
然
上
人
行
状
絵
図
』
の
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
て
、
』
0
己

o
g
c

H
V

耳
目
印
か

ら
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
業
に
は

守
口
白
岳
山
口
巧
印
同
門
的
と
戸
松
義
晴
が
中
心
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い

る。



山
間
の
聖
典
英
訳
編
集
及
び
国
際
交
流
に
関
す
る
研
究
会
を
平
成
日

年
度
は
3
回
行
な
っ
た
。
研
究
会
で
の
議
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
9
月
初
日
(
金
)
午
後
3
時
1
5時
却
分

議

題

一
国
際
真
宗
学
会
へ
の
参
加
報
告
と
今
後
の
課
題

②
日
月
四
日
(
金
)
午
後
3
時
1
5時
日
分

議

題

一
浄
土
宗
の
基
本
用
語
の
英
訳
に
つ
い
て

③
平
成
凶
年
2
月
幻
日
(
金
)
午
後
1
時

1
3時

議

題

『阿
弥
陀
経
」
英
訳
の
研
究
と
検
討

円

L円，a'
i
 

以
上
が
平
成
日
年
度
の
「
国
際
交
流
」
研
究
班
の
活
動
概
要
で
あ

る
が
、
平
成
同
年
度
に
継
続
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
く
あ
り

こ
の
報
告
を
ご

一
読
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
意
見
、
ご
指
導
を
い
た

だ
い
た
上
で
、
よ
り
良
い
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。



ホ
ー
ム
ぺ

l
ジ
教
化
情
報
提
供
・
⑬
英
語
に
よ
る
ホ

l
ム
ぺ

l
ジ
運
営可、ム十1w

a
t
t
s
 

ω研
究
目
的
と
方
法

日
本
語
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
に
対
応
し
た
英
文
を
掲
載
し
、
法
然
上

人
の
教
え
と
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
存
在
お
よ
び
研
究
活
動
と
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
と
お
し
て
世
界
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
特

に
世
界
の
仏
教

・
浄
土
教
研
究
者
と
の
研
究

・
意
見
交
換
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
世
界
の
教
育
機
関
に
お
け
る
イ

ン
タ
1
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
は
日
ご
と
に
増
大
し
、
将
来
影
響
力
の
あ

る
学
者

・
研
究
者

・
学
生
に
法
然
上
人
や
浄
土
宗
教
学
、
浄
土
宗
の

情
報
を
提
供
で
き
る
。
ま
た
、
世
界
各
地
の
研
究
者
と
の
交
流

・
意

見
交
換
の
容
易
さ
に
よ
り
、
適
宜
議
論
し
て
内
容
の
向
上
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

浄
土
宗
英
語
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
と
の
役
割
分
担
を
考
慮
し
て
、
当
該

ホ
ー
ム
ペ

1
ジ
は
日
本
語
ホ

1
ム
ペ
!
ジ
の
翻
訳
(
概
要

・
研
究
紹

義

晴

戸

T
J
o
n
 a
t
h
a
n
 

介

・
出
版
物

・
公
開
行
事

・
布
教
情
報

・
浄
土
宗
リ
ン
ク

・
研
究
機

関
リ
ン
ク
)
だ
け
で
な
く
、
国
O
ロぬロ

ω『

5
E
P
Hν己
目
戸
山
口
己

∞
豆
島
町
5
・』
0
己
o
ω
}
g
ω
E門
出
巾
∞
と
い
う
項
目
を
新
た
に
加
え
、

法
然
上
人
の
生
涯

・
教
え

・
著
作

・
浄
土
経
典

・
浄
土
教
の
相
承

q
J
 

ヴ

t
可
Eム

浄
土
宗
史

・
儀
礼

・
浄
土
宗
用
語
集

・
国
際
学
会
発
表
論
文
等
を
一

五

0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
解
説
し
、
宗
教

・
仏
教

・
浄
土
教

研
究
者
の
学
問
的
な
要
求
に
対
応
で
き
る
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω研
究
経
過
の
報
告

平
成
日
年
度
は
、
以
下
の
内
容
を
新
た
に
公
開
し
て

ホ

ム
ペ

ー
ジ
の
閲
覧
者
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
づ
く
り
を
目

指
し
た
。

①

2
2
E
E
∞E
岳
百
出
と
い
う
項
目
に
「
国
際
交
流
」
研



究
班
で
英
訳
し
た

『阿
弥
陀
経
」
を
〉
ロ
ロ
。
片
山
門
包
叶
Z
E
S
Z
Oロ

。
同
門
げ
ぬ
〉
ヨ
一
色
白

ωロ門
E
と
題
し
て
公
開
し
た
。

②
浄
土
宗
ホ
l
ム
ペ

1
ジ
の
新
た
な
英
語
版
作
成
に
全
面
的
に
関

与
し
た
。

③
英
語
版
浄
土
宗
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の
開
〈

g
gと
い
う
項
目
に
、

「
国
際
交
流
」
研
究
班
で
開
催
し
た
「
F
2
d
叶同
実
∞
邑
昏
百
出
」

と
い
う
行
事
(
詳
細
は
今
号
の
「
開
教
の
基
礎
的
研
究

・
⑩
国
際
交

流
」
の
活
動
報
告
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
)

の
開
催
告
知
と
経
過
報

告
を
公
開
し
た
。
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問
今
後
の
研
究
計
画

「
国
際
交
流
」
研
究
班
で
平
成
日
年
度
中
に
英
訳
し
た

『和
語
燈

録
』
の
「
念
仏
往
生
要
義
抄
」

・
「三
心
義
」

・
「
七
箇
条
起
請
文
」
と
、

現
在
英
訳
作
業
中
の

『無
量
寿
経
」
を
順
次
公
開
し
て
、
幅
広
く
意

見
を
求
め
て
ゆ
く
。

ま
た
、
浄
土
教
に
関
す
る
研
究
論
文
を
英
訳
し
、
こ
れ
を
公
開
し

て
、
世
界
各
地
の
研
究
者
と
の
交
流

・
意
見
交
換
を
は
か
る
。



日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
関
す
る
研
究
報
告

「
異
口
同
音
の
秘
訣
は
、
各
々
口
に
唱
へ
ず
し
て
耳
に
唱
へ
よ
」

」
れ
は
古
老
の
名
言
で
す
。
諸
経
の
と
き
は
、

一
字
一
句
唱
え
間

違
え
な
い
よ
う
に
、
経
文
を
見
て
、
声
を
出
し
、
耳
で
聴
き
な
が
ら

唱
え
ま
す
。

我
建
超
世
願
。

『浄
土
宗
信
徒
日
常
勤
行
式
」
浄
土
宗
宗
務
庁

我
れ
超
世
(
ち
ょ
う
せ
)

の
願
(
が
ん
)
を
建
つ
。

同
右

我
れ
超
(
す
ぐ
れ
た
)
た
る
願
(
ね
が
い
)
を
建
つ
。

『
お
っ

と
め
」
全
国
浄
土
宗
青
年
会

私
、
法
蔵
菩
薩
は
、
悟
り
を
ひ
ら
き
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け

る
も
の
を
救
済
す
る
た
め
に
世
に
比
類
な
く
勝
れ
た
四
十
八
の
願
い

を
た
て
ま
し
た
。

現
代
語
訳
の
日
常
勤
行
式
(
佐
山
哲
郎
)

福

西

ダ包

賢

こ
れ
ま
で
に
遠
思
な
ど
に
会
わ
せ
て
、
右
記
の
よ
う
に
訓
経
が
試

み
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
音
読
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
木
魚
の
快
い
リ
ズ
ム
に
あ
っ
た
音
読
に
勝
る
も
の
は
な
い
よ

う
で
す
。

Fhυ 

勾

t
可
E
A

で
は
、
ど
う
し
て
訓
読

・
訓
経
が
行
な
わ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

音
読
の
場
合
、
例
え
ば
五
字
一
句
の
と
き
は
、
五
字
の
最
後
の
文

字
で
息
継
ぎ
を
し
ま
す
。
二
人
で
諦
経
す
る
と
き
は
、
同
時
に
息
継

ぎ
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
、

い
つ
で
も
か
ま
わ
な
い
よ
う
で

す。
訓
読
の
場
合
、
明
確
に
息
継
ぎ
の
箇
所
を
決
め
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
唱
え
る
と
き
も
、
特
定
の
箇
所
ま
で
息
継
ぎ
を
我

慢
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

音
読
の
場
合
は
、
母
音
が
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。
訓
読
の
場
合
は
、



子
音
の
方
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
訓
読
は
読
み
間
違
え
が

す
ぐ
に
わ
か
つ
て
し
ま
い
ま
す
。
古
老
の
言
う
よ
う
に
、
耳
で
唱
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
「
読
み
も
の
」
の
法
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
選
択
本
願
念
仏
集
奉
戴
八
百
年
に
は
、
増
上
寺
で
「
選
択

集
抄
」
の
奉
読
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
知
恩
院
三
門
落
慶
式

に
は
、
「
羅
漢
講
式
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
節
が
あ
っ
て
も
単
調

で
あ
り
、
音
の
変
化
が
な
い
の
で
唱
え
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
動
き
が
な
い
な
ど
の
視
聴
覚
か
ら
み
て
も
、
唱
え
出
仕
す

る
人
と
参
列
拝
聴
す
る
人
も
、
あ
ま
り
面
白
く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
講
式
な
ど
の
「
読
む
」
法
会
は
廃
絶
も
多

く
、
訓
経
も
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
請
経
法
に
は
次
の
よ
う
な
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
対

象
別
に
よ
っ
て
、
対
本
尊
型

・
対
故
人
型

・
対
会
衆
型
に
分
類
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
思
い
ま
す
。
日
常
勤
行
式
は
、
対
自
儀
礼

・
修

道
儀
礼
で
す
。
本
尊
阿
弥
陀
知
来
に
対
し
て
念
仏

・
経
供
養
す
る
対

本
尊
型
の
諦
経
で
す
。
亡
き
人
の
た
め
の
対
故
人
型
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
全
員
参
加
型
の
読
経
で
す
か
ら
、
人
に
語
り
聞
か
せ
る

対
会
衆
型
の
諦
経
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
に
、
朗
読
を
聴
く
よ

う
に
、
耳
で
聴
い
て
わ
か
る
よ
う
な
経
本
の
構
成
に
し
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

勤
行
式
は
、

ま
ず
お
念
仏
を
と
な
え
る
た
め
の
序
章
で
す
。
香
偏

か
ら
声
を
出
し
て
「
読
む
」
こ
と
は

お
念
仏
を
と
な
え
る
た
め
の

ご
種
の
準
備
運
動
」
と
し
て
受
取
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
何
を
読
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
音
読
で
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
研
究
班
が
発
足
し
た
次
第
で
す
。
し
か
し
、

現
状
は
わ
か
り
や
す
い
経
典
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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や

リ
ズ
ム

の
あ
る
七
五
調
の
経
典
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
行
線

の
ま
ま
で
、
調
整
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
漢
文
カ
が
低

下
し
て
い
る
今
日

わ
か
り
や
す
い
「
勤
行
式
」
を
制
定
す
る
べ
き

時
運
で
あ
る
と
い
う
方
が
い
ま
す
。

一
方
で

わ
か
り
や
す
さ
を
求

め
す
ぎ
た
の
で
、
今
日
の
国
語
力
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
一
因
で
は
な

い
か
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
経
文
の
文
体
な
ど
を
考
え

る
こ
と
も
大
事
で
す
。
し
か
し
、

も
う
一
度
、
勤
行
式
の
根
源
的
な

あ
り
方
を
問
い
直
す
時
で
は
な
い
か
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。
四
誓

偽
を
読
む
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
「
諸
経
」
で
は
な
く
名
文
で
あ
る



『
一
枚
起
請
文
』
を
「
声
に
出
し
て
読
む
」
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。

「
信
徒
動
行
式
」
を
新
た
に
制
定
す
る
た
め
に
は
、

い
く
つ
か
の

委
員
会
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
は
七
五

調

・
わ
か
り
や
す
い
式

・
現
代
語
訳
(
試
訳
)
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し

て
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
平
成
の
お
っ

と
め
」
を
制
定
す
る
ひ
と
つ
の
手
立
て
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

」
こ
で

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
現
代
語
訳
で
の
勤
行
式
を
な
さ

っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
そ
の
経
本
ま
た
は
そ
の

コ
ピ
ー
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
現
状
の
問
題
点
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
お
幸
甚
で
す
。
さ

ら
に
は
、
前
号

・
本
号
掲
載
の
勤
行
式
に
つ
い
て
、
ご
教
導
を
賜
り

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
教
導
に
よ
っ
て
、
再
検
討
を
し

ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
度
の
研
究
に
際
し
て
、
倉
島
節
尚
先
生
、
桂
大
誠

先
生
、
石
川
三
雄
先
生
、
佐
山
哲
郎
先
生
に
は
、
多
大
な
教
導
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
で
謝
し
ま
す
。

研
究
会

平
成
十
五
年

-
六
月
十
六
日

-
九
月
二
十
九
日

-
十
二
月
一
日

平
成
十
六
年

-
一
月
二
十
一
日

-
四
月
二
十
六
日

現
代
語
訳
の
指
針
検
討

現
代
語
訳
例
の
検
討

同
右

現
代
語
訳
の
勤
行
式
の
実
施
例
報
告

現
代
語
訳
と
研
究
報
告
発
表

ヴ

t
勺

t-Eム



日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
関
す
る
基
礎
研
究

総

論

日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
は
な
ぜ
必
要
か

ガ
l
ゴ
ン
チ
ョ

l
セ
1
ガ
ン

ヒ
ッ
シ
!
ム

l
ジ
ョ

l
ド
l

ー
ガ
ン
フ

l
マ
ン
ゾ
ク

セ
ー
フ

1
ジ
ョ

l
シ
ョ

l
ガ
ク

ガ

オ

ム

リ
ヨ

コ

フ
1
イ
1
ダ
イ
セ

l
シ
ュ

l

フ
1
サ
イ
シ

ョ
l
ピ
ン
グ

l

(
以
下
略
)

セ
ー
フ
l
ジ
ョ

l
シ
ョ

l
ガ
ク

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は

『四
誓
偏
』
の
官
頭
部
分
で
あ
る
。

聞
え
る
ま
ま
に
書
き
写
す
と
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。
読

経
の
声
は
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
快
く
耳
に
入
る
が

一
般
大
衆
は
も
と

よ
り
檀
信
徒
で
も
、
こ
れ
を
聞
い
て
直
ち
に
意
味
の
分
か
る
人
は
ご

大
正
大
学
文
学
部
教
授

倉

尚

資官

島

く
少
数
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
部
分
を
訓
読
し
た
一
例
が
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

我
れ
超
世
の
願
を
建
つ
。
必
ず
無
上
道
に
至
ら
ん
。
斯
の
願
満
足

0
6
 

巧

t
唱
E
i

シ

せ
ず
ん
ば
。
誓
っ
て
正
費
を
成
ぜ
じ
。
我
れ
無
量
劫
に
於
て
大
施
主

と
な
っ
て
普
ね
く
諸
の
貧
苦
を
済
ず
ん
ば
。
誓
っ
て
正
賓
を
成
ぜ
じ
。

(
以
下
略
)

(「浄
土
宗
信
徒
日
常
勤
行
式
』
昭
三
二

・
八
)

こ
れ
な
ら
ば
、
読
経
を
聞
き
な
が
ら
文
字
を
目
で
追
っ
て
い
れ
ば
、

あ
る
程
度
意
味
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も

わ
れ
ち
ょ
う
せ
い
の
が
ん
を
た
つ

か
な
ら
ず
む
じ
よ
う
ど
う
に



い
た
ら
ん

こ
の
が
ん
ま
ん
ぞ
く
せ
ず
ん
ば

ち
か
つ
で
し
ょ
う
が

く
を
じ
よ
う
ぜ
じ

わ
れ
む
り
ょ
う
こ
う
に
お
い
て
だ
い
せ
し
ゅ
と

な
っ
て
あ
ま
ね
く
も
ろ
も
ろ
の
ぴ
ん
ぐ
を
す
く
わ
ず
ん
ば

ち
か
つ

で
し
ょ
う
が
く
を
じ
よ
う
ぜ
じ

と
読
ま
れ
る
の
を
聞
く
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
果
た
し
て
ど
の
程
度

内
容
を
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

檀
信
徒
の
多
く
は
、
音
読
で
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
分
か
ら
ず
、
訓

読
で
も
難
解
な
語
が
多
く
て
意
味
を
と
ら
え
に
く
く
、
僧
侶
の
読
経

の
ま
ま
に
身
を
任
せ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

で
は

そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
檀
信
徒
も
経
文
の
意
味
を
理
解
し

も
ど
も
唱
和
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
望
ま
し
い
姿
で
は
あ
る
ま

、A
3

0

し
カそ

の
た
め
に
は
、

一
般
大
衆
と
と
も
に
唱
え
ら
れ
る
も
の
が
必
要

と
な
り
、
必
然
的
に
経
文
の
現
代
語
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

現
代
語
化
の
試
み

経
文
を
聞
い
て
分
か
る
よ
う
に
し
よ
う
、

と
い
う
考
え
は
か
な
り

以
前
か
ら
あ
り
、
個
人
的
に
作
ら
れ
た
何
種
類
か
の
試
訳
が
存
在
す

る
。
そ
れ
ら
は
格
調
の
高
い
文
語
体
の
も
の
、
デ
ス

・
マ
ス
体
の
も

の
、
あ
る
い
は
五
・
七
調
に
リ
ズ
ム
を
調
え
た
も
の
な
ど
多
様
で
あ

る。
こ
う
し
た
試
み
に
対
し
て
、
意
味
を
分
か
り
ゃ
す
く
す
る
た
め
に

経
文
を
現
代
語
化
す
る
こ
と
は
大
衆
へ
の
迎
合
で
あ
っ
て
賛
成
し
難

ぃ
、
と
す
る
向
き
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
現
代
語
化

す
る
と
、
経
文
の
本
来
の
意
味
が
正
確
に
伝
わ
ら
な
く
な
る
か
ら
好

ま
し
く
な
い
、
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と
い
う
意
見
も
あ
る
。

し
か
し
、
専
門
職
た
る
僧
侶
は
別
と
し
て
、
檀
信
徒
や
一
般
大
衆

と

に
と
っ
て
、
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
経
文
よ
り
は
、
多
少
正
確
さ

が
減
ず
る
に
し
て
も
、
意
味
の
理
解
で
き
る
経
文
に
接
す
る
ほ
う
が
、

仏
の
教
え
に
近
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で

は
あ
る
ま
い
か
。生

活
形
態
の
変
化

昨
今
は
住
宅
事
情
を
反
映
し
て
自
宅
葬
が
減
少
し
、

セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
都
市
部
で
は



寺
院
自
体
も
ピ
ル
化
し
て
、
法
事
な
ど
も
椅
子
席
で
行
わ
れ
る
の
が

普
通
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
法
要
を
行
う
場
所
の
雰
囲
気
が

変
っ
て
い
る
こ
と
に
も
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
要
の
行
わ
れ
る
場
所
の
現
代
化
に
適
応
し
つ
つ
、
な
お
荘
厳
さ

を
備
え
た
表
白

・
宣
疏
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま

で
多
く
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
導
師
が
独
唱
し
て
大
衆
が
聞
く
と
い

う
形
式
を
脱
し
て
、
大
衆
と
と
も
に
唱
和
す
る
形
へ
と
向
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

日
常
勤
行
も
ま
た
社
会
の
変
化
、
生
活
の
変
化
の
流
れ
に
沿
っ
て

脱
皮
し
、
現
代
語
化
へ
と
進
む
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

四

現
代
語
化
の
目
指
す
も
の

右
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
本
委
員
会
で
は
数
次
に
わ
た
り

日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
た
。

日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
先
ず
最
初
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
分
か
り
ゃ
す
い
口
語
訳
を
作
る
こ
と

を
目
指
す
の
か

そ
れ
と
も
平
成
の
経
文
を
作
る
こ
と
を
目
指
す
の

か
、
と
い
う
基
本
的
な
選
択
で
あ
る
。
こ
の
選
択
は
、
先
述
の
諸
点

か
ら
考
え
れ
ば
自
明
で
あ
っ
て
、
僧
侶
と
檀
信
徒
ま
た
一
般
大
衆
が

と
も
ど
も
に
唱
え
ら
れ
る
平
易
な
経
文
を
作
る
、

と
い
う
ほ
う
を
選

ぶ
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
委
員
会
と
し
て
は
、
来
る
べ
き
八
百
年

大
遠
忌
に
む
け
て
、
平
明
な
平
成
の
経
文
を
作
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
こ
と
に
し
た
。

現
代
語
化
に
当
た
っ
て
は
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
文
体
を
ど
う
す
る
か
。
現
代
風
の
分
か
り
ゃ
す
い
文
体
で
あ

る
こ
と
が
大
前
提
だ
が
、
デ
ア
ル
体
に
す
る
か
、
デ
ス

・
マ
ス
体
に

す
る
か
。
あ
る
い
は
、
格
調
を
保
つ
た
め
に
、
現
代
風
の
文
語
体
と
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い
う
選
択
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
内
容
の
理
解
を
優
先
す
る
か

唱
え
や
す
い
節
(
リ
ズ
ム
)
を
大
事
に
す
る
か
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に

つ
い
て
の
基
本
方
針
を
決
め
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

経
文
の
中
の
重
要
な
用
語
を
ど
の
程
度
現
代
語
で
砕
い
た
表
現
に
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

作
業
の
順
序
と
し
て
は
、
内
容
の
分
か
り
ゃ
す
い
平
易
な
現
代
文

に
改
め

そ
の
上
で
格
調
や
節
(
リ
ズ
ム
)
を
考
慮
し
て
手
を
加
え

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
章
以
下
に
、
こ
れ
ま
で
に
試
み
ら
れ
た
現
代
語
化
の
い
く
つ
か
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日
常
勤
行
式
の
現
代
語
訳
の
変
遷
と
そ
の
問
題
点

既
に
、

「教
化
研
究
』
第
H
号
で
は
、
佐
山
哲
郎
師
の
朗
読
調
の

勤
行
式
、
山
田
隆
昭
師
の
現
代
語
訳
の
勤
行
式
を
掲
載
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
桂
大
海
師
の
友
松
円
諦
師
的
な
現
代
語
訳
の
勤
行
式
、
石

川
三
雄
師
の
七
五
調
の
勤
行
式
を
掲
載
し
ま
し
た
。
前
号
と
会
わ
せ

て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

」
の
研
究
班
で
は
、
数
回
の
討
議
の
結
果
、
次
の
二
点
を
確
認
し

ま
し
た
。

※ 

伝
統
的
な
も
の
は
尊
重
す
る
。

※ 

教
化
の
た
め
に
は
、
現
代
語
訳
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
先
師
が
「
共
に
と
な
え
ら
れ
る
勤
行
式
」

を
考
案
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
信
徒
動
行
式
の
変
遷
を
見
ま
す
と
、
僧

侶
の
式
と
檀
信
徒
の
式
次
第
が
違
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
に

な
っ
て
、
僧
侶
と
檀
信
徒
と
が
一
緒
に
と
な
え
る
「
信
徒
動
行
式
」

西

城

ヒ士:>

刀"'

隆

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
現
行
の

『浄
土
宗
信
徒
日
常
勤
行

式
」
で
す
。
こ
の
経
本
に
は
、
伝
統
的
な
「
音
読
の
勤
行
式
」
と

読
解
で
き
る
書
き
下
し
の
「
訓
読
の
勤
行
式
」
と
の
二
部
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
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そ
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
外
国
語
で
あ
る

漢
文

・
音
読
の
勤
行
式
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
現
行
の
書

き
下
し
勤
行
式
は
よ
い
が
、
現
代
語
訳
の
勤
行
式
は
問
題
が
あ
る
と

い
う
方
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
研
究
班
は
、
現
行
の
「
檀
信
徒
動
行
式
」
を
否
定
す
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
統
的
な
勤
行
式
を
尊
重
し
つ
つ
、
よ
り
良
い

「
信
徒
動
行
式
」
(
「平
成
の
お
っ
と
め
』
)
を
提
唱
す
る
た
め
で
す
。

そ
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
勤
行
式
を
現
代
語
訳
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
目
的
は
実
唱
す
る
の
で
は
な
く
、
他
国
語
に
翻
訳
す
る
時
な
ど
に
、

重
要
な
資
料
提
供
に
も
な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
同
時
に
、
香
偏

・
送



仏
備
な
ど
の
勤
行
式
の
偶
文
を
、
正
し
く
理
解
で
き
て
い
る
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
研
究
所
で
は
、
「
浄
土
三
部
経
」
な
ど
を

始
め
と
し
て
、
現
代
語
訳
と
英
訳
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
英
語
版

の
勤
行
式
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は

ど
の
よ
う
に
「
現
代
語
訳
の
勤
行
式
」
を
普
及
一
般
化
す

る
か
が
問
題
で
す
。
第
一
段
階
は
、
現
行
の
「
書
き
下
し
文
の
勤
行

式
」
か
ら
、
音
の
響
き
の
よ
い
「
七
五
調
の
勤
行
式
」
へ
の
移
行
で

す
。
そ
し
て
、
「
朗
読
調
の
勤
行
式
」

さ
ら
に
は
「
口
語
体
の
勤
行

式
」
を
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
も
か
く
、
僧
侶
自
身
の
意
識

改
革
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
結
論
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
「
現
代
語
訳
の
勤
行
式
」
が
普
及
し
な
い
の
は
、
「
音
読
の

勤
行
式
」
の
方
が
音
韻

・
唱
え
や
す
さ

・
リ
ズ
ム
等
で
勝
れ
て
い
る

か
ら
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。
で
は
、
耳
で
聞
い
て
わ
か
る
「
現
代

語
訳
の
勤
行
式
」
に
、
「
音
読
の
勤
行
式
」
の
利
点
を
加
え
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
、
音
読
と
訓
読

ロ
ん
て
ん
あ
い
の
う
レ
・
9

中
世
の
百
科
事
典
と
も
言
う
べ
き
『
塵
添
塩
嚢
紗
』
(
十
五
巻
)

の
「
音
訓
に
読
経
の
勝
劣
の
事
」
の
項
に
は
、
常
の
読
請
は
立
国
の
読

み
が
勝
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
ま
す
。
音
(
こ
え
)

の
経
に
は
多
義

が
含
ま
れ
て
い
る
。
呉
音
漢
音
は
聖
言
で
あ
る
か
ら
、
悟
り
を
得
る

こ
と
が
出
来
る
。
訓
読
は
多
義
の
中
か
ら
一
義
に
つ
い
て
「
大
和
言

や
ま
と
こ
と
ば
こ
よ
り
出
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
徳
は
浅
い
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
が
、
呉
音
に
よ
る
読
請
の
法
と
し

た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
音
訓
の
勝
劣
論
の
歴
史
的
背
景
が
あ

り
ま
し
た
。
諸
経
と
い
え
ば
音
読
(
真
読
)
で
あ
り
、
訓
読
は
読
解
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と
し
て
の
「
訓
経
」
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
清
水
真
澄
氏
は
、

「
訓
経
を
拝
聴
す
る
と
き
、
経
典
の
内
容
が
耳
に
馴
染
み
理
解
し
ゃ

す
い
。
音
と
し
て
も
柔
ら
か
く
、

よ
り
心
地
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
説
い
て
い
ま
す
(
『読
経
の
世
界
」
)。

こ
の
よ
う
に
「
訓
読
の
勤
行
式
」
は
、
唱
和
の
難
し
さ

・
式
の
尊

厳
が
失
わ
れ
る
と
い
う
理
由
な
ど
で
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
ま
た
、
朗
読
と
同
様
に
読
み
間
違
い
が
す
ぐ
に
わ
か
る

」
と
と
、
重
々
し
く
唱
え
な
い
と
荘
厳
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

音
読
よ
り
も
訓
読
の
方
が
、
唱
和

・
息
継
ぎ
な
ど
の
点
で
難
し
い
と



い
え
ま
す
。
ま
た
、
音
読
も
同
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
唱
え
る
人
の

技
量
(
声

-
節
回
し

・
押
し
出
し

・
人
徳
)
が
理
解
で
き
て
し
ま

う
怖
さ
が
あ
り
ま
す
。

増
上
寺
で
は
、
椎
尾
排
匡
大
僧
正
が
和
語
の
勤
行
式
を
提
唱
さ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
聖
徳
太
子
奉
賛
会
の
み
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

』.，
-

J

、

+
J
+
J
7し

お
朝
事
に
は
訓
読
の
「
四
誓
の
偏
」
を
読
請
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
御
思
大
会
に
は
「
和
訳
礼
讃
(
三
尊
礼
こ
を
唱
え
て
い
ま

す
。
恒
式
ま
た
は
年
中
行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
れ
ば
、
「
浬
般
車

講
式
」
(
椎
尾
大
僧
正
撰
)

の
よ
う
に
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
訓
読
の
勤
行
式
」
は
唱
和
し
に
く
い
と
仰
る
方
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
「
一
枚
起
請
文
」
と
「
一
紙
小
消
息
」
等
の
法
語
は
平

生
に
読
請
し
て
い
ま
す
。
と
な
え
る
場
(
習
慣

・
恒
式
)
を
作
る
こ

と
が
普
及
の
第
一
歩
で
す
。
更
に
言
え
ば
、
「
表
白
」
始
め
「
下
矩
」

も
訓
経
の
一
種
の
「
語
り
物
」
の
部
類
に
入
る
と
言
え
ま
す
。

融
問
藤
孝
著
の

『声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
呈
巴
が
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
り

N
H
K
教
育
番
組
の

「
に
ほ
ん
ど
で
あ
そ
ぽ
」
で
は
幼

児
に
名
文
を
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
語
り
物
」
が
一
種

の
プ

l
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
こ
そ
、
古
今
の
名
文
の
ひ
と

つ
で
あ
る
ご
枚
起
請
文
」
等
を
読
み
聞
か
せ
る
べ
き
で
す
。
ま
た

同
時
に
、
現
代
語
訳
の
勤
行
式
を
普
及
さ
せ
る
絶
好
の
好
機
と
も
言

え
ま
す
。

「
浄
土
宗
信
徒
日
常
勤
行
式
」
は
、
浄
土
宗
と
し
て
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。
し
か
し
、
現
段
階

で
は
前
掲
の
例
を
提
示
し
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
中
か
ら
選
択
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

て
漢
文
体
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檀
信
徒
と
共
に
唱
え
ら
れ
る
も
の
〔
檀
信
徒
動
行

式

・
音
読
〕

二
、
文
語
体
〔
七
五
調
、
音
の
響
き
と
リ
ズ
ム
を
大
切
に
す
る
も

の

三
、
朗
読
調
〔
聞
く
だ
け
で
な
く
、
唱
え
聞
く
も
の
〕

四
、
口
語
体
〔
意
訳
も
可
で

理
解
で
き
る
も
の
〕

五
、
現
代
語
訳
〔
他
国
語
に
訳
せ
る
も
の
〕

二
、
さ
ま
ざ
ま
な
勤
行
式



前
掲
の
提
唱
し
た
勤
行
式
は
、
香
偽

・
三
宝
礼

1
四
警
備

1
送
仏

偶
と
い
う
一
連
の
式
次
第
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
先
師
の
好
例
を
参

考
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。
信
徒
動
行
式
は
、
香
偏
か
ら
送
仏
偶
と
い

う
一
連
の
式
次
第
で
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
定
義
で
も
あ
り
ま
す
。

『
教
会
衆
勤
行
法
』
京
都
浄
国
寺
内
、
宗
粋
社
代
表
嘗
麻
堅
定

(
明
治
四
十
年
三
月
二
十
日
発
行
)

香
偏

・
三
唱
礼

・
略
餓
悔
・
十
念

・
法
語
「
小
消
息
」
(
毎
朝
拝
読
)

「
一
枚
起
請
文
」
(
毎
夕
拝
読
)
・
摂
益
文

・
念
仏
一
会

・
総
回
向
(
マ

マ
)
・
三
敬
礼
二
心
敬
礼
極
楽
世
界
本
願
成
就
身
阿
弥
陀
仏
)
・
十

念
。
(
浄
土
宗
教
会
衆
心
得
)

本
書
は
、
教
会
衆
・
教
友
(
し
ん
じ
ゃ

の
た
め
の
音
読
の
勤
行

式
で
す
。
た
だ
し
、
現
行
の
勤
行
式
と
異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
式
の
特
色
は
、
経
典
を
謂
経
し
な
い
こ
と
で
す
。
諸
経
の
代
わ
り

に
、
朝
に
「
一
紙
小
消
息
」
と
夕
に
ご

枚
起
請
文
」
の
法
語
を
奉

読
す
る
点
で
す
。
三
敬
礼
と
い
う
三
身
礼
に
似
た
偏
文
も
あ
り
ま
す

が
、
仏
常
住
と
い
う
思
想
で
奉
請

・
送
仏
備
を
と
な
え
な
い
点
も
特

色
で
す
。
(
大
雲
寺
蔵
に
よ
る

『
浄
土
宗
法
要
式

洋
式
音
符
附
』
大
本
山
増
上
寺
内
、
浄
土
宗

法
式
会
代
表
千
葉
満
定
(
大
正
十
二
年
二
月
二
十
七
日
発
行
)

香
偏

・
三
宝
礼

・
三
奉
請
ま
た
は
四
奉
請

・
歎
仏
偶

・
略
機
悔

・
十

念

・
三
尊
礼

・
開
経
偏

読
経

四
誓
偏
(
訓
読

・
朝
の
勤
行
)
・
光
明
歎
徳
章
(
訓
読

・
タ

の
勤
行
)
・
一
枚
起
請
文
(
朝
の
勤
行
)
・
発
願
文
(
訓
読

・
タ
の
勤

行
)
・
摂
益
偶
・
念
仏
一
会

・
別
回
向

・
総
回
向
偽

・
十
念

・
総
願

偽

・
三
唱
礼

・
送
仏
傷
。
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本
書
は
開
宗
七
百
五
十
年
報
恩
記
念
の
一
端
と
し
て
、
浄
土
法
要

式
(
読
語
法

の
普
及
の
た
め
に
音
符
を
採
用
し
た
と
あ
り
ま
す
。

訓
読
の
調
経

・
法
語
を
奉
読
す
る
こ
と
が
特
色
の
あ
る
点
で
す
。
た

だ
し
、
香
偽
を
始
め
経
題
は
音
読
し
て
い
ま
す
。
(
大
正
十
二
年

月
再
版

・
大
雲
寺
蔵
に
よ
る
)

『
浄
土
宗
勤
行
聖
典
』
総
本
山
知
恩
院
、
編
纂
者
総
本
山
布
教
師

会
(
昭
和
三
年
四
月
二
十
五
日
発
行
)

浄
土
宗
勤
行
式
(
第
二
式
)



一
唱
礼

・
香
を
献
ぐ
(
讃
仏
歌

・
変
ロ
調
合
唱
)
・
礼
讃
文

・
餓

悔

・
読
経
(
経
典
抄
拝
読
)
・
御
法
語
(
法
語
抄
拝
読
)
・
摂
益
偏

念
仏
一
会

・
回
願

・
総
回
願

・
同
声
十
念

・
宗
歌
(
月
か
げ

・
ハ
調

合
唱
)
・
三
唱
礼。

」
の
第
一
式
の
勤
行
式
は
、
法
要

・
別
時
等
に
行
な
う
た
め
の
通

常
の
音
読
に
よ
る
式
で
す
。
第
二
式
は
、
青
年
会

・
婦
人
会
等
に
行

な
う
た
め
の
和
文
体
の
形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
四
年
版
の

『
法
要
集
」

の
「
修
養
会
お
つ
と
め
」
の
原
型
と
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
「
香
を
献
ぐ
」
は
、
当
時
の
知
恩
院
執
事
長
岩
井
智
海
師
が
節

を
つ
け
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
東
京
魚
箆
寺
蔵
に
よ
る
)

香
を
献
ぐ

一
、
(
き
よ
)
き
香
(
か
)
た
な
び
き
、

四
方
(
よ
も
)
に
か
ほ
り

あ
ま
ね
く
み
仏
、
何
ぎ
ま
つ
る

ひ
か
り
あ
ふ
れ
、

め
ぐ
み
深

し。

二
、
賢
聖
(
た
か
き
)
に
あ
く
が
れ

み
法
(
の
り
)

-
ご
¥
、
，
、

ナ
J
+
J
A
U

ノ、

ま
な
く
み
慈
悲
(
め
ぐ
み
)
、

っ
た
へ
ま
つ
る

み
く
に
輝
き

に
ほ
ひ
あ
ふ
る
。

世襲
悔

(
首
座
発
声
)
我
等
(
わ
れ
ら
)
至
真
(
ま
こ
と
)

の
心
を
以
て
餓

悔
す
。

(
大
衆
合
唱
)
我
等
久
遠
(
く
お
ん
)

の
昔
よ
り
三
毒
の
猛
火
(
ほ

む
ら
)
頻
(
し
き
)
り
に
燃
え
て
心
の
襖
悩
(
な
や
み
)
除
き
難
し
。

願
く
は
今
み
仏
の
慈
光
に
浴
し
、
身
口
意
倶
(
と
も
)
に
清
浄
(
き

よ
)
か
ら
し
め
た
ま
へ
。
(
合
掌
低
頭
)

回
願

(
首
座
発
声
)
謹
み
て
大
慈
願
王
阿
弥
陀
知
来
、
大
恩
教
主
釈
迦
牟
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尼
如
仏
、
高
祖
光
明
善
導
大
師
、
元
祖
円
光
明
照
大
師
、
伝
灯
列
祖

等。

一
切
三
宝
の
霊
徳
を
感
謝
し
奉
る
。

(
大
衆
合
唱
)
願
く
は
我
等
の
心
に
無
限
の
恩
光
と
、
永
久
の
生
命

と
を
与
へ
給
へ
。
(
以
下
省
略
)

礼
讃
文
は
、
人
身
受
け
難
し
云
々
の
帰
敬
文
(
三
帰
依
文
)
で
あ

り
、
摂
益
文

・
総
回
向
備
は
と
も
に
現
行
の
訓
読
で
す
。

『浄
土
礼
調
法
』
浄
土
宗
神
奈
川
教
区
布
教
団
(
昭
和
七
年
四
月

七
日
宗
祖
降
誕
八
百
年
記
念
)



三
唱
礼

・
機
悔
文
〔
広
餓
悔
偏
の
訓
読
〕

・
略
機
悔
文
〔
音
読
〕

・
十

念

・
阿
弥
陀
仏
礼
讃
(
一
回
又
は
三
回

・
下
中
上
音
)
〔
日
中
礼
讃

の
一
尊
礼
〕

・
開
経
偏
〔
音
読
〕

・
光
明
歎
徳
章
〔
訓
読
〕

・
摂
益

文

・
念
仏
一
会

・
総
回
向
文

・
十
念

・
三
身
礼

・
誓
願
の
偏
〔
還
相

回
向
備
の
訓
読
〕

・
十
念
。

一
枚
起
請
文
。

本
書
の
特
色
は
、
香
偏
三
宝
礼
奉
請
の
導
入
部
分
が
な
く
、
三
唱

礼
を
と
な
え
て
広
機
悔
の
文
を
訓
読
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

尊

礼
の
み
を
唱
え
て
、

光
明
歎
徳
章
と
還
相
回
向
備
を
訓
読
す
る
点
も

独
特
な
次
第
で
す
。
(
神
奈
川
教
区
正
行
寺
蔵
に
よ
る
)

こ
の
式
の
三
礼
と
光
明
歎
徳
章
は
、

『如
来
光
明
礼
拝
儀
」
の

「
知
来
光
明
の
礼
拝
式
」
に
よ
っ
て
訓
読
の
影
響
が
な
さ
れ
た
の
で

し
よ
う
か
。

『如
来
光
明
礼
拝
儀
」
の
光
明
歎
徳
章
は
、
前
半
の
部

分
を
省
略
し
て
い
ま
す
が
、
本
書
で
は
省
略
し
て
い
ま
せ
ん
。
(
昭

和
六
年
一
月
十
五
日
発
行
に
よ
る
)

『浄
土
宗
法
要
集
』
浄
土
宗
務
所
(
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
五

日
発
行
)

修
養
会
お
つ
と
め

(
青
年
会

・
婦
人
会
)

国
歌

・
遥
拝

・
首
座
献
香

・
帰
敬
文

・
餓
悔

・
開
経
偏

・
読
経
(
四

警
備

・
訓
読
)
・
御
法
語
(
首
座
法
語
抄
よ
り
撰
ぶ
)
・
摂
益
文

・
念

仏
一
会

・
回
願
(
同
唱
十
念
)
・
総
回
願
偽

・
三
唱
礼

・
会
歌
(
又

は
讃
仏
歌
)
・
講
話
。

こ
の
式
次
第
は
、

『浄
土
宗
勤
行
聖
典
」
(
総
本
山
布
教
師
会
)
に

よ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
月
か
げ
の
歌
を
用
い
る
時
は
、

摂
益
文
に
代
え
て
唱
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
本
書
に
は
、
こ
の
他
に

も
「
集
り
の
お
つ
と
め
」
と
し
て
、
開
会
に
三
帰
依
文

・
閉
会
に
総

願
偽
を
訓
読
す
る
次
第
を
示
し
て
い
ま
す
。
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平
成
版
の

『法
要
集
」
に
は
、
こ
れ
ら
の
式
そ
の
も
の
を
削
除
し
て

い
ま
す
。

『浄
土
宗
の
お
つ
と
め
』
大
本
山
増
上
寺
(
昭
和
十
四
年
十
二
月

二
十
五
日
発
行
)

香
偏

・
三
宝
礼

・
三
奉
請

・
略
機
悔

・
十
念

・
開
経
偏

・
一
枚
起
請

文

・
摂
益
文

・
念
仏
一
会

・
別
回
向

・
総
回
向
文

・
十
念

・
三
礼

(
礼
拝
)
・
送
仏
偶

・
仏
説
阿
弥
陀
経

〔訓
読
用

・
音
読
用
〕

・
発
願

文
〔
訓
読
用
〕

・
来
迎
和
讃
。



本
書
は
、

「法
要
集
」
と
同
じ
日
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
諦
経

の
代
わ
り
に
法
語
の
一
枚
起
請
文
を
奉
読
す
る
こ
と
が
特
色
あ
る
点

で
す
。
こ
の
次
第
は
、

「浄
土
宗
法
要
式

洋
式
音
符
附
』
を
簡
略

化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
増
上
寺
発
行
の
二
書
は
、
諦
経
を
訓

読
も
し
く
は
法
語
を
奉
読
し
、

そ
の
他
は
音
読
す
る
と
い
う
形
態
を

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
知
恩
院
の

『浄
土
宗
勤
行
聖

典
」
と

『法
要
集
」
の
「
修
養
会
の
お
つ
と
め
」
は
す
べ
て
和
語
に

す
る
と
い
う
思
想
が
み
ら
れ
ま
す
。
(
大
雲
寺
蔵
に
よ
る
)

『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式

附
・
和
讃
勤
行
法
』
浄
土
宗
務
所
教
学

部

発
行
人
教
学
部
長
吉
水
智
承
(
昭
和
三
十
二
年
八
月
十
五
日
発

行内
題

「
浄
土
宗
勤
行
式
」

香
偽

・
三
宝
礼

・
三
奉
請

・
歎
仏
偏

・
機
悔
偏

・
十
念

・
三
尊
礼

・

閉
経
偽

・
四
箸
偽

・
本
箸
偽

・
十
念

・
一
枚
起
請
文
(
朝
の
お
勤
め

の
時
)
・
発
願
文
(
夕
の
お
勤
め
の
時
)
・
摂
益
文

・
念
仏
一
会

・
別

回
向
〔
訓
読
〕

・
総
回
向
偏

・
十
念

・
四
弘
誓
願

・
三
身
礼

・
送
仏

偶

内
題

「
浄
土
宗
日
常
和
讃
勤
行
法
」

香
偶

・
三
宝
礼

・
四
奉
請

・
餓
悔
偽

・
十
念

・
開
経
偏

・
論
経

四

誓
偽

・
本
誓
偏

・
十
念

・
摂
益
偏

・
念
仏
一
会

・
別
回
向
〔
各
十

念〕

・
総
回
向
偽

・
十
念

・
総
願
偏

・
三
唱
礼
ま
た
は
三
身
礼

・
送

仏
偏
。本

書
は
、
法
然
上
人
七
百
五
十
年
御
思
記
念
と
し
て
、
宗
務
所
教

学
部
か
ら
発
行
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
書
の
画
期
的
な
こ
と
は
、
従

来
の
書
き
下
し
の
勤
行
法
で
は
な
く
、
「
和
讃
勤
行
法
」
を
掲
載
し

た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
従
来
の
お
経
の
節
と
同
様
の
節
で
唱
え
ら
れ
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る
よ
う
に
し
て
あ
る
点
で
す
。
五
線
音
符
で
は
な
く
、
香
偽
等
の
博

土
の
通
り
に
し
た
こ
と
は
、
誰
に
で
も
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
い
う
願
い
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し

四
誓
偏

は
書
き
し
文
に
し
て
あ
り
ま
す
。
表
側
の
「
浄
土
宗
勤
行
式
」
は

従
来
と
お
り
の
音
読
用
の
式
次
第
で
す
。

『宗
報
」
に
は
、
こ
の
「
お
つ
と
め
本
」
の
発
行
日
に
宣
伝
広
告

を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
十
五
日
号
に
は
、

始
め
て
吉
田
定
久
訳
と
記
し
て
い
ま
す
。
吉
田
師
は
北
海
道
第
一
教

区
大
乗
寺
の
住
職
ご
級
法
式
教
師
)

で
、
昭
和
五
十
二
年
十
二
月



十
六
日
に
遷
化
し
て
い
ま
す
。
師
は
、
昭
和
十
年
六
月
に
は
、
浄
土

和
讃
会
よ
り

『浄
土
宗
元
祖

法
然
上
人
和
讃
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
昭
和
二
十
九
年
に
は
、
「
和
文
六
時
礼
讃
」
と
「
和
讃
日
常
勤

行
法
」
の
二
部
を
法
式
審
査
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
七

年
に
は

『和
文
六
時
礼
讃
』
を
自
費
出
版
し
て
い
ま
す
。
(
自
著

『大
乗
寺
沿
革
』
と
現
住
斉
藤
徹
全
上
へ
よ
り
ご
教
導
賜
り
ま
し

た
。
)
こ
の
経
本
は
雄
筆
家
で
あ
る
東
京
長
伝
寺
香
津
賛
成
師
に
よ

る
も
の
で
す
。

一
宗
と
し
て
、
こ
の
「
和
讃
勤
行
法
」
を
発
行
し
た
こ
と
は
意
義

が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
に
は
、
伝
統
的
な
節
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉

を
付
し
て
と
な
え
る
こ
と
で
す
。

ふ
た
つ
は
、
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
作

る
た
め
に
、
七
五
調
や
韻
を
踏
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
ら
と
な

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
耳
で
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
に
響
い
て
そ
の
教
え
を
言
霊

の
よ
う
に
伝
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
檀
信
徒
の
心
得
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
朝
夕
お
が
み
ま
す
場
合
は
、
こ
の
勤
行
式
の
通
り
に
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
家
事
の
忙
し
い
時
は
仏
前
に
合
掌
し
て
お
念
仏
を

称
え
る
だ
け
で
も
結
構
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
勤
行
式

は
、
「
お
お
ら
か
な
念
仏
」
が
と
な
え
ら
れ
よ
う
で
す
。
発
行
当
時
、

賛
否
両
論
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
先
人
の
労
苦
を
謝

よ
る

し
、
「
和
讃
勤
行
法
」
を
長
文
な
が
ら
掲
載
し
ま
す
。
(
大
雲
寺
蔵
に

香
イ易

わ
が
身
を

浄
き

っ
し
み

し
ず
け
き

げ
な
ん
。二

宝
礼

ひ
ら
に
敬
う

ひ
ら
に
敬
う

ひ
ら
に
敬
う

四
奉
請

請
い
奉
る
十
方
知
来

請
い
奉
る
釈
迦
如
来

請
い
奉
る
弥
陀
知
来

香
炉
と
し

十
方
世
界
の

十
方
世
界
の

十
方
世
界
の

香
を

心
を
智
慧
の

焚
き
三
世
の

御
仏
(
み
ほ
と
け
)
を

御
教
(
み
お
し
え
)
を

御
僧
(
み

つ
か
い
)
を

此
(
こ
の
)
道
場
に
入
(
い
)

此
(
こ
の
)
道
場
に
入
(
い

此
(
こ
の
)
道
場
に
入
(
い
)

火
と
な
し
て

つ

仏
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供
(
さ
さ
)

り
給
え

り
給
え

り
給
え



請
い
奉
る
観
音
勢
至

機
悔
偏

過
(
す
)
ぎ
し

り

Jし、

と

口
と

開
経
偏

あ
や
に

尊
と
き

劫
(
よ
ろ
ず
よ
)
に

Iま

真
(
ま
こ
と
)

本
誓
偽

阿
弥
陀
ほ
と
け
の

ど
)
ぞ
か
し

(
い
)
り
て

摂
益
偏

此
(
こ
の
)
道
場
に
入
(
い

多
く
の

悪
業
は

身

、"=
1旦
る

御
教
(
み
お
し
え
)

遇
い
難
し

の

こ
と
わ
り

み
誓
い
は

よ
き
わ
ざ

無
生
(
さ
と
り
)
を

遍
(
あ
ま
ね
)
く
慈
悲
(
め
ぐ
み
)

照
ら
し
つ
つ

十
方
世
界
を

別
回
向

わ
れ
ら
)
を
ば
摂
(
お
さ
)
め

安
け
き
国
の
阿
弥
陀
仏

貧
り

怒
り

切

わ
れ
今

lま

千
劫
(
ち
よ
)

わ
れ
今

身
に
し
め
ん

安
(
や
す
)

等
し
く

こ
れ
を

け
き
国
の り

給
え

愚
痴
に

餓
悔
せ
ん

聞
き
得
て

速
く
得
ん

回
(
め
ぐ
)
ら
し
て 1

3

 

戸
a

p

，刀

の

御
光
(
み
ひ
か
)
り
に

衆
生

御
仏
(
み
ほ
と
け
)
念
ず
る

護
り
て

捨
て
ぬ
な
り

観
音
勢
至
ひ
じ
り
た
ち

慈
悲
(
め
ぐ

み
)
は
広
し

酬
(
こ
た
)
え
な
ん

元
祖
円
光
明
照
大
師

高
祖
光
明
善
導
大
師

よ

高
し

酬
(
む
く

二
祖
大
紹
正
宗
国
師

堅
し

酬
い
な
ん

万

我
に
縛
り
の
数
あ
れ
ば い

な
ん

三
祖
然
阿
記
主
禅
師

か
し
め
よ

ら
う
)
之
巷
(
み
ま
た
)
あ
と
に
見
て

払
い
て
道
心
よ
く
起
こ
し

我
に
縁
(
ゆ
か
り

(
お
こ
)
し

の
人
あ
れ
ば

開
示
(
し
め
し
)
は

伝
持
(
っ
た
い
)
は

安
け
き
国
に

輪
廻
(
さ
す

往
(
ゆ
)

照
(
て
ら
)
し
て
信
心
よ
ぴ
起

悟
り
の
位
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入

に
登
(
の
ぼ
)

し
め
よ

二
途
(
さ
ま
よ
う
)
之
処
こ
こ
に
捨
て

世
に
縁
り
の
人
も
な
き

れ
)
み
て

果
(
は
)

与
え
か
し

総
回
向
偽

願
(
ね
ご
)
う
は

べ
て
に

施
し
て
同
じ
く

に

往
(
ゆ
)

か
ん

て
ぬ
苦
し
み
抜
き
ま
し
て

輪
廻
者
(
さ
す
ら
う
も
の
)
を
懸
(
あ
わ

尽
き
ぬ
楽
し
み

修
(
お
さ
)
む
る

心
を
発
し
て
は

生
(
う
ま
)

れ
な
ん 此

の
功
徳

等
し
く

す

安
楽
園
(
み
く
に
)



総
願
偽

よ
わ
き
衆
生
(
わ
れ
ら
)

辺
も
な
し

あ
し
き
煩
悩

量
り
な
し

誓
い
て

誓
い
て

之
を
度
さ
な
ん

ふ
か
き
法
門
尽
(
つ
く

る
な
し

誓
い
て

之
を
断
(
た
)
た
ん
か
な

た
か
き
菩
提
(
き
と
り

上
も
な
し

と
)
ら
な
ん

自
他
(
わ
れ
ひ
と
)

法
界
(
よ
よ
)

北
ハ
に

浄
土
(
み
く
に
)
に

仏
道
(
わ
ざ
)

身
礼

南
無

南
無
や
西
方
阿
弥
陀
仏

本
願
成
就
の

恵
(
め
)
ぐ
み

救
う
な
り

南
無

南
無
や
西
方
阿
弥
陀
仏

光
明
摂
取
の

照
ら
し

救
う
な
り

南
無

南
無
や
西
方
阿
弥
陀
仏

来
迎
引
接
の

迎
か
い

救
う
な
り

送
仏
偏

来
た
り
給
い
し

御
仏
(
み
ほ
と
り
)
よ

随
い
て

還
(
か
え
)

浄
土
(
み
く
に
、
に

は
な
を

捧
げ
て

請
い
願
(
ね
ご
)
う

話
回
い
て 之

を
知
ら
ん
か
な

之
を
証
(
さ

就
(
と
)
げ
ん

御
身
と
て

御
身
と
て

御
身
と
て

お
の
お
の
縁
(
え
ん
)

を

導
き
て

必
ず

必
ず

必
ず

り
ま
し
ま
せ
と

御
仏

か
え
り
給
い
し

よ

お
の
お
の
常
に

憐
(
あ
わ
れ
)
み

て

遥
か
に

護
(
ま

も
)
り
ま
し
ま
せ
と

勧
め
て

請
い
願
(
ね
ご
)
う

と
も
を

以
上
、
現
代
語
訳
に
参
考
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
先
師
の
勤
行
式

を
列
挙
し
ま
し
た
。
現
代
語
訳
な
ど
す
る
時
に
は
、
最
初
と
最
後
の

香
備
と
送
仏
備
が
大
き
な
問
題
に
な
る
よ
う
で
す
。
香
偏
と
送
仏
偏

ヲ
」
+
品
、

t
l
 
い
ろ
い
ろ
と
訳
し
方
が
違
い
ま
す
の
で
、
数
例
を
あ
げ
て
み

ま
す
。三

、
香
偏
と
送
仏
偽
の
言
訳
対
比

市

E
4

円
切
d

噌

E
ム

香
イ易

『浄
土
宗
の
お
つ
と
め
」
増
上
寺
内

東
京
法
式
会
(
昭
和
四
十

五
年
四
月
二
十
五
日
発
行
)

『お
つ
と
め
」
増
上
寺
常
侍
局
内

共
生
会
(
昭
和
三
十
年
八
月

十
五
日
発
行
、
第
七
版
に
よ
る
)

願
わ
く
は

わ
が
身
浄
(
き
ょ

き
こ
と
香
炉
の
如
く
、

わ
が
心
智

慧
(
あ
き
ら
か
な
る
こ
と
お
お
い
な
る
)
火
の
知
く

念
々
に
戒



(
ま
こ
と
)
と
定
(
ま
と
め
)
と
の
香
を
た
き
て

十
方
三
世
の
仏

に
捧
げ
ま
つ
る
。

共
生
会
版
に
は
、
「
清
き
こ
と
」
、
「
明
ら
か
な
る
こ
と
大
い
な

る
」
、
「
ま
こ
と
と

ま
と
め
の
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
ま
す
。

『浄
土
宗
の
お
つ
と
め
』
浄
土
宗
東
京
教
区
教
化
団
(
法
然
上
人

七
百
五
十
年
御
思
法
要
記
念
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
十
六
日
発
行
)

願
く
は
我
が
身
、
浄
(
き
よ
)
き
こ
と
香
炉
の
如
く
、
願
く
は
我
が

心
智
慧
の
火
(
と
も
し
び
)
の
知
く

念
々
に
戒
と
定
と
の
香
を

焚
き
て

十
方
三
世
の
仏
(
み
ほ
と
け
)

に
供
養
し
奉
る
。

『お
つ
と
め
」
全
国
浄
土
宗
青
年
会

(
法
然
上
人
御
降
誕
八
百

五
十
年
記
念
出
版
)

願
わ
く
は
わ
が
身
浄
(
き
よ
)
き
こ
と
香
炉
の
如
く
な
ら
ん
。
願
わ

く
は
わ
が
心
智
慧
の
と
も
し
び
の
如
く
な
ら
ん
。

念
々

(
つ
ね

に
戒
(
い
ま
し
め

と
定
(
し
ず
)
げ
さ
の
香
を
た
き

十
方
三
世

の
み
ほ
と
け
に
供
養
し
た
て
ま
つ
る
。

『
浄
土
宗
信
徒
日
常
勤
行
式
」
浄
土
宗
宗
務
庁
、
編
集
者
浄
土
宗

法
式
研
究
所
所
長
代
表
石
田
典
定
(
法
然
上
人
御
降
誕
八
百
五
十
年

記
念
出
版

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
日
発
行
)

願
わ
く
は
我
が
身
き
よ
き
こ
と
香
炉
の
知
く
、
願
わ
く
は
我
が
こ
こ

ろ
智
慧
の
火
の
知
く

念
々
に
戒
定
の
香
を
た
き
ま
つ
り
て

十
方
三
世
の
仏
に
供
養
し
た

て
ま
つ
る
。

」
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

智
慧
の
火

火
、
と
も
し
び

戒

戒
、
ま
こ
と

い
ま
し
め

定

定
、
ま
と
め
、
し
ず
け
さ

「法
事
讃
私
記
」
巻
上
に
は
、
「
身
を
香
炉
に
嘗
え
、
智
慧
を
火
に
嘗

ηノ“口ヨ
旬

Eム

ぇ
、
戒
定
を
香
に
替
え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
(
『
浄
全
』
4
巻
品
頁
)

総
願
偏

無
上
菩
提
誓
願
証
は
、
「
菩
提
は
無
上
な
れ
ど
も
」
と
「
無
上
菩

提
は
」
と
い
う
二
つ
の
書
き
下
し
方
が
あ
り
ま
す
。

送
仏
偶

『浄
土
宗
の
お
つ
と
め
』
増
上
寺
内

東
京
法
式
会

同
生
相
勧
む
、
尽
く
来
(
き
た

り
て
み
な
念
仏
の
道
に
は
げ
ま
ん
。



『浄
土
宗
の
お
つ
と
め
』
浄
土
宗
東
京
教
区
教
化
団

同
生
相
勧
む
、
尽
く
来
(
き
た
)
り
て
共
に
み
な
念
仏
の
道
に
は
げ

ま
ん
。

『
お
つ
と
め
」
全
国
浄
土
宗
青
年
会

同
生
(
わ
れ
ら
)
相
(
あ
い
)
は
げ
ま
し
あ
い
て
、
皆
共
に
仏
道

ほ
と
け
の
み
ち
)
に
い
そ
し
ま
ん
。

『
浄
土
宗
信
徒
日
常
勤
行
式
』
浄
土
宗
宗
務
庁

同
生
相
勧
む
、
尽
く
来
た
る
べ
し
。

『現
代
語
訳

善
導
大
師
の
こ
と
ば
」
藤
吉
慈
海
著

「諸
仏
は
縁
に
し
た
が

っ
て
本
国
へ
還
ら
れ
る
。
私
ど
も
は
普
く

香
と
撃
を
散
じ
て
心
に
諸
仏
を
お
送
り
し
奉
る
。
願
わ
く
は
仏
さ
ま

ょ
、
お
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
は
る
か
に
お
護
り
下
さ
い
。
私
ど
も
は

た
が
い
に
相
勧
め
て
み
な
こ
と
ご
と
く
浄
土
に
往
生
し
ま
し
ょ
う
。
」

『日
常
勤
行
の
話
』
香
月
乗
光
著
(
送
仏
備
の
項

・
宝
田
正
道
補
稿
)

「
本
国
に
帰
り
た
も
う
た
諸
仏
諸
菩
薩
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
同

じ
信
仰
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
せ
ら
れ
た
多
く
の
先
輩
方
に
ま
で

お
互
い
に
勧
め
あ
っ
て
護
念
し
て
下
さ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
呼
び
か
け
が
、
浄
土
宗
と
し
て
は
ま
た
、
す

」
ぶ
る
意
義
の
深
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
」

こ
の
よ
う
に
「
同
生
相
勧
尽
須
来
」
の
「
同
生
」
の
解
釈
に
よ
っ

て
、
「
須
来
」
も
意
味
が
違
っ
て
き
ま
す
。
「
同
生
」
を
、
「
こ
の
世

に
生
を
同
じ
く
す
る
者
」
と
す
る
と
、
「
須
来
」
は
「
浄
土
の
行
に

参
加
し
よ
う
」
と
な
り
ま
す
(
『浄
土
宗
檀
信
徒
の
お
つ
と
め
」
編

者
村
瀬
秀
雄
、
発
行
法
然
上
人
銭
信
会
、
昭
和
4
年)。

」
れ
に
対
し
て
、

『法
事
讃
私
記
」
巻
下
に
は
、
「
己
生
の
人
、
勧

め
来
り
て
護
念
せ
よ
と
請
う
」
と
あ
り
ま
す
(
『
浄
全
」
4
巻
町

頁
)
。
「
同
生
」
は
同
じ
く
浄
土
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。
こ
れ
は
諸
仏

q
J
 

n
y
 

'Eム

諸
菩
薩
を
始
め
と
し
て
、
往
生
人
で
あ
る
先
祖

・
先
亡
の
肉
親

・
知

友
に
対
し
て
ま
で
も
お
護
り
く
だ
さ
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
常
勤
行
式
の
な
か
で
非
常
に
大
切
な
願
い
で
す
。
身
近
な
人
ま
で

も
還
相
回
向
を
願
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

」
れ
ら
の
現
代
語
訳
は
、
友
松
円
諦
師

・
椎
尾
弁
匡
師

・
藤
吉
慈

海
師
等
の
訳
と
、
伝
統
的
解
釈
と
の
二
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
前
者
は
「
念
仏
行
」
ま
た
は
「
願
往
生
」
の
決
意
表
明
で
あ
り

後
者
は
「
影
臨
と
謹
念
」
の
吐
露
と
い
え
ま
す
。
日
常
勤
行
式
の
最

後
に
「
念
仏
の
道
に
は
げ
ま
ん
」
と
す
る
こ
と
は
、
対
自
儀
礼
(
修



道
儀
礼
)
な
ら
で
は
の
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
伝
統
的
解
釈
を
さ
ら
に

進
め
た
意
訳
と
い
え
ま
す
。
自
行
を
全
面
的
に
出
す
か
、

ま
た
は
仏

と
往
生
人
の
加
護
を
念
じ
る
か
と
い
う
思
想
に
よ
っ
て
現
代
語
訳
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
現
行
の
「
同
生
相
勧
む
、
尽
く
来
た
る
べ
し
」

で
は

ど
ち
ら
の
意
味
で
あ
る
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
伝
統
的
解

釈
か
意
訳
を
と
る
か
の
選
択
が
必
要
で
す
。

以
上
、
先
師
の
み
心
を
伝
え
た
い
と
思
い
、
大
変
長
く
引
用
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
記
念
法
要
が
あ
る
ご
と
に
、

さ
ま
ざ
ま
な

「
勤
行
式
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
出
す
た
び
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
「
和
訳
経
典
」
の
状
況

時
代

・
環
境
等
が
変
化
す
れ
ば
、
文
章
表
現
も
ま
た
そ
れ
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
仕
方
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
友
松
園

諦
師
は
「
経
典
読
請
の
意
義
」
と
題
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
に
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

漢
文
の
理
解
の
低
下
し
た
今
日
の
日
本
人
が
こ
れ
を
聞
く
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
「
和
訳
経
典
」
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ
て
す
で
に
半

世
紀
で
あ
る
。
(
中
略
)
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題

は
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
皆
さ
ん
に
す
す
め
た
い
。
と
に
か
く
、
勇

気
を
も
っ
て
「
和
訳
経
典
」
を
今
日
の
寺
院
に
、
寺
院
の
教
化
に
。

儀
式
に
と
り
こ
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
時
代
は
流
れ
て

い
る
。
困
難
も
あ
ろ
う
。
摩
擦
も
起
こ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
和
訳
経

典
」
の
と
り
入
れ
以
外
に
、
現
代
の
仏
教
寺
院
を
生
か
す
道
は
望
め

な
い
と
思
う
。
(
中
略
)
私
は
身
を
は
っ
て
こ
の
法
滅
尽
の
危
機
に

-194-

抵
抗
し
た
い
の
で
あ
る
。

『仏
教
の
未
来
を
ひ
ら
く
」

い
ま
だ
に
「
和
訳
経
典
」
が
実
現
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
「
わ

か
ら
ぬ
経
文
」
を
勝
手
に
読
み
上
げ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

さ
ぞ

や
腹
立
た
し
く
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
警
咳
に
ふ
れ
た
方

も
同
感
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
友
松
師
は
、
漢
文
の
理

解
力
を
嘆
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
「
日
本
語
力
」

が
な
い
と
い
わ
れ
る
時
代
で
す
。
友
松
師
の
名
文
も
、
今
や
「
古

文
」
と
い
う
範
鴎
に
入
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に

理
解
で
き
な
い
か
ら
わ
か
り
や
す
く
と
い
う
運
動
が
あ
り
ま
す
。
こ



の
一
方
で
、
名
文
を
始
め
響
き
の
良
い
言
葉
を
用
い
る
よ
う
に
し
て
、

「
語
実
」
を
増
や
し
て
「
日
本
語
力
」
を
鍛
え
る
と
い
う
動
き
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
「
一
枚
起
請
文
」
は
「
言
霊
」
の
知
く
現

代
語
訳
を
し
な
い
で
奉
読
し
、
書
き
下
し
の
訓
経
で
よ
い
と
い
う
方

も
多
々
い
ま
す
。
現
代
語
訳
の
勤
行
式
は
、

い
ま
だ
に
閉
塞
状
態
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

五
、
和
訳
勤
行
式
の
問
題

こ
れ
ま
で
の
先
師
の
式
次
第
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
立
回
読
以
外
の

信
徒
動
行
式
を
大
ま
か
に
分
け
て
み
ま
す
。

※ 

論
経
の
場
合
は
、

四
誓
偽
ま
た
は
光
明
歎
徳
章
。

多
く
は
四
誓
傷
。

※ 

経
典
で
は
な
く
、
法
語
を
も

っ
て
諦
経
と
す
る
。

法
語
の
経
典
化
。

こ
れ
ま
で
の
式
次
第
を
見
て
き
て
、
次
の
点
を
提
議
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

※ 

僧
侶
の
勤
行
式
と
信
徒
の
お
つ
と
め
は
、
同
一
で
よ
い
の
か
。

※ 

信
徒
の
お
つ
と
め
は
、
経
典
(
四
警
備
)
を
諦
経
す
れ
ば
よ
い

の
か
。

※ 

信
徒
の
お
つ
と
め
は
、
香
偏
か
ら
送
仏
偶
で
よ
い
の
か
。

僧
侶
と
信
徒
の
お
つ
と
め
は
、
現
行
の
通
り
同
一
で
よ
い
の
で
す

が
、
使
い
分
け
を
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
論

五
重
相
伝
受
者
ま
た
は
未
相
伝
者
)

と
し
て
、
子
供
会
と
五
重
相

伝
の
受
者
と
同
一
も
の
で
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
儀
礼
と
し
て
の

ro 
n吋
d
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勤
行
時
は
、
音
読
の
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
人
味
読
し
た
い

時
は
、
語
り
も
の
と
し
て
の
訓
読
の
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。石

上
善
雁
所
長
は
、
「
四
誓
偽
」
を
訓
読
し
て
も
ど
の
く
ら
い
理

解
が
出
来
る
か
と
提
議
さ
れ
ま
し
た
。
「
浄
土
宗
信
徒
の
お
つ
と
め
」

は
、
「
四
誓
偽
」
よ
り
は
「
光
明
歎
徳
章
」
、
「
歎
徳
章
」
よ
り
は

「
一
枚
起
請
文
」
の
方
が
、

よ
り
浄
土
宗
的
に
理
解
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
時
間
論
(
時
間
的
に
余
裕
の
あ
る
な
し
)

と
し
て

連



の
香
偏
か
ら
送
仏
偶
と
い
う
式
次
第
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

簡
略
す
れ
ば
怠
け
癖
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
信
徒
の
お
つ
と
め
の
第

一
式

・
第
二
式
と
い
う
も
の
を
制
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
朝
の
忙
し
い
時
で
も
出
来
る
「
勤
行
式
抄
」
で
す
。
そ
れ

は
結
縁
五
重
の
時
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

「結
縁
五
重
要
訣
」

(
秋
浦
定
玄
筆
写

・
大
雲
寺
蔵
)

の
臨
終
用
心
伝
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
毎
朝
顔
を
洗
う
時
、
西
に
向
い
合
掌
し
て
、
十
念
を
唱
え
る
。

ま
さ
に
日
課
念
仏
の
開
聞
と
す
べ
し
。
後
、
そ
の
家
の
業
を
営
み
つ

つ
称
名
を
僻
ら
ず
相
続
す
る
。
こ
れ
を
詮
要
と
す
。
ま
た
、
毎
夜
床

臥
に
入
睡
す
る
時
、
先
ず
西
方
に
向
か
い
、
こ
の
所
に
阿
弥
陀
仏
が

来
現
ま
し
ま
す

た
だ
今
臨
終
ぞ
と
思
い
、
十
念
相
続
し
て
、
必
ず

引
接
し
た
ま
え
と
回
顧
し
て
、
眠
就
く
べ
し
。
」

」
れ
が
真
の
念
仏
者
の
勤
行
式
で
す
。
日
常
勤
行
式
は
「
儀
礼
的

な
」
式
で
も
あ
り
ま
す
。
朝
の
忙
し
い
方
に
は
も
っ
と
略
式
な
勤
行

式
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
臨
終
用
心
が
、
最
も
よ

い
勤
行
式
で
す
。
摂
益
文

・
念
仏
一
会
で
出
動
、
寝
る
時
に
総
回
向

偽

・
十
念
と
い
う
超
略
式
の
勤
行
式
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

読
語
法
と
い
う
よ
り
唱
和
法
と
称
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
現
代
語
訳
の
と
な
え
方
は
音
読
よ
り
難
し
い
で
す
。
句
読
点

に
よ
っ
て
、
息
継
ぎ
の
箇
所
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
す
。
「
、
」
と

「
。
」
の
聞
は
「
魔
」
と
も
い
い
、
聞
の
取
り
方
は
と
て
も
大
切
で
す
。

こ
れ
が
和
訳
勤
行
の
普
及
し
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。

『
一
枚
起
請
文
」
等
に
は
、
独
特
の
節
を
つ
け
ま
す
。
し
か
し

「
四
誓
偏
」
等
の
諦
経
の
時
は
、
こ
の
よ
う
な
節
を
つ
け
ず
に

た

ん
た
ん
と
読
む
も
の
だ
と
古
老
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
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経
典
と
法
語
と
の
唱
え
方
も
区
別
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
現
行
の
訓

読
勤
行
式
で
は
、
「
十
念
」
と
「
法
語
」
の
み
が
節
を
つ
け
て
い
て
、

あ
と
の
偽
文
は
節
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
節
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
難
し
い
文
で
も
少
し
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
と
い
う
人
も
い

ま
す
。
勤
行
式
の
導
入
部
分
に
は
、

『和
訳
勤
行
法
」
の
よ
う
に
、

従
来
の
節
を
つ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
僧
侶
と
し
て
は
音
読
の
勤
行
式
だ
け
で
は
な
く
、
和
訳
動

行
式

・
現
代
語
訳
の
勤
行
式
を
と
な
え
ら
れ
る
器
量
は
持
っ
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。



読
請
し
や
す
い
韻
文
訳
を
め
ざ
し
て

経
文
を
字
音
(
主
と
し
て
呉
音

の
ま
ま
読
請
す
る
習
慣
が
、
今

も
、
宗
派
を
こ
え
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

日
本
に
仏
教
が
は
じ
め
て
伝
播
し
、
多
く
の
漢
文
経
典
が
伝
え
ら

れ
た
こ
ろ
は
、

お
そ
ら
く
当
時
の
中
国
の
音
韻
に
も
と
づ
い
て
読
ま

れ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
次
第
に
日
本
人
の
発
音
し
や
す
い
音
韻
で
定
着
し
、
遺

階
使

・
遣
唐
使
が
途
絶
え
、
大
陸
と
の
交
流
が
限
ら
れ
て
く
る
に
つ

れ
て
、
本
来
の
字
音
と
の
差
異
が
生
ま
れ
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。

日
々
漢
詩
文
に
親
し
み
、
漢
文
経
典
を
自
家
薬
籍
中
の
も
の
に
し

て
い
た
往
時
の
僧
侶
た
ち
は
、
返
り
点
や
解
説
を
必
要
と
せ
ず
、
音

読
し
つ
つ

じ
ゅ
う
ぶ
ん
意
味
を
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
い
う
時
代
は
遥
か
遠
い
昔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
、
漢
文

石

ーー'Ea
，，， 

京佐

経
典
を
手
に
し
て

そ
の
ま
ま
意
味
を
把
握
で
き
る
人
は
例
外
的
少

数
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
、
法
要

・
法
事
に
参
列
す
る
檀
信
徒
に
お

い
て
お
や

で
あ
る
。

経
典
和
訳
の
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
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い
ろ
い
ろ
な
形
で
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
な
か
な
か
衆
目
の
一
致
す
る
決

定
版
に
至
ら
な
か
っ
た
。

訳
文
を
決
定
す
る
ま
で
に
、
甲
論
乙
駁
、
百
家
争
鳴
、
議
論
百
出
。

い
ち
お
う
の
結
論
が
出
て
も
、
何
年
か
後
に
、
「
こ
こ
の
訳
文
は
こ

う
す
べ
き
だ
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ
、
改
訂
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
衆
知
を
集
め
た
和
訳
が
完
成
し
て
も
、
数
十
年
経
つ
と

古
め
か
し
く
な
り
、
時
代
に
即
応
し
た
改
訳
が
求
め
ら
れ
る
。
言
語

カf

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
ヒ
ト
に
授
か
っ
た
能
力

で
あ
る
以
上
、

ヒ
ト
が
生
き
る
時
代
が
移
り
変
わ
る
に
つ
れ
て
、
言



語
も
移
り
変
わ
る
の
は
如
何
と
も
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

日
々
読
請
す
る
経
文
を
、

す
こ
し
で
も
理
解
し
や
す
く
称
え
や
す

い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
数
年
前
か
ら
偽
頒
の
和
訳
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

和
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
、
定
型
の
偏
頒
は
定
型
で
和
訳
し
た
い
と

考
え
た
。
日
本
語
に
お
け
る
定
型
と
い
え
ば
、
千
数
百
の
歴
史
を
も

つ
五
七
調
ま
た
は
七
五
調
(
場
合
に
よ
っ
て
は
七
七
調
)
が
基
本
に

な
る
。
試
行
錯
誤
を
へ
て
、
七
五
調
を
基
調
と
し
て
訳
す
こ
と
に
し

，-。
ナ
h

漢
字
を
共
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
漢
文
と
日
本
語
と
の
、
言
語

上
の
隔
た
り
は
大
き
い
。
と
き
に
は
、
思
い
切
っ
た
飛
躍

・
意
訳
を

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
僧
俗
と
も
に
口
ず
さ
み
ゃ
す
い
訳
文
を
念

頭
に
お
い
て
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
つ
も
り
だ
が
小
輩
の
理
解
不
足
に

よ
る
訳
文
の
至
ら
な
さ
も
あ
る
と
思
う
。
諸
兄
の
ご
指
摘
を
心
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

〔
香
偶
〕

我
が
身
は
香
炉
さ
な
が
ら
に

心
は
智
慧
の
火
の
ご
と
く

念
々
ご
と
に
戒
め
と

過
去

・
現
在
と
未
来
と
の

〔
三
宝
礼
〕

い
ち
ず
に
礼
し
た
て
ま
つ
る

お
わ
す
み
併
に

い
ち
ず
に
礼
し
た
て
ま
つ
る

か
わ
ら
ぬ
み
法
に

い
ち
ず
に
礼
し
た
て
ま
つ
る

い
ま
す
僧
た
ち
に

〔
三
奉
請
〕

西
方
浄
土
の
弥
陀
世
尊

援
遣
教
主
釈
迦
如
来

ま
た
十
方
の
知
来
た
ち

〔
餓
悔
偽
〕

わ
れ
は
る
か
な
る
昔
よ
り

清
浄
に
し
て
け
が
れ
な
く

さ
か
ん
な
る
こ
と
願
う
な
り

心
し
ず
め
る
香
を
焚
き

三
世
の
併
に
供
養
せ
ん

あ
ま
ね
く
十
方
法
界
の

あ
ま
ね
く
十
方
法
界
の

あ
ま
ね
く
十
方
法
界
の

」
の
道
場
に
入
り
た
ま
え

」
の
道
場
に
入
り
た
ま
え

こ
の
道
場
に
入
り
た
ま
え

も
ろ
も
ろ
な
せ
る
悪
業
は

と
こ
し
え

と
こ
し
え
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皆
は
て
し
な
き
貧
欲
と

我
が
身
と
語
と
意
と
の

そ
の
一
切
を
我
は
今

〔
十
念
〕

〔
開
経
偶
〕

こ
よ
な
く
深
き
み
仰
の

百
千
万
劫
の
世
を
経
て
も

幸
い
に
も
我
れ
今
見
聞
し

如
来
の
示
す
真
実
の

〔四
誓
偶
〕

我
れ
は
超
世
の
願
を
建

つ

こ
の
願
満
足
せ
ざ
る
な
ら

我
れ
量
も
な
き
劫
に
て

貧
苦
を
普
く
済
わ
ね
ば

悌
道
成
就
す
る
を
え
て

究
寛
そ
の
名
聞
こ
え
ね
ば

離
欲
と
深
き
正
念
と

無
上
の
さ
と
り
志
し

眠
り
と
愚
療
に
よ
れ
る
も
の

ふ
し
ぎ
な
法
力
光
演
べ

三
毒
煩
悩
よ
り
生
ま
る

三
垢
の
冥
を
取
り
除
き

皆
機
悔
し
た
て
ま
つ
る

彼
の
智
慧
の
眼
を
聞
き

も
ろ
も
ろ
の
悪
道
閉
塞
し

併
の
俳
満
た
さ
れ
て

と
う
と
く
妙
な
る
み
お
し
え
に

日
輪
月
輪
障
か
ず

め
ぐ
り
遇
う
こ
と
難
か
ら
ん

衆
生
に
法
の
蔵
開
き

お
し
え
を
受
け
て
持
つ
べ
し

常
に
大
衆
の
中
に
い
て

義
を
解
せ
ん
と
願
う
な
り

一
切
の
備
を
供
養
し
て

本
願
と
智
慧
成
満
し

無
上
の
さ
と
り
に
至
り
な
ん

併
の
凝
り
な
き
智
慧
は

誓
っ
て
正
覚
成
ず
ま
じ

戒
と
定

・
慧
の
我
が
力

大
施
主
と
な
り
も
ろ
も
ろ
の

も
し
も
こ
の
願
果
た
し
な
ば

誓
っ
て
正
覚
成
ず
ま
じ

虚
空
に
い
ま
す
天

・
人
は

名
声
十
方
に
な
り
ひ
び
き

〔
本
誓
偽
〕

誓
っ
て
正
覚
成
ず
ま
じ

弥
陀
の
と
う
と
き
本
誓
願

浄
き
智
慧
も
て
行
修
め

定
善

・
散
善
回
向
し
て

天

・
人
の
師
に
な
ら
ん
と
す

〔
十
念
〕

普
く
際
な
き
土
を
照
ら
し

広
く
厄
難
済
い
た
し

此
の
昏
盲
の
闇
滅
し

善
趣
の
門
に
通
わ
せ
ん

威
曜
は
十
方
に
朗
ら
か
に

天
光
隠
れ
て
現
わ
れ
ず

功
徳
の
宝
施
さ
ん

雄
々
し
く
説
法
師
子
肌
せ
ん

も
ろ
も
ろ
の
徳
を
具
足
せ
ん
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三
界
の
雄
た
る
こ
と
を
得
ん

達
し
て
か
な
ら
ず
照
ら
し
な
ん

最
勝
尊
に
等
し
か
れ

大
千
世
界
も
感
動
し

妙
な
る
華
を
雨
ら
す
べ
し

極
楽
へ
行
く
門
な
り

い
ざ
や
無
生
の
身
証
さ
ん



〔
聞
名
得
益
偏
〕

悌
の
本
願
力
に
よ
り

皆
こ
と
ご
と
く
彼
の
国
で

〔十
念
〕

〔
摂
益
文
〕

如
来
の
光
明
へ
だ
て
な
く

念
併
称
う
る
衆
生
を

〔
念
悌
一
会
〕

〔
総
回
向
偏
〕

願
わ
く
は
此
の
功
徳
も
て

同
ど
も
菩
提
心
発
し

〔
十
念
〕

〔総
願
偽
〕

衆
生
は
辺
り
な
け
れ
ど
も

煩
悩
は
辺
り
な
け
れ
ど
も

法
門
は
て
し
な
け
れ
ど
も

無
上
の
菩
提
を
求
め
つ
つ

法
界
の
人
と
わ
れ
も
ま
た

極
楽
浄
土
に
往
生
し

名
を
聞
き
往
か
ん
と
欲
す
れ
ば

〔
送
悌
偏
〕

不
退
の
境
地
に
致
る
べ
し

縁
に
よ
り
て
悌
た
ち

香
を
薫
じ
て
華
散
ら
し

慈
悲
の
心
で
み
併
は

十
方
世
界
を
照
ら
す
な
り

浄
土
に
往
き
し
仲
間
た
ち

摂
取
し
捨
つ
る
こ
と
あ
ら
じ

〔
十
念
〕

等
し
く
一
切
に
施
し
て

安
楽
園
に
往
生
せ
ん

誓
っ
て
度
わ
ん
こ
と
願
う

誓
っ
て
断
た
ん
こ
と
願
う

誓
っ
て
学
ば
ん
こ
と
願
う

誓
っ
て
証
さ
ん
こ
と
願
う

と
も
に
利
益
を
こ
う
む
り
て

併
の
道
を
成
就
せ
ん

お
還
り
給
う
本
国
へ

見
送
ら
ん
と
す
み
併
を

護
念
し
た
ま
え
か
な
た
よ
り

」
ぞ
っ
て
か
え
り
来
た
る
べ
し
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日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化

は
じ
め
に

我
々
が
社
会
に
そ
の
教
線
の
伸
展
を
計
る
時
、
時
代
や
人
に
即
応

し
た
方
法
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
伝
統
と
い
う

旧
来
の
方
法
論
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
聞
に
時
代
も
人
も
移
り
変
り
、

そ
の
方
法
論
が
社
会
と
い
さ
さ
か
遊
離
し
た
も
の
に
な
り
、

そ
の
結

果
、
教
線
の
停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
か
ね
て
よ

り
の
テ

l
マ
の
一
つ
が
こ
の
「
日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
」
で
あ

る
人
々
の
大
方
は
戦
後
の
教
育
を
受
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ

の
教
育
の
意
図
に
全
員
参
加
と
合
理
的
理
解
が
あ
る
。
そ
の
教
育
を

受
け
た
人
々
が
我
々
の
教
化
活
動
に
対
し
て
も
参
加
を
求
め
、
わ
か

り
易
さ
を
求
め
る
の
は
至
極
当
然
の
成
行
で
あ
る
。
今
迄
な
お
ざ
り

桂

滅

大

に
し
て
き
た
こ
の
テ
l
マ
に
我
々
は
お
そ
ま
き
な
が
ら
努
力
を
注
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
言
う
と
こ
ろ
の
和
訳
に
つ
い
て
は
、
今

迄
も
そ
れ
な
り
に
試
み
は
な
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
全
体
と
し
て

201一

の
意
識
は
今
一
つ
低
調
の
ま
ま
で
あ
る
。
何
故
そ
う
で
あ
る
の
か
と

い
う
理
由
も
問
題
と
し
な
が
ら
試
案
を
提
示
し
た
い
。

檀
信
徒
の
人
々
の
た
め
の
「
日
常
勤
行
式
」
の
目
的
は
専
修
口
称

念
仏
の
信
仰
に
導
く
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
が

不
明
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
わ
か
り
易
く
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
興
味
や
親
し
さ
を
覚
え
、
参
加
が
容
易
に
う
な
が
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、

ま
た
共
に
読
諦
唱
和
す
る
こ
と
に
よ
り
和
合
の
雰
囲
気

が
自
ず
と
醸
し
出
さ
れ
、
延
い
て
は
お
念
仏
が
自
然
に
申
さ
れ
る

そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



提
示
し
た
「
お
つ
と
め
」
は
簡
潔
さ
と
い
う
点
か
ら
文
語
調
も
ま

じ
り
、

現
代
語
化
と
い
う
に
は

い
さ
さ
か
尖
鋭
を
欠
い
た
も
の
に

ま
た
そ
の
用
語
に
宗
義
上
議
論
あ
る
語
句
の
あ

る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、
長
年
使
用
の
経
験
上
わ
か
り
易
さ
と

参
加
と
い
う
テ

l
マ
を
比
較
的
よ
く
充
た
し
て
い
る
と
の
判
断
に
よ

な
っ
て
い
る
こ
と
、

る
も
の
で
あ
る
。

今
回
こ
の
企
画
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
つ
は
最
早
や
社
会

の
景
色
と
な
っ
て
い
る
我
々
の
あ
り
様
を
本
来
の
力
強
い
信
仰
と
し

て
の
あ
り
方
に
蘇
生
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
、

ま
た
一
つ
に
は
我
々

が
置
か
れ
て
い
る
形
骸
化
の
現
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
の
欲
張
っ
た
願
い
も
あ
る
。

お
つ
と
め
(
太
字
の
と
こ
ろ
を
導
唱
者
が
先
ず
朗
唱
し
、
全
員
く
り

返
し
こ
れ
に
し
た
が
う
。
そ
の
他
適
宜
に
使
う
。

せ

い

か

〈

げ

O
醒
覚
の
偶
(
全
員
の
着
席
を
ま
っ
て
、
導
唱
者
の
み
朗
唱
、
あ
る

い
は
喚
鐘
の
際
に
朗
唱
す
る
)

う
-a

ょ

の

ひ

と

も

う

い

き

し

に

こ

と

き
苓
か

うつ
O
か
わ
り
た
ち
ま
ち
の
あ
い
だ

敬
っ
て
大
衆
に
白
す
。
生
死
の
事
大
に
し
て
無
常
は
迅
速
な

お

の

お

の

よ

ろ

こ

こ

ろ

つ

つ

し

お

ろ

そ

か

な

か

り
。
各
々
宜
し
く
醒
覚
す
べ
し
。
慎
ん
で
放
逸
な
る
こ
と
勿
れ
。

さ
ん
ぼ
う
い
ん

O
三
法
印
(
お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
を
三
つ
に
示
し
た
も
の
)

つ

〈

ら

れ

た

る

も

の

う

つ

り

ゅ

〈

は

口

め

こ

と

わ

り

諸
行
無
常
と
は
こ
れ
第
一
の
法
印
な
り

0

.

需

に

討

も

の

黙

り

銭

rは
こ
れ
侍
コ
の
出
附
な
り
。

お

の

れ

な

き

も

の

に

や

す

ら

い

あ

り

お

わ

り

こ

と

わ

り

浬
駒
栄
寂
静
と
は
こ
れ
第
三
の
法
印
な
り
。

こ
う
げ

一
、
香
偶
(
お
香
を
た
い
て
本
来
の
わ
が
身
と
心
を
と
り
も
ど
し
、

す
べ
て
の
仏
さ
ま
に
供
養
す
る
)

ね

が

み

き

ょ

こ

う

ろ

ご

と

願
わ
く
は
わ
が
身
の
浄
き
こ
と
香
燈
の
知
く
な
ら
ん
。

ね
が

E
ろ

ち

え

ご

と

願
わ
く
は
わ
が
心
智
恵
の
と
も
し
び
の
知
く
な
ら
ん
。

つ

ね

い

au

し
ず

こ
う

念
々
に
戒
め
と
定
け
さ
の
香
を
た
き

じ

っ

ぽ

う

さ

ん

ぜ

〈

ょ

う

十
方
三
世
の
み
ほ
と
け
に
供
養
し
た
て
ま
つ
る
。
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さ
ん
ぼ
う
ら
い

二
、
三
宝
礼
(
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
仏
と
法
と
僧
の
三
宝
を
礼
拝
す

る
。
「
礼
し
た
て
ま
つ
る
」
の
と
こ
ろ
で
低
頭
す
る
)

い

ヲ

し

ん

う

ea

u

っ

ぽ

う

ぜ

か

い

か

わ

ら

・

と

れ

る

も

の

ら

い

一
心
に
敬
っ
て
十
方
世
界
に
常
住
ざ
る
仏
を
礼
し
た
て
ま
つ
る

0

・とれ

Z
の

ひ

と

と

し

ひ

と

量

正

-

s

さ

ね

が

ひ

と

び

と

(
仏
は
両
足
の
尊
な
り
。
当
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
。



さ
と
り
の
み
ち
ふ
み
し
め
ふ
る
い
た
つ
と
こ
ろ
お
こ

大
道
を
体
解
て
無
上
意
を
発
さ
ん
。
)

い

っ

し

ん

う

e

a

U

A

J
ぼ

う

せ

か

い

か

わ

ら

こ

と

b

ゅ
の
み
ち
ら
い

一
心
に
敬
っ
て
十
方
世
界
に
常
住
ざ
る
法
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

ζ

と

智

宮

ち

お

の

れ

な

き

生

ES

ま

さ

ね

が

ひ

と

び

と

(
法
は
離
欲
の
尊
な
り
。
当
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
。
深

お

し

え

の

〈

ら

い

ち

え

う

み

ご

と

く
経
蔵
に
入
り
て
智
恵
海
の
知
く
な
ら
ん
。
)

い

っ

し

ん

う

e

a

U

っ

ぽ

う

せ

か

い

か

わ

ら

つ

ど

い

の

急

か

ら

ら

い

一
心
に
敬
っ
て
十
方
世
界
に
常
住
ざ
る
僧
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

つ
ど
い
の
ち
か
ら
い
や
さ
か
え
さ

E
S

ま

さ

ね

が

ひ

と

び

と

よ

の

(
僧
は
衆
中
の
尊
な
り
。
当
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
。
大

ひ

と

す

ぺ

と

と

の

よ

ろ

ず

さ

わ

り

な

き

も

の

衆
を
統
理
え
て
一
切
無
磁
と
な
ら
ん
。
)

し
ぷ

U
ょ
う

三
、
四
奉
請
(
阿
弥
陀
さ
ま
や
お
釈
迦
さ
ま
や
諸
仏
諸
菩
薩
さ
ま
を

道
場
に
お
迎
え
す
る
。
如
来
H
仏
の
こ
と
)

請
い
た
て
ま
つ
る
十
方
の
知
来
道
場
に
入
ら
せ
た
ま
え
。

請
い
た
て
ま
つ
る
釈
迦
知
来

道
場
に
入
ら
せ
た
ま
え
。

請
い
た
て
ま
つ
る
阿
弥
陀
如
来

道
場
に
入
ら
せ
た
ま
え
。

請
い
た
て
ま
つ
る
観
音
勢
至
お
よ
び
諸
の
大
菩
薩

道
場
に
入
ら
せ

た
ま
え
。

四
、
機
悔
の
偏
(
仏
さ
ま
の
ま
え
で
一
切
の
行
為
を
反
省
し
、
く
い

改
め
る
)

我と我
が臨苦れ

と北さ
日き

身み痴3に

主ーとー造
諮るにる
と.由よと
意Eるこ
よもろ
りのの
生ぎな諸
るりの
所 。悪あ

し
き
業主
は

さ
け
が
た
き

皆
我
が
無
始

貧3

す
べ
て

ζ
と
ご
と
〈

一
切
我
れ
今
皆
機
悔
し
た
て

古品つヲ令。

五
、
十
念
(
く
い
改
め
る
こ
と
を
誓
っ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
十
遍
と

な
え
る
)

六
、
開
経
の
偏
(
み
仏
の
教
え
に
遇
っ
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、
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そ
の

教
え
の
意
味
を
わ
か
ろ
う
と
願
う
)

み

憎

と

げ

の

り

仏
の
説
き
た
ま
え
る
法
は
、
そ
の
こ
と
わ
り
甚
だ
深
く
し
て
、
よ

あ

あ

か

た

ろ
ず
の
時
を
ふ
る
と
も
遭
い
遇
う
こ
と
難
し
。
我
れ
今
耳
に
き
〉
心

み

こ

こ

ろ

ee

とら

に
た
も
つ
こ
と
を
得
た
り
。
願
わ
く
は
知
来
の
真
実
義
を
解
ん
こ
と

を。七
、
四
警
の
偏
(
法
蔵
比
丘
が
修
行
さ
れ
て
阿
弥
陀
と
な
ら
れ
大
願

を
成
就
さ
れ
た
。
阿
弥
陀
さ
ま
の
広
大
な
功
徳
と
深
い
慈
悲
の
心
を

う
け
と
る
。
「
無
量
寿
経
』
中
の
一
偏
)



阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
。

ねがい

ζ

とば

そ
の
時
法
蔵
比
丘
四
十
八
の
願
を
説
き
お
わ
り
て
、
更
に
頒
を
説

釈
迦
牟
尼
仏

い
て
も
う
さ
く
。

よ

ま

れ

割

い

た

な

し

と

げ

る

我
れ
世
に
超
た
る
願
を
建
つ
。
必
ず
無
上
道
に
至
ら
ん
。
も
し
こ

ね

が

い

み

た

ほ

と

"

の

〈

ら

い

と

わ

の
願
満
さ
れ
ず
ん
ば
、
誓
っ
て
正
覚
に
つ
か
じ
。
我
れ
無
量
劫
に

た
す
げ
ぴ
と

aず
レ
事
〈
重
E
み

ず

〈

大
施
主
と
な
り
て
、
普
く
諸
の
貧
と
苦
を
済
わ
ず
ん
ば
、
誓
っ
て

ほ

と

げ

の

く

ら

い

ほ

と

け

の

み

ち

な

正
覚
に
つ
か
じ
。
我
れ
仏
道
を
成
し
と
げ
る
に
至
り
な
ば
、
我

ほ

ま

れ

き

こ

が
名
声
十
方
に
超
え
ん
。

ほ
と
け
の
〈
ら
い

て
正
覚
に
つ
か
じ
。

も
し
聞
こ
ゆ
る
と
こ
ろ
な
く
ん
ば

誓
つ

し

ず

け

さ

き

よ

ち

え

お

こ

わ

ゆ

い

お

き

我
れ
欲
を
離
れ
、
深
き
正
念
と
浄
き
恵
と
の
発
行
を
修
め
て
、

ず

守

れ

た

る

ほ

と

け

の

み

ら

よ

の

ひ

と

Z
E

ほ
と
げ
の
ほ
た
ら
き

無
上
道
を
つ
よ
く
求
め
、
諸
天
人
の
師
と
な
ら
ん
。
神
力

つ
よ
き
ひ
か
り

aZ
の

い

っ

さ

い

〈

に

ま

よ

い

や

み

は
大
光
を
演
べ
、
普
く
無
際
の
土
を
照
ら
し
、
ま
た
三
垢
の
冥
を

な

〈

ひ

と

T
』

わ

ざ

わ

い

す

〈

aな
ζ

消
除
し
、
広
く
衆
の
厄
難
を
済
わ
ん
。
ひ
と
び
と
の
智
恵
の
眼
を

お

ろ

か

さ

や

み

な

〈

〈

る

し

み

と

ぎ

た

の

し

み

聞
き
、
昏
盲
の
閣
を
滅
し
、
諸
の
悪
道
を
閉
塞
し
て
、
善
趣
門
に

い
た
ら

ほ

と

け

と

な

り

み

た

通
達
し
め
ん
。
我
れ
功
詐
ね
が
い
こ
と
ご
と
く
満
し
え
て
、

そ
の

功
徳
の
脇
田
、

か
が
や
き

十
方
に
あ
き
ら
か
な
ら
ん
。
た
め
に
日
も
月
も
重
嘩

て
ん
の
ひ
か
り
か
〈

を
お
さ
め
、
天
光
も
隠
れ
て
現
わ
れ
る
こ
と
な
し
。

ひと

T
也

お

し

え

の

〈

ら

我
れ
衆
の
た
め
に
法
蔵
を
聞
き
て
、

広
く
功
徳
の
宝
を
施
し
、

ょ

の

ひ

と

お

レ

え

や

む

こ

と

な

し

常
に
大
衆
の
中
に
あ
り
て
法
を
説
い
て
師
子
札
。
又
す
べ
て
の
仏

径

が

い

ち

え

み

た

を
供
養
し
て
、
諸
の
功
徳
を
そ
な
え
、
願
と
恵
を
こ
と
ご
と
く
満
し

ひ

と

の

よ

め

き

す

守

れ

た

き

り

え

わ

て
三
界
の
雄
と
な
ら
む
。
仏
の
無
硬
智
の
如
き
は
、
す
べ
て
に
通

〈

r〈

達
り
て
照
ら
し
た
ま
わ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
。
願
わ
く
は
我
が
功
と

ち

え

さ

と

れ

る

も

の

ね

が

い

よ

〈

は

た

恵
の
力
、
こ
の
最
勝
尊
と
ひ
と
し
か
ら
ん
。
こ
の
願
も
し
到
果
さ
ば
、

ぜ

か

い

み

な

み

そ

ら

も

ろ

び

と

う

る

わ

し

大
千
ま
さ
に
感
動
す
べ
し
。
虚
空
の
諸
天
人
ま
さ
に
珍
妙
の
撃
を

あ
め雨

と
ふ
ら
す
べ
し
。

八
、
本
誓
の
偏
(
大
慈
悲
の
本
願
を
ど
こ
ま
で
も
信
じ
、
す
べ
て
を
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阿
弥
陀
仏
に
ま
か
せ
、
心
身
共
安
ら
か
に
な
ら
ん
)

お

ち

か

い

た

の

み

阿
弥
陀
仏
の
本
誓
願
は
極
楽
往
生
の
要
門
な
り
。

わ

れ

ら

ひ

と

ね

ん

ぷ

っ

と

わ

の

い

の

ち

み

に

う

定
散
等
し
く
回
向
し
て
、
す
み
や
か
に
無
生
身
を
証
け
ん
。

九
、
十
念
(
仏
の
恩
に
報
い
る
た
め
感
謝
の
心
を
こ
め
て
十
遍
の
お

念
仏
を
と
な
え
る
)

O
一
枚
起
請
文
(
法
然
上
人
の
御
遺
訓
で
、

お
念
仏
の
真
髄
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
も
の



十
、
摂
益
の
文
(
念
仏
を
申
す
も
の
は

み
仏
の
大
慈
悲
の
光
明
に

浴
し
救
わ
れ
る
)

ひ
と
び
と

阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
遍
く
十
方
の
世
界
を
照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆
生

す
く
い
と

を
摂
取
り
て
捨
て
た
ま
わ
ず
。

十
一
、
念
仏
一
会
(
木
魚

・
か
ね
等
と
調
子
を
あ
わ
せ
て
お
念
仏
を

声
高
く
申
す
)

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀

仏十
二
、
総
回
向
の
偽
(
念
仏
回
向
の
功
徳
を
一
切
の
人
々
に
及
ぽ
し、

共
に
明
る
く
生
き
ゆ
く
こ
と
を
願
う
)

願
わ
く
は
こ
の
功
徳
を
も
っ
て
、
普
く
一
切
に
及
ぽ
し
、
わ
れ
ら
と

よ

た

の

し

き

〈

に

世
の
ひ
と
み
な
と
も
に
、
ふ
る
い
た
つ
心
を
お
こ
し
、
安
楽
園
に
す

す
み
ゆ
か
ん
。

十
三、

十
念
(
念
仏
人
生
を
歩
む
こ
と
を
誓
っ
て
、
十
遍
の
お
念
仏

を
と
な
え
る
)

十
四

四
弘
誓
願
(
す
べ
て
の
人
が
正
し
い
生
き
方
の
願
を
起
し
、

共
々
に
仏
の
道
を
成
就
す
る
こ
と
を
誓
う
)

い
の
ち
あ
る
も
の
か
e
り

み

ち

び

ね

が

衆
生
は
辺
な
け
れ
ど
も
誓
っ
て
度
か
ん
こ
と
を
願
う
。

わ
ず
ら
い
な
や
み
か

eo

た

煩
悩
は
辺
な
け
れ
ど
も
誓
っ
て
断
ち
き
ら
ん
こ
と
を
願
う
。

こ
と
わ
り
の
か
ず
つ
・
る
こ
と

法
門
は
尽
な
け
れ
ど
も
誓
っ
て
学
ば
ん
こ
と
を
願
う
。

き

と

り

の

み

ち

は

る

か

色

レ

と

げ

菩
提
は
無
上
な
れ
ど
も
誓
っ
て
証
む
こ
と
を
願
う
。

よ

め

ぐ

み

わ
れ
ら
と
世
の
ひ
と
み
な
、
ひ
と
し
く
利
益
を
受
け
、

ほ
と
げ
の
み
ち
な

に
生
き
仏
道
を
成
し
と
げ
ん
。

十
五
、

三
唱
礼
(
三
唱
と
共
に
心
か
ら
三
礼
す
る
)

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

十

よ
ろ
こ
び

と
も
に
極
楽
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送
仏
の
偏

こ

み

曜

と

凶

り

そ

れ

ぞ

れ

み

〈

に

か

え

か

泊

り

ま

請
う
ら
く
は
仏
ら
、
随
縁
本
国
に
還
り
給
え
。
普
く
香
と
撃
を
散



峰

と

ゆ

み

ほ

と

ゆ

あ

わ

れ

み

は

る

い
て
心
に
仏
を
送
り
奉
る
。
願
わ
く
は
仏
、
慈
心
も
て
遁
か
に

ま

も

り

わ

れ

ら

あ

い

ほ

と

け

の

み

ち

謹
念
た
ま
え
。
同
生
相
は
げ
ま
し
あ
い
て
、
皆
共
に
仏
道
に
い
そ

し
ま
ん
。

十
七
、
十
念
(
心
静
か
に
み
教
え
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

十
遍
の
お

念
仏
を
と
な
え
る
)

。
無
常
偶

O
農
朝
の
偽

も

ろ

も

ろ

の

ひ

と

ら

じ

ん

じ

よ

う
む
U
ょ
う

諸
衆
等
聴
き
た
ま
え
、
長
朝
無
常
の
備
を
説
か
ん
。

と

こ

し

え

た

の

レ

み

ひ

U
り

の

り

寂
滅
の
楽
を
求
め
ん
と
お
も
わ
ば
、
当
に
沙
門
の
法
を
学
ぶ
ぺ
し
。

こ

ろ

も

と

か

て

い

の

@

さ

き

よ

し

あ

し

ょ

の

ひ

と

衣
食
は
身
と
命
を
支
う
れ
ば
た
る
。
そ
の
精
粗
は
衆
に
得
る
に

ま

か

も

ろ

も

ろ

の

ひ

と

こ

の

あ

し

た

お

の

お

の

ろ

〈

ね

ん

ず

随
せ
ん
。
諸
衆
等
よ
今
日
展
朝
各
々
六
念
を
請
し
た
ま
え
。

(
朝
方
)

O
日
中
の
偽
(
昼
間
)

も

ろ

も

ろ

の

ひ

と

ら

に

っ

ち

・

う

諸
衆
等
聴
き
た
ま
え
、
日
中
無
常
の
備
を
説
か
ん
。

は

げ

み

〈

.

.
 

人
生
け
る
と
き
精
進
な
け
れ
ば
、
喰
え
ば
樹
の
根
な
き
が
若
し
。
撃

と

ひ

ざ

か

り

よ

い

〈

ぽ

〈

の

と

き

め

草

え

を
採
り
て
日
中
に
置
か
ん
に
、
能
く
幾
時
か
鮮
か
な
る
こ
と
を
得

ひ

と

の

い

の

ち

か

〈

ご

と

う

つ

り

か

b
り

た

ち

ま

ち

&

い

だ

ん
。
人
命
も
亦
是
の
知
し
。
無
常
は
須
奥
の
聞
な
り
。
諸
の
道
を

お
さ

E
Y
す

す

っ

品

お

き

・

8

い
た

行
む
る
衆
に
勧
む
。
動
修
め
て
乃
ち
真
に
至
り
た
ま
え
。

O
日
没
の
偽
(
夕
方
)

も

ろ

も

ろ

の

ひ

と

ら

に

ち

も

つ

諸
衆
等
聴
き
た
ま
え
、
日
没
無
常
の
偏
を
説
か
ん
。

ひ

と

び

と

あ

わ

た

だ

し

〈

も

ろ

も

ろ

の

っ

と

め

い

と

令

と

し

と

い

ち

の

ひ

る

よ

る

さ

き

と

人
間
忽
々
衆
務
を
営
み
。
年
命
の
日
夜
に
去
る
こ
と
を
覚
ら

P
Sレ
び

か

ぜ

の

な

か

き

え

U
か

が

た

ご

と

ゆ

〈

え

し

ら

aま
よ
い
の
み
ち

ず
。
燈
の
風
中
に
滅
ん
こ
と
期
り
難
き
が
如
く
。
忙
々
六
道
は

さ

だ

め

い

ま

げ

だ

っ

〈

る

し

み

の

う

み

い

ず

え

な

ん

定
趣
な
し
。
未
だ
解
脱
し
て
苦
海
を
出
る
こ
と
を
得
ず
。
何
ぞ

必

ろ

か

に

必

ぞ

れ

お

の

お

の

つ

よ

〈

す

こ

や

か

み

ず

か

安
然
し
て
驚
慢
な
き
ゃ
。
各
々
聞
け
強
健
に
力
あ
る
の
時
、
自
ら

U

Z

U

げ

か

わ

ら

ざ

る

も

の

策
ち
自
ら
励
ま
し
て
常
住
を
求
め
た
ま
え
。
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O
初
夜
の
偏
(
夜
中
)

も

ろ

も

ろ

の

ひ

と

ら

し

ょ

や

諸
衆
等
聴
き
た
ま
え
、
初
夜
無
常
の
偏
を
説
か
ん
。

』

T
Rな
や

み

そ

こ

ま

よ

い

沼

と

り

〈

る

巴

ν
み

わ

た

煩
悩
は
深
く
し
て
底
な
く
生
死
の
海
に
は
辺
な
し
。
苦
を
渡
る
の

た

な

ん

こ

の

た

け

〈

い

き

ま

し

〈

船
は
未
だ
立
た
ず
、
何
ぞ
楽
ん
で
眠
り
に
ふ
け
ら
む
。
勇
猛

砿

げ

み

が

必

さ

e
Eい
あ

精
進
に
つ
と
め
心
を
摂
め
て
常
に
禅
に
在
り
た
ま
え
。

O
発
願
の
文
(
死
の
縁
は
無
量
な
り

い
つ
も
臨
終
の
思
い
に
な
っ



て
称
え
よ
う
)

わ

れ

ら

い

の

ち

お

わ

る

願
わ
く
ば
弟
子
等
、
命
終
時
に
臨
ん
で
、

ろ
鋭
む
ず
、
こ
こ
ろ
が
九
部
ず
、
身
と
心
に
諸
の
苦
痛
な
く
、
身
も
心

や

す

ら

か

し

ず

け

さ

も
快
楽
に
し
て
禅
定
に
入
る
が
知
く
な
ら
ん
。
願
わ
く
ば
阿
弥
陀
仏

創

よ

ぴ

む

か

え

お

ち

か

い

の

及
諸
菩
薩
、
わ
れ
ら
を
現
前
た
ま
え
。
み
仏
の
本
願
に
乗
せ
た
ま
い

す
み
や
か
に
う
ま
れ

て
阿
弥
陀
仏
国
に
上
品
往
生
さ
せ
た
ま
え
。
彼
の
国
に
到
り
巴
っ
て
、

む

か

ぎ

り

な

き

ち

か

ら

ひ

と

の

よ

か

え

〈

&

レ

み

ひ

と

び

と

と

六
つ
の
神
通
を
得
て
十
方
界
に
入
り
て
苦
の
衆
生
を
救
い
摂
ら

て

ん

ち

ぜ

か

い

ふ

が

い

ん
。
虚
空
法
界
も
は
て
な
き
が
知
く
、
我
ら
が
願
も
又
か
わ
る
こ
と

ね

が

い

お

と

な
し
。
ま
さ
に
か
く
願
を
発
す
も
の
な
り
。
心
か
ら
阿
弥
陀
仏
に
帰

λ
J
A
v
h九

aan

こ
こ
ろ
顛
倒
ず
、

-
F

」
」
ア
」

命
し
奉
る
。
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O
一
紙
小
消
息
(
念
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
の
喜
び
を
、
凡
夫

な
る
が
ゆ
え
に
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
)
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仏
説
無
量
寿
経

巻
上

曹
貌
ー
に
お
い
て
、

。
第

(本

「浄
土
宗
聖
典
」
第
一
巻
収
載
の
書
下
文

(底
本
)
と

の
照
合
上
、
科
段
の
番
号
を
残
し
て
お
く
)

私
、
〔
阿
難
は
〕
釈
尊
か
ら
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

あ
る
時
釈
尊
が
王
舎
城
4

の
東
北
に
筆
え
る
脅
闇
帽
山

(
霊
鷲

山
)
5

の
中
に
お
ら
れ
、

そ
こ
に
は
総
勢
一
万
二
千
人
に
も
お
よ
ぶ
、

き
わ
め
て
優
れ
た
僧
た
ち
が
会
し
て
い
た
。
彼
ら
は
み
な
偉
大
な
聖

者
で
あ
っ
て
、
す
で
に
様
々
な
神
通
力
を
具
え
た
者
た
ち
ば
か
り
だ

っ
た
。そ

の
名
前
を
〔
ご
紹
介
す
る
と
、
〕
尊
敬
す
べ
き
了
本
際
長
老

正
願
長
老

・
正
語
長
老

・
大
号
長
老

・
仁
賢
長
老

・
離
垢
長
老

・
名

聞
長
老

・
善
実
長
老

・
具
足
長
老

・
牛
王
長
老

・
優
棲
頻
嵐
迦
葉
長

老

・
伽
耶
迦
葉
長
老

・
那
提
迦
葉
長
老

・
摩
詞
迦
葉
長
老

・
舎
利
弗

長
老

・
大
目
機
連
長
老

・
劫
賓
那
長
老

・
大
住
長
老

・
大
浄
志
長

イ
ン
ド
圏
内
出
身
の
三
蔵
法
師

2

・
康
の
国
の
僧
鎧

3

が
訳
す

老

・
摩
詞
周
那
長
老

・
満
願
子
長
老

・
離
障
長
老

・
流
濯
長
老
・
堅

伏
長
老

・
面
王
長
老

・
異
乗
長
老

・
仁
性
長
老

・
嘉
楽
長
老

・
善
来

長
老

・
羅
云
長
老
、
〔
そ
し
て
私
、
〕
長
老
の
阿
難
6

な
ど
で
あ
り
、

偉
大
な
聖
者
た
ち
の
中
に
お
い
て
も
、
な
お
か
つ
指
導
的
な
立
場
に
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あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
時
、

そ
こ
に
は
衆
生
と
と
も
仏
道
を
歩
む
多
数
の
大
乗

の
笠
口
薩
た
ち
も
顔
を
そ
ろ
え
て
い
た
。
〔
す
な
わ
ち
〕
普
賢
菩

薩
7

・
妙
徳
8

菩
薩

・
慈
氏
菩
薩
9

を
は
じ
め
と
す
る
今
こ
の
賢
劫
叩

の
時
代
に
お
ら
れ
る
す
べ
て
の
菩
薩
方
、
加
え
て
賢
護
な
ど
十
六
名

の
菩
薩
方
口
、
さ
ら
に
は
善
思
議
菩
藍

・
信
慧
菩
薩

・
空
無
菩
薩

・

神
通
華
菩
薩

・
光
英
菩
薩
・
慧
上
菩
薩

・
智
瞳
菩
薩

・
寂
根
菩
薩

・

願
慧
菩
薩

・
香
象
菩
薩

・
宝
英
菩
薩

・
中
住
菩
薩

・
制
行
菩
薩

・
解

脱
菩
薩
ロの
方
々
で
あ

っ
た
。



こ
れ
ら
の
菩
薩
方
は
み
な
普
賢
菩
薩
の
高
徳
な
修
行
を
手
本
と
し

て
い
る
。
〔
普
賢
菩
薩
と
同
じ
よ
う
に
修
行
す
る
者
た
ち
は
〕
様
々

な
菩
薩
た
ち
が
お
こ
す
で
あ
ろ
う
計
り
知
れ
な
い
誓
願
と
そ
の
た
め

の
修
行
を
す
べ
て
体
得
し
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
そ
の
身
に
具
わ
る
の

で
あ
る
。
ど
こ
へ
で
も
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
赴
い
て
、
巧
み
な
手
だ
て

で
人
々
を
仏
の
教
え
へ
と
導
き
つ
つ
、
自
ら
は
仏
の
境
界
に
と
ど
ま

っ
て
覚
り
の
境
地
を
究
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
お
い
て
も
、
自
ら
が

仏
と
し
て
覚
り
を
聞
い
て
い
る
姿
を
示
す
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
た
め
に

ま
ず
〕
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
み
な
、
〔
第
一
に
〕

兜
率
天
日
に
身
を
置
い
て
仏
の
正
し
い
教
え
を
弘
め
、
次
に
〔
人
間

界
で
教
え
を
弘
め
る
た
め
順
々
に
H

〕
そ
の
宮
殿
か
ら
舞
い
降
り
、

母
と
な
る
べ
き
婦
人
の
胎
内
に
神
を
宿
す
。

〔
第
二
に
〕
そ
う
し
た
菩
薩
は

〔
王
子
と
な
る
べ
く
、
王
妃
で
あ

る
〕
母
の
右
の
脇
か
ら
生
ま
れ
出
で
て
七
歩
あ
ゆ
み
、
そ
の
身
か
ら

舷
い
ば
か
り
の
光
明
を
放
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
く
ま
な
く
照
ら

し
、
無
限
に
広
が
る
仏
国
土
は
〔
そ
の
彼
方
〕
ま
で
大
地
を
大
い

に
凶
揺
れ
動
か
す
。
〔
そ
こ
で
、
菩
薩
は
〕
自
ら
声
高
ら
か
に
「
我

こ
そ
は
こ
の
世
に
お
い
て
、
こ
の
上
な
く
尊
い
者
と
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
宣
言
す
る
。
帝
釈
天
時
と
焚
天
げ
は
菩
薩
に
う
や
う
や
し
く

仕
え
、
天
界
の
者
も
人
界
の
者
も
仰
ぎ
敬
う
の
で
あ
る
。

〔
第
三
に
〕
菩
薩
は
、
数
学

・
文
芸

・
弓
矢

・
乗
馬
な
ど
〔
文
武

全
般
に
〕
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し

そ
れ
ば
か
り
か
仙
人
の
秘
術
ま

で
も
究
め
、
加
え
て
あ
ま
た
の
書
籍
に
精
通
す
る
。
外
に
あ
っ
て
は

武
芸
の
腕
を
磨
き
、
そ
の
一
方
、
宮
中
に
あ
っ
て
は
欲
望
渦
巻
く
中

に
身
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

〔
第
四
に
や
が
て
、〕
老

・
病

・
死
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
世
の
無

常
に
気
付
き
、
国
も
財
産
も
王
位
も
棄
て
て
、
山
に
分
け
入
っ
て
覚

司
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り
を
得
ょ
う
と
志
す
。
そ
こ
で
、
乗
っ
て
き
た
白
馬
と
身
に
つ
け
て

い
た
宝
冠
や
胸
飾
り
を
御
者
に
託
し
て
王
宮
に
帰
ら
せ
、
美
し
い
服

を
脱
ぎ
捨
て
て
修
行
者
の
ま
と
う
粗
末
な
衣
を
身
に
着
け
、
髪
も
髭

も
剃
り
落
と
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
樹
の
根
元
に
威
儀
を
正
し
て
静

か
に
座
り
、
苦
行
を
重
ね
る
こ
と
六
年
に
及
び
、
〔
そ
し
て
つ
い
に

覚
り
と
い
う
〕
実
を
結
ぶ
こ
と
と
な
る
。

〔
菩
薩
た
る
者
は
、
あ
え
て
〕
五
濁
日
の
世
に
生
ま
れ
て
、

他
の

人
々
と
同
じ
よ
う
に
煩
悩
に
覆
わ
れ
、
塵
垢
に
ま
み
れ
た
〔
仮
の
〕

姿
を
あ
ら
わ
す
。
〔
苦
行
を
捨
て
て
、
身
を
清
め
よ
う
と
〕
川
円
で



体
浴
し
た
が

〔
岸
に
上
れ
な
い
ほ
ど
衰
弱
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
〕
天

人
が
現
れ
川
辺
の
樹
の
枝
を
押
し
下
げ
差
し
伸
べ
て
、
菩
薩
を
引
き

上
が
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

〔
覚
り
の
時
が
近
づ
く
と
、
〕
美
し
い
霊
鳥
た
ち
が
菩
薩
の
周
り

を
飛
び
交
い
、
覚
り
の
座
ま
で
〔
誘
い
な
が
ら
〕
行
っ
た
り
来
た
り

す
る
。
〔
そ
こ
に
帝
釈
天
が
変
じ
て
〕
吉
祥
却
と
い
う
名
の
人
の
姿

と
な
っ
て
現
れ
て
、
〔
菩
薩
は
〕
吉
祥
の
姿
に
〔
自
ら
が
覚
り
を
開

く
〕
め
で
た
い
前
兆
を
感
じ
取
る
の
で
あ
る
。
〔
吉
祥
は
菩
藍
が
積

ん
で
き
た
〕
福
徳
を
た
た
え
、
〔
菩
薩
の
た
め
に
吉
祥
は
覚
り
の
座

の
下
に
敷
く
〕
草
を
施
す
。
〔
菩
薩
は
〕
感
激
し
て
そ
れ
を
受
け
取

り
、
菩
提
樹
の
下
に
敷
き
詰
め

そ
の
上
に
足
を
組
ん
で
座
り

〔
菩
薩
は
そ
の
身
体
か
ら
舷
い
ば
か
り
の
〕
大
い
な
る
光
を
放
つ
の

で
あ
る
。

〔
第
五
に
〕
そ
れ
を
見
て
悪
魔
は
菩
薩
が
今
ま
さ
に
覚
り
聞
こ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
〔
覚
り
の
完
成
を
妨
げ
よ
う
と
〕

族

を
率
い
て
菩
薩
に
襲
い
か
か
る
。
〔
し
か
し
、
菩
薩
は
〕
智
慧
の
力

で
彼
ら
を
皆
打
ち
負
か
す
の
で
あ
る
。

〔
第
六
に
菩
薩
は
〕

つ
い
に
計
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
奥
深
い
真
理
を
得

て
、
こ
の
上
な
い
覚
り
体
得
す
る
の
で
あ
る
。

〔
第
七
に
〕
そ
の
時
、
帝
釈
天
や
焚
天
が
姿
を
現
し
、
菩
龍
に

〔
す
べ
て
の
衆
生
の
た
め
に
〕
そ
の
真
理
を
説
き
広
め
る
よ
う
に
心

か
ら
請
い
願
う
。
仏
〔
と
な
っ
た
こ
の
菩
薩
〕
は
思
い
の
ま
ま
に

〔
あ
ら
ゆ
る
世
界
へ
と
〕
足
を
伸
ば
し
、
〔
獅
子
が
〕
肌
え
る
よ
う
に

〔
勇
ま
し
く
〕
法
を
説
く
〔
そ
の
姿
は
ま
さ
し
く
仏
に
ふ
さ
わ
し

い
〕
。
〔
そ
れ
は
あ
た
か
も
〕
太
鼓
を
た
た
き
、
法
螺
貝
を
吹
き
、
剣

を
取
り
、
旗
を
た
て
て
進
む
〔
よ
う
に
、

ま
た
〕
雷
鳴
が
と
ど
ろ
き
、

稲
妻
が
走
り
、
雨
が
降
り
注
い
で
万
物
を
潤
す
〔
よ
う
に
〕
法
を
説
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く
の
で
あ
る
。
加
え
て
常
に
真
理
に
満
ち
滋
れ
た
声
で
世
〔
の

人
々
〕
を
〔
迷
い
か
ら
〕
目
覚
め
さ
せ
る
。
〔
ま
た
〕
そ
の
光
明
は
、

数
限
り
な
い
仏
の
国
々
を
く
ま
な
く
照
ら
し
、
〔
そ
れ
に
よ
っ
て
〕

す
べ
て
の
世
界
は
さ
ま
ざ
ま
に
震
動
幻
す
る
の
で
あ
る
。
〔
こ
の
光

明
は
〕
は
る
か
魔
界
に
ま
で
及
び
、
魔
王
の
宮
殿
を
も
揺
り
動
か
す
。

〔
そ
の
た
め
〕
悪
魔
た
ち
は
み
な
恐
れ
を
な
し
て
ひ
れ
伏
し
、
帰
依

し
な
い
者
は
い
な
く
な
る
の
だ
。
〔
こ
の
よ
う
に
し
て
〕
邪
な
教
え

を
引
き
裂
き
、
世
間
の
誤
っ
た
考
え
を
除
き
取
り

さ
ま
ざ
ま
な
煩

悩
を
う
ち
払
い
、
欲
望
と
い
う
深
い
堀
を
埋
め
尽
く
す
。
〔
正
し
い
〕



法
と
い
う
城
を
堅
固
に
守
り
つ
つ
、
広
く
法
の
門
を
聞
き
、
〔
人
々

の
〕
煩
悩
と
い
う
垢
を
洗
い
流
し
、

一
点
の
汚
れ
も
な
く
清
ら
に
す

る
の
で
あ
る
。
〔
さ
ら
に
そ
の
光
明
は
〕
仏
の
教
え
を
ど
こ
ま
で
も

行
き
届
か
せ
、
〔
人
々
に
〕
正
し
い
覚
り
の
道
を
説
き
示
す
こ
と
と

な
る
。〔

そ
し
て

そ
の
仏
は
〕
諸
国
を
巡
っ
て
托
鉢
し

さ
ま
ざ
ま
な

食
を
供
養
さ
れ
、
施
し
を
促
し
て
は
人
々
に
功
徳
を
積
ま
せ
、
実
り

豊
か
な
田
畑
の
よ
う
な
幸
福
へ
の
道
筋
を
示
す
の
で
あ
る
。
教
え
を

説
く
に
あ
た
っ
て
は
笑
み
を
た
た
え

〔
悩
み
に
応
じ
て
〕

C々
幸
A
F
d
c

ま
な
教
え
を
薬
と
し
、

そ
れ
ら
の
苦
し
み
泣
か
ら
〔
人
々
を
〕
救
い

摂
る
。
〔
さ
ら
に
〕
覚
り
を
求
め
る
心
に
計
り
知
れ
な
い
功
徳
が
宿

る
こ
と
を
自
ら
体
現
し
て
、
〔
人
々
に
も
覚
り
の
境
地
を
求
め
さ
せ

た
上
で
〕
、

『必
ず
仏
に
な
れ
る
」
と
お
い
う
菩
薩
に
対
す
る
予
言
を

授
け
て
完
全
な
る
覚
り
の
境
地
を
体
得
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

〔
第
八
に
仏
は
最
後
に
〕
こ
の
世
を
去
る
姿
を
示
す
の
で
あ
る
が
、

〔
教
え
は
そ
の
後
も
〕
人
々
を
限
り
な
く
救
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
煩
悩
を
消
し
去
り
、
多
く
の
善
根
を
積
ま
せ
る
の
で
あ
る
。

〔
こ
の
よ
う
に
〕

仏
の
具
え
て
い
る
功
徳
は
人
知
を
超
え
て
計
り

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
〔
仏
た
る
者
は
、
〕
さ
ま
ざ
ま
な
仏
の
国
土

を
巡
り
、
行
く
先
々
で
覚
り
へ
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
振
る

舞
い
は
清
ら
か
で
少
し
も
汚
れ
が
な
い
。
た
と
え
ば
幻
術
に
長
け
た

者
が
さ
ま
ざ
ま
な
幻
を
見
せ
る
と
き
、
男
の
姿
や
女
の
姿
、

そ
の
他

の
姿
で
も
現
せ
な
い
も
の
が
な
く
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
学
び
尽
く
し

て
い
て
意
の
ま
ま
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

」
の
〔
場
に
い
る
〕
菩
薩
た
ち
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
す
べ
て
の

法
を
学
び
尽
く
し
精
通
し
て
い
る
。
尊
い
境
地
に
達
し
て
い
る
か
ら
、

自
在
に
教
え
導
け
な
い
こ
と
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
は
み
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な
数
限
り
な
い
仏
の
国
土
の
一
々
に
現
れ
て

い
ま
だ
か
つ
て
者
つ

た
り
身
勝
手
に
振
る
舞
っ
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
く
、
人
々
を
憐
れ

み
い
た
わ
る
の
で
あ
る
。
〔
彼
ら
は
人
々
を
教
え
導
く
た
め
の
〕
こ

う
し
た
手
だ
て
を
あ
ま
す
こ
と
な
く
具
え
て
い
る
。

ま
た
、
〔
普
賢
の
徳
を
手
本
と
す
る
〕
菩
薩
は
〔
仏
の
説
か
れ
た

大
乗
〕
経
典
に
つ
い
て
、

そ
の
真
髄
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
究
め
尽

く
し
て
お
り
、
そ
の
名
は
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
響
き
渡
り
〔
人
々
を
〕

覚
り
の
境
地
へ
と
導
く
。
そ
し
て
数
限
り
な
い
み
仏
は

み
な
共
に

〔
こ
の
菩
薩
を
〕
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
。
〔
菩
薩
は
〕
す
で
に
仏
が
安



住
し
て
い
る
〔
覚
り
の
境
地
〕
に
達
し
て
お
り

ま
た
仏
が
修
め
て

い
る
行
い
を
す
べ
て
実
践
し
て
い
る
。
如
来
H

が
法
を
説
き
弘
め
て

き
た
〔
よ
う
に
、
〕
菩
薩
も
ま
た
〔
法
を
〕
説
き
弘
め
、
〔
他
の
〕
菩

薩
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
は
優
れ
た
師
と
な
り
、
人
々
の
中
に
あ
っ
て

は
奥
深
い
禅
定
と
智
慧
で
〔
仏
法
へ
と
〕
導
く
。
〔
そ
の
際
、
〕
あ
ら

ゆ
る
も
の
ご
と
の
本
質
を
見
極
め
、
人
々
の
あ
り
さ
ま
を
こ
と
ご
と

く
知
り
尽
く
し
、
世
間
の
姿
を
漏
ら
さ
ず
見
通
し
て
い
る
。
〔
至
る

と
こ
ろ
に
〕
身
を
現
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
み
仏
を
供
養
す
る
が
、
〔
そ

の
速
や
か
な
こ
と
は
〕
ち
ょ
う
ど
稲
妻
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
菩
藍
は
〕
網
を
放
っ
て
で
も
、
人
々
を
引
き
寄
せ
導
く
と
い
う

仏
の
強
い
意
志
お
を
し
っ
か
り
と
学
び
、

ま
る
で
幻
術
を
用
い
た
よ

う
に
人
々
を
導
く
法
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
修
得
す
る
。
(
人
々
が
覚

り
を
求
め
る
こ
と
を
妨
げ
る
〕
悪
魔
の
網
を
引
き
裂
き
、
〔
人
々
を

苦
し
み
に
縛
り
付
け
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
〕
解
き
ほ
ど
く
の
で

あ
る
。
〔
そ
し
て
、
〕
声
閉
そ
縁
覚
幻
な
ど
の
位
を
超
え
て
い
て

〔
し
か
も
〕
す
べ
て
の
存
在
は
う
つ
り
か
わ
り
(
空
)

そ
れ
ゆ
え
定

ま
っ
た
姿

・
形
も
な
く
(
無
相
)
、

し
た
が
っ
て
執
着
す
る
こ
と
は

何
も
な
い

(
無
願
)
と
体
得
す
る
深
い
精
神
統
一
の
状
態
団を
保

つ

て
い
る
。
〔
ま
た
、
人
々
を
救
う
た
め
に
〕
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
を

施
し
て
、
〔
声
聞
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は
縁
覚
と
な
っ
て
、
あ
る
い

は
菩
薩
と
な
っ
て
〕
覚
り
を
目
指
す
と
い
う
三
種
の
方
法
を
示
し
、

声
聞
や
縁
覚
を
導
く
た
め
に
、
〔
あ
え
て
〕
こ
の
世
を
去
る
姿
を
示

す
の
で
あ
る
。

〔
こ
う
し
た
菩
薩
は
〕
こ
れ
以
上
修
め
る
べ
き
〔
行
も
〕
な
け
れ

ば
、
求
め
る
べ
き
〔
覚
り
も
〕
な
く
、
行
う
べ
き
〔
善
も
〕
な
け
れ

ば
、
滅
ぽ
す
べ
き
〔
悪
も
〕
な
く
、
〔
煩
悩
を
滅
し
た
〕
何
の
と
ら

わ
れ
も
な
い
智
慧
を
具
え
て
い
る
。
〔
ま
た
、
〕
す
べ
て
の
仏
の
教
え
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を
記
憶
し
て
忘
れ
な
い
能
力
と
、
精
神
統
一
を
深
め
る
何
百
何
千
も

の
修
行
方
法
と
、
〔
覚
り
を
も
た
ら
す
〕
善
行
m
と
智
慧
を
欠
け
る

こ
と
な
く
具
え
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
も
心
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な

穏
や
か
な
精
神
状
態
を
保
ち
な
が
ら
、
笠
口
薩
を
〔
導
く
た
め
の
〕
教

え
で
満
た
さ
れ
た
蔵
に
分
け
入
り
、
〔
普
賢
菩
薩
の
よ
う
に
〕
仏
華

厳
三
昧
却
の
境
地
を
得
て
、

一
切
の
経
典
を
解
き
明
か
す
の
で
あ
る
。

〔
菩
薩
は
〕
心
の
動
き
を
消
し
去
っ
た
深
い
静
寂
の
中
、
今
現
に

ま
し
ま
す
数
限
り
な
い
み
仏
を
見
奉
り

ま
た
た
く
間
別
に
〔
あ
ら

ゆ
る
世
界
を
〕
往
来
す
る
。
〔
そ
し
て
、
地
獄
道

・
餓
鬼
道

・
畜
生



道
な
ど
〕
苦
難
に
満
ち
た
世
界
に
深
く
沈
ん
で
い
る
者
も
、
〔
仏
道

修
行
に
〕
適
う
場
所
に
い
る
者
も
い
な
い
者
も
、
〔
そ
れ
ら
を
み
な
〕

救
い
摂
っ
て

ま
こ
と
の
道
理
を
説
き
示
す
。
し
か
も
そ
う
し
よ
う

と
す
る
時
に
は
、
如
来
の
よ
う
に

〔
自
由
自
在
に
〕
弁
舌
を
ふ
る
う

智
慧
を
得
て
い
る
。
〔
ま
た
、
〕
彼
ら
が
発
す
る
言
葉
の
意
味
を
聴
き

取
り

い
か
な
る
者
を
も
教
え
導
く
の
で
あ
る
。
〔
菩
薩
は
〕
世
間

の
さ
ま
ざ
ま
な
道
理
を
超
越
し
、

そ
の
心
は
常
に
覚
り
へ
の
道
に
向

け
ら
れ
、
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
物
を
目
の
前
に
し
て

も
、
そ
の
心
は
動
揺
し
な
い
。
多
く
の
人
々
の
た
め
に
進
ん
で
友
と

な
り
、
あ
た
か
も
重
い
荷
物
を
背
負
う
よ
う
に
し
て
、
〔
彼
ら
を
救

い
導
く
の
で
あ
る
。
〕

〔
菩
薩
は
〕

如
来
の
奥
深
い
教
え
を
す
べ
て
身
に
そ
な
え
、
人
々

に
宿
っ
て
い
る
仏
と
な
る
べ
き
種
を
大
切
に
守
っ
て
、
〔
そ
の
発
育

が
〕
決
し
て
途
絶
え
な
い
よ
う
に
す
る
。
大
い
な
る
慈
悲
の
心
を
発

し
て
人
々
を
憐
れ
み
、

そ
の
慈
愛
に
満
ち
た
弁
舌
を
駆
使
し
て
智
慧

の
眼
を
授
け
、
〔
地
獄
や
餓
鬼
や
畜
生
と
い
う
〕
三
つ
の
世
界
に
堕

ち
る
道
を
閉
ざ
し
て
〔
人
間
や
天
人
と
い
う
〕
善
き
世
界
へ
赴
く
門

を
聞
き
、
す
す
ん
で
人
々
に
尊
い
教
え
を
説
き
示
す
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
時
、
人
々
は
〕
あ
た
か
も
親
孝
行
な
子
が
父
母
を
敬
い
慕

う
よ
う
で
あ
り
、

〔
菩
薩
は
〕
さ
な
が
ら
自
分
自
身
の
こ
と
の
よ
う

に
人
々
を
見
つ
め
る
の
で
あ
る
。
〔
菩
薩
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
し
て

積
み
上
げ
て
き
た
〕
善
行
の
一
つ
一
つ
は
み
な
、
覚
り
を
開
く
正
因

と
な
っ
て
い
く
。
〔
そ
し
て
菩
薩
た
ち
は
〕
み
仏
〔
が
備
え
て
い
る
〕

計
り
知
れ
な
い
功
徳
を
体
得
す
る
の
で
あ
る
。
〔
た
だ
し
、
人
々
が
〕

そ
の
智
慧
の
清
ら
か
さ
、
聡
明
さ
を
思
い
計
る
こ
と
な
ど
、
到
底
、

不
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
菩
薩
は
数
限
り
な
く
存
在
し
て
い
る
が
、
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そ
う
し
た
彼
ら
が
一
度
に
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
釈
尊
は
、
体
中
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
お
姿
も
清
ら
か
で

す
が
す
が
し
く
、
輝
か
し
い
お
顔
が
ひ
と
き
わ
気
高
く
見
受
け
ら
れ

た
。
そ
こ
で
、
〔
こ
の
私
〕
阿
難
は
釈
尊
の
み
心
を
拝
察
し
て
自
席

か
ら
立
ち
上
が
っ
て
前
に
進
み
、
〔
衣
の
〕
右
肩
を
脱
い
で
地
に
ひ

ざ
ま
ず
き
、
〔
う
や
う
や
し
く
〕
合
掌
し
て
釈
尊
に
お
尋
ね
し
た
の

で
あ
る
。

「
世
尊
。
本
日
の
世
尊
は
体
中
が
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ

お
姿
も

清
ら
か
で

そ
し
て
輝
か
し
い
お
顔
が
ひ
と
き
わ
気
高
い
と
お
見
受



け
い
た
し
ま
し
た
。
磨
き
上
げ
た
鏡
に
反
射
す
る
光
が
、
も
の
の
表

面
は
も
と
よ
り
、
内
部
ま
で
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
威
厳
に
満
ち
た
お
姿
は
、
他
に
比
類
な
き
ほ
ど
の
輝
き

を
放
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
は
今
日
ま
で

〔世
尊
の
〕
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
尊
い
お
姿
を
拝
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
と
も
、

世
尊
。
私
が
思
い
ま
す
に
、
あ
な
た
さ
ま
は
本
日
、
誰
に
も
到
達
し

得
な
い
よ
う
な
極
め
て
尊
い
真
理
を
体
現
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
〔
煩

悩
を
絶
ち
悪
魔
を
打
ち
負
か
す
〕
雄
雄
し
い
方
よ
、
あ
な
た
さ
ま
は

本
日
、

も
ろ
も
ろ
の
み
仏
と
共
に
〔
覚
り
と
い
う
境
地
に
〕
安
住
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
迷
い
の
世
界
〔
を
照
ら
す
智
慧
の
〕
眼
を
持
つ
方

ょ
、
あ
な
た
さ
ま
は
本
日
、
人
々
を
導
く
行
に
専
念
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
〔
こ
の
世
に
お
い
て
〕
智
慧
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
方
よ
、
あ

な
た
さ
ま
は
本
日
、
〔
煩
悩
に
〕
打
ち
勝
ち
無
上
の
覚
り
の
道
を
歩

ま
れ
て
い
ま
す
。
天
の
神
々
も
お
よ
ば
ぬ
尊
い
方
よ
、
あ
な
た
さ
ま

は
本
日
、
〔
人
々
を
導
く
〕
知
来
と
し
て
の
徳
を
施
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
過
去

・
現
在

・
未
来
の
み
仏
方
は
、
互
い
に
念
じ
合
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
、
世
尊
も
ま
た
、
諸
々
の
み
仏
と
念
じ

合
っ
て
お
ら
れ
る
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
〔
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
〕
ど
う
し
て
〔
世
尊
の
お
姿
が
〕
こ
の
よ
う
に

〔力
強
く
〕
威

厳
に
あ
ふ
れ
で
、
光
り
輝
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

そ
こ
で
釈
尊
は
〔
こ
の
〕
阿
難
に
対
し
て
何
せ
に
な
っ
た
。

「
阿
難
よ

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
尋
ね
る
の
か
。
天
人
が
や
っ

て
来
て
そ
な
た
に
そ
の
よ
う
な
質
問
を
さ
せ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
そ

な
た
自
身
の
考
え
に
よ
っ
て
、
私
の
こ
の
姿
の
こ
と
を
尋
ね
た
の

か。」阿
難
が
答
え
て
言
っ
た
。

「
天
人
が
や
っ
て
来
て
私
に
尋
ね
さ
せ
た
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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ま
っ
た
く
自
分
の
考
え
か
ら
お
尋
ね
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

そ
こ
で
釈
尊
は
何
せ
に
な
っ
た
。

「
そ
れ
で
よ
い
の
だ
、
阿
難
よ
。
そ
な
た
の
問
い
は
た
い
へ
ん
結

構
な
も
の
で
あ
る
。
〔
そ
な
た
は
〕
深
い
智
慧
を
は
た
ら
か
せ
巧
み

な
弁
舌
を
ふ
る
う
こ
と
が
で
き
る
。
〔
だ
か
ら
こ
そ
、
汝
は
〕
人
々

を
憐
れ
む
思
い
か
ら
今
の
す
ぐ
れ
た
質
問
を
し
た
の
で
あ
る
。
如
来

と
は
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
慈
悲
の
心
で
迷
い
の
世
界
犯
の
人
々
を

憐
れ
む
〔
方
の
こ
と
を
言
う
〕
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
世
に
お
出
ま
し

に
な
っ
て
覚
り
へ
の
道
を
弘
く
説
き
示
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
救



お
う
と
願
い
、
〔
覚
り
の
世
界
へ
と
導
く
と
い
う
〕
真
実
の
恵
み
を

施
す
の
で
あ
る
。
〔
こ
の
よ
う
な
如
来
に
〕
出
会
う
の
は
、
無
量
億

劫
お
と
い
う
計
り
知
れ
な
い
永
い
時
を
経
て
も
大
変
難
し
い
こ
と
で
、

〔
ち
ょ
う
ど
三
千
年
に
一
度
咲
く
と
い
う
〕
霊
瑞
華
の
開
花
に
出
会

う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
〔
だ
か
ら
こ
そ
、
〕
今
の
そ
な
た
の
問
い
は

多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り

す
べ
て
の
天
人
や
人
々
に

覚
り
の
境
地
を
聞
か
せ
る
の
で
あ
る
。

阿
難
よ
、
知
る
が
よ
い
。
知
来
に
具
わ
る
覚
り
の
智
慧
は
計
り
知

れ
な
い
ほ
ど

〔
深
く
〕
、
無
数
の
人
々
を
導
く
。
そ
の
智
慧
は
何
も

の
に
も
妨
げ
ら
れ
ず
、
遮
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
わ
ず
か
一
度
の
食

事
に
よ
っ
て
寿
命
を
保
つ
こ
と
、
億
百
千
劫
と
い
う
途
方
も
な
く
永

い
時
間
は
お
ろ
か
、
無
限
の
時
さ
え
も
し
の
ぐ
の
で
あ
る
。
〔
し
か

も
〕
体
中
が
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
、

そ
の
姿
に
は
何
一
つ
欠
け
る

も
の
も
一
点
の
汚
れ
も
な
く
、

そ
の
様
は
不
変
に
し
て
、
輝
き
に
満

ち
た
お
姿
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
知
来
は
禅
定
と
智
慧

を
ど
こ
ま
で
も
究
め
尽
く
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
そ
し
て
〕
あ

ら
ゆ
る
教
え
を
〔
知
り
尽
く
し
て
〕
思
い
の
ま
ま
に
〔
説
き
示
す
〕

こ
と
が
で
き
る
。
阿
難
よ
、
し

っ
か
り
と
聴
く
が
よ
い
。
今
、

そ
な

た
の
た
め
に
教
え
を
説
こ
う
。
」

〔阿
難
は
〕

お
答
え
し
た
。

「
は
い
、
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
喜
ん
で
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
」

。
第釈

尊
が
阿
難
に
お
説
き
に
な
っ
た
。

「
今
を
去
る
こ
と
は
る
か
昔
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
過
去
の
世

に
、
錠
光
如
来
〔
と
い
う
み
仏
〕
が
お
出
ま
し
に
な
っ
た
。
数
限
り
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な
い
人
々
を
教
え
導
き
、

み
な
を
覚
ら
せ
終
え

や
が
て
世
を
去
ら

れ
た
。次

に
ま
た
知
来
が
お
出
ま
し
に
な
っ
た
。
名
を
光
遠
と
言
っ
た
。

次
に
月
光
、
次
に
栴
檀
香
、
次
に
善
山
王
、
次
に
須
弥
天
冠
、
次
に

須
弥
等
曜
、
次
に
月
色
、
次
に
正
念
、
次
に
離
垢
、
次
に
無
著
、
次

に
龍
天
、
次
に
夜
光
、
次
に
安
明
頂
、
次
に
不
動
地
、
次
に
瑠
璃
妙

華
、
次
に
瑠
現
金
色
、
次
に
金
蔵
、
次
に
焔
光
、
次
に
焔
根
、
次
に

地
動
、
次
に
月
像
、
次
に
日
音
、
次
に
解
脱
華
、
次
に
荘
厳
光
明
、

次
に
海
覚
神
通
、
次
に
水
光
、
次
に
大
香
、
次
に
離
塵
垢
、
次
に
捨



厭
意
、
次
に
宝
焔
、
次
に
妙
頂
、
次
に
勇
立
、
次
に
功
徳
持
慧
、
次

に
蔽
日
月
光
、
次
に
日
月
瑠
璃
光
、
次
に
無
上
瑠
璃
光
、
次
に
最
上

首
、
次
に
菩
提
華
、
次
に
月
明
、
次
に
日
光
、
次
に
華
色
王
、
次
に

水
月
光
、
次
に
除
痴
腹
、
次
に
度
室
行
、
次
に
浄
信
、
次
に
善
宿
、

次
に
威
神
、
次
に
法
慧
、
次
に
鷲
音
、
次
に
師
子
昔
、
次
に
龍
音
、

次
に
慮
世
M

と
い
う
名
の
み
仏
が
お
出
ま
し
に
な
り
、

そ
し
て
皆
す

で
に
世
を
去
ら
れ
た
。

そ
の
次
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
み
仏
を
世
自
在
王
と
い
い
、
如
来
、

感
供
、
等
正
覚
、
明
行
足
、
善
逝
、
世
間
解
、
無
上
士
、
調
御
丈
夫

天
人
師
、
例
、
世
尊
お
と
呼
ば
れ
て
〔
尊
ば
れ
て
〕

、J
'
mo

l
v
+
h
 

そ
の
時
、
〔
一
人
の
〕
国
王
が
い
た
。
〔
世
自
在
王
〕
仏
の
説
法
を

聞
い
て
、
心
に
大
き
な
衝
撃
と
深
い
感
銘
を
受
付
、

そ
し
て
こ
の
上

な
い
覚
り
を
求
め
る
心
を
発
し
、
国
政
か
ら
も
王
位
か
ら
も
退
き

出
家
し
て
沙
門
お
と
な
り
修
行
に
打
ち
こ
ん
だ
。

〔
こ
の
沙
門
の
〕

名
を
法
蔵
と
言
っ
た
。
優
れ
た
才
能
を
身
に
具
え
、
志
の
堅
固
な
る

こ
と
は

す
で
に
世
間
を
超
越
し
て
い
た
。

〔
こ
の
法
蔵
が
〕
世
自
在
王
仏
の
も
と
に
詣
で
、

〔
ひ
れ
伏
し
て
〕

お
み
足
を
両
手
に
頂
い
て
礼
を
な
し
、
〔
仏
の
周
り
を
〕
右
に
三
度

巡
っ
た
後
幻
、
脆
い
て
合
掌
し
、
詩
句
を
歎
じ
て
讃
め
称
え
た
。

O
歎
仏
領「

〔
み
仏
は
〕
お
顔
を
は
じ
め
体
中
気
高
く
輝
き

〔
そ
の
光
に
は
〕
限
り
な
い
強
大
な
力
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る

燃
え
上
が
る
炎
の
よ
う
な
光
明
は
他
に
比
類
な
く

太
陽
や
月
の
光
も
摩
尼
宝
珠
の
き
ら
め
き
さ
え
も

〔
そ
の
前
で
は
〕
す
べ
て
打
ち
消
さ
れ
て
し
ま
い

〔
そ
の
稽
さ
は
〕
ま
る
で
墨
の
よ
う
で
あ
る

〔
ま
こ
と
に
世
自
在
王
〕
知
来
の
尊
容
は
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世
間
を
超
越
し
比
ら
れ
る
も
の
も
な
い

覚
り
を
示
す
〔
世
自
在
王
知
来
の
〕
大
音
声
は

あ
ら
ゆ
る
世
界
(
の
隅
々
〕

に
ま
で
響
き
わ
た
る

持
戒
と
多
聞
と
精
進
と
三
昧
と
智
慧

」
れ
ら
の
徳
に
お
い
て
並
ぶ
者
は
な
く

際
立
っ
て
勝
れ
て
い
る
こ
と
世
に
ま
れ
で
あ
る

深
く
智
慧
を
め
ぐ
ら
し
諸
仏
の
世
界
を
感
じ
取
り

ど
こ
ま
で
も
奥
深
く
探
求
し
て

そ
の
す
べ
て
を
識
り
尽
く
し
て
い
る



愚
か
さ
や
欲
深
さ
怒
り
な
ど
〔
と
い
っ
た
煩
悩
は
〕

数
々
の
苦
し
み
に
傑
く
す
べ
て
の
人
に

世
尊
に
は
断
じ
て
な
く

大
い
な
る
安
ら
ぎ
を
与
え
よ
う

人
の
世
に
あ
っ
て
獅
子
の
よ
う
に
雄
雄
し
く

た
と
え
ば
百
千
億
万
も
の
多
く
の
み
仏
が
い
た
と
し
て

そ
の
勝
れ
た
功
徳
は
計
り
知
れ
ず

あ
る
い
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
よ
う
に

そ
の
利
益
は
果
て
し
な
い

数
限
り
な
い
仏
が
い
た
と
し
て

そ
の
智
慧
は
深
く
言
い
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い

そ
れ
ら
す
べ
て
の
み
仏
を
供
養
す
る
こ
と
さ
え
も

そ
の
光
明
は
強
大
な
カ
に
満
ち
溢
れ

覚
り
を
求
め

全
世
界
を
〔
そ
の
力
で
〕
震
動
さ
せ
る

固
い
決
意
で
何
事
に
も
ひ
る
ま
ず
励
む
こ
と
に
は
及
ば
な
い

こ
の
私
も
〔
あ
な
た
の
よ
う
な
〕
仏
と
な
り

み
仏
の
世
界
が
あ
っ
た
と
し
て
も
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願
わ
く
は
聖
な
る
法
王
よ

た
と
え
ば
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の

生
死
を
繰
り
返
す
〔
輪
廻
の
〕
世
界
を
超
え

ま
た
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の

必
ず
や
解
脱
を
果
た
し
た
い

数
限
り
な
い
み
仏
の
世
界
が
あ
っ
た
と
し
て
も

〔
そ
れ
に
は
〕
布
施
と
調
意
と
持
戒
と
忍
辱
と
精
進
〔
な
ど
の

〔
私
は
自
ら
の
〕
光
明
で
そ
の
す
べ
て
を
隈
な
く
照
ら
し

修
行
も
大
切
だ
が
〕

〔
我
が
光
明
の
〕
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う

ニ
昧
(
禅
定
)

と
智
慧
却
と
が
最
も
重
要
で
あ
る

こ
の
よ
う
に
修
行
に
励
み

私
は
誓
う

〔
我
が
光
明
に
〕
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の

仏
と
成
る
そ
の
時
ま
で

強
大
な
力
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
い

い
つ
何
時
で
も
こ
う
し
た
願
い
を
か
な
え
る
べ
く
励
み

そ
し
て
私
が
仏
と
な
っ
た
暁
に
は



〔
我
が
〕
仏
国
土
を
も
っ
と
も
尊
く
勝
れ
た
世
界
と
し
よ
う

そ
こ
に
住
む
衆
生
〔
の
徳
〕
を
高
く
上
げ
拍

修
行
の
場
と
し
て
も
他
を
凌
駕
し

浬
駒
栄
の
世
界
そ
の
も
の
の
よ
う
に

他
に
一
つ
と
し
て
並
ぶ
国
土
が
な
い

〔ほ
ど

勝
れ
た
〕
世
界
と
し
よ
う

必
ず
や
私
は
す
べ
て
の
人
々
に
憐
れ
み
の
心
を
注
ぎ

〔
迷
い
の
世
界
か
ら
〕
救
い
導
く
の
で
あ
る

い
か
な
る
世
界
か
ら
で
も

〔
私
の
国
土
に
〕
往
生
し
た
い
と
願
う
者
は

〔
み
な
我
が
光
明
に
よ
り
〕
喜
び
に
満
ち
た

清
ら
か
な
心
と
な
り

私
の
世
界
に
往
生
し
た
時
に
は

〔
み
な
〕

心
や
す
ら
か
に
幸
せ
な
思
い
に
満
た
し
め
よ
う

請
い
願
わ
く
は
み
仏
よ
〔
世
自
在
王
知
来
よ
〕

〔
こ
の
志
を
〕
し
か
と
受
け
と
め
給
え

そ
の
こ
と
が
私
の
誓
い
の
真
の
証
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す

私
は
貴
方
様
の
前
で

〔こ
の
よ
う
に
〕
願
を
建
て
た
以
上

〔
必
ず
や
〕

そ
れ
を
遂
げ
る
べ
く
努
力
精
進
い
た
し
ま
す

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
み
仏
は
み
な

何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い

完
全
な
智
慧
を
具
え
て
い
る
も
の
で
す

い
つ
も
こ
れ
ら
の
み
仏
に

私
の
志
と
修
行
を
見
届
け
て
い
た
だ
こ
う

た
と
え
ど
ん
な
苦
難
に
こ
の
身
を
沈
め
て
も

修
行
に
励
ん
で

耐
え
忍
び
決
し
て
悔
い
る
ま
い
」

-220-

O
以
上
、

「無
量
寿
経
』
巻
上
、

四
分

釈
尊
は
〔
こ
の
私
、
阿
難
に
次
の
よ
う
に
〕
お
告
げ
に
な
っ
た
。

「
法
蔵
菩
薩
刊
は
〔
仏
を
讃
え
る
詩
句
を
詠
じ
終
え
る
と
、
世
自

在
王
仏
に
〕
こ
う
申
し
上
げ
た
。

〈世
尊
よ
、
〔
私
の
今
の
気
持
ち
は
〕
こ
の
と
お
り
で
す
。
私
は

」
の
上
な
い
覚
り
を
求
め
る
心
を
発
し
ま
し
た
。
ど
う
か
み
仏
よ

私
の
た
め
に
隈
な
く
教
法
を
お
示
し
下
さ
い
。
私
は
修
行
に
励
み
、

〔仏
の
国
土
を
建
て
る
以
上
は

さ
ま
ざ
ま
な
仏
の
国
土
の
中
か
ら
〕



清
ら
か
な
荘
厳
が
無
数
に
溢
れ
る
、
妙
な
る
国
土
を
取
り
込
み
た
い

の
で
す
。
ど
う
か
私
が
、
こ
の
世
で
速
や
か
に
覚
り
を
聞
き
、
衆
生

が
生
死
輪
廻
を
繰
り
返
す
、

そ
の
苦
し
み
の
根
源
を
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
〉
と」。

釈
尊
は
〔
続
け
て
〕
阿
難
に
お
告
げ
に
な
っ
た
。

「
す
る
と
世
自
在
王
仏
は
法
蔵
菩
薩
に

〈汝
が
修
行
し
た
結
果
と

し
て
仏
国
土
を
ど
の
よ
う
に
荘
厳
す
る
か
は
、
自
分
自
身
で
知
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
》
と
言
わ
れ
た
。

〔
そ
こ
で
法
蔵
〕
菩
薩
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ
た
。

〈
〔い

い
え
、
〕
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
は
な
は
だ
幅
広
く
奥
深
い
も
の
で
、

私
な
ど
の
知
り
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
う
か
世
尊
よ
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
〔
私
の
〕
た
め
に

み
仏
方
が
浄
土
を
建
立

す
る
に
あ
た
っ
て
修
め
た
行
を
す
べ
て
目
の
あ
た
り
に
お
示
し
に
な

り
、
詳
し
く
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
承
り
ま
し
た
な
ら
、
私
は

仰
せ
の
と
お
り
に
修
行
し
、
必
ず
や

〔
我
が
〕
願
い
を
成
就
い
た
し

ま
す
V

と。

そ
の
と
き
世
自
在
王
仏
は
、
〔
法
蔵
菩
薩
の
〕
志
が
実
に
高
く
清

ら
か
で
、

と
て
も
深
く
て
広
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
て
取
り
、
法

蔵
の
た
め
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
教
え
を
説
い
た
の
だ
。

〈
た
と
え
ば
、

た
っ
た
一
人
で
大
海
の
水
を
升
で

〔
汲
み
取
ろ
う
と
し
た
と
し
よ
う
。

そ
れ
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
も
〕
長
い
長
い
時
間
を
か

け
た
な
ら
、

つ
い
に
は
底
ま
で
汲
み
尽
く
し
、
〔
海
底
に
沈
む
〕
珍

宝
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
〔
同
様
に
〕
人
が
ま
ご
こ
ろ

を
も
っ
て
精
進
を
重
ね
、
覚
り
を
求
め
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
い
つ
か
必
ず
そ
の
成
果
を
得
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
願
い
で

あ
ろ
う
と
も
叶
わ
ぬ
も
の
は
な
い
v
。

そ
し
て
世
自
在
王
仏
は
、
〔
法
蔵
菩
薩
の
〕
た
め
に
二
百
一
十
億

句

E
A。，un

L
 

も
の

み
仏
の
国
土
に
つ
い
て
、
〔
そ
こ
に
住
む
〕
天
人
や
人
間
の

〔
資
質
の
〕
善
い
園
、
悪
い
園
、

ま
た
〔
荘
厳
の
〕
粗
雑
な
園
、
精

妙
な
国
を
あ
ま
す
こ
と
な
く
説
き
、
法
蔵
の
願
い
の
ま
ま
に
そ
れ
ら

一
つ
一
つ
を
目
の
あ
た
り
に
お
見
せ
に
な
っ
て
〔
思
索
を
促
し
た
。
〕

そ
れ
に
よ
り
法
蔵
菩
薩
は
、
〔
世
自
在
王
仏
が
〕
説
き
示
さ
れ
た

〔
一
一
百
一
十
億
の
国
々
の
中
に
は
、
住
人
の
資
質
が
優
れ
、
清
ら
か

な
〕
荘
厳
で
満
た
さ
れ
た
国
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で

そ
れ
ら
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
と
り
、
こ
こ
に
未
だ
い
か
な
る
仏
も
発
し

得
な
か
っ
た
究
極
の
誓
願
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
心
は
お



だ
や
か
に
澄
み
わ
た
り
、
そ
の
志
に
は
不
純
な
思
い
は
何
も
な
く
、

ど
の
世
界
を
見
渡
し
て
も
誰
ひ
と
り
と
し
て
〔
法
蔵
に
〕
及
ぶ
者
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
み
仏
方
が
清
ら
か
な
荘
厳
に
満
た

さ
れ
た
国
土
を
建
立
す
る
た
め
に
修
め
た
行
に
つ
い
て
、
五
劫
と
い

う
永
い
時
間
思
い
を
め
ぐ
ら
し
取
捨
選
択
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
」

〔
こ
こ
で
〕
阿
難
が
釈
尊
に
尋
ね
た
。

「
〔
と
こ
ろ
で
世
尊
よ
、
世
自
在
王
〕
仏
と
そ
の
国
土
の
寿
命
は

い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
な
の
で
す
か
」
と
。

釈
尊
が
何
せ
に
な
っ
た
。

「
そ
の
み
仏
の
寿
命
は
四
十
二
劫
で
あ
る
。
〔
と
も
か
く
〕
法
蔵

菩
薩
は
、
二
百
一
十
億
も
の
国
土
を
建
立
す
る
た
め
に
み
仏
方
が
修

め
た
一
々
の
行
に
つ
い
て
取
捨
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

思
い
め
ぐ
ら
し
取
捨
選
択
し
た
と
こ
ろ
で
、
〔
あ
ら
た
め
て
〕
世
自

在
王
仏
の
下
へ
詣
で
て
、
〔
ひ
ざ
ま
ず
い
て
〕
頭
を
垂
れ
お
み
足
を

頂
い
て
仏
の
周
囲
を
め
ぐ
る
こ
と
三
回
、
合
掌
し
威
儀
を
正
し
て
申

し
上
げ
た
。

〈世
尊
、
私
は
す
で
に
荘
厳
に
満
た
さ
れ
た
仏
の
国
土
を
建
立
す

る
た
め
の
行
を
選
ぴ
取
り
ま
し
た
〉
と。

す
る
と
〔
世
自
在
王
仏
は
法
蔵
菩
薩
に
対
し
て
、
〕
次
の
よ
う
に

告
げ
た
の
で
あ
る
。

〈
法
蔵
よ
、
〔
そ
の
選
ぴ
取
っ
た
と
こ
ろ
を
〕
こ
こ
で
述
べ
て
み

ょ
。
今
、

ま
さ
し
く
そ
の
時
と
知
る
が
よ
い
。
す
べ
て
の
人
々
に

〔
仏
道
を
歩
も
う
と
い
う
志
を
〕
発
さ
し
め
、
悦
び
に
浸
ら
せ
よ
。

〔
後
の
世
も
含
め
た
他
の
〕
菩
薩
ら
が
汝
の
誓
願
を
聞
い
た
な
ら
ば

そ
の
教
え
の
ま
ま
に
修
行
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
〔
汝
が
建
て
た

誓
願
と
同
じ
よ
う
な
〕
偉
大
な
誓
願
が
数
限
り
な
く
成
就
さ
れ
る
と

と
に
な
ろ
う
。
v
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〔
そ
こ
で
法
蔵
〕
菩
薩
は
〔
世
自
在
王
仏
に
〕

《
ど
う
ぞ
よ
く
お

聞
き
取
り
く
だ
さ
い
。
私
が
建
て
た
誓
願
を
こ
れ
か
ら
詳
し
く
申
し

述
べ
ま
す
〉
と
言
っ
た
。

O
以
下

四
十
八
願

(便
宜
上
、
願
数
と
願
名
を
付
け
加
え
た
。)

〈
①
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
で
地
獄
道

・
餓
鬼
道

・
畜
生

道
〔
に
苦
し
む
者
〕
が
、
〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
一
無
三

悪
趣
願
)



②
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が
命
を

終
え
た
後
叫
〔
地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生
の
〕
三
悪
道
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
、
〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、
そ
の
問
、

私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
不
更
悪
趣
願
)

③
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々

の

肌
〕
が
、

み
な
金
色
に
輝
い
て
い
な
い
こ
と
が
、
〔
万
が
一
に

も
〕
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、
そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
(
第
三
悉
皆
金
色
願

④
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
の
姿
形

が
ま
ち
ま
ち
で
、
美
し
い

・
醜
い
と
い
っ
た
差
の
あ
る
こ
と
が
、

〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

(
第
四
無
有
好
醜
願

⑤
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が
、
自

身
の
過
去
世
を
知
る
能
力
(
宿
命
智
通
)
を
得
ら
れ
ず
、
限
り

な
い
過
去
世
に
お
け
る
出
来
事
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
、
〔
万

が

一に
も
〕
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
問
、
私
は

仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
五
宿
命
智
通
願
)

⑥
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が

Iま

る
か
遠
く
や
未
来
を
見
通
す
能
力
(
天
眼
智
通
)
を
得
ら
れ
ず
、

無
数
の
み
仏
の
国
々
を
見
渡
す
こ
と
が
、
〔
万
が
一
に
も
〕
で

き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
(
第
六
天
眼
智
通
願
)

⑦
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が
、

は

る
か
遠
く
の
音
を
聞
き
取
る
能
力
(
天
耳
智
通
)
を
得
ら
れ
ず
、

無
数
の
み
仏
の
説
法
を
聞
き
取
れ
ず
、
記
憶
す
る
術
も
持
て
な

い
こ
と
が
、
〔
万
が
一
に
も
〕

で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
七
天
耳

ハ
《
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智
通
願

⑧
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が
、
他

人
の
心
を
知
る
能
力
(
他
心
智
通
)
を
得
ら
れ
ず
、
無
数
の
み

仏
の
国
々
に
住
む
人
々
の
心
中
を
察
知
す
る
こ
と
が
、

〔
万
が

一
に
も
〕
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏

と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
八
他
心
智
通
願
)

⑨
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が
、
瞬

時
に
自
在
に
移
動
す
る
能
力
(
神
足
通
)
を
得
ら
れ
ず
、
瞬
く

聞
に
無
数
の
み
仏
の
国
々
を
往
来
す
る
こ
と
が
、

〔万
が
一
に



も
〕
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
九
神
境
智
通
願

⑩
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が
、

〔
万
が
一
に
も
煩
悩
に
駆
ら
れ
て
〕
妄
念
を
抱
い
た
り
、

そ
の

身
に
執
着
す
る
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
十
速
得
漏
尽
願

⑪
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
が
、
覚

り
を
聞
い
て
仏
に
な
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
て
い
る
正
定
表
の
仲

聞
に
な
れ
ず
、

〔
万
が
一
に
も
〕
浬
繋
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
(
第
十
一
住
正
定
衆
願
)

⑫
私
が
仏
と
な
る
以
上
、

〔私
が
放
つ
〕
光
明
の
輝
き
に
〔
万
が

一
に
も
〕
限
界
が
あ
り
、
無
数
の
み
仏
の
国
々
を
照
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
十
二
光
明
無
量
願
)

⑬
私
が
仏
と
な
る
以
上
、

〔万
が
一
に
も
自
分
自
身
に
〕
寿
命
に

限
り
が
あ
り
、
た
と
え
そ
れ
が
無
限
に
近
い
年
月
で
あ
っ
た
と

し
で
も
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

第
十
三
寿
命
無
量
願

⑭
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
で

〔
修
行
す
る
〕
声
聞
の
人

数
を
数
え
よ
う
と
し
て
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
声
聞
や
縁
覚
が

カ
を
合
わ
せ
て
計
算
す
る
に

ど
れ
ほ
ど
長
い
時
聞
が
か
か
っ

た
と
し
て
も
、
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
の
数
を
数
え
切
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
(
第
十
四
声
聞
無
数
願

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
の
寿
命

に
限
り
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
〔
た
だ
し
〕
自
ら
の
願
い
と
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し
て
〔
寿
命
の
〕
長
短
を
自
由
に
し
た
い
者
に
つ
い
て
は
除
く

」
と
と
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
の
よ
う
に
で
き
な
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
(
第
十
五
替
属
長
寿
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
私
の
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
の
中
で

少
し
で
も
「
悪
」
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
を
〔
万
が
一
に
も
〕
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
ら
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

(
第
十
六
無
諸
不
善
願
)

⑪
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
無
数
の
み
仏
が
み
な



私
を
称
讃
せ
ず
、
私
の
名
を
称
え
な
い
よ
う
な
こ
と
が
、
〔
万

が
一
に
も
〕
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
げ
に

は
い
か
な
い
。
(
第
十
七
諸
仏
称
揚
願

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
住
む

す
べ
て
の
人
々
が
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
、
深
く
わ
が
誓
い
を

信
じ

わ
が
国
土
に
往
生
し
よ
う
と
願
っ
て
、
少
な
く
と
も
十

遍
、
わ
が
名
を
称
え
た
な
ら

そ
の
者
た
ち
を
み
な
往
生
せ
し

め
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
私
に
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
と
、
仏
法
を
誇
る
者
は
除
く
こ
と

と
す
る
。
(
第
十
八
念
仏
往
生
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
住
む

す
べ
て
の
人
々
が
覚
り
の
境
地
を
求
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を

積
み
、

ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
わ
が
国
土
に
往
生
し
た
い
と
の

願
い
を
発
す
な
ら
、
〔
そ
の
者
が
〕
命
を
終
え
よ
う
と
す
る
時
、

私
は
多
く
の
聖
者
た
ち
と
共
に
そ
の
人
の
前
に
現
れ
出
で
よ
う
。

〔
万
が
一
に
も
〕
私
に
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
十
九
来

迎
引
接
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
〔
誰
で
あ
れ
〕
す
べ
て
の
人
々
が
わ
が

名
を
聞
い
て
、

わ
が
国
土
に
想
い
を
募
ら
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
功

徳
を
積
み
重
ね
、

ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
わ
が
国
土
に
往
生
し

た
い
と
そ
の
功
徳
を
振
り
向
け
る
な
ら
ば
、
〔
そ
の
者
の
願
い

を
〕
必
ず
遂
げ
き
せ
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
私
に
そ
れ
が
〕

で

き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
係
念
定
生
願
)

@
私
が
仏
と
な
る
以
上
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わ
が
国
土
の
天
人
や
人
々
が
、

み

な

〔仏
の
身
に
具
わ
る
〕
三
十
二
種
類
の
勝
れ
た
特
徴
を
、
〔
万
が

一
ひ
と
つ
で
も
〕
具
え
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ

の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
二
二

十
二
相
願
)

⑫
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
の
み
仏
方
の
国
土
に
い
る
菩
薩
た
ち

が
、
わ
が
国
土
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
間
違
い

な
く
、
必
ず
や
仏
に
な
る
た
め
に
も
う
一
度
だ
け
他
の
世
界
に

生
ま
れ
る
と
い
う
一
生
補
処
の
位
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
〔
万
が

一
に
も
〕
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と



な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
〔
た
だ
し

そ
の
菩
薩
が
〕
前
世

に
、
思
い
の
ま
ま
に
人
々
を
救
い
導
こ
う
と
い
う
誓
い
を
建
て

て
い
て

そ
の
誓
い
を
鎧
と
し
て
ま
と
い

さ
ま
ざ
ま
な
功
徳

を
積
み
重
ね
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
救
い
、

さ
ら
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
み
仏
の
国
土
へ
赴
き
、
菩
薩
と
し
て
修
行
し
、

そ
れ
ら
す
べ

て
の
み
仏
方
を
供
養
し

ガ
ン
ジ
ス
の
河
辺
の
砂
の
数
ほ
ど
の

無
数
の
人
々
に
仏
道
を
歩
ま
せ
、
こ
の
上
な
い
覚
り
を
得
さ
せ

ょ
う
と
願
い
、
多
く
の
菩
薩
た
ち
が
踏
ま
え
る
べ
き
修
行
の
段

階
を
一
挙
に
飛
び
越
え
、
仏
と
な
る
た
め
に
普
賢
菩
薩
の
徳
目

を
目
の
前
に
掲
げ
て
、

そ
れ
を
実
践
す
る
で
あ
ろ
う
者
は
そ
の

限
り
で
は
な
い
。
(
第
二
十
二
必
至
補
処
願
)

⑫
私
が
仏
と
な
る
以
上
、

わ
が
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
多
く
の
み
仏

方
を
供
養
し
た
い
と
思
い
立

っ
た
な
ら
、
私
の
強
大
な
力
に
よ

っ
て
、
簡
単
な
朝
食
を
と
る
ほ
ど
の
短
い
時
間
に
、
数
限
り
な

い
諸
仏
の
国
々
に
隈
な
く
赴
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が

に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
三
供
養
諸
仏
願
)

@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、

わ
が
国
土
の
菩
穫
た
ち
が

〔さ
ま
ざ
ま

な
国
土
に
赴
き

そ
こ
の
〕

み
仏
の
目
の
前
で
功
徳
を
積
も
う

と
す
る
時
、
こ
れ
ぞ
と
思
う
供
養
の
品
を
意
の
ま
ま
に
現
出
で

き
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い

ょ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な

ぃ
。
(
第
二
十
四
供
具
知
意
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上

わ
が
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
、
仏
の
完
全

な
智
慧
を
説
き
明
か
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕

そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
五
説
一
切
智
願
)
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@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、

わ
が
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
、
金
剛
力
士

の
よ
う
に
〔
強
靭
で
健
康
な
〕
身
体
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ

ぅ
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ

の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
六
那

羅
延
身
願
)

⑫
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
極
楽
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
浄
ら
か

に
光
り
輝
い
て
い
る
様
、
形
も
色
も
き
わ
だ
っ
て
い
て
絶
妙
で

あ
る
様
、

そ
れ
ら
を
わ
が
国
土
に
住
む
天
人
や
人
々
の
誰
で
あ

っ
て
も
言
葉
で
讃
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
と
し
よ
う
。
〔
さ



ら
に
〕
人
々
が
天
眼
通
を
得
、
〔そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
あ
り
さ

ま
を
〕
具
体
的
に
説
き
示
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
も
不

可
能
な
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
と
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
七
所
須
厳
浄
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上

わ
が
覚
り
の
座
に
そ
び
え
る
道
場
樹
が

計
り
知
れ
な
い
色
彩
と
輝
き
を
持
ち
、
そ
し
て
そ
の
高
さ
が
四

百
万
里
叫
に
も
及
ぶ
こ
と
を

わ
が
国
土
の
菩
薩
は
も
ち
ろ
ん

ま
だ
多
く
の
功
徳
を
積
ん
で
は
い
な
い
者
に
至
る
ま
で
明
ら
か

に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
八
見
道
場
樹
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上

わ
が
国
土
の
菩
薩
た
ち
が

〔
私
の
〕
教

え
を
聴
い
て
復
唱
し

さ
ら
に
暗
唱
し

そ
れ
を
理
解
し
解
説

す
る
に
頭
脳
明
噺
に
し
て
弁
舌
軽
や
か
で
あ
る
よ
う
に
し
よ
う
。

〔
万
が
一
に
も
〕
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、

私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
二
十
九
得
弁
才
智

願

⑩
私
が
仏
と
な
る
以
上
、

わ
が
国
土
の
菩
麓
の
頭
脳
明
断
に
し
て

弁
舌
軽
や
か
で
あ
る
こ
と
に
限
界
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

〔
万
が
一
に
も
〕
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、

私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
三
十
智
弁
無
窮
願
)

⑪
私
が
仏
と
な
る
以
上

わ
が
国
土
に
つ
い
て
、

ま
る
で
磨
き
上

げ
ら
れ
た
鏡
が

〔
見
る
者
の
〕
顔
を
鮮
明
に
映
し
出
す
よ
う
に
、

数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
映
し

出
せ
る
よ
う
に
清
ら
か
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
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そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
(
第
三
十
一
国
土
清
浄
願

@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、

わ
が
国
土
の
大
地
か
ら
天
空
に
至
る
ま

で
、
そ
の
間
に
あ
る
宮
殿

・
楼
閣

・
池
や
湧
き
出
で
る
水
流

・

池
を
め
ぐ
る
樹
々
に
咲
く
美
し
い
花
々
な
ど
、
国
中
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
み
な
、
す
べ
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
様
々
な
宝
石

で
あ
し
ら
わ
れ
、
し
か
も
十
万
種
類
に
も
及
ぽ
う
か
と
い
う
芳

香
を
醸
し
出
し
、

そ
の
美
し
く
厳
か
に
飾
ら
れ
た
様
子
が
あ
ら

ゆ
る
世
界
の
天
人
や
人
々
の
美
し
さ
を
超
え
る
よ
う
に
し
よ
う
。

さ
ら
に
そ
の
香
り
を
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
漂
わ
せ
、
こ
れ
を
嘆
い



だ
菩
薩
た
ち
が
み
な
仏
道
に
励
む
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が

に
も
〕
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と

な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
三
十
二
国
土
厳
飾
願

@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に
生

き
て
い
る
者
の
中
で
、

わ
が
光
明
に
照
ら
さ
れ
た
な
ら
ば

そ

の
身
も
心
も
や
わ
ら
ぎ
、
〔
煩
悩
に
迷
う
〕
天
人
や
人
々
よ
り

も
優
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
(
第
三
十
三
触
光
柔
軟
願

@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に
生

き
て
い
る
者
の
中
で
、
〔
仏
と
し
て
の
〕
わ
が
名
を
聞
い
て
無

生
法
忍
と
い
う
菩
薩
の
境
地
を
得
、
仏
法
を
記
憶
し
て
決
し
て

忘
れ
な
い
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕

そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
三
十
四
聞
名
得
忍
願
)

@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に
住

む
女
性
た
ち
の
中
で
、
仏
と
し
て
の
わ
が
名
を
聞
い
て
、
心
の

底
か
ら
大
い
に
よ
ろ
こ
び
、
覚
り
を
求
め
る
心
を
発
し
た
も
の

の
、
〔
女
性
で
あ
る
こ
と
が
男
性
修
行
者
に
と
っ
て
禁
欲
の
行

た
る
発
行
を
妨
げ
る
と
〕
自
ら
女
身
を
厭
う
者
が
い
た
な
ら
ば

〔
そ
の
者
に
つ
い
て
は
〕
命
尽
き
た
の
ち
に
再
び
女
性
の
姿
に

生
ま
れ
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
さ
せ
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ

れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
三
十
五
女
人
往
生
願
刊

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に
住

む
笠
口
薩
た
ち
の
中
で
、
〔
仏
と
し
て
の
〕
わ
が
名
を
聞
く
者
は

命
尽
き
た
後
、
〔
ど
こ
か
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
時
に
は
〕
に
は
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常
に
禁
欲
の
行
た
る
発
行
を
修
め
さ
せ
、
仏
道
を
成
し
遂
げ
ら

れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

(
第
三
十
六
常
修
党
行
願
)

@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に
住

む
天
人
や
人
々
の
中
で
、
〔
仏
と
し
て
の
〕
わ
が
名
を
聞
く
者

は
、
地
に
伏
し
て
恭
し
く
礼
拝
し
、
心
の
底
か
ら
大
い
に
よ
ろ

こ
び
、
菩
薩
の
行
を
修
め
さ
せ
、
諸
々
の
世
界
の
人
々
の
み
な

か
ら
畏
敬
さ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が



で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
(
第
三
十
七
人
天
致
敬
願

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
わ
が
国
土
の
天
人
や
人
々
が
、
衣
服
を

手
に
入
れ
た
い
と
思
え
ば
、
思
っ
た
だ
け
で
す
ぐ
に
現
れ
、
し

か
も
諸
仏
の
お
ほ
め
に
あ
ず
か
る
よ
う
な
修
行
者
に
ふ
さ
わ
し

い
尊
い
衣
を
気
が
付
か
ぬ
う
ち
に
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
に
し
よ

ぅ
。
ま
た

そ
の
衣
は
誰
か
が
縫
い
あ
わ
せ
た
も
の
で
も
、
洗

い
清
め
た
も
の
で
も
、
染
め
て
濯
い
だ
も
の
で
も
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い

ょ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な

ぃ
。
(
第
三
十
八
衣
服
随
念
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
わ
が
国
土
の
天
人
や
人
々
の
身
も
心
も

や
す
ら
ぐ
幸
福
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
煩
悩
を
断
ち
切
っ
た
出

家
修
行
僧
の
境
地
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が

に
も
)
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
問
、
私
は
仏

と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
三
十
九
受
楽
無
染
願
)

⑩
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
わ
が
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
思
い
め
ぐ
ら

す
ま
ま
、
数
限
り
な
い
清
ら
か
な
仏
の
世
界
を
見
て
み
た
い
と

願
う
な
ら

た
と
え
ば
磨
き
上
げ
ら
れ
た
鏡
が

〔
見
る
者
の
〕

顔
を
鮮
明
に
映
し
出
す
よ
う
に
、

わ
が
国
土
の
宝
石
で
で
き
た

樹
々
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
の
世
界
を
そ
の
願
い
に
応
じ
て
い

つ
で
も
映
し
出
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ

が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
見
諸
仏
土
願
)

⑪
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
〔
仏
と
し

て
の
〕
わ
が
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
彼
ら
が
仏
と
な
る
ま
で
の

問
、
〔
見
る

・
聞
く

・
嘆
ぐ

・
味
わ
う

・
触
れ
る
な
ど
の
〕
感
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覚
に
不
自
由
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕

そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
一
諸
根
具
足
願

⑫
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
仏
と
し
て

の
わ
が
名
を
聞
い
た
な
ら
ば

一
人
残
ら
ず
み
な
執
着
や
煩
悩

か
ら
離
れ
た
清
ら
か
な
境
地
(
清
浄
解
脱
三
昧
H
)

を
得
ら
れ

る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
そ
の
上
〕
こ
の
境
地
に
あ
る
聞
は
、
田
山

い
立
っ
た
そ
の
瞬
間
に
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
を
供
養
す
る

こ
と
が
で
き
、
〔
し
か
も
〕
そ
の
境
地
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ



う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第

四
十
二
住
定
供
仏
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
仏
と
し
て

の
わ
が
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
命
尽
き
た
後
、
人
々
に
尊
ば
れ

る
家
庭
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に
も
〕

そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
三
生
尊
貴
家
願
)

⑩
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が

〔
仏
と
し

て
の
〕
わ
が
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
飛
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
に

よ
ろ
こ
び
、
〔
さ
ら
に
は
〕
菩
薩
の
行
を
修
め
、

さ
ま
ざ
ま
な

功
徳
を
具
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が
一
に

も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
問
、
私
は
仏
と

な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
四
具
足
徳
本
願
)

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
〔
仏
と
し

て
の
〕
わ
が
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、

一
人
残
ら
ず
み
な
普
等
三

昧
品
〔
と
い
う
諸
仏
を
一
斉
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
境
地
〕
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
そ
の
上
〕
こ
の
境
地
か
ら
離
れ

る
こ
と
な
く
自
ら
仏
と
な
る
ま
で
の
聞
は
、
常
に
数
限
り
な
い

あ
ら
ゆ
る
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が

一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
問
、
私
は

仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
五
住
定
見
仏
願

⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
わ
が
国
土
の
菩
薩
た
ち
は
聞
き
た
い
と

願
う
そ
の
教
え
を
図
ら
ず
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ

ぅ
。
〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ

の
問
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
六
随

意
間
法
願
)
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@
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が

〔
仏
と
し

て
の
〕
わ
が
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
仏
道
か
ら
退
転
し
な
い
と

い
う
境
地
に
た
だ
ち
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。

〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
問
、

私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
七
得
不
退
転

願
⑮
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が

〔
仏
と
し

て
の
〕
わ
が
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
真
理
を
楽
し
む
三
種
類
の

不
動
の
境
地
岨
に
た
だ
ち
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し



ょ
う
。
ま
た
他
方
の
諸
仏
の
説
く
真
理
の
教
え
を
〔
体
得
し
〕
、

そ
こ
か
ら
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
〔
万
が

に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
問
、
私
は
仏

と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
第
四
十
八
得
三
法
忍
願
)
》

O
以
上
、

『無
量
寿
経
』
巻
上
、

四
分

〔引
き
続
き
〕
釈
尊
が
〔
私
〕
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
法
蔵
菩
薩
は
〔
世
自
在
王
仏
に
〕
こ
れ
ら
の
誓
願
を
披
湿
し
た

の
ち
、
〔
次
の
よ
う
な
〕
詩
句
を
詠
じ
る
の
で
あ
っ
た
。

O
四
誓
偶《私

(
法
蔵
)

は
こ
れ
ま
で
こ
の
世
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な

す
ぐ
れ
た
誓
願
を
建
て
た

必
ず
や
こ
の
上
な
い
覚
り
の
境
地
へ
と
到
達
し
た
い

こ
れ
ら
の
誓
願
が
満
た
さ
れ
な
い
限
り
は

完
全
な
る
覚
り
の
境
地
に
は
決
し
て
入
る
ま
い

私
は
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て

大
い
な
る
め
ぐ
み
を
施
す
主
君
と
な
り

貧
困
に
も
が
き
苦
し
む
あ
ら
ゆ
る
人
々
を

す
べ
て
み
な
救
え
な
い
限
り
は

完
全
な
る
覚
り
の
境
地
に
は
決
し
て
入
る
ま
い

私
が
覚
り
の
境
地
へ
到
達
し
た
時

私
の
名
が
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
響
き
渡
り

〔
そ
の
響
き
が
〕
隅
々
ま
で

行
き
渡
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
限
り
は

完
全
な
る
覚
り
の
境
地
に
は
決
し
て
入
る
ま
い

愛
欲
か
ら
離
れ

〔邪
な
思
い
に
惑
わ
さ
れ
な
い
〕

可
E
ムqu 

n
L
 

深
遠
な
正
し
い
念
想
を
た
も
ち

清
ら
か
な
思
い
を
い
だ
い
き
つ
つ

禁
欲
の
行
た
る
焚
行
を
修
め

」
の
上
な
い
覚
り
の
境
地
を
得
ょ
う
と
志
し
て

あ
ら
ゆ
る
天
人
や
人
々
を
導
く
師
に
〔
私
は
〕
な
り
た
い

〔
私
が
考
え
る
理
想
の
仏
と
は
J

人
知
を
超
え
た
超
能
力
を
も
ち
い
て

強
大
な
カ
が
み
な
ぎ
る
大
い
な
る
光
を
放
ち

無
限
の
か
な
た
の
世
界
ま
で
こ
と
ご
と
く
照
ら
し
出
し
て



〔
貧
り

・
眠
り

・
心
の
乱
れ
と
い
う
〕

常
に
人
々
の
中
に
あ
っ
て

三
種
の
煩
悩
の
閣
を
取
り
除
き

獅
子
が
机
え
る
よ
う
に

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
い
か
な
る
苦
難
に
も

〔
雄
壮
に
〕
法
を
説
く
〔
方
で
あ
る
〕

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
〔
方
で
あ
る
〕

〔
世
自
在
王
仏
よ
。
私
は
岨
〕

〔
そ
し
て
迷
い
深
き
者
に
〕
智
慧
の
眼
を
聞
か
せ

あ
ら
ゆ
る
〔
世
界
の
〕
仏
を
供
養
し

視
界
を
遮
る
暗
黒
〔
の
煩
悩
〕
を
除
き

さ
ま
ざ
ま
な
行
を
修
め
て
功
徳
を
積
み

〔
地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生
台
三
悪
道
に

誓
願
も
智
慧
も
こ
と
ご
と
く
完
成
さ
せ

堕
ち
て
い
く
道
を
閉
ざ
し
て

〔
必
ず
や
理
想
の
仏
と
な
っ
て
〕
迷
い
の
世
界
の
人
々
を

〔
人
や
天
人
の
〕
善
良
な
世
界
へ

導
く
師
と
な
る

ヮ“qJ
 

q，，
U
 

通
じ
る
門
を
く
ぐ
ら
せ
る
〔
方
で
あ
る
〕

仏
が
具
え
て
い
る
智
慧

〔
の
光
〕
と
い
う
も
の
は

〔
ま
た
〕
仏
と
し
て
具
え
る
べ
き
功
徳
や

何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
ず

〔
外
見
上
の
特
徴
〕
を
全
て
具
え

〔
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
〕
行
き
渡
り

全
身
か
ら
発
せ
ら
れ
る
光
が
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
輝
か
し

照
ら
し
残
す
と
い
う
こ
と
は
な
い

太
陽
の
光
も
月
の
光
も
そ
の
輝
き
に
飲
み
込
ま
れ

願
わ
く
は
私
〔
が
仏
と
な
る
か
ら
に
は
〕

も
ろ
も
ろ
の
天
人
の
光
も
打
ち
消
さ
れ
て

功
徳
や
智
慧
の
は
た
ら
き
は

輝
き
を
失
う
ほ
ど
(
舷
い
方
〕

で
あ
る

」
の
よ
う
な
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
仏
と
等
し
く
あ
り
た
い

〔
さ
ら
に
〕
人
々
の
た
め
に
仏
法
の
蔵
を
開
け
放
ち

こ
の
〔
四
十
八
の
〕
誓
願
が
成
就
し
た
な
ら
ば

〔
仏
の
〕
功
徳
と
い
う
宝
石
を
分
け
隔
で
な
く
施
し

あ
ら
ゆ
る
世
界
よ



〔
そ
の
大
地
を
〕
震
わ
せ
よ

空
に
舞
う
諸
々
の
天
人
よ

妙
な
る
花
を
雨
降
ら
せ
よ
V

〔
再
び
〕
釈
尊
が
〔
私
〕
阿
難
に
何
せ
に
な

っ
た
。

「
法
蔵
菩
薩
が
こ
の
よ
う
な
詩
句
を
詠
じ
終
え
る
と

ま
さ
に
そ

の
時
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
大
地
は
さ
ま
ざ
ま
に
振
動
叫
し
、

天
人
は

妙
な
る
花
を
雨
降
ら
し
、
〔
法
蔵
の
〕
頭
上
に
舞
い
散
ら
せ
た
。
そ

し
て
心
地
よ
い
調
べ
が
自
ず
と
奏
で
ら
れ
、

〈
〔
そ
な
た
は
〕
必
ず
や

こ
の
上
な
い
覚
り
を
聞
く
こ
と
と
な
る
》
と
い
う
〔
法
蔵
〕
を
褒
め

称
え
る
声
が
空
中
に
こ
だ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
法
蔵
菩
薩
は
こ
の
〔
四
十
八
の
〕
大
願
を
一
つ
残
ら
ず

示
し
終
え
た
。
〔
法
蔵
の
〕
覚
り
は
必
ず
実
現
す
る
も
の
で
あ
り

〔
法
蔵
は
〕
俗
世
を
離
れ
て
、
深
淵
な
覚
り
の
境
地
を
求
め
て
い
つ

た
の
で
あ
る
。

阿
難
よ
、

そ
の
時
、
〔
欲
界
切
の
主
で
あ
る
〕
魔
王
や
〔
色
界
引
の

主
で
あ
る
〕
焚
天
王
を
は
じ
め
と
す
る
諸
々
の
天
人
、

ま
た
龍
神
な

ど
〔
仏
教
を
守
護
す
る
〕
八
部
の
神
々
ぞ

さ
ら
に
は
多
く
の
仏
弟

子
た
ち
が
〔
世
自
在
王
仏
の
も
と
に
集
ま
っ
て
来
て
い
る
そ
の
前

で
〕
法
蔵
菩
薩
は

〔
四
十
八
の
〕
誓
願
を
発
し
た
。
そ
し
て

そ
れ

ら
の
願
を
誓
い
終
え
る
と
、
〔
自
身
の
〕
仏
国
土
が
こ
の
上
な
く
素

晴
ら
し
い
世
界
と
し
て
建
立
で
き
る
よ
う
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
修
行

に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。
修
行
の
功
徳
を
積
み
上
げ
て
建
立
し
よ
う
と

す
る
仏
国
土
は
限
り
な
く
広
大
で
、
〔
ま
た
そ
の
素
晴
ら
し
き
は
〕

他
の
仏
国
土
の
追
従
を
許
さ
ず
ひ
と
り
際
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ひ

と
た
び
建
立
さ
れ
た
限
り
は
、
永
遠
不
滅
で
あ
り
衰
え
る
こ
と
も
変

化
す
る
こ
と
も
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
〔
だ
か
ら

こ
そ
法
蔵
菩
薩
は
〕
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
永
い
時
間
に
わ
た
り
、
菩
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薩
と
し
て
修
め
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
仏
道
修
行
に
励
み
、
功
徳
を
積
み

重
ね
て
い
っ
た
。
〔
し
か
も
〕
愛
欲
や
悪
意
や
害
意
を
満
そ
う
と
い

う
衝
動
に
か
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
そ
う
し
た
想
い
を
抱
く
こ

と
す
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
色
や
形

・
音
声

・
香
り

・
味

・
感
触

な
ど
を
含
め
た
感
受
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
〔
そ
し
て
〕
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
も
耐
え
忍
ぶ

能
力
を
獲
得
し

さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
意
に
介
さ
ず
、

ひ
と
つ
ひ
と

つ
欲
望
を
断
ち
切
っ
て
心
を
晴
れ
晴
れ
と
さ
せ
、
苦
悩

・
眠
り

・
愚

か
さ
を
消
し
去
っ
て
、
〔
覚
り
の
境
地
へ
と
〕
精
神
を
集
中
さ
せ



常
に
静
寂
な
境
地
を
た
も
ち
、
〔
そ
の
境
地
か
ら
涌
き
出
る
〕
智
慧

は
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

〔
ま
た
法
蔵
菩
薩
は
〕
他
人
に
対
し
て
偽
り
や
へ
つ
ら
い
の
心
な

ど
は
ま
っ
た
く
な
く

そ
の
表
情
は
お
だ
や
か
に
微
笑
み
、
語
り
か

け
る
言
葉
は
や
さ
し
く
響
き
、
相
手
の
気
持
ち
を
察
し
て
話
に
耳
を

傾
け
る
の
で
あ
っ
た
。

〔
さ
ら
に
仏
道
を
歩
む
に
も
〕
何
事
に
も
ひ
る
ま
ず
勇
気
を
出
し
、

〔
浄
土
を
建
立
し
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
〕
志
の
く
じ
け
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
〔
私
利
私
欲
と
は
無
縁
の
〕
清
ら
か
な
法
を
ひ
た
す
ら

求
め
つ
つ
、
多
く
の
人
々
に
恵
み
を
も
た
ら
し
、
〔
仏

・
法

・
僧
の
〕

三
宝
を
篤
く
敬
い
な
が
ら
、
〔
喜
ん
で
〕
師
や
目
上
の
人
に
仕
え
た

の
で
あ
る
。
〔
そ
う
し
て
い
る
聞
に
も
〕
施
し
の
力
と
智
慧
の
力
日

を
め
ぐ
ら
し
、
あ
ら
ゆ
る
仏
道
修
行
を
達
成
し
、
す
べ
て
の
人
々
に

功
徳
を
も
た
ら
し
た
。

〔そ
し
て
法
蔵
は
〕
す
べ
て
の
存
在
は
う
つ
り
か
わ
り
(
空

そ
れ
ゆ
え
定
ま
っ
た
姿

・
形
も
な
く
(
無
相
)
、

し
た
が
っ
て
何
事

に
も
執
着
し
な
い

(
無
願
)
と
い
う
心
乱
れ
ぬ
三
つ
の
境
地
に
達
し
、

あ
た
ふ
た
と
動
じ
る
こ
と
な
く
、
な
に
を
見
て
も
夢

・
幻
の
よ
う
に

し
か
感
じ
な
く
な
っ
た
。
〔
ま
た
〕
荒
々
し
い
言
葉
遣
い
や
、
自
分

を
傷
つ
け
た
り
他
人
を
傷
つ
り
る
振
る
舞
い
、
自
分
も
他
人
も
と
も

に
傷
つ
け
る
振
る
舞
い
か
ら
遠
ざ
か
り
、
優
し
い
言
葉
遣
い
や
、
自

分
を
大
切
に
し
た
り
他
人
を
大
切
に
す
る
振
る
舞
い
、
自
分
も
他
人

も
と
も
に
大
切
に
す
る
振
る
舞
い
を
身
に
つ
け
実
践
し
た
の
で
あ
る
。

〔
阿
難
よ
、
法
蔵
菩
薩
は
〕
国
を
捨
て
王
位
も
捨
て
、
財
欲
や
情

欲
も
断
ち
切
り
、
自
ら
望
ん
で
六
種
の
行
副
を
修
め
、
他
の
者
に
も

こ
れ
ら
の
行
を
修
め
さ
せ
た
の
だ
。

〔
法
蔵
は
こ
の
よ
う
に
し
て
〕
計
り
知
れ
な
い
永
い
年
月
に
わ
た
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っ
て
功
徳
を
積
み
重
ね
、
そ
の
間
ど
こ
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
も

意
の
ま
ま
に
宝
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
教
え
が
次
々
に
山
ほ
ど
ひ
ら

め
い
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。

〔そ
し
て
〕
数
限
り
な
い
人
々
に
教
え

を
説
き
示
し
て
導
き
、
こ
の
上
な
い
覚
り
の
世
界
に
彼
等
を
安
住
さ

せ
た
。
あ
る
時
は
人
徳
者
に
、
あ
る
時
は
事
業
家
に
、
あ
る
時
は
豪

族
に
、
あ
る
時
は
司
祭
階
級
(
バ
ラ
モ
ン
)
に
、
あ
る
時
は
国
王
に
、

あ
る
時
は
世
界
を
統
治
す
る
転
輪
聖
王
に
、
あ
る
時
は
六
欲
天
臼の

王
に
、
あ
る
時
は
焚
天
王
国
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
〔
そ
の
間
〕
常
に

〔
衣
服
や
食
べ
物
や
寝
具
や
医
薬
の
〕
四
事
を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る



仏
を
供
養
し
恭
し
く
敬
っ
た
。
そ
れ
ら
の
功
徳
は
、
言
葉
で
は
と
て

も
説
き
尽
く
し
ょ
う
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
た
と
え
ば
〕
そ
の
口
か
ら
は
青
い
蓮
花
の
よ
う
な
清
ら
か
な
香

り
を
漂
わ
し
、
全
身
の
毛
穴
か
ら
は
栴
檀
引
の
香
り
が
し
て
、

そ
の

香
り
は
数
限
り
な
い
す
べ
て
の
世
界
に
広
が
り
、
そ
の
姿
は
ま
こ
と

に
端
正
で
、

ど
こ
を
と
っ
て
も
実
に
麗
し
か

っ
た
。
そ
の
手
か
ら
は
、

常
に
財
宝
や
衣
服
、
飲
み
物
や
食
べ
物
、
妙
な
る
華
と
そ
の
香
り

〔身
辺
を
飾
り
立
て
る
〕
天
蓋
や
幡
、

そ
の
他
身
体
を
美
し
く
飾
る

品
々
を
尽
き
る
こ
と
な
く
出
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た

品
々
は
多
く
の
天
人
〔
が
出
現
さ
せ
る
そ
れ
〕
を
は
る
か
に
超
え
て

優
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
品
々
を
思
い
の
ま
ま
に
出
現
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

〔こ
こ
ま
で
聞
い
た
と
こ
ろ
で
、
私
〕
阿
難
が
釈
尊
に
尋
ね
た
。

「
〔
と
こ
ろ
で
、
釈
尊
。
〕
法
蔵
菩
薩
は
仏
と
な
り
終
え
、

す
で
に

も
う
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

ま
だ
仏
と

な
ら
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
仏
と
な
ら
れ
て
今

現
に
お
い
で
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」

〔す
る
と
〕
釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
法
蔵
菩
薩
は
す
で
に
仏
と
な
ら
れ
て
、
現
に
今
、
西
方
に
お
い

で
に
な
る
。
そ
の
仏
の
世
界
は
こ
こ
か
ら
は
る
か
十
万
億
の
仏
の
世

界
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
名
づ
け
て
安
楽
と
い
う
。
」

阿
難
が
ま
た
尋
ね
た
。

「
そ
の
仏
が
覚
り
を
聞
か
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
い

っ
た
い
ど
れ

ほ
ど
の
時
を
経
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」

釈
尊
が
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
そ
の
仏
が
覚
り
を
聞
か
れ
て
か
ら

お
よ
そ
十
劫
日
と
い
う
永

い
時
を
経
て
い
る
。

〔そ
し
て
〕
そ
の
仏
の
世
界
に
〔
広
が
る
〕
大
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地
は
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊
瑚
・
琉
泊
・
碑
藤
・
碍
硲
な
ど
の
七
宝

か
ら
な
り
、
実
に
広
々
と
し
て
際
限
が
な
い
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
宝

は
互
い
に
折
り
重
な
り
混
じ
り
合

っ
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
放
た
れ
る

光
は
舷
く
輝
き
、

そ
の
き
ら
び
や
か
さ
は
絶
妙
で
あ
る
。
そ
の
厳
か

な
光
景
は
清
ら
か
で
汚
れ
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
光
景
を
は
る
か

に
し
の
い
で
い
る
の
だ
。

〔そ
れ
ら
七
宝
は
〕
「
宝
の
中
の
宝
」
で
あ

っ
て

ち
ょ
う
ど
他
化
自
在
天
日
の
宝
が

〔
こ
の
世
で
も

っ
と
も
輝

き
が
あ
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
の
中
で
も

っ
と
も
輝
き
が

あ
る
。
〕



tAFhι

、
そ
の
世
界
に
は
須
弥
山
田
や
鉄
囲
山
引
な
ど
の
山
や
山
脈

は
ま
っ
た
く
な
く

ま
た
海
洋
や
湖
沼
や
渓
谷
や
窪
地
な
ど
も
な
い
。

〔
と
は
い
え
〕
そ
れ
ら
を
見
て
み
た
い
と
望
め
ば

そ
の
仏
の
不
可

思
議
な
力
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
出
現
す
る
の
だ
。

ま
た
さ
ら
に
、
〔
そ
こ
に
は
〕
地
獄
や
餓
鬼
や
畜
生
な
ど
と
い
っ

た
悪
し
き
迷
い
の
境
涯
も
な
い
。
加
え
て
春
夏
秋
冬
と
い
う
四
季

〔
の
変
わ
り
〕
も
な
く
、
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
常
に
快
適
で
心
地
よ

し3

〔
世
界
な
の
で
あ
る
。
〕
」

こ
の
時
、
阿
難
が
釈
尊
に
尋
ね
た
。

「
世
尊
よ
、
〔
私
た
ち
が
い
る
こ
の
世
界
の
中
心
に
は
須
弥
山
が

あ
り
、
天
界
に
至
る
ま
で
そ
び
え
て
い
て
、

そ
の
頂
に
は
天
人
が
住

ん
で
い
ま
す
が
、
〕
そ
の
仏
の
世
界
に
須
弥
山
が
な
い
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、

四
天
王
田
や
切
利
天
日
な
ど
の
天
人
は
一
体
ど
こ
に
立
つ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」

〔
そ
こ
で
〕
釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
〔
で
は
、
〕
そ
な
た
は

〔須
弥
山
の
頂
を
さ
ら
に
越
え
た
天
空
の

世
界
に
い
る
〕
夜
摩
天
を
は
じ
め
色
究
寛
天
に
至
る
ま
で
の
天
人
た

ち
は
、

一
体
ど
こ
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
。
〔
そ
れ
こ
そ
空
の

上
で
あ
る
ぞ
。
〕
」

阿
難
が
釈
尊
に
答
え
た
。

「
そ
れ
ら
の
天
人
は
、
今
ま
で
修
め
て
き
た
行
い
の
結
果
と
し
て

不
可
思
議
に
も
〔
空
中
に
立
っ
て
い
ま
す
。
〕
」

釈
尊
が
阿
難
に
何
せ
に
な
っ
た
。

「
〔
そ
う
で
あ
ろ
う
。
〕
天
人
た
ち
が
今
ま
で
修
め
て
き
た
行
い
の

結
果
と
し
て
、
不
可
思
議
に
も
彼
ら
が
〔
空
中
に
立
っ
て
い
る
〕
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
諸
々
の
仏
の
世
界
に
あ
っ
て
も

ま
た
〔
そ
の

よ
う
な
〕
不
可
思
議
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
そ
の
世
界
に
住
む
者
た

-236-

ち
は
皆
こ
れ
ま
で
修
め
て
き
た
善
行
の
功
徳
の
力
に
よ
り
、

た
と
え

空
中
で
あ
ろ
う
と
も
〔
落
ち
る
こ
と
な
く
〕
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
故
、
〔
そ
の
世
界
に
須
弥
山
が
な
く
と
も
〕
当
然
な
の

で
あ
る
。
」

〔
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
私
〕
阿
難
は
釈
尊
に
申
し
上
げ
た
。

「
私
も
そ
う
し
た
道
理
を
疑
い
は
し
ま
せ
ん
。
た
だ
未
来
の
人
々

が
こ
の
よ
う
な
疑
い
を
発
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
敢
え
て
こ
う
し
た

質
問
を
し
た
の
で
す
。
」

O
光
明
歎
徳
章



〔
き
て
、

そ
の
時
〕
釈
尊
が

〔私
〕
阿
難
に
何
せ
に
な
っ
た
。

「
〔
法
蔵
菩
薩
は
す
で
に
仏
と
な
り
、
無
量
寿
仏
と
い
う
名
の
仏

と
な
ら
れ
た
。
〕
制
無
量
寿
仏
の
強
大
な
力
み
な
ぎ
る
光
明
は
、
〔
仏

た
ち
の
中
で
も
〕
最
も
尊
く
最
高
の
輝
き
を
も
ち
、

そ
の
輝
き
は
他

の
諸
々
の
仏
の
光
明
が
追
随
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

〔
無
量
寿
〕
仏
か
ら
放
た
れ
る
光
明
は
、
百
の
仏
の
世
界
を
照
ら

し
、
さ
ら
に
は
千
に
も
及
ぶ
仏
の
世
界
を
照
ら
し
、

さ
ら
に
言
う
な

ら
ば
、
東
方
に
広
が
る
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
仏
の
世
界
を

照
ら
し
て
い
る
。
〔
同
じ
よ
う
に
、
〕
南
方

・
西
方

・
北
方
、

そ
し
て
、

東
北

・
東
南

・
西
北

・
西
南
、

さ
ら
に
は
上

・
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方

角
に
広
が
る
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
仏
の
世
界
を
照
ら
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
光
明
は
七
尺

(
2
・
1
M
)
を
照
ら
し

由
旬

(
1
6
0
K
M
)
を
照
ら
し
、
二

・
三

・
四

・
五
由
旬
を
照
ら

す
。
こ
の
よ
う
に
次
々
と
照
ら
す
範
囲
が
広
が
り
、
果
て
は
あ
ら
ゆ

る
仏
の
世
界
日
を
照
ら
し
尽
く
す
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
こ
の
無
量
寿
仏
を
〔
無
量
の
光
を
放
つ
〕
無
量
光
仏
、

〔
際
限
の
な
い
光
を
放
つ
〕
無
辺
光
仏
、
〔
何
も
の
に
も
遮
ら
れ
な
い

光
を
放
つ
〕
無
磁
光
仏
、
〔
い
か
な
る
仏
の
光
明
も
対
抗
で
き
な
い

光
を
放
つ
〕
無
対
光
仏
、
〔
自
在
に
変
化
す
る
光
を
放
つ
〕
焔
王
光

仏、

〔人
の
心
を
清
ら
か
に
す
る
光
を
放
つ
〕
清
浄
光
仏、

〔
人
の
怒

り
の
心
を
取
り
除
く
光
を
放
つ
〕
歓
喜
光
仏
、
〔
人
の
煩
悩
を
取
り

除
く
光
を
放
つ
〕
智
慧
光
仏
、
〔
人
々
を
救
い
摂
っ
て
や
ま
な
い
光

を
放
つ
〕
不
断
光
仏
、
〔
仏
の
み
が
感
得
す
る
光
を
放
つ
〕
難
思
光

仏
、
〔
た
と
え
よ
う
も
な
い
光
を
放
つ
〕
無
称
光
仏
、
〔
人
の
心
を
も

照
ら
す
光
を
放
つ
〕
超
日
月
光
仏
師
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
し
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
こ
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
た
な
ら
ば
、

〔
貧
り

・
眠
り

・
痴
か
さ
と
い
っ
た
〕
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三
種
の
心
の
汚
れ
が
消
え
去

っ
て
身
も
心
も
和
ら
ぎ
、
喜
び
に
満
ち
溢
れ
て
踊
ら
ん
ば
か
り
と
な

り
、
善
行
を
積
も
う
と
す
る
心
が
生
じ
て
く
る
。
〔
あ
る
い
は
〕
も

し
〔
地
獄
や
餓
鬼
や
畜
生
と
い
っ
た
〕
三
つ
の
悪
し
き
世
界
で
苦
し

ん
で
い
る
者
が
こ
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
た
な
ら
ば
、

み
な
安
ら
ぎ
を

得
て
再
び
悩
み
苦
し
む
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
〔
そ
し
て
そ
こ
で
の
〕

寿
命
を
終
え
れ
ば
、
〔
無
量
寿
仏
の
光
明
の
力
に
よ
っ
て
迷
い
の
世

界
か
ら
の
〕
解
脱
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

無
量
寿
仏
の
光
明
は
舷
く
輝
き
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
照
ら
し
、

諸
々
の
仏
の
世
界
に
お
い
て
〔
そ
の
光
明
へ
の
称
讃
が
〕
聞
こ
え
な



い
と
い
う
と
こ
ろ
は
な
い
。
今
、
私
(
釈
尊
)

だ
け
が
そ
の
光
明
を

讃
え
て
い
る
の
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
み
仏
や
声
聞
や
縁
覚
、

そ
し
て

諸
々
の
菩
薩
方
も
み
な
同
じ
よ
う
に
褒
め
讃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
し
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
強
大
な
力
を
有
す
る
光
明
の
功
徳

を
聞
い
て
、
日
夜
、
心
の
底
か
ら
絶
え
間
な
く
そ
の
光
明
を
称
讃
す

る
な
ら
ば、

〔そ
の
者
は
〕
願
い
通
り
に
〔
無
量
寿
仏
の
極
楽
〕
世

界
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
そ
し
て
往
生
し
た
者
は
〕
諸
々

の
菩
薩
た
ち
ゃ
声
聞
た
ち

さ
ら
に
は
そ
こ
に
住
む
者
た
ち
な
ど
に

よ
っ
て
、
〔
光
明
を
称
讃
し
た
〕
功
徳
〔
と
し
て
往
生
を
遂
げ
た
こ

と
〕
を
褒
め
讃
え
ら
れ
る
の
だ
。

そ
の
後
、
覚
り
を
聞
い
た
暁
に
は
〔
光
明
を
放
ち
、
〕
今
〔
私
が

無
量
寿
仏
の
光
明
を
讃
え
た
よ
う
に
、
往
生
し
て
覚
り
を
聞
い
た
者

は
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
み
仏
た
ち
ゃ
菩
産
た
ち
に
よ

っ
て
そ
の
光
明

が
讃
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

釈
尊
が

〔続
け
て
〕
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
私
が
、
無
量
寿
仏
の
光
明
が
ど
れ
ほ
ど
神
々
し
く

し
か
も
強

大
な
力
を
具
え
て
い
る
か
と
い
こ
と
を
言
葉
で
説
き
示
せ
ば
、
昼
と

な
く
夜
と
な
く
一
劫
と
い
う
永
い
時
間
を
か
け
た
と
し
て
も
な
お
説

き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
」

〔
ま
た
さ
ら
に
〕
釈
尊
が
〔
私
〕
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
無
量
寿
仏
の
寿
命
は
永
遠
に
し
て
、

と
て
も
計
り
知
る
こ
と
な

ど
で
き
な
い
の
だ
。

〔も
ち
ろ
ん
〕
そ
な
た
に
分
か
る
は
ず
も
な
い
。

た
と
え
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
数
限
り
な
い
命
あ
る
も
の
た
ち
が
み
な

人
の
身
を
受
け
、
そ
の
上
、
声
聞
や
縁
覚
の
境
地
を
完
成
さ
せ
、

〔そ
う
し
た
彼
ら
が
〕
み
な
共
々
に
集
ま
っ
て
、
精
神
を
研
ぎ
澄
ま

せ
た
静
寂
の
境
地
に
入
り
智
慧
の
限
り
を
尽
く
し
な
が
ら
、
百
千
万

劫
と
い
う
永
い
時
間
を
か
け
、
無
量
寿
仏
の
寿
命
を
算
出
し
よ
う
と
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し
で
も
、

た
だ
止
め
処
な
く
計
算
を
繰
り
返
す
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

〔ま
た
、

そ
の
無
量
寿
仏
の
世
界
で
は
、

そ
こ
に
い
る
〕
声
聞
や
菩

薩
や
天
人
や
人
々
の
寿
命
も
、

ま
た
〔
無
量
寿
仏
と
〕
同
じ
よ
う
に

永
遠
な
の
で
あ
る
。
計
算
し
て
も
比
喰
を
用
い
て
も

理
解
が
及
ぶ

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
声
聞
や
菩
薩
た
ち
の
人
数
も
計
り
知
る
こ
と

が
で
き
ず
、

言
い
表
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。
彼
ら
は
神
々
す
ら

及
ば
ぬ
神
通
力
や
智
慧
を
具
え
、
何
も
か
も
自
由
自
在
に
操
る
能
力

を
持
っ
て
い
て
、
手
の
ひ
ら
の
上
で
あ
ら
ゆ
る
世
界
〔
の
衆
生
が
生

き
て
き
た
道
程
〕
を

〔こ
と
ご
と
く
〕
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の



で
あ
る
。
」

〔
ふ
た
た
び
〕
釈
尊
が
阿
難
に
何
せ
に
な
っ
た
。

「
〔
無
量
寿
〕
仏
が
〔
覚
り
を
聞
か
れ
て
か
ら
〕
最
初
に
法
を
説

い
た
時
、
〔
そ
の
場
に
は
す
で
に
〕
声
聞
た
ち
が
数
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
い
た
。
同
じ
よ
う
に
ま
た
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
菩
薩
た
ち

も
い
た
。
〔
そ
の
数
は
と
い
う
と
〕
今
、
こ
こ
に
い
る
目
連
の
よ
う

な
〔
優
れ
た
神
通
力
を
も
っ
〕
者
が
星
の
数
ほ
ど
無
数
に
い
た
と
し

て
、
少
な
く
と
も
そ
の
命
が
尽
き
る
ま
で
、
あ
る
い
は
永
遠
と
も
い

う
べ
き
永
い
時
聞
を
か
け
て
共
々
に
数
え
上
げ
た
と
し
て
も
、

そ
れ

が
多
い
の
か
少
な
い
の
か
〔
全
体
の
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
〕
さ
え
分
か

ら
な
い
だ
ろ
う
。
響
え
て
言
お
う
。
あ
る
人
が
髪
の
毛
を
一
本
切
り

取
り

そ
の
毛
を
百
分
の
一
ま
で
細
か
く
割
き
、
そ
の
一
分
の
毛
髪

を
無
尽
蔵
に
満
ち
て
い
る
大
海
に
浸
し
て
、
そ
の
先
端
に
一
滴
分
の

滴
が
つ
い
た
と
し
よ
う
。
〔
さ
て
阿
難
よ
、
〕
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
の

滴
の
滴
と
大
海
の
水
と
、
ど
ち
ら
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
」

阿
難
が
釈
尊
に
答
え
た
。

「
そ
の
一
滴
の
滴
と
大
海
〔
の
水
の
量
〕
と
で
は
、

そ
の
多
少
に

つ
い
て
比
べ
よ
う
も
な
く

ど
の
よ
う
な
計
算
式
や
数
学
を
用
い
た

と
こ
ろ
で
、
あ
る
い
は
言
葉
巧
み
に
嘗
え
た
と
こ
ろ
で
、
到
底
示
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
」

釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
目
連
の
よ
う
な
〔
優
れ
た
神
通
力
を
も
っ
〕
者
た
ち
が
、
永
遠

と
も
い
う
べ
き
永
い
時
聞
を
か
け
て
、
〔
無
量
寿
仏
の
〕
最
初
の
説

法
を
聞
い
た
声
聞
や
菩
薩
た
ち
の
数
を
数
え
挙
げ
た
と
し
て
、
知
る

こ
と
が
で
き
る
数
は
あ
た
か
も
〔
一
分
の
毛
に
つ
い
た
〕

一
滴
の
滴

ほ
ど
に
し
か
過
ぎ
ず
、

一
方
、
計
算
が
及
ば
な
い
〔
声
聞

・
菩
薩
の

数
は
〕
実
に
大
海
の
水
ほ
ど
〔
無
数
な
の
で
あ
る
。
〕
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ま
た
、
そ
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
宝
石
で
で
き
た

樹
々
が
い
た
る
所
に
生
え
て
い
る
。
金
で
で
き
て
い
る
樹
、
銀
で
で

き
て
い
る
樹
、
瑠
璃
で
で
き
て
い
る
樹
、
水
晶
で
で
き
て
い
る
樹
、

瑚
瑚
で
で
き
て
い
る
樹
、
腐
硲
で
で
き
て
い
る
樹
、
碑
課
の
白
い
貝

殻
で
で
き
て
い
る
樹
で
あ
る
。
あ
る
い
は
二
つ
の
宝
石
、
三
つ
の
宝

石
、
さ
ら
に
は
七
つ
の
宝
石
で
で
き
て
い
る
樹
が
あ
る
。

た
と
え
ば
金
の
樹
に
、
銀
の
花
び
ら
や
葉
や
実
を
つ
け
た
も
の
が

あ
る
。
あ
る
い
は
銀
の
樹
に
、
金
の
花
び
ら
や
葉
や
実
を
つ
け
た
も

の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
瑠
璃
の
樹
に
、
水
晶
の
花
び
ら
や
葉
や
実
を



つ
け
た
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
水
晶
の
樹
に
、
瑠
璃
の
花
び
ら
や

葉
や
実
を
つ
け
た
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
瑚
瑚
の
樹
に
、
腐
磁
の

花
び
ら
や
葉
や
実
を
つ
け
た
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
碍
磁
の
樹
に
、

瑠
璃
の
花
び
ら
や
葉
や
実
を
つ
け
た
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
碑
穣

の
樹
に

さ
ま
ざ
ま
な
宝
石
で
花
び
ら
や
葉
や
実
を
つ
け
た
も
の
が

あ
る
の
だ
。

ま
た

た
と
え
ば
根
が
純
金
、
幹
が
白
銀
、
校
が
瑠
璃
、
小
枝
が

水
晶
、
業
が
珊
瑚
、
花
び
ら
が
碍
磁
、
実
が
碑
礁
と
い
う
宝
の
樹
が

生
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
根
が
白
銀
、
幹
が
瑠
璃
、
校
が
水
晶
、

小
枝
が
珊
湖
、
葉
が
据
陶
磁
、
花
び
ら
が
碑
様
、
実
が
純
金
と
い
う
宝

の
樹
が
生
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
根
が
瑠
璃
、
幹
が
水
晶
、
校
が

珊
瑚
、
小
枝
が
碍
稲
、
葉
が
様
様
、
花
び
ら
が
純
金
、
実
が
白
銀
と

い
う
宝
の
樹
が
生
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
根
が
水
品
、
幹
が
珊
湖
、

枝
が
碍
郎
帽
、
小
枝
が
碑
様
、
業
が
純
金
、
花
び
ら
が
白
銀
、
実
が
瑠

璃
と
い
う
宝
の
樹
が
生
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
根
が
噺
瑚
、
幹
が

碍
硲
、
校
が
碑
課
、
小
枝
が
純
金
、
葉
が
白
銀
、
花
び
ら
が
瑠
璃
、

実
が
水
品
と
い
う
宝
の
樹
が
生
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
根
が
磁
稲
、

幹
が
樽
様
、
校
が
純
金
、
小
校
が
白
銀
、
薬
が
瑠
璃
、
花
び
ら
が
水

品
、
実
が
繍
瑚
と
い
う
宝
の
樹
が
生
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
根
が

樽
様
、
幹
が
純
金
、
校
が
白
銀
、
小
枝
が
瑠
璃
、
葉
が
水
晶
、
花
び

ら
が
珊
瑚
、
実
が
据
陶
磁
と
い
う
宝
の
樹
が
生
え
て
い
る
の
だ
。

」
れ
ら
の
宝
の
樹
は
一
本
一
本
整
然
と
立
ち
並
び
、
大
き
な
枝
は

そ
れ
ぞ
れ
空
に
向
か
い
、

小
さ
な
枝
は
水
平
に
伸
び

葉
は
互
い
に

向
き
合
い
、
花
々
は
見
事
に
連
な
り
、
実
は
隙
聞
な
く
ひ
し
め
き
合

い
な
が
ら
盛
ん
に
光
り
輝
や
い
て
い
る
そ
の
光
景
は
、
あ
ま
り
の
舷

さ
に
目
を
開
け
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
時
折
、
〔
樹
々
に
〕

心
地
よ
い
風
が
吹
い
て
く
る
と
、

そ
れ
ら
〔
宝
の
樹
々
か
ら
か
宮

・
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商

・
角

・
微

・
羽
と
い
う
〕
五
つ
の
音
階
の
音
が
流
れ
出
し
、
そ
れ

ら
の
音
響
は
自
然
と
調
和
が
取
れ
て

〔楽
曲
と
し
て
〕
聞
こ
え
て
く

る
の
で
あ
る
。

O
以
上
、

『無
量
寿
経
』
巻
上
四
分
三

と
こ
ろ
で
無
量
寿
仏
が
〔
鎮
座
す
る
横
で
そ
び
え
て
い
る
〕
道
場

樹
は

そ
の
高
さ
が
四
百
万
里
町
に
も
及
び
、

そ
の
根
元
の
周
囲
は

五
十
由
旬
闘
に
も
な
る
。
枝
葉
が
四
方
に
伸
び
る
さ
ま
は
各
々
二
十

万
里
ほ
ど
で
あ
る
。

〔道
場
樹
は
〕
色
彩
も
整
っ
て
い
て
、
あ
り
と



あ
ら
ゆ
る
宝
か
ら
で
き
て
い
る
。
し
か
も
「
月
光
」
日
と
も
、
あ
る

し〉

は

〔
全
世
界
を
統
治
す
る
転
輪
聖
王
が
身
に
付
け
る
〕
「
持
海
輪

宝」

m
と
も
呼
ば
れ
、
宝
石
の
中
の
王
と
称
え
ら
れ
る
宝
石
で
厳
か

に
飾
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
〔
そ
れ
ば
か
り
か
〕
宝
を
編
み
こ
ん
だ

首
飾
り
が
小
枝
に
巻
き
つ
く
か
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
り
、
〔
嘗
え
れ

ば
〕
十
億
色
も
の
色
彩
で
さ
ま
ざ
ま
に
輝
き
を
増
し
て
い
る
の
だ
。

そ
の
限
り
な
く
広
が
る
舷
い
光
は
ど
こ
ま
で
も
遠
く
を
照
ら
し
出
し
、

宝
石
で
織
り
成
し
た
極
め
て
美
し
い
網
が

〔
優
雅
に
〕
そ
の
上
を
覆

っ
て
い
て
、
装
飾
と
い
う
装
飾
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
相
応
し
い
と
こ
ろ

に
現
れ
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
上
〕
穏
や
か
な
風
が
そ
よ
ぎ
道
場
樹
の
枝
葉
を
や
さ
し
く

揺
ら
す
と
、
真
理
を
あ
ら
わ
す
調
べ
が
奏
で
ら
れ

そ
の
音
色
は
限

り
な
く
広
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に
行
き
渡
る
の
だ
。
〔
そ

し
て
ひ
と
た
び
〕
そ
の
調
べ
を
聴
い
た
な
ら
ば
、
仏
の
説
か
れ
る
真

理
を
よ
く
身
に
修
め
れ
、
覚
り
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
決
し
て
退
く
こ

と
が
な
い
。
そ
の
耳
は
、
覚
り
の
境
地
を
開
く
ま
で
あ
ら
ゆ
る
音
を

は
っ
き
り
と
聴
き
取
り
何
の
支
障
も
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

目
に
は
〔
道
場
樹
の
〕
姿
を
見
、
耳
に
は

〔
そ
こ
か
ら
奏
で
ら
れ

る
〕
調
べ
を
聴
き
、
鼻
に
は
〔
そ
の
花
の
〕
香
り
を
利
き
、
舌
に
は

〔
そ
の
実
を
〕

味
わ
い
、
身
に
は
〔
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
〕
光
の

輝
き
を
浴
し
、
心
に
道
場
樹
の
全
様
n
を
取
り
込
む
な
ら
ば
、

み
な

仏
の
説
か
れ
る
真
理
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
完
全
に
身
に
修
め
、
も
は

や
覚
り
の
道
か
ら
退
く
こ
と
な
く
、
〔
い
よ
い
よ
仏
道
を
〕
歩
み
つ

づ
け
る
の
だ
。
覚
り
の
境
地
を
聞
く
ま
で
の
問
、
〔
目

・
耳
・
鼻

・

舌

・
身

・
心
の
〕
と
い
っ
た
感
覚
器
官
や
認
識
作
用
は
み
な
澄
み
渡

り
、
〔
そ
の
働
き
に
〕
何
ら
の
支
障
も
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

阿
難
よ
。
〔
無
量
寿
仏
の
極
楽
〕
世
界
に
住
む
人
々
や
天
人
が
こ
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の
〔
道
場
〕
樹
を
見
た
な
ら
ば
、
覚
り
を
聞
く
た
め
の
三
種
の
智
慧

を
必
ず
具
え
る
。

一
つ
に
は
「
音
響
忍
」
と
い
い
〔
耳
に
し
た
真
理

の
教
え
が
そ
の
通
り
真
理
で
あ
る
と
判
断
す
る
智
慧
で
あ
る
〕
。

つ
に
は

「
柔
順
忍
」

:
、A

、A

E
P
、
L
V
L
V

〔
真
理
の
教
え
に
し
た
が
っ
て
一
切
を

判
断
す
る
智
慧
で
あ
る
〕
。
三
つ
に
は
「
無
生
法
忍
」
と
い
い
〔
自

ら
が
生
死
輪
廻
か
ら
解
脱
し
て
い
る
と
判
断
す
る
智
慧
で
あ
る
〕
。

〔
そ
う
し
た
智
慧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
〕

無
量
寿
仏
の
強

大
な
カ
に
よ
る
か
ら
で
あ
り

ま
た
〔
無
量
寿
仏
の
〕
本
願
そ
の
も

の
の
カ
に
よ
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
本
願
が
完
全
無
欠
で
あ
る
か
ら



で
あ
り
、

そ
の
本
願
が
嘘
偽
り
で
な
い
か
ら
で
あ
り

そ
の
本
願
が

全
く
揺
る
ぎ
な
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
〔
言
う
な
れ
ば
〕
究
極
の
本

願
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

〔
ま
た
〕
釈
尊
が
阿
難
に
何
せ
に
な
っ
た
。

「
世
間
〔
の
国
々
〕
で
は
、
王
と
も
な
れ
ば

〔警
え
れ
ば
〕
十
万

曲
も
の
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
〔
し
か
し
そ
れ
以
上
に

全
世
界
を
統
治
す
る
と
い
う
〕
転
輪
聖
王
や
天
人
が
楽
し
ん
で
い
る

歌
舞
の
音
色
は
〔
美
し
く
、
地
上
の
世
界
か
ら
天
人
の
世
界
に
至
り
、

さ
ら
に
は
天
界
の
最
高
位
で
あ
る
〕
他
化
自
在
天
に
上
る
に
し
た
が

っ
て
、
段
々
と
美
し
く
な
り
、
〔
世
間
の
国
王
が
楽
し
む
音
楽
に
対

し
て
そ
の
音
色
の
優
れ
て
い
る
こ
と
〕
千
億
万
倍
に
も
及
ぶ
。
〔
天

界
の
中
で
も

っ
と
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
〕
他
化
自
在
天
に
流
れ
る

一
万
種
類
の
音
色
で
さ
え
、
無
量
寿

〔仏
の
極
楽
〕
世
界
に
立
ち
並

ぷ
七
宝
の
樹
々
が
〔
さ
ま
ざ
ま
に
奏
で
る
〕
音
色
の
わ
ず
か
一
つ
に

も
及
ば
ず
、

そ
の
美
し
さ
は
千
億
分
の
一
に
し
か
値
し
な
い
の
で
あ

る

ま
た

〔極
楽
世
界
で
は
樹
々
が
奏
で
る
調
べ
の
ほ
か
に
、
〕

万

曲
も
の
歌
舞
が
絶
え
ず
演
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
音
色
は
す
べ
て

真
理
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
清
々
し
く
は
っ
き
り
し
た
音
色
と
慈

悲
と
智
慧
が
わ
い
て
く
る
旋
律
ね
で
、
な
お
か
つ
絶
妙
な
調
べ
を
織

り
成
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
音
の
中
で
、
最
も
優
れ
て
い
る

の
だ
。さ

て
、
〔
極
楽
世
界
に
は
無
量
寿
仏
が
法
を
説
く
〕
講
堂
が
あ
り
、

〔
無
量
寿
仏
や
極
楽
の
住
人
が
起
居
す
る
〕
精
舎
が
あ
り
、

〔修
行
の

場
で
あ
る
〕
宮
殿
や
楼
観
が
あ
る
。
み
な
そ
れ
ぞ
れ
七
つ
の
宝
で
で

き
て
お
り
、
〔
無
量
寿
仏
の
極
楽
建
立
と
同
時
に
〕
最
初
か
ら
出
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
珠
や
、
月
の
光
を
集
め
て
で
き
た
明
月
摩
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尼
と
い
う
宝
石
を
た
く
さ
ん
散
り
ば
め
た
天
幕
が
、
そ
れ
ら
の
上
を

覆
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
そ
れ
ら
の
建
物
の
〕
内
に
も
外
に
も

右
に
も
左
に
も
、
〔
水
浴
び
の
た
め
の
〕
池
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
池

の
広
さ
が
、
あ
る
も
の
は
直
径
と
深
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
十
由
旬
ほ
ど
あ

り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
二
十
由
旬
、
あ
る
い
は
三
十
由
旬
:
・、

さ
ら

に
は
百
千
由
旬
に
も
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。

〔そ
れ
ら
の
池
は
〕
八
種

の
功
徳
刊
を
具
え
た
水
を
た

っ
ぷ
り
と
湛
え
澄
み
渡
っ
て
い
る
の
だ
。

〔
そ
し
て
〕
そ
の
水
は
清
ら
か
で
芳
し
く
、
〔
不
死
の
妙
薬
〕
「
甘
露
」

の
よ
う
な
甘
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。



〔
そ
の
池
で
あ
る
が
、
淵
が
〕
黄
金
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
白
銀

の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
白
銀
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
黄
金
の
砂
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
水
晶
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
瑠
璃
の
砂
が

敷
き
詰
め
ら
れ
、
瑠
璃
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
水
晶
の
砂
が
敷
き
詰

め
ら
れ
て
い
る
。
珊
瑚
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
税
泊
の
砂
が
敷
き
詰

め
ら
れ
、
琉
泊
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
珊
瑚
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
る
。
碑
篠
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
磁
硲
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

碕
楢
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
碑
礁
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

白
色
の
宝
石
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
純
金
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

純
金
か
ら
な
る
池
の
底
に
は
白
色
の
宝
石
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て

い
る
。
あ
る
い
は
〔
淵
が
〕
二
種
類
、
三
種
類
か
ら
七
種
に
い
た
る

宝
石
で
で
き
て
い
る
池
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
池
の
ほ
と
り
に
は
、
栴
檀
の
樹
九
が
立
ち
並
び
、
花
や

葉
を
生
い
茂
ら
せ
た
枝
が

〔
池
の
上
〕
を
覆
い
、
あ
た
り
に
芳
し
い

香
を
焚
ち
こ
め
て
い
る
。
ま
た
天
界
に
茂
る
と
い
う
青
蓮
華

・
赤
蓮

華

・
黄
蓮
華

・
白
蓮
華
が
池
一
面
に
咲
き
誇
り
、
様
々
な
彩
り
の
光

が
水
上
を
賑
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
と
こ
ろ
で
極
楽
世
界
の
〕
菩
薩
や
声
聞
た
ち
が
そ
れ
ら
の
宝
の

池
に
入
る
と
、

そ
の
水
の
深
さ
が
も
し
足
首
が
沈
む
ほ
ど
で
良
い
と

思
え
ば
そ
の
よ
う
に
な
り
、
膝
ま
で
っ
か
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
さ
ま

そ
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
腰
ま
で
っ
か
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
さ
ま
そ

の
よ
う
に
な
り
、
首
ま
で
っ
か
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
さ
ま
そ
の
よ
う

に
な
る
。
あ
る
い
は
全
身
に
水
を
浴
び
た
い
と
思
え
ば
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
水
が
そ
そ
が
れ
る
。
〔
ま
た
水
の
深
さ
を
〕
も
と
の
よ
う
に

戻
そ
う
と
思
え
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
も
と
に
戻
る
の
で
あ
る
。

〔
さ
ら
に
そ
の
水
は
〕
熱
か
ら
ず
冷
た
か
ら
ず
心
地
よ
い
温
度
で
、

い
か
よ
う
に
で
も
思
い
の
ま
ま
に
調
節
で
き
る
の
だ
。
〔
そ
の
池
に

q
d
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入
れ
ば
〕
身
も
心
も
ゆ
っ
た
り
と
法
悦
に
ひ
た
り
、
心
の
垢
が
洗
い

流
さ
れ
る
。
き
ら
き
ら
と
光
り
輝
き
、

一
点
の
け
が
れ
も
な
く
澄
み

切
っ
て
い
る
そ
の
水
の
清
ら
か
さ
た
る
や
、
本
当
に
水
が
あ
る
の
か

分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
〔
池
の
底
に
敷
か
れ
た
〕
宝
石
の
砂
は

水
面
ま
で
透
け
て
輝
き
、
ど
ん
な
に
深
い
と
こ
ろ
か
ら
で
も
光
り
照

ら
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

お
だ
や
か
な
波
が
漂
い
、
〔
波
と
波
が
〕
交
わ
っ
て
は
新
た
な
波

を
引
き
起
こ
し
、
池
一
面
に
静
か
に
広
が
っ
て
は
、
速
か
ら
ず
遅
か

ら
ず

ゆ
る
や
か
に
流
れ
て
い
る
。
そ
の
波
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど



多
く
の
音
色
を
自
然
と
刻
み
、
〔
覚
り
を
開
く
に
〕
各
々
必
要
と
す

る
波
立
国
を
耳
に
し
な
い
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
時
は
仏
を

〔
称
え
る
〕
声
に
聴
こ
え
、

ま
た
仏
の
教
え
を
〔
称
え
る
〕
声
に
も

聴
こ
え
、
ま
た
仏
の
弟
子
た
ち
を
〔
称
え
る
〕
声
に
も
聴
こ
え
る
の

だ
。
ま
た
あ
る
時
は
、
〔
煩
悩
を
滅
し
た
〕
浬
繋
寂
静
の
境
地
を
顕

す
古
一
戸
に
聴
こ
え
、
〔
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
互
い
に
支
え
あ
っ
て
存
在
し

て
い
る
と
い
う
〕
空
無
我
の
教
え
を
顕
す
声
に
も
聴
こ
え
、
〔
有
縁

無
縁
を
問
わ
ず
慈
し
む
と
い
う
〕
仏
の
大
慈
悲
の
心
を
顕
す
声
に
も

聴
こ
え
、
覚
り
の
境
地
に
到
る
た
め
の
修
行
を
顕
す
声
に
も
聴
こ
え

る
の
だ
。
ま
た
あ
る
時
は
、
何
も
の
に
も
恐
れ
る
こ
と
が
な
い

仏

に
具
わ
る
十
種
の
智
慧
の
カ
〕
十
力
苅
を
顕
す
声
に
聴
こ
え
、
〔
何

も
の
に
も
ひ
る
ま
な
い
四
種
の
智
慧
〕

四
無
畏
円
を
顕
す
声
に
も
聴

こ
え
、
〔
仏
の
み
が
具
え
る
完
成
さ
れ
た
智
慧
〕
不
共
法
m
を
顕
す

声
に
も
聴
こ
え
、
様
々
な
神
通
力
を
顕
す
声
に
も
聴
こ
え
、
〔
覚
り

の
境
地
を
得
れ
ば
修
行
者
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
は
な
い
と
い
う
〕

無
所
作
河
を
顕
す
声
に
も
聴
こ
え
、
〔
覚
り
の
世
界
は
不
変
と
い
う
〕

不
起
滅
を
顕
す
声
に
も
聴
こ
え
、
〔
覚
り
を
得
た
者
は
す
で
に
輪
廻

解
脱
し
て
い
る
と
い
う
〕
無
生
忍
を
顕
す
声
に
も
聴
こ
え
、

そ
し
て

つ
い
に
は
〔
菩
薩
の
頭
頂
に
甘
露
の
水
が
潅
が
れ
て
仏
に
な
れ
る
証

し
と
な
る
〕
甘
露
濯
頂
を
顕
す
声
に
も
聴
こ
え
、
〔
こ
の
よ
う
に
覚

り
を
も
た
ら
す
〕
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
顕
す
声
〔
と
し
て
聴
こ
え
て

く
る
の
で
あ
る
〕
。
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
声
は
聞
く
者
の
求
め
に
適

っ
て
い
て
、
〔
耳
に
し
た
者
の
〕
喜
び
は
計
り
知
れ
な
い
。
〔
そ
の
声

を
耳
に
し
た
者
は
〕
欲
望
を
離
れ
、
澄
み
切
っ
た
心
の
清
ら
か
さ

何
の
迷
い
も
な
い
心
の
静
け
さ
と
い
う
覚
り
の
本
質
が
身
に
具
わ
り
、

ま
た
〔
仏

・
仏
の
教
え

・
仏
の
弟
子
た
ち
、

す
な
わ
ち
仏

・
法

・
僧

の
〕
三
つ
を
宝
と
し
、
十
カ

・
四
無
畏

・
不
共
法
が
身
に
具
わ
り
、
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智
慧
と
そ
れ
に
伴
う
神
通
力
を
身
に
具
え
て
、
菩
薩
や
声
聞
た
ち
が

実
践
す
る
行
を
修
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

〔
今
、
説
い
て
き
た
よ
う
に
極
楽
世
界
に
は
、
〕
苦
難
に
満
ち
た

地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生
と
い
う
名
称
す
ら
な
く
、
〔
そ
の
世
界
に
〕
自

然
と
響
い
て
い
る
音
は

〔
聞
く
者
を
〕
た
だ
ひ
た
す
ら
心
地
よ
く
幸

せ
に
満
ち
た
気
分
に
さ
せ
る
の
だ
。
そ
れ
故
、
こ
の
世
界
を
「
安

楽
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

阿
難
よ
。
〔
か
の
無
量
寿
仏
の
極
楽
〕
世
界
に
往
生
す
る
者
は
み

な
、
〔
も
し
嘗
え
て
言
う
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
天
界
の
最
高
位
で
あ



る
〕
他
化
自
在
天
の
神
々
の
よ
う
に
、

そ
の
姿
形
は
清
ら
か
で
、

〔
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
〕
音
声
は
妙
な
る
響
き
で
あ
っ
て
、
神
通
カ

や
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を
具
え
て
い
る
。

ま
た
住
ま
い
と
す
る
宮
殿
、
衣
服
、
食
べ
物
飲
み
物
、
〔
辺
り
の
〕

花
々
や
そ
の
香
り
、
美
し
く
身
を
飾
る
品
々
は
、
ま
る
で
他
化
自
在

天
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

食
事
を
取
り
た
い
と
思
え
ば
七
宝
で
で
き
た
食
器
が
忽
然
と
目
の

前
に
現
れ
、
そ
れ
ば
か
り
か
金
で
で
き
た
も
の
、
銀
で
で
き
た
も
の

瑠
璃
で
で
き
た
も
の
、
碑
礁
で
で
き
た
も
の
、
薦
問
梱
で
で
き
た
も
の
、

珊
瑚
で
で
き
た
も
の
、
攻
泊
で
で
き
た
も
の
、
〔
月
の
光
を
集
め
た
〕

明
月
摩
尼
で
で
き
た
も
の
な
ど
、
そ
れ
ら
の
食
器
に
た
く
さ
ん
の
食

べ
物
や
飲
み
物
が
山
盛
り
に
な
っ
て
現
れ
て
、
〔
手
に
す
る
こ
と
も
〕

思
う
が
ま
ま
に
な
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
よ
う
に
食
事
が
目

の
前
に
現
れ
て
も
、

そ
れ
を
口
に
す
る
者
は
誰
も
い
な
い
の
だ
。
実

は
そ
の
色
形
を
見
た
り
、
香
り
を
楽
し
ん
で
、
心
に

〈
こ
れ
が
食
事

で
あ
る
〉
と
思
え
ば
そ
れ
で
満
腹
に
な
る
の
で
あ
る
。
身
も
心
も
満

ち
足
り
、
食
べ
物
に
執
着
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
し
て
食
事
が
済

め
ば
、
〔
食
べ
物
を
山
盛
り
に
し
た
食
器
は
〕
消
え
去
り
、
〔
や
が
て

ま
た
空
腹
に
な
れ
ば
再
び
〕
現
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
無
量
寿
仏
の
極
楽
〕
世
界
は
清
ら
か
に
澄
み
渡
り
、
穏
や
か
な

安
ら
ぎ
に
満
ち
、
警
え
よ
う
も
な
い
幸
福
に
包
ま
れ
て
い
る
。
〔
そ

こ
に
い
る
だ
け
で
〕
生
死
輪
廻
を
離
れ
た
迷
い
な
き
覚
り
へ
と
歩
む

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
〔
極
楽
世
界
に
住
ん
で
い
る
〕
声
聞
や
菩

薩
、
天
人
や
人
々
は
優
れ
た
智
慧
を
持
つ
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
神

通
力
を
具
え

み
な
一
様
に
同
じ
姿
で
あ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
な
い
。

た
だ

も
と
い
た
世
界
に
ち
な
ん
で
、
天
と
か
人
と
い
う
名
が
あ
る

の
み
で
あ
る
。
顔
立
ち
は
極
め
て
端
正
で
、
今
ま
で
誰
も
見
た
こ
と
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が
な
い
ほ
ど
な
の
だ
。
そ
の
容
姿
は
た
と
え
よ
う
も
な
く
端
麗
で
、

〔
名
こ
そ
天

・
人
と
は
言
っ
て
も
〕
実
際
に
は
天
で
も
人
で
も
な
く、

そ
も
そ
も
〔
蜜
気
楼
の
よ
う
に
〕

つ
か
み
所
が
な
く
、
物
質
的
な
肉

体
を
持
た
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
」

ま
た
釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
誓
え
ば
世
の
中
の
、
恵
ま
れ
て
い
な
い
境
遇
の
人
々
が
帝
王
の

隣
に
並
ん
だ
と
し
て
、

ど
う
し
て
そ
の
身
な
り
が
閉
じ
程
度
と
言
え

ょ
う
か
。
」

〔
私
〕
阿
難
が
釈
尊
に
申
し
上
げ
た
。



「
そ
う
し
た
人
々
と
帝
王
の
姿
を
比
べ
よ
う
に
も
、
彼
ら
の
や
っ

れ
切
っ
た
姿
は
帝
王
の
百
千
億
ご
京
)
分
の
て

い
や
そ
れ
以
下

に
も
及
び
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、
恵
ま
れ
て
い
な
い
境

遇
の
彼
ら
は
〔
社
会
的

・
経
済
的
に
も
〕
弱
い
立
場
に
あ
る
た
め
に

衣
服
は
〔
破
れ
た
ま
ま
〕
体
を
包
み
き
れ
ず
、
食
事
は
な
ん
と
か

〔
今
日
の
〕
命
を
つ
な
げ
ら
れ
る
程
度
し
か
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

常
に
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
み
、
人
と
し
て
の
営
み
が
潰
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

〔
私
、
阿
難
が
思
い
ま
す
に
、
〕
彼
ら
は
み
な
前
世
に
お
い
て
善

根
を
修
め
ず
、
財
産
を
築
い
て
も
施
す
こ
と
も
せ
ず
、
裕
福
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
物
惜
し
み
し

た
だ
や
た
ら
と
欲
し
が
り
貧
る
ば
か
り

で
、
決
し
て
善
行
に
親
し
も
う
と
せ
ず
、
悪
行
を
犯
し
て
は
山
の
よ

う
に
積
み
上
げ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
と
こ

ろ
で
、
命
尽
き
れ
ば
せ
っ
か
く
蓄
え
た
財
宝
も
〔
次
の
世
に
〕
持
ち

越
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
苦
し
い
思
い
を
し
て
蓄
え
た
財
宝
を
失

う
ま
い
と
思
い
悩
ん
で
き
た
と
し
て
も
、
〔
も
は
や
そ
の
財
宝
は
〕

自
分
で
自
由
に
使
え
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
思
い
の
及
ば
ぬ
ま

ま
に
他
人
の
物
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
〔
ま
し
て
〕
頼
り
と
す

べ
き
善
根
も
功
徳
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
死
後
に
は
〔
地

獄

・
餓
鬼

・
畜
生
の
〕
悪
し
き
世
界
に
堕
ち
て
、
永
い
間
苦
し
み
を

受
け
る
の
で
す
。
罪
の
報
い
が
消
え
て
、
悪
し
き
世
界
か
ら
抜
け
出

る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
人
間
界
に
生
ま
れ
た
時
に
は
ま
ず
は

身
分
の
低
い
者
と
な
り
、
教
養
を
得
た
り
品
性
を
磨
く
機
会
も
ま
っ

た
く
な
く
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
が
送
れ
な
い
の
で
す
。

世
間
の
帝
王
が
人
々
の
中
で
誰
よ
り
も
尊
ば
れ
て
い
る
理
由
は

帝
王
は
み
な
前
世
で
積
ん
だ
功
徳
が

〔
現
世
〕
で
花
開
い
て
い
る
か

ら
で
す
。
慈
悲
心
に
満
ち
た
智
慧
が
あ
り
、
分
け
隔
で
な
く
施
し
を
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し
、
思
い
や
り
深
く
、

一
人
も
漏
ら
さ
ず
手
を
差
し
伸
べ
、
〔
友
を

大
切
に
し
、
〕
信
頼
を
裏
切
ら
ず
善
良
に
励
み
、
人
と
争
う
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
命
を
終
え
れ
ば
、
〔
次
の
世

に
は
〕
多
く
の
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
た
人

天
の
世
界
に
転
生
し
、
天
上
世
界
に
上
っ
て
多
く
の
幸
福
を
得
る
の

で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
〔
次

そ
の
幸
福
に
は
ま
だ
余
り
が
あ
っ
て
、

の
世
と
な
っ
た
〕
今
、
人
と
し
て
の
命
を
授
か
り
、
生
ま
れ
る
べ
く

し
て
王
家
に
生
ま
れ
、
生
ま
れ
つ
き
貴
く
気
品
に
満
ち
て
い
る
の
で

す
。
品
行
方
正
に
し
て
容
姿
端
麗
、
人
々
か
ら
敬
わ
れ
、
思
い
の
ま



ま
に
美
し
い
衣
服
を
身
に
着
け
、
美
味
な
る
食
事
を
摂
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
前
世
で
積
ん
だ
功
徳
に
よ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、

そ
れ
故
に
こ
う
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
よ

そ
こ
で
釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
そ
な
た
が
言
う
通
り
帝
王
が
人
々
の
中
で
尊
ば
れ
、
ど
れ
ほ
ど

容
姿
端
麗
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
〔
全
世
界
を
統
治
す
る
と
い
う
〕

転
輪
聖
王
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
貧
相
で
見
劣
り
し
、
〔
そ
な
た
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
〕
恵
ま
れ
な
い
境
遇
の
人
々
が
帝
王
の
隣
に
並
ん

で
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
転
輪
聖
王
の
威
厳
あ
ふ
れ
る
気

高
い
姿
は
、
全
世
界
で
最
高
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
切
利
天
を
支
配
す

る
帝
釈
天
田
と
比
べ
れ
ば
そ
れ
で
も
醜
く
、
も
は
や
嘗
え
よ
う
も
な

い
が
、
あ
え
て
描
習
え
れ
ば
万
億
二
兆
)
分
の
一
に
も
過
ぎ
な
い
。

そ
の
帝
釈
天
と
天
界
の
最
高
位
で
あ
る
他
化
自
在
天
引
を
比
べ
れ
ば

百
千
億
(
十
兆
)
分
の
一
も
な
く
、
足
元
に
も
及
ば
な
い
。
さ
ら
に

ま
た
、

そ
の
他
化
自
在
天
を
無

寿
仏
の

〔極
楽
〕
世
界
に
い
る
菩

薩
や
声
聞
と
比
べ
れ
ば

そ
の
光
輝
く
顔
や
姿
に
は
ま
っ
た
く
及
ば

ず
、
百
千
万
億
ご
京
)
分
の
一
も
、

い
や
そ
れ
以
下
に
も
及
ば
な

い
の
で
あ
る
。
」

〔
続
け
て
〕
釈
尊
が
阿
難
に
何
せ
に
な
っ
た
。

「
無
量
寿
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
い
る
諸
々
の
天
人
や
人
々
に
は
、

そ
の
衣
服
の
大
き
さ
、
食
事
〔
の
量
〕
、
〔
仏
に
捧
げ
る
〕
花
の
香
り
、

身
に
着
け
る
装
飾
品
の
色
や
形
、
〔
頭
上
に
浮
か
ぶ
〕
日
傘
の
大
き

さ
、
〔
身
体
の
〕
左
右
を
飾
る
位
旗
の
大
き
さ
、
耳
に
す
る
妙
な
る

〔
法
の
〕
調
べ
、
起
居
す
る
住
ま
い
や

〔法
を
聞
く
〕
宮
殿
の
場
所

な
ど
に
、

そ
れ
ぞ
れ
大
小
・
多
少
・
高
低
等
々
、
彼
ら
の
身
体
的
な

個
人
差
や
個
性
に
応
じ
た
多
様
性
が
あ
る
。

〔ま
た
彼
ら
が
〕
望
む

ま
ま
に
、
〔
金
銀
や
〕
諸
々
の
宝
石
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
数
え
ら
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れ
な
い
ほ
ど
寄
り
集
ま
り

そ
れ
ら
が
一
枚
の
布
と
な
っ
て
〔
繊
盤

の
よ
う
に
〕
地
面
に
敷
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
天
人
や

人
々
は
み
な
そ
の
上
を
歩
い
て
行
く
の
で
あ
る
。

〔空
に
は
〕
さ
ま
ざ
ま
な
宝
石
で
織
り
成
さ
れ
た
網
が
無
数
に

〔張
り
巡
ら
さ
れ
、
極
楽
〕
世
界
を
覆
っ
て
い
る
。
〔
そ
の
網
は
〕
金

の
糸
で
編
ま
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
真
珠
や
さ
ま
ざ
ま
な
宝
石
を
付
け

て
き
ら
び
や
か
に
飾
り
立
て
て
い
る
の
だ
。
〔
そ
し
て
そ
の
網
は
〕

四
方
八
方
、
〔
空
〕
を
す
べ
て
覆
い
尽
く
し
、

〔網
目
か
ら
は
〕
宝
石

で
で
き
た
鈴
が
つ
る
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
見
渡
す
限
り
張
り



巡
ら
さ
れ
た
網
は
〕
明
る
く
輝
き

ど
こ
を
見
て
も
麗
し
さ
を
極
め

て
い
る
の
だ
。

〔
そ
こ
に
〕
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を
具
え
た
風
が
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
、
お
も
む
ろ
に
吹
き
始
め
る
の
だ
。
そ
の
風
は
爽
や
か
で
、
寒
か

ら
ず
熱
か
ら
ず
肌
に
心
地
よ
く
、

ま
た
強
く
も
な
く
弱
く
も
な
い
。

〔
そ
の
風
が
〕
天
空
を
飾
る
網
や
宝
で
で
き
た
樹
々
を
揺
ら
し
て

そ
の
音
が
絶
え
間
な
く
仏
の
教
え
を
顕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

〔
そ
の
風
に
〕
運
ば
れ
て
く
る
何
万
種
も
の
ほ
ん
の
り
と
し
た
香
り

に
は
功
徳
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
昔
、

そ
の
香
り

に
触
れ
た
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
欲
望

・
煩
悩
が
ま
っ
た
く
起
こ
ら
ず

そ
の
風
に
あ
た
れ
ば

み
な
幸
福
な
心
地
に
な
る
。
そ
れ
は
ま
る
で

修
行
者
が
最
高
の
法
悦
に
浸
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
風
は
〔
宝
の
樹
々
に
咲
く
〕
花
び
ら
を
舞
い
散
ら
せ

〔
そ
の
花
び
ら
は
極
楽
〕
世
界
一
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ
る
。
〔
し
か

も
、
〕
そ
の
花
び
ら
は
配
色
の
調
和
を
取
っ
て
色
ご
と
に
並
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
加
え
て
肌
触
り
よ
く
、
艶
や
か
で
芳
し
い
香
り
を
放

っ
て
い
て

そ
の
上
を
足
で
踏
む
と
四
寸
悶
ほ
ど
沈
み
込
み
、
足
を

上
れ
ば
ま
た
元
通
り
に
な
る
。
花
が
萎
え
る
と
地
面
に
裂
け
目
が
生

じ
て
、
そ
こ
に
次
々
と
花
び
ら
が
吸
い
込
ま
れ
、
〔
地
面
に
萎
え
た

花
び
ら
が
〕
残
っ
て
、
汚
し
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
の

だ
。
そ
し
て
ま
た
定
刻
に
な
る
と
、
〔
同
様
に
〕
風
が
吹
い
て
花
ぴ

ら
を
舞
い
散
ら
し

〔
極
楽
世
界
を
敷
き
詰
め
、

や
が
て
地
面
に
吸
い

込
ま
れ
る
。
〕
こ
う
し
た
こ
と
が
日
に
六
返
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ

る
ま
た
〔
極
楽
〕
世
界
〔
の
池
々
に
は
〕

さ
ま
ざ
ま
な
宝
石
で
彩
ら

れ
た
蓮
華
が
咲
き
誇
り
、
そ
の
花
一
つ
一
つ
に
〔
嘗
え
て
い
え
ば
〕

百
千
億
(
十
兆
)
も
の
花
び
ら
が
つ
い
て
お
り
、
ま
た
無
数
の
色
が

-248一

あ
っ
て
各
々
光
り
輝
い
て
い
る
。
青
い
花
び
ら
は
青
い
光
を
放
ち

白
い
花
び
ら
は
白
い
光
を
放
ち
、
同
様
に
黒

・
黄

・
朱

・
紫
の
花
ぴ

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
光
を
放
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
舷
さ
た
る
や
、
太

陽
や
月
の
輝
き
の
よ
う
で
あ
る
。

一
輪
の
蓮
華
か
ら
三
十
六
百
千
億

二
百
六
十
兆
)
色
も
の
光
が
放
た
れ
て
、

そ
の
一
つ
一
つ
の
光
の

中
か
ら
三
十
六
百
千
億
(
三
百
六
十
兆
)
も
の
仏
が
顕
れ
出
る
の
で

あ
る
。
そ
の
身
は
紫
金
に
輝
き
、
姿
は
こ
と
の
ほ
か
美
し
い
。

仏

一
仏
が
百
千
(
十
万

の
光
明
を
放
ち
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の

〔
衆
生
の
〕
た
め
に
覚
り
へ
導
く
教
え
を
説
き
、
各
々
、
数
知
れ
な



い
衆
生
に
覚
り
へ
と
続
く
道
を
し
っ
か
り
と
歩
ま
せ
る
の
で
あ
る
。

併
説
無
量
蕎
経
巻
上

今
回
、
注
記
は
省
略
と
す
る
。
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浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
・
四
十
八
巻
伝

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
B
四
十
八
巻
伝
班

第
三
巻

第
一
段

子
ど
も
が
都
に
入
る
と
、
ま
ず
使
者
が
観
覚
得
業
の
書
状
を
持
宝

房
の
も
と
に
届
け
た
。
源
光
は
観
覚
の
書
状
を
聞
き
見
て
、
文
殊
の

像
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
。
使
者
は

た
だ
子
ど
も
だ
け
が
都
に

上
っ
て
き
た
こ
と
を
申
し
た
の
で
、
源
光
は
す
ぐ
に
子
ど
も
が
聡
明

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
迎
え
の
使
者
を
遣
わ
し
た
と

」
ろ
、
二
月
十
五
日
、
子
ど
も
は
比
叡
山
に
登
っ
た
。

第

段
登
山
路
に
架
け
ら
れ
た
丸
木
の
一
本
橋
は
危
な
げ
で
あ
り
、
比
叡

山
の
風
光
は
こ
の
上
な
く
美
し
い
。
や
が
て
、
持
宝
房
に
到
着
さ
れ

た
。
試
し
に
、
源
光
が
ま
ず
『
四
教
義
』
を
授
け
る
と
、
し
る
し
の

札
を
は
さ
ん
で
、
不
明
な
所
を
問
い
た
だ
し
た
。
疑
を
持
っ
た
箇
所

は
、
み
な
天
台
宗
で
古
く
か
ら
論
議
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

人
び
と
は
「
な
る
ほ
ど
、
普
通
の
子
ど
も
で
は
な
い
」
と
、
う
わ
さ

-250-

し
あ
っ
た
。

第

段
こ
の
子
ど
も
の
才
能
は
、
仲
間
か
ら
飛
び
抜
け
て
お
り
、
よ
い
評

判
が
た
つ
た
の
で
、
源
光
は
「
私
は
愚
か
で
学
聞
が
浅
い
。
碩
学
に

つ
け
て
、
天
台
宗
の
奥
義
を
究
め
さ
せ
よ
う
」
と
言
っ
て
、
久
安
三

年
(
一
一
四
七
)
四
月
八
日
、
こ
の
子
ど
も
を
連
れ
て
、
功
徳
院
の

肥
後
阿
闇
梨
皇
円
の
も
と
に
行
き
、
入
室
さ
せ
た
。
皇
円
は
、
粟
田

の
関
白
と
呼
ば
れ
た
藤
原
道
兼
か
ら
四
代
目
に
当
た
る
参
河
の
権
守



重
兼
の
嫡
男
で
あ
る
少
納
言
の
資
隆
朝
臣
の
長
兄
で
あ
り
、
椙
生
流

の
皇
覚
法
橋
の
弟
子
で
あ
る
。
当
時
の
名
高
い
僧
で
あ
り
、
比
叡
山

を
代
表
す
る
学
識
者
で
あ
っ
た
。
皇
円
阿
闇
梨
は
少
年
が
聡
明
で
あ

る
こ
と
を
聞
き
、
驚
い
て
言
っ
た
。
「
昨
夜
の
夢
に
、
満
月
が
私
の

部
屋
に
入
る
の
を
見
た
。
今
、
仏
道
修
行
の
器
量
を
も
っ
こ
の
少
年

に
会
う
こ
と
に
な
る
前
兆
だ
っ
た
の
だ
」
と
、
喜
ん
で
お
っ
し
ゃ

っ

た。第
四
段

久
安
三
年
十
一
月
八
日
、
子
ど
も
は
髪
を
剃
り
落
と
し
、
法
衣
を

着
て
、
戒
壇
院
で
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
ら
れ
た
。

第
五
段

あ
る
時
、
「
す
で
に
、
も
と
か
ら
願
っ
て
い
た
出
家
を
遂
げ
ま
し

た
。
今
は
、
隠
遁
し
て
草
深
い
山
中
に
逃
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
、
師
匠
の
皇
円
阿
闇
梨
に
申
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
「
た
と
え
、
隠
遁

の
志
が
あ
っ
て
も
、

ま
ず
、
天
台
三
大
部
と
そ
の
注
釈
書
、
合
計
六

十
巻
を
学
習
し
て
後
、
思
い
を
遂
げ
な
さ
い
」
と
、
阿
闇
梨
は
い
さ

め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
「
私
が
世
俗
を
離
れ
た
静
か
な
生
活
を
願
う

理
由
は
、
生
涯
に
わ
た
り
、
名
声
と
利
益
を
求
め
る
望
み
を
絶
ち
、

静
か
に
仏
法
を
修
学
す
る
た
め
で
で
す
。
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
も
っ

と
も
な
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
」
と
答
え
、
十
六
才
の
春
、
始
め
て
天

台
宗
の
根
本
聖
典
を
ひ
も
と
き
、
三
か
年
を
か
け
て
三
大
部
を
読
み

終
え
ら
れ
た
。

第
六
段

智
慧
と
理
解
カ
は
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
お
り
、
秀
才
だ
と
い
う

句
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評
判
が
立
っ
た
。
四
教
五
時
に
つ
い
て
の
理
解
は
鏡
に
も
の
が
写
し

出
さ
れ
る
よ
う
に
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
三
観
一
心
の
す
ば
ら
し
い

教
え
に
通
じ
て
い
る
様
子
は
玉
が
磨
か
れ
て
輝
き
を
増
す
よ
う
で
あ

っ
た
。
立
て
た
見
解
は
ほ
と
ん
ど
師
匠
の
教
え
を
超
え
て
い
た
。
皇

円
阿
闇
梨
は
ま
す
ま
す
感
歎
し
て
「
学
問
の
道
に
は
げ
ん
で
竪
義
の

竪
者
を
勤
め
て
、
天
台
宗
の
棟
梁
と
な
り
な
さ
い
」
と
、
事
あ
る
ご

と
に
説
得
さ
れ
た
が
、

ま
っ
た
く
承
諾
の
返
事
が
な
か
っ
た
。
な
お

さ
ら
、
名
声
と
利
益
の
た
め
の
学
問
と
な
る
こ
と
を
嫌
い

た
ち
ま

ち
に
師
匠
の
も
と
を
去
り
、
久
安
六
年
ご
一
五

O
)
九
月
十
二
日
、



生
年
十
八
歳
で
、
西
塔
黒
谷
の
慈
眼
房
叡
空
の
庵
に
至
っ
た
。

幼
少
の
昔
か
ら
成
人
と
な
っ
た
今
日
ま
で
、
父
の
遺
言
が
忘
れ
ら

れ
ず
、

か
わ
る
こ
と
な
く
隠
遁
の
心
の
深
い
わ
け
を
述
べ
ら
れ
る
と
、

「
幼
少
の
時
に
早
く
も
迷
い
の
世
界
を
離
れ
る
心
を
起
こ
し
た
。
ま

」
と
に
、
こ
れ
、
法
然
道
理
の
聖
だ
」
と
喜
ん
で
、
法
然
房
と
号
し
、

実
名
は
源
光
の
上
の
字
と
叡
空
の
下
の
字
を
採
り
、
源
空
と
名
付
け

ら
れ
た
。

叡
空
上
人
は
、
大
原
の
良
忍
上
人
か
ら
教
え
を
受
け
、
円
頓
戒
を

受
継
ぐ
正
統
者
で
あ
る
。
論
伽
秘
密
の
真
言
の
教
え
に
も
詳
し
く

叡
山
の
僧
侶
達
は
叡
空
の
才
能
を
認
め
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
尊
敬

し
た
。

第
四
巻

第

段
法
然
上
人
は
、
黒
谷
に
と
じ
こ
も
っ
た
後
は

た
だ
た
だ
名
声
や

利
得
を
す
て

ひ
た
す
ら
迷
い
の
世
界
を
離
れ
て
悟
り
の
道
を
求
め

る
思
い
が
し
き
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
で
、

ど
の
道
を
選
べ

ば
、
今
度
の
生
涯
で
、
間
違
い
な
く
迷
い
の
世
界
を
離
れ
ら
れ
る
か

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に

一
切
経
を
数
回
に
も
わ
た
っ
て
読
み

目
を
通
さ
な
い
自
宗

・
他
宗
の
注
釈
書
は
な
か

っ
た
。
智
慧
と
理
解

カ
が
生
ま
れ
つ
き
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
ら
の
教
え
の
意
味
を
深
く
理

解
し
た
。

あ
る
時
、
天
台
智
者
大
師
智
顕
の
真
意
を
探
り
、
絶
対
真
実
の
円

頓
戒
の
戒
の
本
体
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
と
き
、
慈
眼
房
叡
空
は

q
r
“
 

F
同

υ
η'u 

「
心
が
戒
の
本
体
で
あ
る
」
と
言
い
、
上
人
は
「
外
面
に
顕
わ
れ
な

い
行
為
の
余
勢
が
戒
の
本
体
で
あ
る
」
と
、
主
張
さ
れ
た
。
意
見
の

や
り
取
り
が
再
三
く
り
返
さ
れ
、
問
答
が
長
時
間
続
く
と
、
慈
眼
一房

は
股
を
た
て
て
、
木
ま
く
ら
で
打
た
れ
た
の
で
、
上
人
は
師
の
前
を

立
ち
去
ら
れ
た
。
慈
眼
房
は
深
く
考
え
込
み
、
数
時
間
後
、
上
人
の

部
屋
に
来
ら
れ
て
「
御
房
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
実
は
天
台
大
師

の
本
意
で
あ
り
、
絶
対
真
実
の
円
頓
戒
の
究
極
の
教
え
で
あ
っ
た
」

と
申
さ
れ
た
。

仏
法
の
論
議
に
私
心
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と



で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
上
人
を
軌
範
と
し
、
師
の
慈

眼
房
が
反
対
に
弟
子
と
な
ら
れ
た
。

第
二
段

保
元
元
年
(
一
一
五
六
)
、
上
人
が
二
十
四
歳
の
時
、
叡
空
上
人

に
暇
を
願
い
出
て
、
嵯
峨
の
清
涼
寺
に
七
日
間
の
参
籍
を
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
求
法
の
こ
と
だ
け
を
祈
り
願
う
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の

寺
の
本
尊
釈
迦
如
来
は
、

は
る
か
イ
ン
ド
を
出
て
中
国
に
入
り

が
て
日
本
へ
と
、
三
国
に
伝
わ
っ
た
霊
像
で
あ
る
の
で
、
こ
と
の
ほ

か
深
い
思
い
を
寄
せ
ら
れ
た
の
も
、
も
っ
と
も
だ

と
思
わ
れ
る
。

第
三
段

上
人
は
、
生
ま
れ
つ
き
才
知
に
す
ぐ
れ
、
大
部
の
書
物
で
あ
っ
て

も
、
三
度
こ
れ
を
ご
覧
に
な
る
と
、
文
章
を
十
分
読
み
こ
な
し
そ
の

内
容
を
的
確
に
理
解
さ
れ
た
。
様
々
な
教
理
の
筋
道
を
見
き
わ
め

八
宗
の
教
え
の
あ
ら
ま
し
を
一
通
り
知
っ
て
、
諸
宗
の
指
導
者
た
ち

に
会
っ
て
、
自
分
の
解
釈
を
述
べ
ら
れ
る
と
、
会
う
学
僧
た
ち
は
誰

も
が
上
人
の
理
解
の
正
し
さ
を
認
め

ほ
め
讃
え
た

清
涼
寺
の
参
龍
が
七
日
間
満
ち
た
の
で
、

そ
れ
よ
り
南
都
奈
良
へ

下
り
、
法
相
宗
の
碩
学
蔵
俊
僧
都
(
贈
僧
正
)

の
房
舎
を
訪
ね
、
修

行
者
の
姿
の
ま
ま
で
、
「
面
会
を
お
願
い
し
た
い
」
と
頼
ま
れ
た
。

大
床
に
座
っ
て
お
ら
れ
る
上
人
を
、
僧
都
は
何
と
思
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
明
か
り
障
子
を
あ
け
て
内
へ
招
き
入
れ
ら
れ
て
対
面
し
、

仏
教
対
談
に
時
を
過
ご
さ
れ
た
。
上
人
が
法
相
宗
の
教
え
に
つ
い
て

疑
問
に
思
う
点
を
質
問
さ
れ
る
と
、
僧
都
は
返
答
に
詰
ま
る
こ
と
な

や

ど
も
あ
っ
た
。
上
人
が
試
み
に
独
学
で
推
し
量
っ
た
解
釈
を
述
べ
ら

れ
る
と
、
僧
都
は
感
歎
し
て
、
「
貴
一
房
は
尋
常
の
人
で
は
な
い
。
お

つd
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そ
ら
く
仏
菩
薩
が
姿
を
変
え
て
現
れ
た
化
身
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昔
に
論
書
を
書
か
れ
た
天
親
菩
薩
に
お
会
い
し
て
問
答
し
た
と
し
て

も
、
貴
房
に
勝
ら
な
い
と
思
え
る
く
ら
い
で
す
。
智
慧
の
深
さ
は
言

葉
で
は
と
う
て
い
表
現
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
、
自
分
の
実
名
を

差
し
出
し
弟
子
と
な
る
こ
と
を
申
し
出
、
亡
く
な
る
ま
で
毎
年
、
上

人
の
も
と
へ
供
養
の
品
を
怠
り
な
く
届
け
た
そ
う
だ
。

第
四
段

醍
醐
寺
に
三
論
宗
を
指
導
す
る
学
僧
が
住
ん
で
い
た
。
権
律
師
寛



雅
が
そ
の
人
で
あ
る
。
法
然
上
人
が
そ
の
地
に
出
か
け
て
自
分
の
考

え
を
述
べ
ら
れ
る
と
、
律
師
は
ま
っ
た
く
語
る
こ
と
な
く
、
奥
の
間

に
入
っ
て
い
か
れ
、
書
物
を
納
め
た
木
箱
を
十
箱
あ
ま
り
取
り
出
し

て
、
「
私
に
は
三
論
宗
の
教
え
を
伝
え
託
す
人
が
あ
り
ま
せ
ん
。
貴

方
は
三
論
宗
の
教
え
を
残
ら
ず
究
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
あ
る

す
べ
て
の
秘
書
を
託
し
申
し
上
げ
ま
す
」
と
言
っ
て
、
こ
れ
を
進
呈

し
た
。
ほ
め
讃
え
る
言
葉
は
過
剰
に
思
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
進
士

入
道
の
阿
性
房
印
西
な
ど
が
お
供
を
し
、
こ
の
様
子
を
見
聞
き
し
て

な
ん
と
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

第
五
段

仁
和
寺
に
華
厳
宗
の
名
高
い
僧
が
住
ん
で
い
た
。
大
納
言
法
橋
慶

雅
と
号
し
た
。
仁
和
寺
の
岡
と
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
の
で
岡

の
法
橋
と
も
申
し
上
げ
た
。
醍
醐
に
も
通
っ
て
い
た
の
か
、
醍
醐
の

法
橋
と
も
言
っ
た
。
そ
の
法
橋
は
、
法
然
上
人
の
弟
子
阿
性
房
の
知

人
で
あ
っ
た
の
で
、
上
人
は
華
厳
宗
の
教
え
で
疑
問
に
思
う
こ
と
を

質
問
し
よ
う
と
さ
れ
て
、
向
性
房
を
伴
っ
て
出
向
か
れ
た
と
こ
ろ

法
橋
が
最
初
に
、
あ
れ
こ
れ
考
え
る
こ
と
な
く
話
し
出
さ
れ
る
に
は
、

「
弘
法
大
師
空
海
の
『
秘
密
憂
茶
緩
十
住
心
論
』
は
、
華
厳
宗
の
教

え
に
立
っ
て
著
わ
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
趣
旨
を
仁
和
寺
御
室
(
守

覚
法
親
王

に
お
話
い
た
し
ま
す
と
、

「面
白
い
説
で
あ
る
。
早
速

に
詳
し
い
考
察
を
申
し
述
べ
る
よ
う
に
』
と
の
御
命
令
を
受
け
た
の

で
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
検
討
中
な
の
で
す
」
と
言
っ
た
時
、
法
然
上
人

は
、
法
橋
と
は
初
対
面
な
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
も
い
い
が
、

学
問
の
常
と
し
て
、

口
を
閉
ざ
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ

れ
て
、
上
人
は
、
「
ど
う
し
て
『
十
住
心
論
」
が
華
厳
宗
の
教
え
に

よ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、

『大
日
経
』

-254 

の
住

心
品
の
趣
旨
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
第
六
番

目
の
他
縁
大
乗
心
は
法
相
宗
の
立
場
で
す
。
第
七
番
目
の
覚
心
不
生

心
は
三
論
宗
の
立
場
で
す
。
第
八
番
目
の
一
道
無
為
心
は
天
台
宗
の

立
場
で
す
。
第
九
番
目
の
極
無
自
性
心
は
華
厳
宗
の
立
場
で
す
。
第

十
番
目
の
秘
密
荘
厳
心
は
真
言
宗
の
立
場
で
す
」
と
言
わ
れ
、
第
一

番
目
の
異
生
抵
羊
心
か
ら
、
最
後
の
秘
密
荘
厳
心
ま
で

そ
れ
ぞ
れ

十
住
心
論
の
偽
を
請
し
て
、

い
ち
い
ち
そ
の
道
理
を
解
釈
し
て
述
べ

ら
れ
、
「
教
え
の
浅
い
深
い
や
、
勝
劣
の
判
定
を
下
す
こ
と
に
対
し

て
は
、
諸
宗
そ
れ
ぞ
れ
が
非
難
を
く
わ
え
、
認
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。



天
台
宗
が
非
難
す
る
あ
り
様
は
・
:
」
な
ど
と
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
華
厳
宗
に
対
す
る
ご
自
身
の
理
解
を
詳
し
く
話
さ
れ
る
と

法
橋
は
こ
れ
を
聞
い
て
縁
側
に
控
え
て
い
る
阿
性
房
を
呼
び
入
れ
て
、

「
あ
な
た
は
聞
か
れ
ま
し
た
か
。
こ
の
よ
う
に
心
得
て
い
る
の
で
し

た
ら
、

ど
う
し
て
往
生
し
損
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
感
嘆

し
て
、
「
私
は
こ
の
宗
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
が
、
上
人
の
よ
う
に

は
っ
き
り
し
た
理
解
を
持
ち
あ
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
上
人
が
自
ら

理
解
さ
れ
た
教
え
を
聞
き
、
愚
か
な
私
は
様
々
な
疑
問
を
解
決
す
る

」
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
宗
を
推
し
量
る
上
人
の
智
慧
は
、
自
宗
と

し
て
伝
え
る
私
ど
も
の
理
解
を
越
え
て
お
ら
れ
ま
す
」
と
、

と
て
も

喜
ぴ
、

し
き
り
に
感
嘆
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
し
ば
ら
く
の
問
、

お
互
い
に
仏
の
教
え
を
話
し
合
っ
た
後
、
「
こ
の
宗
の
法
灯
の
系
図

に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
上
人
が
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
「
慶
雅

の
上
の
位
置
に
で
す
か
」
と
法
橋
が
言
わ
れ
る
と
、
上
人
は
「
ど
う

し
て
そ
ん
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
か
ら
華
厳
宗
を

特
別
に
伝
受
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
答
え
ら
れ
た
の
で
、

法
橋
は
法
灯
の
系
譜
と
華
厳
宗
の
書
物
を
少
し
渡
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
て
、
こ
の
法
橋
は
、
臨
終
に
は
上
人
を
招

い
て
戒
を
受
け
、
自
分
の
実
名
を
差
し
出
し
弟
子
と
な
ら
れ
た
。
受

戒
の
布
施
と
し
て

『円
祭
文
類
』
と
い
う
二
十
巻
あ
ま
り
の
書
物
を

取
り
出
し
て
、
「
わ
た
く
し
慶
雅
は
、
こ
れ
以
外
に
何
も
持
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
上
人
も
、
こ
の
よ
う
な
異
宗
の
書
物
を
い

っ
た
い
何
に

お
使
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
て
、
黒
谷
へ
送
り
進
呈
し

た
の
で
あ

っ
た
。
上
人
は
、
「
優
れ
た
学
僧
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う

に
、
従
う
べ
き
こ
と
に
は
素
直
に
従
う
も
の
で
す
。
こ
の
法
橋
は
、

華
厳
宗
に
と

っ
て
立
派
な
名
匠
で
す
。
あ
の
弁
暁
法
印
も
慶
雅
法
橋

の
弟
子
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

F
h
d
 

F

、υヮ“

第
六
段

法
然
上
人
が
諸
宗
の
教
え
に
深
く
通
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
世
間

に
知
れ
わ
た

っ
て
い
た
う
え
、
慶
雅
法
橋
が
仁
和
寺
御
室
の
御
前
で
、

「
自
分
の
宗
派
や
他
の
宗
派
の
多
く
の
学
僧
に
出
会

っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
法
然
上
人
の
様
に
立
派
な
対
論
を
す
る
僧
は
他
に
ご

ざ
い
ま
せ
ん
」
と
賞
賛
し
た
こ
と
を
聞
か
れ
た
の
で
、
御
室
門
跡
は

法
然
上
人
を
お
招
き
に
な
り
、
天
台
宗
を
学
び
た
い
と
お

っ
し
ゃ
ら

れ
た
。
そ
こ
で
上
人
は
、
「
天
台
宗
に
関
し
て
は
、
以
前
は
決
め
ら



れ
た
通
り
相
伝
を
受
け
ま
し
た
が
、
今
は
た
だ
念
仏
を
称
え
る
ば
か

り
に
な
り
、
天
台
宗
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
山
門
延

暦
寺
に
は
澄
憲
、
三
井
圏
域
寺
に
は
道
顕
な
ど
と
い
う
名
匠
た
ち
が

お
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
を
お
招
き
に
な
っ
て
質
問
な
さ
っ
て
は
い
か
が

で
す
か
。
万
一
、
私
が
講
議
し
た
な
ど
と
い
う
噂
を
天
台
の
名
匠
た

ち
が
聞
か
れ
る
よ
う
な
こ
と
あ
り
ま
す
と
、
偉
り
が
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
こ
ろ
、
「
み
な
前
も
っ
て
承
知
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
お
世
辞
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
何
度
も
く
り

返
し
要
請
さ
れ
た
が

そ
れ
で
も
堅
く
辞
退
さ
れ
た
の
で
、
「
そ
れ

な
ら
、
念
仏
の
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
そ
の
つ
い
で
に
、
少
し
ば

か
り
対
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど

な
ん
と
な
く
の
び
の
び
に
な
っ
て
月
日
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
白
河
法
皇
の
臨
終
に
あ
た
り
、
上
人
が
善
知
識
と

し
て
招
か
れ
て
、
参
上
さ
れ
た
時
、
御
室
門
跡
も
そ
の
場
に
居
あ
わ

せ
て
、

そ
の
こ
と
を
言
い
出
さ
れ
て
、
「
こ
の
ご
ろ
京
に
留
ま
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
か
ね
て
か
ら
の
願
い
を
か
な
え
た
い
と
思

ぅ
。
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
た
が
、
「
こ
の
よ
う
な
時
は
あ

わ
た
だ
し
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
急
に
お
呼
び
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
は
、
途
中
で
会
話
を
切
り
上
げ
る
よ
う
な

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
不
都
合
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
落
ち
着

い
て
か
ら
参
上
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

そ
の
折
り
も
何
ご
と
も

な
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、

そ
れ
ほ
ど
時
が
経
た
な
い
う
ち
に
、
御
室
門
跡
も
亡
く

な
ら
れ
た
の
で

つ
い
に
そ
の
思
い
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
懇

切
な
志
を
つ
く
さ
れ
た
の
も
、
法
然
上
人
が
諸
宗
の
教
え
に
深
く
通

じ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ

っ
た。
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If one is arrogant about their own abilities it will create the kind of 

karma that will prevent one from Birth. So to think complacently that 

you can remove your bad karma (sin罪) [by yourself] and journey to 

the Pure Land， what is that? lt is only through the power of the Budd-

ha's Vows that delusions and bad karma can be eliminated， for Amida 

Buddha gracefully extends his hand， indeed extends himself， to welcome 

us to go with him when he returns to the Pure Land. So to think that 

you can attain Birth through your own strength is to give rise to delu-

sions of self -grandeur. Whenever your mind is dominated by such con-

ceit or pride， it is contrary to the [spirit of the] Vows and Amida 

and the other buddhas will no longer be protective of you and may suf-

fer from the acts of devils. You must be careful never to put yourself 

into an arrogant state of mind. 

Sincerely. 

l 三時 or六時.Here三時 indicatesthe three divisions of the day into 

morning， midday， and afternoon， while六時 probablyindicates the 

three nighttime time division added to the daylight hours. 

2 費心 probablyrefers to putting forth the bodhicitta. 
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(6) Nenbutsu must be pursued without laziness to肝 aranteeBirth. 

lt is just as Shandao said， 

After an initial arising of the [religious] mind， 2 one should vow to 

maintain this attitude up until their final moment without backsliding， 

anticipating nothing but the Pure Land.“He continued" devote yourself 

entirely to reciting (念)the sacred name of Amida when moving， when 

still， when sitting， or when lying down. Do not ask about the time 

involved or the occasion， just continue your practice recitation after rec. 

itation without letting go of your concentration. This is called the rightly 

determined practice and is in accord with what the Buddha has stated 

in his Vows. 

There were probably many such recommendations but we do find them 

extant [in the extant writingsJ. This is something we should trust in， 

something we should respect， something we should hold no doubts 

about. 

(7) People who affect a seriousness in their nenbutsu practice and thus 

become somewhat affected themselves will look at thousands of others 

and think that the mental states of everyone else is inferior to them. 

selves. Because they are so terribly confused about what they are 

doing， they regard themselves just as they are to be superior nenbutsu 

practicioners， and therefore superior to anyone else. This is something 

that you should think about seriously. The world is big and there many 

people in it: thus we cannnot know about all the many nenbutsu 

practicioners living in the mountains and forests who we should be 

grateful for. lt is therefore a serious mistake to think that there could 

not be another nenbutsu practicioner would can be compared to oneself. 
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said that the intensive -nenbutsu can be done from first day of the 

month until eighth， or from the eighth to the fifteenth， from the fif-

teenth to the twenty -third， or from the twenty -third to the last day of 

the month. Be careful to find a time when there are no competing 

events and you can devote yourself to seven days of practice. J ust be 

certain not to be led astray by insignificant matters or approach this 

practice with an improper attitude. 

(5) On the question of how to aUain an unwavering proper state of 

mind (正念)right up to the end [of life] ， should we not focus on 

Amida Buddha with our eyes， invoke his name with our voice， and 

wait for the welcoming arrival of the Buddha's entourage in our minds. 

The problem is that no matter how much one may have acquired a sig-

nificant degree of merit that comes from nenbutsu practice over culti-

vated continuously over time， when it comes down to the final moments 

one may still encounter an improper state of mind as a result of some 

previous bad karma. Then the [expected] Birth in the next life will 

be spoiled， and in the subsequent life， or the one after that， or in three 

or four lifetimes one ends up just following the ways of the world in 

samsara: however disappointing， this awful result is just how things end 

up. Here we should follow Shandao has urged，“One hopes that when 

disciples [of the buddha] face the end of their life . . . they will be 

enabled to be born in the Pure Land as the highest grade of aspirant， " 

and hope and pray even harder for a proper state of mind at the 

moment of death. This praying for a good state of mind in one's final 

moments [may be dismissed by] some scholars more respected that 

Shandao who do not rely on the Original Vows of Amida as authorita-

tive. How disturbing， how incredible 
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out fail and that he will be enabled to go to the Pure Land and after 

hearing about this， sincerely asks for assistance from Amida and recites 

his sacred name without hesitation， then he will be endowed with the 

three mindsets naturally. Therefore even among those most unfortunate， 

who cannot read at all， because there is proof that anyone who can 

focus entirely on nenbutsu practice will produce a proper， peaceful state 

of mind at the moment of death and have an ideal Birth experience， 

you should not hold even the tiniest doubt about this. Therefore you 

should understand that anyone who understands the three mindsets mali-

ciously will face terrible karmic consequences from such behavior at 

their own time of death 

(4) From time to time one should practice the “intensive nenbutsu" 

(betsuji nenbutsu)， where there is enthusiatic concentration of mind and 

body in nenbutsu. Some approach this by deciding to do 60，000 recita-

tions or 70，000 recitations per day， but more important is the fact that 

as one's state of mind -your eyes and your ears -become accustomed to 

the practice of nenbutsu， you lose your enthusiasm for it. In their rush 

to complete their practice regimen people end up feeling alienated from 

it. In order to resolve this issue， it is good to engage in an intensive-

nenbutsu retreat from time to time. For this reason Master Shandao 

promoted this vigorously and Genshin also encouraged it. Prepare your 

retreat location， offering flowers and incense， giving this your proper 

attention. Take care to purify your body before entering the hall， 

whether it be during the daylight hours or both the daylight and night-

time hours.1 When there are many people wanting to participate， the 

nenbutsu should be continuous while some depart the room to allow 

others to join. In each case， you need to judge the situation. Shandao 
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recites only one or two nenbutsu， if their heart is set to jiriki， their 

nenbutsu will be jiriki. And even if one recites the nenbutsu a thousand 

times or ten -thousand times， even if they continue their nenbutsu for 

one hundred days， or one thousand days， at night as well as during the 

day， if the nenbutsu of such a person relies on the Power of the Vows 

and reveres the Power of the Other (tariki)， voice after voice， thought 

after thought， in total their nenbutsu should be regarded as a tarikiηen. 

butsu. For anyone whose nenbutsu is built upon the foundation of the 

three mindsets， since all their nenbutsu -practiced at any time， both day 

and night -will express a reverence for the Power of the V ows， regard-

less of how close they may feel to the Power of the Vow， you cannot 

refer to that as jiriki nenbutsu. 

(3) Regarding the matter of the three mindsets， even one who under-

stand the significance of this cannot say anything about whether another 

has the three mindsets. The nenbutsu of the ignorant type who knows 

not a whit about the term “three mindsets" would certainly not be end-

owed with the three mindsets. It may seem absurd for someone to be 

able to attain Birth who is lacking in the three mindsets， but we should 

not forget that this is the three mindsets deriving from the Orginal 

Vows of an Amida Buddha who struggled with this and other issues 

over five kalpas as Dharmakara Bodhisattvas， practicing night and day， 

and thus is not something decided capriciously. How could someone 

with no knowledge [of the Buddhist teachings] come to have the three 

mindsets? But even people who have never even heard of the concept 

can have it because the three mindsets itself can create this kind of 

awareness within the individual. Thus if one practices nenbutsu with a 

faith that does not doubt that the Buddha will come to greet him with-
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will not infiltrate the six words of namu-amida-butsu. 

(1) 1 personally put my trust in Amida Buddha， and believe in nenbut-

su. But that does not mean it is acceptable in any way to disrespect 

the vows made by other buddhas and bodhisattvas， or to think disparag-

ingly of such auspicious sutras as the Lotus or Prajnaparamita. The sin 

of criticizing another buddha or doubting the sutras of other buddhas 

would mean not meeting the expectation of Amida Buddha， and in this 

case even if one practices nenbutsu they would fall out of the net of the 

Buddha's universal vow 

(2) One hears of many different interpretations of this teaching， such 

as if one is careful about one's own behavior and thinks that he or she 

cannot commit any sins it means they are disparaging the value of the 

Amida Buddha's Vows， or if someone is devoted to long periods of 

practice such as 60，000 nenbutsu per day it means they doubt the power 

of the buddha. One should not rely (用ふ) in any way (ゆめゆめ) on 

such mistaken notions. First of all， where is it written that Amida Bud 

dha encourages people to commit karmic sins? Anyone who， being un-

able to suppress their own urge to engage in karmically foul activities 

and lost in terms of where they thmselves are going， makes up lies to 

confuse and deceive unsuspecting men and women by encouraging them 

to engage in bad actions and increase their own delusion is a kind of 

devil from hell representing heretical doctrines (外道のしわざ).They can 

even be called enemies of [those hoping forJ Birth in the Land of 

Bliss. It is equally deplorable to label a person who does intensive nen-

butsu practice as someone devoted to jiriki practice: even when someone 
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ocatlOn 

The third mind is “the commitment in which one turns over all their 

karmic merit." This refers to praying for Birth in the Land of Bliss by 

devoting all the wholesome karmic roots one has acquired since the 

beginningless past for this. Engaging in nenbutsu continuously is another 

definition of“the commitment in which one turns over all their karmic 

merit;" this is the teaching of Genshin. Together with this mind and 

the profound mind and the sincere mind， one should always be engaged 

in nenbutsu practice. If at a later point one is distracted from their nen-

butsu practice， it means that one's commitment to turn over merit 

toward Birth is lacking. 

People of the Jodoshu tradition should be practicing nenbutsu with a 

firm understanding of what the three mindsets entails (様).If even one 

is lacking， then Birth will not occur. If all three are together， then 

Birth will definitely occur. Everything we do in sa m sara is bound by 

the three delusions of greed， anger， and stupidity. When greed， anger， 

and stupidity arise， then we know we will be headed for an unfortunate 

destiny in the next life， but if we can understand of the effect of these 

delusions， then we should stop them [from repeating]. But since we 

are weighed down by delusions ， even if we have such understanding， 

these delusions nevertheless arise. When this happens if one looks upon 

the delusions as guests， and the nenbutsu as the master， then one's 

future Birth will not be disturbed. If on the other hand， the delusions 

are the master and the nenbutsu functions as the guest， this will pro-

duce good karmic roots that are mixed with poison and unreal (虚俵)， 

and one will be alienated from Birth (往生にはきらはるる).Ultimately it 

may seem that delusions can interact with your thoughts in the space 

between nenbutsu and nenbutsu， but the delusions of greed and the like 
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with the latter: the state of mind that is not satisfied with gains and 

that only seeks ever more. First the practicioner of nenbutsu needs to 

understand this principle， and then to pursue nenbutsu practice on that 

basis. This is the nenbutsu that is true and real. Here one is not trou. 

bled by the greed wherein one is satisfied with what one has sought 

after attaining it. The delusion that comes with greed [in such a situa. 

tionJ may in fact not disturb one's feelings of respect for those above 

him and sympathy for those beneath him?as long as one understands the 

basic principles [of the pathJ (道理を心え)• 

The delusion of ignorance refers to the state of mind that is foolish. 

One must turn this state of mind into something intelligent. First， turn 

away from sa m sara， aim at the Pure Land， and devote yourself the 

important matter of Birth; if you do not limit yourself to family mat-

ters， your will not be troubled by the delusion of ignorance， and even if 

you do have some degree of ignorance， it should not hinder your Birth. 

If you understand this， thoughts distrubed by the illusions of greed and 

anger will melt away， and the mind of truth will emerge. This is what 

is called the Pure Land bodhicitta. Ultimately this mind of truth comes 

from viewing the rewards of sa m sara as less important and focusing 

instead on the single practice of nenbutsu. 

The second，“profound mind，" is the state of mind that has faith in 

nenbutsu. To deeply believe in nenbutsu is devote oneself to nenbutsu to 

the exclusion of other practices. If one adds other practices， one is said 

to be a practioner who is lacking in the profound mind. Ultimately we 

understand the triple sutras preached by Sakyamuni as directing us to 

the one practice of nenbutsu， the forty -eight vows of Amitabha as im-

plying the one practice of name recitation as the Original Vow， and the 

embodiment of faith being the single practice of nenbutsu without equiv. 
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On The Pledge of Seven Articles 

translated by Mark Blum 
Translated by Mark L.Blum and Yoshiharu Tomatsu 

Generally speaking. although there are many teachings fundamental to 

the concern of a person aspiring to Birth. what is of greatest impor. 

tance for the Jodo school (宗)is the teaching of the three mindsets (三

心).If the three mindsets is not present then Birth will not be attained. 

[and practice will beJ just like the person who continually wipes away 

the sparks of fire from their head [when standing in the midst of a big 

fireJ. How should one prepare themselves when practicing nenbutsu if 

they seek the Land of Bliss. The three mindsets refers to the mindset 

of (1) mindset of utter sincerity (至誠心). (2) profound mindset (深心). 

(3) mindset of commitment in which one turns over all their karmic 

merit toward this goal of Birth (廻向愛願心). 

The mindset of utter sincerity was glossed by Shandao in this way: 

“The word “utter" is understood as true (員);sincere as real (質). " 

Thus Shandao regarded the utterly sincere mind as true and real. True 

and real means there are none of the illusory forms that occur in the 

mind. Illusions are what happens when the mood of focus on right nen. 

butsu (正念)is lost due to the afflicitions that accompany anger. resent. 

ment. etc.; this is understood as the mind of illusion (虚慣の心).Ali 

these delusions arise when one is born from a mother who is greed and 

anger. There are two kinds of greed: greed at that leads to satisfaction 

of acquiring something with no desire for anything further. and greed 

that only increases the more one acquires what one seeks. What we 

seek to suppress in the Jodo school is the mental delusion associated 
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fore [regarding deep faith] we call believing in this way:“establishing 

faith on the basis of practice" (就行立信). 

6-4 

Third is the mind of turning over merit through one's desire for Birth. 

This denotes the the turning over with a“true" mind (真実の心) of all 

wholesome karmic roots accrued from good acts in this life and in past 

lives in hopes of being reborn in the Land of Bliss. This is known as 

the “mindset of turning over merit out of desire for Birth." 

If all three mindsets are there， one will attain Birth without fail. 

1 Gz仰 zwuliangskoujing観無量寿経 Kanmuηojukyo.T No. 365. 12.344 

cll 

2 Wangsheng lizan往生礼讃 Ojoraisan.T N o. 1980. 47. 438cl2. 

3 天子魔 thisappears to be a general reference to a some kind of 

being who opposes the transmission of the true Dharma. rather than an 

reference to MarapapIya. 

4 三部経 Amituojing. Wuliangshou jing. Guanwuliangshou jing. 

5 Authoritative in the sense that it is definite in assuring Birth. 
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6-1 

Next we shall consider what we regard as heteropraxis. This includes 

everything outside the five forms of practice we regard as orthopraxis， 

in which we just delineated two subcategories: main and auxillary (正

助). [Practices considered heteropraxis] include reciting sutras， com. 

mitting oneself to the Mahayana by means of the bodhicitta， maintaining 

the precepts， and encouraging charitable practices (勧進)• 

6-2 

There are five areas of gain or loss that can be identified in relation to 

these two approaches we call orthopraxis and heteropraxis. First is inti-

macy: the right practice bring one toward Amida Buddha， the miscella-

neous practices move one away [from him]. Second is closeness: the 

right practices are close to Amida Buddha， the mixed practices are far. 

Third is continuity: in the right practice there is no break in the focus 

of one's thoughts， in the mixed practice concentration is not continu-

ous. 

6-3 

Fourth is merit -transfer: when pursuing right practice this becomes the 

karmic act for Birth even without turning over the merit it creates to 

this purpose， mixed practices only are the cause of Birth when the 

merit they create are turned over for this purpose. Fifth is purity: the 

so -called right practices are the acts that are pure in their devotion to 

[Birth in] the Land of Bliss， the mixed practices are not like that but 

are acts [are directed] to [other] pure lands throughout the ten 

directions as well as [results] in the world of men and devas. There-
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they encounter." 

5-1 

Next， in considering how faith comes from practice， although the prac. 

tices relevant to Birth in the Land of Bliss differ， they can all be 

contained within two categories: orthopraxis and heteropraxis. Those 

we consider orthopraxis are the practices in cJose proximity to Amida 

Buddha. The heteropraxis one are the practices distant from Amida 

Buddha 

5-2 

First， let us consider the fact that there are five forms we regard as 

orthopraxis. One is the recitation of scripture， which refers [in this 

case] to the reading the triple sutras [of Pure Land Buddhism]. 4 Sec-

ond is visualization， when one visualizes the physical forms that make 

up the Pure Land. Third is prostration， where one does prostrations 

before Amida Buddha. Fourth is recitation of the name， where one 

invokes the sacred name of Amida. Fifth is worship， where one praises 

and makes offerings to Amida Buddha 

5-3 

These five can then be broken down into two groups. One involves 

focusing one's mind on the sacred name of Amida， continuing this while 

walking， standing， sitting， or lying down， regardless of how much or 

little time has passed， and without a break. This is called the “essen-

tial practice" (正定業)5 because it is derived from the Vow of the Budd-

ha. Second would be all the other four of the five practices outside of 

recitation of the name. 
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If we are talking about a true buddha， he would not oppose the teach-

ings of Sakyamuni. For we have in the Amito jing the teaching that 

when one concentrates on the sacred name of Amida for from one to 

seven days， they will be born [in the Pure Land] without fail. Just 

like Sakyamuni， this has been attested by buddhas numbering as many 

as the grains of sand in the River Ganges in six directions. 

4-2 

That is why it is said that one cannot be born in the Pure Land if they 

goes against the teachings of Sakyamuni. As this is the basis of my 

understanding， if one says [that a buddha says otherwise]， he cannot 

be a true buddha. He may instead be no more than an incarnation of a 

devil，3 and therefore one need not always believe in the explanations of 

buddhas and bodhisattvas. How much more is this true of non -Budd-

hist teachings (絵説). You may be attached to the notion that this or 

that teaching is Mahayana or Hinayana， but they are all relevant to the 

expectations of buddhahood for which one practices here in this defiled 

world; in other words， the path to self-perfection. 

4-3 

Although the practices we cultivate are considered orthodox and hetero-

dox， and hence are not the same， as activities devoted to Birth， they 

are all within the rubric we call the Pure Land gate. The path to self-

perfection refers to the practices wi thin the purview of your approach; 

the path the Pure Land refers to the practices that we pursue. But one 

should not feel they must reject that because they have this， and like-

wise should not reject this because they stand on that. This is why 

those with faith are said to be “established in faith based on whom 
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2-3 

The path to self -perfection denotes the way to realize enlightenment 

(bodhi) by means of cutting off one's mental afflictions (klesa) while in 

this Saha world. The path to the Pure Land denotes the way of prac-

tice by which one cultivates karmically good roots having rejected the 

Saha world and directed oneself toward the Pure Land. 

3-1 

However there are people who use quotations from many scriptures to 

argue that ordinary people mired in bad karma cannot attain Birth. 

When you hear this you should not lose hope， but strengthen your faith 

even more. Why? Because Sakyamuni pledged that ordinary people with 

karmic limitations will indeed be born in the Pure Land. Such things 

are not derived from the deluded attachments of ordinary people. 

3-2 

I already believe in the words of the Buddha and deeply long for the 

Pure Land. Even if a host of buddhas and bodhisattvas were to come 

forth and preach that ordinary beings with their karmic limitations 

could not be born in the Pure Land， I would not believe them. Why? 

Because bodhisattvas are the disciples of buddhas， and if these were 

true bodhisattvas they could not violate the words of a buddha. And yet 

they may go against the buddha's words and say that Birth is impos-

sible; thus these are not true bodhisattvas. 

4-1 

Moreover， the Buddha is identical with great compassion (mahakaruna). 
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1-3 

When one is to put this [attitudeJ into practice， if they pursue their 

praxis with only an outer form that appears to to be one acting wisely 

and concentrated but internally their minds are filled with ignorance and 

laziness， even if they practice without a break for twenty -four hours 

day and night they will not attain Birth. If， on the other hand， one 

shows oneself to be ignorant and lazy on the outside but internally one's 

mind is concentrated and wise， then they can attain Birth in one 

moment with only one nenbutsu. This is what is meant by the mindset 

of sincerity. 

2-1 

The second， or profound mindset， means to believe deeply. There are 

two aspects of this. One is that 1 believe that 1 myself am deeply 

f!awed karmically， that 1 have been passing through the six realms of 

samsara repeatedly from a beginningless past， and [therefore] the con-

ditions for Birth are lacking [within me]. Second is that 1 believe that 

although 1 am someone plagued with sin， by means of the powerful con-

dition of the Buddha's power， there is no doubt in my mind that 1 will 

definitely attain Birth. 

2-2 

The are also two aspects of the latter. One is to put faith in people， 

the second is to put faith in practice. To have faith in people means 

that although there are many paths out of the cyde of birth and death， 

they can be broadly divided into two: the path to self -perfection and 

the path to the Pure Land. 
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1-1 

The Meaning of the Three Mindsets 

(Sanjingi) 

Translated by Mark L. Blum and Y oshiharu Tomatsu 

In the Guanwuliangshou jing we have the statement， If a sentient being 

commits oneself to birth in that [Sukhavati] Land， and puts forth the 

three mindsets， he will subsequently [attain] Birth. What are these 

three? First is the mindset of utter sincerity. Second is the profound 

mindset. Third is the mindset of commitment， in which one turns over 

all their karmic merit to this end. One who is equipped with these three 

mindets will be born in that Land without fail. 1 

After the [Wangsheng] Lizan explains these three mindsets， it states， 

One who is equipped with the three mindsets wiI1 attain Birth without 

fail， but if only one of these mindsets is lacking， that person will not 

attain Birth. 2 

Therefore we understand that it is essential that one possess all three 

mindsets. 

1-2 

The first， or mindset of sincerity， is the mind of truth. With our 

bodies we make prostrations， with our mouths we invoke the sacred 

name， and with our minds we imagine the physical form [of the budd-

haJ. When we say make use of the truth in all of these， we mean that 

one should be repulsed by this defiled land and direct oneself toward the 

Pure Land. In every endeavor of body， speech， and mind， one's prac-

tice should be done with truth. 
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hist， both lay and monastic， praising oneself and deriding others， 

resenting the giving of charity， in anger not forgiving the sins of 

another， disparaging the Three Treasures. These ten are known as the 

“ten perfect precepts" (entonkai円頓戒). 

38 Senju muichi千中無 ー AtShandao's Wangsheng lisan往生前豊鎖偶

Ojo raisan， T No. 1980， 47.439c. In other words， if a thousand people 

strive for the Pure Land using a mixed approach to practice， not even 

one will succeed. Here Shandao is urging his readers to commit them-

selves entirely to nenbutsu as the one authoritative practice to enable 

them to reach the Pure Land 

39 Mida no hongan 

40 The eighteenth vow? 

41 Utterly sincere mind， profound mind， mind which dedicates one's 

own merit to Birth. 

42 Guan wuliangshou jing観無量寿経

43 Cf. Honen 's Senchakushu， 78. 

-70-



ture， and born spontaneously. 

28 F吋ono jiki不浄の食.Vegetables that are considered to be overly 

strong in flavor:scallion， onion， garlic， shallot， and ginger. ln East 

Asian Buddhism， these were rejected forbeing offensive in odor and cre. 

ate sexual energy. 

29 Loke~vãrarãja Buddha was the buddha under whom Amida began 

his career as a bodhisattva with the name Dharmakara. 

30 Sogon荘厳.Refers to the manner in which Amida Buddha has 

created an environment in his Pure Land that is pleasing to all the 

senses. 

31 Moso tento妄想顛倒.Refers to the basic mental condition of confu. 

sion and anxiety about the self and the world. 

32 Fashizan法事績 Hojisan，full title Zhuanjing xingdaoyuanωangsheng 

jingtuルshizan縛経行道願往生浄土法事讃 Tengyogyodogan ojo jodo ho. 

jisan， T No. 1979， 47.431b14. 

33 See note 25. 

34 Bodai菩提.Here the word is bodhi， and thus refers to the complet. 

ed emancipated wisdom of a buddha wherein all illusion has 

disappeared. 

35 Ko劫 A kalpa is an lndian term for an extremely long period of 

time， usually described by means of metaphor. 

36 Gokai五戒.The five rules of restraint observed by Buddhist laymen 

against killing， stealing， improper sexual activity， lying， or imbibing 

mtoxlcants. 

37 Jikkai十戒.There are various lists of ten observances or rules of 

restraint using this appellation. The list given in the Fanwang j ing is 

explicitly said to apply to bodhisattvas: no killing， stealing， improper 

sexual activity， lying， selling intoxicants， expounding the sins of Budd. 
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20 Shitenge四天下.Refers to the known world， conceived in Buddhist 

cosmology as four continents surrounding Mount Sumeru. 

21 Mushi無始.Honen points to the fact that we cannot know how the 

depth of our karmic history. 

22 Mumyo無明 (S.avidya). Spiritual ignorance: the fundamental igno-

rance we have about the nature of our existence 

23 Sandoku三 毒.Traditional term denoting the three most basic forms 

of mental affliction: greed貧， resentment膿， and delusion療.

24 Mount Sumeru in Buddhist cosmology is the world's tallest mountain 

and surrounded by four continents. 

25 Sanzu Hachinan三途八難.Birth in the three unfortunate realms， or 

sanzu， refers to the rebirth in one of the hells (5. naraka)， among the 

hungry ghosts (ρreta)， or as an animal (riya元c). 

Hachinan， literally “eight difficulties" designates eight forms of rebirth 

in which it is nearly impossible to encounter the Dharma. These begin 

with the three unfortunate realms， and adds birth in the heaven of long 

-life (where no desire for liberation arises: diなhayurdeva)，birth in the 

“realm on the outskirts" of human society (where there are too many 

enjoyable things to think of liberation:ρraかant，α:;anaρada)，and birth as 

someone physically handicapped such as being without the sense of hear-

ing or sight (indrかavaikaかa)，birth as someone skilled in the ways of 

the world (and therefore insensitive to the truth: mithyadaγ-sana)， and 

being born in a period without a buddha in the world (tathagatanam 

anutpada) 

26 Rokushu六趣. The six possible realms of rebirth in saμsara: 

human， heaven， hell， animal， hungry ghost， and asura. 

27 Shisho四生.The four methods by which animal life is born， as ex-

plained in the Abhidhan仰 kosa:viviparous， oviparous， born from mois-
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hayana tradition who， 

distinguishing themselves from ~rãvakas ， will only attain full enlighten-

ment when others can attain this transformation with them_ 

10 Myogo名号， the name of a bodhisattva or buddha _ In Pure Land 

Buddhism this always refers to the liturgical name of Amida Buddha: 

namu amida butsu_ 

11 Ketsujo ojo決定往生_To be definitely born in the Pure Land_ AIso 

considered the completion of the three requirements for Birth: anjin 

(established mind) ， kigyo (practice)， st砲，?o(way of practice) _ 

12 Bonno akugo煩悩悪業_ The word bonno stands for klesa in Sans-

krit， the negative influ巴ncesupon our mental experience from past kar-

mic misdeeds that affects our thought， speech， and beha vior_ Often 

these are grouped into three “poisons，" that is， greed， resentment， and 

ignorance _ Here bonno is combined with akugo or bad karma acts， 

essentially the same concept_ 

13 Sanze三世_The past， present， and future_ 

14 ]ippo十方_A way to designate alI possible directions_ This is the 

order the ten usually appear: east， west， south， north， southeast， 

southwest， northwest， northeast， up， and down 

15 Zaiaku jinju罪悪深 重_Refers to the person who continually breaks 

moral and ethical laws 

16 Tariki他力_The word tariki refers to the power inherent in Amida 

Buddha's vows_ 

17 See note 11. 

18 Kirin飯麟_A mythical bird with deer antlers， dragon's body， and 

lion's tail_ 

19 Rinno輪王_Cakravartin， the term for an ideal political ruler， one 

who rules on the basis of the rules and values in the Buddha's Dharma_ 

月
/FO 



1 Honen refers to a list of ten specific acts whose karmic conse-

quences are so serious as to alter the individual's future rebirth: the 

taking of animal life (sessho殺生)， stealing (chuto像盗)， improper sex-

ual activity (ja'in邪姪).self -serving talk (kigo椅語).lying (mogo妄

語)， backbiting (ryozetsu雨舌 paiunya) ， the using of abusive language 

(悪口)， greed (tonyoku食欲)， anger (shinni膜悉)， and holding false 

views (jaken邪見). 

2 The five most serious offences as detailed in the Buddhist canon: 

matricide， patricide， killing a saint. causing bodily injury to a buddha， 

causing disruption within the monastic community. 

3 Kosho迎接.This term refers to the descent of the buddha to greet 

the person at the moment of death， and then bring him to his Pure 

Land. 

4 J ussho issho十声一声.Indicates that reciting the nenbutsu at few as 

ten times or even one time is enough to bring the Buddha to one's 

deathbed if done in a proper frame of mine. A reference to the lan-

guage of the eighteenth vow in the Muηδijukyo. 

5 Ki機.Often this term refers to the nature or spiritual potential of 

a practioner. Depending upon what they encounter， it is what an indi-

vidual is capable of achieving. In Buddhism. people are thus divided 

into three categories: ~rãvaka. pratyekabuddha. and bodhisattva 

6 Jokon上根.

7 Jochi上智

8 Sravaka. in Japanese shomon繋聞 isthe term used to designate so 

-called “hearers of the Dharma." This word indicates the eariy monks 

who heard th sermons of the Buddha and devoted themselves to reach-

ing their own enlightenment. 

9 Bodhisattvas are Buddhist practicioners affiliated with the Ma-
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ally formed with the Dharma， for such people are friends of the one 

Buddha and his Pure Land. 

14-1 

In terms of one's capacity， there is no excluding of those who have 

committed the five heinous acts [against Buddhism] or any serious 

crimes， there is no abandoning of women or icchantika. In terms of one' 

s practice， we accept a single nenbutsu or multiple nenbutsu. Therefore 

there is no need to obsess over the [restrictions of the] five obstacles 

and three obediences [applied to women]. One should rely on the 

V ow， one should be diligent in practice. 

14-2 

Without the power of the nenbutsu， even an upright person has diffi. 

culty to be born in the Pure Land. What hope could a karmically trou. 

bled person have? Reciting the nenbutsu five times eliminates the five 

obstacles， reciting it three times wipes out the three obediences， reciting 

it once at the end of one's life brings on the weicoming of the Buddha. 

We should recite the sacred name in all aspects of our lives -when mov-

ing， not moving， sitting， or lying down. Whenever and wherever we 

are we should rely on the Buddha's V ow . 

These are my humble thoughts. 

N amu Amida Butsu 

Namu Amida Butsu 
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that he would welcome sentient beings of the ten directions who would 

recite his name as few as ten times. He did not intend to choose the 

wise and reject the ignorant 

13-3 

This is stated in the Wuhui fazhisan 

No preference will be given to those who [commit time to] listen-

ing [to the Dharma] and those who observe the precepts， 

Over those who have broken the precepts and those who have deep-

rooted karmic sins 

If only they direct their merits [to Birth] and recite the nenbutsu 

often 

Like broken tiles and pebbles turned into gold [they will 

attain Birth]. 43 

This essence of this passage is that regardless of whether one is wise or 

ignorant， whether the person keeps the precepts or breaks the precepts， 

if they only say the nenbutsu anyone will be born in the Pure Land. 

Remaining with this attitude， without reflecting on one's own wholesome 

or unwholesome karma， we should recite the nenbutsu relying on the 

Original V ow of the Buddha. 

13-4 

In this [life] ， there is nothing that exceeds the nenbutsu for separating 

ourselves from the bonds of transmigration. Looking at what is written 

on this we see that those who slander the [Pure Land path] will form 

a karmic link with the [process of Birth] on a lotus pedestal， which 

is known to occur for the nine grades of sentient beings. It is not insig-

nificant that both positive and negative karmic relationships are mutu. 
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in the same way we cannot determine this or that about the nenbutsu 

from daily life. 

12-1 

Question: Who receives the merit of Amida's embrace， the nenbutsu of 

daily life or at life's end? 

Answer: During daily Iife. The reason is that one whose mind sincerely 

does not doubt [the reality of Birth] for themselves and waits for the 

weicoming of the Buddha is someone whose nenbutsu is uttered with the 

threefold mind.41 

12-2 

The doctrine that states that if one maintains the threefold mind that 

person will be born in the Land of Bliss is explained in the Guanjing. 42 

Amida Buddha shines 84.000 beams of light toward the person who 

recites the nenbutsu who is concentrated in this way. This light begins 

to be shone during one's regular practice and one is never abandoned 

right up unto the end. This is why it is called the promise of nonaban. 

donment (fi悶 hano seiyaku不捨の誓約). 

13-1 

Question: Is there a distinction between the nenbutsu of the wise and 

the nenbutsu of the ignorant? 

Answer: There is no difference between any [nebutsu] in accordance 

with the Original Vow of the [Amida] Buddha. 

13-2 

The reason is that when Amida Buddha had not yet become a buddha 

[and was still practici昭 forthat goal]. he put forth a pledge saying 
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The gist of this passage is that Dharmakara Bhiksu vowed to enable 

sentient beings to be born in his pure land who utter namu amida butsu 

for example ten times or one time. Therefore there is no argument here 

about the number of times [the nenbutsu is practiced]. What is 

gained from this is Birth and there is no difference in this fact. The 

language of the Vow is quite explicit， what is there to question here? 

11-1 

Question: Which is superior: the nenbutsu practiced at the end， or the 

nenbutsu practiced in daily life? 

Answer: There are just the same. For this reason， how could there be 

a difference between the daily nenbutsu and the deathbed nenbutsu? The 

daily nenbutsu becomes the deathbed nenbutsu if the person dies， and if 

the person's life is extended the deathbed nenbutsu becomes a daily nen-

butsu. 

11-2 

Critical Question: Some say that the nenbutsu practiced at the end is 

superior to the practice of a hundred years. What about this? 

Answer: This questioning [of the doctrine] comes from difficulties 

that arise from a lack of understanding of the text. 40 The person who 

says that single nenbutsu uttered at the moment when one's breath stops 

is [talking on the level of] a person whose bad karma exceeds his 

good karma or whose good karma exceeds his bad karma， but anyone 

who speaks in this way is not . . . a person of nenbutsu. 

11-3 

This is just the farfetched talk of an unfortunate person (akunin). And 
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the same boat that arrives at the other shore. What is most excellent 

about the Original Vow is that it is directed to every kind of sentient 

being and asks only that they recite the sacred name. 

10-1 

Question: What is the relative superiority of chanting the nenbutsu one 

time or [for example，] ten times. 

Answer: These are both the same. 

10-2 

Doubt: This matter also seems dubious. The reason is that reciting the 

nenbutsu once or ten times reflects a difference in quantity. How can 

you say these are equivalent? 

Answer: This doubt about vocalizing once or ten times is a matter per-

taining one's last moments. 

10-3 

One nenbutsu uttered at the time of death brings Birth and ten nenbutsu 

uttered [at that time] also brings Birth. In terms of birth in the Pure 

Land these things are equal， so how could any form [of nenbutsu prac-

tice] be inferior in terms of the merit gained? As it says in the Origi-

nal Vow: 

When 1 attain Buddhahood， if all sentient beings in the ten directions 

who aspire in all sincerity and faith to be born in my land and think of 

me even ten times are not born there， then may 1 not attain supreme 

enlightenment. 

10-4 
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9-1 

Question: What is the relative superiority of chanting the nenbutsu when 

the mind is cIear versus when the mind is deluded? 

Answer: The merit [accrued in regards to Birth] is equal; there is no 

difference at all. 

9-2 

Statement of Doubt: This situation stiIl seems untenable. The reason is 

that the nenbutsu done when the mind is cIear is such that one is 

focused on the world of bliss and thinks of nothing else. Since one only 

has the Original Vow of Amida39 in mind， nothing is mixed in and 

therefore the nenbutsu is pure 

9-3 

The nenbutsu done when the mind is distracted is one in which the 

three karmic modes [of body， speech， and mind] are inharmonious. 

Reciting the sacred name with the voice and turning the rosary with the 

hands [in this state] is a nenbutsu that is impure. How could these 

be equivalent? 

9-4 

Answer: One who puts forth such doubts does not understand the princi. 

ple behind the Original Vow. In order to save sentient beings burdened 

with unwholesome karma， Amida Buddha has launched the ship of the 

Vow across the great ocean of samsara. 

9-5 

For example， it is like a heavy stone and a light hemp stalk placed on 
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8-1 

Even revered holy men who， since the day they were born， have never 

looked at a woman or taken wine， meat， or the five spices， who have 

strickly observed such rules as the five precepts
36 or ten precepts， 37 

when they utter the neゆutsuwith an attitude of self -power [attaining 

the goal ofJ receiving a welcome from the Buddha is said to only hap-

pen for perhaps one person in a thousand， or one or two in ten thou-

sand. 

8-2 

As Master Shandao also referred to this in his phrase “not one in a 

thousand，" 38 we should consider what this implies about what should be 

the proper attitude for us. On the whole， we may say that when Amida 

Buddha uttered his Original Vow he did not particularly aim to cleanse 

our mind or purify our bodies 

8-3 

For one who can devote himself to reciting the name with the thought 

“the Buddha will surely welcome the person on his deathbed who utters 

the N ame whether asleep or awake，" that person when he himself faces 

the end of his life need not harbor any doubts that the Buddha will wel-

come him [to his Pure LandJ. 

8-4 

There is no need [to think]“because 1 am a woman" or “because 1 

am a lay person" [1 cannot attain the Pure LandJ. You should regard 

Birth as being definite. 
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to occur. This goes on continuously. Thus we have to ask how are we 

to separate ourselves from saμsara? 

7-1 

During this period， we have no opportunity to escape this state where 

we burn from the pain of having lived in these three unfortunate realms 

or eight conditions of impenetrability. 33 This is truly sad. With every 

year our wholesome tendencies weaken， with each day our unwholesome 

tendencies grow worse. 

7-2 

Reflecting on this， we can say that people even in ancient times saw 

the mental afflictions follow themselves like a shadow. No matter how 

they tried to rid themselves of them， they did not disappear. Enlighten-

ment34 is like the moon floating on the water: though you may try to 

grasp lt， you cannot. 

7-3 

This is precisely why the Buddha Amida pondered this problem over 

five kalpas35 and uttered his Original Vow that led him to buddhahood 

with a great compassion of equality in which he did not distinguish 

between the good and the bad， he did not separate those who keep the 

precepts and those who do not， did not choose between lay and monas-

tic， did not inquire as to whether someone was wise or unwise. One 

need only to vocalize the nenbutsu with their mind concentrated on the 

Amida Buddha's power (tariki) and within the momentary space of a 

single nenbutsu one will be greeted by the Buddha. 
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equal? 

6-1 

Answer: The merit in the nenbutsu is equal， there cannot be any rela-

tive superiority [of one person over another] _ The reason [people] 

embrace such strange doubts is because they do not understand the 

nature of the Original V ow of Amida Buddha_ 

6-2 

The reason is that since the distant past when Amida Buddha stood 

before LokeSvararaja Buddha， 29 he has seen the merit deriving from the 

promise of the adornment30 and jeweled beauty of the pure lands of the 

many buddhas that span fully twenty billion in number _ But for ordi-

nary people like us who are deluded and confused，31 there is no birth in 

such places. 

6-3 

The Master Shandao commented on this point by saying “All buddha-

lands are solemn and pure: with their confused thinking， ordinary peo・

ple are likely to have difficulty in being born there." 32 This essence of 

this interpretation is that all buddhas are most excellent， but there are 

no ordinary people with their “confused thinking" who are born in a 

buddha -land. 

6-4 

Each individual should reflect on their own thought processes. The rea-

son is that although one may read sutras with the voice and make pros-

trations with the body， in the mind thoughts arise that are not supposed 
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Even though we may crush Mt. Sumeru with a needle or empty an 

ocean with a ladle， even though we transmigrate through many lives 

over great periods of time， it is still difficult to become a buddha in 

this unfortunate state stained with these mental afflictions. 

4-4 

But though we may concentrate our thoughts and actions one by one 

[to attain liberation through self -transformation]， however one thinks 

about the karma that !eads to the three unfortunate realms or eight con・

ditions of impenetrability，'5 whether asleep or awake， the binds that tie 

us to the six destinations [of sa f]1 saraJ 26 and the four modes of birth27 

[are clear]. 1n this state， how are we to practice the path such that we 

can attain buddhahood? This [approach] is what we call se!f-power 

5-1 

Question: What is [relative difference in] superiority between the nen-

butsu practiced by the professional religious and the nenbutsu practiced 

by lay people? 

Answer: The merit in nenbutsu practiced by the laity and by monks is 

equal， how could there be any difference? 

5-2 

Doubt: This matter seems unlikely to me. The reason is that the nen-

butsu recited by someone who does not approach women and does not 

eat impure food28 is without question something to be revered. But the 

nenbutsu uttered by someone who enjoys himself in the world of women 

night and day， drinks wine， and does eat impure food must surely be 

inferior. How could the resultant merits of this practice be considered 
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nents20 in one day. This is [the kind of thing] we would call other-

power (tariki). 

3-4 

Further， say a large stone was put in a boat and after some time 

arrived at another shore. This would certainly not be by the power of 

the rock， but rather by the power of the boat. In the same way， it is 

not through our own power but rather by the power of the Buddha 

Amida. This is what we call the other-power. 

4-1 

Someone may ask:“What do we mean by [practice that based in] 

“jiriki" (self-power)? 

The answer would be:“This indicates the practices of a person who， 

replete with mental afflictions， nevertheless (klesa) resolves to cut off 

their afflictions and attain buddhahood. However， despite devoting 

themselves to practice day and night， it is extremely difficult to cut off 

the afflictions of greed and anger that have accumulated within the self 

from a beginningless past. 21 

4-2 

In this way， it is difficult for us to cut off these tenacious afflictions of 

ignorance22 in a mind that is filled with the three poisons;23 it is like 

using a needle to break Mt. Sumeru24 into small pieces， or emptying 

out the great oceans with a ladle the size of a mustard seed. 

4-3 

5
 

5
 



tions14 welcomes us to his Pure Land such that no one is excluded. This 

is true for all sentient beings， even those who are deep in sin and bad 

karma.'5 ar町13.

2-3 

When we do not doubt our Birth and consider this seriously， if we 

recite namu amida butsu， namu amida butsu， whether we are “good" 

or“bad，" male or female， if there are ten people then all ten， if a hun-

dred people， all one-hundred will be able to be born in the Pure Land. 

3-1 

Someone may ask: “Will a11 the people who utter the buddha's name 

in their nenbutsu practice attain Birth?" 

We would answer that everyone can attain Birth by means of tariki 

nenbutsu， and no one doing jiriki nenbutsu can attain Birth. 

3-2 

Someone may ask: “What do we mean by [practice that is based inJ 

“tariki" (other-power) ?'6 

The answer would be: This refers to a nenbutsu that when intensely 

practiced while thinking of Birth will confirm one's Birth in the Pure 

Land， without regard to whether the practicioner regards himself as 

good or bad. 17 This is what we regard as tariki nenbutsu. 

3-3 

To give an example， suppose a fly was able to leap into the tale of a 

griffin'8 and fly the distance of 1000 li， or a shabby looking man upon 

meeting a wheel -turning monarch'9 was able to traverse the four conti 
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the Nirvana Sutra? 

1-4 

In this regard， if we pursue this a little further， according to the Lotus 

Sutra all buddhas in the three times (past， present， and future) have 

become buhhas through this sutra， and the tathagatas of the ten direc-

tions have attained enlightenment by means of this sutra. Thus when 

people respectfully read the Lotus Sutra what would be insufficient 

Oacking) for them? 

1-5 

Although in the days of this rhetoric， it was perfectly appropriate to 

address the issue in this way， our abilities are such that we cannot 

reach the level of those teachings. That is why we understand the Lotus 

Sutra to be directed to people of the abilities of bodhisattvas and ~rãva

kas， and we have to think that it cannot be appropriate for ordinary 

persons [like usJ 

2-1 

On the other hand， the Original Vow of Amida Buddha is a pledge that 

has been bestowed for all of us in the latter age， the merit of which 

confirms our Birth in the Pure Land. "There is no need to think about 

the implications of the fact that 1， myself， have been born as a 

woman， or how 1 [sufferJ from the afflictions of karma. 12 

2-2 

We have humbly encountered the V ow in which the Amida Buddha and 

all the buddhas in all three times13 and all tathagatas of the ten direc-
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Nenbutsu Ojo Yogisho 

0γz the Centγal Issues in Biγth via Nenbtusu 
Translated by Mark L. Blum， Yoshiharu Tomatsu， and Jonathan Watts 

1-1 

[The path toJ Birth in the Pure Land by means of nenbutsu does not 

discriminate those people who have committed the ten crimes' or five 

grave offenses.2 The Buddha Amida comes to greet and escort [the 

practicioner J to his pure land3 when ten utterances [of the nenbutsuJ 

are produced， or only even on utterance is made. 4 Because attaining 

buddhahood among the other schools [considered inJ the path to self-

perfection come from teachings for people5 of superior natures6 or supe. 

rior intelligence，7 this [pathJ is directed at ~rãvakas8 and bod. 

hisattvas.9 

1-2 

However the world we inhabit today has already entered the Latter Age 

of the Dharma (matto)， in which everyone is [born asJ an “unfortu. 

nate person" (akunin). Therefore rather than studying the traditional 

Buddhist teachings that are difficult， we should transcend the cycle of 

birth and death (saμsara) by means of reciting the sacred name'O of 

Amida Buddha. 

1-3 

But all the scriptures have been preached by Sakyamuni. Therefore 

what kind of trouble would we encounter in becoming a buddha if we 

practiced what is expounded in Mahayana sutras like the Lotus Sutra or 
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平均79.5%、第二位「年中行事J45.2%、第三位「事業広告J25.9%が三大情報

である。しかし、宗派別に分析すると各宗の特徴が見られる。これらの特徴は実

は現実社会の各宗派寺院の活動の特徴を反映したものに過ぎない。つまり、寺院

ホームページの内容は実際に社会活動の中で営まれている現実の寺院活動の反映

である。つまり、新しい情報ツールによって新しいことを始めるのではなく、現

実的に実社会で行っている寺院活動を情報ネットワークの上にいかにして実現し

て行くのかが課題であり、少なくともこれまでのホームページ利用はその線上に

あると考えられる。

今後も急速に社会の情報化が進行していくものと考えられるが、その社会の情

報化に寺院がうまく対応する鍵は、単に現実を反映しただけではなく新しい情報

ツールの特徴を生かした新しい利用方法を思いつくかにあると思われる。その意

味では寺院のホームページ利用は未だその緒に就いたばかりといえよう。
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とは住職、副住職やホームページ作成者の意見や考え方を記載してページである。

禅系寺院で記載率が高く、真言系寺院で低い。「レスポンスjとはホームページ

訪問者からの意見や反応を導く仕組みを持っているページがあるか否かであり 、

掲示板、記入フォーム、電子メール呼び出し等様々な方法が採られている。日蓮

系寺院の記載率が高くなっている。またこの表から読み取ることは難しいが、

「事業広告J記載寺院では「レスポンス」記載率が高くなっている。浄土真宗系

寺院ではレスポンスの記載率が低くなっているのも大きな特徴である。

分析寺院1187全体の平均記載率からの大きく (::t 10%以上)離れている特徴を

宗派別に見てみよう。天台系寺院の特徴は「事業広告jの記載率が高いことにあ

る。真言系寺院では「年中行事」の記載率が高く、「法話JrエッセイJの記載率

が低い。浄土宗寺院はこれといった特徴が無く平均的である。浄土真宗系寺院で

は「法話」の記載率が高く、「寺院概要Jr年中行事Jr事業広告JrレスポンスJ

の記載率が低い。禅系寺院では「寺院概要Jr広報Jr事業広告Jrエッセイ」の

記載率が高い。日蓮系寺院では「レスポンスjの記載率が高くなっている。それ

ぞれ、各宗派寺院の日常的な活動を示唆する値かも知れない。

表12 寺院ホームページの内容(浄土宗分修正、記載率 :%) 

天台系 真言系 浄土宗 時土真宗系 禅系 日蓮系 合計

サンプル数 107 261 154 255 226 184 1187 

l.寺院概要 82.2% 79.7% 84.4% 63.1% 93.4% 79.3% 79.5% 

2.年中行事 54.2% 6l.7% 40.3% 29.4% 48.2% 38.6% 45.2% 

3.広報 5.6% 3.8% 5.8% 1l.4% 23.9% 6.5% 10.1% 

4.教義 7.5% 6.9% 6.5% 23.5% 24.3% 22.3% 16.2% 

5 法話 11.2% 8.0% 15.6% 32.5% 27.4% 17.9% 19.8% 

6 活動報告 19.6% 15.3% 11.7% 17.6% 26.5% 18.5% 18.4% 

7 事業広告 38.3% 25.3% 27.3% 7.1% 37.6% 29.9% 25.9% 

8.エッセイ 13.1% 5.0% 1l.0% 19.2% 32.7% 2l.2% 17.4% 

9 レスポンス 20.6% 17.6% 12.3% 8.2% 27.9% 30.4% 19.1% 

( 4 )むすび

一般寺院のホームページを対象として調査分析を行った。その結果、一般寺院

のホームページに記載されている情報を記載率から見ると、第一位「寺院概要J
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表11 浄土宗寺院の内訳

実数 比率(%)

浄土宗 (内自主制作) 浄土宗 (内自主制作)

サンプル数 437 154 437 154 

1 寺院概要 410 130 93.8% 84.4% 

2 年中行事 63 62 14.4% 40.3% 

3.広報 9 9 2.1% 5.8% 

4 教義 11 10 2.5% 6.5% 

5.法話 25 24 5.7% 15.6% 

6.活動報告 18 18 4.1% 11.7% 

7.事業広告 44 42 10.1% 27.3% 

8.エッセイ 17 17 3.9% 11.0% 

9. レスポンス 19 19 4.3% 12.3% 

浄土宗寺院の修正を行った表12をみると、「寺院概要」については浄土宗、天

台宗系、禅系寺院での記載率が高い。これに対して浄土真宗系寺院で低い値にな

っているのが特徴である。これは浄土宗 ・禅系寺院では伽藍の意識が強いのにた

いして、浄土真宗系寺院では伽藍へのこだわりが少ないのかも知れない。「年中

行事jについては天台系、真言系寺院で高い記載率となっており、浄土真宗系寺

院での記載率の低さが特徴的である。これに対して天台系 ・真言系寺院での記載

率が高くなっている。「広報」は寺院の具体的な活動を報知するものであるが禅

系寺院で記載率が高くなっている。これは参禅会のような参加者を募る活動が活

発であるからであると考えることもできる。「教義」は各宗の根幹となる教えを

載せているか否かである。浄土真宗系、禅系、日蓮系寺院での記載率が高くなっ

ている。一方、天台系、真言系、浄土宗寺院の記載率はかなり低くなっておりそ

の差が特徴的である。「法話」は浄土真宗系寺院が突出して記載率が高い。つい

で禅系寺院となっており法話という言葉での布教を実施している寺院が比較的高

い。「活動報告Jは実際に行った活動の経過や結果等を記載しているもので、禅

系寺院の記載率が高い。「事業広告」は墓地分譲、葬儀斎場、ペット供養受付等

の事業についての記載があるもので天台系、禅系寺院の記載率が高くなっている。

一方浄土真宗系寺院では事業広告の記載率が低いのが特徴であろう。「エッセイ j
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44 念{弗寺 浄土宗 47.910 

45 功徳院 高野山真言宗 46，815 

46 紀三井寺 救世観音宗 45，761 

47 浄願寺 浄土真宗本願寺派 45，452 

48 西方院 浄土宗 45，106 

49 法雄山常休禅寺 禅系 44，167 

50 最福寺 高野山真言宗 43，259 

( 3 )寺院ホームページの内容

寺院ホームページで発信されている情報内容について内容を決め、その内容が

各寺院のホームページ内に記載しているか否かを分析した。この結果として、各

宗寺院ホームページのうち各内容が記載されている寺院ホームページ数の割合を

記載率(%)として示して。各宗の比較を行ったのが表10である。浄土宗寺院ホ

ームページは「寺院概要jのみの宗作成、教区 ・組作成のホームページが多数あ

るため、内容的な分析を行う場合に「寺院概要J以外の項目の記載率が低く示さ

れる可能性が大きい。このため、浄土宗寺院ホームページについては宗作成、教

区 ・組作成と自主作成を分けて分析した(表11)。そして自主作成分と他宗を比

較したのが表12である。

表10 寺院ホームページの内容(記載率:%) 

天台系 真言系 浄土宗 浄土真宗系 禅系 日蓮系

サンプル数 107 261 437 255 226 184 

l.寺院概要 82.2% 79.7% 93.8% 63.1% 93.4% 79.3% 

2.年中行事 54.2% 61.7% 14.4% 29.4% 48.2% 38.6% 

3.広報 5.6% 3.8% 2.1% 11.4% 23.9% 6.5% 

4 教義 7.5% 6.9% 2.5% 23.5% 24.3% 22.3% 

5.法話 1l.2% 8.0% 5.7% 32.5% 27.4% 17.9% 

6.活動報告 19.6% 15.3% 4.1% 17.6% 26.5% 18.5% 

7.事業広告 38.3% 25.3% 10.1% 7.1% 37.6% 29.9% 

8.エッセイ 13.1% 5.0% 3.9% 19.2% 32.7% 21.2% 

9 レスポンス 20.6% 17.6% 4.3% 8.2% 27.9% 30.4% 
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10 秀森山清水寺 禅系 126.585 

11 河久保同行の部屋 浄土真宗本願寺派 115，973 

12 崇敬寺 浄土真宗本願寺派 115，109 

13 聖徳寺 浄土真宗本願寺派 114，299 

14 法真寺 浄土真宗本願寺派 108，732 

15 北の政所ねね終駕の地、円徳院 禅系 107，147 

16 大雄院 禅系 102，138 

17 光輪寺 浄土真宗本願寺派 98，649 

18 東谷寺 真言宗豊山派 96，391 

19 しあわせ地蔵尊の寺へょうこそ 禅系 96，132 

20 宝泉寺 局野山真吉宗 93.679 

21 明覚寺 浄土真宗本願寺派 91，181 

22 観音寺 高野山真言宗 88，079 

23 不動院 真言宗豊山派 81，636 

24 妙念寺 浄土真宗本願寺派 74，583 

25 臨済寺 天台宗 72，135 

26 清水寺 天台宗 72，013 

27 大興寺 禅系 69，893 

28 善峯寺 天台系単立 68，643 

29 円満寺 高野山真言宗 66，865 

30 {弗日庵 禅系 60，510 

31 西楽寺 浄土宗 59，969 

32 立江寺 真言宗単立 ・他 59，886 

33 立正寺 日蓮宗 59，207 

34 蓮王寺 高野山真言宗 58，772 

35 善照寺 浄土宗 55，291 

36 東山寺 禅系 54，266 

37 西法寺 天台宗 53，648 

38 Cyber World 真宗輿正派 53.498 

39 地球はぼくらの遊園地 浄土真宗大谷派 52，158 

40 法華行者の会 顕本法華宗 52，010 

41 門徒のひろば 浄土真宗本願寺派 5l. 568 

42 浄念寺 浄土真宗本願寺派 50，483 

43 大光院 天台系単立 49，510 
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表 6 アクセス数上位のホームページ ー宗(包括団体)関連一

1 浄土宗宗務庁 浄土宗 454，892 

2 真言宗豊山派 真言宗豊山派 216，526 

3 東海教区仏教青年連盟 浄土真宗本願寺派 119.506 

4 日蓮宗 日蓮宗 96，813 

5 法華宗真門流 法華宗真門 69，495 

6 妙深寺 本門仏立宗 46.860 

7 Peace 日蓮宗 43，923 

8 本門{弗立宗 本門仏立宗 38，392 

9 全国日蓮宗青年会 日蓮宗 34，551 

10 天台宗典編纂所 天台宗 30，050 

表 7 アクセス数上位のホームページ ー各宗本山一

1 大覚寺 真百宗大覚寺派 201，556 

2 一乗院 高野山真言宗 169.778 

3 久遠寺 日蓮宗 131，704 

4 朝護孫子寺 信貴山真言宗 85，524 

5 知恩院 浄土宗 57，662 

表 8 アクセス数上位のホームページ ー観光寺院一

1 鈴虫寺 禅系 294，821 

2 金閣寺 ・銀閣寺 禅系 292，504 

3 中尊寺 天ム口申刀て 229，897 

4 了仙寺 日蓮宗 144，215 

5 嘗麻寺中之坊 高野山真言宗 75，860 

表 9 アクセス数上位のホームページ ー一般寺院一

1 京都寂庵 天台宗 394，887 

2 最低山極悪寺 浄土真宗本願寺派 367，420 

3 禅の里 ・永平寺へょうこそ 禅系 302，179 

4 禅・貞昌院のページ 禅系 252，840 

5 三宝寺 浄土真宗大谷派 231，312 

6 東光寺 高野山真言宗 191，558 

7 実相寺 日蓮宗 173，086 

8 飛不動尊正宝院 天台宗 131，209 

9 成正寺 浄土真宗本願寺派 129，360 
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一般寺院のホームページを対象にしているが、ここでは包括団体や本山のホーム

ページについても分析している。

表 5 アクセスカウンターの数値

~千未満
千以上~ 1万以上~

10万以上~
l万未満 10万未満

浄土宗 12.7% 60.3% 27.0% 0.0% 

浄土真宗系 7.1% 60.4% 31.4% 1.2% 

天台系 6.9% 43.1% 44.8% 5.2% 

真言系 4.7% 33.6% 57.8% 3.9% 

禅系 6.8% 50.0% 39.7% 3.4% 

日蓮系 21.3% 62.3% 15.6% 0.8% 

合計 9.6% 52.0% 36.0% 2.3% 

アクセス数上位のホームページ分析(表 6~表 9 )の対象はアクセスカウンタ

ーが設置されている寺院ホームページであり、平成15年 6月から 9月までの期間

に数値を取得した。これらの数値は取得時点に差異があるため正確な比較ではな

く、おおよその水準を示すものである。

表 6宗(包括団体)関連のホームページでは「浄土宗ホームページ」のアクセ

ス数が高い数値になっている。表 7本山級寺院のホームページでは「真言宗大覚

寺派大覚寺」のホームページの数値が高く、「浄土宗総本山知恵、院jは第 5位で

あった。表 8観光寺院のホームページでは「鈴虫寺Jが第 1位、続いて「金閣

寺 ・銀閣寺」となっている。

表 9一般寺院ホームページの中での第 1位は「京都寂庵」である。このホーム

ページは瀬戸内寂聴師の個人的なホームページである。第 2位の「最低山極悪

寺jは浄土真宗本願寺派が個人で作成運営しているホームページで、特徴的な内

容で人気が高い。第 3位は「禅の里 ・永平寺へょうこそ」で曹洞宗永平寺の僧侶

が個人的に作成している永平寺のホームページである。準公式ホームページのよ

うに見なされているのかも知れない。
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ようなホームページではアクセスカウンターが設置されていないことが多い。そ

こで、浄土宗寺院ホームページの内、自主制作のものに限って設置率を見ると

45.0%となり他宗で最も低い真言系の値に近づく。このような処理を行っても浄

土宗寺院のアクセスカウンター設置数は他宗に比較して低くなっている。

表 4 アクセスカウンター設置数

カウンタ有 HP数 割合

浄土宗 63 194 32.5% 

(自主制作のみ) (63) (140) (45.0%) 

浄土真宗系 169 324 52.2% 

天台系 58 107 54.2% 

真言系 128 265 48.3% 

禅系 146 227 64.3% 

日蓮系 122 196 62.2% 

計 686 1.313 52.2% 

前述のようにアクセスカウンターの数値は各ホームページへの訪問数を正確に

現すものではないし、アクセスカウンターの設置時点も異なるので数値をそのま

ま比較することに厳密な意味はない。しかし、アクセスカウンターの数値にはそ

の水準に明らかな差異があり、訪問者の数が多いか少ないかをおおよそ把握する

ことが可能である。

表 5に宗派別のアクセスカウンター数値の分布を示した。寺院ホームページの

およそ60% は I~ 1 万未満J、 36% は 11 万以上~10万未満j で 110万以上J の

アクセスがあるホームページはわずか 2%程度である。宗派別に見ると浄土宗、

日蓮系はアクセスカウンター数値が「千未満」と極めてアクセスの少ないホーム

ページが多いこと、一方 110万以上」のホームページが無い、あるいは極めて少

ないのが特徴である。これに対して天台系 ・真言系 ・禅系は10万アクセス以上の

ホームページが多いし、 l万以上の比率も多い。

そこで、アクセスカウンターの数値が大きいホームページを抽出し、どの様な

寺院のホームページへのアクセスが多いのかについて分析を行ってみた。その結

果をアクセス数上位のホームページとして表 6から表 9に示した。本調査研究は
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浄土宗所属の寺院ホームページを作成者別に内容分析すると、宗あるいは教区

単位、組単位で作成されたホームページは、寺院概要を示すページのみで構成さ

れており、多彩な内容を持った自主作成ホームページとは明らかな相違があるこ

とが分かる。そこで、浄土宗寺院のホームページ数から宗作成、教区 ・組作成の

ホームページと稼働していないものを除いて他宗と比較してみたのが表 3である。

このけっか、浄土宗寺院のホームページ保有率は2.8%となり若干高めである

が日蓮宗や天台宗とほぼ同一レベルの保有率になった。

表 3 浄土宗修正後のHP作成寺院の割合

全寺院数 HP作成寺院数 割合

浄土宗(修正) 6，929 194 2.8% 

浄土真宗系 20，825 324 l.6% 

天台系 4.464 107 2.4% 

真言系 12，446 265 2.1% 

禅系 20，875 227 l.1% 

日蓮宗 7.209 196 2.7% 

合計 72.748 l.313 l.8% 
出典)数値は平成12年末(宗教年鑑平成13年度版)、寺院数は宗教法人で寺院と教会の合計
浄土真宗系の数値は平成十四年度調査結果、他宗派は平成十五年度調査結果、浄土宗寺院では宗・教
区 ・組作成ホームページを除いた数

( 2 )アクセス数

寺院ホームページを来訪することをアクセスと言い、訪問数をアクセス数と呼

んでいる。多くの寺院ホームページは複数ページで構成されており、表紙に当た

る第一ページ目をホームページと呼んでいる。この第一ページ目にアクセスカウ

ンターと呼ばれる計数装置を組み込むことができる。

新たに第一ページ目に訪問が有った場合にアクセスカウンター数が lつ加算さ

れるようになっている。実際には第 1ページ目以外にも多くのページが訪問対象

になるので、訪問数を的確に計量するものではないが、訪問数の目安にはなると

考えられる。そこで、このアクセスカウンターが付いているホームページがどの

位あるかを各宗比較してみた。この結果浄土宗寺院のアクセスカウンター設置率

は32.5%であり他宗に比較して明らかに低くなっている。ところで浄土宗寺院ホ

ームページでは宗作成や教区 ・組作成のホームページが多く含まれている。この
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表 1 ホームページ作成寺院の割合

全寺院数 HP作成寺院数 割合

浄土宗 6.929 437 6.3% 

浄土真宗系 20，825 324 l.6% 

天台系 4.464 107 2.4% 

真言系 12，446 265 2.1% 

禅系 20.875 227 l.1% 

日蓮系 7.209 196 2.7% 

出典)数値は平成12年末(宗教年鑑平成13年度版)、寺院数は宗教法人で寺院と教会の合計

浄土真宗系の数値は平成十四年度調査結果、他宗派は平成十五年度調査結果

ここで、浄土宗寺院のホームページ保有率が突出している高い理由について分

析してみた。ホームページのドメイン名は寺院ホームページが何処のサーバーに

置かれているかを示すものである。浄土宗寺院ホームページのURLからドメイ

ン名をみると、同一サーバーの多数の寺院ホームページが置かれていることが多

いことが分かつた。つまり、浄土宗においては宗あるいは所属している教区単位、

教区の下部組織の組単位で寺院ホームページを集中的に作成していることが分か

った。

他宗派の場合には個別寺院が独自に寺院ホームページを作成しているのに対し

て、浄土宗は宗自体が寺院ホームページの作成に熱心であること、教区や組単位

でまとまって所属寺院のホームページを作成していることが特徴になっている。

また、宗で個別寺院ホームページのリンク集を作成しているのも大きな特徴であ

り、他宗派においてはホームページの内容審査無しに宗としてリンクすることは

大変困難なことであると聞いている。

表 2 作成者別の浄土宗寺院ホームページ

HP数 リンク切れ 稼働数

宗作成 95 94 

教区 ・組作成 129 。 129 

その他 59 2 57 

自主作成 154 17 137 

合計 437 20 417 

7
i
 

4
 



日蓮系(日蓮宗 ・日蓮系諸宗)

禅系(臨済宗 ・曹洞宗 ・禅系諸宗)

天台系(天台宗 ・天台系諸宗)

真言宗(真言宗各派 ・真言系諸宗)

小津憲雄

佐藤良文

斉藤隆尚

斉藤隆尚

既成仏教教団所属寺院のホームページの調査分析結果について、寺院の所属す

る宗派によって差異があるか否かを分析するために数量的な比較を行ってみた。

ホームページ分析には多大な時間を必要とするため、例えば分析時点が異なると

数量も変化する。例えば浄土宗寺院ホームページでアクセス数が多かった寺院の

アク セスカウ ンターで見れば平成14年 9月5日には41.832であったものが平成15

年 9月3日には59，969となっている。また、浄土宗寺院でホームページを持って

いる寺院数は平成14年 9月5日には321寺院であったが、平成15年 9月3日には

437寺院となっている。このように見ると各宗比較を行うためには、各宗の分析

を行った時点が同一であることが要請される。しかしながら、膨大な数量を同一

時点、で分析することは不可能でもある。本調査研究では浄土系を先行調査してお

り、浄土系のデータが一年古いものになってしまう。そこで、比較の中心になる

浄土宗についてのみ平成15年度に再調査を行いデータ更新を行った。

( 1 )ホームページ作成寺院の割合

各種リンク集、検索システムを利用して探索した結果見つけ出した寺院ホーム

ページ数を宗派別に一覧にした。浄土真宗系寺院の数値は時点が古いため低めに

なっていると思われる。この表を見て分かることは浄土宗寺院のホームページ保

有率が6.3%と突出して高いことである。
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5 各宗寺院の比較

専任研究員

調査研究の概要

メえ--， 岡 達雄

本調査研究は浄土宗総合研究所の研究テーマ「ホームページによる教化情報提

供運営①日本語によるホームページ運営Jのうち(三)ホームページのあり方の

研究の研究成果を取りまとめたものである。

この調査研究の目的は寺院によって作成されたホームページを精査することに

よってどの様な情報内容がどの様な方法で発信が行われているか等の情報を収集

分析し、今後の寺院からの情報発信に資する情報を得ることにある。

宗教関係のホームページは膨大な数存在するので調査分析対象として既成仏教

教団のホームページに限定した。調査研究の方法は、まず初めに各宗は寺院のホ

ームページを探索することから始まり、次に探索し見つけ出した寺院ホームペー

ジを目視し、どの様な情報はどの様な方法で発信されているのかを分析した。分

析を行ったホームページ数は1556、各ホームページは平均的におよそ十頁以上で

構成されているので、一万頁以上の情報を分析したことになる。

この調査研究は平成14年度 ・15年度の 2年間で行われたものであり、平成14年

度には先行的に浄土系(浄土宗 ・浄土真宗十派)の調査研究を行い浄土宗総合学

術大会に発表した。平成15年 2月には公開シンポジウムを行っている。平成15年

度には日蓮系(日蓮宗 ・日蓮系諸宗)、禅系(臨済宗 ・曹洞宗 ・禅系諸宗)、天台

系(天台宗 ・天台系諸宗)、真言宗(真言宗各派 ・真言系諸宗)、及び各宗比較の

調査研究を行い浄土宗総合学術大会に発表した。

調査研究の担当者は以下の通りである。

各宗寺院の比較

浄土系(浄土宗 ・浄土真宗十派)
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6. まとめ

以上の検討の結果を総括すると以下のようにまとめられるだろう。

a) 日蓮系の寺院ホームページは全体で196件が認められ、全寺院の 3%弱が開

設している。うち本門悌立宗のみ開設率が7%ほどと高い。

b) アクセス数は1，000件以上10，000件未満が最も多く、全体の 6割を占める。

c) 浄土宗、真宗十派と比較すると、日蓮系は教義解説、質問 ・掲示板のコンテ

ンツが比較的多い。

d) アクセス件数上位20件までのサイトは、教義解説、仏事解説、質問 ・掲示板

の三項目を取り入れている割合が高い。

e) アクセス件数上位20件までのサイトは、他に比べ英語のドキュメ ント 、もし

くはj-modeから閲覧可能なコンテンツを取り入れる割合が高い。
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〈グラフ 2>

個人

その他

研究

活動報告

質問、掲示極

lλ z入ト、
事業広告

エッセイ

円
寺報

仏事解鋭

法路

教穣

行事

概要

5. その他

E 

開

コンテンツとアヴセス数との関係性

1叫 2四 3叫 4叫 5明 6四 7開 8怖 9叫

HPのコンテンツ保有率

前にあげたコンテンツの面以外にも、この調査で見出された特徴がある。

一つはオリジナルドメインの取得率で、オリジナルドメインの取得は日蓮系全

体で190件中52件 (27.4%)が取得、アクセスカウンター設置のホームページで

は122件中29件が取得している。 10，000件以上が 9件 (45%)、1，000以上10，000

未満の76件で18件 (23.6%)、1，000未満の26件では 2件 (7.7%) と徐々にアク

セス数とともにドメイン取得率は下降している。

また、今回は調査の対象を日本語ホームページに限定して行ったが、英語版を

併設しているホームページが8件あり、うちアクセスカウンターが設置されてい

るものに 4件、うち 3件を上位20件で占める。また携帯電話からアクセス可能な

j-mode版を設置しているホームページが全体で 5件、うちアクセスカウ ンタ ー

が設置されているものに 3件、うち 2件を上位20件で占める。

以上のように多様なアクセス環境をもつこともアクセス増加の一因となってい

る可能性があるだろう。
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院概要と行事に関しては数値が高い。また、教義についての解説とレスポンスの

機能を持つ質問、掲示板、また個人のページについても比較的高い値が出ている

(グラフ 1)。

くグラフ 1>真宗十派、浄土宗とのコ ンテンツ保有率比較

(浄土宗、真宗十派については今岡前掲発表を参照)

個人

-浄土宗

質問、掲示板 園田蓮系

教.

行事

寺院紙要

日" 10% 20唱 30% 40% 50也 60% 70% 80也 90% 10側

このような全体のコンテンツ比率は、製作者側の関心の傾向を示す資料となる

が、一方でアクセス数の規模別に見たコンテンツ保有率の比較は、閲覧者側の求

めるホームページ像を探る指針と考えられる。以下これについても調査した。

アクセス数に基づいて、10，000以上 (20件)、 1，000以上10，000未満 (76件)、

1，000未満 (26件)の三つのグループ分けを行い、コンテンツの分布について、

全体とその 3グループとを比較した(グラフ 2)。

中でも最もアクセスが多い10，000以上のアクセスを持つグループでは、比較的

寺院概要の項が少なく、教義解説と仏事解説の項、質問、掲示板の項も大きな値

を示している。これらの項目がアクセス数と明確な関係を持っているのかについ

ては、尚検討を重ねる必要があるが、閲覧者側の求めるコンテンツについて一つ

の指針とはなりえるであろう。
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表 2 アクセス数分布

アクセス数 HP数 全体に対する割合

0以上100未満 2 l.6% 

100以上1，000未満 24 19.7% 

1，000以上10，000未満 76 62.3% 

10，000以上100，000未満 19 15.6% 

100，000以上 1 0.8% 

カウ ンターあり計 122 

カウンターなし 74 

総計 196 

表 3 アクセス数上位10までの日蓮系ホームページ

順位 名称 アクセス数 URL 

1 実相寺 133，303 http://page.freett . com/matsunaga/ 

2 了仙寺 74，742 http://www.izu.co.jp/-ryosenji/ 

3 HBS Network 46，860 http://www . butsuryushu. or jp/ 

4 広済寺と近松門左衛門 42.668 http://www . kosaiji .org/ 

5 蓮窓寺 29，576 http://www1.ocn.nejp/-rensouji/ 

6 総本山身延山久遠寺 24，482 http://www . kuonji jp/ 

7 日蓮宗蓮城寺 22，729 http://www .hct.zaq. nejp/renjouji/ 

8 尼僧喫茶 19.460 http://www5a . biglobe. ne jp/-obaccha/ 

9 於岩稲荷陽運寺 19，155 http://www.giao.com/oi wainaril 

10 さどわ ら鬼子母神 16，408 http://www.kishimojin.orjp/ 

4. コンテンツ

今岡達雄師が提案したホームページの内容分類(平成14年 9月、平成14年度浄

土宗総合学術大会 今岡達雄発表 『一般寺院におけるホームページの運用につい

て一浄土系寺院の現状分析-J)にもとづき、日蓮系においても同様の13項目の

内容分類を試みた(表 4)。

表 4 コンテンツ分類13項目の保有率

これについてみると、今岡が調査した浄土系、真宗十派と同じく、ここでも寺
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からは確認できなかったため、これら10の教団に絞って考察を進めることとする。

平成14年後半において、リンクなどを通じて確認する作業により日蓮系寺院の

サイトについて調査を行った。

これにより日蓮系において全体として196のホームページが確認された(表

1)。うち 6つはリンク集等から存在していた形跡を間接的にとらえただけであ

り、実質190件が実際に確認できた。これによれば日蓮系寺院がホームページを

開設している割合は、およそ2.8%であり、各教団別に見てもほぼ 1~3%の枠

内に収まる。ただ例外として本門悌立宗は、平均の二倍を上回る 7%近い開設率

をもっており、唯一その範鴫にない。

これらを調査するにあたり、活用したリンク集としては全宗派のサイトを網羅

したお寺ネット (http://www.otera.net/)、寺院コム (http://jiin.net/)の

ほか、日蓮系サイトのリンク集として Nichiren. ac (http://www . nichiren. 

ac/)があり、また日蓮宗のみの充実したリンク集を池上本門寺 (http://www. 

honmonji. or .jp/)、蓮城寺 (http://www.hct.zaq.ne.jp/renjouji!)のホーム

ページが掲載している。各 リンク集の規模であるが、お寺ネッ トや寺院コム、

Nichiren.acでリンクするサイトは各40件ほど、またYahoo!に登録されているサ

イトも50件ほどで、日蓮系寺院のホームページの全体把握は、現在のところ単一

のリンク集のみでは困難である。

3. アクセスカウンター

カウンターをつけたホームページは122件あり、全体の64%に達する。これら

を精査することにより日蓮系寺院のホームページにおけるアクセス数の傾向を把

握できる(表 2)。

1，000以上10，000未満の項が一番多く 、62.3%を占め、ついで1，000未満で19.7

%、 10，000以上で15.6%と続く。企業のホームページなどに比べると全般にアク

セス数は低調であるが、 10万件のアクセス数を数えるホームページも一件ある

(表 3)。

-34-



4 日蓮系寺院について

研究スタップ小津憲雄

1.はじめに

鎌倉時代の僧、日蓮聖人を始祖と定める宗教団体は、現在文化庁が刊行する

『年鑑J(以下『年鑑jと略す)に38団体が掲載され、 I年鑑jでは総じて「日蓮

系j と呼称されている。今回の論考は、このカテゴリーに属する教団の寺院が制

作したホームページを収集し、統計的な側面からそれらの特質の考察を試みたも

のである。以下上記の教団の一群を『年鑑jに従い日蓮系と称する。

2.概要

平成14年度版の『年鑑jに掲載された日蓮系の教団において、宗教法人として

登録された寺院と教会の総計は、 7209件となっている(r年鑑Jpp.72-75)。日蓮

系の教団は上述の通り38を数えるが、寺院数の上位10までの教団で、寺院数は

7030件、およそ97.5%を占める。ホームページについても、これら10の教団以外

表 l 教団別の寺院数とホームページ開設との関係

教団名 年鑑項目 寺院数 HP数 HP保有率(%) リンク切れ

l 日蓮宗 l 4，947 143 2.89% 6 

2 日蓮正宗 2 603 16 2.65% 。
3 法華宗(本門流) 4 432 8 1.85% 。
4 本門f弗立宗 22 272 19 6.99% 。
5 顕本法華宗 3 214 4 1.87% 。
6 法華宗(陣門流) 5 171 4 2.34% 。
7 法筆宗(真門流) 6 152 2 1.32% 。
8 日本山妙法寺大僧伽 28 100 。 。 。
9 本門法華宗 7 87 。 。 。
10 日蓮本宗 10 52 。 。 。

計 7.030 196 2.79% 6 

総計(38団体) 7，209(97.5%) 196 2.72% 
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今回の調査で寺院HPの利用も、宗派によりそれぞれ若干の違いがあることが

わかった。仏教系寺院もトータルでは75000ヶ寺程あるが、開設率から換算する

と、 2%としても1500ヶ寺程のHPがあることになる。今後、 HPの割合は増え

て行くだろうが、各HPのアクセスカウンターから見えるのは、一般寺院にあっ

ては、どの様に魅力のあるHPにするかが今後の課題であろう。

また、 HPの性格も今後棲み分けが必要になって来ると考える。いち寺院にあ

っては、不特定多数の来訪者よりも、檀信徒だけのHPの存在が重要になってく

るのではないだろうか。
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場所に表示されているHPも存在する。

4. ドメインの利用

インターネット上の住所といもいう

べきアドレスは、圧倒的に任意のプロ

パイダのアドレスを使用しているHP

が多いが、天台系、真言系ではオリジ

表13 メールアドレスの公開

住所 電話 Eメー/レ

天台系 87.9% 69.2% 77.6% 

真言系 92.3% 79.3% 65.1% 

浄土宗 21.6% 

真宗十派 74.1% 

ナノレドメインの割合が浄土宗、真宗と比べると非常に多かった。浄土宗、真宗系

はともに10%ほどに対し、表12のように天台系では30%、真言系では33%と3倍

の使用率である。近年汎用ドメインが使えるようになり、手軽に好きな名前を取

れるようになったため、今後さらに増えるものと恩われる。

まとめ

・HP開設寺院数

派が多いので寺院数によるパラっきはあるが、天台系、真言系にあっては相対的

にはほぼ同様の開設率である。

.ホームページの稼働状況

リンクからたどるも、他と同様である 0

.ホームページの内容

年中行事 ・活動が多く、次いで事業 ・レスが多くなっている。特に、事業に数え

た祈祷 ・祈願等、宗派独自の分野が際立つており、大きな要因の一つであると考

える。

-アクセスカウンター

観光寺院、祈祷寺院等有名な所のHITが目立つ。

.メールアドレス

事業広告と関連していることもあり、浄土 ・真宗を抜いてかなり多い0

.オリジナル ・ドメイン

活動形態の相違の為か、独自性を持つ為に多くなっている。
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表12

ドメイン

檀家

一般

english 

[-mod。
個人

その他

研究

活動報告

質問、掲示板

販売/その他

販売/お守り

斎場

祈待・供養

墓地

事業広告

エッセイ

寺報

仏事解説

j去話

教義

行事

概要

0.0見 60.0% 80.日目 100.0% 20.0首 40.0首

国

4. 住所・電話番号・メールアドレスの公開

HP上で、住所 ・電話番号 ・メールアドレスをどの程度公開しているかである

が、表12は天台系、真言系、浄土宗、真宗十派の割合を表したものである。メー

ルア ドレスに関しては天台系が最も高く 77.6%で、ついで真宗十派74.1%、真言

系65.1%と浄土宗と比べると非常に高い。住所、電話番号にあっても、完全に公

開しているHPは、平均すると82%にとどまる。 HP上で住所 ・電話番号 ・メー

ルアドレスを公開する賛否もあるが、寺院HPではやはりこの三点については公

開の必要性があるのではないか。中には全く非公開のHPや非常にわかりづらい
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表11

7事業広告 8エッセイ 9レスポンス 10その他 11.個人HP

表12では天台系 ・真言系の 2派についてもう少し詳しく調べてみた。

特に顕著なのが事業広告である。真言系で37%、天台系で42%が掲載されてい

る。内容としては霊園 ・墓地の使用者募集、祈祷 ・祈願の案内と受付、斎場案内、

お守りの販売などである。墓地にあっては天台11.2%、真言8.8%、祈願・祈祷

は天台16.8%、真言19.9%と高い割合を示した。

また英語表示とj-modeが使えるHPも10%前後あり比較的高い数値が得られた。

特に天台系は真言系の 2倍ほど数となっている。
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3. H Pの内容について

天台系、真言系各HPがどの様な構成で成り立っているかを、 11項目について

各HPの内容を区分し、今岡氏が先に調査した浄土宗、真宗十派を加えて比較し

たのが表10・11である。

寺院概要をのぞき、他は全て浄土宗より高い比率を持っている。特に顕著に表

れているのは年中行事、事業広告、レスポンス、その他の項目であろう。年中行

事は50%以上のHPで、年間スケジュールを表示し、いつどの様な行事が開催さ

れるかを明確にしている。事業広告では、霊園や墓地の使用者募集、斎場紹介、

加持祈祷の案内、宿坊や精進料理の紹介等様々なものが取り上げられている。

事業広告に関連して高いのがレスポンスである。このことは特に事業広告と関

連し、 HPに訪れる人との関係をどの様に捉えるか一つの目安となる。その他の

項目では、ギャラリーや保育園、園芸、講座などをHPで扱っている。

ここで真宗十派と逆転するのは、広報、教義、エッセイ、法話についてである。

真宗十派はこの四つにカを入れているが、天台 ・真言系は浄土宗よりわずかに高

いだけである。 HPで主張する内容の違いが顕著に表れているのではないだろう

か。

表10

1寺院慨要 2年中行事 3広報 4教事E 55圭話 6活動報告
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的な寺院においては、そのアクセス数にもそれぞれに限界があることが推察され

る。

( 3 )アクセス数の変化

今回の調査は前後して 2回行ったが、その調査でアクセスの記録が2回取れた

HPがあるので、 10ヶ月間のアクセス数の変化をカウ ンター数の多いものを集め

て集計してみたものが表 8、表 9である。これは毎月の集計ではないので、どの

様な状態でアクセス数に変化があるかは不明であるが、おおむね1200件から4300

件程度のアクセス数になる。インターネット上では一日に数千から数万件以上ア

クセスされるHPが数多くあるが、寺院HPでは有名観光寺院等でもそれほど多

くないことがわかる。このような寺院であっても一日数十件もあれば多い方はな

いかと思われる。一般寺院あってはこの100分の l以下になるであろう。 HPに

不特定多数の人が訪れるには、やはりそれなりの内容が伴わない限り、意味のな

いHPになってしまう可能性が大きい。

表 8 天台系 Hitの推移

今回

飛不動尊正宝院 120.013 

清水寺 62.928 

日光山輪王寺 57.732 

善峯寺 59，283 

臨済寺 7l. 234 

西法寺 51，971 

大光院 46，805 

表 9 真言系 Hitの推移

今回

真言宗豊山派 196，000 

大覚寺 183，924 

一乗院 155，592 

東谷寺 89.762 

観音寺 81，451 

朝護孫子寺 77，021 

竺日王寺中之坊 70，084 

前回

76.400 

20.749 

22.180 

25.128 

52，122 

38，120 

33，935 

前回

119.338 

115，392 

110，863 

65.386 

51，806 

42.424 

44，071 
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差 1ヶ月Hit 10ヵ月後

43.613 4.361 157% 

42.179 4.218 303% I 

35.552 3.555 260% I 

34.155 3.416 236% 

19，112 1，911 137% 

13，851 1，385 136% 

12，870 1，287 138% 
」

差 1ヶ月Hit 10ヵ月後

76，662 7.666 164% 

68，532 6，853 159% 

44，729 4，473 140% 

24，376 2，438 37% 

29，645 2，965 157% 

34，597 3，460 182% 

26，013 2，601 159% 



表 5

天台系

1000以下 6.8% 

10000以下 44.1% 

100000以下 44.1% 

100000以上 5.1% 

表 6 天台系 TOP10 

天台宗 尽都寂庵

天台宗 中尊寺

天台宗 飛不動尊正宝院

天台宗 臨済寺

天ム口刀出て 清水寺

天台系単立 善峯寺

天台宗 日光山輪王寺

天台宗 西法寺

天台系単立 大光院

天台宗 大輿善寺

表 7 真言系 TOP10 

真言宗豊山派 真言宗豊山派

真言宗大覚寺派 大覚寺

高野山真言宗 東光寺

局野山真言宗 一乗院

高野山真言宗 宝泉寺

真言宗豊山派 東谷寺

高野山真吉宗 観音寺

信貴山真言宗 朝護孫子寺

真言宗豊山派 不動院

高野山真言宗 首麻寺中之坊

真言系

4.7% 

33.3% 

58.1% 

3.9% 

430.764 

198.178 

120.013 

71.234 

62.928 

59.283 

57.732 

51.971 

46.805 

44.168 

196.000 

183.924 

182.875 

155.592 

92.085 

89.762 

81.451 

77.021 

76.470 

70.084 

天台系 真言系

4件 6件

26件 43件

26件 75件

3件 5件

59件 129件

で比較すると、真言系のHP

は天台系より相対的にアクセ

スが多くなっている。特に十

万以下のHPのアク セスは天

台系より多い。

( 2 )アクセスカウンター上

位10までのHP

天台系、真言系の各アクセ

スカウンター上位10件のHP

の一覧である。

京都寂庵 (http://www. 

jakuan. com/) は瀬戸内寂

聴氏のHPである。 43万件以

上のアクセスがあり 、非常に

高い人気を得ている。 他の

HPは多い場合19万か ら12万

件であり、 15万件前後が多い

部類に入る。それに続き 9万

件か ら4万件のHPへと続い

ている。 2派では真言系のアクセスの多さが顕著に見られる。京都寂庵と他のサ

イ トの違は、京都寂庵自体が観光寺院ではなく、またHPの形態が個人HPと同

じような作になっていること、掲示板の利用が高いことである。観光寺院や一般
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l.2%と低いのが特徴的である。

寺院数が3.500ヶ寺から数ヶ寺まで聞きがあるので、 200ヶ寺以上を比較してみ

ると、 1.2%から2.6%までと 2倍以上の聞きがある事がわかる。ここでは豊山派

1.2%、大覚寺派1.6%と低い傾向が現れている。単立系の寺院総数は不明である

が12ヶ寺ある。割合としては500ヶ寺規模の宗派と同じ程度の件数があり、 HP

の活用に力を入れている事が推察される。

(3) H P開設比率

天台系、真言系のHPの開設比率は表 3では、天台系

で2.4%、真言系で2.1%となり 、共に幾分高い比率とな

った。 HPを開設する要素として、寺院紹介という要素

も大きいが、天台 ・真言系あっては観光案内、宿坊運営、

加持 ・祈祷等の宗派独自の要素も HP開設の要因になっ

ているのではないかと思われる。

( 4 ) リンク切れ

リンクが検索先からたどれない

HPは表 4の通りである。おおむ

ね 6%から 9%でほぼ各宗とも同

じ割合で欠知している。調査した

1回目と 2回目との10ヶ月の聞に

表 4

天台系 107 

真言系 261 

浄土宗 321 

真宗系 324 

禅宗系 287 

表 3

天台系 2.4% 

真言系 2.1% 

浄土系 1.7% 

真宗系 1.8% 

曹洞宗 2.4% 

臨済宗 1.1% 

6 6% 

24 9% 

29 9% 

26 8% 

21 7% 

も閉じられたHPが複数見られる。特にリンク切れについては殆どのアドレスが

個人使用アドレスのHPに多い。個人HPの場合、アドレスが変更されると以前

のアドレスについて変更後は使用不能な場合が多いので、乗り換えた場合の周知

も難しいと思われる。

2. アクセスカウンター

( 1 )アクセス数の分布

天台系、真言系の各HPのアクセスカウンターのあるHPを千以下、一万以下、

十万以下、十万以上で区分したのが表 5である。天台系では一万以下、十万以下

がほぼ同数であるが、真言系は20%以上伸びている。 HPへのアクセス数で 2派
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4，8%から天台宗2，8%、本山修験宗が2，7%、寺門宗2，5%、金峯山修験本宗1，8

%となり、平均は2，4%となる。また和宗は寺院数が少ないので開設率が高くな

るので誤差の範囲と考え、天台系全体としてはほぼ平均していると見ていいだろ

つ。

( 2 )真言系

同じく真言系寺院の14年版宗教年鑑の総数は12，446件である。表 2はその内訳

を示したものである。宗教年鑑は真言系として46派が掲載されている。本表も天

表 2 真言系の総数

派 寺院数

局野山真言宗 3，496 

真言宗智山派 2.896 

真言宗豊山派 2，630 

真言宗醍醐派 874 

真言宗御室派 767 

真言宗単立 ・他 不明

真言宗善通寺派 231 

真言宗大覚寺派 387 

真言宗泉涌寺派 64 

真言宗 不明

真言宗東寺派 73 

信貴山真言宗 28 

真言宗神道派 6 

真言宗金剛院派 55 

局野山真言宗犬鳴派 10 

真言三宝宗 7 

真言宗須磨寺派 10 

真言宗湯殿山派 不明

真言宗霊雲寺派 30 

真言律宗 不明

霊山寺真言宗 4 

救世観音宗 16 

合計 12.446 

HP % 

85 2.4% 

69 2.4% 

32 l.2% 

19 2.2% 

15 2.0% 

12 

6 2.6% 

6 l.6% 

5 7.8% 

3 

2 2.7% 

I 3.6% 

1 I 16.7% 

l.8% 

1 I 10.0% 

1 I 14.3% 

1 I 10.0% 

3.3% 

1 

1 I 25.0% 

6.3% 

265 2.1% 
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台系と同じく HPがある派

のみをあげている。

表 2では22に分類しであ

るが、そのうち単立が12件、

HP上か らはどこの派に属

するか不明なのが3件あっ

た。また自称で派を名乗っ

ているものが l件で、これ

はHP上の表記を用いであ

る。その他幾つか寺院数不

明な所もあるが、これは宗

教年鑑に無いもの、または

派にとらわれることなく運

営されているサイト等であ

る。

高野山派、智山派、豊山

派と寺院数的には 3派が全

体の72%程を占めている。

始めにこの 3派を比較する

と豊山派のHPの開設率が

他の 2派と比べると半分の



3 天台系・真言系寺院について

研究員斉藤隆尚

調査の概要

本調査における天台系及び真言系寺院にあっては、 1回目を平成14年 8 月~9

月、 2 回目を平成15年 5 月~6 月にかけてインターネットで検索した寺院ホーム

ページ(以下HPと表記)である。検索されたHPは寺院だけではなく宗派のHP、

青年会関係HP、教区HPなどを含むものである。

当初、調査対象を選択する時に使用したHPと検索サイトは寺院コム (http://

jiin. net)、お寺ネット (http://www.otera.net/)及びYahoo(http://docs. 

yahoo. co . j p/ docs/ search. html)の 3つを使用したが、当該寺院HPの数には思

っていたほどの伸びが無 く、2回目には各HPからのリ ンクなどを積極的に利用

した。

1.宗派別サイト数

( 1 )天台系

平成14年版『宗教年鑑』によると、天台系寺院の総数は4，464件である。表 1

はその内訳を示したもので
表 1 天台系の総数

ある。宗教年鑑には天台系

として20派が掲載されてい

るが、本表はHPがある 5

派と単立を含めた合計 6派

をあげている。

HPの開設総数は107件

で全体的な開設率は和宗の

派

天ム口c刀bて

天台寺門宗

本山修験宗

金峯山修験本宗

和 '刀三=てァ

天台系単立

合計

-23-

寺院数 HP % 

3.345 92 2.8% 

198 4 2.0% 

183 5 2.7% 

109 2 l.8% 

21 l 4.8% 

不明 3 

4，464 107 2.4% 



「レスできる、またBBS設置が多い」こと、また臨済宗については「教義 ・法話

が多く J、それに近い形(僧侶側からの語りかけ)である「エッセイも高いj と

いう程度であろうか。また、今回は禅宗系統について「寺報Jをウエップ上で見

られるかも調べたが、臨済宗の方が有意に高いと言うことができる。

1四J.O%

印刷

60倒

40.0% 

20.0% 

0.0% 

寺院概要 年中行事 広報 一般広報 広報 教. 法鱈
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なことと思われる。

また、エッセイ、つまり僧侶の個人的意見などが載っているページも多く見ら

れる。「教義」がいわば公式見解なのに対し、エッセイは私的なものであり、よ

り一般的な語り口で、日々の想いや雑感を記しているものが多い。(表 2) 

ところで、掲示板には大きく分けて 2種類あって、現物の掲示板のように「お

知らせjをする機能を持たせている場合と、インターネットの特色を生かした

「訪問者との双方向的意見発表J、あるいは「雑談 ・筆談Jのような使い方をする

場合がある。今回、掲示板の設置してあった寺院のうち、 63件が双方向的な使い

方であり、全体に対しては約 4分の lであった。

これは、先ほどのエッセイの多さとあいまって、僧侶個人が前面に出ることの

多さを示唆している。ホームページが、寺院という器と共に、その所属する僧侶

のページという意味合いを持つ指向の現れということができるのではないだろう

か。また、掲示板の内容を読んでいくと、「この間の参禅会では…Jといった読

者(参禅者)からの書き込みが多く見られる。エッセイに触発されてか、読者か

らのエッセイめいた、あるいは日記めいた書き込みもある。そういった、実際に

対面する「会Jのフォローとしても、掲示板は役立つているようだ。

( 4 )浄土宗との比較

以上、禅宗におけるホームページの使われ方を概観してきたが、それは「檀信

徒も含め、それ以外の人たちへの広報と、そのフォローを大きな特色としている。

また、寺院と並び僧侶自身が表出する機会が多いJとまとめることができるだろ

う。これはそのまま浄土宗寺院ホームページとの比較としても指摘することがで

き、今後のホームページの指向の一つを示唆しているように思われる。

( 5 )曹洞宗と臨済宗の比較

なお、参考として、開設ページの多い、曹洞宗と臨済宗について、内容の比較

を概観した(下図)。これを見る限り、そう大きな差は認めにくいが、指摘でき

る事としては、曹洞宗の方が「一般向け広報が多く載せられJ、呼応するように

-21 



コンテンツ比駿(1)

1田崎

80倒

60価

40.0¥ 

20.0¥ 

0.0¥ 

寺院栂要 年中行. 広岨 一般広岨 広輔オア 韓樟 法話

ここに見られるように、「寺院概要Jr年中行事j といった、寺院個別の情報を

載せているページは、やはり多いと言える。また、注目されるのは「広報」の高

さで、浄土宗に対して 5倍以上の割合で情報が載せられている。また、教義 ・法

話の率が高いことも注目される。

ただし、この「広報jの見られる157件のうち、一般を意識しているものが103、

メンパー向けのものが19、両方への広報が35と、メンバー、 つまり檀信徒に向け

たものよりも広く一般への広報、具体的には「参禅Jの呼びかけが多いことが特

徴になっている。

コンテンツ分類のうち、後半のものについては、「レスポンスJの高いことが

特徴としてあげられる。これは、「メールアドレス明記」のものから「掲示板の

設置Jまで、レベルは様々であるが、これも浄土宗に比してとても高いものであ

る。宗派を問わず、「広報 ・広告Jのある場合は、それを読んだ人からの連絡の

受け皿として、双方向的な入り口を用意しておくのが常であるから、これは自然

100.0也

80.0唱

60.0% 

40.0% 

20.0首

0.0首

コンテンツ比較 (2)
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表 2 曹洞宗系カウンタ上位寺院

寺院名 URL カウンタ

永平寺 http://www.mitene.or.jp/-katumin/index.html 234.098 I 

貞昌院 http://teishoin . net/ 215，488 

長泉禅寺 http://www3.ic-net.or.jp/-yaguchi/index.htm 82，231 

鳳仙寺 http://www.hosenji.or.jp/ 62，105 

東山寺 http://www.fsinet.or.jp/ーtozanji 44，505 

善昌寺 http://www.fuchu.or.jp/-zenshoji/ 36，520 

大蓮寺 http://www.e-sadonet.tv/-tubaki/ 34，883 

常泉寺 http://www.jousenji.com/ 31，649 

万福寺 http://www.manpukuji.net/ 27.497 

神応寺 http://ha6.seikyou . ne. jp/home/jinnouj i/ 26，867 

表 3 臨済宗系カウンタ上位寺院

寺院名 派 URL カウンタ

鈴虫寺 永源寺派 http://www.suzutera.or.jp/ 294.821 

金閣寺 相国寺派 http://www.shokoku-ji.or.jp/kinkakuji 292，504 

銀閣寺 相国寺派 http://www.shokoku-ji.or.jp/ginkakuji 292，504 

清水寺 向獄寺派 http://www.cosmo.ne.jp/-hidemori/ 88，798 

円徳院 建仁寺派 http://www.kodaiji.com/entoku-in/ 87.628 

大雄院 南禅寺派 http://www.thezen.or.jp/ 84，903 

大興寺 南禅寺派 http://moriao . com/ 69，893 

南禅寺 南本単寺派 http://nanzenji . com/ 52，47l 

イ弗日庵 円覚寺派 http://www.butsunichian.com/ 44，338 

瑞雲院 南禅寺派 http://www.hokuriku.ne.jp/genkai/ 30.592 

承福禅寺 大徳寺派 http://www.munakata.ne.jp/-soiku/ 30，592 

( 3 )コンテンツの比較

次に、禅宗全体として、浄土宗との比較の中で、寺院概要 ・年中行事・教義な

どのコンテンツ出現率を見ていく。
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東福寺派 363 2 0.6% 

相国寺派 93 4 4.3% 

建仁寺派 70 3 4.3% 

天龍寺派 105 5 4.8% 

向獄寺派 61 l 1.6% 

大徳寺派 201 6 3.0% 

国泰寺派 33 。 0.0% 

輿聖寺派 8 。 0.0% 

単立・不明・他 4 

一畑薬師教団 27 。 0.0% 

黄紫宗 455 10 2.2% 

全体 20，875 226 1.1% 

なお、本稿では一般寺院における開設を対象としているため、一畑薬師教団な

ど教団公式ページや、大本山のものは除外している。

臨済宗については、『宗教年鑑』には15の派が見られるが、ページの中には派

の明記がされていないものも目についた。単立の可能性もあるが、特に観光に重

きを置いているような寺院で、派の表示に拘りが薄い印象であった。寺院そのも

ののページには記述がなく、他のページで紹介される時に派が明記されている場

合なども見られた。ちなみに、曹洞宗には派がないため、このよ うな問題は起き

ていない。

( 2 )カウンタ上位の寺院について

カウンタを設置している寺院は146件あり、 10.000ヒットまでが約半数、 10万

ヒット以上の所は 5か寺(ただし、金閣 ・銀閣は 2か寺としてカウント)見られ

た。永平寺(ただしこれは、寺院公式サイトではなく、ファンの手による物)を

含む観光寺院が上位を占めるが、 95年に開設され、ウエプカメラなど多彩なコン

テンツを持つ一般寺院も含まれている(横浜 ・貞昌院)。
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2 禅宗系寺院について

嘱託研究員佐藤良文

( 1 )調査の概要

禅宗寺院の調査については、平成15年 2月に行った。対象としたのは、「寺院

コムJijtvanJと「曹洞禅ネット」である。このうち、重複 ・本山 ・団体 ・リン

ク切れなどを除く 220余か寺が、今回の分析の対象である。

リンク集に対し、その時点でリンク切れ(いわゆる403、404)になっていたも

のは46件あった。ただし、それらが廃止されたのか、アドレス変更になったかは

定かではないものも含む。対象ホームページの内、オリジナルドメインを持って

いる物が73件あったが、それ以前に予備調査を行った集計よりも増加しているこ

とから、廃止よりもアドレス変更によるリンク切れの多いことが予想される。

なお、禅宗関係のリンク集としては、「禅文化研究所http://www . zenbunka . 

or.jp/ Jや、「曹洞禅ネットhttp://www.sotozen-net.or.jp/Jも充実している

ホームページの開設率は、宗教年鑑に見る20，875件に対してみると約l.1%と

なり、浄土宗に比しては低いが、まず平均的な値ということができるだろう。

表 1 ホームページの解説率

宗派 寺院数 HP HP/寺院数

曹洞宗 14，674 130 0.9% 

臨済宗 5，719 86 l.5% 

妙心寺派 3，393 18 0.5% 

建長寺派 406 8 2.0% 

円覚寺派 211 2 0.9% 

南禅寺派 426 26 6.1% 

方庚寺派 17l 2 l.2% 

永源寺派 128 3 2.3% 

仏通寺派 50 2 4.0% 
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なものである。仏事の習慣を知らない多くの人々、パソコンやネットワークの知

識を持たない多くの人々等である。これから誰にどのような情報を提供できるか

が今後の課題であろう。
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インとはHP作成寺院が固有のインターネット上の名前を持っていることを示す。

例えば浄土宗善照寺ではzenshoji.or .jp、zenshoji.jpという 2つの ドメインを所

有している。オリジナル ・ドメインを取得し利用している寺院は浄土宗で8件、

真宗十派で26件であった。これは平成14年 8月現在で稼働している浄土宗寺院作

成HP(自主制作)の9.0%、真宗十派寺院作成HPの10.2%でほぽ同レベルであ

る。

( 8 )まと め

浄土宗一般寺院のHPとこれと対比するために真宗十派の一般寺院のHPを対

象にして分析を行ってきた。浄土宗寺院のHPは真宗十派寺院に比較してHP作

成寺院数が多い、しかしこれは宗、教区、組等の組織がHP作成を推進した結果

で表面上は普及率が高くなっている。しかし、 HPに記載されている内容の点か

らみると単に寺院概要が示されているだけである。組織的推進のHPを除 くと

HP作成寺院の比率はほぼ同率である。

HPの内容は浄土宗寺院では寺院概要や年間行事のような寺の特性項目を重視

するのに対して、真宗十派寺院では教義 ・経典 ・法話が重視される傾向にある。

また、浄土宗寺院では事業広告(墓地、斎場、ペット供養)の比率が高い。

寺院HPへのアクセス数は人気サイトが一日 3億回も見られているのに対し、

最大で見積もっても一日500アクセス程度、平均的には一日15回程度である。ア

クセス数は内容の豊富さバラエティよりも、特徴的な内容を提供することによっ

て数を増やすことができる。 HPへの訪問者が期待しているのは仏事に対する習

慣や常識的な対応方法であり、このような情報の記載はHPはアクセス数を向上

させる効果があった。また、パソコンやインターネット、携帯電話のマニアック

な使い方を提供することもアクセス数を向上させる効果があった。しかし、今後

ともこのような情報が必要とされるか否かは分からない。

HPの構成内容を分析して気がついたことは、これまでのHPは寺院概要、年

間行事、寺報、教義、法話にせよ素材をインターネット上に乗せることに努力の

中心があったように思われる。これまで成功したHPは情報提供の対象者が明確
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4 葬式と法事 2，126 4.8% 
5 真宗聖典 1，706 3.8% 
6 お寺の新聞 1，302 2.9% 
7 逮夜と満中陰 1，209 2.7% 
8 メンデルの法則 929 2.1% 
9 冗禄仇討ちの記録 863 l.9% 
10 阿弥陀経を読み解く 714 l.6% 

出典)http://www.gem.hi-ho.ne.jp/cgi-bin/user/sogenji/limemgr.cgi 

( 6 )メールアドレス

浄土宗一般寺院でアクセス可能なHP292件のうちメールアドレスあるいはフ

ォーム入力式のメーノレが記載されているものは63件 (2l.6%)であった。メール

アドレスの表示はインターネットを介してレスポンスを受け付けるという意思の

表示である。逆にメールアドレスの表示がないHPはレスポンスを拒否している

ことになる。確かにメールアドレスを表示すると不要なメールが届くことがある。

だからといって表示しないということはインターネット上で情報発信を行う資格

に欠けるものと思われる。

真宗十派ではアクセス可能なHP255件のうちメールアドレスあるいはフォー

ム入力式のメールが記載されているものは189件 (74.1%)であった。浄土宗

HPのうち自主作成HPに限定すると89件中メール表示のあるものが60件 (67.4

%)となり、真宗十派の値に近づく。つまり、インターネットに直接アクセスす

る手段を持たない寺院がHPを作成した場合、当然のことながらレスポンス先の

メールアドレスを持たないのでメールアドレスが表示されなしh本来ならばHP

へのレスポンス手段として何らかの方法が必要である。

(7)オリ ジナル・ドメイン

インターネット上に存在するコンピュータやネットワークにつけられる識別子

(名前)。インターネット上の住所のようなもので、数字の羅列であるIPアドレ

スは人間にとって扱いにくいため、アルファベットと数字(と一部の記号)を使う

ことができるドメイン名を別名として運用するようになった。オリジナル ・ドメ
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現代語訳Jr写真集Jから構成されているが、言いたい放題に種々のトピックに

コメントしているところが良い点なのかも知れない。第 2位の浄土真宗本願寺は

光輪寺の「坊さんの小箱」では、「国立墓苑について」、「宗会漏洩問題」、「脳

死 ・臓器移植J、「還浄資料j、「同朋運動」、 IHPの現状と課題」など社会的問題

や宗内の最新の話題にコメントしているところが良い点なのかも知れない。第 3

位は浄土真宗本願寺派崇敬寺の寺庭婦人(坊守)が制作している「自分さがしの

仏教入門Jで、時々に生活の指針となるような言葉に行き着くように構成されて

いる。寺院のことではなく、人の迷いや生き方に関するHPになっているところ

が良い点なのだろう。

4位法真寺、5位聖徳寺、 6位三宝寺、 8位明覚寺はコンピュータやネットマ

ニアによって作成されたと思われるHPで、携帯機器用のHP作成言語、 PCの作

り方やフリーソフト、ネ ット回線速度の計測ソフトウェアなどのダウンロード案

内がある。

7位成正寺は浄土真宗仏事相談サイトで「浄土真宗でのタブーJ、「浄土真宗の

お仏壇J、「浄土真宗の葬儀」、「浄土真宗門徒のお墓」、「大谷本廟への分骨 ・納

骨J、「法事 ・法要について」、「浄土真宗での水子供養Jが記載されている。典型

的なハウ ・ツーものだが人気が高い。

9位妙念寺は真宗の教義、経典の現代語訳や法話などがあり、携帯電話の iモ

ード対応が特徴である。 10位宗玄寺は多彩な内容でアクセスされている。

10位宗玄寺ではHP内の頁別アクセス状況を表示している。このアクセス集計

によれば、仏事の習慣に対するページのアクセス比率が高くなっている。第 2位

にある「忠臣蔵 ・.Jはこの寺が赤穂浪士ゆかりの寺だからで観光案内のような

ものであろう。

ページタイト/レ

思中 ・喪中 ・けがれ

忠臣蔵ゆかりの地

戒名と戒名料

アクセス数 | 総アクセス比

3，4681 7.8% 

17971 6.3% 

2，1851 4.9% 

守
U

7
i
 



表 6 真宗十派のアクセスTOP10
2002年 9月5日現在のアクセスカウンター数

1 最低山極悪寺 兵庫県西宮市 本願寺派 304，866 

2 光輪寺 兵庫県神埼郡 本願寺派 109，162 

3 崇敬寺 福井県福井市 本願寺派 90，740 

4 法真寺 広島県福山市 本願寺派 82，898 

5 聖徳寺 京都府泉都市 本願寺派 81，749 

6 三宝寺 埼玉県北葛飾郡 大谷派 81，262 

7 成正寺 神奈川県横浜市 本願寺派 73，793 

8 明覚寺 大阪府泉南市 本願寺派 60，326 

9 妙念寺 佐賀県佐賀市 本願寺派 54.904 

10 宗玄寺 兵庫県篠山市 大谷派 48，633 

(参考 :2003年 9月3日現在のアクセスカウンター数)

最低山極悪寺 浄土真宗本願寺派 367，420 

2 三宝寺 浄土真宗大谷派 231，312 

3 成正寺 浄土真宗本願寺派 129，360 

4 河久保同行の部屋 浄土真宗本願寺派 115，973 

5 崇敬寺 浄土真宗本願寺派 115.109 

6 聖徳寺 浄土真宗本願寺派 114，299 

7 法真寺 浄土真宗本願寺派 108，732 

8 光輪寺 浄土真宗本願寺派 98，649 

9 明覚寺 浄土真宗本願寺派 91，181 

10 妙念寺 浄土真宗本願寺派 74，583 

( 5 )アクセス数とHP内容

HPに記載されている内容とアクセス数には何 らかの関係があるはずである。

アクセスカウンター数とHP内容の種類数は両者とも計数的に扱える数値である

ので、両者の相関分析を行ってみた。その結果、アクセスカウンター数とHP内

容の種類数には相関関係は見られないことが分かった。多分、 HPへのアクセス

数はHP内容が多彩であることが重要ではなく、訪問者を引きつける内容そのも

のに依存するものと思われる。

例えば、今回分析対象の中で最もアクセスカウンター数の多かった「最低山極

悪寺」は「作者の毒舌的エッセイ」、「続き物読み物風仏教 ・真宗入門J["聖典の
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は言いたい放題(エッセイ)、仏教 ・浄土真宗入門、掲示板、写真アーカイプで

ある。

また、参考値として2003年9月3日現在のアクセスカウンター数を示した。そ

れぞれカウンター数は増加しているが、 2002年時点、ではTOP10に入っていなか

ったが新たに加わったサイトもある。これは新規のものもあるし、以前の調査で

はカウンターを発見できなかった可能性もある。いずれにせよアクセスカウンタ

ーは目安の値である。

表 5 浄土宗寺院のアクセスTOP10

2002年9月5日現在のアクセスカウンター数

1 西楽寺 兵庫県氷上郡 41.832 

2 善照寺 千葉県市川市 33，551 

3 常宣寺 福島県白河市 25.930 

4 念{弗寺 岡山県真庭郡 14，414 

5 新善光寺 滋賀県栗田郡 14，355 

6 東漸寺 千葉県松戸市 14，206 

7 天光院 東京都港区 14，031 

8 誕生寺 岡山県久米郡 11，250 

9 浄国寺 大阪府員塚市 8.594 

1
10 長泉寺 大分県別府市 7，407 

(参考 :2003年 9月3日現在のアクセスカウンター数)

1 西楽寺 兵庫県氷上郡 59.969 

2 善照寺 千葉県市川市 55，099 

3 念{弗寺 岡山県真庭郡 47.910 

4 西方院 大阪府南河内郡 45，106 

5 常宣寺 福島県白河市 27.067 

6 東漸寺 千葉県松戸市 26，878 

7 誕生寺 岡山県久米郡 26.006 

8 -1心寺 大阪市天王寺区 25，194 

9 西王寺 大阪府両槻市 15，954 

10 天光院 東京都 15，940 
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がどの程度見られているのであろうか。日本国内で最もアクセス数が多いとされ

ているYahooでは平成14年 5月15日に一日に最大値で 3億ページビューが記録

されている。また「ユニークオーディエンスj としてはYahooに一ヶ月間で

1930万人が訪れている。

一般寺院のアク セス数は このようなサイト (HPの場所)に比較にな らないく

らい少ないものである。アクセスのあった記録(アクセスログ)を公開している

真宗大谷派蓮照寺のログによれば月間のアクセス数は650程度である。また、浄

土宗総合研究所では平成14年 7月にアクセスカウンターを設けたが平均月間アク

セス数は1200程度であった。一般寺院ではもっと低いレベルであろう。アクセス

カウンターはカウンターの構成方法(どの頁で計数するか)、同一人の複数回ア

クセス、カウント期聞が示されていない累積値である などの問題点はあるが、各

寺院のHPへの訪問者数を概観する一つの目安である。

表 4 HPへのアクセスカウンター数 (2002年 9月)

アクセス数 該当件数

以上 未満 浄土宗 真宗十派 計

100，000 2 2 

10，000 100，000 8 53 61 

1.000 10.000 21 102 123 

100 1，000 7 11 18 

100 1 2 

計 37 169 206 」 一一

HP上にアクセスカウンター表示があったHP件数は浄土宗105件の うち37件

(35.2%)、真宗十派305件の うち169件 (55.4%)でアクセス数に対する興味が真

宗十派の方が高いことが示されている。表示されているアクセスカウンター数の

範囲を対数でリニヤーになるように定め、該当する HP数を計数したのが表 4で

ある。アクセスカウンター数が1，000以上10，000未満の範囲が最も多くて123件

(59.7%)、次いで10，000以上100，000未満が61件 (29.6%)であった。

アクセスカウンター数が最も多かったのは浄土真宗本願寺派の僧侶が匿名で開

設している「最低山極悪寺」で、2002年 9月 5日現在で304，866であった。 内容
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十派では真宗系の方が重要性を高く評価している割合が高いことが示されている。

5 )活動記録とエッセイ

寺院が行っている諸活動の写真や文章による記録が示されている。これらを

「活動記録jとて計数してみた。浄土宗自主作成HPでは10.1%、真宗十派HPで

は17.6%と若干真宗十派の方が高い。住職や副住職による個人的な意見を示した

頁を「エッセイJとして計数してみた。浄土宗自主作成HPでは12.4%、真宗十

派HPでは19.2%と若干真宗十派の方が高くなっている。

6 )事業広告

墓地利用者の募集、斎場利用者に対する広告活動などを「事業広告」として計

数してみた。浄土宗自主作成HPでは32.6%、真宗十派HPでは7.1%と大きな差

が示されている。

7 )レスポンス

HP訪問者からのレスポンスは掲示板やフォーム入力、電子メール等で行われ

る。積極的にこのような仕組みを作っているHPを「レスポンスJとして計数し

てみた。浄土宗自主作成HPでは2l.3%、真宗十派HPでは8.2%でこれも大きな

差が読みとれる。

8 )その他

「その他Jにはライブカメラという特別な仕組みゃソフトウェア紹介、 HP作

成方法などの情報、あるいは写真集 ・研究論文などのアーカイプであり若干真宗

十派が高いレベルとなっている。「個人HPJとは寺院の住職、副住職、寺族が

個人的に情報発信しているもので真宗十派で11件あった。

( 4 )アクセスカウ ンター

HPでは多くの場合アクセスカウンターを表示することが出来る。 HPへのア

クセスは、あるWEBページに何回アクセスがあったかを数える「アクセスカウ

ンター」、あるいは「ピジットJとか「セッションj といった訪問回数、一回の

訪問で訪れたページ数を全て数える「ページビューJ、同一人が何度訪れても 1

人と数える「ユニークオーディエンス」数などがある。インターネット上のHP
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HPの内容分析を行った。 HPの内容としてあげた第 1の内容は寺院概要 (99.0

%)である。多くの寺院HPではその寺の外観、所在地、歴史 ・沿革、寺宝など

についての記述が見られる。浄土宗の宗務庁、あるいは教区や組で作成したHP、

また(株)寿企画作成のHPは寺院概要が示されているだけである。浄土宗の一

般寺院では自主的に作成されたHPの多くにも寺院概要 (96.6%)が示されてい

た。これに対して真宗十派のHPではリンク切れを除いた255件中、寺院概要の

記載があったものが161件 (63.1%)と低くなっている。これは、浄土宗と真宗

の寺院という「器jに対する感覚の違いを示してると考えられる。つまり、浄土

宗寺院では寺院という器を重視しているのに対し、真宗寺院では浄土宗寺院ほど

寺院という器を重視していないのではないかと考えられる。浄土宗では宗務庁や

教区 ・組のような組織でHPを作成し、所属寺院のHPを作成するのも、寺院重

視の視点の表れかも知れない。この点は、今後他宗のHPの内容分析を行うとき

の注目点である。

2 )年中行事 ・行事案内

HP上には定期的法要や彼岸 ・盆のような年中行事の内容や予定に関する情報

が提供されている。このような情報を「年中行事 ・行事案内」として計数してみ

た。浄土宗自主作成HPの42.7%に記載されており、真宗十派では29.4%に記載

されており、寺院活動への参加を案内する情報として重視されている。

3 )広報

寺報、寺院からのお知らせ、寄付のお願いなど寺院側から檀信徒に対して発信

する情報を「広報」として計数してみた。浄土宗自主作成HPでは7.9%、真宗

十派HPでは11.4%と若干高いレベノレである。

4 )教義と法話

寺院が所属する宗派の「教義jがHP上に記載されている割合は、浄土宗自主

作成HPでは7.9%、真宗十派HPでは23.5%となっている。また、どのような形

式にせよ「法話」がHP上に示されている割合は、浄土宗自主作成HPでは16.9

%、真宗十派HPでは32.5%となっている。これは「教義JJよりも「法話」の

方がHP上で発信するに当たってより重要と考えられていること、浄土宗と真宗
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表 2 稼働中のホームページ数

HP数 稼働中のHP数
リンク切れHP数

全数 自主作成 全数 自主作成

浄土宗 321 118 29 292 89 

(2003.9修正値) 437 154 20 417 137 

真宗十派 324 305 69 255 236 

計 645 423 98 547 325 

( 3 )ホームページの内容

各寺院のHPに記載されている内容からキーワードを抽出し、 HPに記載され

ている内容を計数してみた。

表 3 一般寺院HPの記載内容

浄土宗
真宗十派

浄土宗

全数 自主作成 全数
自主作成 真宗十派

サンプル数 292 89 255 

l.寺院概要 289 86 161 99.0 96.6 63.1 

2.年中行事 38 38 75 13.0 42.7 29.4 

3.広報 7 7 29 2.4 7.9 11.4 

4.教義 7 7 60 2.4 7.9 23.5 

5.法話 15 15 83 5.1 16.9 32.5 

6.活動報告 9 9 45 3.1 10.1 17.6 

7.事業広告 29 29 18 9.9 32.6 7.1 

8.エッセイ 11 11 49 3.8 12.4 19.2 

9.レスポンス 19 19 21 6.5 2l.3 8.2 

10.その他 7 7 27 2.4 7.9 10.6 

11.個人HP 。 。 11 0.0 0.0 4.3 

*浄土宗寺院で宗、教区、組で作成したHPは寺院概要のみで構成されており、かっその数が多いた

め自主作成のものを別掲した。

抽出されたキーワードは 9項目、その他の内容が記載されている場合には「そ

の他」として計量した。また、寺院の住職、副住職やその他寺院関係者が寺院と

してではなく個人として作成したHPは個人HPとした。

1 )寺院概要

浄土宗一般寺院のHP321件のうちリンク切れしている29を除いた292件につき
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表を見ると浄土宗のHP作成比率が際だって高く示されている。これは、 HP

の内容を吟味することによって明らかになるが、浄土宗では宗務庁で一般寺院の

希望によって各寺院のHPを作成していること、和歌山教区では教区浄青が教区

寺院のHPを作成していること、東京教区芝組では組浄青が組内寺院のHPを作

成していること 等により、 HP保有寺院数が多くなっている。これらのHPは

寺院概要を示すー頁のみで構成されており、内容工夫して作成された他のHPと

同列には取り扱えないと考える。また、(株)寿企画が「ぶつだわーるど」で作

成しているHPも寺院概要を示す一頁のみで構成されており、布教という観点、か

ら見ると変則的なものと考えられる。これらを除くと浄土系寺院のHPは118件

で全寺院数に対するHP作成比率は約l.7%となる。これは、浄土宗と真宗十派

を加えた浄土系寺院の平均値に近くなる。(平成15年 9月には154件で2.8%に拡

大している)。

( 2 )ホームページの稼働状況

いったん作成されたHPも何時までもそのまま存在するわけではない。内容を

変更しなくても、 HPを保存しであるwwwサーバーやプロパイダーの都合によ

ってURLという HPの場所を変更しなければならないことが多く、何もしないで

いるといつの聞にかアクセスできなくなってしまうことが多い。 HPの場所

(URL)が示されていてもアクセスできない状態を「リンク切れ」と呼んでいる。

例えば、浄土宗寺院の全HP数321のうち リンク切れのHPは29(約9.0%)あ

った(平成15年 9月時点では全HP数437のうちリンク切れのHPは20で約4.6%

に減少している)。真宗十派の全HP数324のうちリンク切れのHPは69(2l.3%) 

である。まとめて作成されたHPでは管理者がいるためリンク切れする可能性が

低く、個別寺院管理のHPの方がリンク切れの可能性が高い。浄土宗寺院HPの

うちまとめて作成されたHPを除いてみると、 HP数118に対してリンク切れ

29 (24.5%) となり、真宗十派HP数305に対しリンク切れ69(22.6%) よりも

比率が若干高くなっている。なお、平成15年 9月では自主制作154のうちリンク

切れ口で11.0%であり、リンク切れの割合は減少している。
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第二の方法はリンク集を探す方法である。例えば浄土宗に関しては浄土宗HP

に浄土宗一般寺院HPに349寺院HP(2003.9現在では437)へのリンクが用意さ

れている。しかし、宗派のHPに対する取り組みの違いにより他浄土系宗派では

このようなリンクは用意されていない。ただし、個別寺院で充実したリンク集を

{乍っているHPがある。例えば浄土真宗本願寺派蓮浄寺の寺子屋ネ ットでは真宗

系寺院HP330サイトへのリンク集がある。

また、浄土真宗本願寺派浄願寺(大阪)の「まんまんちゃん」にはYahooよ

りも多い浄土真宗関連リンクとして255サイトへのリンク集がある。 第三の方

法はロボット型のサーチエンジンを使ってキーワードで検索する方法である。例

えばGoo(グー)では「浄土宗j と「寺院Jで検索すると2，054件が検索が、ま

t;:_Google (グーグル)では6，380件が検索されるが全てが浄土宗寺院のHPとは

限らず、全頁を見ることが必要でありこの方法は実際的でない。

ここでは、浄土宗については浄土宗HPのリンク寺院、真宗十派については蓮

浄寺 ・寺子屋ネットのリンク寺院をベースに、 Yahooや寺院コムに登録されて

いる寺院を加え、更に本山や各種団体のHPを除外し、一般寺院HPの分析を行

うことにした。分析対象となる寺院数は以下の通りである。

表 1 浄土系寺院のHP作成比率

寺院数 HP数 比率(%) 修正数 比率(%)

浄土宗 6.929 321 4.6% 118 1.7% 

(2003.9.3修正値) 6，929 437 6.3% 154 2.8% 

浄土真宗本願寺派 10，314 195 1.9% 187 1.8% 

真宗大谷派 8.659 107 1.2% 99 1.1% 

真宗高田派 629 7 l.1% 4 0.6% 

真宗仏光寺派 361 5 l.4% 5 l.4% 

真宗輿正派 514 8 1.6% 8 1.6% 

真宗木辺派 187 1 0.5% 1 0.5% 

真宗出雲路派 57 1 l.8% 1 1.8% 

真宗誠照寺派 52 。0.0% 。0.0% 

真宗ニ門徒派 36 。0.0% 。0.0% 

真宗山元派 21 。0.0% 。0.0% 

計 27，759 645 2.3% 423 1.5% 

*数値は平成12年末(宗教年鑑平成13年度版) 寺院数は宗教法人で寺院と教会の合計

* *HP数は平成14年 7~8 月、浄土宗については平成15年 9 月の数値に修正。



1 浄土系寺院について

専任研究員 メ比
一7 岡 達雄

本稿は平成14年度の研究結果であり、平成14年度の総合学術大会で発表し仏教

諭叢第47号に発表されたものであるが、研究成果をまとめるために再掲したもの

である。したがって、この数値は平成14年 (2002年) 9月時点ものであるが、各

宗比較に必要な基本的な数値は平成15年 (2003年) 9月時点、の数値にも合わせて

示すことにした。

( 1 )ホームページ開設寺院数

ホームページ(以下HPと略す)を開設している寺院数を正確に把握すること

は極めて困難な作業である。 HP開設寺院を見つけ出すには複数の方法がある。

第一の方法はHP登録サイトを見ることである。登録サイトとして最も権威があ

るのがヤフー (Yahoo) である。ヤフーはインデックス型の登録サイトで、

2002年 9月5日現在の浄土系寺院のHP数は、「生活と文化j→「宗教 (1990)J 

→「宗教別 (1922)J→「仏教 (738)J→「浄土(130)Jの下位に展開されてお

り、時宗(1)、浄土宗 (25)、浄土真宗 (83)、真宗大谷派 (12)、真宗輿正派

( 2 )、真宗高田派(3 )、西山浄土宗 (3)となっている。かっこ内の数字は登

録されているHP数である。

また、寺院HP専用の登録サイトとして知られているのが寺院コムである。寺

院コムでは宗派別リンク集があり、 2002年 9月 5日現在、浄土系では浄土宗

(53)、浄土宗西山禅林寺派(5 )、西山浄土宗(7 )、浄土真宗本願寺派 (83)、

真宗大谷派 (55)、真宗{弗光寺派(2 )、真宗出雲路派(1 )、時宗 (1)、浄土真

宗東本願寺派(9 )、真宗木辺派(1)、真宗高田派(2 )、真宗輿正派(3 )、浄

土宗西山深革派(1 )、浄土系その他(3 )と226サイトとなっている。ここには

本山 ・包括団体等のHPが含まれており、一般寺院のHPはこれより少なくなる。

4 



スケジュールの共有(サイボウズ社ソフトウェアの導入)を行っている。

( 3 )ホームページのあり方の研究

本研究テーマは一般寺院ホームページ、教団ホームページで発信すべき情報、

発信の方法等のホームページのあり方について調査分析を行うことにある。

平成14年度一般寺院ホームページ、教団ホームページおよび教団内部組織のホ

ームページの現状を調査分析した。研究の一部成果を浄土宗学術総合大会におい

て発表した。また、これらの分析結果に基づき「インターネッ トと寺院一評価と

実践一」と題する公開シンポジウムを平成15年 2月14日に行った。公開シンポジ

ウムは国学院大学教授井上順孝、パネラーとして曹洞宗総合研究センター菅原寿

清、天台宗総合研究センター谷晃昭、浄土真宗宗務情報システムセンター筑後誠

隆が出席され、百名を超える参加者が集まり活発な議論が行われた。このシンポ

ジウムの様子は平成15年 3月31日にスカイパーフェクト TVの「精神文化の時

間Jに放映されるとともに「宗報」に連載された。

平成15年度においては昨年の浄土系寺院に引き続いて他の既成仏教教団の寺院

ホームページを調査分析し、その結果を浄土宗総合学術大会に報告した。またこ

の成果を踏まえて総研叢書「寺院のインターネット利用Jの執筆を行った。

この「ホームページのあり方の研究Jにおいては、多くの研究成果が得られて

おり成果が散逸しないように以下にまとめて報告を行う。
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「ホームページによる教化情報提供運営」①

日本語によるホームページ運営

【研究担当者】 研究主務

研究メンバー

専任研究員

研究員

嘱託研究員

今岡達雄

斉藤隆尚

佐藤良文

研究スタッフ 小津憲雄

研究テーマ「ホームページによる教化情報提供運営①日本語によるホームペー

ジ運営Jは平成14・15年 2年間で実施する研究テーマとして設定されたものであ

り、その研究目的は(1) 日本語ホームページの運営、(2 )所内イントラネッ

ト構築運営、(3 )ホームページのあり方の研究の三つの柱がある。

( 1 )日本語ホームページの運営

平成13年度までの浄土宗総合研究所ホームページは浄土宗ドメイン内 (jodo.

or .jp) に間借りをして作成 ・運営されていたが、運用の自由度を確保するため

に平成14年度に新たに ドメイン (jsri.jp) を取得し、レンタルサーパーサービス

を利用したホームページへの移行を行った。これを機会に新規ホームページを一

新した。平成14年度以降の浄土宗総合研究所ホームページのURLは (http://

www.jsri.jp/)である。ホームページの内容としては、適時最新の情報に書き

換えを行っているが、これに加えて編集班の協力を得て平成14年度以降は「教化

研究」の内容をホームページで読むことが出来るようにしている。

( 2 )所内イン卜ラネッ卜の構築・運営

新規ドメインで運用しているサーバーを使用して、所員へのインターネットメ

ールアドレスの配布、所内ホームページ(所員向けお知らせ、事務席入力)作成、
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浄土宗総合研究所所員・嘱託名簿

(平成 16年 12月 I日現在)

〒 105-0011 東京都港区芝公園 4-7-4 明照会館4階

電話 03-5472-6571 (代表)

FAX 03-3438-4033 

〈分室〉 〒603-8301 京都市北区紫野北花/坊町 96 仰教大学内

電話 075-495-8143 

FAX 075-495-8193 

ホームページアドレス http://www.jsri.jp/ 

所長 石上善謄

〒 272-0823 市川市東菅野 2-7-1 047-324-0330 

任
員
則

一任
員
刻

一任
員

究
開

一

究
封

一

究

主
研
鋼

一専
研
扮

一専
研

福西 賢 兆

〒 105-0001 東京都港区虎の門 3-11-7 栄立院 03-3431-0257 

竹内 真 道

干 522・0064 滋賀県彦根市本町 2-3-7 宗安寺 0749-22-0801

今岡達雄

干 272-0131 千葉県市川市湊 18-20 善照寺 0473-57-2232

大蔵健司

〒 193-0082 東京都八王子市弐分方町 179 不断院 0426・52-2524

西城宗隆

〒 132-0015 江戸川区西瑞江 2-38-7 大雲寺 03-3679-5748

佐藤晴輝

〒 292-0008 千葉県木更津市中島 2209 正行寺 0438-41・0041

袖山 豊能 輝

干 380-0845 長野市西後町 1568 十念寺 0262-33-2449

武田道生

〒 193-0824 東京都八王子市長房町 16 龍泉寺 0426・64-0865

-343-



戸松義晴

干 152-0003 東京都1=1泉区碑文谷 3・6・9・301

〒 106-0044 東京都港区東麻布 1-1-5

研究員 石川琢道

干 250-0874 小田原市~!Il~畠 446

伊藤茂樹

〒 637-0042 奈良県五線市五線 ト1-6

上田千年

干 617-0827 京都市長岡京市竹の台 2 Dト502

後藤長法

〒 135・0022 東京都江東区三好 lふ 3

粛藤舜健

03・3723・7707

心光院 03-3583-4766

春光院 0465-48-5161

称念寺 07472-2-3885

075-955・7323

園通寺 03・3641・7518

干 615・8017 京都市西京区桂河田町 12-2セジュール 87202号 075-394-6173

干 692-0011 島根県安来市安来町 1927 西方寺 0854-22-3572

斉藤隆尚

干 130-0003 東京都墨悶区繊jlll-3・20 霊性院 03-3622-7829 

坂上雅翁

干 174-0076 東京都練馬区土支回 4-21-20 03・5905-5012

坂上典翁

干 111-0024 東京都台東区今戸 2-23-6 勝運寺 03-3872-7242

柴田泰山

〒806-0049 福岡県北九州市八幡西区穴生 2-5-1 弘善寺 093-621-5953

善 裕昭

〒 602-0802 京都市上京区寺町通今出川上る鶴山町 14阿弥陀寺内 075-23ト3538

干 847-0017 佐賀県唐津市東底部 2-8・23 安養寺 0955・72・5327

曽田俊弘

干 528・0057 滋賀県甲賀郡水口町北脇 557 浄福寺 0748・62-1932

曽根宣雄

〒 405-0011 山梨県山梨市三ヶ所 853-2 円通寺 0553-22・2204

-344-



研究員助手

嘱託
研究員

林田康順

〒 230-0052 神奈川県横浜市鶴見区生麦 5-13-61 慶岸寺 045-501-2816

吉田 淳 雄

〒 299-1621 千必県富津市竹岡 349-1 松翁院 0439-67-8354

和田典善

干 38ト0101 長野県長野市若穂綿内 8585-1 正満寺 026-282-2012

名和清隆

〒 363-0015 崎玉県稲川市南 1-6-11 浄念寺 048-771-3199 

宮入良光

〒 105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-10 栄閑院 03-3431-7815

小津憲雄

干 192・0062 東京都八王子市大横町 7・l 極楽寺 0426・22-3609

熊 井康雄

干 135-0022 東京都江東区三好 2・7・5 組光院 03・3642-3437

郡嶋昭 示

〒 299-2117 千言語県安房郡鋸南町勝111351-1 浄蓮寺 0470・55-0388

〒 170-0002 東京都豊島区巣鴨 4-12-2ステージファースト大塚 603

佐藤良文

〒 112-0002 東京都文京区小石川 4・12-8

島 恭裕

〒 105-0011 東京都港区芝公園 1-8-13

清 水秀浩

〒 573-0132 枚方市野村元町 21・20

千古利恵子

干 658-0044 兵庫県神戸市東灘区御影啄町 4-14-21

田中勝道

干 306-0023 ~正減県古河市本町 1 - 1 -7

-345一

03-5394-5183 

光岡寺 03・3811-1307

自宅 03-5689-5634 

源流院 03-3433-2768

法楽寺 072-858-8542

078・7821・1689

宝輪寺 0280-32-3467



中野隆英

干 IIト0022 台東区消JIII-2-5 念仏院 03-3873-0642 

鹿本柴康

〒 135-0022 東京都江東区三好 1-2-8 法性寺 03-3641-1356

細田芳光

干 135-0022 東京都江東区三好 1-4-5 勢至院 03-3641・5780

真柄和人

干 528-0041 滋賀県甲賀郡水口町虫生野 320 永福寺 0748・62・2657

正村瑛明

干 114・0023 東京都北区滝野川 2-49・5 正受院 03-3910-1778

水谷浩志

干 471-0842 豊田市土橋町 8・6 法雲寺 0565・28・3965

村田洋一

干 105-0011 東京都港区芝公園 2-11-25 信勝院 03-3434・6611

山本晴雄

干 108・0072 港区白金 4-3-9 西光寺 03-3441-2431

米津実江子

干 603-8567 京都市北区鷹峯南鷹峯町 22・14てるてる荘 103号

090-2195-6412 

鷲見定信

〒253-0087 神奈川県茅ヶ崎市下町屋 2-14・15 梅雲寺 0467・82-6060

Jonathan Watts (ジョナサン・ワツツ)

〒 248-0011 鎌倉市扇ガ谷 4-7-4

-346-

0467-23-8470 



客員教授 伊藤唯真

干 520-3101 滋賀県甲賀郡石部町石部中央 2-5-46 善隆寺 0748-77-2347

梶村 昇

〒 157-0066 東京都世岡谷区成城 4-2ト2 03・3483・1025

田丸徳善

干 145-0071 東京都大田区田園調布 5-3-4 03-3721-3148 

長谷川匡俊

干 260-0812 千葉県千葉市中央区大巌寺町 180 大厳寺 043-261-2917

八木季生

干 112-0011 東京都文京区千石 ト14・II 一行院 03-394ト2035

-347-



総合研究所運営委員会委員名簿
(平成 16年7月 l日現在)

(宗務総長)

(教学局長)

(財務局長)

(社会局長)

(文化局長)

正

丈

雄

岳

彦

謄

兆

幸

宣

義

員

勝

善

賢

谷

本

和

本

西

上

西

水

岡

曽

松

入

石

福

委員

(役職)

(総合研究所長)

(総合研究所主任研究貝)

蓬生寺 06-6761-0710

03-3483・1025

潮泉寺 03・3813・2314

一行院 03-3941-2035

樹敬寺 0598-23-9680

香川孝雄

〒 543-0017大阪府大阪市天王寺区械南寺町 5-16

梶村 昇

〒 157-0066東京都世田谷区成械 4-21-2

中井 異 孝

干 600-8087京都府京郎市下京区高倉通松原下ル樋之下町 37・5 長香寺 075・351-1754

花園宗善

〒612-8304京都府京都市伏見区榎町 713

藤本浄彦

干 742・2107山口県大島郡大島町東屋代 944

牧 達雄

干 525-0041滋賀県草添市青地町 1146

丸山博正

干 113・0021東京都文京区本駒込 1-1-5

八木季生

〒 112-0011東京都文京区千石 ト14-11

山下法文

干 515-0075三重県松阪市新町 874

悟真寺 075-62ト2229

西蓮寺 0820-74-2662

西方寺 0775-64-2277

-348-
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平
成
十
五
年
度

活
動
報
告

四
月

一
日

-
一二
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

四
月
九
日

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

四
月
十
四
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
第

一
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

-
国
内
閲
教
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

四
月
十
六
日

-
現
代
布
教
勉
強
会
(
宗
務
庁
東
京
)

四
月
二
十

一
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁

東

京

)

・
第
二
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

四
月
二
十
三
日

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

四
月
二
十
八
日

-
浄
土
宗
大
静
典
研
究
会
(
宗
務
庁
点
京
)

・
現
代
布
教
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
第
三
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
日
本
語
H
P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

四
月
三
十
日

・
マ
ス
コ
ミ
対
策
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

五
月

一
日

-
生
命
倫
理
研
究
会
(
宗
務
庁

五
月
六
日

東
京
)

-
教
化
儀
礼
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

五
月
七
日

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

五
月
九
日

-p
s，
回
宙
実

E
E
Y
5
5』
(
宗
務
庁

五
月
十
二
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
四
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
仏
教
福
祉
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

五
月
十
四
日

-
葬
祭
仏
教
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

五
月
十
五
日

-
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

・
二一
部
経
現
代
誇
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

五
月
十
六
日

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

五
月
十
九
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
五
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

五
月
二
十
日

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

五
月
二
十
三
日

-
教
化
儀
礼
「
声
明
」
録
音
(
宗
務
庁
東
京
)

五
月
二
十
六
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
六
回
所
内
述
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

東
京
)

-
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
生
命
倫
理
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

五
月
二
十
七
日

-
一一一
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

五
月
二
十
八
日

-
マ
ス
コ
ミ
対
策
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
日
本
語
H
P
研
究
会
{
総
合
研
究
所
)

五
月
三
十
日

・
浄
土
教
比
較
論
勉
強
会
(
宗
務
庁
東
京
)

六
月
二
日

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
七
回
所
内
連
絡
会

(
総
合
研
究
所
)

六
月
三
日

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

六
月
四
日

・
善
本
叢
書
研
究
会

(
悌
教
大
学
)

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

六
月
五
日

・
四
十
八
巻
伝
研
究
会
(
宗
学
研
究
所
)

六
月
九
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
教
化
儀
礼
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
第
八
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

六
月
十
日

-
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

六
月
十
一
日

-
善
本
態
舎
研
究
会
(
例
教
大
学
)

・
典
籍

・
版
木
研
究
会
(
京
都
分
室
)

六
月
十
二
日

-349-



-
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

六
月
十
六
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
一一一
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
日
常
勤
行
式
現
代
語
化
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
第
九
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

-
四
十
八
巻
伝
研
究
会
(
宗
学
研
究
所
)

六
月
十
七
日

-
一一
一
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

六
月
十
八
日

-
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

・
善
本
叢
書
研
究
会
(
傍
教
大
学
)

六
月
十
九
日

・
園
内
閲
教
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

六
月
二
十
三
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
十
回
所
内
迎
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
浄
土
宗
大
辞
典
編
集
打
合
せ
(
宗
務
庁
東
京
)

・
仏
教
福
祉
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

六
月
二
十
四
日

-
一一一部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

六
月
二
十
五
日

・
日
本
語
H
P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

六
月
二
十
七
日

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

六
月
三
十
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

七
月
二
日

・
善
本
叢
書
研
究
会
(
傍
教
大
学
)

七
月
三
日

-
四
十
八
巻
伝
研
究
会
(
宗
学
研
究
所
)

七
月
五
日
1
六
日

-
善
本
歯
車
曾
現
地
調
査
(
千
葉

・
善
照
寺
)

七
月
七
日

-
浄
土
教
比
較
論
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
十
二
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

-
四
十
八
巻
伝
研
究
会
{
宗
学
研
究
所
)

七
月
八
日

・
典
籍
・
版
木
現
地
調
査
(
名
古
屋
・
梅
香
院
)

七
月
九
日

-
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

七
月
十
四
日

・
四
十
八
巻
伝
研
究
会
(
宗
学
研
究
所
)

-
仏
教
福
祉
研
究
会
(
西
部
)
(
文
教
短
期
大
学
)

七
月
十
八
日

-
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

-
『
「

2
d
E
r
E
E
F
Zヨ
』
(
宗
務
庁
東
京
)

七
月
二
十
二
日

・
第
十
三
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

七
月
二
十
五
日

・
マ
ス
コ
ミ
対
策
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

.
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

七
月
二
十
八
日

・
浄
土
教
比
較
論
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
生
命
倫
理
研
究
会
(
宗
務
庁

七
月
三
十
日

・
日
本
語
H

P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
編
集
班
合
同
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

八
月
三
日
1
五
日

・
典
籍

・
版
木
現
地
調
査
(
宗
安
寺
)

八
月
四
日

・
第
十
四
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
園
内
閲
教
勉
強
会
(
宗
務
庁
東
京
)

八
月
十

一
日

・
第
十
五
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

八
月
十
八
日

-
第
十
六
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

八
月
十
九
日

-
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

八
月
二
十
五
日

・
総
合
学
術
大
会
打
合
せ
(
総
合
研
究
所
)

・
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
十
七
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

-
マ
ス
コ
ミ
対
策
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

八
月
二
十
六
日

-分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

八
月
二
十
七
日

・
浄
土
教
比
較
論
勉
強
会
(
宗
務
庁
東
京
)

九
月

一
日

・
第
十
七
回
所
内
連
絡
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

九
月
八
日

・
第
十
八
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
現
代
布
教
合
同
会
議
(
宗
務
庁
東
京
)

東
京
)
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九
月
九
日

1
十
日

・
総
合
学
術
大
会
(
大
正
大
学
)

九
月
十

一
日

t
十
七
日

・
国
際
宗
教
者
学
会

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
)

九
月
十
七
日

-
仏
教
福
祉
研
究
会
(
東
部
)
(
宗
務
庁
東
京
)

・
教
化
儀
礼
研
究
会
(
一
行
院
)

九
月
二
十
二
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
第
十
九
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

九
月
二
十
六
日

-
一二
部
経
現
代
語
訳
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
国
際
交
流
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
『
「
四
円
回

E
r
E
E
2
5ヨ
』
(
宗
務
庁
東
京
)

九
月
二
十
九
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
第
二
十
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
日
常
勤
行
式
現
代
語
化
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

九
月
三
十
日

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

十
月

一
日

・
日
本
語
H

P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
月
六
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
宗
務
庁
)

-
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
二
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
月
十
四
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

-
現
代
布
教
研
究
会
(
東
京
宗
務
庁
)

十
月
十
五
日

・
伝
承
儀
礼
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
運
営
委
員
会
(
東
京
宗
務
庁
)

・
マ
ス
コ
ミ
対
策
定
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

十
月
十
六
日

-
教
化
団
長
会
議
(
僧
上
寺
)

十
月
二
十
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
宗
務
庁
)

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
二
十
二
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

十
月
二
十
四
日

-
仏
教
福
祉
研
究
会
(
東
部
)
(
東
京
宗
務
庁
)

十
月
二
十
七
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
宗
務
庁
)

-
第
二
十
三
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

十
月
二
十
九
日

-
浄
土
教
比
較
論
勉
強
会
(
総
合
研
究
所
)

十
月
三
十

一
日

-
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
一
月
四
日
1
五
日

-
伝
承
儀
礼
研
究
会
(
東
京
婚
徳
寺
)

十

一
月
五
日

・
日
本
語
H
P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十

一
月
七
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十

一
月
八
日

・
仏
教
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
増
上
寺
)

「
寺
院
は
地
域
福
祉
に
い
か
に
貢
献
し
う
る
か
」

十
一
月
十
日

(
東
京
宗
務
庁
)

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
第
二
十
四
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
国
際
交
流
研
究
会
(
第
二
会
議
室
)

十
一
月
十
七
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・第
二
十
五
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

十
一
月
十
八
日

-
一二
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
一
月
十
九
日

-
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

十
一
月
二
十
八
日

-
『
「

2
ι
E
r
σ
己
弘
己

25ヨ
』
(
増
上
寺
)

十
一
月
二
十
九
日

・
伝
承
儀
礼
研
究
会
(
婚
穏
寺
)

十
二
月
一
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
日
常
勤
行
式
現
代
語
化
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
第
二
十
六
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

-
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
仏
教
福
祉
研
究
会
(
東
部
)
(
宗
務
庁
東
京
)

十
二
月
二
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
二
月
四
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
二
月
八
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁

東
京
)

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)
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-
第
二
十
七
回
所
内
述
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
生
命
倫
理
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

十
二
月
十
五
日

・
第
二
十
八
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
二
月
十
八
日

-
一一一
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

.
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

十
二
月
十
九
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

十
二
月
二
十
二
日

・
第
二
十
九
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
仏
教
福
祉
研
究
会
(
東
部
)
(
総
合
研
究
所
)

一
月
六
日

-
一一一
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
八
日

・
第
三
十
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
九
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
十
四
日

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

一
月
十
六
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
十
九
日

・
浄
土
宗
大
野
興
研
究
会
(
宗
務
庁

東
京
)

・
現
代
布
教
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
葬
祭
仏
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
三
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
圏
内
閲
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
二
十

一
日

-
日
常
勤
行
式
現
代
語
化
研
究
会
(
宗
務
庁

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

一
月
二
十
三
日

・
浄
土
教
比
較
論
勉
強
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
二
十
六
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
一一
一
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

.
四
十
八
巻
伝
現
代
語
化
研
究
会

-
第
三
十
二
回
所
内
巡
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
二
十
七
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
二
十
八
日

・
日
本
語
H
P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一
月
三
十
日

-
国
際
交
流
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

-p
g，∞
E
-r
σ
z
B己
2
5
5
』
(
僧
上
寺
)

二
月
二
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
一二
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
第
三
十
三
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
三
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
四
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
七
日

1
九
日

・
圏
内
開
教
沖
縄
現
地
調
査
(
沖
縄
)

二
月
九
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・第
三
十
四
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

一一
月
十
日

東
京
)

-
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
十
二
日

-
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
十
三
日

-
国
内
閲
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
葬
祭
仏
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
十
六
日

・
第
三
十
五
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

一一
月
十
七
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

一一
月
十
七
日

t
十
八
日

-
葬
祭
仏
教
静
岡
現
地
調
査
(
静
岡
教
区
)

一一
月
十
八
日

・
日
本
語
H
P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
二
十
三
日

-
第
三
十
六
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
二
十
四
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
園
内
開
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

-
典
籍
版
木
研
究
会
(
名
古
屋
梅
香
院
)

二
月
二
十
五
日

・
日
本
語
H
P
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

二
月
二
十
六
日

-
分
室
会
議
(
分
室
)

一一
月
二
十
七
日

-
国
際
交
流
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
一二
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)
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-
第
三
十
七
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

三
月
三
日
1
四
日

・
現
代
布
教
合
同
会
議
(
宗
務
庁
東
京
)

三
月
八
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

-
一一一部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

・第
三
十
八
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
仏
教
福
祉
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

三
月
十
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

-
圏
内
閲
教
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

三
月
十
五
日

-第
三
十
九
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
海
外
開
教
意
見
交
換
会
(
宗
務
庁
東
京
)

三
月
十
八
日

・
三
部
経
現
代
語
化
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

三
月
二
十
二
日

・
第
四
十
回
所
内
述
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

三
月
二
十
三
日

・
国
際
交
流
研
究
会
(
総
合
研
究
所
)

三
月
二
十
五
日

・
浄
土
教
比
較
論
勉
強
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
『
「

2
ι
E
r
u
Z
E
E
-∞ヨ
』
(
僧
上
寺
)

三
月
二
十
九
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)

・
第
四
卜

一
回
所
内
連
絡
会
(
総
合
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
宗
務
庁
東
京
)
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講師 ・研究7/;77

松涛弘道 佐藤良純 佐々木良法

曽根宣雄 野田隆生 石川到覚 落合崇志 安藤和彦 林俊光
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研究プロジ、ェク ト 講師 ・研究7/J."J7
①浄土宗大辞典

②A浄土二部経
②B四十八巻伝
② C基本典籍英訳

③浄土宗善本叢書 松島吉和
④浄土宗典籍 ・版木の研究

⑤葬祭仏教

⑥教化儀礼の研究~伝承儀礼研究~ 南忠信 八尾敬俊
⑦現代布教の検討

⑧国内開教

⑨海外開教

⑩国際交流 生野善応 岩田斎肇。A新しい宗教動向への対応
@ B生命倫理の諸問題

⑫仏教福祉 藤森雄介 関徳子
⑬日本語によるホームページ運営

⑭英語によるホームページ運営

⑮「教化研究J["総研叢書J["研究成果」
⑮定期的情報プロジ、ェク ト 山田隆昭 佐山哲郎
⑪日常勤行式の現代語化に関する基礎研究
⑬ A現代における宗教の役割研究会 (CORMOS)
⑮ B各宗派教化関係機関連絡協議会

⑬ C国際宗教研究所(IISR)

⑬ D教団付置研究所懇話会

⑬宗門関係研究所との連携協議
@A法然上人ー十五霊場研究

@ B法然上人展の調査研究
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嘱託研究員 講師 ・研究i.9"J7

柴田泰山

千古理恵子 米沢実江子

柴田泰山 島恭裕

米沢実江子 伊藤真宏

松永知海 米沢実江子

熊井康雄 細田芳光 佐藤良文 柴田泰山

田中勝道 熊井康雄 清水秀浩 柴田泰山 八百谷啓人

柴田泰山 池田常臣

島恭裕 田丸典子

田丸典子 松涛誠達

田丸典子

田丸典子

田丸典子 鷲見宗信

小沢憲雄 島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

村田洋一 島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子

島恭裕 田丸典子
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研究プロジ、ェクト 嘱託研究員

①浄土宗大辞典 村田洋一 柴田泰山
②A浄土二部経 柴田泰山
②B四十八巻伝 真柄和人 千古理恵子
②C基本典籍英訳 γョナサY・ワー"J'J柴田泰山

③浄土宗善本叢書

④浄土宗典籍 ・版木の研究 橋本初子 松永知海

⑤葬祭仏教 鷲見定信 熊井康雄

⑥教化儀礼の研究~伝承儀礼研究~ 虞本柴康 田中勝道
⑦現代布教の検討 中野隆英 柴田泰山

③圏内開教 島恭裕

⑨海外開教 鷲見定信 島恭裕

⑩国際交疏 島恭裕 田丸典子
⑪ A新しい宗教動向への対応 島恭裕 田丸典子
@B生命倫理の諸問題 島恭裕 田丸典子

⑫仏教福祉 島恭裕 田丸典子

⑬日本語によるホームページ運営 佐藤良文 小沢憲雄

⑪英語によるホームページ運営 γョナサン ・ワッ 島恭裕

⑬「教化研究JI総研叢書JI研究成果」 細田 芳光 村田洋一
⑮定期的情報プロジ、ェク ト 柴田泰山 島恭裕

⑪日常勤行式の現代語化に関する基礎研究 柴田泰山 島恭裕

⑬A現代における宗教の役割研究会(CORMOS)柴田泰山 島恭裕

⑬ B各宗派教化関係機関連絡協議会 柴田泰山 島恭裕

⑬ C国際宗教研究所 (IISR) 柴田泰山 島恭裕

⑬ D教団付置研究所懇話会 柴田泰山 島恭裕
⑬宗門関係研究所との連携協議 柴田泰山 島恭裕

@A法然上人-十五霊場研究 柴田泰山 島恭裕

@B法然上人展の調査研究 柴田泰山 島恭裕
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研究員

西城宗隆 袖山栄輝 石川琢道 和田典善 吉田淳雄

善裕昭 曽田俊弘

坂上典翁

斉藤隆尚

和田典善

吉田淳雄
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研究プロジ、ェク ト 研究員

①浄土宗大辞典 福西賢兆 大蔵健司
②A浄土二部経 林田康順
②B四十八巻伝

②C基本典籍英訳

③浄土宗善本叢書

④浄土宗典籍 ・版木の研究 伊藤茂樹 斉藤舜健
⑤葬祭仏教 今岡達雄 武田道生
⑥教化儀礼の研究~伝承儀礼研究~
⑦現代布教の検討 佐藤晴輝 後藤員法
③国内開教 戸松義晴 水谷浩志

⑨海外開教 武田道生 戸松義晴

⑮国際交涜 武田道生 水谷浩志
⑪A新しい宗教動向への対応

(U)B生命倫理の諸問題

⑫仏教福祉 上田千年

⑬日本語によるホームページ運営 斉藤隆尚

⑬英語によるホームページ運営

⑬「教化研究JI総研叢書JI研究成果」 石川 琢道 吉田淳雄
⑮定期的情報プロジ、ェクト

⑪日常勤行式の現代語化に関する基礎研究
⑬A現代における宗教の役割研究会(CORMOS)
⑬ B各宗派教化関係機関連絡協議会

⑬ C国際宗教研究所 (IISR)
⑬ D教団付置研究所懇話会

⑬宗門関係研究所との連携協議

@A法然上人ー十五霊場研究

@B法然上人展の調査研究
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研究代表 研究副代表

浄土宗大辞典の点検等 石上善応 梶村昇

A浄土二部経 石上善応

B四十八巻伝 伊藤唯真

C基本典籍英訳

伊藤唯真 福西賢兆 l

福西賢兆

八木季生

田丸徳善

A新しい宗教動向への対応 石上善応

B生命倫理の諸問題 石上善応

長谷川匡俊

石上善臆

石上善牒

A現代における宗教の役割研究会 (CORMOS) 石上善臆

B各宗派教化関係機関連絡協議会

C国際宗教研究所 (IISR)

D教団付置研究所懇話会

A法然上人一十五霊場研究

B法然上人展の調査研究
- ~古声:;I-~/
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研究課題 研究プロジェクト
l 浄土宗義と現代 ①浄土教比較論

②浄土宗基本典籍の現代語化

③浄土宗善本叢書
④浄土宗典籍 ・版木の研究

2 現代葬祭仏教研究 ⑤葬祭仏教

3 伝道(布教教化)の研究 ⑥教化儀礼の研究~伝承儀礼研究~
⑦現代布教の検討

4 開教の基礎的研究 ⑧圏内開教
⑨海外開教

⑩国際交流

5 現代宗教 ・社会問題への対応 。現代宗教 ・社会問題への対応

6 仏教福祉の研究 ⑫仏教福祉

7 ホームヘ。ーγ教化情報提供 ⑬日本語によるホームページ運営
⑭英語によるホームページ運営

8 編集 ⑬「教化研究Jr総研叢書Jr研究成果」
9 特別対策研究 ⑮定期的情報プロジ、ェクト

⑫日常勤行式の現代語化に関する基礎研究

⑮他教団との交流

⑬宗門関係研究所との連携協議

@大遠思関連プロジェク ト

-361-



甲
骨
凹

マ
教
化
研
究
十
五
号
を
お
届
け
す
る
。

マ
今
回
掲
載
の
成
果
報
告
は
、
『
現
代
に
お
け
る

「
結
縁
五
重
相
伝
会
」
の
あ
り
方
』
現
代
布
教
の

検
討
班
。
『
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
寺
院
』
『
沖
縄

都
市
部
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
開
教
の
歴
史
と

現
状
ー
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
』
圏
内
閲
教
検
討
班
。

『
日
本
語
に
よ
る
ホ
|
ム

ぺ

l
ジ
運
営
』

日
本
語

に
よ
る
ホ
|
ム
ぺ

l
ジ
運
営
班
を
掲
載
す
る
。

マ
研
究
ノ

l
ト
は
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化

は
『
仏
説
無
量
寿
』
『
四
十
八
巻
伝
』
を
記
載
し
た
、

研
究
概
要
で
も
記
載
の
と
お
り
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

マ
そ
の
他
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
研
究
継
続
中
の

も
の
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
・
研
究
経
過
等

を
「
研
究
活
動
報
告
」
に
記
載
し
た
。

大
)

石上善膝

浄土宗総合研究所
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